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序 文

本書は、大分県教育委員会が国道10号古国府拡幅事業に伴い、国土交通省大分河川国道

事務所から委託され実施した中世大友城下町跡発掘調査の報告書です。

大分市にあるこの遺跡は、かつて九州の有力な戦国大名であった大友氏の守護所がおか

れ、その周辺には町屋や寺院が建ち並び、中世において「府中」とか「府内」と呼ばれる

豊後国の中心地でした。近年の発掘調査は、こうした中世都市の構造や、そこで暮らした

人々の生活の様子を明らかにしています。

本書に収録した第20次調査区は、戦国時代の「府内」の町の景観を描いたと伝えられる

｢府内古図」で見れば、その中でも最大面禎を持つ「万寿寺」の北西隅に当たります。

室町時代の「万寿寺」は禅宗寺院の官位制である五山十利制のなかに数えられる九州最大

級の規模と格式を備え、大友家と密接な関係を持っていました。

発掘調査では、「万寿寺」を創建した頃の溝、境内に建ち並んでいた建物の跡、１６世紀

の北側の境となる大規模な堀の跡、僧侶たちが利用した井戸などが検出されました。また、

こうした遺構の中からは、当時、中国大陸からもたらされた青磁や白磁をはじめ、国内各

地の窯業地で生産された壷や喪が出土し、「万寿寺」の交流範囲の広さを知ることができ

ました。そして、１６世紀の堀はすぐに埋め立てられ、屋敷地や街路に変わることがわかり、

古文書では知ることの出来ない事実が明らかになりました。

本書が、埋蔵文化財への理解と認識を深めるための一助となるとともに、学術研究資料

として広く御活用いただければ幸いです。

最後に、発掘調査から報告書作成にいたるまで、多くの方々の御理解と御協力をいただ

きましたことに対し、こころから感謝申し上げます。

平成１９年３月３０日

大分県教育庁埋蔵文化財センター

所長小玉学司
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１．本書は、大分市元町に所在する中世大友府内町跡第20次調査の発掘調査報告書である。

２．発掘調査は一般国道10号古国府拡幅事業の実施に伴い、国土交通省九州地方整備局大分河川国道事務所の委

託を受けて、大分県教育委員会が実施した。

３．中世大友府内町跡第20次調査は平成14年５月から平成15年３月にかけて実施した。

４．現地での写真撮影・遺構の実測は調査担当者が行ったほか、明大工業と国際航業に委託した。

５．遺物実測・トレースなど報告書作成に伴う諸作業については調査員のほか、壱岐尾可奈子・大野瑞恵（大分

県埋蔵文化財センター嘱託）があたり、大分県教育庁埋蔵文化財センターの整理作業員の多大な協力を得た。

６．出土遺物ならびに図面・写真等は、大分県教育庁埋蔵文化財センター（大分市大字中判田ビワノ門1977）に

おいて保管している。

７．本書で使用する方位はいずれも座標北である。座標値については、旧日本測地系と（）内の世界測地系の

数値を併記している。

８．本書で使用する遺構略号は、以下の通りとする。

ＳＤ：溝、ＳＢ：掘立柱建物、ＳＫ：土坑、ＳＥ：井戸、ＳＦ：道路および道路状遺構、ＳＰ：柱穴および小穴

ＳＸ：その他の遺構（不明遺構・集石遺構・整地層など）

９．本書で使用した出土遺物の分類については、以下の文献による。

青花小野正敏「15～16世紀の染付碗・皿の分類と年代」（『貿易陶磁研究』NQ21982年）

青磁上田秀夫「14～16世紀の青磁碗の分類について」（『貿易陶磁研究』ＮＯＬ21982年）

白磁森田勉「14～16世紀の白磁の分類について」（『貿易陶磁研究』ＮＯＬ21982年）

備前系陶器

乗岡実「中世備前焼喪（壷）の編年案」・「備前焼播鉢の編年案」（『第３回中近世備前焼研究会資料

付第１回・第２回研究資料』所収2000年）

乗岡実「近世備前焼播鉢の編年案」（『岡山城三之曲輪跡一表町一丁目地区再開発ビル建設に伴う発掘

調査一』岡山市教育委員会2002年）

中国南部産焼締陶器鉢

吉田寛「中世大友府内町跡出土の産地不明焼締陶器について」（『貿易陶磁研究』No.282003年）

京都系土師器および土師質土器

塩地潤一「大友領国内における京都系土師器の分布とその背景」（『博多研究会誌』第６号1998年）

塩地潤一「九州出土の京都系土師器皿」（『中近世土器の基礎研究』ＸⅣ1999年）

坂本嘉弘「中世大友府内町跡出土の土師質土器編年」（『豊後府内２』大分県教育庁埋蔵文化財センター

調査報告書第２集2005年）

吉備系土師器碗

山本悦代「吉備系土師器椀の成立と展開」（『鹿田遺跡一第５次調査一(医学部および同付属病院管理棟

新設予定地)』岡山大学構内遺跡発掘調査報告第６冊岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

1993年）

瓦森田克「屋瓦」（『摂津高槻城』高槻市文化財調査報告書第14冊高槻市教育委員会）

10．本書の執筆は第１～３．６章を坂本嘉弘、第４章を後藤晃一が行った。

11．本書の編集は、坂本嘉弘・後藤晃一で協議して行った。
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第１章はじめに

第１章はじめに

第１節調査の経緯

１．調査に至る経過

別府湾沿岸は、瀬戸内海を通じて古代から、九州の玄関口としての役割を果たしてきた。中でも

大分川左岸地域は、中世・近世・近代を通じ、豊後国・大分県の行政・経済の中心地として発展し

てきた。特に明治以降、瀬戸内海路に加え、鉄道の敷設や道路網の整備など、陸上交通の発達が顕

著になると、県庁所在地である大分市は、東九州の交通の要衝となった。そうした中、明治44年に

大分駅が近世城下町の外堀の南に建設されると、周辺は大分県の物流の中心地となり、以後太平洋

戦争による空襲の打撃を受けながらも、今日まで発展を遂げた。

ところが、昭和40年代以降の自動車交通量の増加は、大分駅周辺の交通状況に変化を起こし、鉄

道と道路の平面交差部分では交通障害を引き起こす結果となった。そこで、これらを解消するため

昭和45年、「大分市国鉄路線高架化促進期成同盟会」が設立され、２５年後の平成７年に大分駅周辺

総合整備事業の「大分駅付近連続立体交差事業」として採択された。このため、国道10号線も鉄道

の跨線橋である万寿橋を解消する必要が生じた。国土交通省ではこれに併せ、道路幅を拡幅し、顕

徳町交差点付近の交通混雑の緩和、沿道環境の改良、交通事故の防止など、道路交通の安全と円滑

化を計るため、「国道10号古国府拡幅事業」を計画した。

一方、大分川左岸沿いには、自らキリシタンとなり、南蛮貿易を行った戦国大名である大友宗麟

の城下町「府内」があることが、古絵図から知られていた。この古絵図には、大友館・万寿寺など

当時の主要な建物の位置や、街路・町屋の配置などが明瞭に描かれ、都市の構造を伝えるものであっ

た。その位置は昭和31年に刊行された大分市史の段階で、大友館や万寿寺をほぼ特定できたが、使

用できる地形図の問題もあり、精度に欠けた。その後、昭和63年に刊行された大分市史・中巻では

｢府内古図」と、明治時代の地籍図と照合し、さらに現状の地図に置き換えた。その結果、現在の

地図上に高い精度で、大分川に沿った東西約0.7km、南北2.2kmの規模の戦国時代の「府内」を再現

することができ、平成５年に「中世大友城下町跡」として周知遺跡となった。

「一般国道10号古国府拡幅事業」は、この戦国時代の｢府内｣を南北に貫く土木工事となり、しか

もこの町の中枢部である大友館の東側を通過するものであった。そこで、大分県教育委員会は、事

業主体者である国土交通省と協議を行い、工事に先立ち発掘調査を実施することとなった。

２．調査の経過

大分県教育委員会は「一般国道10号古国府拡幅事業」に伴う、中世大友城下町跡の発掘調査を、

平成12年６月から開始した。しかし、この遺跡に対する発掘調査は、平成８年から大分市教育委員

会が大分駅南地区の区画整理事業に伴う、移転先の宅地造成地や民間開発などに対応し実施してい

た。また、前年度から「大分駅付近連続立体交差事業」に伴う調査も開始されており、同じ遺跡を

２つの組織が発掘調査する状況であった。そこで大分市教育委員会と協議を行い、遺跡全体を「中

世大友城下町跡」とするが、大友館部分は「大友館跡｣、町屋跡部分は「府内町跡」として県教育

委員会と市教育委員会が重複することなく発掘調査着手順に調査次数を重ねることとした。

こうして、「一般国道10号古国府拡幅事業」の最初の調査として「府内町跡９次調査」が実施さ

れ、本書で報告する「府内町20次調査」は平成14年に実施された。この調査区は、対象面積が南北約

100ｍ，東西約21ｍの約2100㎡あることから、調査区の北側３分の１をＡ区・残り３分の２をＢ区

とし、３組の調査班を投入し実施した。そして万寿寺の北側境の堀をＣ区とし、その北側の「府内

町跡21次調査」の担当者が調査を行った。その開始順序は、Ａ・Ｂ区を平成14年５月下旬から開始

し、Ｃ区は出水が予想され、渇水期の平成14年１２月から着手した。そして、平成15年３月中旬に

－１－



第１節ｉ凋査の経緯

第1-1図中世大友城下町跡発掘調査状況（数字は調査次数） 平成18年12月現在
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第１鍾はじめに

第１炎中世大友城下町跡調査一魔(1)

調査年度ｌ１ｆ業名洲 査 場 所 ｜ 報 告 １ １ ド 刊 行 ’ 調 査 内 群
平成８．９年度｜Ｋｌ山i盤理穆転１F業横小路町｜平成16年3ﾉ１１幅約10ｍの道路

１５．１６世紀後､ドの大溝

〃が寺西側境の堀・礎石鯉物

府内町跡36次

府内町跡37次

調査次数調盃機関

府内町跡１次大分I|i教委

府内1111.跡２次大分Ili教餐

府内町跡３次大分巾教委

府内|llj跡４次大分市敦餐
府内町跡５次ノ<分り,↓育委

府内町跡６次大分Ilf教委

府内1111.跡７次大分県教委

府内町跡８次火分り‘↓教委
府内町跡９次火分雌教委

府内町跡10次大分雌教委

府内町跡１１次大分り!↓教霧
府内町跡12次大分り,↓教委

府内町跡13次大分り11:教委
府内町跡1.1次火分市教委

府内町跡15次大分市教委
府内町跡16次大分雌教委

府内1111.跡２次大分Ili教餐平成８．９年度Ｉ“1i盤理移1膳'1Ｆ業横小路''11.、If成16ｲlﾐ3ﾉｊ

府内町跡３次大分市教委平成!)年度隠両蝶理移転､jf業横小路'111.平成15年3）１１０盤のIIili前焼の弧蔵

府内|llj跡４次大分市敦委平成10年度マンション処‘没上市町平成11年3月借ヶ小路の街路の一部

府内町跡５次ノ<分り,↓育委平成11～13年度ＪＲｌｌ蝋・磯肥線尚架御ｊ俄場平成17ｲド3ﾉ．Ｉ御職場の土塁

府内町跡６次大分Ilf教委平成11年度ＪＡ葬祭場寺小路IIIj.・万寿寺ノァ寿寺の南限のjmi？
府内1111.跡７次大分県教委平成１２．１３年度ＪＲＨ班・避肥線獅架消忠寺町平成18年3〃第１南北街路・騰敷墓
府内町跡８次火分り‘↓教委平成'2年度ＪＲＨ雌・Ｉ２肥線尚架｛ﾘ'''111.．雌のI剛1リ平成17ｲ！§3ﾉ11511t紀の溝．上梁

府内町跡９次火分りi↓教委平成１２．１３年度111道l()号拡幅御所小路町平成17年3川御所小路の街路
府内町跡10次大分りＩ!:教委平成１３．１‘1年度ＪＲ日挫・蝦肥線尚架’二町・祐向寺、Iと成19年3）･Ｉキリシタン蕊

府内町跡１１次大分り11;教餐平成13年度IIil逆l()別脚隔称f'１寺称名寺の西側の堀
府内町跡12次大分り,!:教委平成13年度IKl道10号拡幅大友館･桜'１１｢･名ヶ小路町、F成18ｲ|§3ﾉＩ大友館の束北隅・礎禰辿物
府内町跡13次大分り11:教委平成13年度「Iil道l()号拡幅御内町平成17年3月ヴェロニカメダイ出上
府内町跡1.1次火分11j教委、ド成i3年嘆マンション辿股店人町平成15年３１ｊｊｌ:戸
府内町跡15次大分市教委平成13年度スーハー建設御北町

府内町跡16次大分鼎教委平成13年度ＪRFI雌・挫肥線商架’二市町、Iz成18年3)｝短冊形地削の町膝
府内'11｢跡17次大分11j教委平成l‘l年嘆ポンプ場雌設検町・ｉｌＩｉ忠昨俄町の街路・鍛冶屋跡
府内町跡18次西大分りI↓教委平成13年度IIiI道l()号拡I隅大友館・街路平成18年3月大友館と第２南北街路
府内IIlj,跡18次束大分県教委平成11年度IIiI道l()号拡幅桜町、１２成18年3）:１大友館のⅢ〔側の''１１.雄
府内'111.跡19次大分市教委平成13年度IIiIlI剛i助範ＩＩＨ碓i認柳町陶製:jl:筒の井戸
府内町跡20次大分県教委平成1.1年度１１<l道10号拡幅ノj寿寺平成19年3ﾉ:Ｉ雌雛雌物・北境の堀
府内町跡21次大分蝶教委平成11年度Ｉ１ｉＩ道l()号拡幅堀之11町、Iz成17年3）Ｉ府内ﾉ1メダイ川_l：
府内町跡22次大分り11:牧委平成1‘1年度IKl道!()号拡幅桜町・御所小路町平成18年3月第２南北街路
府内町跡23次大分市教委、ド成1.1年度IIilIIl軸助範IﾙI確偲ノァ寿寺

府内町跡21次大分市教委平成l‘1年度ilil庫補助範朋確偲ノj寿寺・寺小路町ノj海ｊｆの階の確認
府内1111跡25-1次大分市数委平成15年度市道仙幅ノコギリ町
府内町跡23-2次大分巾教委平成15年度市道仙脇WilAl､Ｉｆ，ド成18年3）ll61It紀代の捌立縦進物群
府内町跡25-3次大分市教委平成15年度Ili道拡幅上町
府内町跡 25 -4次大分市牧委平成15年度市道拡幅’二町１６世紀後､ドの道路状遺柵
府内町跡25-5次大分I|i教委、ド成16ｲ1昌度Ili道拡幅’'1｢外
府内町跡25-6次大分市教委平成16年度市道拡幅祐向寺、12成18年３月
府内町跡26-1次大分市教委平成15年度市道拡幅中町・デウス堂{､1.近平成18年３月
府内町跡27-1次大分巾教委平成16年度Tli道拡幅妙厳寺
府内町跡27-2次大分市教委平成16年度市道拡幅御北町
府内町跡28次大分県教委平成15年度国道10号拡幅桜町、F成18年３月
府内町跡29次大分県敬委平成15年度ＩI《|道l()号拡幅ノj寿茅〃寿寺内の区lI1ii溝
府内町跡30次大分県教委平成15年度腿I道１０)｝拡幅後小路町１１世紀代のⅢ｣.催
府内町跡31次大分県教委平成15年度ＪＲ久大線尚架瑞光寺
府|ﾉ､lIlIj､跡32次大分市教委平成15年度個人･Ili逆拡幅’'１町・デウス堂付近平成18年３月
府内町跡33次大分I'１教委平成１５年度岡II1rhIi助範Ⅲ1確偲府Iﾉ､jllI｢の南限付近平成15年3月１５．１６世紀後､ドの大溝
府内町跡3.1次大分県教委平成15年度側道l()忠拡幅柳町〃が寺西側境の堀・礎石進似
府内町跡35次大分県教委平成15年度圃道10号拡'隅後小路町・〃寿寺
府内町跡36次大分県教委、１２成15年度庄原佐野線魚ノ店・ノコギリ町
府内町跡37次大分市敬委平成15年度アパート巡設御職場
府内町跡38次大分市教委平成15年度アパート地Ｉ没御所小路町推定御所小路跡・南北大瀧
府内町跡39次大分I|丁教委平成15ｲ|号度アパート辿股１'1町
府内町跡40次大分県教委平成１６年度ＪＲ日竪・蝦肥線商架御内町
府内町跡11次大分県教委平成１６年度庄原佐野線魚ノ店・ノコギリ町御職場の周辺の街路と''1｢屋
府lﾉ1町跡42次大分県牧委平成１６年度国道l()))拡幅フj寿寺

府内町跡43次大分県教委平成16年度国道IOI)拡幅ノj蒜が繭ﾉ(f寺ｌｊ９側境の堀・礎打進物
府内町跡:1.1次大分市牧委平成16年度アパート辿i没御西111Ｉ
府内1111.跡45次大分市教委平成16年度アパート巡投’'１町・コレジオ堂付近
府内町跡.16次大分市教委平成16年度駐Ｉ|〔場処設〃が.￥
府内町跡《17次大分市教委平成16年度店舗述‘没称名稀

府iﾉ､１町跡48次大分県牧委平成16年度工堆用水笹妙ケ小路平成18年３月名ケ小路
府内町跡.19次大分県教委平成１６年度工業用水符柳町・街路

府内町跡50次大分市教委平成16年度個人住宅浄化梢ノコギリ'111.．街路御減場のWIi側の街路と側洲
府内IIIj,跡51次大分県教委平成17年度脚逆l())｝拡I脇第２南北街路・御内町繭が寺11靴隅・大友館東南Wｕ
府内町跡52次大分県教委、14成17年度国道101.｝拡1冊第２南北街路・ノ<友氏館第２南北街路・ノ<友館の鮒軸
府内町跡53次大分市教委平成17年度桜ケ丘I:ij水紳線万寿．､ＩＦ西側の堀
府内町跡54次大分Ilj数委平成17年度浄化僻称名寺の束
府内町跡55次大分県教委、I屋成17年度庄原佐野線御戯珊
府内町跡56次大分市教委平成17年度IKlIllf補助範囲確認御Ixi町
府Iﾉ､j町跡57次大分市教委平成17年度巾下水道橘ケ小路Ⅲ1．
府内町跡58次大分il7教委平成１７年度アハート建投御所小路Ilil・
府内町跡59次大分市教委、Ｆ成17年度Ｉｉ了下水道桜町
前ﾉ1町跡60次大分I|了教委、'２成17年度桜ケ丘雨水枠線餅が寺西側の州
符内町跡61次大分県教委、F成17年艇ＪＲ久火線1Ｉ１ｉ架珊光寺
荷内町跡62次大分市教委、Iz成17年度確認捌恋鰯ｌｉ判北街路街燃跡

府内'11｢跡17次

府内町跡18次噸
府内町跡18次束

府内'111.跡19次

府内町跡20次

府内町跡21次

府内町跡22次

府内町跡23次

範２南北街路

〃ががの階の確認

府内町跡25-2次

府内町跡25-3次

府内町跡25雷4次
府内町跡25-5次

'６世紀後､帳の道路状過柵

府内町跡27-2次

府内町跡28次

〃寿寺内の区lI1ii洲

'１世紀代の１１１１.催

名ヶ小路

推定間I所小路跡・I櫛北大満
府内町跡39次

府内町跡40次
府内町跡41次

府|ﾉ､1町跡42次
御職場の周辺の街路とIIlr屋

餅ﾉ(f寺ljg側境の堀・礎行進物

府内町跡.16次
府内町跡:17次

府iﾉﾘ町跡48次

府内町跡‘19次

府内町跡50次
府内町跡51次

府内町跡52次
府内町跡53次

府内町跡54次

府内町跡55次
府内町跡56次

府Iﾉﾘ町跡57次
府内町跡58次

府内町跡59次

府内町跡60次

府内町跡61次

府内町跡62次

御戯場のIJIi側の街路と側洲

繭が寺Ixi北隅・大友館東南隅
第２南北街路・大友館の東部

街路跡
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第１節調査の経緯

澗査次数

府内町跡63次

府内町跡64次

府内町跡65次

府内町跡66次

府内町跡67次

府内町跡68次

府内町跡69次

府内町跡70次

府内町跡71次

府内町跡72次

府lﾉ､1111】跡73次

府内町跡74次

府内町跡75次

府内町跡76次

埋蔵文化財
センター

大友館跡

調盃機関 訓盃年度 ‘ｊｆ業僧 1凋溌場所 搬告,Iド刊行 調査内容

大分市教委 平成18年度 碓認捌査 御西町

大分市教委 平成17年度 アパート辿設 御四IIll．

市ノミソＪ１ 教委 平成17年度 確認!； １査 御西町

大分 市教委 平成17.18年度 確認調査 御西町・大友館

大分 教委 ､112成18年度 '11道10号拡’ 桜町・御所小路町

大分 県教委 平成18年 lIiI道10弓拡Ｉ 曲寿寺

大分県教委 平成１８年 庄原佐野線 御蔵場・魚ノ店 御j鯛堺1J側の街路・六角井ﾉ．『

大分巾教委 平成18年 巾下水道I:躯 来迎､￥

大分 県教委 平成18年 ＪＲ久大線ｉ 架 瑞光､￥ 蒋ヶ池の一部

大分！ 教委 平成18年度 |Iil道10号拡’ 称名寺 名ヶ小路の北側側溝

大分Iij教委 平成１８年度 桜ヶ丘雨ﾉl〈 i幹線 ,醐寿昨西側のjIII

大分 市教委 平成18年度 民間共同｛ ﾐ宅建設 大雄院の北側

ノ、ノ」 県教委 平成18年度 庄原 佐野線 御職場・魚ノ店 備前焼棚鉢と中lIiI産llf花川
戸一天弓

大分 ４教委 平成18イ が |班 0号拡幅 称名､!『

「府内町跡20次調査」全(′kが終ｒした。

なお、平成i6年度からは文化課から独立した調査組織となった大分県教育庁埋蔵文化財センター

が、このﾂi:業に伴う発掘調査を継承して担当し、全体の発掘調査次数も平成18年12月現在、７６次に

至っている。

また、大分県教育委員会ではIIi世大友城下町跡の発掘洲査の刊行にあたっては、大分県土木建築

部の「大分駅付近連続立体交差‘ji:業｣、国土交通肯の「一般|玉I道10号古圃府拡''１諦;:業」など、委託

先に関わらず、「蝦後府内」を11ド名とし、Ｍ11題に１１:業名を明,氾した。そして「避後府内ｌ」を「大

分駅付近連続立体交差事業」に伴う発棚l細査「府|ﾉ1町跡５．８次調査」の成果として平成16年度に

刊行した。「一般腿l道10号古国府拡幅事業」に伴う発掘I淵査の蚊初の報告11ドは「府内」の御内町に

あたる「府内町跡９．１３．２１次調査」の調査成果を「豊後府内２」として平成16年度に刊行した。

そして平成１７年度の「一・般国道10号古国府拡幅事業」に伴う発掘訓査報告‘噂は「鳴後府内４」で、

平成18年度の木報告,ｉｆは、万寿寺跡の北西隅にあたる「府内町跡20次調査」の成果を「豊後府内７」

として報倍する。

３．調査の体制

「一般岡道10号古国府拡'陥蕊業」の発掘I淵査は平成11年８１１から開始されたが、この事業区域の西

側に隣接して「大友館跡」が想定されており、この遺跡に対して､I旦成11年度から国指定史跡のための

確認調査を大分市教育委員会が実施することになった。このように、大規模な土木‘１１:業が'E要遺跡に

近接して実施されることとなり、‐k木事業と辿跡保存の調整が行われる場面も想定できることから文

化庁と協雛を行い、Ｉ淵査指導者会を平成12年度から大分県教育委員会と大分市教育委只会が各１１１１１，

年２回開雌し、その指導を受けながら洲査を実施することとした。

木,Iドに報告する府内町跡20次I淵査を実施した平成11年度の発掘調査は以下の体制で実施した。役職

名は調査､ｌｊ時のものである。

平成14年度

調査指導背河原純之（千葉大学文学部教授）

後藤宗俊（別府大学文学部教授）

小野正敏（国立歴史民俗博物館助教授）

坂井秀弥（文化庁記念物課埋蔵文化財担当調査官）

文 化課 長岩男康I1I1i

参!'f兼課長補佐麻生．祐治

参.１１f兼課催補佐清/ｋ宗昭

受託'１１:業担当とI緋坂木嘉仏（府内町跡20次洲査Ｂ区担当）

副主幹友|if卜信彦（府内町18次東曜調査担当）
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査
盃
査
覗
託
託
託
託

111本恭弘（府内町跡20次調査Ｂ区担当）

侠島隆二（府内町跡22次調査担当）

後藤晃一（府内町跡21次．２０次I淵査ＣＩさ担当）

狐賀健太郎（府内町跡20次1淵盃Ａｌﾉf担当）

加藤美成子

阿比濡史郎

井上索裕

畔津宏幸

主
に
主
主
蛎
砿
蛎
蛎

第1-2図大分平野の地形と主要遺跡

１．中世大友城下町跡２．大友館跡３．万寿寺跡４．上野町・顕徳寺遺跡５．若宮八幡遺跡６．束大道遺跡７．府内城・城下町
８．東田室遺跡９．龍甲山古墳１０．古宮古墳１１．千人塚古填１２．永興遺跡１３．羽屋画遺跡１４．金剛宝戒寺跡
１５．石明遺跡１６．町口遺跡１７．岩屋寺遺跡１８．円寿寺１９．金剛宝戒寺２０．上野廃寺２１．大友上原館跡
２２．岩屋寺石仏２３．龍王畑遺跡２４．元町石仏２５．大臣塚古墳２６．守岡遺跡２７．羽田巡跡２８．下郡遺跡群
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古宮古墳

壬申の乱

恵尺・稚臣

第２節遺跡の立地と環境

１．地理的環境

大分はその名称が示すように、平野を丘陵や河川が分断した地形をしており、各所に小規模な平野

が展開する。そうした中、中世以降今日に至るまで、大分川の左岸から西側にかけて広がる小地域は、

政治経済の中心地となる。この地域は、東側を大分川が北流し、北側には別府湾が広がり、南側は高

崎山系から東に延びる標高約40～30ｍの上野丘陵が横たわり、西側は高崎山(628ｍ）へと続く標高８０

ｍから100ｍの起伏の激しい丘陵に囲まれている。

こうした地域の中で、中世大友城下町跡は東部の大分川沿いに形成された都市遺跡である。府内古

図に描かれている範囲は、北は現在に比べ西側に大きく曲がっている河口部から、南は上野丘陵の先

端部と大分川が接する部分にあたる。現在の標高は河口に近い北部で約４ｍ，上流の南部地域で約６

ｍの自然堤防上に立地する。

北と東側は別府湾と大分川に限られるが、遺跡の南西部から西側の限りは、試掘調査の結果や、元

地形が残されている部分からの観察から、低湿地の広がりが確認された。この部分は1950年代までレ

ンコンを栽培していたと伝えられている。この低湿地は上野丘陵の裾を巡り、北の別府湾方向に伸び、

府内古図に描かれる舟入に続き、近世府内では、府内城の縄張りの外郭である東側の外堀に継承され

ている。

中世大友城下町跡が立地する自然堤防は、発掘調査の結果、検出面は粘質土層であるが下部には砂

層が厚く堆積している。こうした土層の堆積状況は、大分川に近いほど厚く、中世大友城下町跡の井

戸の調査では、大分川に近い「府内町跡８次調査」や「府内町跡17次調査」では、４ｍ近くあるが、

大分川から遠い、「府内町跡5次調査Ａ区」や「府内町跡１０次調査」では２ｍに満たない深さであった。

この沖積土の堆被時期は、下部の砂層から縄文時代晩期から古墳時代前期の土器が出土しており、

上部からは８世紀頃の遺物が出土している。その間は無遺物層であり、おそらく短期間に２～３ｍ堆

積し形成されたものと考えられる。

２．歴史的環境

別府湾に近い大分川左岸地域の古墳時代には、４世紀代の前方後円墳で、三角縁神獣鏡を出土し

た亀甲山古墳が、この地域を見下ろす西側の丘陵上に築造される。５世紀代になると、大分川や右

岸の下郡地区を見下ろす上野丘陵の先端部に前方後円墳の大臣塚古墳が築造される。こうしたなか、

豊後のなかでも政治的に特別な地域として注目されるようになるのは７世紀後半である。その代表

的な遺跡として国指定史跡として整備されている古宮古墳がある。西側の急峻な丘陵地にあるこの

古墳は、壬申の乱（672年）で大海人皇子（天武天皇）側について活躍した大分君恵尺（えさか）・

稚臣(わかみ)の墓と想定されているＩＤ。また同時期の重要な遺跡として上野丘陵の南側平野で調査

された羽屋井戸遺跡・羽屋園遺跡がある。この遺跡からは、７世紀後半～８世紀初頭の方形の掘方

をもつ大型掘立柱建物や総柱の倉庫群が確認されており、「評」段階の遺構と想定されている(2)。

その後に設置された豊後国府については、羽屋井戸遺跡・羽屋園遺跡の東側に「古国府」の地名

が残るものの、政庁本体が未だ不明である。しかし、上野丘陵の東端部で調査された龍王畑遺跡で

は９世紀から10世紀前半にかけての庇をもつ掘立柱建物や築地塀跡、道路状遺構が検出され、その

配置から、国司の館跡の可能性が指摘されている(3)。この遺跡の東北部には８世紀～９世紀にかけ

ての版築基壇に瓦葺の礎石建物が建てられている。さらに、この丘陵の東端部の南側崖面に岩屋寺

近世府内

亀甲山古墳

大臣塚古墳

第２節遺跡の立地と環境

(1)後藤宗俊「古宮古墳考」『大分県地方史』１１７大分県地方史研究会1985年

(2)坪根伸也・塩地潤一「豊後国府推定地周辺の発掘調査Ⅱ」『大分県地方史』１６３大分県地方史研究会
(3)高橋信武「大分県大分市上野遺跡群龍王畑遺跡」『日本考古学年報』５０(1997年度版）日本考古学協会
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元町石仏

勝津紹側

,|､lim府

大友加泰

新御成敗状

第１章はじめに

石仏、東側崖而に元町石仏が刻まれており、平安時代後期の藤原様式の作風と言われている。この

ように上野丘陵の南側の羽屋地区から古阿府地区、そしてｋ野丘陵東部は７１Ⅱ:紀後半から１０世紀頃

にかけて、豊後の政治の''１心地であったと考えられている。

こうした、・占国府・上野丘陵の状況は、その周辺である大分川ｲ岸でも確認され、下郡遺跡では、

８．９世紀の大型建物跡や井戸跡などが検出されている。また、中11tに「府巾」・「府内」と呼ばれ

るようになる地域でも同様な遺椛が認められる。すなわち、「府内町跡８次Ｉ淵査」では大型の伽立

柱建物が検出されており、「府内|IIT跡18次東調査」では井戸跡が確認されている。こうした遺椛の

広がりは、この地域の広範囲に認められる。

lllll:紀からl3IIt紀代になると、注1-|される文諜が残されている。まず「宇佐神領大鏡」の天喜元

年（1053)、康､'且２年（1059)、承保４年（1077）に「勝津留畠ULI至」として蓋場する。その示す範

囲は、ｋ卿丘陵東部から北に広がる沖積地にあたり、１６１１t紀に大友館が雌かれる場所が含まれてい

る。その中で天喜元年の''１文に西の限りとして「尚国府」の地名が見られ、上野丘陵東端部が想定

されている。1311t紀l-lI頃、大友氏３代目の大友蚊泰が豊後に守護職として下向した際、「高（隆）

国府」を強引に割縦する。このため「高lil府」「勝津留畠」については守護所の設侭場所と関わる

重嬰な問題となっている。さらに、この''1文の中に「束限北廻り、二方市河」とあり、すでに大分

川沿いで河原市があり、府内古図に描かれた「府内」の初元的な位股づけがなされている(n°こう

した様子を塵付けるような豊後府１１．１の状況を表す文詳がある。それは仁治３年(1242)の新御成敗状

第1-3図中世大友城下町遺跡と周辺の戦国時代遺跡

１．中世大友城下町跡２．高崎城跡３．金谷迫城跡４．賀来氏館跡５．尼ケ城跡６．雄城城跡７．石明遺跡８．町口遺跡
９．岩屋寺遺跡１０．大友上原館１１．束大道遺跡１２．守岡城１３．津守遺跡１４．片島遺跡１５．下郡遺跡１６．千歳城跡
１７．猪野新土井遺跡１８．猪野中原遺跡１９.横尾遺跡２０．沖ノ浜（推定）

(1)鹿毛敏夫「戦国大名の外交と郁市・流通一陛後大友氏と束アジア'1t界一」忠文閣出版2006年
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第２節遺跡の立地と環境

石Iﾘl遺跡

万寿寺

町11遺跡

下郡進跡

猪野新土洲:遺跡

高崎城

で、郁市の規範を示す条項が!¥かれている。このような文.,Ｉド資料では、１３世紀代に蝋後の中心地で

ある府中が、都市として成立していた様j雀を示す(1)。

しかし、こうした状況は考古盗料で証Iﾘ｣できているわけではない。「勝津溜嵐」の範|ﾙlのIliで新

抑成敗状が描く「府''1」の状況は現時点で考古学的には不明である。ただ、上野丘陵の南側の平野

部で洲査された石明遺跡では131M:紀をI|｣心とした大規模な溝とその内側をさらに小規模な溝で区IIlIi

する世構が確認されており、最初に蝦後に下向した三代大友頼泰初期の守護館の指摘もある。

1.1|M:紀代になると、徳治元年（1306）に万寿寺が大分川を東に望む自然堤防'２に雌立されると、

この地域での本格的な町づくりが開始される。これまでの巾'1t大友城下''１１跡の発掘訓査で確認され

るのはこの時期からで、以降161M:紀Ill頃から後半に雌感期を迎え、１７世紀初頭に「府内」が近世の

府内城下町建設に伴い移娠するまでの遺物や遺椛が継続して出土する。

この時期の遺跡は、「府内」周辺でも多く確認されている。上野丘陵の南側の町１１遺跡では地篤

剛に短冊形区割りが認められ、発掘調査の結果、１６１世紀後半の町屋跡が確認されている(2)。また、

大分川の右岸にある下郡遺跡群の津守遺跡・片M6遺跡・下郡遺跡でもl61H:紀の方形館や方形区割り

をもつ遺構が確認さており、異lIil様な居館は、さらに束の猪野新土井遺跡、猪野I'.'原遺跡、横尾遺

跡でも発掘洲査されている。こうした遺跡からは、「府内」と|‘i1じょうに、’'１国南部や東南アジア

のからの貿易陶磁器が出上しており、規模の違いはあるものの、同じレベルの集落が存在していた

ことを示している。

さらに、防御体制を兇ると、「府内古図」の「府内」の南側にある上野丘陵に土梁と堀を廻らす

上原館があり、その南側の大分川を渡った場所には、独立性の強い守岡丘陵があり、山城的な存在

である。この様な城館は金谷迫城・雄城城・尼ヶ城・千歳城など数筒所が確認されている。そして、

両方の高崎山の11｣頂は大友氏の結城、「尚崎城」として知られている。

このように、１６世紀代の府内は、府内古図に描かれていない部分も含め、その構造が論じられて

いる(3)６

(1)玉永光洋「映後府内の形成と寺院」『祁市と宗教』Il1IIt郁市研究４１{'111都11丁研究会1997年

(2)繊岐和夫「蝦後国府推定地周辺の発捌調在大分市古睡l府・羽屋地区の近年のＩ凋査から」『大分県地方史』１１７大分県地方
史研究会1985年

(3)坪根伸也「守迩大友氏と豊後府内(府''1)の空間椛造」『守潅所・戦lKl城ド町を考える』節12InI東海跨古学フォーラム岐阜大会
200.1年
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第３節報告書作成にあたって

１．府内古図と道路の名称

戦Ｉ.K|時代に豊後の'''心であった府内を描いた「府内古図」は、３種類12枚が確認されている。

「府内占図」は、その研究によると成立年代は寛永13年（1631）を遡らず、Ａ類．Ｂ類．Ｃ類に分

瓶され、その順で新しくなるほど文字情報が増えることが明らかにされている(1)。すなわち、Ａ類

御職場・柳町には見られない「御蔵場」の名称はＣ類のみに見られ、万寿寺西側の「柳町」の名称もＢ・Ｃ類、

称fi蔀大友節の東北部の「称名寺」の名称は、Ｂ瓶にのみ苫き込まれている。

しかし、「府内古図」に描かれている、４本の南北の街路と５本の束IjIiの街路名についてはいず

れの「府内I'『図」にも記載されていない。このため、近年の研究では様々な仮称が冠されてきた。

そこで、報告,j作成にあたり、こうした「府内･占図」間の不整合と名称の無い街路の呼び方を統

一・解消する必要が生じ、大分川側から「第１南北街路」・「第２南北街路」・「第３南北街路」・「第

街賂４南北街路」とした。「街路」のｲﾉi称を選択したのは、ルイス＝フロイスの'１本史の訳文で府内の

道路を「街路」とされており、都

市内の道路の意味でこの名称を使

用する。また東西の道路について

は、御所小路町・名ヶ小路IllI等の

道路名を含む町名があるため、そ

れらについては「御所小路」・「名

ヶ小路」とした。

また、本,I；では、万が寺の北側

に堀之口町の名称が見られ、その

間に「第２南北街路」と「第１南

北街路」を繋ぐ東西方向の街路が

描かれている。この街路は、「万

万寿寺北側街路寿寺北側街路Ｉとする。

堀 之 【 １ 町 堀 之 １ １ 町

｢11
111

鱒巧寺

(1)木村幾多郎「府内IIiMの成立｣『ﾉ<分lli歴史盗料館ｲド報1992年度版』大分市歴史黄料館1999年

ﾙｩﾘ／中之町１１１ ウ町
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第２章中世大友府内町跡第20次調査Ａ区

第１節調査の経過と概要

１．調査の経過

’'1雌大友府内町跡第20次洲査のI淵査区は「府内古似I」

の復元案上では万寿寺跡のiILi北隅にあたる。この場所の

現状は、水田と畑地になっており、特に万寿寺の北側境

と想定されている場所は東I)Ii方向に幅約１０ｍの細長い水

田があり、遺跡の東側を北流し、別府湾に注ぐ大分川へ

続いている。この細長い水111は、周辺の水旧や畑地より

も約0.5ｍから１ｍ低く、現状の地形からも堀の存在が

推測されている。

府内町跡第20次調査区はこの万寿寺北側境の堀と推測

される部分から南に約l()０，，束i)Ii幅約21ｍの約210011ｆ

の範囲で、西側に南北に走る国道10号線に沿って設定し

た。しかし、’'''1t大友城下''11跡は辿構密度が商く、しか

も文化屑が複数枚にわたる。このため年間の発掘調査而

猿は約800,fしか完.ｒできなかった。そこで、この洲査

区を３分し、万寿寺北境の堀をＣ区、それから南に約

700㎡をＡ区、その南の1.100㎡をＢ区として発掘調査を

実施した。

Ａ区は堰機で表上である水田耕作土を除去し、１６世紀

代に形成された終地ｌ:脳を蛎出させた。この段階では、

遮椛は明確でなく、全面を20～30cI11掘り下げた。その結

果、1.1世紀から16世紀までの遺構がほぼ全面に分布する

ことが判った。そこで、順次進椛の掘りドげをし、出土

遺物の状況で時期の決定を行った。

２．遺構の概要

ｉｌ'世大友府内町跡第20次I淵査Ａ区で検出された遺椛の

種類は、溝とその関連遺構、さまざまな形状・規模の多

数の士坑、井戸１基、底にjIIi平な石を配した柱穴による

礎盤建物が１棟、配価は不Iﾘlであるが不規則に掘り込ま

れた多数の住穴状遺椛などがある。

溝は、８条を検出したが、南側のＢ区から延びるもの

は規模も大きく、万寿寺の'五画や「府内」の町削りに係

わる可能性が強い。時期も１１～l51II:紀と161世紀が認めら

れ、前者は万寿寺の創建時から鼓催期にかけての遺椛の

可能性が強い。府内'111.跡第20次調査Ｂ区から北に延びて

きたものが、束方向に直角に屈曲する。

・上坑は16世紀代のものは規模が大きい傾向にある。万

寿寺北側境の堀の近くで検川された礎稚建物の時期は、

lo1lM:紀末から１５世紀である。Ａ地区で検出された井戸は

1611t紀後半の１基のみである。また多数検出された柱穴

と土坑の区別は規模と形状で行ったが、本来は機能差で

あるが、それは区分できなかった。
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本報告での
遺構番号

Ａ－ＳＢＯｌ

A-SPOO4

A-SPOO5

A-SPOO6

A-SPOl3

A-SPOl9

A-SPO20

A-SPO25

A-SPO26

A-SPO36

A-SKO40

A-SKO41

A-SPO42

A-SPO43

A-SPO44

A-SPO45

A-SPO48

A-SPO52

A-SPO56

A-SPO60

A-SPO64

A-SPO65

A-SPO69

A-SPO70

A-SPO75

A-SPO77

A-SPO78

A-SPO79

A-SPO81

A-SPO82

A-SPO83

第２章中世大友府内町跡第20次調査Ａ区

第２－１表中世大友府内町跡第20次調査Ａ区遺構一覧表(1)

調査時の
遺構番号

Ｓ ００１

Ｓ002

Ｓ003

Ｓ 001

Ｓ 005

Ｓ006

Ｓ007

Ｓ 008

Ｓ009

Ｓ-010

Ｓ0１１

Ｓ 012

Ｓ013

Ｓ01‘１

Ｓ016

Ｓ017

Ｓ018

Ｓ019

S-020

S-021

S-022

S-O

S-0241

S-025

S-026

S-036

S-039

S-040

S-041

S-０１２

S-０１３

S－０ｌｌ

S-045

S-０１６

S-０１７

S-0418

S-0419

S-050

S-０５１

S-052

S-053

S-054

S-055

S-056

S-057

S-058

S-059

S-060

S-O61

S-062

S-O63

S-064

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ
Ｑ
も＝

Ｑ
や＝

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

065

066

067

068

069

070

071

072

073

0741

075

076

077

078

079

080

081

082

083

0８１

遺椛の
性格

遺構の位霞

礎燃建物 Ｍ-39

ピット Ｍ-39

ピット Ｍ－：

ピット -39

ピット -39

ビット -39

ビット Ｌ－：

ピット Ｌ-39

ピット Ｌ-39

ピット L-39

ビット Ｌ-39

ビット Ｌ-39

ピット Ｍ-'１０

ビット Ｍ-40

ピット Ｍ-‘1０

ピット L-４１１

ビット L-Ⅱ

ビット Ｍ-39

ビット -Ⅱ

ピット -Ⅱ

ビット -Ⅱ

ピット Ｍ-39

ピット Ｍ-39

ピット L-38

土坑 Ｍ-38

土坑 L-39

ビ、 ノト L-39

ピ、 ノト -‘1０

ビ、 ノト -40

ビ、 ノト -10

ビ、 ノト -10

ビ､ノト -４１０

ピ、 ノト Ｍ-40

ピ、 ′卜 Ｍ-40

ビ、 ′卜 Ｍ・Ｌ－４０

ビ、 ノト Ｍ-40

ビ， ノト Ｌ-‘1０

ピ， ノト Ｌ-,10

ピ、 ノト Ｍ-41

ピ， ′卜 Ｌ－ｌＯ

ビ、 ノト Ｌ-40

ビ、 ノト Ｌ-10

ピ、 ノト Ｌ-10

ビ． ノト Ｌ－４ｌＯ

ビ、 ノト Ｌ-410

ピ、 ノト Ｌ－ｌＯ

ピ、 ノト Ｌ-40

ピ、 ノト Ｌ-39

ピ、 ノト Ｌ-39

ピ、 ノト Ｌ-39

ピ、 ノト Ｌ-38

ピ！ ノト Ｌ-38

ピ、 ノト Ｌ-38

ピ、 ノト Ｌ-39

ピ， ノト Ｌ-39

ビ、 ノト -38

ビ、 ノト Ｍ-38

ピット Ｍ-‘1０

ピット Ｍ-40

ピット Ｍ-40

ピット Ｍ-４１０

ピット Ｋ-39

ピット Ｋ‐

ピット Ｌ-40

ビット -４１

ピット Ｍ-４１

ピット Ｍ-.11

遺柵の時期 特記事項
掲戦
頁

Ｍ世紀中梁～後葉 庇付き51Ml×21111以上の規模 '1１

１１世紀11'葉～後莱 SBOl礎徽 ‘１２

11世紀Ｉ ～後葉 SBOl礎盤 1２

１１世紀I|'菜～後葉

SBOl礎盤

１１世紀代

ｌ1世紀代

古代

１１世紀代

１世紀中葉～後葉 SBOl礎盤 ‘1２

紀代 9３

紀代

1111t紀Ｉｌ１葉～後葉 SBOl礎雛 4１

14世紀中葉～後葉 SBOI礎雛 4１

15世紀前菜 9０

14世紀中葉～後葉 SBOl礎盤 １２

‘１１

１４世紀後半～1511t紀前菜 4５

１１世紀代 9０

‘l‘１

１１世紀代 9０

１４世紀代

１１世紀代 9３

１５世紀後半～16世紀 銅銭 415

１１世紀代 9３

11世紀代 9３

14世紀代

Ｍ世紀代 9３

１４世紀代 9３

１１世紀～１５世紀前半 ‘1５

１１世紀～１５世紀前半 ‘１５

SBOl礎石

１１世紀代

lllIl:紀代 9３

9０

ｌ1世紀 9３

１１世紀代

16世紀代

弥生 9０

9０

14世紀代 9０

１１世紀代

－１３－
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０
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Ｊ
－
ｈ
Ｆ
ｊ

本報告での
遺椛番丹

Ａ=SPO8５

A-SPO86‘

A-SPO90

ＡＳＰＯ９１

Ａ－ＳＰ１０１

Ａ－ＳＫｌＯ２

Ａ－ＳＰＩＯ３

ＡァSPlO4

Ａ－ＳＰｌＯ６

ＡＳＰＩＯ７

Ａ戸SPlO8

S-085

S-086

Ｓ-087

S-O88１

S-08

S-090

S-０

S-０

S-l

S-l

S-l

S-l

S-l

S-l

３１

S-l

S-l

S-l

S-１

0１

0２

0３

０１

0５

0６

0７

0８

9２

10’

1１

ピット

ピット

ピット

ピット

ピット

ピット

上抗

ピット’

ヒット

ピット

ピット

ピット

ピット

ビット

ピット’

ピット

Ｍ-40

Ｌ－ｌＯ

Ｌ･･-10

Ｌ－ｌＯ

Ｌ-.10

Ｍ-39

Ｍ‘10

Ｌ-,’

Ｌ-.1

Ｌ-39

Ｋ-39

Ｌ-39

Ｌ-39

Ｌ-39

Ｌ-39

llIlt紀代

'１１１t紀代

'１１１１:紀代

'1111:紀後､'2？
'１１１１:紀代一

111M:紀代’

1１１

ｌＩｌ

Ⅱ
Ⅱ

紀代

|t紀代
|t紀代

1t紀代

: 紀 代 ’

:紀代

:紀代

古 代’

SBOl礎盤

9０

9３

9３

､1３

.1７

901
921

9２

9３

9３

｜
Ｉ

’

ロ
ロ

ロ

１１

Ⅱ

Ⅱ

ＡＳＫＩｌ２

A-SPll3

Ａ－ＳＰｌｌ‘Ｉ

S‐

S－

S‐

1２

1３

1１

上坑

ピット

ピット

Ｌ-39

Ｌ-39

Ｌ-39

1t紀後半

1t紀末～１５世紀前紫
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表２－３１'１世大友府内町跡第20次調査Ａ区遺構一覧表(3)
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Ｓｌ５０１

－１５－

第２軍IlIlII:大友府内町跡第20次調査Ａ区

本棚借での
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Ａ－ＳＫ

Ａ－ＳＫ

Ａ－ＳＫｌＯｌ２

|Ａ堂Ｋｌ０Ｊ３
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1０１７
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S-１

Ｓ－ｌ

Ｓ－ｌ

Ｓ－ｌ
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S-lOl

Ｓ－ｌＯ.’
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038
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'９
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１
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Ｉ
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上坑
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ｎｔＬ
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第２節遺構と遺物

粉青沙器

備前系

土鍋

東播系

土錘

燭台・フイゴ

土錘

龍泉窯系

景徳鍍窯系

華南三彩

瀬戸美溌系

備前系

第 ２ 節 遺 構 と 遺 物

１．溝及び関連遺構

府内町跡20次調査Ａ区では、規模や形状に差はあるが、６条を溝として考えた。これらの溝は、

基本的には南北方向に構築され、一部はほぼ直角に東方向に屈曲する。このうち、Ａ－ＳＤｌ５０１・

Ａ－ＳＤｌ５０５・A-SDl506は、規模も大きく、検出された位置が、万寿寺跡の西北隅の寺域内であ

ることから、その構造にかかわるものと推測する。これ以外は、細く、浅い溝であり、中には１０ｍ

に満たないものある。時期は、１４世紀前半から16世紀後半である。

A-SD1501（第2-3図）

Ａ－ＳＤｌ５０１は、Ａ区の南端で東西方向に約14ｍを検出した。方向はＷ－９。－Ｎである。この

溝の規模と形態は、上面の幅が約３ｍ、底面の幅は約0.7ｍ、深さ約1.2ｍで、断面が逆台形をして

いる。底部は、西から東に緩やかに傾斜し、その高低差は約20cmである。また、この遺櫛は、南側

のＢ区のB-SDOO3やB-SDO64（A-SDl506）の時期の異なるふたつの溝と交わり、複雑な状

況を見せる。土層断面ではこのことを反映し、掘り直しの跡が観察できた。第２－３図によると、

規模と形状は、上面の幅が約1.8ｍ，底面の幅約１ｍ、深さ約60cmで、断面の形状はＵ字状を呈し、

最初に掘られた満よりも約60cm浅い。底面の傾斜は出土遺物の時期から想定すると、西に傾斜し、

A-SDl506と合流する。

この遺構から出土する遺物は上層と下層で様相を異にする。代表的な遺物は、第2-4～2-10図

に99点を図示した。第2-4図１～12と第2-6図４４．４８，第2-7図６７．６８．７０．７３は上層出土の遺物

である。第2-6図44は暗緑色の紬の上に刷毛で白色紬を塗った、朝鮮王朝系粉青沙器の可能性が強

い。第2-4図ｌと第2-6図48は備前系陶器であるが、１は徳利の底部で、４８は小型の鉢である。２．

３は底部に糸切り痕のあるロクロ成形の在地系土師質土器の坪である。４～６．６６．６７．６９．７２は

京都系土師器で、７は内面に刷毛目調整のある瓦質の鉢である。８は口縁部の周辺に突帯を巡らす

鍔付の土鍋である。９は口縁部の形態や硬く焼成されていることから東播系須恵質土器の鉢と考え

られる。１０は口径約33cmの土師質土器の大型の鉢である。１１は大型の瓦質土器の底部で、火鉢であ

ろうか。１２は、弥生土器の喪形土器の底部で、混入品である。１２．１３は、紡錘形の土錘である。

一方、下層出土の遺物は、第2-5図に図示したものが主要なものである。１５～27は底部に糸切り

痕のあるロクロ成形の在地系土師質土器である。これらの中には、１５～17の皿とそれ以外の坪が認

められる。さらに、２５は底部がやや小さく口縁部が内湾する、坑状の形態を呈する。２８は口縁部に

自然紬が付いた東播系須恵質土器の鉢であり、３０も須恵質土器でその底部の可能性が強い。２９は内

面に刷毛目、外面は指圧痕のある土鍋である。３１も須恵質土器の底部であるが、器壁は厚く備前系

陶器の播鉢の可能性が考えられる。３２～34は同じ器種の資料である。ロクロ成形の在地系土師質土

器の皿に脚を付けたもので、燭台と考えられる。３５はフイゴの羽口の資料で、空気孔の径は2.5ｃｍ

である。３６は扇平な土製品で、３７は紡錘形の土錘の完形品で、7.2ｇである。３８は小型の砥石であ

る。

このように、発掘調査の途中で上層と下層で遺物の様相が異なることに気づき、分層して遺物を

取り上げたが、それ以前の多くの遺物は一括した。その遺物は第2-6～2-10図に図示した。第２－６

図39～４１．４３．４５～47は貿易陶磁器である。３９は龍泉窯系青磁碗である。４０は青白磁で合子の蓋で

ある。４１も青白磁の小型の壷である。４３は景徳鎮窯系青花碗で、４５は中国産の褐紬陶器の底部であ

る。４６は磁竃窯系の大鉢の口縁部の破片で、４７は華南三彩の魚形水滴の小破片である。

４２は国産陶器で、瀬戸美濃産の天目碗である。４９～51と第2-8図86は備前系陶器で、４９は小型、

５２は大型の徳利形で、５２の底部には×印の記号が描かれている。また、５０．５１は揺鉢であるが、

－１６－
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50は７本の櫛歯で、口縁部に直角に摺り目を入れた14世紀末、５１は10本の揺り目を口縁部に対し斜

めに摺り目を入れた、１６世紀後葉と考える。８６は底部径17.2cmの大喪の底部である。

５３．５５は内面に刷毛目があり、外面は指圧痕のある瓦質の鉢である。５５は口縁部周辺が幅広く肥

厚する。５４は口縁部が屈曲する土鍋の資料である。

ＣＪ－－／Ｏ、_‐

－信一

β

ｄ

■■

Ｃ Ｏ●⑨｡

:．｡::鋒
B-SDOO3

網
。
０

第２章中世大友府内町跡第20次調査Ａ区

5.000ｍ

上壬弓一一

第2-3図A-SD1501実測図（1／80）

蝿渉

Ａ－
----Ａ′⑨

。

２ｍ

－１７－

b園

婆ら、
、

．

ＬＤ－』 ０



第２節遺構と遺物

東播系

防長系揺鉢

第2-7図56～66はロクロ成形による在地系土師質土器である。器種は56の皿とそれ以外の坪で構

成されるが、坪には６１．６3のように、他に比べると底部の直径が、口縁部径に対し小さく、口縁部

が内湾気味に立ち上がる塊状のものも存在する。また、口縁部断面の形態は、５８は底部近くが厚く、

口縁端部が尖るように成形しているのに対し、５９．６２．６５は底部近くの器壁は薄く、中位で厚くな

る成形をしている。また、６２．６５の底部には板目圧痕が残る。

６７～79は非ロクロ成形による京都系土師器である。計測できる法量は69が8.4cm，７０．７１が約10

cmで、７２．７４．７６．７９は12cm強、７３．７５．７７は14cm前後である。なお、７８は他の京都系土師器に比

べると、器高が高く、約３cmで、杯形をしている。

８０は口縁部が外反する喪で、胴部は内外面とも刷毛目で器面調整している。胎土は硬綴で、焼成

は瓦質である。

８１．８３．８５は東播系須恵質土器の鉢である。８１．８３は口縁部の資料で、８１には注口部が認められ、

自然紬が付着している。８３は口径27.5cmで底部近くまで残る。８５はその底部であり、これらの器面

は撫でで仕上げられている。

８２は、口縁部内面がカマボコ状に肥厚した瓦質の播鉢である。揺り目は８条の櫛歯状工具で、口

縁部に直角に施文されている。いわゆる防長系播鉢である。

８７は胴部のふくらみがなく、口縁部が外反する爽形土器である。口縁部周辺は横撫でで、胴部外

面は縦方向の刷毛目調整である。８８は尖る端部を内側に巻いた約４cmの資料で、甑形土器の把手と

考える。
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第 ２節辿拙と遺物

,！｢戦時代

弥ノヒl:器

釧錐

８９は、ロクロ仕上げの間台付の揃形ｋ器である。焼成は須恵質で、灰白色を坐しており、占い備

前系陶器の可能性もあるが、区別は1,N雌である。８７～89は古代の遺物と考える。

９０は高j不の脚部で、９１は蒲形|器、９２は弧形土器の底部である。９０は古城時代前期、９１は弥生時

代後期、９２は弥生時代''１期のものと考える。

第2-9図は出ｋした銅銭である。９３．９６は擬ｌｌド体で!'ドかれた「元祐通質」で、初鋳は108(i年(北

宋)である。９６は一部を破棋している。９１は典!'体の「天聖元賓」で初鋳は1023年(北宋)である。９５

は祭,I＃体の「紹聖元資」で初鋳は109‘1年(北米)である。９５．９６は上層からの川上である。
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第2-6図A-SD1501出土遺物実測図(1)
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8４

９７～99は平瓦である。９７は軒平瓦で、文様の中心飾りが残されており、左右に唐草文が展開して

いることが判る。９８．９９は平瓦の幅が判る資料である。９８の幅は28.5cm、９９はやや狭く21.3cmであ

る。また、瓦の反りも98に比較すると99は平坦である。

以上がこの溝から出土した遺物であるが、土器の様相と土層断面の観察から、２時期が存在する

と考える。ひとつは上層出土土器に見られるように16世紀後葉から末葉の京都系土師器を含む時期

である。一括して遺物を取り上げた中にも、６７～79に見られるように京都系土師器が一定量存在す

る。また、備前系陶器の播鉢である51も16世紀後葉から末葉と編年されている。

もうひとつの時期は、下層出土土器に代表されるように、ロクロ成形による在地系土師質土器で

ある。この土器も一括して遺物を取り上げた中に56～66に図示したように、多く出土しており、備

前系陶器の播鉢である50や東播系須恵質土器の鉢なども同時期と想定される。これらの遺物からこ

の時期は、１４世紀末から１５世紀前葉と考えられる。そこで、このA-SDl501との掘削時期とＡ－Ｓ

Ｄｌ５０６・B-SDOO3の関係を推測すると、１４世紀末から１５世紀前葉にB-SDOO3が南北方向に存在

し、Ｌ-41区で東に直角に屈曲する。その後、この溝は埋め立てられ、１６世紀後葉から末葉にＡ－

軒平瓦

勘

第2-8図A-SD1501出土遺物実測図(3)
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第２承IlIlllg大友府内町跡第20次,洲査Ａ区

SDl506が南北方向に伽i1iIlされる。その際に、この溝は、深さも'隅もほぼ半分のみ掘り返されたと

推測できる。

A-SD1502（第2-2図）

A-SDl502はほぼ南北方向に約７ｍ検Illされた溝状遺構である。規模は、幅約50cI11で、深さは

約2()cmである。床而はほぼ平坦であるが、半分より南側はさらに約1()ｃＩｌｌ程度掘り下げられている。

遺物は上器の小破片が出土したが、その一部を第2-122図１２．１３に似I示した。１２は京都系_|:師器の

小IⅢで、口縁部内面にススが付祷しており、灯Iﾘjllllとして使用している。また、１３は紡錘形の土錘

である。１２の京都系土師器から、この遺購の時期は、１６世紀後半と考えられる。このことは、遺構

の南部分が、A-SDl505と切り合い、その前後関係は、このA-SDl502が新しいことと矛研しな

い。さらに、溝の方位も、北から束に約４度振り、１６世紀後半の街路を'''心とした町割りの方位と

lIilじであり、このことからも、Ｍ時期の辿椛の''1能性が強い。

A-SD1503（第2-2図）

A-SDl503はA-SDl502のすぐ南側に接続するよう同じ方向性をもって検出された。本来は同

じ辿構の可能性が強い。’脇も約50cmで、深さも約20cI11を測り、床lliiiは平｣:'1である。

遺物は小破片が少数川｜:したが、時期をIﾘl雌に､ﾘ断できない。しかし、A-SDl503と閏述性の

強い辿構であるならば、１６１１t紀後半のnI能性が強い。

9４
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第 ２節遺構と辿物

識‘
索登．

Ｌ

ロ ノ
9７

一一、Ｚ～

里一三

919

ロ

第2-10図A-SD1501出土遺物実測図

－２４－

i／

ｕ

副§

１０cｍ



§A-SK1505（第2-13図）

確認されたA-SKl505の規模は、短軸約0.9ｍ、

長軸約1.3ｍで、平坦な床面は、短軸約0.4ｍ、長

軸約0.7ｍの緩い隅丸の長方形を呈する。床面は

溝であるＡ－ＳＤｌ５０５の床面より約15cm深い。そ

の前後関係は、遺物の出土状況から見ると、土坑

の方が新しい。

遺物の出土状況としては、溝全体から見ても、

この土坑周辺からロクロ成形の在地系土師器の坪

が集中して出土している。特に、鉢の内面底部に

３枚の銅銭が置かれた状態で出土しているが、こ

れらは全て土坑が埋まって行く段階に埋納、ある

いは廃棄されたものと考えられる。

A-SD1504（第2-11図）

A-SDl504は、主軸をほぼ南北方向に取る長

さ9.7ｍで、幅は北がやや広く８０cm，南が40cmで

ある。深さは約20cmで、床面は平坦である。

遺物はロクロ成形による在地系土師質土器が７

点と備前系陶器３点の小破片が出土したが第2-

122図14に１点のみ図示した。この土器は、１４．

１５世紀の、底部に糸切り痕のあるロクロ成形の在

地系の土師質土器の坪である。しかし、Ａ－ＳＤｌ

５０５との切り合い関係は、このＡ－ＳＤｌＯ５４が新

しく、遺構の方向性は、東側に約２ｍ離れた位置

で検出されたＡ－ＳＤｌ５０２・A-SDl503と平行し

ており、両者との関連が強い可能性がある。そう

すると、この遺構も、１６世紀後半の可能性が強い

と考える。

A-SD1505（第2-12図）

A-SDl505は、Ａ区の南で東西方向に約12ｍ

を検出した。方向はＷ－ｌＯｏ－Ｎである。この溝

の規模と形態は、上面の幅が約1.5ｍ、底面の幅

は約0.5ｍ、深さ約0.5ｍで、断面が逆台形をして

いる。底部は、西から東に緩やかに傾斜し、その

高低差は約20cmである。この溝には２ヶ所に土坑

が掘り込まれているが、調査の最終段階にその存

在が判明したため、遺構名を西側の細長い土坑を

A-SKlO24とし、東側の隅丸方形を溝と同じA-

SKl505とした。こうした遺構は、溝との関連が

深いと考え、報告はこの項で行う。

第２章中世大友府内町跡第20次調査Ａ区

第2-11図A-SD1504実測図
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第２節遺構と遺物

遺物はA-SDl505全体からの出土として第2-15～2-19図に73点を図示したが、A-SKl505と

その周辺から出土したものは、２～５．８～10.12～１５．１７～３０．３３．３４．３７．４３．４７～５０．５４と

Ａ －

1.褐灰色7.5YR4/1砂質
2.褐灰色7.5YR3/1砂質

3.黒褐色7.5YR3/1砂質
4.黒褐色7.5YR3/2砂質
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銅銭の69～71である。２～５．８～10はロクロ成形による在地系土師器の皿である。いずれも口径

は約８cmで、口縁部の立ち上がりは小さく、特に８～１０は、底部の器壁が厚く、その特徴が明確で

ある。

この皿とセットになるのが12～１５．１７～３０．３３．３４．３７．４３のロクロ成形による在地系土師器の

杯である。特に第2-15図12～１５．１７～２９．第2-16図30の口径は10.5cm～13.2cmであるが、１２cm前

後が中心である。器高は3.4cm～4.4cmを測るが、４cm前後のものが目立つ。口縁部の形成は、底部

から外傾して立ち上がり、端部は外反気味になり尖る特徴を持つ。

５４は口径21cm、底径8.7cm、器高8.5cmで、注口部を持つ鉢である。口縁部は外面が肥厚し断面が

三角形を呈する。器面調整は、外面が横撫でで、指圧痕が残るが、内面は横方向の刷毛目が観察で

きる。胎土には斜長石・角閃石・石英が含まれ、色調は灰色や暗灰色をしており、焼成の甘い須恵

質である。この完形品の資料は銅銭３枚を入れ、底部を下にし、埋置した状況で検出された。

５６は口縁部が屈曲する土鍋の破片である。６１は内外面とも刷毛目調整の後、撫で仕上げで外面に

は指圧痕が残される。口縁部断面は三角形で、色調は淡灰褐色を呈するが瓦質の土鍋と考える。

５４の内底部に貼り付いた状態で出土した銅銭は69～71であるが、６９．７０は豪書体で書かれた「政

和通賓」で初鋳は1111年（北宋）である。７１は豪書体で書かれた「宣和通賓」で初鋳は1119年（北

宋）である。

銅銭と鉢を
埋置

銅銭

A-SK1024（第2-14図）

A-SKlO24はA-SDl505に沿って細長く検出された土坑である。確認された土坑の規模は、上

面の長軸が約2.4ｍ、短軸が約0.9ｍ，平坦な底面は長軸約1.8ｍ、短軸約0.2～0.3ｍで、Ａ－ＳＤｌ５０５

の底面より約30cm深く掘り込まれている。溝の底面を精査中にこの土坑を検出したため、両者の前

後関係は明確ではない。

この遺構の上面や周辺から出土した遺物は、第2-15図１，第2-16図４０．４１．４４．４５がある。１

のロクロ成形による在地系土師質土器の皿は、口径7.8cmで、底部から口縁部の立ち上がりは器壁

がほぼ均一である。

在地系土師質土器の

坪の40は口径が13cmで、

唇

6i－ｏ－ｇ

あるが、底径は8.1ｃｍ

で口縁部が内湾気味に

立ち上がる。４１は口径

12cm、底径7.8cmで、

側面観が逆台形状であ

る。４４は口径12.3cm、

底径8.4cmで、口縁部

断面を見ると、底部か

らの立ち上がり部より、

上位の器壁が厚く、三

角形状になる。４５は口

径12cm、底径7.7cmで、

底部からほぼ均一の厚

さで、口縁部が立ち上

がる。

/ｌ
Ｌｌ

5.000ｍ
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以上がA-SDl505と重複する二つの土坑とそれに関連する出土遺物であるが、これ以外を、溝

出土の遺物とし、その報告を行う。ロクロ成形による在地系土師質土器の皿は６で口径8.1cmであ

り、底部から口縁部にかけてほぼ同じ厚さの器壁で立ち上がる。坪は'６．３１．３２．３５．３６．３９．４２で

ある。１６はA-SKl505出土と同類であり、この遺構に伴う遺物の可能性が強い。３１は口径10.8cm、

底径8.7cm、器高3.6cmで、口縁部の器壁は中位で若干厚くなる。３２は口径12.6cm，底径8.8cm、器高

3.4cmで31と同様、底部から立ち上がった口縁部の中位が厚くなる。３５は、口径12cm，底径8.2cm、

器高3.6cmで、口縁部内側にススが不連続に付着しており、灯明皿として使用されている。３６は口

径12.6cm，底径8.6cm，器高4.1cmで、底部には板状圧痕が付着している。３９は口径11.4cm，底径6.8cm，

器高3.6cmで口縁部は内湾気味に立ち上がり、碗状の器形になる。４２も39と同様の器形で、口径12.2

cm，底径7.8cm，器高3.6cmで口縁端部が尖る。

５２は色調が黒色の瓦器坑の底部である。わずかに高台の痕跡が残る。５３．５５は口縁部断面が三角

形になる東播系須恵質土器の鉢で、須恵質である。５７．５８は口縁部が屈曲する土鍋である。器面調

整は内面が横方向の刷毛目で、外面は撫で仕上げである。５９．６０は須恵質の壷形土器である。両者

とも口縁部は横撫でであるが、６０の外面は格子目の叩きで仕上げられており、亀山系須恵質土器で

－－，J

瓦器境

東播系

亀山系

ある。

Ｉ 耐‘

盆

－２８－
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９

６２は１１径22cI11、底径9.lcln、器尚13.8cmの洲;f:i製の石鍋である。口縁部外ｉｉｉにI陥約1.lclllの突帯が

造り出されている。器面は内外面ともに縦〃|AlにiliI'られ、成形された痕跡が残る。外Ii1iにススが付

粁しており鍋として使川している。６３は川珊の１１緑部である。

６'1は底従10.6cmのI(.Ｉi台の付いた須恵器の坪である。６５は尚杯の脚部の査料である。６:lは８世紀後

､|亀から911t紀前､'２，６５は弥生時代のものである。

６６はIilli端を欠くが、Ｉ叫而を膳り面とした砥打である。６７．６８は青銅製IljfIであるが、器極や用途は

不明である。

銅銭は第2-19図７２．７３の２点が出･|しており、７２は上部に「威｣、左に「愛」のnJ能性のある文

字が見える。７３は典‘¥体で書かれた「照寧元礎」で初鋳は1068年（北宋）である。

これらの３つの遺椛の前後関係と時期は、A-SDl505とA-SKlO2､Ｉの関係は不Iﾘl碓であるが、

MlIl:紀後､'2代と考える。A-SKl505は辿物の'１１上状ﾙ１１や土師質土器の型式変化岬を考慮すると、

A-SDl505にIﾘlらかにMliり込まれたもので、14111:紀/kから１５世紀前菜と考えられる。

淵ｲー i製石鍋

MillM，

砥石

銅銭

第2-18図Ａ－ＳＤ・SK15051LH十遺物実測図(4)
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第2-19図Ａ－ＳＤ・SK1505出土銭実測図（69～71はSK1505出土）
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A-SD1506（第2-2図・第３－６図）

A-SDl506は府内町跡20次調査Ａ・Ｂ区を南北に貫くように約90ｍにわたり検出された。このた

め、同一遺構であるが名称は、Ａ区ではA-SDl506とし、Ｂ区ではＢ－ＳＤＯ６４として調査を実施し

た。

ここでは、遺構全体の概要を述べつつ、Ａ区の部分であるA-SDl506の報告を行う。

Ａ区で検出されたA-SDl506は概ね方位をＮ－６ｏ－Ｅとなるものの、区画性に乏しい。すなわ

ち、完掘後の底面の状況を見ると、緩やかに蛇行している。しかも幅も一定ではなく２０～80cmを測

る。また床面も平坦ではなく、Ｌ-40区の部分では約2.5ｍの範囲で約20cm高くなっている。深さは

起伏があるものの、１ｍ前後は保たれている。検出面での状況も、幅が一定ではなく、1.5ｍ～２

ｍを測る。この満は万寿寺北境の堀の約3.5ｍ手前で端部が確認され、その部分でも深さは1.1ｍを

測る。

出土遺物は、第2-20図に約１ｍの深さの溝を上・中・下層の３段階に区分して取り上げた遺物

を図示した。ｌ～12は上層から出土した資料である。ｌ～５は京都系土師器で、ｌは口径が11.6ｃｍ

で器高の高い坑形になる。２は口径9.6cm，器高1.9cmで、３の口径は10.8cm、器高1.8cmである。４

の口径は10.2cm，５の器高は11.8cmである。６．７は口縁部が屈曲する土鍋であり、７の復元口径

は31.9cmである。内面は横方向の刷毛目で調整されているが、外面は撫で仕上げである。８は口縁

部に突帯が巡る瓦質土器で、鍔付の土鍋の可能性が強い。９は底径8.4cmの柱状の土製品で、燭台

と考える。１０も土製品であるが、土鍋の脚であろうか。１１．１２は扇平な砥石の破片である。１２は片

面に縦方向の調整痕が残されており、赤間石の可能性が強い。

１３～22は中層出土の主要遺物である。１３～15はロクロ成形による在地系土師質土器である。１３は

いびつであるが口径は約7.5cmの皿である。１４．１５は杯であるが、１５の口径は12.2cmで、口縁部中位

が厚く、断面は三角形状になる。１６～19は京都系土師器の坪である。いずれも復元口径であるが、

16は9.0cm、１８は10.6cm，１７は12.6cm、１９は14.4cmである。２０は口縁部が屈曲する土鍋で、２１は滑石

製の石鍋の破片である。２２は、口径23.9cmの東播系須恵質土器の鉢である。

２３～35は下層出土の主要遺物である。２３は常滑系陶器の弧の口縁部である。２４はロクロ成形によ

る口径8.4cmの在地系土師質土器の皿である。２５は京都系土師器で、２６は白色をした吉備系土師器

の底部の資料である。２７．３０．３２は口縁部が屈曲する土鍋である。３１も瓦質であり、土鍋と考えら

れる。２８．２９は東播系須恵質土器の鉢である。２９の口径は26cmである。３３は鉢形をした口径33.6ｃｍ

の瓦質土器である。３４．３５は古代の土師器腕で、３４は口径11.8の椀で、須恵質であるが、１４世紀代

の瀬戸美濃系陶器の可能性が強い。３５は高台付の土師器で、器面は箆磨きで仕上げている古代の資

料である。

第２－２１～2-27図の36～95はＡ－ＳＤｌ５０６から出土したもので、一括して取り上げたものである。

36～３９．４１．４２は貿易陶磁器である。３６は滝州窯系青花皿で、３８は同じく口径14.4cm、底径５cm、

器高6.1cmの青花碗で、外面下位に芭蕉葉文が描かれている。３７．３９．４１は景徳鎮窯系青花皿であ

る。復元底径は、３７が6.0cm，３９が11.2cmで大llllである。４１には「・・年造」の銘が確認できる。４２

は龍泉窯系の青磁製品で、装飾品で飾られた動物の脅部である。

４０は瀬戸美濃系陶器の天目茶碗の底部である。底径は4.3cmであるが、周囲を打ち欠き円盤状に

仕上げている。４３～48と76は備前系陶器である。４３は口縁部外面を肥厚した大喪である。４４は底径

5.4cII1の小壷又は小型の徳利と推測される。‘15は注口部を持つ容器で、底径は4.8cI1Iで、底にへう記

号が描かれている。４６～48は播鉢である。４６は口径27cmで、４７と48の底径は、15.4cmと14.2cmであ

り、捕り目は口縁部に直角に入れ、その後斜め方向を加えている。７６もわずかに口縁部に直角に入

れられた揺り目が確認でき、１４世紀代の播鉢である。

石

台
石
間

燭
砥
赤

土鍋・石鍋

東播系

常滑系

吉備系土師器

土鍋

東播系

瀬戸美濃系

滝州窯系

景徳鎮窯系

龍泉窯系

天目茶碗

備前系

へラ記号
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第2-22図19～59は、ロクロ成形の在地系-t師質土器である。，19は’1径7.8cI11、底径6cnlのⅢlであ

る。これ以外はj不であるが、５０～52は11綜部の資料である。底部の盗料である５３．５６の底径は、７.l

cI11と9.8cmである。５４は｢I縁部の中‘位が肥厚し、口径11.2cm、底径は8.4cm、器高2.7cmで、５５は11径

12.4cm、底径は９cm、器尚2.6clllである。５７は11径12.2cm、底部は9.6cI11、器高2.7cnlである。５８は１１縁

部｢'.'位が肥際し、断面が三角形状になり、１１径11.ｲ1cm、底部は9.6cⅢ、器高３cmを測る。５８は側I､間

が逆大形状に口縁部が開き、’1径11.8cm，底部は6.2cm、器高３cIllである。

６０～66は京都系土師器のⅢで、６０は口径8..lcI11で、1.1縁部周辺にススが付着しており、灯明lⅢと

して使用されている。口径は61がllclll、６２は12.2c１１１，６３はl2cI11、６'1がl3cI11、６５は11..1cm、６６は12.6

cIIlであるが、６５は11縁部の立ちｌ２がる角度が異なり、器尚も2.9cn1と他の同類の上師質土器よりも

高く、ｊ不状になる。

６７～73は土鍋である。６７はI|縁部が屈曲せず外傾し、肥厚する。｜ﾉ1面は横方向の刷毛目、外面は

撫でで器面調盤されている。これ以外は、’1縁端部が外側に屈曲する形態のｋ鍋である。いずれも、

器面調整は67と同様、内面は横方向の刷毛日、外面は撫でで仕上げられている。７５は大形の破片か

ら復元したものであるが、１１径は25cmで、外面には指圧痕が残る。１１１部は外傾し、底部は丸底にな

ると推測できる。

7.1は口径.l2cI11の喪で、外反する口縁部の端部は玉縁状に肥厚する。須恵質で灰渦色をしており、

備前系陶器の可能性が強い。

７５は口径1,1‘8cI11の蓋である。中央部には先端の尖ったつまみが付けられており、これに横方向の

孔が穿かれている。胎土に砂粒は少なく粘製粘土が使川され、焼成は僚色であるが、瓦質土器と考

える。７７は胴部上位に連続したスタンプ文を入れられた瓦質土器である。胴部蚊大径で18.8cmを測

る戒形土器である。７８は器而を研磨された瓦質上器で羽釜と考える。lllIil部鍛大径部に突帯をめぐら

せる。この部分より下位はススが多堂に付ｲｉｆしている。７９は11縁部を肥厚した11径30.6cⅢの陪掲色

をした瓦質土器の鉢である。器面調整は内外面ともに横方向の箆磨きで調整されている。８０は１１径

第2-25図A-SD1506出土遺物実測図(6)
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36.1cmの鉢形-上器である。色I淵は灰褐色をしているが、内外面横方向の撫で仕上げで、瓦質土器の

範鴫に入ると考える。８１は底径10cmの瓦質土器の底部である。内面は横方向の刷毛目で、外面は指

押圧が残る。焼成の不十分な須恵質土器の111能性もある。

第2-2;l図82～84は凡質上器の火鉢である。８２は口径43.5cmで、口縁外端部が「．」の字状に肥

厚し、その下位には菊花文のスタンプ文が述統して施文されている。８３は'二l径37.9cmで、直Iiする

｢1縁端部がやや肥厚し、その外而に約１cm間隔の細い突帯を巡らせ、さらに間に21171押捺をl単位

とした雷文のスタンプ文を施文している。8.1は83の底部の可能性がある。底径は33cmで、脚が３ヶ

所に付く。底部外面には約lclll間隔の細い突併を巡らせ、その間に横向きの「Ｓ」字文を２回押捺

し１噸位としたスタンプ文が施文されている。

第2-2.1図８５．８６は滑石製の石鍋である。８５は底部を欠くが、ｉI径18cm，底径10.5cm、器高は約

８cmで、１１縁部外面には断面三角形の突帯が削り出されている。Ｉﾉ､１面は平滑に仕上げられているが、

外面は４段にわたり、縦方向に削り成形した痕跡が残る。８６は、’1径33.2clllの石鍋であるが、割れ

た後iIj:利川するためか、１１縁部下の突帯が削られている。器1ｍは、内面が平滑に仕上げられている

が、外面は縦方向に削り成形した痕跡が残る。

８７は平瓦である。瓦当部の幅は約６cmで、麿草文の端の一部が確認できる。８８．８９は紡錘形の土

錘である。８８は完形品で長さ5.5cI11、最大径0.9cI11、亜さ５９で、８９は一部を欠くが、長さ3.2cm，雌

大径3.2cⅢ、［Eさ３９である。９０は直径1.7clllの球形の土玉である。１ヶ所rIl心部まで穴が開けられ

ている。

第2-25図91.92は同一lIIIil体と考えられる須恵質ｔ器の大遜である。９１の11縁部は外反し、内外

面横方向の撫でで仕上げられており、外面はjIj部から下創位は交差する叩き調整で格子状になってい

る。また1人11ｍは、同心円状の叩き痕が認められる。９２はその底部で丸底になると推測するが、外面

はj洲Iと'１１様の叩きであるが、粗雑であり、内1mは粗い刷毛|,冒|が認められる。

第2-26図９３．９．１は1ⅧI1製111,Aである。９３は11'[径1.6cm、高さ1.1cm、重さ2.19の釣鈍状の形態をし、

頂上部に経0.3cmの穴が見られる。また、９１は、直径.1.1cm、高さ1.2cI11の半球形で、全体を16等分し、

菊花文状に仕上げている。また頂部内面にはｌＩＩｉ徒1..1cm、厚さ0.5cI11の突起する部分がある。２点と

も何らかの飾り金具と推測される。

第2-27ｌｘ195の銅銭は、祭!'ド体で書かれた「元祐通蛮」で初鋳年は1086年（北米）である。ｉＩ'〔催

2..1cm、亜さ2.1ｇである。

このA-SDl506からは、多くの1-1.151(t紀代の遺物を出-tする。しかし、遺櫛内からは一定並

⑤ 柵蹴鯉鵡撫
１６１１t紀後葉の揮州窯系IIf花碗などが出

Ｑ一心土しており､,６１t紀後集から末葉と考
９３

える。

瓦質上器火鉢

滑石製石鍋

平瓦脈箪文

iif鋼製品

銅銭

口
●

第2-26図A-SD1506出土遺物実測図(7)
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第２章中世大友府内町跡第20次調査Ａ区

２．建物遺構

府内町跡20次調査Ａ区では、多くの柱穴の可能性のある掘り込みが検出された。しかし、掘建柱

建物としてまとまるものは少ない。ただ１棟のみ、調査区の東北隅で川原石を礎盤とした大型建物

が確認できた。これをA-SBOlとして報告をする。

Ａ－ＳＢＯ１（第2-29図）

A-SBOlは万寿寺の北境の堀の南側で検出された南北５間、東西２間以上で西側に半間の庇が

付く大型の建物である。方位はＮ－９°－Ｅで、第１南北街路とほぼ同じである。その構造は、南

の一列と、西側の途中３ヶ所不明な１列の２列は柱穴内に礎盤とする石がなかったが、他の検出さ

れた１２ヶ所の柱穴の内、１１ヶ所に柱を支えるための人頭大の扇平な川原石が据えられている。すな

わち、建物の主要部分を支える柱穴には川原石が礎盤として置かれている。柱間は南北間が南から

2.24,,2.12,,2.28,,2.12ｍ、2.12ｍであり、東西間は西から0.8ｍ、2.15ｍ、2.08ｍである。これ

らの柱間は７尺で設計された可能性が強い。

遺物は、各柱穴で見られるが、第2-28図に図示したA-SPO26からまとまって出土している。

この遺構は長径1.02ｍ、短径0.78ｍで検出面から約30cmで二段堀になっており、深い方に57cm×３７

cmの馬平な川原石を埋めている。遺物はやや空間のあるこの石の西側で集中的に出土しており、地

鎮などの祭祁行為が想定できる。

出土遺物は第２－３１図の４～16に図示したが、全てロクロ成形の在地系土師質土器である。５は

口径８cm、底径６cm、６は口径９cm、底径6.4cmで、器高はいずれも1.3cmの皿である。９～15は坪

である。完形品又はそれに近い11は口径12.7cm、底径8.5cm、器高3.4cmで、１２は口径13.6cm、底径9.3

cm、器高3.4cm、１４は口径12.6cm、底径8.2cm、器高3.2cmであり、口縁部は内湾気味に立ち上がり、

中位で厚みを増し、口縁端部は尖る。７．８は皿との中間形態の小型の坪で、７は口径8.3cm，底

径7.1cm、器高1.6cmで、８は口径7.3cm、底径8.2cm、器高2.3cmである。

１６は流れ込みと考えられる土製品で、土鍋の脚と考える。

その他の柱穴からの出土遺物は第２－３１図l～３と第2-30図に図示した。A-SPOOlは第２－３１図

l～３であるが、いずれもロクロ成形の在地系土師質土器である。１．２は皿であり、３は口径１１

cm、底径７cm、器高2.7cmの坪である。A-SPOO4出土遺物は第2-30図ｌの土鍋であり、A-SPOO5

出土遺物は２のロクロ成形の在地系土師質土器の坪である。３は

A-SPOO6出土の遺物であるが、ロクロ成形の在地系土師質土器

の皿に脚を付ける燭台の可能性が強い。４．５はA-SPOl9出土

のロクロ成形の在地系土師質土器の坪の底部である。６はA-S

PO40出土のロクロ成形の在地系土師質土器の皿で口径8.2cm，底

径6.4cm，器高1.6cmであり、７はその坪で、口径12.8cm、底径8.8

cm、器高3.3cmである。

以上、このA-SBOlと密接な関係で出土したと考えられるA-

SPO26の遺物を中心にこの遺構の建設時期を推定すると、ロクロ

成形の在地系土師質土器の坪の口縁部形態から、１４世紀中葉から

後葉と考えられる。

－４１－

'７

第2-28図

4.8ｍ
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第 ２節遺構と遺 物

３．土坑

府内町跡20次調査Ａ区からは、多くの土坑や柱穴が検出された。これらは、比較的大型のものを

土坑、小型で検出面が円形に近いものを柱穴とした。ここでは、遺物がまとまって出土したものや、

形態のしっかりした土坑を中心に、それと切り合う柱穴も報告を行う。

A-SKO41・A-SK1040（第2-32図）

Ａ－ＳＫＯ４１・A-SKlO40は礎盤建物であるA-SBOlの西側に隣接して検出された。土坑は幾つ

もの掘り込みが複雑に重複し、その前後関係は不明である。この中で、最大規模の遺構がA-SK

lO40で、南北2.8ｍ、東西1.3ｍで深さ10数cmの床面が平坦な土坑である。これに長径約１ｍ、短径

0.5ｍで深さ約35cmの二段堀の土坑であるA-SKO41がほぼ中央部に掘り込まれている。さらに、北

端にはA-SPO42、南端にはA-SPO69やA-SPO70の柱穴が検出された。この柱穴は、床面を精査

している際に検出されたため、土層での切り合い関係を把握することは出来なかった。

これらの遺構から出土した遺物は第2-34図に図示したが、A-SKO41の遺物はｌ～４である。

４は口径36cmの瓦質土器の鉢である。ほぼ直口する口縁部は端部がやや肥厚し、断面が「．」の字

状に仕上げられている。器面は外面が横撫で、内面Iまへラ磨きされており、色調は明褐色であるが、

焼成の問題と考えられる。これ以外の３点はロクロ成形による在地系土師質土器である。１．２は

皿で１の口径は８cm、底径は6.5cm，器高1.1cmである。２は口径7.4cm、底径6.2cm、器高1.6cmであり、

３はロクロ成形による在地系土師質土器の坪で、図示はしていないが復元推定口縁径は12.8cmの坪

である。

この遺構は、出土遺物から14世紀後半から15世紀初頭と考えられる。

第2-32図A-SK1040・A-SKO41・A-SKO42・A-SPO69・A-SPO70実測図
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第２厳IlIlII:大友府内町跡第20次,淵査Ａ区

Ａ－ＳＫｌＯ:10出_この世物は第2-34図８．９であるが、８は１１代29.lcIllの瓦質土器の鉢で、１１縁部は

斜めに立ち上がる。外面は横撫でや指押さえによるI澗整痕が認められ、外面は横方向の撫で,｣員上げ

である。９は格子1-1叩きと布目が見られ、IIf代の､|え瓦と考えられる。

A-SKlOJ0の時期は1.1111:紀代であろうか。

Ａ－ＳＰＯ４２（第2-32図）

A-SPOl2はＡ－ＳＫｌＯ・10の床面で‘検出されたもので、上面の規模は、長径55.5cI11、知径36cI11、深

さは約50cmで、床面は33clll×22cmを測り、平坦である。出上辿物は第2-3.1図５のロクロ成形によ

る在地系土師質上器の'111である。器壁は薄く、器尚は１ｃｍで、１１縁端部は尖る。

時期は進物で見る限り、ｌｌｌＭ:紀後半から15111:紀前葉のものである。

Ａ－ＳＰＯ６９（第2-32図）

Ａ－ＳＰＯ６９は検IlIllIIiでの径は約35cI11のほぼ'11形である。深さは約50cmで、平坦な底1ｍの11‘〔径は約

1.lcI11である。出土辿物は第2-3.1図に凶示した６．７で、６はロクロ成形による在地系上師質土器

の杯で、７はri径33.:lcI11の瓦質土器の｢I縁部が11‘〔I’し、端部が肥l'』Ｉする鉢である。器ImI洲終は外面

が枇力向の撫でで、｜ﾉ1IiIiはへう磨きで仕上げられている。

時期は、l11H:紀から15111:紀前半と考えられる。

Ａ－ＳＰＯ７０（第2-32図）

Ａ－ＳＰ()70は検川面が21cm×33cmの小さな椛穴である。深さは約60cI11で、平坦な底miの規模は直

傑10数センチである。Ixl示できる遺物は無かったが、ロクロ成形による任地系_'二師質|:器の小片が

多数ｌｌＩｔしている。時期は、IIllt紀からl5IlI:紀前半と考えられる。

Ａ－ＳＰＯ５２（第2-2図）

Ａ－ＳＰＯ５２はＡ－ＳＤｌ５０１の東側の縁で検111された住穴である。検出面での大きさは.lOcIn×35cn1

で、深さは15cmで、底llIIiの側j模は15cm×18cmである。出土進物は第2-33図に図示した銅銭である。

‘lIil銭は一部を欠き、』'4,1ド体で「口元通資」と,lドかれているが銭iIiは不Iﾘlである。他の11｝ｋ辿物とし

ては、瓦質士器と鎮忠髄|器・備前系陶器の小破片が出土している。

時期は、備前系陶器の色調から１５世紀後､'2代～１６世紀代と推測する。

1-

、 3cｍ

第2-33図A-SPO52出土銅銭実測図
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第２章中世大友府内町跡第20次調査Ａ区

Ａ－ＳＫ１０２（第2-35図）

Ａ－ＳＫｌＯ２は礎盤建物であるA-SBOlの検出された柱穴のうち、南東隅の柱穴を含む土坑であ

る。東側は調査区外になるため、全体を把握することは出来ないが、南北約1.1ｍ，東西は1.2ｍ以

上ある。検出面からの深さは約20cmであるが、東側の調査区境がさらに約20cm掘り込まれ、二段堀

になっている。また、この遺構の西隅で検出された直径37cm、深さ42cmの柱穴は、Ａ－ＳＢＯｌの南

側の川原石による礎盤を持たない列のものである。

第2-36図の３点はこの遺柵から出土した遺物である。１．２は口縁部外面を肥厚した東播系須恵

質土器の鉢である。１には注口部の一部が確認できる。３は紡錘形をした土錘の完形品で、長さは

5.5cm、直径1.1cm、重さは4.1ｇである。

時期は14世紀後半であろうか。

Ａ－ＳＫ１１２（第2-37図）

Ａ－ＳＫｌｌ２は府内町跡20次調査Ａ区の中央北寄りのＬ－３９とＬ－４０の境で検出された遺構である。

この遺構の規模と形状は、南北1.9ｍ，東西1.6ｍで、北側の部分がやや凹む緩い「ハート形」をし

ている。深さは、浅く１０数cmで、床面はほぼ平坦である。この遺構には、Ａ－ＳＰｌｌ３とＡ－ＳＰｌｌ４

のふたつの柱穴が掘り込まれている。しかし、この三者の前後関係を土層や遺構の切り合いで把握

することは出来なかった。

Ａ－ＳＫｌｌ２の出土遺物は、第2-38図ｌに図示したロクロ成形による在地系土師質土器の小型の

坪がある。この土器は、口径8.7cm、底径6.3cmであるが、器高は、器形がいびつなため、1.7～2.1cm

を計る。

時期は14世紀後半と考える。

Ａ－ＳＰ１１３（第2-37図）

Ａ－ＳＰｌｌ３はＡ－ＳＫｌｌ２のほぼ中央部に掘り込まれた柱穴である。規模は直径約50cmで、深さは

Ａ－ＳＫｌｌ２の床面から10数cmで、浅い。出土遺物は第2-38図２に図示したクロ成形による在地系

土師質土器の坪があるが、小破片である。

底部近くの器壁が厚く、口縁端部が尖る形態は、A-SKl505出土の在地系土師質土器と類似し

ており、時期は14世紀末から15世紀前葉の可能性が強い。

480071

50cｍ

Ａ－ＳＰ１１４（第2-37図）

Ａ－ＳＰｌｌ４はＡ－ＳＫＩｌ２とＡ－ＳＰｌｌ３と切り合う柱穴である。検出面での

遺構の規模は、直径約85cmの円形を呈し、深さは約60cmで、床面の規模は約

55cmで平坦である。出土遺物は第2-38図３～６であるが、４は器面に箆磨

きが認められ、古代土師器の坪の可能性が強いが、３．５は非ロクロ系土師

０

〃
0Ｊ １●●

夕

１０cｍ

⑥
３

第2-35図A-SK102実測図 第2-36図A-SK102出土遺物実測図

－４７－



〃

質土器である京都系土師器である。

５は復元口縁13.2cmで、３ともども、

器面は横方向の撫で仕上げである。

６は口縁部を外側に屈曲する土鍋で

ある。器面は外面が横方向に刷毛目

で調整され、外面は撫でによる平滑

な仕上げで、指圧痕も残る。

以上、Ａ－ＳＫｌｌ２・Ａ－ＳＰｌｌ３・

Ａ－ＳＰｌｌ４の３遺構の前後関係は、

発掘調査時点では把握できなかった

が、出土遺物から見ると、Ａ－ＳＫ

ｌｌ２・Ａ－ＳＰｌｌ３は14世紀後半から

15世紀初頭の可能性が強いが、Ａ－

ＳＰｌｌ４は京都系土師器が出土して

おり、１６世紀後葉から末葉である。

このことから、Ａ－ＳＫｌｌ２・Ａ－

ＳＰｌｌ３の２遺櫛の前後関係はなお

不明であるが、最後にＡ－ＳＰｌｌ４が

掘り込まれたことになる。

－４８－

‐

4.600ｍ
ご掌 ‐

／

重=ごこう
第2-37図A-SK112・A-SP113・A-SP114実測図

A－ＳＫ１１２

第2-39図A-SK1010実測図
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第２節遺構と遺 物
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Ａ－ＳＫ１０１０（第2-39図）

Ａ－ＳＫｌＯｌＯはＫ－４０の調査区西

際で検出された遺構である。遺構の

全体の形態を把握することは出来な

かったが、調査できる部分を完掘し

た結果、遺構は二つの掘り込みから

構成されることが判った。しかし、

その時点までひとつの遺構としてと

らえていたため、ここではひとつの

遺構として報告を行う。ただこの二

第2-38図A-SK112・A-SP113・A-SP114出土遺物実測図



０

第２章中世大友府内町跡第20次調査Ａ区

Ｚ 畷瀞
ノ 雪

》

0.毛Ｖ．､
、－，－β

矛 ７。〃
第2-40図A-SK1010出土遺物実測図

１０cｍ

つの遺構の前後関係は、土層や遺物の出土状況からとらえることができた。

遺構はまず、南北約１ｍ、東西約0.7ｍで深さ約0.3ｍ，底面が南北約0.3ｍ、東西約0.6ｍの南側が

緩やかな斜面になる土坑が掘り込まれる。その後、南北約2.4ｍ、東西約0.7ｍ、深さ約0.25cmの土

坑が掘り込まれ、その底面はほぼ平坦であるが、北側が浅くなり、南北約2.1ｍ、東西約0.6ｍの規

模である。この後で掘り込まれた土坑には人頭大から拳大の石が多唾に投げ込まれて、埋め立てら

れている。

出土遺物は第2-40図に図示したが、ｌは口径11.2cmの京都系土師器である。内外面撫で仕上げ

で、外面には指跡が残る。２～４はロクロ成形による在地系土師質土器で、２．３は皿である。２

は口径6.8cm，底径６cm、器高1.5cmで、３も同じ器形である。４は、大きさから推定すると坪と考

えられる。５はほぼ直立する口縁部の先端が玉縁状に肥厚する備前系陶器の壷である。６は撫で仕

上げの薄い口縁部の資料であるが、器壁や形態から古代の土師器の坪と考える。

以上がＡ－ＳＫｌＯｌＯであるが、二つの遺構の前後関係はわかるものの、時期については明確では

ない。出土遺物も、図示したもの以外に龍泉窯系青磁の小片や、３０点近いロクロ成形による在地系

土師質土器が出土している。しかし、これらの中に16世紀後葉から末葉の京都系土師器が出土して

いることから、最終的な遺構の棚り込みはその時期と考える。

５

Ａ－ＳＫ１０１３（第2-42図）

Ａ－ＳＫｌＯｌ３は府内町跡20次調査区を南北に貫くＡ－ＳＤｌ５０６のＫ－４０区の西側に接する位瞳で検

出された。この遺構も、検出時の規模は南北約3.5ｍ，東西約2.2ｍの楕円形をしており、ひとつの

遺構と想定して掘り下げを行った。しかし、結果的には少なくとも3つの土坑が重なり合う遺構で

あることが判った｡しかも､これらの遺構の前後関係は調査中に明確に把握することは出来なかった。

遺構を掘り込みが浅い順に報告すると、最初に検出した規模とほぼ同じの南北約3.5ｍ、東西約2.2

ｍの楕円形をした土坑がある。この土坑は深さが15cm～20cmと浅く、底面も平坦でその規模も南北

3.1ｍ，東西約1.8ｍ程度と想定出来る。次に、この土坑の南寄りに南北約1.5ｍ、東西約1.8ｍ、深さ

約55cm、平坦な底面の規模が東西約0.9ｍ，南北約１ｍの掘り込みがあることが判明した。さらに、

Ａ－ＳＫ１０１２（第2-44図）

Ａ－ＳＫｌＯｌ２はＫ－４０区で検出された土坑で、先に報告したＡ－ＳＫｌＯｌＯの南東に約１ｍ離れた場

所にある。規模は上面の長軸が1.35ｍ、短軸が約１ｍで、卵形をしている。深さは約35cmで、底面

は平坦で長軸が1.2ｍ、短軸が約0.9ｍである。

遺物は、備前系陶器や須恵質土器・瓦質土器など７点が出土したが、図示できるほどの良好なも

のはなかった。また、時期を知る手がかりとなる土師質土器は出土しなかった。

備前系

－４９－



第２節遺構と遺物

銅銭

瀬戸美濃系

備前系

土鍋

この土坑の北側と重複して上面が径約0.9ｍで、二段堀になった最深部までの深さ0.8ｍの土坑が確

認され、この土坑の最深部周辺から出土した遺物はＡ－ＳＫｌＯｌ３（Ａ）として取り上げている。

出土した主要遺物は第2-41図の銅銭と第2-43図に図示したものである。銅銭は、真書体で書か

れた「政和通賓」で初鋳造年は1111年（北宋）である。

第2-43図２は小片であるが青磁の瓶と考える貿易陶磁器である。３は瀬戸美濃系陶器の天目茶

碗である。４～６は備前系陶器の揺鉢である。４は口径26.1cmで、口縁端部がわずかに肥厚する。

内面には７本の揺り目が口縁部に直角に入れられている。５もほぼ同じ器形であるが、４よりも口

縁端部の肥厚は明確になる。口径は25.2cmで、内面の揺り目は明瞭ではない。６は口縁部が立ち上

がる口径27.6cmの捕鉢である。内面の橘り目は斜めに入れられている。色調は４．５が灰色・灰褐

色をしているが、６は海老茶色をしている。７はロクロ成形の在地系土師質土器の坪で、口縁部が

内湾気味に立ち上がる。

８～13は京都系土師器である。口径は８が9.4cm、９は12cm，１０は11.8cm，１１は12.2cm，１３は11.6

cmである。８～11は皿であるが、１２．１３は器高が高く、坪状になる。なお７～９．１２は最深部を持

蝿i鯉譲

つ土坑であるＡ－ＳＫｌＯｌ３（Ａ）からの出土である。

14～16は瓦質土器である。１４は口縁部外側に長く突き

出た突帯が巡る、鍔付の土鍋である。また、１５は口縁

部が屈曲する土鍋で、内面には横方向に刷毛目が入れ

られている。１６は、内湾する胴部に直口する口縁部が

付き、端部は肥厚し、口唇部は平坦に仕上げられてい ０１可さ、Ｊ而制>区肥！早し、１－１侶F制》厩平坦に1工_'二灯り可ＬＬい３ｃｍ

ｰトーョー
る。口径は35.8cmで、器面調整は胴部から口縁部周辺

第2-41図A-SK1013出土銅銭実測図

4.700ｍ

第2-42図A-SK1013・A-SK1013（A）出土遺物実測図
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は横方向の撫で仕上げで、胴部内|ｍは横力IiIlの刷毛側が認められる。色調は暗灰色である。

以上の状況から、この３つの掘り込みが亜複する土坑は、蚊深部を持つ土坑であるＡ－ＳＫｌＯｌ３

(Ａ）が、l61I1紀後葉の可能性が強い。またこれ以外の土坑についてもロクロ成形のｲE地系土師質

･Ｉ・器の出土が少なく、』j〔部系土師器の出'二が|l立つ。また、似I化はしていないが、紫徳鋲窯系や揮

州窯系の小破片のiIf花が他の-上坑に比較すると多く出-|ﾆしている。このことから、他の２つの上坑

もl6Ilt紀後葉から/k柴の｢1J能性が強いと考える。

旬どうご灸ｑ ｉ倭
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第2-43図A-SK1013出土遺物実測図
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妖徳鎮窯系

ヒスイ製の．I§

Ａ－ＳＫ１０１４（第2-44図）

Ａ－ＳＫｌＯｌ.lはＡ－ＳＫｌＯｌ２の北側に切り合った状態で検出された。このため、先に報告したＡ－

ＳＫｌＯｌＯの東側に約１ｍ離れて'1.1じ方向に平行して掘り込まれた、ほぼlIil規模の．l員坑である。土坑

の規模は、南側は不明であるが南北約2.5ｍ，東西約１ｍで、深さは28cIIl前後である。底而はほぼ

､F川で、南北約２ｍ、東西約0.7ｍである。床而に東側の壁際で、ｉｌ１Ｉ径20cm、深さ30cmの住穴を検

出したが、この上坑との前後関係は不明である。

ＩｌＩｋ遺物は、貿易陶磁では景徳鎮窯系青花碗や龍泉窯系ｉＩｒ磁碗、IIlli前系陶器・凡質上器等が出土

しているが小片が多く、第2-15図に紫徳鎮窯系青花碗を図示した。この盗料は、１１径7.lclllで、高

台を欠く器尚は'1.8cI11である。第2-46図は薄緑色のヒスイ製の：Eである。ｌＺｌｉＩｉ係1.83cI11、満さ1.55

cⅢ、’陥1.35cmで、孔の径は0.5cⅢである。

世椛の時期は、第2－'5図の出土遺物から1611ｔ紀後葉と末葉と衿える。

Ａ－ＳＰ１０１７（第2-47図）

Ａ－ＳＰｌ()17は、Ｌ－Ｉｌ区のA-SDl506のｋ而で検出された辿椛で、この満が１１Mめ１１fてられた後

にⅧIlり込まれている。その脱模は、南北2〃1ｍ、刺Li1.7ｍで深さは0.37ｍである。底1ｍはほぼ平｣:1.1

で南北１．２６，，４〔IJLi1.5ｍである。この遺構が埋め立てられた後に、kIiIiには堆大の川原布が束I｝Ii方

向に並べられている。

、日仏
悶劃

ノrＦ

p囚 ○

Ａ－ＳＫ１０１４

Ａ－ＳＫ１０１２
４７００ｍ

Ⅱ １ｍ

第2-44図A-SK1012・A-SK1014実測図

懐にフ
８ １０cｍ

第2-45図A-SK1014
出十遺物実測図

－５２－

第2-46図A-SK1014出土玉類実測図



磁磁熊系

瀬ﾉー 『淀濃系

Ni前系

｢ル」の字

第２f;ｆＩｌｌＩ１ｔ大友府内町跡第20次洲介Ａ陸

ＩｌＩｌ辿物は、第2-48図に似I示した。ｌは磁磁窯系の鉢の砕片である。２は、瀬戸美波系のlⅢで、

底部外而が礁胎である以外はオリーブ色の紬薬がかかる。１１係l()cI1I、尚台の底径5.6cm、器,1.52.6cIll

である。３．４は備前系陶器である。３は儒鉢で、ｉl縁部|人lIiiiには'111線状の段が付く。内Iiliに捕り
Ｔ可Ｐ寺'６１．Ｆ－，－上『‐茜Ｒ＝‐ァ Ｆ=＝⑨
目が雌かに兄られる。

４は徳利状の器形である。口縁部を欠くが、

高さ約12cmほど残り、底径は6.8cmで、底部外

面の''１央部に「井」の字状のへラ記ﾄﾅが!Iドかれ

ている。

５～７は非ロクロ系の土師質｜:器である〃〔祁

系-ｋ師器の|Ⅲである。５の１１篠はｲくIﾘlであるが、

６．７は１１徒l2clllである。器高は６が2.6cm、

７は2.lcI11である。これらは、器壁が厚く、中

世大友府内町跡出上の京都系土師器の''1でも新

しい傾向を1,,1』せる。

８は、鎮忠質上器の小片である。，１.Ｉｉ台は破投

しており不Iﾘlである。古代の遺物と.吟える。

この遺椛の時期は京都系上師器が川上するこ

とからl6Ilj:紀後､'2であるが、同じ時期の満の上

に構築されているという切り合い関係から、溝

より新しいことが明らかである。備前系陶器の

播鉢の形態や京部系-1二師器の器峨が！',』いことか

らも、16111:紀後蛭から末葉と考えられる。

４８００ｍ
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A-SK1018（第2-49図）

A-SKlOl8は調査区の西際のＫ－３９区で検出された土坑で、A-SKlO36とＡ－ＳＰｌＯ３５と切り

合う。A-SKlOl8は南北方向に長い楕円形の平面観を見せ、長軸である南北方向に2.3ｍ、東西方

向に1.4ｍで、深さは0.7ｍを測る。底面の状況はほぼ平坦で、規模は南北方向が1.4ｍ，東西方向は

約0.8ｍである。この遺構の東北部にはA-SKlO36が検出され、南西側でＡ－ＳＰｌＯ３５が検出され

た。

出土遺物は第2-50図に図示したが、ｌは備前系陶器の鉢で器形は口縁が内湾し、胴部は球状に

張る。外面底部はへう削りで仕上げられている。２は常滑系陶器の喪である。３はロクロ成形によ

る在地系土師質土器である。

備前窯系

常滑系

第2-49図A-SK1018・A-SP1035・A-SK1036物実測図

口径は7.6cm、底径6.6cm、

器高0.9cmの皿である。４

は瓦質土器の鍔付の土鍋の

口縁部である。５はフイゴ

の羽口で、内径は約3cmが

想定される。

６．７は土玉であるが、

穿孔は貫通していない。６

は1.5×1.7cmの球形で、３．６

９を測る。７も1.5×1.4ｃｍ

の球形で、２．７９を測る。

時期は良好な資料はなく、

14世紀代の遺物も含むが、

１の備前系陶器の鉢は、新

しい器種であり、これを軸

に考え、１６世紀後葉から末

葉ととらえておく。
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Ａ－ＳＫ１０１９（第2-52図）

A-SKlOl9は洲fff峰の南端、Ｌ－ｌｌ区で検出された_上坑で、Ａ－ＳＤｌ５０１と切り合う。遺構の規

模は南北約1.8ｍ、束IJLi1.6ｍで、深さは約0.5ｍである。床Ｉｍはほぼ平坦で、南側には焼上面がある。

床而の規模は南北1.5ｍ，東西1.2ｍである。

出j1遺物は、節2-51.2-53凶に|叉|示した。ｌ～６はロクロ成形による(lﾐ地系ヒル|i質上器である。

法Ｉｌｔの判る２は11催8.8cI11、底径6.6cI11、器尚1.6cnlで、６は11徒８cI11、底径6.6cI11、器尚１ｃｍである。

１．２．６は皿であるが、３～５はI>iくで、５の１１径は11..1cmで、器尚は３と共に3.3clllである。７．８

は京都系土師器で８の11縁端部にはススが付満している。９は11径21cmの鍾忠質上器の鉢である。

10は．k師質土器の識で、１１は瓦質ｋ器の火鉢で、底部近くの細い二条の平行突州の間には「検S4i雀

文」の２単位のスタンプが押されている。１２は石F1の

縁である。第2-51ｌｘlの銅銭は初鋳年が1078年（北宋）

の「元豊通資」である。

以上の遺物から、この土坑の時期は1511t紀前半の遺

物を含むが、Ａ－ＳＤｌ５０１を切ることや、京都系上師

器を含むことから16111:紀後葉から末梁と券えられる。

石Ｒ

銅銭

第2-53図A-SK1019出土遺物実測図
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第２節遺構と遺物

備前系

「ひねり土｣」

茶釜

A-SK1023（第2-54図）

A-SKlO23は調査区のほぼ中央、Ｌ-40区で検出された土坑で、南北2.1ｍ，東西2.3ｍ、深さ約

0.4ｍを測り、床面は南北1.8ｍ，東西1.6ｍで、ほぼ平坦である。

出士遺物は多くないが、第2-55図に図示した。ｌは備前系陶器の大喪で、肩部に「土」の文字

が見られ「ひねり土」の一部であろう。２はロクロ成形による在地系土師質土器である。３は土師

質土器のつまみであるが、器種は不明である。４は胴部最大径部に鍔が巡る瓦質土器の茶釜と考え

られる。鍔での復元径は約25cmである。

この遺構の時期は、ｌの備前系陶器の大喪が出土していることから16世紀後葉から末葉と考える。

4.900ｍ
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第2-54図A-SK1023実測図
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第２瀬中世大友府内町跡第20次調査Ａ区
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第2-56図A-SK1026実測図
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第2-55図A-SK1023出土遺物実測図
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A-SK1026（第2-56図）

A-SKlO26は、Ａ－ＳＫｌＯ２３の南

東に約50cm離れて検出された小規模

な土坑である。規模は南北2.1ｍ、

東西1.2ｍで、深さは0.4ｍで、底面

の規模は南北1.4ｍ，東西0.8ｍであ

る。

出土遺物は少なく、小破片であっ

たため、図示はしておらず、時期を

想定することも出来なかった。



〃

A-SK1030（第2-57図）

A-SKlO30は調査区の西壁沿いのＫ－３０区で検出された南北に長い楕円形の土坑である。検出

面の規模は南北約4ｍ、東西約2.1ｍで、床面の形状は緩い二段掘り状になり、北から南にかけて深

くなる。最深部の深さは約40cmである。遺構の南端で直径約30cm、深さ約410cmの柱穴を検出した。
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第2-57図A-SK1030実測図

‘二三'１－~Ｚ

第2-58図A-SK1030出土遺物実測図

第２節遺構と遺物
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銅銭貼付

第２章中世大友府内町跡第20次調査Ａ区

出土遺物は、第2-58図に図示したが、ｌ～４は京都系土師器である。法量が判る３と４は、口径

が９cmと13.8cmであり、３の器高は2.1cmで、口縁部周辺にはススが付着している。５の土錘は、長

さ４cm，直径1.2cm，重さ6.39で、紡錘形をしている。

この遺構の時期は、図示した以外にも京都系土師器が多数出土しており、１６世紀後葉から末葉と

想定できる。

Ａ－ＳＰ１０３５（第2-49図）

Ａ－ＳＰｌＯ３５はＡ－ＳＫｌＯｌ８の南西部で切り合うように掘り込まれた柱穴である。上面の直径は、

0.8ｍが想定され、深さも約0.8ｍである。底面の径は約0.45ｍで、柱穴としては規模が大きい。

出土遺物は、備前系陶器や瓦質土器がわずかに出土したのみであるが、２点の渡来銭が出土して

いる。この２枚の銅銭は貼り付いた状態で出土した。第2-59図に図示したものであるが、１は真

書体で書かれた「明道元賓」で、１０３２年（北宋）に初鋳造されたもので、直径2.5cmで2.7ｇである。

２は真書体で書かれた「皇宋通蛮」で、１０３８年（北宋）に初鋳造されたもので、直径2.4cmで1.4ｇ

である。

A-SK1036（第2-49図）

A-SKlO36は、Ａ－ＳＫｌＯｌ８の東北部で重なり合って検出された土坑であるが、Ａ－ＳＫｌＯｌ８に

ほとんど切り込まれているため、全体の形状や規模を把握することは出来ない。残された遺構の規

模は、南北が約1.6ｍ程度、東西が1.5ｍ以上あり、深さは10cm程度で、平坦な床面に達する。

出土遺物は、極わずかであるが、景徳鎮窯系青花碗が出土しており、１６世紀後半の可能性が強い。

A-SK1039（第2-60図）

A-SKlO39は遺構の西端が調査区の西側の壁にかかる状態で検出された。検出面での遺構の規

模は南北約1.5ｍ、東西約３ｍあり、拳大の操が充填されていた。実測図を見ると、この喋群は遺

構の上部に集中し、東端は底面まで達している。遺構の深さは、約90cmであるが、底面は平坦では

ない。数度にわた

る掘り返しの結果

と考えられる。そ

して、最後の土坑

が操を充填したも

のであろう。

第2-60図A-SK1039実測図
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第２節遺構と遺物

タイ産四耳壷

土鍋

０

出土した遺物は、第2-60図に図示したが、ｌは頚部の径が約18cmで、一部に白泥紬が観察され

るタイ産陶器の四耳壷と考えられる。２は瓦質土器の鉢である。器面は撫でで、口縁部は丸く丁寧

に仕上げられている。３も瓦質土器で、底部に３ケ所、脚が付く。底部の径は約18cmで、外面は撫

でで丁寧に仕上げられているが、内面は多方向の刷毛目で調整されている。器種は火鉢と考えられ

る。

A-SKlO39の時期は、図示はしていないが、京都系土師器が出土しており、ｌのタイ産陶器の

四耳壷からも、１６世紀後葉と想定できる。

A-SK1042（第2-62図）

A-SKlO42は、調査区の東北部、Ｍ-38区で検出された土坑で、礎盤建物遺構であるＡ－ＳＢＯｌ

の北西隅の主柱穴と切り合う。検出時の規模は、南北1.4ｍ、東西2.1ｍであったが、発掘調査の結

果、三段に掘り込まれており、二段目の深さは約30cmで、二段目の底面は東西1.7ｍ、南北1.1ｍ，

深さ約40cmである。そして、三段目は二段目の中央部に掘り込まれ、底面の規模は東西0.8ｍ、南

北0.45ｍで、検出面からの深さは約53cmである。

出土遺物は、第2-63図に図示したのが主要なものである。ｌ～６はロクロ成形の在地系土師質

土器の坪である。ｌは口径約12cm、２は口径11.5cm，底径8.4cm、器高2.8cmで底部近くが厚く、口

縁端部は尖る。３は口径12.2cm、底径7.6cmで、器高は3.5cmあり、口縁部の立ち上がりはやや内湾す

る。４は口径12.6cm，底径8.2cm，器高3.2cmで、口縁部中位の器壁が厚い。５は口径12.7cmで、底径7.8

cm、器高3.4cmである。６も径12.7cmで、底径7.8cm、器高3.1cmで、２点とも４と同様、口縁部中位

の器壁が厚く、口唇部が尖る。

７は口縁部が屈曲する土鍋で、内面は横方向の刷毛目、外面は撫で仕上げである。８は胴部が球

状に張り、口縁部が外反する、土師質土器の口径37.6cmの喪である。外面は木目の細かい縦方向の

刷毛目、内面は粗い横方向の刷毛目で器面調整されている。

グ
グ
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第2-61図A-SK1039出土遺物実測図
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このＡ－ＳＫｌＯ４２には、Ａ－ＳＢＯｌ

の礎盤柱穴であるＡ－ＳＰＯ７２が後

で掘り込まれている。しかし、同じ

建物の礎盤柱穴であるＡ－ＳＰＯ２６

出土の遺物と比較すると、口縁部中

位の器壁が厚く、口縁端部が尖るな

ど、形態に大きな差は認められない。

おそらく、１４世紀前葉から中葉にか

けての、同時期、あるいは極めて近

い時期に掘り込まれた土坑であろう。
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第2-62図A-SK1042実測図
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A-SK1043（第2-64図）

Ａ－ＳＫｌ().13はＡ－ＳＫｌＯｌ２の約２ｍI櫛で検出され、Ａ－ＳＢＯｌと切り合う。遺構の規模は、検出

ロ
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第2-64図A-SK1043実測図
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第2-65図A-SK1043出土遺物実測図
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面では東西3.3ｍ以上、南北約1.5ｍであったが、発掘調査の結果、この土坑は二段掘りになってお

り、１段目は深さ約35cmで、底面は東西2.7ｍ、南北1.3ｍである。二段目は中央部に掘り込まれ、

東西約1.2ｍ、南北約0.3ｍで、検出面からの深さは約0.8ｍになる。

遺構からは拳大の操が多く出土したものの、出土遺物は少なく第2-65図に代表的なものを図示

した。ｌは龍泉窯系の口径13cmの青磁の碗である。３は白磁の碗の底部で、底径は７cmである。４

は口径10.4cm、底径5.8cmで、器商1.7cmのロクロ成形の在地系土師質土器であるが、口縁部が「ハ」

字状に開き、内面にロクロ回転による段が認められる。５は口径12.2cm、底径8.6cm、器高3.3cmで、

口縁部の立ち上がりは底部近くの器壁が厚く、口縁部が尖る。

６は瓦質土器の鍋であろうか。底径は19.8cmで、底面は、格子目の叩き、外面は横方向の撫で、

内面は横方向の刷毛目で、器面調整されている。

７は半分を欠く紡錘形の土錘である。残された長さは3.8cm，幅1.1cm、重さ3.5ｇである。

８は底径６cmの弥生時代の爽形土器の底部である。弥生時代中期後葉である。

２は底径7.5cmの土師質土器の焼成であるが、器而は緑紬がかけられている８世紀後半から９世

紀前半の古代の緑紬陶器である。

以上の遺物から、この土坑の時期は、４や５のロクロ成形の在地系土師質土器に新しい傾向が見

られることから、１４世紀中葉から後葉と考える。

龍泉窯系

白磁

土錘

弥生十器

緑紬陶器

A-SK1050（第2-66図）

Ａ－ＳＫｌＯ５０・Ａ－ＳＫｌＯ５１・Ａ－ＳＫｌＯ５２は調査区の北側、Ｌ-38区で近接、切り合い関係で検出

された。A-SKlO50は上面が72cm×約60cmであり、深さは７～８cII1で、底面は48cm×42cmである。

遺構が小さいため、遺物は出土しておらず時期は不明である。

A-SK1051（第2-66図）

A-SKlO51はA-SKlO50の束に接して掘り込まれ、上面が東西約１ｃｍ、南北約0.7ｍで、二段掘

り状になった底は、検出面からの深さ約54cmである。底面は径約30cmである。

遺構内からは、ほぼ完形品のロクロ成形の在地系土師質土器の坪が出土している。図示したのは

第2-67図の１で、同類の土器である。時期は14世紀後半と考える。

１０cｍ

A-SK1052（第2-66図）

A-SKlO52はA-SKlO51の東側でと

切り合う。辿椛の規模は、南北約１ｍ，

東西も１ｍ近くあった思とわれ、深さは

７～８cmである。底面は南北約80cm、東

西も約80cm程度と想定する。

遺物は遺椛が浅いため、出土しておら

ず時期は不明である。
4.700ｍ
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第２節遺構と遺物

A-SK1056（第2-68図）

A-SKlO56は調査区の中程西側の壁に接したＫ-40区で検出された遺構である。遺構は、調査

区の西側の外から延びて、2.5ｍが検出された。その検出された遺構の規模は、東西2.5ｍで、北に

延びる方形状で、深さは約30cmであり、中央部にさらに深さ10cm前後の底面が平坦な掘り込みがあ

る。この掘り込みの北側は、先に報告した磯を充填した土坑であるA-SKlO39と重複している。

このため、南北方向の遺構の規模は不明である。

また、南東隅には南北約２ｍ、東西0.6ｍ、深さ35cmで、底面は南北1.5ｍ東西30cmの細長い土坑

が掘り込まれている。この土坑からは遺物は出土していないが、拳大の篠が多数出土している。藤

の出土状況から、A-SKlO56が埋め立てられた後に掘り込まれた可能性が強い。

A-SKlO56は比較的規模の大きな遺構であるが、磯を多く出土するものの、遺物は少なく、須

恵質土器や瓦質土器の小破片が出土したのみである。このため、遺構の時期を想定することはでき

なかったが、遺構の北側でこの遺構を切るA-SKlO39は16世紀後葉から末葉と考えており、これ

よりも古いことは確実である。

‐‐
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第2-68図A-SK1056実測図

－６４－



第2-69図A-SK1058実測図

A-SK1058（第2-69図）

A-SKlO58は調査匹のi+I央部、Ｌ－ｌ０区でＡ－ＳＤｌ５０６と辿構の西側の一部が亜なり合った状態

で検出された。基本的には、検出1ｍの規模が南北1.3ｍ、束IjIi1.5ｍであるが、南IjIi側にも浅い掘り

込みが兄られる°深さは約;l8clllで底は丸くＭ１'られている。

進物は、第2-70図に似|示したが、ｌはロクロ成形による征地系-k師髄･上器の｣不である。２も同

様な技法で作成されたものであるが、口径9.1c''１の皿に脚を付け、Ⅲlの底に焼成前の穿孔が認めら

れる。器１１‘ｉは3.5cmで燭台の可能性が強い。３は凡質土器の八角形の火鉢と考える。ＩＩｉＩＩ１する｜|縁

部は肥厚し、’1唇部を平坦に仕上げ、角の部分に穿孔が見られる。外面には巴文のスタンプが連続

して付けられている。器而調整は縦方向のへラ麻きで、黒色に焼成されている。４はこの火鉢の横

断|iiiで、角座が'15°で八角形であることが判る。

燭台

５は凝灰器製の切石である。図面の上部・

ド部・裏面は破損しているが、残りの部分

にはノミ跡と思われる〃Ⅱ｣昌痕が残り、角度

は90.と125°に仕上げられている。

遺物はこの他、白磁や備前系陶器の破片

や、須恵質|:器・瓦質ｋ器が出ｋしている。

これらから、この遺構の時期を推測すると、

I1Ii側を16111:紀後葉の瀧で切られていること

や、２の占いタイプの燭台が出こしている

ことから、１１世紀後半と考える。

職灰岩製切ｲｉ

－６５－
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第2-70図A-SK1058出土遺物実測図



第2-72図A-SK1059実測図

A-SK1059（第2-72図）

A-SKlO59は調査区の南西隅の壁際、Ｋ－４１区で検出さ

れた遺構である。この遺構は検出時には一つと思われたが、

掘り下げを行った結果、複数の土坑と柱穴が重なり合うこと

が判った。しかし、これらの遺構の前後関係を捉えることが

出来ず、出土遺物も少なかった。そこで、検出された土坑・

柱穴群をまとめて、A-SKlO59とした。これらの遺構で、

最深のものは、北寄りで検出された直径約40cmのもので、深

さ約70cmである。また、その南側にある土坑は底面が南北

65cm、東西43cmで比較的大きい。

出土遺物は、第２－７１図に図示したが、２点ともロクロ成

形による在地系土師質土器の坪である。１は口径12cm，２は

底径7.4cmである。時期は、坪の形態から、１４世紀中葉から

後葉と考える。

第2-71図A-SK1059出土遺物実測図

5.000ｍ

第２節遺構と遺物

第2-74図A-SK1065実測図
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出土遺物実測図

A-SK1065（第2-74図）

A-SKlO65は調査区の中央北寄りで検出された東西に長い土坑

である。検出面での規模は東西3.9ｍ，南北1.7ｍで、底面までの深

さは30cmである。底面の規模は東西3.3ｍ、南北1.2ｍである。

遺構の規模は大きいが、内部からは人頭大から拳大の篠が多量に出土

したが、遺物はわずかであった。

０

第2-73図A-SK1065

０

4.700ｍ
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第2-73図に似|,J〈したのは、IIIIilmをへう磨きされたﾑ[質土器の鉢である。時期は不明である。

A-SK1068（第2-76図）

A-SKlO68は、A-SKlO65のl2liIiで検出さｵ1たｔ坑である。世ｲﾙは前後関係の不lﾘlなふたつの

＃11り込みから拙成される。ひとつは＃〔側の束IﾉIi約!)()c､、南北90cm、深さ約.10cmで、底'''1iは束Iﾉ1160cm、

南北60cmのほぼ''1形の土坑である。もうひとつはこの-上坑の西側に掘り込まれた、束IjW約1.1ｍ以

'２，南北1.1ｍ、深さ約30clllで、底面は東西1.2ｍ以上、南北l5clllのｋ坑である。

遺構内からは喉人の篠が出こしているが、

辿物は少ない。第2-75図に似l示したのは、

11径7..1cm、底径3.lclll、器商3.2cmの瀬戸美

濃系陶器の天'1茶碗である。この他、京都

慨Ｉ鳴句
ら末葉…電謬

Ｑ

瀬戸美濃系

天Ⅱ茶碗

4.5001ｍ
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第2-75図A-SK1068出土遺物実測図 第2-76図A-SK1068実測図

A-SK1069（第2-77図）

A-SKlO69は,洲査|Ｘの南iJLi部、Ｋ一‘10区で検川されたｔ坑で

ある。遺構のﾙ,1模は、，検出面で南北1.5ｍ、東西1.1ｍの卵形をし

ており、掘りドげを行うと、約20cm下部で小さい段が確認され、

蚊深部まではl5cn1であった。底面は、徐々に狭くなり、丸くなっ

ているが、南北70cm、東西l5cI11の〃』模を測る。

土坑内からは、喉大の磯以外にも、第2-78似|にIXl示したｌの

ロクロ成形の任地系上師質上器の杯と、２の11縁部が外反する｜言

鍋が出土している。ｌは11経11.2cm、底径11.-1cm、器商.1.3cmで、

他の'1.1時期の杯に比較すると大型である。２は、Ｉ|篠30.8cmので

あり、口縁端部は枇撫でであるが、ｌﾉ､llliiは横方li1l、外面は縦方向

の刷毛'二|で器llmI洲幣されているが、一部は撫で消されている。

時期は、ｌの杯から１１世紀末から１５世紀前葉と-階えられる。

２

Ｉ

---一－一一/／
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第2-77図A-SK1069実測図

第2-78図A-SK1069出土遺物実測図
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第２節遺構と遺物

常滑系

A-SK1070（第2-79図）

A-SKlO70は先に報告したA-SKlO65の南側に接して検出された土坑である。その規模は、南

北約50cm、東西約１ｍである。掘り下げの結果、土坑内からは喋が充填された状態で検出された。

底面は中央部分が柱穴状に深く、最深部は検出面から約55cmある。

遺物は、遺構が小さく操が多数のため少なく、瓦質土器の破片が

１点のみ出土した。時期は不明である。

A-SK1081（第2-81図）

A-SKlO81は調査区の東北端部、Ｌ-38区で検出された遺構で

ある。検出面の規模は、南北約1.2ｍ，東西約1.4ｍである。掘り下

げの結果、検出面から約75cmで底面に達した。底面は南北60cm、東

西87cmで、平坦である。この遺構の西側で重なり検出された柱穴は

A-SKlO80で、深さは約30cmであった。

出土遺物は、第2-80図に常滑系陶器の口縁部を図示した

が、この他ロクロ成形の在地系土師質土器の坪の小破片が出

土している。このことから、１４世紀代の遺構と推測する。A-

SKlO80からもロクロ成形の在地系土師質土器の坪の破片が

出土している。

０

、
、

１０cｍ

第2-80図A-SK1081出土遺物実測図

Ｉ
4.600ｍ

第2-79図A-SK1070実測図
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A-SK1082（第2-83図）

A-SKlO82はA-SKlO81の東側に接して検出され

た土坑で、両土坑とも万寿寺の北側境界の堀に近い位

置である。土坑の規模は、東西1.2ｍ，南北0.7ｍで、

深さ約20cmと約55cmの２段掘りになっている。遺物は

第2-81図A-SK1081実測図

深さ約20cmと約55cmの２段掘りになっている。遺物は

検出面より上位でロクロ成形の在地系土師質土器の坪

が出土しているが、この土坑に伴わない可能性が強い。

この土坑に伴う遺物は、第2-82図に

図示したロクロ成形の在地系土師質土器

の皿で、口径9.2cm、底径7.8cm，器高1.7

cmで、１４世紀後半と考えられる。

謹騨
０５ｃｍ
吟ＦＦＦ門

第2-82図A-SK1082出土
遺物実測図
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餓徳鎮窯系

龍泉窯系

褐紬陶器

第２蕊I1IllI:大友府内町跡節20次洲査Ａ区

A-SK1083（第2-84図）

A-SKlO83は、Ｌ－ｌｌで検出された遺構で、南側が、Ａ－ＳＤｌ５０１と切り合う。規模と形状は、

東西約75CI11、南北約60cmの緩い三角形をしている。棚１１り下げた結果、辿椛の壁は同じ状態で立ち上

がる。壁はＡ－ＳＤｌ５０１と切り合うため、一様ではないが、遺作状態の良好な部分の,{‘Ｉｉさは、約２５

cm残っている。底1mは、東西65ｃＩｌｌ、南北約50cI1lである。

遺構内からは出｜ﾆした遺物の代炎は、第2-85図に図示した２点のロクロ成形の在地系-ｔ師質土

器の坪である。ｌはほぼ完形品の1不で、Ｉ｣径12.3cⅢ、底径9.5cm、器尚はいびつなため、３～3.2cmを

測る。底部から立ち上がる１１緑部の器壁は、ド位がﾊｴく、１１縁先端部が尖る。２は光形IllIIIの杯であ

る。「|径12.1cⅢ、底径7.1cⅢ、器I}'ﾉi3.5c'11を測る。底部から立ちｌ２がる’1縁部の器壁は、’二位が)早く

なり、１の杯とは異なる。また、底部の径もｌの坪に比鮫すると、２のj不の直径は、2.1cm小さく、

全体的に碗状になる。

時期は、２の器形が中'1t大友城ド''1｢跡の１１世紀代の世椛から出｜こしており、１の坪との組合せで

1411t紀中葉から後柴と考える。

A-SK1084（第2-86図）

A-SKlO8.lは、Ｉ凋査区の西側の鞭沿い、K-39Iベで検出された｜亘坑である。遺構上1ｍの規模は、

南北約2ｍ、ｊ〔l）Li1.3ｍであるが、北側はＡ－ＳＫｌＯｌ８・Ａ－ＳＰｌＯ３５・A-SKlO36の辿ＩI'洲と重な

り合う。

Ａ－ＳＫｌＯ８１を掘り下げた結果、遺構は、深さ約l5cI11で一段目の底ｌｍが南側で検出され、さらに、

北側は検出面から60cI11のところで底面を検出した。その規模は南北約80cIll、東西は75cmで南側に向

かいやや傾斜する。

遺構内からは桃も多数出|こしたが、代表的な辿物は、第2-871叉lに似|示した。１～‘Iは貿易陶磁

器である。ｌは底径8.1cmの蛾徳鉱窯系の青花碗の底部である。尚台の断ｍは三角形である。２は

底径10.1cmの龍泉窯系の青磁の1111である。３と４はIIil-個体の褐紬陶器の壷である。２点は接合し

ないが、１１経は3.8cmで、底径は９cI11で、器高は11.1cmである。尚さ9.6cI11の部分でﾙIIIlllし'１１部最大

径となり、１８.lcI11を測る。全体に褐色の刺Iがかかるが、底部周辺は蛎胎となっている。

５．６は京郁系ｋ師器で、５は||径9.ＩＣ､、器１１‘Ji2.3cI11であり、ほぼ充形品の６は、Ｉ|怪12.6cm、

器高3.4clllである。７は瓦質|:器のllMl付きの火鉢である。器面は、内外面共に丁寧な撫でI上上げで

ある。色調は本来なら黒色であるが、焼成の関係で明褐色となっている。

以上の遺物以外に、備前系陶器や須恵質土器の小破片が出-tしている。

この遺椛の時期は、１の11f花碗や５．６の京都系MIli器が出こしていることから、16111:紀後葉か

ら末葉と考えられる。

o･ろ Ｉ

ﾛ 50CIT

第2-84図A-SK1083
実測図
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第2-85図A-SK1083出士漬物実測図
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第2-87図A-SK1084出土遺物実測図
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第２噸ＩＩ１ｌⅡ:大友府内IIJ跡第20次i淵査Ａ区

Ａ－ＳＫ１０８９（第2-89図）

Ａ－ＳＫｌ()89は、調査区の南東隅、M--lll産で検出された遺椛で、南側をＡ－ＳＤｌ５０５と切り合

う。遺構のﾙ,l模は、南側とlJlj側は不明であるが、南北約１ｍ、束IﾉLiも約１ｍの円形のｌ:坑と想定さ

れる。底Iiiは南に傾斜し、係約70clllの規模である。暇の迫i冊ｊ２状況は北側が良好で、約60(､１１１残る。

遺物の川|:状況は、床面近くから２点のほぼ完形111,1,のロクロ成形のｲ１２地系土師質上器の坪が出-1：

している。第2-88図に図示した辿物がそれであるが、ｌは口径l2clll、底径8.2cI11、器尚はいびつな

ため3.2cm～3..lcI11を測る。底部から１１縁部は、内漉気味に立ち上がり、器壁は下位が厚く、口縁先

端部が尖るように仕上げられている。２は口径12(､１１１，底径8..1cm、器I断はいびつなため2..lCI11～3.lcnl

を測る。底部からなち上がる｜|縁部の器壁は上位がﾊIく、先端部が尖り、外反気味になる。また、

糸切痕の残る底部には、板状の11ﾐ狼が付いている。遺物は、この２点以外に、図化していないが、

龍泉窯産青磁碗や須恵質-1器の小破片が出土している。

この遺椛の時期は、出土したロクロ成形の｛{冒地系上師質土器の坪の形態から、14111:紀Ill梁から後

柴にかけてと想定する。

A-SK1091（第2-91図）

A-SKlO91は、調査区の北IﾉIi隅、K-38Iえで検出された遺椛である。北側は万寿寺北側境の堀

である。遺椛の束北部はA-SKlO93と切り合う。辿椛の規模は、南北の雌大幅は約３ｍ、束Iﾉliは

約６ｍの不定形をしたｔ坑である。規模の大きなｋ坑であるが、底Iiliまでは深さはほぼ一定で、全

而約30cmを測り、平坦である。

遺構内から出上した遺物は第2-90凶に図示したが、ｌは11径10.8clll、底径7.2cm，器尚３clllで、

２は口径12.8cI11、底径8.6cm、器尚2.9cmである。２点とも、口縁部は底部から直線的に斜めに立ち

上がり、先端が尖る。

Ｉ 陽
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第2-88図A-SK1089出土遺物実測図 第2-89図A-SK1089実測図
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⑦

３は青銅製品である。折れ曲がっているが、長さは約10cmである。遺物は、厚さ0.2～0.4cmの細

長い青銅板を長軸方向に二つ折りにし、幅約1.6cmの製品に仕上げている。

遺構の時期については、図示した２点のロクロ成形の在地系土師質土器の坪は、その形態から

１４世紀中葉から後葉と考えられる。しかし、図示していないが、遺構内からは龍泉窯産青磁碗など

も出土するが、景徳鎮窯や流州窯系の青花碗や京都系土師器の小破片が一定量出土している。この

青銅製品

ためこの土坑の時期は16世紀後葉～末葉と想定する。
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第２厳’''''1:大友府内町跡第20次,洲介ＡⅨ

A-SK1092（第2-93図）

K-381ﾒ§で検I|}されたA-SKIO92はA-SKlO91の南側に隣接して検出されたｋ坑である。進構

の|）Li部はＡ－ＳＫｌｌ()．lと切り合う。検出1mでの遺椛の規模は束IﾉLi3.5ｍ、南北1.3ｍで、深さは約l()C1,1

４６００ｍ

１０cｍ ~＝＝二－三三三ヱーミ=三ラー
第2-92図A-SK1092出土遺物実測図 第2-93図A-SK1092実測図
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第２節遺構と遺物

景徳鎮窯系

六角形の小坪

と浅い。底面の西側と中央部で、焼土の広がりが確認された。中央部の焼土の下部には、直径75ｃｍ

で、深さ約30cmの土坑を検出した｡A-SKlO92以前の土坑と考える。また、この土坑の東側に隣接

して直径約70cm，床面からの深さ約15cmの土坑が検出された。

遺構内からは、第2-92図に図示した京都系土師器が出土している。その法量は、口径12.3cm、

器高３cmで器壁は厚い。この他、景徳鎮窯系青花の小破片が８点出土しており、この遺構の時期は、

16世紀後葉から末葉と考えられる。

A-SK1093（第2-94図）

A-SKlO93は、A-SKlO91と切り合い関係で検出された。規模は南北2.4ｍ、東西約2.7ｍで、

西側を底辺にした台形をしている。深さは12～15cmでほぼ平坦である。

第2-95図に図示した遺物は主要な出土遺物である。ｌは景徳鎮窯系青花文の小坪で、横断面を

見ると、上面観が六角形になる。遺構からはこの他、景徳鎮窯系青花文の磁器の小片が数点出土し

ている。２．３はロクロ成形による在地系土師質土器の皿と坪である。２の皿は口径8.4cm、器高1.1

cm、底径6.6cmである。坪である３は、口径11.4cm，底径8.5cm､器高3.2～3.7cmで口縁部は直口気味

に立ち上がる。

以上の他、龍泉窯系青磁碗や白磁、備前系陶器・常滑系陶器が出土しているものの、京都系土師

器などの小片や景徳鎮窯の青花文の磁器が出土していることから、A-SKlO93の時期は、１６世紀

後葉から末葉と想定する。
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第２唯’'''1t大友府|ﾉ､11111.跡第20次洲代Ａ区

A-SK1094（第2-96図）

A-SK109‘'1は,洲制惑のI.'』央北;(1:りのＬ－３９ばで検出された辿椛である。世ﾉ|:ＩｌｌＩｉの規模は火|ﾉLi2.5ｍ、

南北約１ｍで、束IJLiに細長い。深さはIJW端が雌深部で約30cI11であるが、東端は15cmで、底Iiiは傾斜

している。遺構内からの遺物の出土は少ない。

川ｌ:遺物は、節2-97凶に図示したが、小片が多い。ｌは鎮忠器の坪の１１縁部である。このI淵査

膿で多く出上する8111:紀後半から9111:紀前半のものと考えられる。２は11縁部が屈曲する瓦質上器

のｋ鍋で、外面は横方向の撫で仕上げ、内面は横方向の刷毛I|で器面調整されている。３は厚さ1.3

cm、１１'[径5.3cmの11]形の'二製品であるが、半分を欠く。重さは3()ｇであるが、不明飴である。遺物

はこの他、備前系陶器や瓦質上器が'111ﾆしている。

この辿構の時期は、決定付ける遺物の出-kはない。しかし、切り合い関係にあるＡ－ＳＤＩ５０６・

Ａ－ＳＫｌＯ６５・Ａ－ＳＫｌＯ６８との関係から、１６１１ｔ紀後葉から/k梁と考える。

A-SK1096（第2-98図）

A-SKlO96はA-SKlO97と切り合い、調査Iﾒ§の北寄りのI）li唯沿い、Ｋ-391入で検出された。A-

SKlO96の規模は南北約1.3ｍ、束IJIi約1.2ｍで、緩い方形を[1%している。深さは33cmで、底lliiiの規模

は南北約１ｍ、ル〔|ﾉLi約0.8ｍである。

辿椛|ﾉ､lからは、米ﾉ〈の喋が多数{'１ｔしたが、世物の数は少なく、ロクロ成形のｲｌｉ地系｜:師質ｌ器

と須恵賞上器の小破片が.1点出･ｔしたのみである。このため、世構の時期は不Iﾘlである。

SＫ１０９６ SＫ１０９７

<袋 4.500ｍ
－

、
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第2-98図A-SK1096・A-SK1097実測図

■
●■

(０

第2-99図A-SK1096出土遺物実測図
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第２節遺構と遺物

龍泉窯産

A-SK1097（第2-98図）

A-SKlO97はA-SKlO96と切り合い、発掘調査の結果、遺構の北側のほぼ半分の底面は不明で

ある。

残された部分から推定できる遺構の規模は、南北1.2ｍ以上、東西約1.2ｍ、検出面からの深さは

23cmで、底面の規模は、南北約１ｍ、東西0.7ｍと想定する。

遺構内の底面に拳大の操が多数見られるが、遺物もわずかながら出土している。第2-99図に図

示した３点はその代表的な遺物である。ｌは龍泉窯系の青磁碗で、外面には縞蓮弁が施文されてい

る。２は須恵質土器の壷の肩部で、外面には叩き目の調整痕が付く。３は備前系陶器の大喪の底部

で、ヘラ削り痕が認められる。この遺構からは、この３点以外に、土師質土器の喪、須恵質土器、

瓦質土器などの小破片が出土している。

この切り合い関係にあるA-SKlO96とA-SKlO97の時期は、良好な状態で遺物が出土しないた

め、明確な時期を決定できない。ただ、京都系土師器や景徳鎮窯系青花碗など、中世大友城下町跡

で見られる16世紀的な遺物が出土していない。そこで、１４世紀後半から15世紀前葉の時期を想定す

る。

０ １ｍ
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Ni前系

銅銭

第２噸Ｉ'１世大友府内町跡第20次調査Ａ１産

A-SK1099（第2-100図）

A-SKlO99は捌査区中央の北寄り、Ｌ-39区で検出された上坑である。ｔ坑の規模は南北3.3ｍ，

東西3.3''１で、平1ｍ形が緩い三角形をしている。深さは約30cIl1で床ｍは平｣11である。辿構の真ん''１

を南北にＡ－ＳＤｌ５０６が掘り込まれているが、Ａ－ＳＫｌＯ９９はそれが埋め１１Kてられた跡につくられて

いる。

遺椛内からは節2-101Ｍに例示した辿物が出こした。ｌは備前系陶器の播鉢であるＩ|経2,1.6clllで、

内面に捕りＩ|がわずかに認められる。２は硯の破片である。３は周辺を欠くが、長さl3clll、’'1師.１

cmが残されている。この３点以外にも、上坑からは、賎徳鎮窯系,!f花碗、龍泉窯系IIf磁碗、中|,Iil産

にl磁Ⅲl、ロクロ成形による在地系土師質｣器、須恵髄上器等の破片が出｜:している。

また、第2-102図に図示した銅銭は典１１｝体で番かれた「卿寧元質」で初鋳年は1068年（北宋）で

ある。

以|倉の辿物の出ｋ状況や、辿椛の切り合い関係から、Ａ－ＳＫｌＯ９９の時期を考えると、Ａ－ＳＤ

1506よりも新しい1611t紀後葉から末葉と想定できる。
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第２節遺構と遺物

龍泉窯系

備前系

A-SK1100（第2-103図）

A-SKllOOは調査区の北西部、Ｋ-39区で検出された土坑である。検出面では南北3.1ｍ、東西

3.1ｍのほぼ円形土坑で、深さは0.9ｍである。底面は不定形で、二段掘り状になっており横断面が

丸くなっている。

この遺構からの遺物の出土は比較的多く、第2-104図に図示したのがその主要なものである。ｌ

は龍泉窯系青磁碗である。２は備前系陶器の壷の口縁部である。３．４はロクロ成形による在地系

土師質土器の杯である。３の口径は10.8cm、４は口径11.2cm，底径8.4cm，器高3.5cmで、糸切り底の

底部には板目が付いている。口縁部の器壁は中位が厚くなり、先端は丸く仕上げている。５．６は

京都系土師器で、口径は５が8.2cm、６は10.2cmで、器高は２点とも２cmである。ほぼ完形品の６の

口縁部にはススが付着しており、灯明皿として使用されている。
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4.500ｍ
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第2-103図A-SK1100実測図
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１

７は11縁部が屈曲する｜畠鍋である。外Iliiは横方向の撫でで、内面は俄方向の刷毛||で器面調整さ

れている。８はA4さ1.8ｃＩ１１の平瓦である。IIIliIm撫でで仕上げられている。９は１１係‘l2cI11の瓦質-t器

である。器1ｍはへう瞬きされており、｜|縁端部はやや肥l呈し、２ｃｌ１１ｌｌＩＩｌｉの平坦而を造り出している。

遺椛内からは、これ以外に欺徳鎮窯系IIj鳴花碗・龍泉窯系ｉｌｆ磁碗・ｌｌｌｌＥＩ産白磁・備前系陶器・須恵質

土器などの小片が多数出こしている。こうした遺物の状況から、この世催の時期を袴えると、紫徳

鎮熊系IIj:花碗と京部系Mlli器が一定'１１k街まれることから、ｌ６ＩｌＩ:紀後梁から末葉とする。

Ａ－ＳＫ１１０１（第2-105図）

A-SKllOlは調査Iﾒ§の北両部で検出された遺構で、Ａ－ＳＫｌＯ９９・Ａ－ＳＫｌｌ()０．A-SKllO‘1．

Ａ－ＳＤｌ５()6と複雑に切り合う。このため、遣椛の形態は不明確で、確認できる範|〃|では長さ約３

ｍの溝状である。’陥は約1.5ｍで、，検出1ｍからの深さは約60cmある。底1ｍは平坦であるが、｜膿は３０

～70cI11と一定していないが、断面は逆台形を呈する。発掘｢'１に磯が多数出上したが、第2-105図に

見られるように、これらは遺構が埋められる最終段階に投入されたものであろう。

辿拙から川．ｋした辿物は第２一ｌ０７１ｘｌに図示したが、ｌは備前系陶器の11縁部がil'いfする砿である。

｢I縁端部の肥厚は|l立たない。２～.lはロクロ成形の｛E地系土師質上器である。２は11径9.2cm、

底径７cI11、器高1.3cI11のIIllである。１１縁端部が尖るように底部から引き出されている。３は非ロク

ロ成形の|Ⅲである。京都系土師器と胎|:と焼成が砿似し、焼塩髄の雑の１１J能性もある。口径５cm、

器尚|,5clllである。４は１１径10.lcnl、底従5.1cnl、器IWi2.l〔､111で、IIil砿のMlli質-|器に比I陵すると底係

が小さい。５は瓦質ｋ器の鉢である。１１緑部は内湾し、端部を肥厚させ、１１唇部を､|え｣11に(上上げて

いる。外ｍは低い'''１州:を､ド行して二条巡らせている。第２－lo6図の銅銭は初鋳年がlo78年（北宋）

の「元暇通賓」である。

辿椛の時期は、３の｜:|'IIli質_'二器は161Ⅱ:紀代の可能性はあるが、他の辿物やＡ－ＳＫｌＯ９９・Ａ－ＳＫ

ｌｌＯＯ・Ａ－ＳＫｌｌＯｌ・Ａ－ＳＤｌ５０６との切り合い関係などから15枇紀後梁以前と想定される。
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A-SK1104（第2-108図）

A-SKllO4は、調査区の西寄り、Ｋ-39区で検出された土坑である。遺構の東南部を16世紀後

葉から末葉のA-SKllOOと切り合い、東側はＡ－ＳＫｌｌＯｌ、北側はＡ－ＳＫｌｌＯ７と切り合う。土坑

の規模は、上面が南北約4.2ｍ、東西約３ｍの緩い方形をしている。遺構内を棚り下げた結果、北

側の壁は緩斜面となっており、検出面から底面までの深さは約１ｍである。底面の規模は南北1.8

ｍ，東西1.65ｍである。

遺構内からは拳大の操が多数出土したが、第2-108図に見られるように、上層と下層に分かれて

おり、埋め立ての状況を知ることができる。遺物も多く、備前系陶器や在地系土師質土器など、約

200点が出土している。第２－１１０図はその代表的な遺物である。１．２は備前系陶器の捕鉢である。

ｌは口縁部が小さく屈曲して立ち上がり、先端部は尖る。内面には口縁部に直角に入れられた播目

が認められる。２は口径26.’1cmで、口縁部は屈曲して直立し、幅広の口縁帯を形成している。口縁

備前系
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端部は丸く仕上げられ、外面は横ナデで、Ｉﾘl碓な凹線状の文様は認められない。内而には、８本単

･位の櫛歯状工典による怖'二Iが４cm間隔で、口縁部に直角に施文されている。

３～６はロクロ成形によるｲI畠地系_l:nIi質土器である。３は器尚1.5ｍのllllである。．．lは口径7.2clll、

底径６clll，器11.;i1.6cI11の小型のki<である。５は底径6.6cI11で、底部には糸切り痕の後、板目が付いて

いる。６は口縁部が底部から11!〔線的に延び、｜ﾉ11ｍにはラセン状の段が生じている。

器尚は2.5ｍである。７は京祁系土師器と同じ製作方法で胎上と焼成である。底部には穿孔が認

められる。８は須恵便上器の底部である。器1,1淵整は外面が検撫でで、東播系須恵質上器の拠ね鉢

の底部と考えられる。９は瓦質'二器で、鉢の脚部である。１０は紡錘形の土錘で、長さ3.1cm、ＩＩｆｉ係0.9

cm，亜さ1.99を測る。遺物は、以上の10点以外にも龍泉窯系Ilf磁やI|'国産'１１磁の小破片や、ロク

ロ成形によるfIi地系MIIi質-ｋ器が出こしている。第2-1()9図の銅銭は削鋳年が1.108年（明）の「永

楽通斑」である。

Ａ－ＳＫｌｌＯＩの時期は、出-|世物の''１に、７のような京都系上師器が倣わずかに含まれるものの、

l二面からの出士ととらえられる。また、周辺の遺構との切り合い関係も考慮すると、備前系陶器の

捕鉢や６の内Iiliにはラセン状の段がある在地系上師質|器の時期である１５世紀末から161M:紀前葉と

老える。

東播系

永楽通獅

篭蕊溌３
ロ
●

3cｍ【０

第2-109図A-SK1104出土銭実測図
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第２章中世大友府内町跡第20次調査Ａ区

A-SK1105（第2-112図）

A-SKllO5は北側でA-SKllO6と南側で柱穴と切り合い関係にある。遺構の規模は、東側が未

調査で不明であるが、遺構の規模は、南北約1.2ｍ、東西も１ｍ以上ある。深さは45cmで、底面は

南北約70cm、東西50cm以上が想定される。

出土遺物は、第２－１１１図にロクロ成形による在地系土師質土器の坪を図示している。この他、龍

泉窯系青磁・中国産白磁・瀬戸美濃系陶器・京都系土師器の小片が出土している。

A-SK1106（第2-112図）

Ａ－ＳＫｌｌＯ６はＡ－ＳＫｌｌＯ５と南側

で切り合う。土坑の規模は、南北約

1.5ｍ、東西１ｍ以上、深さ30cmで、

底面の規模は、南北約１ｍ、東西

50cm以上と推定できる。

遺構内からは、景徳鎮系青花・瓦

質土器・ロクロ成形による在地系土

師質土器の小破片が出土している。

０

､－－に二二ゴﾆ
１

１０cｍ

第2-111図A-SK1105
出土遺物実測図

4.500ｍ

ー 一

第2-112図A-SK1105・A-SK1106実測図

A-SK1107（第2-113図）

Ａ－ＳＫｌｌＯ７は調査区の北西隅、Ｋ-38区で検出された。南側を１５世紀末から16世紀前葉のSK

llO4、東側を16世紀後葉から末葉と考えられるＡ－ＳＫｌｌＯ７と切り合う。遺構の規模は、南北1.5ｍ、

東西2.9ｍ，深さ約30cmで、底面の規模は南北１ｍ，東西1.2ｍの楕円形をしている。

4.600ｍ

０ １ｍ

ト戸一戸戸一

第2-113図A-SK1107実測図

－８３－



第２節遺構と遺物

砥石

東播系

内黒土器

遺構内からは、小磯が出土したものの、遺物はほとんど出土していない。このため遺物から時期

を決めることはできないが、他の遺構との関係で、１６世紀末葉と考えられる。

その他の土坑出土遺物

府内町跡20次調査Ａ区で検出した土坑は、以上報告した以外にも、多く確認された。以下それら

の土坑出土の遺物を第2-114図に図示し報告する。

A-SK10011・２はロクロ成形による在地系土師質土器の坪である。

A-SK10053は口径９cm、器高2.6cmの京都系土師器の坪である。器壁が比較的厚く、１６世紀

後葉から末葉と考える。

A-SK10094は砥石の破片である。

A-SK10205は口縁端部が肥厚する瓦質土器の口縁部である。

A-SK10226は８世紀後半から９世紀前半頃の土師器の蓋である。口径12.4cmで、器面は回転

へラ磨きである。

A-SK10257はロクロ成形による在地系土師質土器の坪で、底径9.4cmである。底部に回転糸

切の後、板目の圧痕が付く。

A-SK10378は土師質土器を円形に加工したメンコ状の土製品で、径３cmである。

A-SK10419・１０はロクロ成形による在地系土師質土器の皿で、１０の口径は8.4cm、底径6.6cm，

器高1.3cmである。１１．１２は京都系土師器である。遺構の時期は16世紀後葉から末葉と考える。

A-SK104413は須恵質土器の底部である。外面は横撫でで調整されている。

A-SK104714～１６．１８はロクロ成形による在地系土師質土器で、１４は皿である。１５は口径11.4

cm、底径7.4cm、器高3.3cmである。口縁部の器壁は中位で肥厚し、先端部は尖る。１６は口径13.6cm，

底径９cm、器高3.9cmである。口縁部の器壁は上位で肥厚する。１８は底径9.6cmである。１７は京都系

土師器で器高が高い。１９は口縁部が肥厚する東播系須恵質土器の鉢である。２０は口縁端部が肥厚す

る瓦質土器である。器面は内外面横方向のへラ磨きで調整されている。京都系土師器が出土してお

り16世紀後葉から末葉と考える。

A-SK104921～23はロクロ成形による在地系土師質土器の坪である。２１は器高2.8cmである。

口縁部は底部近くが厚く、口縁先端部に向けて尖るように成形している。２２は口径11cm、底径8.6

cm、器高3.4cmで口縁部は直立気味に立ち上がり、端部はやや外反する。２３は口径11.8cm、底径8.6

cm、器高3.1cmで口縁端部は直線的に延び、尖る。時期は14世紀末から１５世紀前葉と考える。

A-SK105324は底径６cmのロクロ成形による在地系土師質土器の坪である。

A-SK106025はロクロ成形による在地系土師質土器の坪である。

A-SK106126は口径12.2cm、器高2.3cmの京都系土師器で、１６世紀後葉から末葉と考える。

A-SK106227は８世紀後半から９世紀前半頃の土師器の蓋と考えられる。２８はロクロ成形に

よる在地系土師質土器の皿で、器高は1.5cmである。口縁部の立ち上がりは小さく、底部の器壁は

厚くA-SDl505出土の同類の皿に類似する。

A-SK106329はロクロ成形による在地系土師質土器の坪で、口径12.4cm、底径8.4cm、器高2.9

cmで、口縁部の器壁はほぼ一定で、先端が尖る。

A-SK106430は口径9.8cm、底径6.4cm、器高1.6cmのロクロ成形による在地系土師質土器で、口

縁部の立ち上がりが高く、小型の坪である。

A-SK106631は、器壁が均一で薄く、器面調整は横方向のへラ磨きであり、この調査区で出

土する８世紀後半から９世紀前半頃の土師器の坪の口縁部と思われる。

A-SK107132は外面が褐色、内面が黒色の内黒土器である。３３はロクロ成形による在地系土

師質土器で、口縁部の立ち上がりから坪と考える。

－８４－
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A-SE1045(第2-115図）

井戸遺構であるA-SElO45

は調査区の南西隅、Ｋ一‘!'区

で検出された。井戸は、平面

を南北8.2ｍ、束I｝113..1ｍの緩

い方形状にとり、それをほぼ

垂直に2.5ｍ掘りドげ、堅穴

を掘削している。それから、

その底面のほぼ''１央に、上面

径約80cm、底面径約lOcnl、深

さ約80c''１の円形|負坑が掘り下

げ、最下部のル筒を1没瞳した

ものと思われる。

しかし、土臓断面を観察す

ると、最下部まで完全に掘り

返しが行われており、井筒は

撤去されている。

出土遺物は、この掘り返し

を行った時の埋め戻し作業の

巾で、大小の磯と一緒に廃棄

されたものである。これらの

遺物は、第2-1161X|に図示し

たが、ｌ～10の昨筒内と表示

したのは、遺桃の掘り下げ直

後、中心部から集中的に遺物

が出土したため、井筒が残っ

ていると考え、取りｋげを別

にしたものである。しかし、

結果的にはこの遺物も他に図

示したものとＭじ状況で埋まっ

たものと推測される。

－８６－

４．井戸

府内町跡20次洲盃Ａ区から

は井戸が1基検出されている。

この調査区の周辺である北側

の府内町跡21次洲査区や南側

の府内町跡20次洲杏ＢＩﾒ§では、

数基の井戸が検出されている

ことから、井戸の空白地帯と

も言える。

ﾄｰブｰ

第2-115図SE-A1045実測図
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備前系

備前系

土錘

砥石

備前系

銅銭

第２章中世大友府内町跡第20次調査Ａ区

ｌは備前系陶器の大喪の口縁部である。２．３．４はロクロ成形による在地系土師質土器である。

２は皿で口径７cm、底径６cm、器高0.9cmで、口縁部の立ち上がりはほとんど無く、端部が肥厚し

た状態である。３は底径8.4cmの坪で、４も口径12cm、底径8.4cm，器高3.9cmの坪である。この３点

は、東側にあるA-SDl505と同類で、井戸を埋める際に混入したものと考えられる。

５．６は京都系土師器で、５は外面に指圧痕が残る。６は口径13cm、器高２cmで、内面には指に

よる撫で上げ痕が残る。７は断面三角形の高台が巡る鉢の底部で、備前系陶器であろうか。８も備

前系陶器で、大喪の底部で、底径35cmである。

９は土錘の完形品である。長さ3.7cm、最大径2cm，12.59で、他の紡錘形の土錘に比較すると太

くて穴が大きく、0.7cmである。

１０は半分を欠くが、扇平な天草石製の小型の砥石である。残された長さは4.5cmで、幅は3.7cm，

厚さは1.3cmである。

以下、第2-116図11～１４．第2-117図の遺物は、A-SElO45の全体から出土した遺物である。

１１～14は備前系陶器である。１１．１３は播鉢で、１１は口径42cmで、注口部を持つ。口縁部内面には

凹線状の窪みが巡る。揺り目は斜め方向に施文されている。１３は底部であるが、ここにも斜め方向

の櫛歯状工具による揺り目が施文されている。１２は口縁部が内湾する器壁の薄い器種である。口径

６cmの口縁部下には焼成前の穿孔があり、掛け花入れの可能性もある。１４は底径36cmの、大喪の底

部である。内面は横方向の撫でで、外面底部近くは、ヘラ削りによる器面調整で、自然紬が付着し

ている。

第2-117図15はロクロ成形による在地系土師質土器の坪で、断面を見ると、口径に比較すると底

径が小さい碗状の形態と考えられる。１６は京都系土師器である。器面は横方向の撫でで調整されて

いる。１７．１８は須恵質土器で、１７は口縁部外面が肥厚する東播系の鉢である。１８は口縁部が大きく

外反する口径約45cmの大喪と考えられる。胴部は不明であるが、格子目叩きが想定され、亀山系須

恵質土器と考えられる。

１９は、瓦質土器の火鉢である。器面は内外面横方向のへラ磨きで器面調整され、口径44cmの口縁

部は肥厚し、口唇部は平坦に仕上げている。口縁部外面には平行に二条の細い突帯文が廻る。その

間には２単位を１つとする雷文を並べて二度押す、スタンプ文が付けられている。

２０は底径９cmの須恵器の坪である。底部に高台が付く、８世紀後半から９世紀前半と考えられる。

２１は瓦質土器の底部である。底径11.8cmで器面は撫で仕上げで、器面調整されている。

第2-118図22の銅銭は行書体で書かれた「紹聖元費」で、初鋳年は1094年（北宋）である。

以上の出土遺物から、井戸の時期は、第2-116図５．６の京都系土師器や11の備前系陶器の播鉢

が出土していることから16世紀後葉から末葉に近い時期に機能していたものと考える。

－８７－
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第２節遺構と遺物

５．柱穴及び柱穴状遺構

府内町跡20次調査Ａ区では、さまざまな規模の掘り込みが検出された。このうち比較的大型のも

のを土坑として報告を行った。これに対し、小型の掘り込みは、直接建物とは結びつかないが、遺

物の出土したものを中心に、柱穴及び柱穴状遺構として、第2-119図に遺構、第2-120.2-121図

に遺物を図示し報告を行う。

A-SPO36

A-SPO36は南北40cm、南北40cm、深さ15cmの規模の浅い遺構である。出土遺物は第2-120図ｌ

～５に図示した。１．３．４はロクロ成形による在地系土師質土器である。ｌは口縁部のみで、３

は底径9.2cmの底部である。４は口径12cm、底径8.2cm、器高4.1cmの坪である。２点の坪は底部周辺

の器壁が厚く、口縁端部にかけて直線的に延び、先端が尖る。

２は口縁部を欠くが、底径3.6cmの須恵質であり、瀬戸美濃系陶器の坪と考える。５は底径６ｃｍ

の瓦質土器の坪である。

この遺構の時期は、ロクロ成形による在地系土師質土器の杯の形態から、１５世紀前葉と考える。

A-SPO43

A-SPO43は直径32cm、深さ約50cmの遺構である。遺物は第2-120図６～８で、６の口縁部と、

７の底径6.4cmの底部は、ロクロ成形による在地系土師質土器の坪である。８は一部を欠くが残さ

れた長さは4.2cm、最大径1.1cm、重さ5.4ｇである。

A-SPO45

A-SPO45は直径約32cm、深さ26cmの遺構である。遺物は第2-120図９で、口縁部が屈曲する土

鍋である。内面は横方向の刷毛目で、外面は横方向の撫でで、指圧痕が残る。

A-SPO77

A-SPO77は長径40cm、短径30cm、深さは22cmの遺構である。遺物は第2-120図10の、底径7.2ｃｍ

のロクロ成形による底部の厚い在地系土師質土器の坪である。

A-SPO81

A-SPO81は直径24cm、深さは15cmの遺構である。遺物は第2-120図11の土器で、底径６cmの上

げ底の弥生時代の裂形土器である。磨滅しており、混入品と考える。

A-SPO82

A-SPO82はA-SPO83と切り合う直径33cm、深さは７cmの遺構である。図示はしていないが、

土師質土器の破片が出土している。

A-SPO83

A-SPO83はA-SPO82と切り合い、直径28cm，深さは30cmの遺構で、二段掘りになっている。

遺物は第2-120図の12のロクロ成形による在地系土師質土器の坪と瓦質土器の破片が出土している。

－９０－
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Ａ－ＳＰＯ８３

Ａ－ＳＰＯ８５

Ａ－ＳＰ()85は、東西27cm，南北32cⅢ、深さl8clllである。遺物は、第2-120図に図示した13のｉｌ縁

部が川曲するｔ鍋である。

Ａ－ＳＰ１０３

Ａ－ＳＰｌ()3は南側をＡ－ＳＤｌ５()5と切り合う。確認できる規模は、束IﾉLi50cⅢ、南北2()cnl以上、深さ

22cmである。遺物は、ロクロ成形によるｲＥ地系土師質土器の破片が出･|こしている。

Ａ－ＳＰ１０４

Ａ－ＳＰｌＯ‘lは直径39clll、深さ23cmで、遺構内からは、備前系陶器の小片が出土している。
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Ａ－ＳＫ１０９８

Ａ－ＳＰ１０６

Ａ－ＳＰｌＯ６は南北25Ｃｌ１１，束IjLi20cI11、深さl8clllである。遺椛内からは、ロクロ成形による在地系土

師質土器の破片が出上している。

Ａ－ＳＰ１１７

Ａ－ＳＰｌｌ７はI尚係38CI11、深さ’lOCI11で、遺椛内からは、第2-120似'14のI~1径10.1cIllの京都系上師器

が出-tしている。1611.1:紀後柴から末葉である。

Ａ－ＳＰ１０２９

Ａ－ＳＰｌ()29は西側のＩ鱈ハいで検''1された111〔径約5()cI11、深さ‘l3cⅢの遺構で、ロクロ成形による任

地系土師質'二器と須恵質-|器の小ﾊ･がＩＩｌ土している。

Ａ－ＳＫ１０７３

竺昌＝ゴ

１０cｍ

ニミ矛二､ー一一・・一/

ｈ議謹鍵議‘
Ａ－ＳＫ１０８６

－９４－

IＦ

更~－｢－－７

第2-122図府内町跡20次調査Ａ区各土坑出土遺物実測図

Ｔｉ

jリ§

館 ２節遺椛と遺物

フ
．６

Ａ－ＳＫ１０９５

、

／

、

Ａ－ＳＫ１１０３

1５

Ａ－ＳＰ１６０６

Ａ－ＳＤ１５０４

Ａ－ＳＤ１５０２

ヤ

慧慧iノ

密

③
‐
⑧

ミミニコーー三ラフ

Ａ－ＳＫ１１０２

暦



吉備系土師器

備前系

水屋喪

備前系

東播系

土錘

瀬戸美澱系

第２章中世大友府内町跡第20次調査Ａ区

A-SP1031

A-SPlO31は南北90cm、東西80cm、深さ42cmの大型の遺構である。遺構内からは、操のほか、

ロクロ成形による在地系土師質土器の破片が出土している。

A-SP1054

A-SPlO54の南側は、京都系土師器を出土するA-SPlO39と切り合う。遺構の規模は南北約７０

cm，東西40cm，深さも40cmである。出土遺物は、第2-120図に図示した１６と17のロクロ成形による

在地系土師質土器の皿で、口径7.4cm，底径6.8cm、器高1.1cmで、１７は口径8cm、底径6cm、器高1.4ｃｍ

である。

A-SP1055

A-SPlO55は南北約65cm、東西50cm，深さも33cmである。遺構内からは小破片であるが、ロク

ロ成形による在地系土師質土器、瓦質土器、須恵質土器が多数出土している。

Ａ－ＳＰ１０８０

Ａ－ＳＰｌＯ８０は西側の壁沿いで検出された南北約52cm、東西55cm、深さも42cmである。遺構内か

ら第2-120図15に図示した、底部周辺の器壁が厚く、口縁端部にかけて尖るように成形する、ロク

ロ成形による在地系土師質土器の坪が出土している。口径11cm，底径9cm，器高3.3cmである。

以上のほか各柱穴および柱穴状遺構から出土した遺物を第2-121図に遺構名を明記し報告する。

ｌ～６はいずれも小破片であるが、ロクロ成形による在地系土師質土器の坪である。２の底径は

７cm、３は9.8cmで、口縁部である４は器高3.2cmである。７．８はA-SPO65出土であるが７は口径

11.6cm、底径6.8cm、器高3.3cmの碗形の在地系土師質土器である。また８は土錘で、長さ5.3cm、径

１cm、重さ5.4ｇである。９～13はロクロ成形による在地系土師質土器で、９の口径は13.2cm，皿で

ある11の器高は１ｃｍ、１２の底部の径は6.4cmで、復元完形の13の皿は口径7.2cm、底径６cm、器高1.3
ｃｍである。

A-SPO91からは14～17が出土している。１５は底径６cmの在地系土師質土器の坪である。１４．１６

は色調が白く、底部は径４cmで断面三角形の小さい高台が付く吉備系土師器である。また'7は一部
を欠く土錘で、長さ4.5cm、径1.2cm、重さ4.7ｇである。

１８は器高1.4cmの在地系土師質土器の皿である。１９は小さい高台が付く瓦器碗の底部である。２０

は口径14cmの在地系土師質土器の坪である。２１は備前系陶器で、口縁内端部を欠くが径21cmの水屋

喪である。２２～29の24は口径12.4cmの京都系土師器で、２８は口縁部が屈曲する土鍋であるが、それ
以外はロクロ成形による在地系土師質土器である。

第2-122図は土坑出土の遺物である。１．２はA-SPlO73出土で、ｌは備前系陶器の径10.6cmの
受けの付く蓋である。２は口径9cm、底径7.8cm，器高1.3cmの在地系土師質土器の皿である。３～７

はA-SPlO86出土で、７は束播系須恵質土器の口径27cmの鉢であるが、それ以外はロクロ成形に
よる在地系土師質土器の坪である。口径は３が11.6cmであり、４は12.8cm，５は12.8cm、６は13.5ｃｍ
で口縁部の器壁は中位が厚く口縁端部は尖る器形で同一個体の可能性が強い。

A-SPlO95出土は長さ3.3cm，最大径1.8cm、重さ6.89の紡錘形の土錘である。９はA-SPlO98出

土で、土鍋の脚で、長さ5.8cm残されており、径約2.2cmである。A-SPllO2からは10の在地系土師
質土器の口径7.6cm、底径5.8cm、器高1.3cmの皿が出土しており、A-SPllO3からは11の口径12.9ｃｍ
の京都系土師器が出土している。１６はA-SPl606出土で、底径3.1cmの瀬戸美濃系陶器の天目茶碗
である。

－９５－



第２節遺構と遺物

同安窯系

龍泉窯系

口禿白磁

合子

｢濡貴長春」

景徳鎮窯系

涼州窯系

瀬戸美渡系

梅瓶

瀬戸美濃系

肥前系

磁溢窯系

舟徳利

常滑系

備前系

掛花入れ

６．整地土及び包含層

府内町跡20次調査Ａ区の調査では、表土の除去から遺構検出に至るまでの整地層、又は遺物包含

層から多量の遺物が出土している。ここでは、それらの中から、主要な遺物を第2-123～2-133図

に図示し、報告する。

第2-123～2-125図の24～34以外は貿易陶磁器である。第2-123図のｌは見込みに文様のある同

安窯系青磁である。２は口径11cm、底径5.8cm、器高3.3cmの中国産白磁である。３～６は龍泉窯系

青磁碗の口縁部で、外面には縞蓮弁が付く。図上復元できる６は口径11.8cm，底径3.4cm、器高4.9

cmで外面に縞蓮弁が巡る龍泉窯系青磁碗である。７も龍泉窯系青磁碗であるが、口縁端部が外反し

口径は11.4cm、器高41.3cm、底径5.7cmで全面施紬され、見込みに双魚文の一部が確認される。８は

口径12.2cm、残された器高は4.7cmの中国産白磁碗である。９は口径6.6cm，底径4.0cm、器高1.5cmの

中国産の口禿の白磁皿である。

１０は口径3.2cm、底径2.2cm、器高1.6cmの中国産青白磁の合子である。１１は口径10cm、底径4.3cm，

器高2.5cmの中国産白磁皿である。底部は蛇の目紬剥ぎである。１２は口径10.4cm、器高3.0cm，底径5.6

cmの龍泉窯系青磁皿である。見込みに「富貴長春」と推定される銘が確認される。１３は、龍泉窯系

青磁の皿で、１４は中国産褐紬陶器である。

第2-124図の15～20は景徳鎮窯系の青花磁器である。１５～17は碗であり、１８は口径13.2cm、底径

6.6cm、器高3.1cmの皿である。１９－２は底径16.9cmの大皿の底部で、１９－１は、皿の口縁部である。

20は底径2.1cmの小杯の底部である。見込みに花文、底面に「福」が書かれている。２１は底径4.2ｃｍ

の涼州窯系青花碗である。見込み部は蛇の目紬剥ぎである。２２は口径11.6cmの皿、２３は底径2.6cmの

小杯で、中国産白磁である。第2-125図の24～27は瀬戸美濃系陶器で、２４は細い頚部の瓶で、装飾

が付く。２５は梅瓶の肩部と考え、菊花文のスタンプが連続して付く。２６は底径3.4cmの香炉と考え

る。３ヶ所に小さな脚が付く。２７は底径4.8cmの皿で、全面施紬されており、見込みには胎土目が

見られる。

第2-125図の28～33は瀬戸美濃系陶器の皿である。２８は口径9.2cm、底径5.9cm，器高2.7cmで、高

台内側は露胎である。２９は口径11.4cm、底径6.4cm，器高1.9cmで、高台内側と見込み部は露胎であ

る。３０は口径11cm，底径7cm，器高2.3cmの折縁皿で見込みは露胎である。３１は口径11cm、底径4.4cm，

器高2.9cmの折縁ソギ皿である。見込み中央に菊花文がスタンプされている。３２は口径11.3cmの折縁
ソギ皿である。３３は底径５cmの底部で、見込みに重ね焼きの跡が残る。

３４は国内産で、肥前系陶器と考える。口径10.6、器高2.8cm、底部は碁笥底で、径は3.2cmを測り、

外面の口縁部周辺以外は露胎で、見込みに胎土目が付く。

第2-125図35～41は磁竃窯系陶器で、口縁部は外反し輪花状になり、外面Iこへうで文様が描かれ
る。小片であるが、器面には緑色の紬が付けられている。

４２は朝鮮王朝産陶器の舟徳利の底部で、底径は10cmである。内外面撫で仕上げである。

第2-126図の43～45は常滑系陶器で、口縁部の折返し部の幅は３cmである。４４と45の口径は、
15.2cmと17.6cmで小型の壷であり、４５の口縁部には自然紬が見られ、胴部最大径は21.6cmで、周辺

は縦方向の刷毛目調整である。

４６～59は備前系陶器である。４６は口径6.2cmで、４７と同一個体であり、最大径は8.2cmの掛花入れ

考えられる。また、この２点と第2-116図12は同一個体と考えられる。４８～52は口縁部が内湾する
鉢である。中でも51は口径28.2cm，底径18cm、器高9.2cmで口縁端部がわずかに内湾する皿状をして
いる。底部にはへう記号が書かれている。また、５２は口径14.8cm，底径8.8cm、器高4.9cmの鉢形で

ある。いずれも器面は横撫でで調整されている。５３～56は徳利形と考えられる。５３は口縁部で、口

径３cmである。５４～56は底部で、底径は54が５cm、５５が７cm，５６が5.2cmで、５４と55にはへう記号が
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第2-125図府内町跡20次調査Ａ区出土遺物実測図(3)
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水屋喪 ある。また、５６の底部は幅広の低い高台が廻り、精製粘土を使用している。５７は口径17.4cmの水屋

喪で、５８は口径30.8cmの播鉢で、底径10.4cmの59の底部斜め橘り目が加えられると想定される。６０

は大喪の口縁部である。
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第2-127図の61～77はロクロ成形による在地系土師質土器の皿である。６１～69の口径は６４．６５が

９cmを超すが、他は8.5cm前後である。糸切された底径も、６８が最大で口径より2.2cm小さい6.4cmで

あるが、他は１～２cm小さい。器高は、６６は器高が1.6cmとやや高いが、他はl～1.4cmである。７０は

口径6.7cm，底径4.7cmに対し器高が1.8cmと高く、小型の坪状をしている。７１～77は在地系土師質土

器の坪である。口径は７４．７７がやや小さく11.2cmと11.6cm、７６はやや「歪」であるが最大で13.2～

13.5cmを測る。７１と75は13cmで、７２．７３は12.6cmと12.2cmである。底径は74が最小で７cm，７５が最

大で10cm，他は8.5cm前後である。器高は、口縁部形態と関連し、内湾気味になる75は３cmと低い

が、大きく外反する73は４cmである。また、口径が小さく底部周辺の器壁が厚く、口縁端部にかけ

て薄くなる７４．７７も3.7cmと比較的高い。これに対し、口縁部の器壁の薄い71,口縁部上位が厚く

なる76などは３cm前後である。

第2-127図78もロクロ成形による在地系土師質土器の皿であるが、内面に小さな段が付き、口縁

部は「ハ」の字状に開く。

第2-127図79～105．第2-128図106～143は非ロクロ系土師質土器である京都系土師器である。

85～９４．９６．９７は口径8～9cm前半台がほとんどで、小型である。これらのうち、８５～89の口縁部に

ススが付着しており、灯明皿として再利用されている。９５．９８～105の口径は、10.5～11.5cmが主体

を占める。また、第2-128図106～135は、口径12cm台から13cm前半である。そして、最大の口径は

136の16.4cmである。このように、京都系土師器は少なくとも４～５法量に分化していることが判

る。京都系土師器の時期は、１６世紀中葉以降のもので、器壁の薄い119は比較的古いタイプである

が、大部分は16世紀後葉から末葉に属する。137～143は口径が１０～12cmであるが、器高は３cm前後

と、先に報告した京都系土師器より1cmは高く碗形をしている。
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144は京都系土師器の口縁部２方向を内側に折り曲げて成形した耳皿である。145は頚部の径５ｃｍ

の焼塩壷の破片と考える。’46は上部につまみ状の突起が付き、そこに横方向に穿孔され紐状の形

態を呈する。土鈴であろうか。147は口径8.2cm、器高3.1cmのつまみの付く蓋と考える。

第2-129図148は口縁部が外反し、胴部を格子目叩きで器面調整した口径36.8cmの亀山系須恵質

土器の喪である。149も須恵質土器の口縁部で、外面には指圧痕が残る。

第2-129図150～163．第2-130図174は土鍋である。口縁部の形態は、150が外傾し口縁端部が肥

厚する。内面は横方向の刷毛目で、外面は指圧痕があり、瓦質土器である。151は口縁部外面に突

帯が廻る口径21.4cmの鍔付の土鍋である。１５２．１５８．第2-130図174は鍔付タイプの土鍋の突帯下

位が肥厚した土鍋である。152の口径は16.4cmであり、器面調整は内面横方向の刷毛目であり、外

面は指圧痕があり、底部周辺には刷毛目が残る。153～157.159～163は口縁端部が小さく屈曲する

土鍋である。口径が計測できるものは、157が18.4cm，159が23.2cm，１６１が24.4cm，163が32cmであ

る。このように、土鍋には大きさに各種類がある。器面調整は、内面は横方向の刷毛目であるが、

外面は刷毛目のあと口縁部から胴部にかけて横方向の撫でや指押さえで調整している。なお、第2-

131図211は６cm残された土鍋の脚である。

第2-130図164～167は口縁端部が肥厚する東播系須恵質土器の鉢である。器面は横方向の撫でで、

内外面仕上げられている。166の一部には注口が認められる。また、167の口縁肥厚部の下位は変色

しており、重ね焼きをしたものと思われる。

第2-130図168～184は瓦質土器である。１６８．１６９は口縁部が外傾する鉢で、内外面とも刷毛目で

器面調整されている。170～172は同一個体である。口径12cmの壷形土器で、肩部に低い突帯が一条

廻り、その下位に横方向の「ｓ」字状スタンプ文が連続して押されている。また、胴部には菊花文

のスタンプが押されている。A-SDl506出土の第2-23図77と同一個体の可能性が強い。173は底

径21.5cmで、底部外端とその上位に細い突帯が巡る。175は口縁部外面に凹線が一条巡る口径24.4ｃｍ

の鉢である。176～179は口縁部が屈曲する鉢である。176は外反し端部が肥厚する。177は口縁部が

外側にクランク状に屈曲する。これに対し、178は内側にクランク状に屈曲する。さらに179は
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ｏ－Ｔ

：：

②

V’

伽③鋤①園。
２５ １２５２、２５３

〆W、
、M_ノ 。

喝＠
こ二二〕

竜二２Ｗ
258

０

254

了曹
2 5 5 …

259

5cｍ

第2-133図府内町跡20次調査A区出土遺物実測図(11）

－１０７－

′ 257

256

260



漁
。

内側に突出するように肥ＡＩする。これらの器面はへう勝きで平滑に調整されている。180はil径33.6

cm，181は口径3.1.2clllの鉢である。器而はへう磨きで、口縁端部を丸く仕上げている。183と184は

以上の鉢の底部に付く脚である。これらもへう磨きで丁寧に|ｔ'二げられている。

第2-131図185～193は滑石製の石鍋である。185の1..1径は29.6clllで、１１縁部外面に１８６．１８９のよ

うな突帯が付く。また、187には穿孔が見られる。これら９点の滑石製1V,は、石鍋が破砕した破片

の縁辺を研膳し、再利川している。

19.1は高台を持つ須恵器の底径８cmの杯である。195は底径5cI11の瓦器碗である。196は底径7..lclll

の土師器椀で、内面にへう磨き洲整の跡が残る。

197～199は軒丸瓦である。瓦当には連珠文が見られ、中央には巴文があると推測される。

200～210は土師質上器の二'二器片を打ち欠き、研磨して円形に仕上げた進物である。大きさは20(）

がiH径2.5cm，重さ5.79で、最大は209で、直径約6.3cI11、重さ92.2ｇである。素材も上器片が多いが、

206.208は瓦と思われる。

渦ｲｧ製石銀

1杯丸瓦

－１０８－

■､●ー●凸

第2-134図府内町跡20次調査A区出土銅銭実測図

Ｉ

■■

目
.‘パパ･廼罰

Ｚ
『
』

2６１

ロ

,Ｉ

』グ局・

■毛一a

蕊織：謹鍾雲雲雲蕊
２７２

隅16鴨 270

第２節遺構と遺物

６７

3cｍ



砥石

土錘

太鼓形分銅

水晶製の玉？

青銅製品
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２１２．２１３は石製品で212は高さ4.5cm、幅３cm，厚さ1.4cmの滑石製で、上部に穿孔のあるつまみが

付く。重さは50.2ｇである。213は大部分が打ち欠かれた砥石である。黄白色をしており、天草石

の可能性がある。

第2-132図は紡錘形をした土錘である。３７点を図示したが、半分近く破損している・完形品であ

る230～250で、その様相を見ると、大きさや重量、形態から幾つかのグループに分類できる。２１４

～245は細長い紡錘形をしており、長さは5.5cm前後に収まる。重量も5.5ｇ前後である。次に大きい

のが246で、長さ3.8cmと、短い紡錘形をしているが、重量は10.89で、細長い紡錘形の倍近い重さ

である。次に重いグループは15.19の247と17.39の248である。しかし両者は形態が異なり247は側

面観が長方形で4.7cmであるが、248は長く5.9cmを測る。次に、247の重量を増した形態が250で、重

量は21.4ｇである。同様に、248の重量を増した形態が249で、一部を欠くが25.59以上が想定でき

る。

第2-133図に府内町跡20次調査Ａ区から出土したガラス類似製品・金属を図示した。251は青銅

製の太鼓形分銅である。大きさは、直径0.89、厚さ0.2cmで、重量は0.59で片面は丸く縁取りした

中に「三」の字状の文様が陽刻されている。また、その裏面には「ノ」の字の傷状の文様が扇形に

三つ陰刻されている。このタイプの太鼓形分銅は、中世大友城下町跡の調査でさまざまな大きさと

重量が出土しているが、この資料が最小である。

252と253は透明の玉である。水晶製の可能性が強い。252は直径1.5cmで、中央に1.5mmの孔が通っ

ている。全体にヒビ状の亀裂が入る。253も同じ水晶製と思われる。破損しているため全体の形は
不明である。

254はピン状の形態をした先端を欠くが残された長さ６mm，上面径4.5mmの青銅製品である。２５５

は254を大きくした類似形態の青銅製品である。残された長さは1.5cmで、上面径は9.7111,1,重さは1.3

ｇである。256は長さ4.5cm，幅0.6cm、厚さ0.1cmの細長い青銅製品である。両端が湾曲する。257は

厚さ約１mmの青銅製の板を二つに曲げた状態で出土した。残された形状は約2.4cm，幅0.7mmの二つ

折り状である。258は直径2.2cm、高さ0.7cm、重さ3.39の蓋状、あるいはキャップ状に仕上げた青
銅製品である。259は、3.3cm×2.1cmの青銅板である。表面は平滑で、和鏡の破片の可能性もある。
260は小柄と思われる青銅製品である。長さは8.4cmで、幅1.4cm、厚さ約0.5cmである。

以上の他、錆びて粘土と一体化し、形状が不明になっている鉄器が多数出土している。

第2-134図には出土した銅銭を図示した。261は真書体で書かれた「天穂通賓」で初鋳年は1017
年（北宋）である。262は「景祐元賓」で初鋳年は1034年（北宋）である。263は蒙書体で書かれた
｢皇宋通費」で、初鋳年は1038年（北宋）である。264は豪書体で書かれた「元豊通賓」で、初鋳年
は1078年（北宋）である。265は行書体で書かれた「元豊通賓」で、初鋳年は1078年（北宋）であ
る。２６６．２６７は豪書体で書かれた「元祐通賓」で、初鋳年は1086年（北宋）である。２６８．２６９は祭
書体で書かれた「紹聖元費」で、初鋳年は1094年（北宋）である。270は「永楽通賓」で、初鋳年
は1408年（明）である。271は銭の周辺を研磨し、小さくした銅銭である。銅銭の名称は不明であ
る。272は銅銭の一部である。「景・．．」のみ判読できる。273は「寛永通賓」と考える。初鋳年
は1636年（江戸）である。

－１０９－



第３節小結

礎盤建物

第１南北街路

｢西之屋敷」

第３節小結

府内町跡20次調査Ａ区は、「府内古図」や明治時代の地籍図を基に、現在の地図上に復元した１６

世紀後半の豊後「府内」の中での位置は、万寿寺の北西の隅にあたる。発掘調査の結果、ほぼ全面

から溝・廃棄用の土坑・礎盤建物・大小の柱穴状竪穴など各種の遺構が検出された。その時期は、

おおきく14世紀中葉から１５世紀前葉に属するグループと、１６世紀後葉から末葉のグループの２時期

に分けられる。

１４世紀中葉から１５世紀前葉に属する主要遺構は、南北４間、東西３間以上に南側に７尺半、西側

に約３尺の軒が付くA-SBOlの礎盤建物遺構と、区画性の強い溝であるA-SDl501とＡ－ＳＤｌ５０５

である。これら以外の土坑も、A-SBOl周辺で検出されている。A-SBOlの礎盤建物遺構と二つ

の溝との関係は、同時期に存在していた可能性もあり、方位はＮ－９ｏ－Ｅを基本とし、二つの溝

はこれに直交する角度かまたそれに近い。また、距離関係はＡ－ＳＢＯｌの南端の柱穴列から南に約

12.6ｍ（42尺）離れてA-SDl505は掘削されている。この溝は、東端は調査区外に延びているため、

不明であるが、西端は16世紀代の溝であるA-SDl506に切られているものの、この位置で終わる

と推測される。また、A-SDl505の南に掘削されている溝であるA-SDl501との間隔は、中心部

間で、約６ｍ（20尺）であり、両者はほぼ平行する。

こうした主要な３遺構の施工角度は、第１南北街路の角度と同じである。この街路は府内町跡７

次調査で、１５世紀末葉から本格的に整備されるさらことが判明しており、それに先立ってこの街路

の両側に大規模な溝が構築されている。また、府内町跡20次調査Ａ区の北西方向に約150ｍ離れた、

府内町跡８次調査でもこの方位の15世紀代の溝が検出されている事から、１４世紀中葉頃から万寿寺

北辺部では、Ｎ－９ｏ－Ｅを基軸とする計画的な町割りが行われていたことが推測できる。

１６世紀後葉から末葉の遺構は、調査区の西寄りに南北方向に掘られ、万寿寺北境の堀の手前約3.5

ｍの位置で止まる溝A-SDl506、万寿寺北境の堀から約25ｍ南に掘られた井戸A-SElO45が主要

な遺構である。このほか、廃棄土坑と推測される遺構が多く検出されたが、多くはA-SDl506周

辺から調査区の西側で検出された。

こうした遺構分布の背景には、天正10年（1582）正月22日付けで大友義統が家臣の柴田筑前入道

に対して発給した文書がある。義統条々 と言われるこの文書には「葛寿寺築地之内井西之屋敷両所、

令所望候之事」とあり、１６世紀後葉から末葉の万寿寺の西側沿いに町屋が建ち並んでいたことが判

る。

しかし、府内町跡20次調査Ａ区からは、「築地之内井西之屋敷」と考えられる建物遺構は検出さ

れておらず、井戸や土坑が検出されたのみである。こうした遺構群は町屋の裏手の状況を見せてい

ることと推測される。そうすると、方位Ｎ－６ｏ－Ｅを示すA-SDl506は「築地之内井西之屋敷」

と万寿寺境内の境となる施設の可能性が考えられる。

以上の遺構のほか、注目される場所として、万寿寺北境の堀の南側に沿った幅約3.5ｍがある。

この場所は、周辺に較べると遺構の掘削が少なく、検出されたＡ－ＳＫｌＯ９１・A-SKlO93も深さが

３０ｃｍ・１０数cmと浅い。しかも、この場所に沿った南側には東西方向に細長い土坑の掘り返しが行わ

れた状態で検出された。こうしたことから、この場所には、万寿寺の区画施設が構築されていた可

能性が強い。

万寿寺の区画施設については、先の文献に「葛寿寺築地之内井西之屋敷両所」とあるように、ま

た「府内古図」には省略され南側のみの記載と思われるが、白壁の築地と山門が描かれている。万

寿寺北境の堀沿いにある遺構空白地帯は、このような文献・絵画資料に見られる「築地」が北側に

も廻っていたため、生じたことと想定できる。
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礎盤建物

第３(ｆ中世大友府内町跡第20次調査B区

第３章中世大友府内町跡第20次調査Ｂ区

第１節調査の経過と概要

１．調査の経過

府内町跡第20次洲盃Ａ区の南側、南北約55ｍ、東西

約21ｍの約1200㎡の脆'ﾙIを府内町跡第20次調秀Ｂ区と

して発掘調査を実施した。このため、調査区名はＡ区

と連続し、東西方向にiJLiからＫ・Ｌ．Ｍ、南北方向に

北から'２．１３．．１．１．．．．．１７となる。

洲査はＡばと同時に開始し、表'二である近'1tまでの

水田層を亜機で除去した。その結果、１６世紀代の整地

１Ｗと想定される遺物包含府が露出した。その時点では、

遺構の確認は出来なかったが、1.111t紀から1611t紀にか

けての遺物が散見された。発掘調fffは、この終地附を

掘り下げ、辿椛の検出に努めた。禍査Iﾒ:全面を約20cI1’

掘り下げるとＭ世紀から1611t紀の主要な大型の遺構が

確認でき、この大型遮構の調査を行いながら、さらに

辿椛検出面を粘査し、上坑や柱穴の検出を行った。こ

うして検出された辿構は、南北方向の溝や井戸・礎盤

建物・‐上坑・住穴など多極にわたり、出_kする遺物も

８１Ⅱ:紀後半から９ＭI:紀、lllII:紀代・’６１Ⅱ:紀代と幾つか

の時代のまとまりが確認された。

２．遺構の概要

府内町跡第20次調査Ｂ区で検出された遺構は、Ａば

でＡ－ＳＤｌ５０６とした満の南側約55ｍをＢ－ＳＤＯ６１と

して調査した。また、Ａ区で東西方向の溝として洲盃

したＡ－ＳＤｌ５０１と交わる溝をB-SDOO3とした。ま

た、調査区の束縦沿いに瓦を多里に含む溝も検出され

た。井戸は,淵杏区境のため完全に調査できなかったも

のを含め５～６基が確認された。井戸の時期は、１１～

1511t紀代と1611t紀後半代の２時期に分かれる。また_'二

坑は形態や規模はさまざまであるが、ほとんどは廃棄

'二坑と思われ、埋-tの１１１から遺物や磯が多く出上する。

この他、注目される遺構として、礎盤進物がある。こ

の世桃は主として、調査区の南西隅で集I|'的に検出さ

れ、幾度か雌てかえが行われたようで複雑にIE腹する。

以上の中11t遺織の他、調査区の南東隅であるＬ・M-

47Iベでは、8111:紀後半から９１||:紀代の柱穴状の小l竪穴

が検出され、ｔ帥器の｣不や喪が埋設された状態で出|ニ
した。

－１１１－
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第１節調査の経過と概要

第３－１表中世大友府内町跡20次調杏Ｒ灰播織一謄圭、

本報告での
遺栂番号

B-SDOO1

B-SDOO2

B-SDOO3

B-SDOO4

B-SEOO6

B-SEOO9

B-SEOlO

B-SKOl2

B-SKOl4

B-SKOl5

B-SKOl6

B-SEOl7

B-SKOl8

B-SKO20

B-SKO22

B-SKO23

B-SKO24

B-SPO27

B-SKO31

B-SPO32

B-SPO42

B-SKO47

B-SKO48

B-SPO51

B-SPO52

B-SPO53

B-SPO55

B-SEO56

B-SKO57

B-SKO60

B-SPO62

B-SKO63

調査時の
遺構番号

S-001

S-002

S-003

S-004

S-006

S-009

S-010

S-Oll

S-012

S-013

S-014

S-Ol5

Ｓ-016

S-017

Ｓ-018

Ｓ019

Ｓ020

Ｓ021

Ｓ022

S-O23

S-O24

S-025

S-026

S-027

S-O28

S-O29

S-O30

S-031

S-032

S-O33

S-034

S-035

S-O36

S-037

S-038

S-039

S-040

Ｓ-041

S-042

S-O43

S-O44

S-0415

S-O46

S-047

S-048

S-O51

Ｓ-052

Ｓ-053

S-054

S-O55

S-056

S-O57

Ｓ-058

Ｓ-060

Ｓ-061

S-062

S-063

S-O64

遺構の
性格

溝

溝

溝

溝

井戸

井戸

井戸

土坑

土坑

土坑

土坑

井戸

土坑

溝？

土坑

土坑

土坑

土坑

土坑

ピット

ピット

ビット

ビット

ビット

ピット

土坑

ピット

ビット

ビット

ピット

ビット

ビット

ピット

ピット

ピット

ビット

ビット

ビット

ビット

ビット

ビット

土坑

土坑

ビット

ピット

ピット

土坑

ピット

井戸

土坑

土坑

土坑

ピット

ビット

土坑

Ｋ-43～4７

遺構の位湿 遺櫛の時期 特記事項

Ｋ・Ｌ・Ｍ－４６

Ｋ-４６．４７

Ｌ-42～4７ 14世紀末葉 万寿寺創建時に近い区画溝
Ｍ-44～4７ 14世紀中葉～後葉 瓦が多量に出土

Ｋ-４５．４６ 16世紀後葉～末葉

Ｌ-４４．４５ 14世紀中葉～後葉 掘りかえされ隣接した井戸２基
Ｋ・Ｌ－４４ 16世紀後葉～末葉

Ｋ・Ｌ・Ｍ－４６ 撹乱

Ｋ-46 16世紀後葉～末葉

Ｌ・Ｍ－４２

L-43 ガラス玉

Ｋ-46 16世末葉 折縁ソギ皿出士

L-43 16世紀末葉

Ｌ・Ｍ－４３ 14世紀中葉～後葉

L-43 14世紀中葉～後葉 土師質土器7個体出土

Ｋ-47

L-45 16世紀後葉～末葉 大型土坑遺物多量出土

Ｍ-47

L-44 14世紀代？

Ｌ・Ｍ－４６ 14世紀中葉～後葉 土師質土器がまとまって出土

L-46 Ｍ世紀前葉？

Ｌ-47

L-47

L-47 土錘出土

L-47

Ｌ-47

L-47

SKO20に切られる

Ｍ-47 ８世紀後半 土師器腕

Ｌ-47

Ｌ-47

Ｌ-47

Ｌ-47

Ｌ-47

Ｌ-47

Ｌ-47

Ｌ-47

Ｌ・Ｍ－４７

Ｍ-47

L-46

Ｍ-47

Ｌ-46

Ｌ-46

Ｌ-47 8世紀後半～9世紀前半 鞭を埋納

Ｌ-47 14世紀中葉～後葉 在地系土師質土器が上層と下層で一括出土

Ｍ-46 8世紀後半

Ｍ-46 14世紀中葉～後葉

Ｍ-46 ８世紀後半

Ｌ・Ｍ－４６

Ｍ-46 14世紀前葉 吉備系土師器出土

Ｋ-47 16世紀後葉～末葉

14世紀～１５世紀前半

Ｋ-47

Ｋ・Ｌ－４６ １６世紀後葉～末葉

Ｍ-46

Ｍ-46 14世紀代

L-42 14世紀中葉～後葉 在地系土師質土器が３点出土

溝

－１１２－

掲載
頁

１１７

1１７

1１９

Ｍ２

2１１

214

118

208

208

1７０

2２１

1７２

173

180

1８０

1８１

235

232

182

１８３

232

232

232

232

223

1８６

186

232

1８７











第３章中世大友府内町跡第20次調査B区

第２節遺構と遺物

１．溝及び関連遺構

B-SDOO1（第3-2図）

B-SDOOlはＬ・Ｍ－４６区でB-SDOO3とB-SDOO4を繋ぐように検出された小規模な溝である。

遺構の規模は幅約50cm、深さ約１０cmで、底面は平坦である。方位はＷ－ｌＯ。－Ｓであり、東西方向

に約６ｍを発掘調査しているが、西側はB-SDOO3、東側はB-SDOO4と切り合い関係にあり、確

認できなかった。

出土遺物は、第3-3図に図示したが、ｌは備前系陶器の捕鉢である。２．３は京都系土師器で、

口径は２点とも12.6cm，４は胴部最大径部に突帯が廻る瓦質土器である。突帯部での径は29.1cmで、

内面の一部に刷毛目、外面は横方向のへラ削りのあと、磨きである。５は口径13cm、器高2.8cm、

底径７cmの古代土師器の坪である。器面は回転へラ磨きで、底部は回転へラ切りである。

B-SDOOlの時期は、２点の京都系土師器が出土していることから16世紀後葉から末葉と考える。

Ｂ－ＳＤＯＯ２

Ｂ－ＳＤＯＯ２は図示していないが、B-SDOOlの南に平行するように、Ｌ・Ｍ－４６とＬ・Ｍ－４７の

間で発掘調査の初期の頃に検出された幅が約1.5ｍ、深さ約10cm程度の東西に長い窪地状であった。

遺構の輪郭が明確でなかったが、遺物がまとまって出土したため、溝状遺柵として報告する遺物は

第3-3図に図示したが、６は常滑系陶器の弧である。器面は内面が撫でであるが、外面は自然軸の

ため不明である。７は備前系陶器の播鉢の注口部の資料である。８は亀山系須恵質土器の肩部であ

る。頚部が横方向の撫でであるが、肩部外面には格子目の叩きによる器面調整痕が残されている。

９は束播系須恵質土器の口縁部である。口縁端部が断面三角形状に肥厚する。１０．１１は９の底部と

なるような東播系須恵質土器の鉢の底部の資料である。底径は10が8.3cm、１１は11cmであり、器面

は回転を利用した撫でで、平滑に仕上げている。

１２は口縁部の内外面をへう磨きで器面調整した土師器の坪である。１３は口径11.7cmで、口縁端部

は玉縁状に肥厚し、内外面へラ磨きの土師器の坪である。’'1は口縁端部をやや外反し、口唇部を尖

らす。器面調整は内外面横方向の撫でであるが、底面は回転を利用したへラ切りで切り離している。

口径13.6cm、器高3.3cmである。１５は口径20.5cmの喪形土器である。口縁部は器壁が厚く、外反する

が、これに対し、胴部は薄い。器面調整は、口縁部外面と胴部内面は撫でで、口縁部内面と胴部外

面は横方向と縦方向の刷毛目調整である。１６と17は高台付きの土師器の坪である。１６は底径7.6cm，

17は9cmで、器面調整は内外面とも横方向の回転を利用したへラ磨きである。

B-SDOO2の時期は、１２～17のような８世紀後半から９世紀の前半の土師器が出土しているが、

６～11は14世紀から１５世紀前半の遺物であり、この時期に近いと考える。

－１１７－
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第３章中世大友府内町跡第20次調査B区

B-SDOO3（第3-4図上）

B-SDOO3は、調査区の中央部を南北方向に約55ｍ検出された区画性の強い溝である。北側はＡ

区のA-SDl501とＴ字状に交わるが、方位はＮ－２ｏ－Ｅで、直交はしない。また、この溝の規

模は、断面が逆台形状をし、上面の幅が約３ｍ、底面幅は1.2ｍ前後で、深さは約1.4ｍである。溝

の底の傾斜は、南端の底面の標高が3.86ｍで、A-SDl501との交差部が3.61ｍであり、緩く北に傾

斜している。

B-SDOO3からは多くの遺物が出土し、一部新しい遺構と切り合っていたため、後出の遺物が混

入している。これらを合わせて、第3-5～3-22図に図示する。

第3-5図は、B-SDOO3を掘り下げる際に部分的に約50cmごとに遺物を取り上げ、上層・中層・

下層出土としたものである。ｌ～７は上層出士のロクロ成形による在地系土師質土器である。ｌ～

４は口径が８～8.4cmの皿で、底径は６～7.4cm、器高はｌ～1.4cmである。５は口径7.6cm、底径4.2cm，

器高1.9cmの口縁部が「ハ」の字状に開く皿である。口縁部にはススが付着し、灯明皿として使用

されている。６．７は坪である。６は口径13.4cm，底径9.8cm，器高3.3cmで、口縁部の器壁は底部

近くが厚く、先端が尖る。７は、口径12.8cm、底径10cm，器高2.6cmで、器壁は中位がやや厚く、口

縁端部が外反する。

第3-5図８～17は中層出土のロクロ成形による在地系土師質土器である。８～12は、口径7.4～8.2

cmで、底径5.4～7.2cmで、器高は0.9～1.4cmである。１３は口径7.6cm，底径5.5cm、器高2.1cmで、器高

が高く、小型の坪である。口縁部にはススが付着し、灯明皿として使用されている。１４～17は坪で

ある。１４と17は口径が11.6cmと12.4cmに対し、底径は２点とも７cmと小さく、器高は3.1cmと2.8cmで

あり、椀状をしている。これに対し、１５と18は口径が11.6cmと13cmであるが、底径は8.6cmと10cmで

安定感がある。口縁部の器壁は、１５は底部近くが厚いが、他の３点は中位から上位が厚くなっている。

第3-5図18～23のロクロ成形による在地系土師質土器うち18は口径8.7cm、底径7.0cm，器高1.1ｃｍ

の皿であるが、他は坪である。２１は口径11.8cmであるが底径は7.8cmで、器高は３cmであり、口径に

対し、底径が小さく境状をしており、器壁は底部近くが厚い。１９は口径12.4cm，底径8.6,器高2.9

cmで口縁部の器壁は上位が厚い。２０は口径12.5cmで、底径９cm，器高2.9cmで口縁部の器壁は中位が

厚い。２２も同様で、口径12cm，底径８cm、器高3.4cmである。２３は口径11.8cm、底径9.0cm、器高3.2

cmで、口縁部の器壁は、底部近くが厚く、先端部が尖る。

以上層位的に取り上げた遺物を見ると、１４世紀中葉から後葉と考えられ、上層と下層で大きな差

異を認めることは出来ない。そこで、第3-6～3-22図に出土した遺物を図示し、報告を行う。

第３－６．３－７図は中国産陶磁器を中心に図示した。２４～35は龍泉窯系青磁で、２９．３０．３３．３４以

外には外面に鏑蓮弁が施文されている。また、底部のみの破片である34の見込み部には線描きの文

様があり、３５の見込み部には双魚文と推測される陽刻の文様があり、口縁部が屈曲する第2-122図

７の形態になると思われる。法量は、２９が口径14cm，底径6.3cm，器高4.7cmであり、３３の口径は８

cmである。

３６～40は中国産白磁である。３６は口縁部が玉縁になる形態である。３７は口径11cmで、胴部が屈曲

する。３８は口径10.6cm、底径5.6cm，器高35cmで口縁部は口禿である。３９も同じ器形で、口縁部が

11.2cm、底径5.6cm、器高3.4cmで外反する口縁部は口禿である。４０は口縁部が直線的で、端部が無

紬の口禿であり、外面の底面から胴部下位にかけては露胎である。口径llcmo底径6.3cm、器高3.5

cmである。

第3-7図は、一部国内産陶器を含む。４１は景徳鎮窯系青花碗である。４２は褐色の発色をした磁器

で、景徳鎮窯系であろうか。４３．４４は小片であるが43は内面が白磁、外面は青白磁、４４は内面が露

胎、外面は青白磁で、これらも磁器であり、景徳鎮窯系であろうか。４５は櫛歯又は刷毛目状工具で

－１１９－
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「天下太平」

瀬戸美濃系

常滑系

備前系

文様を描き緑青紬をかけている。４６は口径３cm，底径2.7cm，器高0.5cmの極小の皿で、薄く紬がか

かっている。瀬戸美濃系陶器であろうか。４７は底径10.4cmの中国産陶磁器の梅瓶の底部と考える。

48は底径６cmの須恵器緑紬の皿と考えられる。

４９．５０は直立する口縁部の端部が玉縁状に肥厚する。４９は内外面ともに、白い化粧土を器面に塗

り、緑色の紬をかけている。５０は同様に褐色をしている。５１と第3-8図51-Ａに図示したものは同

じ資料であるが、口径27.7cm、底径24.7cm，器高92cmの鉢である。底部外面は露胎であるが、他は

淡黄褐色の紬がかかり、口縁部内面には鉄紬で文様が描かれている。さらに広い見込み部には鉄紬

で「天下太平」と書かれている。４９～51は磁竃窯系である。

第3-8図52～54は瀬戸美濃系陶器で、灰色をしており、法量は52が口径7.2cm、底径3.6cm，器高

３cIn、５３は口径9.8cm，底径４cm、器高３cm、５４は口径10.6cm、底径4.6cm、器高2.8cmである。

第3-8図55～６１．第3-9図は常滑系陶器の壷・喪である。５５～５７．６０．６１の口縁部は、受け口状

や断面Ｎ字状の折り返しになる形態で、常滑系陶器の壷・喪でも13世紀中葉から後葉に編年されて

いる。また、５８．５９．６２．６３は口縁部が３～4cmの縁帯状になっており14世紀後半である。また、

61の肩部や６４．６７．６８には押印文状の叩きが認められ、６６にはスタンプ文がある。６２の口径は38.6

cm，６３は47cmである。

第３－１０．３－１１図は備前系陶器である。６９～79は頚部が直立し、口縁部は外反する。口縁端部は

肥厚し、玉縁状になる。器面は横方向の撫でで、色調は灰色をしている。７８は口径16.4cmで、肩部

に二条の沈線が廻る。また、７９は口径23.6である。これらの壷は13世紀末から14世紀後半に編年さ

れている。８０は口径13.6cmで胴部が菱形に張る。備前系陶器以外も考えられる。８１は大型の喪の底

部の資料であるが、常滑系陶器の可能性が強い。

第３－１１図は備前系陶器の播鉢の資料である。８２は口径32.4cmで、５～６本の櫛歯状工具で播目

を口縁部に直角に入れている。８４は口径31.3cm、底径11.9cm，器高14.8cmで、口縁下端部がわずか

に肥厚する。内面は６～７本の櫛歯状工具で播目を口縁部に直角に入れている。８３を含め、これら

３点の口縁部形態は、１４世紀代後半に編年されている。８５の口縁部は口唇部が尖る断面三角形にな

り、播目が口縁部に直角に入る。この口縁部形態は１５世紀前半に、８６の口縁部が屈曲するタイプは

１５世紀後半に編年されている。８７．８８はこうした儒鉢の底部で、口縁部から底部にかけて直線的に

６～７本の櫛歯状工具で播目が施文されている。

第3-12図はロクロ成形による在地系土師質土器である。８９～106は口径が小さく器高が低い皿で

ある。皿の平均法量は口径約８cm、底径約6.5cm，器高約1.2cmである。器壁は93の底部は厚く、口

縁部の立ち上がりも小さい。９２も類似している。これら以外は、底部の器壁は薄く、口縁部の立ち

上がりもしっかりしている。104の底部にはスダレ状の圧痕が残る。

107～112は口径が小さく、器高が高い小型の坪である。これら６点の平均量は口径約7.3cm、底

径約5.3cmで、皿よりも小さい。しかし器高は約2.2cmで、倍近くある。口縁部の立ち上がりは、107.

112は逆ハの字状で、口縁端部が尖るように成形されている。109～111の口縁部は端部が丸く仕上

げられている。小型坪の口縁部の器壁は底部近くを厚くしている。

第3-12図114～123．第3-13図124～132は杯である。平均法量は口径約12.1cm、底径約7.9cm、器

高約2.9cmであるが、器形は118やl31のように口径12.8cm，13.2cmに比較すると底径が6.6cm，7.2cmと

小さく碗形になるものや、l32のように口縁部が「ハ」の字状に開き、側面観が逆台形になるもの

などがある。また、口縁部の立ち上がりは、125～128はやや内湾気味になり、器壁は底部近くが厚

い１２１．１２４．１２７、上位が厚くなる１２０．１２２．１２８．１３０がある。なお、１０７．１２３．１３０は口縁部にス

スが付着しており、灯明皿として使用されている。

第3-12図113は口径11.4cm，器高2.1cmの京都系土師器で混入品と考える。

－１２０－





一ZZI・ＩＺＩ－

皇Ｚ型
昼三三今

ｌ二二ぞ］



＝蚕クー=ブ画三三ラクマコ三三ク
２

鐸。
４

''零蕊謹雲’
馬窪亥′

鯵，

一三三ク

I雲雲謹雲譲

－１２３－

1６

ノテーﾉ
~･鍾碕蝿嚇か７

.-F~二､’三ユ咋

一
瀞

雪
鯵鍵騨

一
》 灘。蕊雲雲拳,J･蕊

§

雪

聯

=ノ

ﾆﾆﾌﾀ

＝=ノ

毛
鯵

1３

電蕊蕊雲雲“

鍾雲雲譲謬”

織鰯鰯 1５

第3-5図B-SDOO3出土遺物実測図(1)

。 '

第３章中世大友府内町跡第20次調査B区

二二z〆

ノ

|雲雲慧雲霧”慧雲謹雲琴
『

コダ

０ １０cｍ

二z〆
2０

==ノ

一戸戸一

ソ

2３



館２節遺椛と遺物

ダ

2切

'

､ グ

、

'

3５

3７

。'、I雲謹i鋤/３

〃

』

'

２８

３１

Ｌ_，

５

"

第3-6図B-SDOO3出土遺物実測図(2)

－１２４－

４

．！

4０

ロ １０ｃｍ



“
一
個

節３厳’''111:大友府内町跡第20次I洲査Ｂ|え

4６

１０ｃｍ日

ー

４１

i:蕊ソ■

－１２５－

4２

扉需憲

Ⅲ

■

4４

ノ』

4７

●
4５

第3-7図B-SDOO3出土遺物実測図(3)

4８



第２節遺構と遺物

51-Ａ

江｡'=ノ ＝／ =ﾌ

霞謹雲'錘 麹蕊謬”、鍵雲霧“

,(プ』了7Ｊ 蒔
5５ 5６

５

硬
０ １０cｍ

● ５８ 5９ 一 一一
･

６０

第3-8図B-SDOO3出土遺物実測図(4)

－１２６－

６１



第３章中世大友府内町跡第20次調査B区

、

６２

ざ
6３

、

、

職

6４

‘ノ

一一一

蕊蕊蝿

、

識灘蕊Ｉ
－－－

第3-9図B-SDOO3出土遺物実測図(5)

－１２７－



第２節遺構と遺物

吉備系土師器

京都系土師器

燭台

土鍋

東播系

亀山系

第3-13図133～144は胎土が白色で、器壁が薄く、底部に高台が廻る特徴を持つ土師質土器で、

吉備系土師器や早島式土器と呼ばれている資料である。口径は134が12cm、135が11.2cm，136が10.6

cmである。底径は137～144の資料を見ると、平均4.4cmである。高台は粘土を貼り付けて形成して

いるが、簡略化している。これらは、岡山県で13世紀末葉から14世紀前葉に位置づけられている(1)。

第3-13図145.146は色調が白色で、極めて薄く仕上げられた非ロクロ系の土師質土器である。１４５

は口径８cm、器高1.8cmで、146は器高が２cm以上ある。搬入された古い京都系土師器の可能性がある。

第3-13図147.148の特徴は底部に焼成前の穿孔を持つ。147は口径8.7cm，底径7.6cm、器高1.2cm

のロクロ成形の在地系土師質土器の皿であるが、中央部に径0.4cmの穿孔がある。また、148も底径

5.8cmのロクロ成形の在地系土師器の厚い底部であるが、中央部に穿孔がある。149は口径が7.8cmの

在地系土師質土器の皿に脚を付けたもので、中央部を欠くため確認できないが、他の調査区の出土

例では、皿に穿孔がある。これら、３点は燭台として利用された可能性が強い。

第3-13図150～152．第3-14図は土鍋の資料である。B-SDOO3出土の土鍋には口縁部を外側に

屈曲させる150～156のタイプと、口縁部外面に突帯を廻らす57～161の鍔付きタイプの2種類がある。

口縁部を屈曲させる土鍋は、さらに屈曲が小さくなり、口縁部が肥厚した状態になる155と156があ

る。器面調整は、155を除き、内面は横方向の刷毛目、外面は刷毛目の後、横方向の撫でや指押さ

えで平滑に仕上げている。口径は153が24cm、154が29cm、155が341.4cm、156が32.6cmである。

鍔付タイプの土鍋は、単純に突帯が廻る160、突帯の下位の器壁が肥厚する157.158、突帯が口

縁端部より上位に跳ね上がる159.161がある。器面調整は、いずれの鍔付タイプの土鍋も内面は横

方向の刷毛目であるが、外面は157.158が撫でや指押さえで、159～161は縦方向の刷毛目である。

口径は158が23.1cm、160が21.6cmである。

162～164は土鍋の底部である。既述の二つのタイプのいずれか判断はつかないが、３点とも胴部

下位で稜を生じて屈曲し、丸底になる。162は屈曲部での径が25cmである。器面は、内外面とも刷

毛目で調整されている。163の屈曲部での径は24.6cmで、外面の丸底部は刷毛目調整で、その上位

は指押さえである。164の屈曲部での径は23.6cmで、器面調整は外面が指押さえである。165は土鍋

の脚である。

第3-15図の171以外は東播系須恵質土器の鉢である。口縁端部が外側に肥厚し、断面がカマボコ

状や三角形になる特徴を持つ。器面調整は、回転を利用した横方向の撫でで、外面の一部には176

に見られるような指圧痕が残る。169は注口部の資料である。法量は口縁部が計測できる172は23.4

cm、173は26.2cmで、底径が計測できる175は９cm，176が9.4cm，177が8.4cmである。また図上復元

できた174は口径22.6cm、器高9.5cm、底径7.8cmである。

第3-16図は須恵質土器として10点を図示したが、焼成の不良な土器は瓦質土器と区別が困難で

ある。178～180は外反する口縁部の資料で、横方向の撫で仕上げである。181は口縁部が屈曲して

直立する鉢であるが、東播系須恵質土器の可能性もある。口径24cmである。182は小型の須恵質土

器の壷で、底面に糸切り痕が残る。底径4cmである。183は肩部外面に格子叩きがある須恵質土器で

ある。178の形態の口縁部が付くと思われる。頚部の径が40cmの亀山系須恵質土器である。184も同

じ器形の喪で、胴部外面全体に格子叩きが残されている。185は綾杉状の叩き目が器面に残されて

いる須恵質土器の喪である。187は外面に格子叩きが残り、底部が平底の喪である。186は径10cmの

須恵質土器の底部の資料である。東播系須恵質土器の鉢の底部である。

第3-15図１７１．第3-17.3-18図は瓦質土器である。171は内面の器面調整が斜目方向の粗い刷

毛目である。第3-17図188～190は瓦質土器の碗の資料である。188の口径は12.4cm、底径は5.0cmで

(1)山本悦代「吉鮒南部地域における古代末～中世の土師器の展開」『中近世土器の基礎研究』Ⅷ日本中世土器研究会1992年
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第２節遺椛と遺物

防長系播鉢

滑石製石鍋

=Ｚ
1６６

ある。１９１～199は鉢である。器面調整は内外1ｍとも刷毛'三|で仕上げているが、外liliはさらに撫でや

指押さえの跡が19.1～197に見られる。また、２０()の内側には７～８本の.櫛歯状工具で揺り目が入れ

られており、防長系捕鉢と考える。１９１の口径は34CIllで、底径は195が10.忽ＩＣＩ11,196が10.8cm、197が

9.2cnl、198が10.2Ｃｌ１１，１９９が10cm、200が11.2cI11である。

第3-18図２０１．２０２．２０３は、径.l2cn1..17.8Ｃｌ１１．２２cmの砿である。器而は口縁部が横方向の撫でで、

胴部には一部に刷毛'三Iが残されている。２０‘lは全|､横方向にへう膳きされた瓦質土器で、器尚は６

cmで、器形は上面観が方形になる。205は204を大型にした瓦質土器の角の資料である。全面へラ磨

きされ、黒色に焼成されている。206と207の外面には菊花文が付いている。

第3-19図に図示したのは石製品・土製品・ガラス製IY1である。208～212は滑石製iliiI1で、本来は

212の底径20.8cmの石鍋であったが、再加_I冒している。210は両面に溝を入れており、切断作業の途

中と考える。重瞳は208が22.29,209がl‘卜1.29,210が118.29,211が113.89,212が78.8ｇである。

213の長さは不Iﾘlであるが、ｌ隅４clll、厚さ0.4～0.7cmの砥石である。

21.1～2.11は土錘である。241以外は紡錘形で、良さは３Ｃｌ１１代と５cm代を含むが、ほとんどは４Ｃｌ１１

，代であり、重さも５９前後のものが主体を占める。ただ2．'1は側面観が長方形で、両径が大きく１１．１

ｇある。

1６８

へ

Ｉ

/』

P〃Ｉ

』｡

1７２

1陥憎

1７５
唖

第3-15図B-SDOO3出土遺物実測図(11）
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ガラス製品

弥化土器

銅銭

第３唯中|Ⅱ二大友府内町跡第20次調査B区

２‘'2～247はガラス製の玉で、2.12～241はI＃f色をした小.玉である。ビーズ状に穴が開くが、外面は

螺旋状になっている。245～247の玉は半分に欠けており、割れ面は研磨されている。２．１５．１１６は緑

色で、2.17は紺色をしている。直径はｌｃＩ１ｌ弱である。

218は土製の玉で１ヶ所、竹串で突いたような跡が残る。

第３－２０．３－２１ｌｘ|は占代の遺物である。2.19はI]縁部内面に沈線が廻るＩ|径19.2cmの内黒土器で

ある。251は底径6.0cmの土器で外面はへう磨きされている。252は口径l8cⅢの上師器のⅢである。

内外面へラ隣きされている。253は'１径l9clI1の須恵器の坪蓋である。２５０．２５'1～259は底部が回!|扇へ

ラ切りの杯である。１１径はl3cnl前後で、器高は3.6cⅢ前後である。260～265はI{．fi台付きの坪である。

底径は９cm前後である。なお、262.265は須恵器である。また、267も須恵器で、壷の底部と想定

する。268と269は須恵器である。壷の１１縁部と川部である。270は11縁部が直口する土師器で、径

は27clllである。瓶と考えられる。

館３－２１図271～271は11111部が直線的に延び、口縁部が外反する護形土器であるlllIil部外面は縦方向

の刷毛目で、他は撫で仕上げである。１１径は271が22.2cm、272が21.:lclIl、273が21.8cm、27.1が2‘1.6Clll

である。275はIllIil部岐大径が‘1.1.8cmの護形上器である。時期は巾''1:の可能性がある。276は弥生時代

後期の亜形_止器の１１縁部である。277は古墳時代前期の尚杯である。

第3-22図にはB-SDOO3から出こした銅銭をＭ示した。278は一部を欠くが「開元通質」で初鋳

年は8.15年（唐）である。279は「成平通喪」で初鋳年は998年（北宋）である。膳輪銭の可能性が

ある。280は「賎徳元質」で初鋳年は100.1年（北宋）である。281は祭ＩＩｆ体で,I¥かれた「天聖元謝Ｉ

第3-16図B-SDOO3出土遺物実測図⑫
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第２節遺構と遺物
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－１３７－

で初鋳年は1023年（北宋）である。孔の部分にズレがあり星形孔状である。282は典群体で,1#かれ

た「溌祐通賓」で初鋳年は1056年（北宋）である。291の「元祐通賛」と貼りついて出lﾆした。２８３

は典,1ド体で!'ｆかれた「治､|え元賓」で初鋳年は106陰1年（北宋）である。28.1.285は行,l淋、286は築

爵体で群かれた「元魁辿賛」で初鋳年は1078年(北宋）である。287は祭!'ド体で!'かれた「照寧元質」

で初鋳年は1068年（北宋）である。２８８．２９０．２９１は行諜体の「元祐通賛」で初鋳年は1086年（北

宋）である。288は足形孔になっており、291は282と貼りついて出こした。２８９．２９２の「元祐通質」

は祭11；体である。２９３．２９１は築詳体で１１¥かれた「紹聖元喪」で初鋳年は109.1年（北宋）である。

295は真苫体で評かれた「政和述賀」で初鋳年は1111年（北宋）である。296は銭貨名が全く読めな

いが、297は典沸体の「元」「蜜」が読めるものの、不Iﾘlである。

B-SDOO3から出土した遺物の時期は13世紀後､|亀から16世紀後葉まで及ぶ。しかし、１５世紀以降

の遺物はごくわずかで、満を切る確認できなかった遺構からの出土と考える。古い時期の遺物の混

入は､噺然ありうる。これらを除くと、辿織の時期は1.1'１t紀中菓から後葉と考える。

脇３章’'''１１:大友府内町跡第20次Ｉ淵査B区
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第２節遺職と遺物

龍泉窯系

吉備系上師器

上鍋

瓦質土器

上錘

ガラス製王

弥生土器

銅銭

瓦

鬼瓦

Ｂ－ＳＤＯＯ４

Ｂ一SDOO.lは調査怪の束壁沿いで、南北方向に掘り込まれた状況で検出された満である。溝は南

北に約・15ｍ確認されたが、大半は,澗査'ｘ外で、ＩｊＩｉ側の掘り込み面を洲盃したに過ぎず、深さは約

50cIllまでしか掘り下げることが出来なかった。溝は北端で東にＩ,I曲すると考える。

辿物は溝の上面を中心に、瓦が廃棄された状態で多雌に出土し、第3-23～3-35Ｍに図示した。

第3-24図１～３は龍泉窯系lIf磁碗である。外面には錨越弁が施文されている。４．５は備前系陶

器である。壷である４は外面にＩｉＩ然紬が付耕し、５の播鉢の内面には11縁部に直角に６本の櫛歯状

J冒具で揺り'1が加えられている。

６～19はロクロ成形による任地系土師質土器である。６～13は皿であるが、法雌の平均は、口径

8.3cI11、底径6.6cm、器高1.lclllである。器形は８が底部の器壁が厚く１１縁部の立ち上がりは小さいが、

他は円盤状の粘-k塊から１１縁部を引き出している。１２～19はj不である口径は、12.5cm前後で、底径

も8.5cm前後、器高は15が2.4cm、１６は2.9cI11であるが、他は３clllを越える。器形は、1.1が'1縁部の器

壁が中位にあるが、１６～19は底部周辺がﾊﾕくなっている。１５は口縁端部が外反気味になる。

２０～23は胎土が白色で、底部に高台が廻る非任地系の土師質土器で、吉備系上帥器や早ﾙﾙ式土器

と呼ばれるものである。２１は図上復元されたものであるが、１１径11.2cⅢ、底径4.3cm、器商3.Iclllで

ある。また、底部の資料である２２．２３は、２１と同様の断面三角形の退化した高台が辿っている。底

径は22が5.1cm、２３が'.:lcI11で、B-SDOO3から出上した同類の資料と類似する。

２‘１．２５は小片であるが、土鍋と考える。２１は口縁部が屈曲するもので、１１縁部は撫でであるが、

胴部の内外面に刷毛'-1が残る。また25は外面が‘横撫でであるが、内而は横方向の刷毛目で器面調整

されている。２６は外而に縦方向の刷毛||がわずかに残る上師質土器の壷の口縁部である。２７．２８は

大きさに差があるが、器形は束播系須恵質土器である。口径は27が19.2c１１１，２８は36.5cmである。

第3-25凶の29は口縁部が直｢1する１１径11‘9clllの瓦質上器の鉢である。器而は横方向の撫でで仕

上げられている。３０．３１も瓦質土器の鉢のI|縁部である。｜ﾉ､l外面とも横方向のへラ磨きで、３０は１１

縁端部が肥厚し、１１唇部は平坦である。

３２～34は士錘である。３２はIIIii端を欠くが残された部分は、長さ3.3cm，111〔径1.3clll，喧さ5.5ｇであ

る。３３は完形品で長さ5.1cm、直径lcⅢ、亜さ５９である。３４は大型で、催さ6.3cm、妓大径2.9cm、

重さ19.3ｇである。また、３６はガラス製と考えられる小玉で、援さ、径ともに0.3cI11で、亜さは0.1

ｇである。３５は長さ7.5cm、｜幅2.6cⅢ、厚さ0.9cI11の一部を欠く砥石である。

３７．３８は杯蓋で、３７は宝珠形のつまみが付き、３８の口径は19.3cmである。３９～･llはj不身で、にI径

は39が16.3cnl、，10は13.1cmで、．llの底径は7.6cmである。器形は口縁端部が外反し、底部の尚台は断

面三角形である。器ｌｍ捌整は内外面とも横方向のへラ磨きで仕上げられている。

４２．．１３は口縁部が外反する誕形土器で、内外面撫で仕'二げである。‘13の口径は19.5cmである。・1.1

は高j不の脚で、縦方Ihlのへラilillりにより、断面８角形に整えている。．15は口径24.5cmの胴部が屈111Ｉ

する鉢で、内外面とも撫でで器面調終されている。．16は弥生時代後期の複合Ｉ.'縁壷の口縁部の資料

である。外面は櫛描波状文とその上位に竹符刺突文が施文されている。‘17は全I､刷毛'－１で器面i淵悠

された上帥質土器の大型の平底の饗である。３７～4.1は８

１H:紀後､|とから９世紀前半のものであるが、１７は''1Mtのも

のであろう。第3-23Ｍ'17は真‘幣体で群かれた「照寧元

寅」の銅銭で初鋳年は1068年（北宋）である。

第3-26～3-35凶はＢ－ＳＤＯＯ,lの上仰↑から出|ﾆした瓦
０３ｃｍ

である。第3-26図４８．'19は鬼瓦で、418は厚さ2.8clllで、

縦方向に珠文が並ぶ。．19はへうで刻み|･'を加えられた突 第3-23図B-SDOO3出土実測図

－１４２－
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コビキＡ

丸瓦

九州タイプの
吊り紐

軒平瓦

第３章中世大友府内町跡第20次調査B区

帯が平行に付けられているが、部位不明である。５０～５９．第3-27図60は軒丸瓦である。瓦当部の

良好な資料が少なく、全体を捉えることは困難であるが、５７から、中央部に三巴文を配し、内圏線

はなく、周辺に連珠文を施文する。外圏線は57以外には認められる。また、５０．５２は瓦部と瓦当と

の角度が鋭角であり。烏会の可能性がある。瓦面の外面Iまへラ撫でであるが、内面は５６．５８～60に

布目痕が残り、５８にはコビキＡの擦過痕がある(''・

第３－２７．３－３０図の61～85に丸瓦を図示した。６３～69は軒に近い部位で、６４は瓦当を付けるため

のへラによる斜め方向の連続した細かい傷が加えられている。６３の瓦は幅16.8cm、厚さ2.8cmで、外

面は細目叩きの後撫でで平滑に仕上げられている。内面は布目と横方向に細い紐を10段以上に縫っ

た痕跡である九州タイプの吊り紐の圧痕が残り、その下位は8.8cmの幅で横撫でされている。６５の

瓦も同様な成形で、内面に布目と九州タイプの吊り紐の圧痕が残り、下位の撫で幅は約5cmである。

６６は全面に布目が残り、下位の撫で幅は約３cmである。６７の瓦の幅は16.8cmで、外面は縄目叩きの

後撫でで平滑に仕上げられている。内面は布目の圧痕が残り(2)、その下位は８cmの幅で横撫でされ

ている。６８の瓦は幅14.4cmで、外面は縄目叩きの後撫でで平滑に仕上げられ、内面は布目の圧痕が

残り、その下位の横撫での幅は３cmである。６９は外面を縦方向にへう撫でされており、内面はコビ

キＡの斜め方向に擦過痕が残る。下位の横撫での幅は約４cmである。

７０．７３．７４．７７．７８．７９．８１．８５は玉縁部の資料である。玉縁の長さは70が5.2cm、７３は４cm、

79は8.4cm、８１は4.4cm，８５は‘1.6cmである。器面は外面が縄目叩きの後、縦方向のへラ撫でで、７０．

７３．７４の内面には布目と大きく波状になる吊り紐の圧痕が残る。７３はさらに九州タイプの吊り紐に

大きく波状になる吊り紐の圧痕が残る。７４の幅は14cmである。７７．７８．８１．８５は布目のみが残り、

７９は九州タイプの吊り紐痕が残る。以上の他、内面に吊り紐痕の残る主な資料を図示した。６１．

７６．８２．８４には九州タイプの吊り紐痕があり、７１．７５．８０には大きな波状の吊り紐痕、７２．８３は九

州タイプの吊り紐痕と大きな波状の吊り紐痕が見られる。

第３－３１図は、軒平瓦である。瓦当の文様は、８６が連珠文で、他は均正唐草文である。文様は、

同類である９１．９４に比較すると87の中心飾りの蓮華文や唐草文は明瞭であり、前者の２点が簡略化

していることが判る。さらに、８８の文様はさらに簡略化されている。

第３－３１～3-34図は平瓦である。瓦の両面は縦方向の撫でで平滑に仕上げている。厚さは1.6ｃｍ

から2.6cmであり、残りの良好な96では幅が24cmで、全形が判る97は、台形になり、上位幅20cm、

下位幅約24.8cm、長さ30.4cmである。９５は上位の破片であるが、釘穴が見られる。９８～110も上位の

破片であり、上辺の側面は、断面を見ると、横撫でで鋭角的に仕上げている。これに対し、下位の
111～116の下辺の側面は直角に近く切断されている。

第3-35図の117は横断面が屈曲しており、雁振瓦であろうか。118～128は？である。厚さは３ｃｍ

前後で、側面は直角に切られている。面は撫でで平滑に仕上げられているが、120はコビキＡによ
る擦過痕が残る。118には押印による菊花文が施文されている。

B-SDOO4の時期は、出土したロクロ成形による在地系土師質土器の形態や、備前系陶器の播鉢
から14世紀中葉から後葉と考える。

(1)森田克行「屋瓦」『摂津高槻城』高槻市文化財調査報告書第14冊高槻市教育委員会1984年
(2)山崎信二「中世瓦の研究ｊ奈良国立文化財研究所学報第59冊奈良国立文化財研究所2000年

－１４５－
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第２節遺構と遺物

景徳鎖窯系

源州窯系

龍泉窯系

同安窯系

白磁

磁竃窯系

タイ産四耳壷

瀬戸美濃系

常滑窯系

備前系

水屋喪

Ｂ－ＳＤＯ６４

Ｂ－ＳＤＯ６４は調査区の西寄りを南北に貫く溝で、府内町跡20次調査Ａ区でA-SDl506と接続する

同じ遺構である。形態はB-SDOO3に比較すると企画性に乏しく、緩やかに蛇行し、特に南半分は

顕著である。幅も約1.5ｍから３ｍで、底面の幅も0.3～１cmで、深さは1.6ｍであり、南端部が標高

約3.5ｍ、中程が3.7ｍ、北端が約3.5ｍで中央部が高い。

出土遺物は第3-36～3-47図に図示した。第3-36図ｌ～８は中国産青花で、ｌは口縁端部がわ

ずかに外反する。２は口縁部が外反する皿で、小野編年の皿Ｂ２群である。３は口縁部が屈曲する

小野編年の皿Ｆ群である。また、４は碁笥底になり、底径２cmの皿Ｃ群である。５の底径は7.8cm、

６は８cmであり、皿Ｆ群の底部と考える。８は口径12.3cm，底径6.7cm、器高2.9cmで、底面に「年」

の字のみが判読できる。小野編年の皿Ｅ群である。以上7点は景徳鎮窯系青花である。７の底部は

見込みに青花があり、外面は一部に露胎がある。底径5.8cmでの湾州窯系青花である。

９～14は龍泉窯系青磁である。９．１０．１２．１４の外面には鏑蓮弁が施文されている。口径は12が

15.2cm、１３が10.8cm，１４が16.6cmである。１５は底径口径9.6cm、4.2cm、器高2.3cmの同安窯系青磁皿で

ある。１６は見込みに細いへラ描きで花文が描かれている。黄褐色で、龍泉窯系の焼成の悪い碗であ

ろう。

１７～23は白磁である。１７は口縁部が外反する。１８は底径５cmで器壁は薄い。１９は白磁の輪花皿で

ある。２０は口径10.4cm、底径5.2cm，器高2.9cmで、口縁端部は露胎でススが付着する。２１は口縁部

が玉縁になる白磁の碗である。２２は器壁が厚い白磁の皿で、２３は外面Iこへラ描きで文様が入れられ

紬がかかっている。１７～22は中国産白磁であるが、２２と23は白磁の色調や器壁の厚さなどから朝鮮

王朝産陶磁器の可能性もある。２４は青色をした瑠璃紬の皿である。２５．２６は緑色をした磁竃窯系の

鉢の小片である。

第3-37図27～30はタイ産陶磁器で、四耳壷の資料である。２７は玉縁の口縁部で28～30は胴部の

資料である。外面には白泥紬が付着しており、胴部破片である28には平行沈線が認められる。

３１．３３．３４は瀬戸美濃系陶器で、３１は天目茶碗である。３３は底径4.2cm、３４は口径6.6cm，底径4.4

cm，器高２cmの小皿である。３２は常滑窯系陶器の壷で、口縁部は約2.5cmの縁帯を形成している。

第3-37図35～43と第3-38図及び第３-45図177は備前系陶器である。３５は底径６cmの小型の徳利

である。３６～39は同一個体の可能性のある水屋喪である。口径は12cm、底径は15cmで胴部に低い突

帯が1条廻り、下位にかけて、この器種独特の39の円形の浮文が貼り付く。４０．４１は壷の口縁部で

ある。口縁部は直立し、外面が玉縁状に肥厚する。４２～52は播鉢であるが、４２．４３は14世紀後半で

あるが、口径33cmの42は口唇部が「．」の字状であるが、口径31.6cmの43は口縁部内端部が尖り、

新しい傾向を見せる。内面には疎らに播目が付けられている。177は口径約50cmの大喪である。

４４～50の播鉢は口縁部が屈曲して立ち上がり、縁帯部を形成し、口唇部は尖り、その下位の内面

は凹線状になる。内面の播目は、４６～50に見られるように口縁部に直角に入るものに、斜め方向の

ものが加わり、交差する。また50の底部内面にも十字に播目が入る。口径は45が28.2cm、４６が29.2

cm，４８は注口部が認められ34cm、４９が37.2cmである。４５は図上復元され口径32.2cm、底径12.8cm、

器高12.3cmである。これらは、１６世紀後葉から末葉のものである。５１と52は底部であるが、５１は１６

世紀代、５２は14世紀代と考える。

第3-39図と第3-40図84～95はロクロ成形による在地系土師質土器である。第3-39図53～67は

皿であるが、６７は口径8.4cmに比べ、底径は5.5cmで小さく、器高は2.1cmで高い特徴を持ち、他とは

器形が異なる。これに対し、５３～66の口径・底径・器高の平均は、8.4cm，6.8cm、1.3cmである。

６８～95は坪であるが、９３．９４は口径13cmであるが、底径は7.6cmと6.6cmで、器高は3.1cmであり、

口径に対し、底径が小さく、底部外端部が明瞭な稜を生じて、口縁部は内反り気味に立ち上がり、

－１５６－
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･他とは器形が災なる。７()～９２．９５の法曇の平均は、１１径12.lcI11、底径8.6cI11、器I断3.1cmとなる。し

かし、１１縁部の器唯は、７０～７２．７８．８０～８３．８７．８９．９０．９５は''1位から'二‘位が厚くなり、７３．７１．

－１６２－

第3-41図B-SDO64出土遺物実測図(6)
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７６．７９．８５．８６．４１などは、底部と近くが厚くなり、口縁端部に向けて、尖るように立ち上がる。

また、８３．８８．８９．９２には板状圧痕が残る。

第３章中世大友府内町跡第20次調査Ｂ区
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吉備系上師器

燭台

東播系

上釧

瓦蘭ｋ器

第３章中世大友府内町跡;第20次洲査Ｂ区

第3-.l()図96～108は非ロクロ系土師質土器である京都系土師器である。ノj〔都系･':師器には法里分

化が認められ、９６～100の､F均11径は8.8cⅢで、これに次ぐ大きさは、101～103.105.108で､|を均l」

径は11.7cI11である。さらに'().１．１()６．１０７は12.9cmとなる。内而には、10.1のような、撫で'二げ痕が

認められる。また、９９の｢l紘部にはススが付ｲ'fしており、灯明Ⅲlとして使川されている。

第3-.1()図109～116は他の'三師質上器に比較すると色調が白色であり、IIf備系土師器やＷｆ式土

器と呼ばれる土師質'二器の'111である。ＩＸｌ上で定形品に復元できる113は、１１径11.6cn1、底径3.5cm、

器尚3.lcI11である切他の資料の11径は、ｌｌｌがlOcI11、112は10.2clllである。また、細い粘上紐を廻らせ

形成される尚台の断面は113.11.1が細い三角形になるが、１１５と116は「．’の字状になる。底径は

１１１が4.6Ｃｌ１１，１１５は:lcⅢ、１１６は4.6cIllである。

第3-.llMll7～119は''１火の穴に木心を

立て、燭台と理解している上製品である。

'二面は窪み、円柱状に成形された上位がや

や細く、底部を広げて安定させている。

１１７は底部を欠くが、上面径８cmである。

118は上面を欠くが、底径は6.7cmで、器尚

は約7.5cI11である。119は完形IImI,で、｜:１，径

8.5cI11、底篠7.‘1cm、器尚7.lclllである。

120～126は、縁端部が肥11,ル、断面三角

形になる束播系須恵質土器の鉢である。

12‘lと125は注口部である。126はl］係27.2

cmを測る。

127～132.135は11縁部がﾙI|曲するｔ鍋

である。例示した7点とも_上師質土器であ

る。器而洲幣は、内1ｍが細かい横方向の刷

毛'1で、外面は撫でや指押さえ痕が残る。

135の口径は32.2cⅢである。

１３３．１３１．１３６～138は瓦賀’二器である。

i33が、縁端部が肥11,ｌする。１３１．１３６．１３７

は瓶似する器形であるが、1.1経は136が13.4

c111,138が21cmで誕形をしている。137は１１

縁部が屈曲し外反する鉢で、Ｉ|径は22.6cm

で、底部を欠くが器尚は約25cmが推測でき

る。

第3-42Ｍと第3－'3図117～150は凡髄上

器である。器形は鉢形をしており、器而は

へう磨きや撫でで仕上げられている。節3-

12図139は11径26.ＩＣⅢ、底傑17cm、器尚.1.3

cmである。Ｍ()は11縁外端部が突ＩＨし、１１

径31.2cmを測る。１１１は口径31.8cmで、’１１部

''１位で屈曲し、Ｉ|縁部がI閏立する。ｌ‘12は

タライ状の形態で、１１径33cm、底径23cm、

器間'0.‘ＩＣⅢ、1.13は肥ハルた１１縁部外1ｍに

－１６５－

１７６

ｒｒＯ

､Ｌ１０Ｃｌｍ

第3-44図B-SDO64出土遺物実測図(9)
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凹線が廻る。口径37.6cmである。144は土鍋の脚である。155は底径13.2cmの高台の付く底部である。

147は内面が刷毛目仕上げの鉢で、口径26.6cm、底径10.6cm、器高10.1cmである。150は口径28.6cm、

底径11.6cm，器高8cmで、口縁端部が肥厚し、内面は刷毛目調整の上に6本の櫛歯の工具で揺り目を

入れている防長系播鉢である。１４６．１４８．１４９は底部で、１４８．１４９の底径は９cmである。

第3-43図151は外径9.3cmに径３cmの穴を開けた大型のフイゴの羽口である。また、152は増渦の

口縁部の破片である。

１５２．１５４は滑石製の石鍋の破片である。154は鍔が付く口縁部であるが、２点とも再加工されて

いる。１５５．１５６は土器片を再加工し円盤状に仕上げている。155は径3.4,,12.69,156は5.4×6.3

cmで39.4ｇである。

158～172は紡錘形の土錘である、完形品の大きさから、159～162は長さ３cm台で４９前後である

'一一一､『－１

防長系播鉢

増渦

フイゴの羽口

石鍋

土錘

が、１６４．１６５．１６６．１６８～172は５cm前後で５９前後である。

１７３．１７４は緑色をした直径約１ｃｍのガラス玉で、半分に欠けている。ガラス玉

1７８

第3-45図B-SDO64出土遺物実測図⑩
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第３一｡1.1収|と第3-.l5Ml78は阿蘇縦灰岩製のイi造ＩＩＩｉＩＩである。175は口径26.‘1cI11で、注１１があり、器

商は1.1..k,１１１である。176は厚さ約l7cI11の八角形のｲ『略の台座と考える。無縫琳の一部の''1能性が強

い。178は方形で少なくとも四隅に脚が付く台である。高さは11.5cmで上而には高さ2.8clllの縁が付

く。

第3－'161､Xlは21.1.215を除くと、811t紀後葉から９世紀前柴の辿物である。179～182は土師器の

l不蓋で、179はその'置珠形のつまみである。183～2()6は杯であるが、高台が付くタイプと'1111膳へラ

切りで仕上げる２種瓶がある。前背には１８３．１８０．１９１の須恵器や、190や195のような内黒土器が

含まれる。また、196は価台付の戒のＩＩＪ能性が強い。器而は、領忠器を除き、全曲へラ磨きで調整

している。

207は尚坪で器而はへう磨きされている。２０８．２１０～212は喪である。胴部外面は刷毛'.'仕'二げで、

内面はへう削りである。209は須忠器で小型の蝋と考える。213は瓶と考える。

214は鉢形士器の脚であろう。215はIli戦時代前期の小哩丸底噸である。

第3-17似IにＢ－ＳＤＯ６１から出土した銅銭８点を図示した。216は草書体で！I＃かれた「至道元賓」

で初鋳年は995年（北宋）である。217は真書体で,ｉｆかれた「喫宋迦質」で初鋳年は1038年（北宋）

である。217～219は典ル体で１１ドかれた「皇宋辿伽で220は鎌!'ド体である。初鋳年は1038ｲド（北宋）

である。221は真審体で!'ドかれた「照寧元質」で初鋳年は1068年（北宋）である。222は行,¥体で詳

かれた「元符通賓」で初鋳年は1098年（北宋）である。227は判読不能である。

Ｂ－ＳＤ()6.1からはIli代に始まり、MlIt紀代の遺物が多岐に出｜:した。しかし、京都系.|:''111i器や景

徳鎮窯や流州窯系のIlIllil産陶磁器、ｌﾉj1iliに斜め捕りl-lを持つlllli前系陶器の補鉢が一定並あり、しか

も遺構の底面近くからも出土している。このことから、B-SDO6.ｌを1611t紀後梁から末葉と考える。

無縫塔
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婆

２．土坑

Ｂ－ＳＫＯ１５（第3-50図）

Ｂ－ＳＫＯｌ５は調査区の南西隅で検出された土坑で、西側は調査区の壁で、東側はB-SDO64と切

り合う。確認できる遺構の規模は南北3.4ｍ，東西2.5ｍ以上で、中央部が最深で30cmを測り、皿状

をしている。土坑の北側には、凝灰岩製の五輪塔の地輪や八角形の台座で、石列が東西方向に約1.5

ｍ構築されている。その方位は、Ｗ－７ｏ－Ｎである。

遺物は第3-48図と第3-49図のｌ～19に図示した。ｌは判読不明の銅銭である。２～５は貿易陶

磁器である。２は碗、３は皿の景徳鎮窯系青花で、小野編年の皿E群の２は口径13.8cm、底径８cm、

器高2.9cmである。４．５は中国産白磁である。６は備

五輪塔

'」

銅銭

景徳鎮窯系

白磁

備前系

‘皇君
＠

前系陶器の播鉢で、斜め播目が入る。７～９は京都系土

師器で、口径は12.3～13cmである。１０～13は瓦質土器で、

11は鍔付の土鍋で、１２は外面に菱形のスタンプ文が連続

して施文される。１４は内面に同心円文、外面に平行線の

叩き目のある須恵質土器である。１５は弥生土器の底部でpl｣さ日リノのつ狽忠貝工誘Ｅの。。ｌＤＩｒＪ､別､土工市Ｗｌ塵司》Ｅ Ｏ ３ｃｍ

ｰ信一
ある。１６．１７は滑石製品で、１８は一部を欠く土錘である。

19は砥石である。 第3-49図B-SKO15実測図

土錘

砥石

Ｂ－ＳＫＯｌ５の時期は出

土遺物から16世紀後葉から

末葉と考える。

Ｂ－ＳＫＯ１６(第3-51図）

Ｂ－ＳＫＯｌ６は調査区の

北寄りで、西側をＢ－ＳＤ

ＯＯ３、北西部をＢ－ＳＫＯｌ８

と重複する。土坑の規模は

南北約２ｍ、東西4.2ｍ以一

上で、東西に長い。深さは

中央部が最新で約30cmであ

る。

遺物は第3-52図に図示

した。１は中国産白磁であ

る。２は口縁部が屈曲し、

端部が肥厚する瀬戸美濃系

陶器の折縁ソギ皿である。

３は口径12.3cm、底径7.6cm、

器高2.1cmのロクロ成形に

よる在地系土師質土器であ

る。４は非ロクロ系の京都

系土師器で、口径9.1cm、－

器高1.7cmである。５は東、
、

播系須恵質土器の鉢の口縁

部である。

－１７０－
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、
６

ノ

Ｉ
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第２節遺構と遺物
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００９
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第3-50図B-SKO15実測図
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Ｂ－ＳＫＯｌ６の時期は、

Ｂ－ＳＤＯＯ３・Ｂ－ＳＫＯｌ８と

の切り合い関係や、２の折

線ソギ皿が出土しているこ

とから、l6IIt紀末蛭と考え

Ｆ
一
○
○
○
画

Zａ

－
１
Ⅱ
Ⅱ
‐
。
グ
メ
、

里冨

負、

厄厄

ざざ

、

E二０E二０
る。

LＧ１LＧ１
●
』

｡｡

十 岸十岸

巴４巴４

。

、

。

、
丞
国
丞
国

第３章中世大友府内町跡第20次1淵査Ｂ区

Zａ

１ｍ

－１７１－

約約

第3-51図B-SKO16実測図
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第3-52図B-SKO16実測図
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－１７２－

Ｂ－ＳＫＯ１８（第3-53図）

Ｂ－ＳＫＯｌ８はB-SDOO3と重複し、南半分の'二面をＢ－ＳＫＯｌ６が切る。遺構の規模は東西約1.5ｍ、

南北1.5ｍ、深さ約90cI11で、ほぼ同肌模の二つの-'二坑から描成される。

遺構内から第3-54凶に図示したロクロ成形による在地系土師質上器がまとまって出上した。こ

のうち、１～５は第3-53図に図示したように遮構の1.'1位から完形1V,で、６も近接して一括して出

・l2した。１～３は皿でｌは口径7.8cm、底径5.9Clll、器尚1.3cmで、２は１１径8.7cm、底径7.3cm、器高1.1

第 ２節造構と遺物

cII1で、３は’1径9.1cm、底径7.5cm、

器尚1.4cmである。４～６は杯で、

４は口径l2cIll、底径8.2cⅢ、器高3.:１

cmで、５は１１径12.7cm、底径9.3cm、

器尚3.4cmで、４は11経12.2,底係

8.3cm、器商3.3cmでほぼ同規格で

ある。口縁部も端部が外反する。

７は底部が6.7cmで小さく、内泌

気味に11縁部が立ち上がる坑状の

器形になる。８は１１縁部が屈曲す

る土鍋の１１縁部の資料である。

Ｂ－ＳＫＯＩ８の時期は土師質土器

の形態から1.1世紀中業から後葉と

考える。

５，０００ｍ

1ｍ

第3-53図B-SKO18実測図
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焼締陶器

黒紬陶器

瀬戸美濃系

備前系

常滑系

束播系

石鍋

吉備系土師器

焼塩壷

第３章中世大友府内町跡第20次調査Ｂ区

Ｂ－ＳＫＯ２０（第3-55図）

Ｂ－ＳＫＯ２０はB-SDOO3の上部に構築された大型の土坑である。規模は東西４ｍ、南北5.2ｍで、

深さは約50cmで、底面は大部分が平坦であるが、北壁沿いにB-SDKO31、東壁部沿いにB-SDK

O57などが掘り込まれている。遺構の内部には埋め立ての際に、操を集中的に廃棄したためか３ヶ

所で集石状態が検出された。

出土遺物は第3-56～3-60図に図示した。第3-56図の１は底径3cmで、中国産焼締陶器の壷であ

る。２は外反する口縁端部が玉縁になる中国産青磁の瓶である。３は底径10cmの、黒紬陶器の底部

である。４は瀬戸美濃系陶器の梅瓶の底部で、径7.8cmである。

第3-56図５～１２と第3-57図１３．１４は備前系陶器である。５は口径25.4cm、底径16.2cm、器高3.8

cmの皿である。６～14は播鉢である。６～８．１０．１２は、口縁部である。口径は10が28.4cm、１２が

33.8cmであるが、口縁部の形態は口唇部内面に凹線状の窪みが一条廻る。また、播目は口縁部に直

口するものと斜めになるものが交差する。８は注口部である。９．１１．１３の底部も同様な斜目播目

である。１４は斜揺目が無い。底径は９が13.4cm，１１は12.1cm、１３は13.9cm、１４は13.8cmである。

第3-57図１５．１６は常滑系陶器で、１５は底径14.4cm、１６は胴部最大径部の資料で、肩部には菊花

文状の円形のスタンプが押印されている。

１７～19は瓦質土器であるが、１７は鉢で外面に菊花文のスタンプが連続して２回押捺されている。

18は胴部が張り、口縁部が外反する壷である。１９は口径27.2cmで、口縁部が大きく外反し、端部が

立ち上がる。器面Iまへラ磨きされている。

２０は東播系須恵質土器の鉢の口縁部である。２１外面に突帯が廻る鍔付の土鍋である。２２は須恵質

土器での喪の肩部の破片で、内面に円形、外面には平行線の叩きによる調整痕が残る。

２３は土師質土器の片口の付く鉢である。口径は19.5cm、器高11cmで、底部は丸底である。器面は

横方向の撫でで仕上げられている。

２４．２５は滑石製の石鍋の破片である。

第3-58図の26～31は吉備系土師器で、口径は28が11.2cm、２９は10.4cm，３０は12cmである。３１の底

径は5.1cmであるが、高台は退化縮小した断面三角形をしている。

第3-58図32～49はロクロ成形による在地系土師質土器である。３２～35は皿で、３２は口径７cm，

底径は5.7cm､器高1.3cmである。３３は口径8cm、底径は6.7cm、器高1.2cmで、３４は口径8.3cm，底径は7.

3cm、器高1.4cmである。３５は口径8.4cm，底径は6.5cm、器高1cmである。

３６～46は坪である。法量の平均は口径12.3cm、底径9.2cm，器高2.7cmである。口縁部の器壁の厚

さは38～４３．４6のように中位から上位にかけて厚いものが目立つ。また底部には、４２のような板状

圧痕や３９．４３．４６のようなスダレ状の痕跡が残る。

４７～49は以上の皿や坪と同じロクロ成形の在地系土師質土器であるが、口径に比較すると底径が

小さい１５世紀末から16世紀前葉に編年される皿である。４７は口径8.2cm，底径4.8cm、器高1.8cmで、

48は口径7.8cm、底径4.3cm、器高1.7cm，４９は口径7.5cm，底径4.8cm、器高2.4cmである。口縁部は逆

ハの字状に開き、４８の内面にはラセン状のロクロ目が残り、口唇部にススが付着する。

５０～66は京都系土師器であるが、規格や器形で幾つかに分類できる。５０は口縁部にススが付着し、

口径8.8cm、器高2.2cmで最小である。次に大きいのが５１．５２で、口径11cm前後である。そして、５３

～59は口径12.5cm前後で、器高は平均2.6cmである。これに対し、６０～65は口径に対し器高が高く、

61.62は口径10.2cm，10.8cmと小さいが、器高は3.3cm、３cmと高く坪形をする。他の口径も63が12.3

cm、６４は11.8cm、６５は12cmであるが、器高はいずれも３cm以上あり、坪形を呈している。

６６は口径6.3cm，器高1.9cm，底径4.9cmの小型のロクロ系土師器である。焼塩壷の蓋の可能性もあ

る。

－１７３－
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第２節遺構と遺物

第3-59図67～83は8世紀後半から９世紀前葉の遺物で、６７は土師器の坪蓋である。６９～71は回転

へラ切りの底部をもつ坪である。７２～75は高台が付く土師器腕である。７６．７７は土師器皿である。

これらの器面は横方向のへラ磨きで調整されている。７８～83は口径15cm前後と22cm前後の喪である。

口縁部周辺は横方向の撫でで、胴部外面は縦方向の刷毛目である。８３は口径に対し、長胴である。

８４．８５は土器片加工品で土器片を研磨し円形に仕上げている。８４は2.7cm×３cm、８５は3.5cm×4.8

cmである。

８６は緑色をしたガラス製品である。半分に欠けるが径は0.8cmである。ガラス製品
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上郷

銅銭

ヲ

８７～(Ｍの土純は93以

外紡錘形をしている。

規格は87～89は長さ３

cm台、亜さ４９樫度で

あるが、９０～92は長さ

４CII'以上ある。９１は他

に比核すると太く、ｉＲ

さも１１．５唐ある。９３は

両端部に紐を巡らすく

びれを持つｋ錘である。

長さは3.8cmであるが、

重さは12.99を測る。

第3-60凶95～98は

銅銭である。９５は豪!'ド

体で11$かれた「尺聖元

質」で初鋳年は1023年

(北宋）である。９６は

｢嘉定通賛」で初鋳年

は1208年(附宋)である。

ヴ
Ｐ

第３i,;ｆ’'１世大友府内町跡第20次,洲査Ｂ区

ロ ３ｃｍ

第3-60図B-SKO20出土銅銭実測図

ロ 1ｍ

５．０００ｍ

第3-61図B-SKO22実測図

§

蝿I蕊リ

ロ １０ｃｍ

第3-62図B-SKO22実測図

－１７９－



○

97は茨書体で書かれた「政」・「通」・「資」は判読できるものの、銭銘は特定できない。９８も行書体

で書かれた「聖」・「元」・「費」は判読でき「天聖元賓」の可能性がある。

Ｂ－ＳＫＯ２０の時期は、京都系土師器や斜め揺り目の備前系陶器の播鉢が床面などから一定量出

土することから16世紀後葉から末葉と考える。

Ｂ－ＳＫＯ２２（第3-61図）

Ｂ－ＳＫＯ２２は調査区中程のＬ－４４区で、Ｂ－ＳＤＯＯ３と西側を接し検出された不定形な浅い土坑

である。遺構の規模は南北約３ｍ、東西約2.4ｍで深さは10数cmである。床面にはさらに２ケ所細

長い10数cmの掘り込みが検出された。

遺物は第3-62図に図示した。１は器高4.9cmの瀬戸美濃系陶器の天目茶碗である。２．３は口縁

部が屈曲するタイプの土鍋である。内面は横方向の刷毛目で器面調整されており、外面は横撫でで

ある。４は口径35.2cmの瓦質土器である。内外面横方向に丁寧Iこへラ磨きされて、頚部にはへうで

連続的な刻み目が付く。黒色に焼成されている。

時期は14世紀代の可能性が強いが、決定できる良好な資料はない。

Ｂ－ＳＫＯ２３（第3-63図）

瀬戸美濃系

瓦質土器

SK-BO24

<‘tI‘b言
Ｂ－ＳＫＯ２３とＢ－ＳＫ

Ｏ２４は調査区東南部のＬ－

４６で検出された連続する

２つの土坑である。Ｂ－

ＳＫＯ２３は南北約1.8ｍ、

東西約1.5ｍで､深さは約

25cmの不定形土坑である。

遺構内から出土した第

３－６４図の銅銭は、豪書

体で書かれた「天聖元資」

で初鋳年は1023年（北宋）

である。銭銘間には４ヶ

所穿孔されている。また、

第３－６５図２～７に図示

したロクロ成形による在

地系土師質土器は、７の

坪以外は皿で、法量は、

２が口径８ｃｍ，底径7.2

cm、器高1.4cmで、３は

口径7.8cm，底径6.5cm，

器高1.2cmである。４は口

径8.6cm，底径７ｃｍ、器

高1.3cmで、５は口径8.8

cm、底径7.7cm、器高1.2

cmである。６は口径8.8

cm，底径6.8cm、器高1.2

cmである。７は坪で口径

12.8cm，底径はいびつで

裏?JJ萱、
、

I,

iii

－－‐

－１８０－

~

の
銅銭 。

０
○

第２節遺構と遺物

I,

SK-BO23

、

第3-63図B-SKO23・SKO24実測図

党
一
一
一
瓦
｜
・

、
｝
↓
一一

面
わ
。
○
ョ

Ｃ＠、_室－

１常懲＝ｊ
研 ▽

#'二≦ﾐﾐﾐ雪
､忌息JE重Ｑ

＝鋤，
０
－－－一



第３噸ilIllt大友府内町跡第20次I淵査Ｂ区

あるが8.7cm、器I笥は3.1cmである。

Ｂ－ＳＫＯ２３の時期は、在地系土師質上器の形態からl』111t紀Il喋から後葉と考える。

Ｂ－ＳＫＯ２４（第3-63図）

Ｂ－ＳＫＯ２１は、Ｂ－ＳＫＯ２３の南IILi部に接続するような･位渦で検川された｜:坑である。規模は、

南北1.4ｍ，束I｝Ii1.5ｍで、深さは約.I5cnlあり、二段MIIりになっている。

龍泉窯系遺構|ﾉ､lからは第3-65図８～12に似l示した遺物が出ｔしている。８は底径８cmの龍泉窯系青磁碗

である。兇込み部にはへう柵きの花文がある。９～11はロクロ成形による在地系土師質土器である。

９はI｣篠8.2cI11、底径約７cnl、器高約ｌｃｎｌのⅢlである。ｌ()はI｣径約8.8clll，底径約7.6(､１，器尚1.7cI11の

小ﾉW』の1不である。１１は１１縁端部を欠くが、底径9.5cmのj不で、｜|縁部の器壁は中位から上位が厚く

1ｉｆ傭系.'二師器なる。１２は断1m三角形で径4.6cmの小さな尚台が辿る吉備系-'二師器である。

以上の'11-上遺物から、Ｂ－ＳＫＯ２１の時期は、lllIt紀前雌の可能性があり、Ｂ－ＳＫＯ２３と共に、

この周辺で多数検出された、後述する礎盤進物群と

８

－１８１－

係わると砦える。

ロ ３ｃｍ

第3-64図B-SKO23出士銅銭実測図

B－ＳＫＯ２３

B－ＳＫＯ２４

日

Ｌ
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第3-65図Ｂ－ＳＫＯ２３・SKO24出土遺物実測図
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Ｂ－ＳＫＯ３１（第3-66図）

Ｂ－ＳＫＯ３１はＢ－ＳＫＯ２０の底面を精査中に検出された土坑である。検出面での規模は、東西1.26

ｍ，南北0.98ｍの隅丸長方形をしていた。底面は中央部が最深となる緩い船底状になり、検出面か

らの深さは30cmである。底面の規模も、東西1.1ｍ、南北0.87ｍで、隅丸長方形をしている。

土坑内からの出土遺物は、図示出来るような良好な資料が出土しなかったが、ロクロ成形による

在地系土師質土器の坪の破片14点が操と共に出土し、京都系土師器などは見られない。このため、

時期はＭ世紀から15世紀代前半の可能性が強い。この隅丸方形の竪穴があった場所に16世紀後葉か

ら末葉にＢ－ＳＫＯ２０を掘り込んだものと思われる。

第２節遺梢と遺物

↑
仁
○
○
哩
寸

第3-66図B-SKO31実測図

Ｂ－ＳＫＯ４７（第3-67図）

Ｂ－ＳＫＯ４７は調査区の東南部Ｌ－４７区で検

出された埋納土坑である。検出面での土坑の規

模は、東西65cm、南北80cmの楕円形をしている。

底面は東西45cm，南北50cmであり、深さは南西

部が最深で約20cmを測る。土坑内からは、第3-

68図２に図示した土師器の喪が出土した。その

状況は、土坑中央部に底部を下、口縁部を上に

した正位置で、埋納された状態であった。

喪は底部を欠くが、ほぼ完形品で、穿孔など

は確認できなかった。器形は胴部が寸胴で、ほ

ぼ直立し、口縁部は外反し、口縁端部はやや肥

厚する。底部は丸底で、一部にススが付着す

埋納土坑

，

､宝

4,500ｍ

、
。
○
○
○
『
ゴ

１ｍ

－１８２－

第3-67図B-SKO47実測図

る。器面調整は、粘土積みの

痕跡が残るが、全面横方向の

撫でで仕上げられている。

ｌは土坑内から出土した土

師器の坪である。法量は口径

は13.8cm、底径7.9cm、器高3.4

cmである。器面調整は、底部

以外内外面とも撫でで成形し

ているが、その後へラ磨きさ

れている。底部は回転へラ切

りで、粘土塊から切り離され

ている。口縁部の器壁はほぼ

一定で、口縁端部が緩く外反

する。

Ｂ－ＳＫＯ４７の出土遺物の

時期は、８世紀後半から９世

紀前半で、府内町跡20次調査

で出土する古代の遺物とほぼ

同時期であるが、遺構として

確実に認識できるのは、この

Ｂ－ＳＫＯ４７のみである。

5,000ｍ

豆璽里，



第３章中世大友府内町跡第20次調査B区

Ｂ－ＳＫＯ４８（第3-69図）

Ｂ－ＳＫＯ４８は調査区の南隅Ｌ－４８区で、Ｂ－ＳＤＯＯ３の東壁を精査中に検出した土坑である。B-

SDOO3を調査中は、この遺椛の上面の輪郭を確認することは出来なかったため、Ｂ－ＳＤＯＯ３より

古い可能性が強い。検出された遺構の規模は、上面が南北約１ｍ、東西約１ｍの円形であるが、底

面は東側隅が最深部となり、東側の壁はオーバーハングするが、西側の壁はそれに比較すると緩や

かである。深さは、検出面から約1.2ｍあり、底面は約南北70cm、東西約50cmで比較的平坦である。

遺物の出土状況は図示しているように、深さ約1.2ｍの遺構内で、検出面から約50cm前後の位置

から出土するグループ10数点と、底面近くで出土する５点のグループに明瞭に分かれる。前者を上

層出土遺物、後者を下届出土遺物として報告する。

０ １０cｍ

第3-68図B-SKO47出土遺物実測図

まず、上層出土遺物は第3-70図に図示した。これ

には、下層との間で検出された16もこれに含める。

集中して出土した遺物は、全てロクロ成形による在

地系土師質土器である。このうち、ｌ～８は皿である。

ｌは口径7.5cm、底径6.7cm、器高1.3cmで、２は口径

9.1cm、底径7.2cm、器高1.2cmである。３はいびつであ

るが、口径約8.5cm，底径約7.1cm、器高1.1cmで、４は

口径9cm、底径7.2cm、器高1.1ｃｍである。５は口径8.3

cm，底径6.3cm、器高1.3cmで、６は'三|径8.4cm、底径7.3

cm、器高1.2cmである。７は口径8.3cm、底径6.6cm、器

高1.3cmである。７は口径8.8cm、底径6.1cmであるが、

器高が約1.7cmと他の皿に比較すると高い。これらの

皿は５の底部が厚いものの、他は口縁部との差は少な

い。４．５．８の底部には板状やスダレ圧痕が付く。

９～17は坪である。９は口径12.4cm、底径9.5cm、器

高2.6cmで、口縁部中位の器壁が厚い。１０は、口径12.2

cm，底径8.1cm、器高2.9cmで、口縁部の器壁は一定で

端部が尖る。１１は口径13cm、底径9.8cm、器高３cmで、

12は口径13.2cm、底径10.2cm，器高2.9cmで、２点とも

口縁部中位の器壁が厚い。１３～15は口縁部の器壁はほ

－１８３－

､、、_亀一一亥
０へ～－－一一一一一一一一一１ｍ

第3-69図B-SKO48実測図



ニニフ

ぼ均一である。１３は口径12.4cm、底径9.1cm、器高3.2cmで、１４は口径12.7cm、底径9.1cm、器高2.8cm、

15は口径12.6cm、底径8.3cm、器高３cmである。１６は口径12.3cm，底径９cm、器高2.2cmで、１７は口径

12.6cm、底径9.6cm，器高2.7cmである。１５．１７の底部にはスダレ状圧痕が付く。

第３－７１図は銅銭の破片である。新書体の「宋」・「通」の文字が判読でき、1038年（北宋）が初

鋳年の「皇宋通賓」の可能性がある。

第3-72図は下層出土の資料を図示した。１９～23はロクロ成形による在地系土師質土器の坪であ

るが、１９と20は他の坪に比較すると、口径に対し底径が小さく、器高が高い傾向を示す。１９は口径

12.9cm、底径7.3cm、器高3.1cmで、２０は口径12.1cm、底径7.4cm、器高3.3cmである。２０の底部には

銅銭

ノ
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騨
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－１８４－
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第２節遺構と遺物

篭蕊蕊1蕊謬

第3-70図B-SKO48出土遺物実測図（上層）
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第３噸’''''1:大友府内町跡第20次洲査ＢⅨ

スダレ状のI|皇痕が付く。２１は11径12..1cm、底経8.1cm、器,i､ji2.9cⅢで、２２は11径12.6cm、底径8.8cⅢ、器

尚３cI11である。２３は口経12.7cm、底催9cm、器尚2.9clllで、１８．１９に比I陵すると１１径はほぼIIilじであ

るが、底径はlc'１１以上小さい。２０．２３の底部にはスダレ状圧痕が付く。

２４は１１縁部が外反する･'二鍋と考える。２５は尚台が廻る古代の碗で、器面は横方向にへう癖きされ

ている。２６は全而へラ隣きされた瓦質土器で、芯などの一部であろうか。これら３点は流入進物で
ある。

Ｂ－ＳＫＯｌ８から出土したロクロ成形による’二師質上器は、切り合い関係にあるＢ－ＳＤＯＯ３と一

緒に考えると、古い順にド届出上→1J『ﾘ出土→Ｂ－ＳＤＯＯ３出,_l:となる。‐ド屑には｢I徒に比'陵する

と底径の小さい１９．２０があるが、ｌ州には見られないなど、遺物相に杵干の変化も見られるが、数

敗が少なく、遺構のも小さいため、埋没するのに長時間が考えられず、ここでは1.1世紀前葉からIli
葉と考える。

1９

てこ１－－ノ
四２

2ｍ

呂〆

鶏
lＲ .墨ﾐ電遜彦

(０ ３ｃｍ

第3-71図B-SKO48出土銅銭
実測図

２１

二二三|==ノ一

了一う

2３

、＝墓参
ロ lＯｄｍ

第3-72図B-SKO48出士遺物実測図（下層）
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１ｍ

Ｂ－ＳＫＯ５７（第3-74図）

Ｂ－ＳＫＯ５７はＢ－ＳＫＯ２０の底面を精査中に東壁沿いで検出された土坑である。検出面での規模は、

東西1.65ｍ、南北1.1ｍの隅丸長方形をしている。底面ほぼ平坦で、検出面からの深さは約50cmであ

るが、Ｂ－ＳＫＯ２０の検出面からだと約１ｍに達する。底面の規模も、東西0.75ｍ，南北1.4ｍで、隅

第3-74図B-SKO57物実測図

丸長方形をしている。

土坑内からの出土遺物は、第3-73図に東播

系須恵質土器の鉢の口縁部を２点図示したが、

この他、龍泉窯系青磁の小片や、ロクロ成形に

よる在地系土師質土器の小破片が出土している。

こうした傾向は、同じ状況で調査されたＢ－Ｓ

ＫＯ３１と同様で、遺構内からは京都系土師器な

ど16世紀代の遺物を出土しない。このため、B-

SKO57はＢ－ＳＫＯ２０が掘削される以前の14世

紀から15世紀前半代の遺構と考える。

Ｂ－ＳＫＯ６０（第3-76図）

Ｂ－ＳＫＯ６０は調査区の南、Ｌ-46区で検出された土坑である。

約1.8ｍの隅丸方形をしている。底面は明確で

束播系

鮭

〃

【】

遺構の規模は東西約２ｍ、南北

０

はなく、北側は浅く段掘りになっているが、南

側は深く、約40cmで、底面は平坦である。

遺構内からは、図示している操の他、龍泉窯

産青磁や備前系陶器、ロクロ成形による在地系

土師質土器のなどが出土している。第3-75図

に図示した１は京都系土師器で、法量は口径7.6

cm、器高2.3cmで口縁部外面を指で強く押さえ

て撫でている。２は高台の付いた椀の底部である。

Ｂ－ＳＫＯ６０からはl‘1世紀代から16世紀代の遺

物が出土しているが、京都系土師器が図以外に

－１８６－

い －

ＺＺ
０ １０cｍ

第２節遺構と遺物

、
‐
Ｊ
Ｊ

第3-73図B-SKO57出土遺物実測図

5,000ｍ

第3-76図B-SKO60実測図

＝宥云で7２－
１ ０cｍ２

第3-75図B-SKO60出土遺物実測図
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第３竜中世大友府内町跡第20次調査Ｂ区

も４点出土しており、備前系陶器にも16世紀代と考えられる破片があり、１６世紀後葉から末葉と想

定する。

Ｂ－ＳＫＯ６３（第3-77図）

Ｂ－ＳＫＯ６３は調査区北寄りのＬ－４２区で検出された小竪穴である。検出面での規模は南北90cm、

東西60cmで、底面は南北60cm、東西36cmで、深さは32cmである。遺構内からは、ロクロ成形による

在地系土師質土器の坪が３点、遺構が埋没する段階で流れ込んだ状態で出土している。

出土した在地系土師質土器の坪は第3-78図に図示したが、ｌは半分を欠くが、口径12.8cm，底

径9.2cm，器高2.6cmで口縁端部が尖る。２は歪であり、口径は12.3～12.5cmで、底径は8.2～8.9cm，

器高は2.8cm前後である。口縁部の器壁は、上位で肥厚する。３も歪であり、口径は12.8～13.2cmで、

底径は9.4～9.6cm、器高は2.6～3.1cmである。口縁部の器壁は、底部近くが薄く、口縁端部にかけて、

断面が紡錘形状に肥厚する。

Ｂ－ＳＫＯ６３の時期は、在地系土師質土器の形態から、１４世紀代と考える。

Ｂ－ＳＫＯ６６（第3-79図）

Ｂ－ＳＫＯ６６は調査区の南寄り、Ｌ-46区の束北隅で検出された遺構である。幾つかの土坑が切

り合っていた可能性もあり、不定形で、複雑な形状を呈する。全体の規模は、南北約1.1ｍ、東西

も約1.1ｍであるが、南側が複雑に入り組む。また深さは、南西隅に少なくとも３つの小土坑や柱

穴状土坑が掘り込まれており、最深部は西壁

沿いの柱穴で、約30cIIlである。

出土した遺物は第3-80図に図示したが、

１．２はロクロ成形による在地系土師質土器

の皿で、ｌは口径7.6cm、底径6.8cm、器高1.2

cm、２は口径7.8cm、底径68cm、器高1.4cmで

底部から口縁部をつまみ出している。３．４

は坪蓋である。口径は３が口径14.6cm，４が

17.8cmで、２点とも器面は横方向のへラ研磨

で調整されている。５は口径24.8cmの喪で、

口縁部は内側に稜を生じて屈曲する。

このＢ－ＳＫＯ６６から出土した遺物は、１．

２が14世紀代と想定されるが、３～５は８世

紀後半から９世紀前半である。遺構自体も幾

つかの土坑が切り合った状況であり、判別は

できないが、二時期の遺構で構成されている

可能性が強い。

１

=_ノ ﾆニヲグ
２

１０cｍ

、

第3-77図B-SKO63実測図

二三グ
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第3-78図B-SKO63出土遺物実測図
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第２節遺構と遺物

白磁

瀬戸美溌系

龍泉窯系

備前系

瓦質土器

Ｂ－ＳＫＯ９６

Ｂ－ＳＫＯ９６は調査区のＫ－４３区で検出された方形の土坑で、規模は南北3.3ｍ、東西は西側をＢ－Ｓ

ＤＯ６４と切り合い関係にあるが、2.8ｍ以上はある。形態はほぼ方形で、深さは約20cmである。

第3-81図に図示したものは、遺構内から出土した主要遺物である。ｌは底径5.8ｍの中国産白磁

で、底部を含め、全面に施紬である。２．５．７は瀬戸美濃系陶器で、２は口径10cmの折縁ソギ皿

である。３は口径10.6cIn，底径６cm，器高2.3cmの折縁皿である。４は口径８cm、底径４cm、器高２

cmの高台の付く皿で、薄く施紬されており、胎土から判断した。５は天目茶碗の破片で、3.2cm×3.6

cmの円盤状に加工している。７も天目茶碗の底部で、部位を利用し、径4.4cmの円盤状に仕上げて

いる。６は底径５cmの緑色の紬がかかった碗で、底部は露胎である。龍泉窯系青磁碗の粗悪品の可

能性もあるが、雰囲気が異なる。

８～11は備前系陶器である。８は口径2.8cm、器高3.8cm、器高2.4cmの小型の製品である。口縁部

は内湾し、端部は内側に連続して指押さえで曲げられている。９～11の播鉢の口縁部の形態は、端

部内側が、凹線状に窪み、口唇部が尖る。内面の揺り目は、口縁部と直角になるものと斜めになる

ものが交差する。

１２．１３はロクロ成形による在地系土師質土器である。１２の皿は口径８cm、底径７cmで、器高は1.2

cmである。１３の坪は口径12cm、底径7.6cm、器高3.3cmで、口縁部の器壁は中位が厚い。

１４．１５．１７は瓦質土器で、１４はＢ－ＳＫＯ２２の４と同一個体と思われる。内湾する胴部に直立す

る口縁部が付き、端部は肥厚する。頚部にはへうによる縦方向の短沈線が連続して入れられている。

15は口径31.8cmで、鉢状の器形をしている。１７は底部に円形の穴が開く容器である。

１６は京都系土師器で、口径は12cm、器高は2.5cmで、器壁が厚い。

１８は口径18.4cmの喪で、口縁部は横撫で、胴部は縦方向の刷毛１８は口径18.4cmの喪で、口縁部は横撫で、胴部は縦方向の刷毛

目調整である。

Ｂ－ＳＫＯ９６の時期は、２の折縁ソギ皿、９～11の斜め播目の

入る備前系陶器の播鉢、１６の京都系土師器などが出土しているこ

とから、１６世紀末葉と考える。

へ

５０cｍ０５０
一三一一一一

．

5,100ｍ
・一

第3-79図B-SKO66実測図

＝豆ク亡＝1一三Ｚフ
２

潅雲雲鍵譲

ミミミ ３

〃

二三三、 ４ ０ １０cｍ

第3-80図B-SKO66出土遺物実測図
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Ｂ－ＳＫＯ９７（第3-82図）

Ｂ－ＳＫＯ９７はＫ－４４区でＢ－ＳＤＯ６４を切った状態で検出された土坑である。遺構の規模は、南

北約2.3ｍ、東西1.8ｍの南北に長い楕円形をしており、底面は検出面から約75cmで達し、南北1.5ｍ、

東西1.2ｍ以上ある。底面はさらに中央部が径50cmの範囲で、約30cm掘り窪められ、径20cm程度の

底面を形成する。遺構内からは、土坑を埋め立てる際に、半分埋まった時点で、川原石を多量に投

棄している。このため、遺構の中央部に厚さ約50cmの範囲で人頭大から拳大の川原石が集石状態で

検出された。また、集石やその周辺から第3-83図に図示した遺物も出土している。

第3-83図１～４は備前系陶器である。ｌは底径6.4cmで、低い高台が廻る徳利形の器形が想定で

きる。高台の内側中央にへう書きによる「太」の文字が刻まれている。また、底部から胴部にかけ

て、備前系陶器独特の火裸が見られる。２は大弧であり、肩部Iこへラ書きによる文字が見られる。

｢ひねり土」の「土」の字であろうか。３は口径４cmの小壷である。口縁部は一ケ所片口になって

おり、液体容器であった可能性を強くする。胴部の最大径は約９cmで、その部分に「｜大」とへラ

書きされている。４は口径31.2cm，底径16.2cm，器高12.1cmの播鉢である。口縁部は注口部を一ケ

所に持ち、口唇部は斜めにカットされている。内面の捕目は、口縁部から底部にかけて直角に、６

備前系

火羅

本の櫛歯状工具で入れられている。

５はロクロ成形による在地系土師質土器の

坪である。口唇部を欠くが、口径は約11.7cIn、

底径8.8cm、器高約2.6cmである。口縁部の器

壁は、底部からほぼ均一である。

６．７は京都系土師器である。６は口縁部

下に強い指押さえによる凹線状の窪みが廻る。

７は口径8.8cm、器高２２cmの小型品である。

２点とも器壁が厚い。

８は瓦質土器の口縁部の大きな破片である。

口縁部は直立し、端部は肥厚する。器面は横

方向のへラ磨きされ、口唇部は丸く仕上げら

れている。口縁部の上面観は、花弁状、また

は方形の一部が丸く突出する形態と想定され

る。

９は瓦質土器の破片を敵打、研磨し、６ｃｍ

×6.2cmの円盤状に仕上げた加工品で、４６ｇ

ある。

Ｂ－ＳＫＯ９７の時期は、４の15世紀代に編

年される備前系陶器の播鉢の良好な資料が出

土している。しかし、他の備前系陶器の１．

３の小物は１６世紀後半に量産されるものであ

り、２の大喪の破片も16世紀後半に属すると

考える。さらに、６．７の京都系土師器も

16世紀後葉から末葉に編年されるものである。

こうしたことから、１６世紀後葉から末葉の時

期と考える。

第２節遺構と遺物

第3-82図B-SKO97実測図
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第２節遺椛と遺物

Ｂ－ＳＫＯ９８（第3-84図）

Ｂ－ＳＫＯ９８はＢ－ＳＥ()09の'二IiIiで検出された|急坑である。東側の一部はＢ－ＳＥＯＯ９を半戯して

掘り下げた際に失われた。辿構上面の規棋は、南北1.1ｍ、束Ｉ)Ｌｉｌｍ以上で、皿状に窪み、南東部

が妓深であるが、検出IiIiから約20cmである。遺櫛内からは第3-85凶に図示したロクロ成形による

任地系土師質|器が、埋まっていく途I|･Ｉ

で廃棄された状態で検出された。

第3-85図ｌは11径12.6cm、底径8.'lclll，

器尚3.3cmで、口縁部は底部近くの器唯

が)',堅く、１１縁端部にかけて尖るように立

ちｌ２がる。２は[1径12.2cm、底径約8.8cⅢ、

器I断2.7cmで、口縁部の器壁は、底部近

くが薄く、ｋ位が厚い。３は１１径13.1cⅢ、

底径9.3clll、器高3.ｨlcI11で、１１縁部の器唯

は、ほぼ均一である。４は11径l3c'１'、底

径9.《lcIll、器術3.2cmで、口縁部の形態は、

端部がやや外反する。底部にはスダレ状

圧痕が付く。

Ｂ－ＳＫＯ９８の時期はMllt紀''1葉から

後蛭と考える。
第3-84図B-SKO98実測図

薄雲雲議譲’
２

ﾆニーミク
４

ロ １０ｃｍ

第3-85図B-SKO98出士遺物実測図

Ｂ－ＳＫ１００（第3-86図）

Ｂ－ＳＫｌＯＯはI淵査区の南、Ｌ-.161ﾒﾐの南四隅で検出された土坑である。

南北約1.2ｍ、束IﾉW約0.8ｍの精円形をしている。北端部にはil'〔径18cm深さ

25cmの柱穴状のMIlり込みと!E複する。また、遺構の深さは、検出面から約

2()cnlで、底面は､F坦である。底lliIiには、１１.Li側と東側に幅lOcnl、深さlOclll弱

の側溝状の溝が付けられている。

遺構内から出土した遺物は、図示していないが、龍泉窯系1Ｗ滋の小破片、

京都系｜負師器、ロクロ成形による在地系|師薗土器、瓦質土器などがわず

かにＭＩＩしている。

以上の状況や出土辿物から、Ｂ－ＳＫｌＯＯの時期は、ｌ‘1世紀代の遺物を

含むものの､京都系ｋ師器が出上していることから、１６世紀後葉と考える。

－１９２－

３

－４，９００ｍ

、

第3-86図B-SK100実測図
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Ｂ－ＳＫ１０７（第3-87図）

Ｂ－ＳＫｌＯ７はＫ－Ｉ５で検出された上坑で、西側をＢ－ＳＤＯ６１から切られる。確認できた規模は、

束IJIi約0.8ｍ、南北約１ｍで、，険出1ｍからの深さは約70cnlで、東側の畦に小さい段が付き、二段掘

り状になる。遺椛内からは、人頭大の川原石とともに第3-88図に図示したロクロ成形によるｲl弛
系士師質-ｔ器が出土した。

第3-88図ｌは'1径8.2clll、底径7.2cm、器尚1.2cmの皿である。２は1下で、１１径I2cII1、底径8.9cⅢ、

器尚2.9cmで、Ｉ~I縁部の断面は、底部付近が薄

く、中位が厚くなる。

Ｂ－ＳＫｌＯ７の時期は、在地系-上師質上器の

形態からＭ枇紀il1紫から後葉と考える。

防長系播鉢

口
Ｃ
Ｃ
Ｃ
一
弐

－１９３－

、

第3-90図B-SK113出土遺物物実測図
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第3-88図B-SK107出士遺物実測図 第3-87図Ｂ－ＳＫ１０７実測図

Ｂ－ＳＫ１１３（第３－８９図）

Ｂ－ＳＫｌｌ３はＫ－，15で検出された上坑である。北を庇辺に

した二蝶辺三角形状の浅い伽り込みの、北隅にMllり込まれた

'二坑である。脱模は、束l凡i1.2ｍ、南北1.2ｍであるが、半円

形となる。底面はI|'央部が深く約35cmである。

Ｂ－ＳＫｌｌ３から出ｋした遺物は第3-90図に1点のみ凶化

した。’1径28.8c''１で、’1縁端部が内側に肥際し、断面が三角

形になる瓦質土器で、防健系播鉢である。この遺物以外にも、

辿隣内からは、景徳鎮窯系育花の小破片、備前系陶器の破片、

京都系.･'二師器などが少雌であるが出上している。

以上の出-上遺物の状況から、Ｂ－ＳＫｌｌ３の時期は、16111：

紀後半と想定する。

Ｂ－ＳＫ１２２（第3-92図）

Ｂ－ＳＫｌ２２は調査|左の|府寄り、Ｋ一・15で検出された上坑であ

る。検川而での規模は東西

１ｍ

r型

、
△ﾐ三

第３竜’'''1t大友府内llIj,跡第20次I洲査Ｂ区

第3-89図B-SK113実測図

４，８００ｍ

、一

1０

一約0.7ｍ、南北１ｍの桁'１１

形をしている。遺椛内は検

出1ｍから30cmの南側で段が

検出され、さらに北側を掘

り下げると約25cmで底1ｍが

検出された。辿描内からは、

第３－９１Ｍに図示したロク



筏
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ロ成形による在地系ｋ師質土器が２点、上部から出･ｔ

した。この他、小破片であるが、ｌ１ｉｌ類の土師質上器や

瓦質･'器が、辿椛の規模の割には多並に出|:している。

面下 フ

5,0001Ｔ

lＯｃｒｒｌ

5,0001ｍ
陽Ｉ

第3-93図B-SK124物実測図
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第3-92図B-SK122実測図第3-91図B-SK122出士遺物実測図

節２節遺構と辿物

第３－９１図ｌは1-1径11.9cI11、底径8.7cI11、器岡３cmで、

底面にスダレ状圧痕が付く。口縁部の形態は、底部

近くが比岐的薄く、Ｌ|』位が犀い。２は口径12.2cm、

底径9.6cm、器尚2.8clllである。’１縁部は底部近くが

厚い。

時期はl‘111t紀''１雌から後雌と券える。

腿i雪雲ｉ
弓

第3-94図B-SK124出土遺物実測図
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瀬戸美澱系

滝州窯系

龍泉窯系

白磁

吉備系土師器

第３章中世大友府内町跡第20次調査B区

Ｂ－ＳＫ１２４（第3-93図）

Ｂ－ＳＫｌ２４はＢ－ＳＫｌ２２の北側、Ｋ－４４で検出された土坑である。規模は、上面が南北1.6ｍ、

東西0.93ｍの隅丸長方形をしている。深さは検出面から約53cmで、底面は概ね平坦で、南北1.2ｍ，

東西0.7ｍである。遺構の規模は小さいが、内部からは、第3-94図に図示した多様な遺物が出土し
た。

第3-94図ｌは瀬戸美濃系陶器で、大きく外反する口縁部は、口径10cm，低い高台が付く底部の

径は６cm、器高は2.3cmである。全体に紬がかかる。２は口径10cm、底径５cm，器高2.8cmの滝州窯

系青花の皿である。文様は口縁部内外面、底部内外面に圏線のみが入れられている。底部の高台の

内側は露胎である。この資料以外にも滝州窯系青花片が5点出土している。３は口径11.2cm、碁笥

底状になる底径は6.4cm、器高は2.7cmの青磁の菊花皿で、底部外面は蛇の目紬剥ぎある。４は京都

系土師器である。４の口径は11.4cmで、外面に手づくねの痕跡を残す。５は口径12cm、器高1.9cmで

ある。６は口縁部が屈曲する土鍋で、内面は横方向の刷毛目で、外面は撫でで仕上げている。この

他、小破片であるが、景徳鎮窯系青花、龍泉窯系青磁､備前系陶器､瓦質土器などが出土している。

Ｂ－ＳＫｌ２４の時期は、揮州窯系青花が一定量出土し、京都系土師器が伴うことから16世紀後葉か

ら末葉と考える。

Ｂ－ＳＫ１２６（第3-95図）

Ｂ－ＳＫｌ２６はＫ－４５で検出された遺構で、B-SDO64が西側を切る。遺構を検出した時点ではひ

とつと想定したが、発掘調査の結果、南北に連続した大・小の二つの土坑から構成されることが判

明した。遺構の規模は、南側が大きく南北約1.3ｍ、東西1.6ｍの方形をしている。壁はほぼ垂直

に立ち、平坦な底面までの深さは、検出面

から約70cmである。この遺構の北東部に接

して、小さな土坑が検出された。その規模

は、南北約60cm、東西70cmで、深さは検出

面から約35cmである。

遺構内から出土した主要遺物は、第3-

96図に１０点を図示した。このうち、３～５

は北側の小さい土坑の上面から上位で検出

された遺物である。南側の大きな土坑から

出土したのはそれ以外の遺物で、ｌは口径

15.8cmの龍泉窯系青磁碗である。外面には

縞蓮弁が施文されている。２は口径9.9cm、

底径4.9cm，器高2.2cmの中国産白磁の杯で

ある。口縁部は露胎で、いわゆる口禿となっ

ているが、この部分以外は全面紬がかかっ

ている。

６．７はいずれも在地系土師質土器に比

較すると白色の色調をした、底径５cmの吉

備系土師器である。底部には断面逆台形の

高台が廻るが、６は高台より下に杯部の底

部が突き出ており、器を安定させる役割を

果たしていない。

８～10は瓦質土器である。８は底部の外

－１９５－

０

夢ａ
－ｍ

1ｍ

"ﾉー

第3-95図B-SK126実測図



４

側に装飾的な段を持つ突幣が一条廻る。底部の形状はｲく明であるが、底径は28.-1cmある。11111部はほ

ぼ11'〔立し、タライのような形態が想定される。９は口縁端部が肥厚し、口ｊ序部を平坦に仕上げられ、

器I､調悠は、枇方Ｉ向lのへラ磨きである。外面にはｉｌｌｉ径２cmの三つ巴文のスタンプが連続的にllll捺さ
れている。１０は口縁部が外反する上鍋である。器、調終は内面が横方向の刷毛目、外面は縦方向の

刷毛1-1を付けた後、横方向の撫でや、指押さえで仕上げている。

北側の小さい土坑とかかわる３～５はロクロ成形による任地系上師質-1堂器の杯である。３はLl径

l2clIl，底径9.3clll、器商2.9clnで、１１縁部の形態は、底部近くの器唯が薄く、上位が厚くなり、口牌

部が尖る。

４はil径12.9cm、底傑７cm、器I(‘ｉ:1.1cmである。底部の器確が厚く、１１縁部は内漉気味に立ち上が

り、端部が尖る。５もI:.Ｉ様12.9clll、底径6.5cm，器高3.8cmで、口縁部は内湾気味に立ち上がる。３

に比較すると、４．５は明らかに底径が小さく、器高が商く災なる器形を呈している。

二つの辿構の時期は、南側が、’'1国産Iml磁は白磁Ⅲ群でllllI:紀前半、、Ilf備系土師器は１１世紀初頭

に細年されており、ほぼその時期が想定できる。

一方小さい北側のｔ坑は、１１面や上位からの出上で、この.|坑との関係は希薄な感もするが、’二

師質･'二器の器形と組成からl‘llII:紀前菜と考える。

ﾛ零毒識

－１９６－

３
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第3-96図B-SK126出土遺物実測図
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Ｂ－ＳＫ１２８（第3-98図）

Ｂ－ＳＫｌ２８はＫ・Ｌ－４４で検出された土坑で、南側をB-SEOlOと重複する。遺構の規模は、東

西2.7ｍ、南北約1.5ｍで、検出面からの底面までの深さは約20cmで、中央部にさらに東西60cm，南

北90cmで、深さ10数cmの小土坑が掘りこまれている。遺構内の西側には、人頭大の凝灰岩の角喋を

３個並べた状 態で検出した。；：

第３章中世大友府内町跡第20次調査B区

三でづﾉ遺構内出土の遺物として第3-97図に２点の８世紀代の高台

付きの須恵器碗を図示しているが、龍泉窯系青磁・中国産白磁・

京都系土師器・ロクロ成形による在地系土師質土器・束播系須

恵質土器など、多時期にわたる遺物が出土している。このため、

遺構の時期は、最新の京都系土師器の16世紀後葉とする。

5,000ｍ

愚
０ １０cｍ

Ｂ－ＳＫ１３１（第3-99図）

Ｂ－ＳＫｌ３１はＫ－４５区で検出された土坑である。

ｍで、隅丸方形をしている。深さは検出面から約

70cmで、底面はほぼ平坦で方形である。底面から

立ち上がる壁は垂直に近い。遺構内からは、上面

中央で扇平な篠を敷き詰めるように配した集石が

検出された。

遺構内から出土した主要遺物は第3-100図に図

示した。ｌは口縁部が外反する土鍋である。内面

は横方向の刷毛目で、外面は撫でや指押さえの痕

跡が残る。２は底径4.4cmの吉備系土師器である。

高台は断面三角形である。３は常滑系陶器の喪の

底部と考える。内外面刷毛目で器面調整されてい

る。

第3-97図B-SK128出土遺物実測図

検出面での遺構の規模は束西約１ｍ，南北約0.7

－１９７－

ｌＥ
ｏ
ｏ
ト
・
寸

第3-99図B-SK131実測図

第3-98図B-SK128出土遺物実測図

4,700ｍ

吉備系土師器

土鍋



4,900rｒ

Ｂ－ＳＫｌ３１の時期はiif備系土師器などからl-1lIk紀前半代と考える。

第２節遺構と遺物

~＝－１垂ヂ(〆
階

ロ

第3-100図B-SK126出±遺物実測図

Ｂ－ＳＫ１３２（第3-101図）

Ｂ－ＳＫｌ３２はＢ－ＳＫｌ３１

の東側で隣接して検出された。

遺構は切り合う二つの．上坑で

構成される。東側の規模は

60cI11×60cmで、深さは.ＩＯＣⅢで

ある。IJLi側が深く束ＩＩＬｉｌｍ、

南北１ｍの方形をしており、

深さも約１ｍを測る。底面は

50cm×50ｃＩ１ｌで方形をしている。

遺椛内からは第3-102凶に

図示したが、ｌは世椛中位か

ら出上したもので、１１径13.2

cIll，底催７cm、器尚3.9cI11で、

口縁部は「ハ」の宇状に開き、

器壁は均一である。２は'1径

l2clll、底径8.7cm、器尚3.lclll

で、１１縁部は、中位の器壁が

厚く、先端は尖る。時期は

151{t紀rlI葉であろうか。

↑
仁
○
○
ｍ
園
寸

－１９８－

１０ｃｍ

Ｌ

第3-102図B-SK132出土遺物実測図

１ｍ

第3-101図B-SK132実測図
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第3-103図B-SK134実測図

Ｂ－ＳＫ１３４（第3-103図）

Ｂ－ＳＫｌ３４は西側をＢ－ＳＤＯ６４

で切られた状態で検出された。規模

は、南北0.9ｍ、東西１ｍで方形を

し、深さは検出面から約１ｍである。

底面も方形をしており、平坦である。

壁はほぼ垂直に立つ。

遺構内からは小破片であるが、龍

泉窯系青磁、備前系陶器、ロクロ成

形による在地系土師質土器などが出

土しており、時期は14世紀代と考え

る。

Ｂ－ＳＫ１４５（第3-104図）

Ｂ－ＳＫｌ４５はＬ－４６区で検出さ

れた土坑である。東西約1.3ｍ、南

北約0.9ｍの

隅丸長方形で、

深さは約50cm

である。底面

は東西約80cm、

南北50cmの隅

丸長方形であ

る。遺構内か

らは東寄りで

扇平な川原石

が意図的に立

てられて状態

で検出した。

また、遺物の

出土は備前系

陶器と考えら

れる破片と土

師質土器が１

点出土したの

みで、極めて

少ない。

Ｂ－ＳＫｌ４５

の時期は決定

できる遺物の

出土がなかっ

たため、不明

である。

第３章中世大友府内町跡第20次調査B区
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第3-104図B-SK145実測図
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第 ２節遺構と遺物

Ｂ－ＳＫ１４６（第3-105図）

Ｂ－ＳＫｌｌ６はL-43Iﾒ§で検出した_'二坑である。検出1ｍでの規模は南北約1..1ｍ、東西約１ｍで、

深さは約60cmである。底面は平坦で、そのＭ１模は南北1.1ｍ，東両約0.9ｍで、隅丸方形である。底

面近くからは雅大の牒が投菜された状態で検出された。｜,【ilI〃lの雌は北側がやや傾斜が緩いものの、

ほとんど垂直に立ち上がる｡

遺構内から出土した辿物は第3-106図にIxl示した。ｌは１１径30.3cI11の常滑系陶器の壷で、特徴的

な縁帯のI隅は3.5(､lである。２は底径５cI11の瀧州窯系Ilf花碗で、見込みに「細の文字が’1ドかれて

いる。揮州窯系背花片はこの他５点出土している。３は８１１t紀後､|皇の須恵器で短頭壷と衿えられる。

この他、図化していないが、京都系上師器ﾊー や備前系陶器片が川土している。

以卜の状況から、Ｂ－ＳＫｌｌ６の時期は1611t紀

常滑系

派州瀧系

以上の状況から、Ｂ・

後葉から末葉と考える。

第3-106図B-SK146出土遺物実測図
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第３暇’'''11:大友府内''1J跡第20次調査Ｂｌｘ

Ｂ－ＳＫ１４７（第3-107図）

Ｂ－ＳＫｌｌ７はＬ－．１２．‘13区で検出された不定形な-|具坑である。検出面の規模は長軸方向に1.8ｍ、

短軸方向が約１ｍであったが、掘りドげた結果底面は不揃いで、南部は浅く１０数c''1であったが、北

部は東から約35cnl，６０cI11、３０cmで、数度のMIiり返しが行われたIIJ能性が強い。

遺構内からは西側の上位で凝灰岩の角磯と偏平な川原石が出|ﾆしたほか、東側のド位でロクロ成

形による在地系11師質上器の杯が２点完形品で流れ込んだ状態で検出された。これらを含め、出－１：

した主典な遺物は第3-1081,xlに図示した。

図示した遺物はすべてロクロ成形による任地系ｔ師質上器である。ｌは口径7.8cI11、底径５cI11、

器高1.6cmの皿である。底部の器壁が厚く、口縁部は端部が尖るように引き出して、形成している。

２は|i径12.3clll、底径８clll，器I蛾.7cIllのj不である。底部の器壁は薄く、１１縁部は中位からド位にか

けて器確を厚くし、’1唇部は尖っている。３は１１催12.5cm、底径8.｣cI11、器I筒は張なため、3.3cI11か

ら3.6cmを測る。底部の器壁は２に比核すると厚く、そのまま１１縁部は端部に向けて尖るように粘

土をリ|き{｣|している。このため、底部近くの器唯が一脚』典い。４は1.1径12..lclllの｣不である。１１縁部

は横撫でで、断面はほぼ均一である。

以上の他、Ｂ－ＳＫｌｌ７からは、涼州窯系背花が２点、備前系陶器３点、吉備系-ｔ師器と思われ

る口色系土師質-ｋ器２点、瓦質上器２点が''1｣皇しており、遺物からみると多時期にわたる。辿枇を

検出した状況を凡ても、底面が不揃いで数度にわたる掘り返しが行われたとしたら、こうした遺物

ｲ;11も''1』解できる。ただ、完形I1iIIIの第3-108図２．３が{||土した北部の約35clll掘り込まれた土坑は、

lllIt紀''１業から後葉と吟えられる。

陽 §

Iミニニニニノ
、 １０ｃｍ

第3-108図B-SK147出土遺物実測図

第3-107図Ｂ－ＳＫ１４７実測図
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第２節遺構と遺物

土製玉

銅銭

Ｂ－ＳＫ１５３（第3-109図）

Ｂ－ＳＫｌ５３は調査区の北端部、Ｌ-42区で検出された土坑である。遺構の規模は検出面で南北

85cm、東西78cmの円形状であった。掘り下げを行った結果、約20cmで底面に達し、その規模は直径

18cmの小さい円形であった。このため、Ｂ－ＳＫｌ５３は断面形が浅い皿状をしている。遺構内から

は扇平な掌大の操が上面から出土した他、ロクロ成形による在地系土師質土器や瓦質土器の小片、

銅銭が出土した。

第３－１１０図に図示した遺物はその代表である。１は口径8.6cm、底径6.8cm、器高1.2cmの皿である。

２は土製の直径1.7cmの玉状の製品である。一ヶ所に直径３mm、深さ９mmの穴を開けているが、貫

通はしていない。第3-111図は「開」・「元」「費」が判読でき、621年（唐）初鋳の「開元通賓」と

考えられる銅銭である。

Ｂ－ＳＫｌ５３の時期を明確に決定づける良好な資料は出土していない。しかし、小片であるがロ

クロ成形による在地系土師質土器が一定量出土していることから、１４世紀代と考える。

① 霧
で＝程三三７

篭
5,000ｍ

‐てニジー ０ １０cｍ

〈郡四ｃｍ

第3-109図B-SK153実測図

訓①,“”①
第3-110図B-SK153出土遺物実測図

０３ｃｍ

ｰ一一

第3-111図B-SK153出土銅銭実測図

Ｂ－ＳＫ１５７（第3-112図）

Ｂ－ＳＫｌ５７はＫ－４３区で、Ｂ－ＳＤＯ６４の東側上面に沿って検出された南北に細長い土坑である。

長さは約2.3ｍ、幅0.55ｍの規模で、底面までの深さは１０数cmである。また、底面は長さ2.2,,幅

20cmで狭く、横断面は皿状になる。遺構内からは南隅の壁の斜面に沿って、京都系土師器の完形品

が1点出土した。この他、小破片であるが景徳鎮窯系青花、龍泉窯系青磁、備前系陶器、ロクロ成

形による在地系土師質土器が出土している。第3-113図に図示したのはその代表である。

ｌの法量は口径12.2cm、底径9.1cm，器高2.7cmで、口縁部の形態は、底周辺が薄く、器壁は中位

‐4,700、

第3-112図B-SK157実測図

が厚くなり、断面形は紡錘形になり、端

部は尖る。２は非ロクロ系である京都系

土師器である。口径は5.6cmで、器高は1.4

cmである。この京都系土師器は、中世大

友城下町跡出土の中でも、小型に属する。

また、器壁も厚い。

Ｂ－ＳＫｌ５７の時期は、龍泉窯系青磁、

ロクロ成形による在地系土師質土器が出

土しているが、京都系土師器の完形品が

良好な状態で出土していることから、そ

の時期と考える。またＢ－ＳＤＯ６４との

切り合い状態や京都系土師器の形態など

から、１６世紀末葉と考える。

=蕊羨‘‘蕊謬
２

０１０cｍ
－－

第3-113図B-SK157出土遺物実測図
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Ｂ－ＳＫ１６１（第3-114図）

Ｂ－ＳＫｌ６１はＫ－ｌ３ばで検出された円形の上坑であるが、束北側の唯は削平されている。

れた遺椛の規模は、南北約1..1ｍ、火西約1.5ｍのほぼ円形を.11坐する。深さは約10数cnlで、底ｉ

北部はiliIl平され、残された唯は緩い斜面である。底Iiiiの残りの規模は11謝誰約１ｍ程度の''1形．
隣の断面形は浅いIll状をしている。

遺椛Iﾉ､lからは、詐泉鑓系Ｉｉｆ隣噸Iゴ..』劃11↓雲|掬聖1-1ﾉﾌ゙ I-iI､1＞

Ｌｃめつか、来北'1111の雁は削平されている。残さ

まぼ円形を.11坐する。深さは約10数cmで、底面の束

底1ｍの残りの規模はI嵐催約１ｍ程度の''1形で、世

世構内からは、龍泉窯系Ilf磁、瀬戸美湛系陶器、ロクロ成

形による任地系'二帥質上器、ム[質土器などが出土している。

第3-115図に図示した３点はその代炎的な遺物である。ｌは

瀬戸美挫系陶器の小IⅢで、法雌は11径3.1c,,,、底傑3.0ci,,、器

尚0.6(’'１'である。器雌は薄く、全体に薄く紬がかかっている。

２は11縁部が外反するタイプの-'二鍋である。内1ｍと１１唇部に

横方向の刷毛I|が見られ、外面は撫で化ｋげである。

３は底径'0.2cI11の瓦質_k器の播鉢である。底部の破片であ

るが、捕りＩ|は、８本の櫛歯状I:具で１１縁部に対し'1'〔角に入

れられており、防長系播鉢と考える。

Ｂ－ＳＫｌ６１の時期は、遺椛内から1611t紀的な遺物である

''11｣1産育化や、京都系’二師器、斜I-l総り1号|の備前系陶器が出

こしておらず、ロクロ成形による任地系土師髄'二器が一定I,ｔ

ＩｌＩ」:していることから、11111:紀代と考える。

議議讃

瀬戸芙淡系

防瞳系儒鉢

長Ililll方向が約70cm，

庇Uiiの規模は健ilillI方

第3-115図B-SK161出土遺物実測図

Ｂ－ＳＫ１６４（第3-116図）

Ｂ－ＳＫｌ６１はＫ-131入で検出された小型の'二坑である。検出面での規模は、

知Ililll方向が‘15cmの楕'11形をしている。検出'''1iから底面までの深さは約l5clllで、

向に50cm、知軸方向に約30cmで、平坦であった。

遺構内から遺物はＩＩＩｌ２せず、上而で拳ﾉ<の川原石が３点並んで出こし

第3-114図Ｂ－ＳＫ１６１実測図

－２０３－
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、

たのみである。このため、遺構の時期を想定することは出来ない。

Ｂ－ＳＫ１７０（第3-117図）

Ｂ－ＳＫｌ７０は洲査区のＩｌＩｉ北隅、Ｋ－ｌ２１ﾒﾐで′検出した．|:坑である。遺

椛検出まで整地層が厚く、図示した遺椛図はド部の状況と考えられる。

確認出来た辿構の規模は、南北約2.5ｍ、東IjLi約1.2ｍで、南北に長い隅

丸方形である。検出|ｍから底面までの深さは10数cI11で、規模は南北1.3

ｍ、束I)W0.7ｍである。底1ｍには北側に11'〔係30cm、深さ20cIll、南側に菰

径.l5cnl、深さ50cmの柱穴状の|耐り込みがある。

遺構内からは常滑系陶器や瓦質土器が出上している。第3-118Ｍに図

B-SK164実測図

叩
一
雨

一

示したのはその代表である。ｌは椛滑系陶器の壷で、Ｉ|緑部の縁柵の''1胤第3-116図

1０

幣滑系
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第２節遺構と辿物

は2.7cmである。外面にはIgl然

紬がかかる。２は'1径叫lcI11の

瓦質土器の鉢である。この鉢と

同類の資料はＢ－ＳＫＯ２２・Ｂ－

ＳＫＯ９６からも出土している。

内湾する胴部に直立する１１縁部

が付き頚部を形成し、口縁端部

は肥１１，里する。頚部外面にはへう

描きによる刻同が４ヶ所以上の

単位で付く。

Ｂ－ＳＫｌ７０の時期は、常滑

系陶器の壷は13世紀に比定でき

るが、他に決定できる辿物の出

土がないため保留する。

－，
℃=っ-4,70幽

第3-118図B-SK170出土遺物実測図

二二二四雪空=一一

1ｍロ

２

、ｂ､.ーd-j

B--SK170実測図第3-117図

Ｉ

第3-120図B-SK177出土遺物実測図
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第3-119図B-SK177実測図

一
簿

Ｂ－ＳＫ１７７（第3-119図）

Ｂ－ＳＫｌ７７は、L-l31ﾒ〔で‘険出された上坑で、検出面での規模は、

南北83cm、束IﾉLi55cI11を測り、歪な方形を呈する。検出面からの深さは

50cI11で、底面は平坦である。唯は全1ｍほぼ1画I'〔に立つ。

遺構内から出土したjﾐ要遺物は第3-120図に３点を図示した。ｌはロ

クロ成形による在地系上師質|食器の皿で、１１径8.2cm，底径７cI11、器商1.3

cⅢである。２は瓦質上器であるが、口係28cⅢで突帯の下位が肥厚する鍔

付の上鍋と考える。内外面横方向にへう磨きされている。３も瓦質土器



東播系

第３竜中世大友府内町跡第20次調査Ｂ区

であるが、口縁部が外側に直角に外反する。内面は横方向の刷毛目調整で、外面は撫で仕上げであ
る。土鍋であろうか。

この他、景徳鎮窯系青花片３点、龍泉窯系青磁１点、瀬戸美濃系陶器片１点、ロクロ成形による
在地系土師質土器40点などが出土している。

Ｂ－ＳＫｌ７７の時期は、龍泉窯系青磁1点やロクロ成形による在地系土師質土器40点などが出土し、

14世紀代とも考えられるが、景徳鎮窯系青花片３点出土していることから、１６世紀後半代とする。
Ｂ－ＳＫ１７８（第3-121図）

Ｂ－ＳＫｌ７８は、Ｋ・Ｌ－４２で検出された土坑である。検出面での規模は、南北約80cm、東西約

70cmを測り、楕円形を呈する。検出面からの深さは75cmで、底面の規模南北55cm，東西42cmで平坦
である。壁は全面ほぼ垂直に立つ。

遺構内からは、遺物の出土は少なく、ロクロ成形による在地系土師質土器や瓦質土器、吉備系土

師器と想定される白色系の土器片が出土したに留まる。このため、遺構の時期を決定する良好な資

料に欠けるが、在地系土師質土器の出土で、１４世紀代と考える。

Ｂ－ＳＫ１７９（第3-122図）

Ｂ－ＳＫｌ７９は、Ｌ－４２で検出された土坑である。検出面での規模は、南北約65cm、東西約75ｃｍ

を測り、緩い方形を呈する。検出面からの深さは57cmで、底面の規模南北50cm、東西55cmで西隅が

低く、緩く傾斜する。壁は全面ほぼ垂直に立つ。

遺構内から出土した主要遺物は第3-123図に東播系須恵質土器を図示した。口径は28.3cmで、口

縁端部が肥厚し、断面が三角形を呈する。器面調整は横方向の撫で仕上げである。

この他、常滑系陶器片１点、ロクロ成形による在地系土師質土器、吉備系土師器と推測される白

色系土師器が出土しており、Ｂ－ＳＫｌ７９の時期は、１４世紀代と考える。

０ｍ

第3-121図B-SK178実測図

、

一一一・Ｔ－Ｔ－

第3-122図B--SK179実測図

沙
０ １０cｍ

一 一

第3-123図B-SK179出土遺物実測図
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第２節遺構と遺物

Ｂ－ＳＫ１８４（第3-124図）

Ｂ－ＳＫｌ８４はＢ－ＳＥＯｌＯの南側に沿って検出された。遺構の形態は細長く、その規模は、長軸

方向が1.1ｍ，短軸方向が0.45ｍである。検出面からの深さは約35cmで、底面も長さ96cm，幅28cmで
ある。遺構内西寄り、底面から約10cm離れた状態で、ロクロ成形による在地系土師質土器がまとめ

て廃棄された状態で検出された。

4，

第3-124図B-SK184実測図
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２ ３

蕊議論
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４ ５

０ １０cｍ

一 一ヨ

第3-125図B-SK184出土遺物実測図
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第３壷中世大友府内町跡第20次調査Ｂ区

第3-125脚に図示した６点が、一括廃菜された遺物である。ｌは口径12cm、底径６ｃＩｌ１、器,笥3.6

c''１で、底径は口径の半分であり、１１縁部はIﾉ､l湾気味に立ち上がり、腕形の形状をしている。底部の

器確もﾊｴい。これに較べ、２～６は11径に対し底経は約70％で、安定感が高い坪である。２の法雌

は11径12.3cm､底径8.9cm、器尚3.lclllで、３は'1径12..1cm、底径8.,1cm、器尚3.lcl11である。４は11径1

2.2cI11、底任8.lclll，器商2.9cI11で、５は11径12.9cm、底径8.7cm、器尚3.2clllである。そして、６は'二l径

12.3clll、底径9.1cm、器尚2.9cmである。１１縁部の形態は、底部周辺の器確をﾊｴくし、１１縁端部が尖

るように成形されている。この他、遺構内からは占術系土師器と思われる輝Ｆの白色系のｔ師器が

出こしている。

Ｂ－ＳＫｌ８:1の時期は出こしたA;地系|言師質土器の形態から、lllII冒紀IlI業から後葉と吟える。

Ｂ－ＳＫ１８７（第3-126図）

Ｂ－ＳＫＩ８７はＬ－．13区で検出された土坑である。検出面での〃,l模は、南北65Cl１１，束lJli85cI11で、長

方形をしている。深さは検出面から約10cmであり、底IiIiは､ド皿で、規模は南北60cm、束i)li70cI11の長

方形となっている。周囲の雛はほぼ唯ilfに立つ。

辿椛内から川上したl哩な遺物は第3-127図にlXI示した。２点とも束播系鎮恵質上器の鉢で、ｌ

は11径26cI11で、器面調悠は全面機方向の撫で仕'二げである。１１縁端部は肥ﾊｴする。２はIXl上で復元

され、、径27.'1cm、底怪9.8cⅢ、器高10.3clllである。１１縁端部は肥厚し、断1ｍが三角形になる。器面

は全面横方向の撫でで、底部には糸切りの痕跡が残る。この他世描内からは、小破片であるが、龍

泉窯系肖磁・備前系陶器・ロクロ成形による任地系土師質上器が川上している。

Ｂ－ＳＫ１８７の時期は、東播系須恵質上器の１１縁部の形態や、その他の出上遺物から1.1世紀木柴

から１５世紀前莱と考える。

、、－
5個 叩

恥一一一一一

第3-126図B--SK187実測図

（

、 =了

第3-127図B-SK187出土遺物実測図
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２

その他の土坑出土遺物

府内町跡20次I淵盃Ｂ区からは以上の主要な土坑の他、多くの上坑を洲査している。ここでは、そ
うした上坑から出土した遺物を第3-128図と第３－l291Xlに図示し報告する。

Ｂ－ＳＫＯｌ２はＫ一《16区で検出された終地層の一部の可能性のある浅い上坑である。出土遺物は

第3-128図ｌの口従13.8cm、器商2.6cmの京祁系土師器が||}土した。
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謹霧』
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、

１０

第3-128図府内町跡20次調査Ａ区土坑出士遺物実測図(1)
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これ以外にも小片であるが、龍泉窯系青磁や'''1IiI厳Ｆ１磁、備前系陶器が出こしており、１６世紀末
葉と考える。

ガラス製の．ＫＢ－ＳＫＯ昨ＩはL-l31産で検出された小'二坑である。２は緑色をしたl侮経9111Ⅲのガラス製の｣重の
半分である。遺物はこの他、ロクロ成形による征地系-1二師質'二器の小破片が出|ﾆしているが、時期
は不明である。

龍泉窯系Ｂ－ＳＫＯ９０はＫ－４７で検出された上坑で、Ｂ－ＳＤＯ６.!と切り合い関係にある。４は龍泉窯系Ｉｌｆ
磁の大型皿である。５．６はロクロ成形による/|冒地系上師質'二器のj不で、５は11径11.6(､１１１，底径6.8

ｃｍ、器高2.3cmで、６は11径12.5cI11、底径9.2cIll，器尚3.lclllである。７．８は東部系土師器で、７の［Ｉ

径は8.4cIll，器尚2.2cⅢで、８は11径11.2cm、器尚2.lclI1である。９は束播系須恵質土器の鉢の１１縁部で
ある。

B-SK156

、Ｔ’

第3-129図府内町跡20次調査A区土坑出土遺物実測図(2)

［
一
■
》

一一

§

２

一

猿

一一 一 ＝
一－－

、三三.走三ク、マーコ聴勤

１０ｃｍ

雲雲雲雲簿，蕊議［
葎
●

瀞

B－ＳＫ１８８

一一

－－－

ｌ

耶
酬
側
哩

画一

－２０９－

」

ｇ
凸



第２節遺構と遺物

褐紬陶器

吉備系土師器

東播系

備前系

亀山系

10は８世紀後半の坪蓋である。

Ｂ－ＳＫＯ９０の時期は、１４世紀代の遺物も含まれるが、図示した遺物以外にも、景徳鎮窯系青花
や糠州窯系青花、備前系陶器が出土しており、’6世紀後葉から末葉と考える。
Ｂ－ＳＫＯ９２はＬ－４２区で検出された小土坑である。出土した３は瓦質土器の壷の頚部である。

Ｂ－ＳＫｌＯ８はＫ－４５区で検出された土坑で、図示した１１．１２はロクロ成形による在地系土師質

土器の坪で、法量は11が口径12.1cm、底径8.4cm、器高2.7cmで、口縁部は中位の器壁が厚い。１２は

口径12.3cm、底径９cm，器高3.1cmで、口縁部の形態は底部近くの器壁が厚く、口唇部に向けて薄く

なる。１３は口径10.2cmの吉備系土師器である。

Ｂ－ＳＫｌＯ８の時期は、１４世紀中葉から末葉と考える。

Ｂ－ＳＫｌ２３はＫ－４５で検出された土坑である。１４は薄手の中国産褐紬陶器である。１５は底径4.5

cmの吉備系土師器の底部である。１６は紡錘形の土錘で、長さ4.9cm、最大径９，m、重さ3.4ｇである。

この土坑の時期は、他にロクロ成形による在地系土師質土器が出土しており、１４世紀代と考える。

Ｂ－ＳＫｌ２９はＢ－ＳＫｌ２３の西側に隣接して検出された同規模の土坑である。２１～23はロクロ成形

による在地系土師質土器で、２１の皿は口径8cm，底径5.6cm，器高1.5cmである。２２．２３は杯であるが、

２２の口径12.4cm、底径9.4cm，器高３cmで、２３は口径13.4cm，底径11.1cm、器高3.3cmである。口縁部

は2点とも底部近くが薄く、中位の器壁が厚い。２４は8世紀後半の須恵器の坪で、口径12.5cm、底径

9.4cm，器高４cmである。

Ｂ－ＳＫｌ２９からは図示した以外に京都系土師器がまとまって出土しており、時期は16世紀後葉

から末葉と考える。

Ｂ－ＳＫｌ４８はＫ－４２区で検出された土坑で、Ｂ－ＳＫＯ６４・Ｂ－ＳＫｌ５７と重複している。１７は精

製粘土を使用した土師器である。１８は京都系土師器で、１９は口径29.6cmの東播系須恵質土器の鉢で

ある。２０は８世紀後半代の須恵器の坪蓋である。

遺構の時期は、図示した遺物以外に、景徳鎮窯系青花や京都系土師器が出土しており、１６世紀末

葉と考える。

Ｂ－ＳＫｌ５６はＫ－４２区で検出された遺構であるが、整地層の一部である可能性を持つ。第3-129

図主要な遺物を図示したが、１．２は備前系陶器の播鉢で、斜め摺り目や口縁部に16世紀末葉の特

徴を持つ。３は亀山窯系須恵質土器で、肩部は格子目の叩きで調整されている。４～６はロクロ成

形による在地系土師質土器で、皿である４．５の法量は、４が口径7.1cm，底径5.8cm・器高1.1cmで、

５は口径8.3cm，底径6.9cm・器高1.6cmである。６は口径8.1cm、底径6.7cm、器高2.4cmの小皿である。

７は古代の甑の取手である。８～10は口縁部が屈曲する土鍋である。内面は横方向の刷毛目で、外

面は撫でと指押さえである。１１は土錘で、長さ４cm、最大径1.1cm、重さ5.19の紡錘形である。

以上の他、京都系土師器も出土していることから、遺構の時期は、１．２の備前系播鉢を含め、
16世紀末葉と考える。

Ｂ－ＳＫｌ８８もＫ－４２区で検出された遺構であるが、整地層の一部である可能性を持つ。第3-129

図主要な遺物を図示したが、１２は口径12.6cm、底径3.5cmの京都系土師器の坪である。１３～15は瓦質

土器である。１３は口縁部が外反する口径25cmの弧である。器面は口縁部外面が撫でであるが、胴部

外面は縦、内面は横方向の刷毛目で調整されている。１４は口径30.4cmの鉢である。１５も口径34.8cm、

底径22.8cm、器高5.8cmのタライ状の鉢で、２点とも器面は横方向のへラ磨きで調整されている。

以上の他、景徳鎮窯系青花や備前系陶器などが出土しており、遺構の時期は、１２の備前系播鉢を

含め、１６世紀末葉と考える。

－２１０－
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第３章中世大友府内町跡第20次調査B区

３．井戸

府内町跡20次

調査Ｂ区では井

戸が５基検出さ

れた。その分布

は集中する場所

はなく、全体に

確認できる。時

期は大きく１６世

紀代とそれ以前

に分かれる。

Ｂ－ＳＥＯＯ６

（第3-130図）

Ｂ－ＳＥＯＯ６

はＫ・Ｌ－４５で

検出された。検

出面は、東西４

ｍ、南北3.6ｍ

の円形である。

これを3.4ｍ掘

り下げ､直径６０

cmの結桶を被せ、

水源を確保して

井筒とした跡が

確認できる。し

かし、井筒の大

部分は、再度掘

り返して撤去し

たことが、土層

で確認できる。

遺構内から出

土した主要遺物

は、第3-131図

に図示した。１

は底径４cmの龍

泉窯系青磁碗の

高台である。２．

３は京都系土師

器で、２の口径

は11.2cm、器高

１．９ｃｍの皿であ

るが、３は口径

Ｐ

１

ク

。。
｡

０

の
ら

。 Ｐ

5,100ｍ

5,1Ｃ

‐ ‐ 、

９‐ ．
｡ＤＣ

‐

ク

ＤＹＲ槌Hｆ

０ １ｍ
詐一一

、、

ィ；
' ’ ＠ 。 ‘
０Ｕ ：
OO ０ｍ

龍泉窯系

１
２
３
４
５

第3-130図B-SEOO6実測図
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－２１２－

'1.3cI11、器高3.5cmの坪である。４はlllli前系陶器と考えられる壷である。５．９は瓦質土器である。
５はスタンプの菊花文が付き、９は１１径33cm、底径20.2cm、器尚22.9cI11で、口縁部は直１１で、外端
部が肥ＡＩし、底部には３ヶ所llMlが付く。器liIiは内外面とも横方向のへラ膳きで器而調整されている。

６～８は紡錘形をした土錘で、６は一部を欠くが隆さ3.7clllで、最大径ｌｃｎｌ，亜さ3.89で、完形品

の７は、長さ5.4cI11で、雌大径!､lcI11、．I1Iさ6.3ｇである。８は両端を欠くが、長さ5.6cm、蚊大従0.9cm、

ｌＥさl」ｇである。１０は大部分を欠くが砥;ｲ了で、１１は尚台が(､j･く底傑7.9cI11のｋ帥器の腕である。

Ｂ－ＳＥＯ()6からはこの他、景徳鎮窯系IIf花が肌上しており、京部系'二師器も出こしていること

から、このjl:戸の時期は、l6Ilt紀後業から末梁と,吟える。

Ｂ－ＳＥＯＯ９（第3-133図）

Ｂ－ＳＥＯ()9は、Ｌ－１１．.'51丞で検川されたｊ|二戸である。検出時は南北.1..1ｍ、東i)Ii3.2ｍの井ﾉｆと

想定し、掘りドげを行ったが、洲査の結果、新・'１１２坐の井戸が確認された。｜u井戸の規模は、厳

深部しか把侭することは出来なかったが、検出而から深さ3.2ｍの位縦でiI!〔径70cm程度の雌下部の

井亦枠を設侭する面が検出された。

'2錘

第２節遺構と進物
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銅銭

燭台

,ifMi系上師器

肺前系

東播系

上鍋

凡質上器

ｋ錘

硯

弥生上器

第３流’'1世大友府内町跡第20次,洲盃Ｂ区

この先行するjl:戸に接して掘り込まれた新井ﾉfは検川面からの深さは川jl:ﾉiと'1j,じ約3.2ｍであ
るが、下部に腐食した状態で、ｊ':戸枠が確認された。その形状と規模は、平面形が方形であり、板
材を組み合わせ、一辺約80ｃＩｌ１のjl:戸枠であった。また雌ド部の/l<源部にも一辺約60cmのﾉﾄを設慨し
ていた痕跡を確認した。なおこの井ﾉ｢が埋め立てられた後、B-SKO98が掘り込まれている。

この井戸から'11ｔした辿物は第3-132Ⅸ1．第3-131～第3-136図に図示した。第3-132図ｌの銅
銭は奥稗体で!'ドかれた「照寧ﾉ故」で初鋳年は'068年(北宋）である。周辺は作為的にﾙIilりを削り、
iI‘〔径が1.5cmになっている。２は1;‘峨休で!'ドかれた「長道ﾉ亡蛮」で初鋳年は995年（北宋）である。

３は茨11淋でiIドかれた「政和迦蛮」で初鋳年は1111年（北宋）である。

館3-131凶ｌ～19はロクロ成形による(l§地系-t師質』二器である。ｌ～６はlⅢで、器高の高い５を

除くと、法雌の平均は、’1篠7.8cm、底径6.5cI11、器高1.lcI11である。３の底部には板状圧痕が残る。

５は11径7.5cⅢ、底径６cill、器尚1.6cllIで、他に比鮫すると器尚がI闘い。７～19はj不である。法馳の

平均は、Ｉ|径が12.1cⅢ、唯径が8.3cnl，器尚は3.2cⅢである。しかし、器形を兄ると、１７は1-1径に対

し底径が小さく、縁部も内湾気味である。また'1縁部の器壁の厚さは、９．１１は上位が厚くなるが、

他は底部近くが厚く、１１緑端部に向けて、薄く仕'二げている。１８．１９の内面にはラセン状のロクロ

目が残る。

２０は11径9.3ＣｌⅡのj不に孔を開けた粘-ｔ住が付き、燭台と砦える。

２１～25は白色の色捌をした薄手の吉備系-ｋ師器である。２２の１１径は10.2cm、底部は断1m三角形の

低い高台が廻る。底径は23が1.2c111,2.1が1.8cm、２５が1.5cmである。

第3-135凶26～28は備前系陶器である。２６は｢l径32cmの儒鉢で、１１縁端部がわずかに肥厚し、６

本の櫛歯状~[具で施文されている。２７．２８は11縁部がＥ縁状になる。２９はIj径18.7cmで胴部が張り、

｢l縁部が外反する礎である。

３０～３１は束播系須恵質-|:器である。３０は11催26.9cmで、眉部に叩きのある弧である。３１～33は鉢

で、３３の口径は32.lcI11である。底径lOcI11の底部である10は鉢の底部と考える。

３５～39は口縁部が屈曲するｋ鍋で、内面は検方向の刷毛||、外面は撫でと指押さえである。器形

が判る39は口径31..1cm、器尚13.6cmで、丸底である。Ill曲する口縁部ドが肥I｣LiIし、鮫大の器壁の11,ユ

さとなっている。第3-136凶10～13は'１縁部下に突帯が辿る鍔付きの|含鍋である。１０・‘１２．‘13は突

帯部下から器壁が１１』4みを贈し、丸底である。器曲は、Ｉ.'縁部ﾙ11辺は横撫でであるが、胴部外'iiiは縦

方向、内面は横方向の刷毛目で訓搭されている。復元口慌は１１が26.7Ｃｌ１１，．１２が28.8cI11、１３は2‘1.6cm

である。

ｌ‘lは瓦質ｔ器で、上１m観が方形になり、器面は「寧な横方lf1lのへラ磨きで洲終されている。

‘１５．：16は紡錘形をした-ｋ錘である。１５は長さMcm，雄大径1.2clll、、ＩＥさ5.79で、‘16は長さ５cm，

般大径lcI11、亜さ7.2ｇである。、17は輝緑凝灰瑞製の硯である。規格は1隅1.8cI11、厚さはlcI11である。

18～52は811t紀後､'2から９世紀前､'2の辿物と考える。１８は11従l･lclllの1111で、iWi台を持ち、その径は

7.8cmである。．１９．５０はｌＩｉｌ‐個体と考えられるIⅢで、１１縁部は肥Illlし、口怪はl3CI11である。５１は１１

径23.6cmの広Ｉｌの鉢である。５２は11径32.7cI11の11縁部が外反する変である。５３は弥ﾉﾋ時代後期の壷形

L一一一一

簿 鯵
ロ ３ｃｍ

第3-132図B-SEOO6出土銅銭実測図
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第２節遺構と遺物

土器の頚

部である。

Ｂ－Ｓ

ＥＯＯ９の

時期は、

16世紀の

遺物が混

入せず、

上面に

１４世紀中

葉から後

葉と想定

される遺

構（Ｂ－

ＳＫＯ９８）

があり、

備前系陶

器やロク

ロ成形に

よる在地

系土師質

土器の形

態からも、

ほぼ同時

期の14世

紀中葉か

ら後葉と

考える。

０ １ｍ

瓦細色６/４４０７－５ＷR梱灰伝

第3-133図B-SEOO9実測図
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第２節辿構と遺物
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第２節遺構と遺物

Ｂ－ＳＥＯ１０

（第3-137図）

Ｂ－ＳＥＯｌＯは、Ｂ－

ＳＥＯＯ６から北に１５ｍ

離れた位置で検出され

た井戸である。検出面

の規模は東西3.2ｍ、

南北3.6ｍの隅丸方形

をしている。深さは、

南東隅が最深で3.4ｍ

を測り、その場所から

第3-138図ｌに図示し

た備前系陶器の揺鉢が

出土した。土層断面図

を観察すると、井筒は

掘り返しにより、完全

に撤去され、再度埋め

戻される時には下位に

磯をまとめて投棄して

いる。

遺構内から出土した

主要な遺物は第3-138

図に図示した。ｌはや

や歪んでいる備前系陶

器の播鉢である。口径

は23.3cmで、底径は13.3

cm、器高は9.1cmで、

注口部も確認できる。

口縁部は口唇部の内側

を窪ませている。内面

の揺り目は斜目摺り目

を交差させ、底面内側

にも十字に入れられて

いる。

２～６はロクロ成形

による在地系土師質土

器で、皿の２は口径８

cm･底径7.7cm、器高1.2

cmである。３～６は坪

で、３は口径11.2cm、

底径8.4cm，器高3.0ｃｍ

で、４は口径12cm、底

5,000ｍ

備前系播鉢

5,000ｍ

１１０Ｙ

２１０Ｙ

３１０Ｙ

４１０Ｙ

５１０YＲにぶい黄樋色

６１０ＹＲ褐灰色

７１０YＲにぶい黄褐色
８１０ＹＲ褐色

９１０ＹＲ褐色

脚
（
ね
脚
料

６
４
５
４
４

１２１０YＲにぶい黄撞色６/４

１３１０ＹＲ褐灰色６/１

１４１０ＹＲ褐灰色６/１

１５２．５ＹＲ暗灰黄色５/２
１６１０YＲにぶい黄褐色４/３

第3-137図B-SEO10実測図
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第２節遺構と遺物

吉備系土師器

銅銭

径8.4cm，器高3.0cInである。５は口径12.1cm、底径8.2cm，器高3.3cmで、６は口径12.5cm，底径8.9cm、

器高2.8cmである。

７は京都系土師器であるが、口径14cm，器高2.8cmの皿である。口縁部周辺の器壁が厚く、新し

い傾向を示す。

８．９は吉備系土師器で、口径は８が9.7cm、９が11.3cmである。

１０．１１は口縁部が屈曲する土鍋の口縁部である。１０は内面撫で、外面は斜め方向の刷毛目の後撫

で仕上げであるが、１１は内面が横方向の刷毛目で、外面は横方向の撫でのあと、指押さえなどで、

平滑に仕上げている。

１２．１３は土器片の周辺を研磨して作成した円盤状の土製品である。１２は長径3.5cm，短径3.3cmで、

厚さは1.3cmで、重さは17.6ｇである。１３は直径4.8cmの円形で、厚さは1.1cm、重さは33.4cmである。

14は瓦質土器の底部で、底径は31.8cmで、全面入念なへラ磨きで仕上げ、器壁も底部と胴部がほぼ

均一である。

１５～19は古代の遺物である。１５．１６は土師器の坪蓋で、２点とも内面・外面ともに回転へラ磨き

で丁寧に仕上げられている。１５は口径17.2cm，１６は14.2cmである。１７は口径13.6cmの坪身の口縁部

と考える。１８は精製粘土を使用し、内外面をへう磨きで器面調整した高坪である。１９は口径10cmの

高台を廻らせた須恵器の坪の底部である。

第3-139図はＢ－ＳＥＯｌＯから出土した銅銭である。２０は行書体で書かれた「元豊通賓」で初鋳

年は1078年（北宋）である。２１は「大観通賓」で初鋳年は1107年（北宋）である。２２は錆が付着し

ており、判読が不能である。

Ｂ－ＳＥＯｌＯの時期は、井筒を抜き取られた後に、一部を欠く第3-138図ｌの備前系播鉢が最深

部に廃棄された状態で検出された。このため、最終的な井戸廃棄の時期は、この播鉢の時期と考え

る。また、同時期と考える京都系土師器も器壁が厚く、新しい傾向をみせる。すなわち、Ｂ－ＳＥ

ＯｌＯが機能していた時期は16世紀後葉から末葉と考える。

鐘 亀.割綴り 鯵
０３ｃｍ

ｰ－ｰ

第3-139図B-SEO10出土銅銭実測図
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吉備系土師器

第３章中世大友府内町跡第20次調査Ｂ区

Ｂ－ＳＥＯ１７（第3-140図）

Ｂ－ＳＥＯｌ７は調査区の東壁沿のＭ－４３区で検出された井戸である。検出面での規模は、南北3.4
ｍ，東西は東端が調査区外の

ため、計測できないが、３ｍ

以上はある。深さは、壁際の

ため完全に調査できなかった

が、検出面から2.8ｍの位置

で井筒を確認した。曲物の可

能性が強い。土層観察による

とこの井筒から上位の井筒は

掘り返され抜き取られている。

さらに埋め戻しの際に、井戸

の中位に磯を投棄している。

遺構内から出土した主要な

遺物は第3-141図に図示した。

l～5はロクロ成形による在地

系土師質土器である。１の皿

は歪で口径は8.3cm～９cmで、

底径も6.8～7.3cmで、口縁部

は低く形成され器高は1.5ｃｍ

である。２は器壁が比較的薄

い。口径は9.8cm，底径は7.4

cmで、器高は２cmである。皿

よりも器高が高く、坪より口

径が小さい。小型の坪と考え

る。３は口径12.5cm，底径10.2

cm、器高2.9cmで、口縁部は

中位が肥厚し、器壁が厚くな

り断面は三角形になる。４は

口径12.3cm、底径7.4cm，器高

3.6cmであるが、口縁部は逆

｢ハ」の字上に直線的に開き、

口縁端部は尖る。５は口径

12.2cm、底径９cm、器高2.7cm

で口縁部の断面は緩い紡錘形

をしている。

６はほぼ完形品の吉備系土

師器である。口縁部は斜めに

傾き、吉備系土師器の本来の

器形を知ることができる。口

径10.8cmで、底部には断面三

角形の低い高台が廻り、その

１

１４１０ＹＲ黒褐色３/２

１５２．５ＹＲ黒褐色３/２

１６１０YＲにぶい黄褐色４/３

１７７．５ＹＲ灰褐色４/２
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径は4.2cmである。器高は斜めのため、2.9～3.9cmを測る。胎土や色調は在地系土師器に比較すると
白色で、器壁も薄い。

８は底部にロクロ成形のため、糸切り痕が残る。この資料は、吉備系土師器よりさらに胎土・色
調が白く、器壁も薄い。器形は、口縁端部がやや肥厚する７も同じ色調と胎土をしており、このよ
うな口縁部が付く皿の可能性が強い。

９は口径4.3cmの増渦である。器壁は厚く、器面は非ロクロ系のため、器面は内面が横撫で、外

面は指押さえの痕跡を残す。

１０は底径4.3cmの瓦質土器で、瓦器碗の底部と思われる。底部には退化した低く小さい高台が廻る。

１１～15は東播系須恵質土器である。このうち11～14は鉢である。１１．１２は肥厚し断面が三角形に

なる口縁部である。器面は横方向の撫でで調整しており、色調は灰色をしている。１３は口径32.7ｃｍ

で、口縁端部の形態は、屈曲し立ち上がるように肥厚し、１１．１２とは異なる。１４は口径32.6cmで口

縁部の形態は断面が丸みを帯びた三角形をしている。１３．１４ともに、器面調整は横方向の撫でで仕

上げている。色調は灰色である。１５は口径34.2の喪である。肩部は格子状の叩きで器面調整されて

いる。
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第３索中'1t大友府内町跡第20次調査B区

１６．１７は須恵器である。１６は災頚壷と考えられる盗料で、細い部分の径は』1.8c,,,で、下位は屑部

とつながる様子がみられる。１７は須恵器の坪の１１緑部と思われる。１８は粘製粘土を使川した商坪の

ｊ不部と脚部の接合部である。これらの３点は８世紀後半から911t紀前菜に属する資料と考える。
Ｂ－ＳＥＯｌ７の時期は、出土遺物の構成から１１世紀中葉から後業と考える。
Ｂ－ＳＥＯ５６

Ｂ－ＳＥＯ５６はＫ－４７Ⅸで、南半分が調査I人外になる状態で検出された井戸である。確認された遺

構の規模は東西3.1ｍ、南北1.3ｍの半円形状で、南側の半分は調査区外に広がっている。Ｉ淵査は約

１ｍを掘り下げたが、崩落の危険が生じたため、完掘を断念した。遺椛の規模や深さ、壁の立ち上

がり状況から、この遺椛を井戸と判断した。

備前系第3-1.12図に、この辿構から出i員した］ﾐ要な遺物を図示した。ｌはlWi前系陶器の鞭である。頚部

は戒立し、外反する11縁端部は小さな玉縁状になる。

２～４はロクロ成形による在地系_l:師器の皿である。法越は、２の１１径は歪なため8.‘!～8.8cmで、

底径は７～7.2cI11で、器商１～1.3cmである。３は｢1径8.1cm，底径6.5cnl，器高1.3cmで、４は口径7.5

CI11、底径6.2cm、器高1.3cmである。

吉備系土師器５は'1径４cmの吉備系-'二師器の底部である。胎土・色調は白色で、断面三角形のi１．５台が辿る。

６は瓦質上器で、内面は横や斜め方向の刷毛11洲盤で、外1ｍは'二I縁部周辺が械撫で、下位は指押

さえで器面を､P淵に洲整している。

７は'１径31.4cmの１１縁部が屈曲する-ｔ鍋である。器面調整は内面が横方向の撫でで、外面は縦方

向の刷毛目の後、指押さえや撫でで平滑に仕上げている。

以'二の他、賊徳鎮窯系Iｉｆ花・龍泉窯系Ｉｌｆ磁・〃〔郁系上師器が出土している。

出|世物の11tはＭ''1:紀代の遺物が多いが、鼓徳鎮窯系ilf花・〕j〔都系上師器なども出土している。

京都系上師器はその形態から'611t紀後葉から末柴と考えられ、遺構の時期もその時期に埋め立てら

れたと想定される。
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俺

４．建物遺構

府内町跡20次調査B区の東南隅を中心に、柱穴内に上面が平坦な川原石を据えた遺構が多数検出
された。調査当時、そうした礎盤を据えた柱穴が明らかに等間隔に並び、建物遺構の存在が想定さ

れた。しかし、周辺にB-SDOO3・B-SDOO4・B-SKO20・B-SEOO6などの大型遺構と切り合

い、不明な柱穴も多い。さらに後世の削平により失われた柱穴も多い。また、柱穴内から二段に積

み重ねられた川原

石や隣接する柱穴

なども検出され、

同じ場所で建て替

えが繰り返されて

いることも推測で

きた。

そこで、報告書

作成にあたり、検

出された礎盤を据

えた柱穴や、柱穴

が削平され礎石状

態で検出された川

原石を積極的に評

価し、礎盤建物と

して復元を行った。

その結果、少なく

とも８棟の礎盤建

物が存在していた

ことを確認した。

第3-143図府内町跡20次調査区B区建物遺構配譜図
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Ｂ－ＳＢ１９０（第3-144図）

Ｂ－ＳＢｌ９０は調査区の東側北寄りで検出された礎石建物で、方位はＮ－８ｏ－Ｅである。建物の

規模は東西２軒、南北２間を確認したが、束の調査区外に延びている可能性も残る。検出された東
側の南北列の北は礎石のみ、南は柱穴のみで、その間は取り去られたためか、確認できなかった。
柱間は、最大で190cm，最小で180cmであり、平均すると184cmであり、六尺を１間とした建物であ
る可能性が強い。

柱穴内から遺物はほとんど出土せず、わずかにロクロ成形による在地系土師質器が出土したのみ

で、時期もその頃と考えられ、１４世紀代と想定する。

Ｂ－ＳＢ１９１（第3-145図）

Ｂ－ＳＢｌ９１はB-SDOO3とB-SDOO4の間に挟まれるような位置で検出された東西２間約4.2ｍ，

南北７間約15.0ｍの細長い建物と考える。部分的に礎盤が削平により失われているが、計測できる

柱間は25ケ所で、最も狭い柱間は205cmが２ケ所で、208cmが１ケ所、210cmが１３ケ所、215cmが２ケ

所、220cmが６ケ所、230cmが１ヶ所である。平均すると213cmであり、ほぼ７尺の間尺で建てられ

ていると想定することができる。建物の方位はＮ－４。－Ｅで、検出された柱穴１９ケ所のうち、１２

ヶ所の柱穴に川原石が据えられている。

柱穴内からは、龍泉窯系青磁の小破片、備前系陶器の破片、ロクロ成形による在地系土師質器の

坪、瓦質土器の小破片などが出土し、１４世紀代と想定するが、南西隅の柱穴からはロクロ成形で、

内側に螺旋状の段が付き、口縁部が逆「ハ」の字状に開く在地系土師質土器の坪の小破片が出土し

ており、１５世紀末から16世紀初頭の可能性も残す。
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Ｂ－ＳＢ１９２（第3-146図）

Ｂ－ＳＢｌ９２はＢ－ＳＢｌ９１を東に約70cm平行移動した状態で検出された東西2間10.9ｍ、南北５間

約4.3ｍの規模で、南北に細長い建物である。このため、同じ方位を示すが、検出されたのは礎盤

を持たない柱穴のみである。東北部の柱穴はさらにB-SDOO4と切り合うため、確認することが出

来なかった。また、他の柱穴も深さが10cm～30cmと浅く、削平のため、失われているものも多い。

この建物の柱穴は、本来18ヶ所存在するはずであるが、８ヶ所確認できたのみである。しかし、最

南部で検出された柱穴の柱間は、215ｃｍ・210cmで、他の建物遺構と同じ規格である。さらに西側の

柱穴列の柱間は、北から220cm、215cm、220cmで、方向も揃い、７尺単位をｌ間とする建物と想定

できる。

柱穴内からは、ロクロ成形による在地系土師質土器の他に、備前系陶器の小片、瓦質土器などが

出土しており、１４世紀代の遺構と想定する。
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第２節遺構と遺物

Ｂ－ＳＢ１９３（第3-147図）

Ｂ－ＳＢｌ９３は西側をB-SDOO3、北西部をB-SKO20と切り合った南北３間、東西４間の建物と

想定する。二つの遺構と重複するため、不明な部分も多い。しかし、検出された礎盤の状況を見る

と、北西隅の石はB-SDOO3の西側の肩の部分の遺構内で検出された。また、南側から２列目の西

寄りの２つの石もB-SDOO3の遺構内で検出されている。このように、B-SDOO3の遺構内に礎盤

が残されることは、この建物が、溝遺構より新しいことを示す。

計測出来る礎盤建物の規模は、南北6.43ｍ、東西8.36ｍで、柱間の平均は東西209cm，南北214ｃｍ

である。全体の柱間の平均は、213cmで、７尺をl間とした建物が想定できる。また、建物の方位は、

Ｎ-2.5。－Ｅである。

遺物は、各柱穴からロクロ成形による在地系土師質土器の小破片が小量ずつ出土しており、B-

SDOO3より新しいものの、１４世紀代と考える。

Ｂ－ＳＢ１９４（第3-148図）

Ｂ－ＳＢｌ９４はＢ－ＳＢｌ９３を南西方向に約４ｍ移動した状態で検出された、東西方向に長い遺構

である。

遺構の西寄りを南北にB-SDOO3が南北方向に掘り込まれており、その部分の柱穴は不明である。

また、南西部分も削平により柱穴が失われている。ただ、西北隅の柱穴が残されており、遺構の規

模を知ることができた。それによると、東西４間8.44ｍ、南北３間6.35ｍである。建物の方位はＮ－３．５

。－Ｅで、柱穴間の間尺は東側の柱穴列の残りが良く、北から220cm、200cm、215cmを測る。また、
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北側の柱穴列も東から210cm、220cmで、平均は213cmであり、この建物も７尺を１間とした単位で
建てられていると想定される。

遺構の時期は、東北隅の柱穴からロクロ成形による在地系土師質土器と瓦質土器の小破片が出土
しており、その西隣の柱穴からは龍泉窯系青磁碗の小片が出土している。こうしたことから、この
遺構は、１４世紀代と考える。
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Ｂ－ＳＢ１９５（第3-149図）

Ｂ－ＳＢｌ９５はB-SEOO6と切り合う状態で

検出された建物遺構である。中心部を16世紀

後葉から末葉の井戸が掘り込んでいるため、

南東部の柱穴が不明である。また、柱の位置

と認定した４ケ所のうち、３ヶ所の柱穴はな

く、遺構検出面で川原石が礎石状に据えられ

た状態で掘り出された。

建物の規模と形態は、Ｂ－ＳＢｌ９０と類似

し、２間四方である。規模は東西4.26ｍ、南

北4.21ｍで、柱穴間の距離を測ることが出来

るのは西側の２間のみで、北から215cm，２０６

cmである。このため、平均は210.5cmで、こ

の建物も７尺をｌ間とした単位で建てられて

いると想定される。また、柱穴の方位はＮ一
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２。一Ｅである。

この遺構の時期は、礎石状に石が検出さわ

た。このため、遺構の時期は不明である。

Ｂ－ＳＢ１９６（第3-150図）

Ｂ－ＳＢｌ９６はＢ－ＳＢｌ９５の南側に隣接

して検出された建物遺構である。中央部か

ら南西部にかけては削平により、大きく挟

られており、柱穴等の遺構を検出すること

は出来なかった。しかし、北側の３個並ん

だ川原石を持つ柱穴は確実に礎盤建物を構

成するものである。そこで、東側の列で、

礎石状に露出して検出された石をたよりに、

遺構を検討した結果、東西２間4.3ｍ、南

北４間8.42ｍを測る。このうち、確実な北

側の柱穴間の距離は、210cm、220cmである。

また、南北４間の8.42ｍの柱穴間は210ｃｍ

であり、この建物も他と同様７尺を１単位

としていると考えられる。建物の方位はＮ－

７．－Ｅである。

Ｂ－ＳＢｌ９６の時期は、北西隅の川原石

が2段になった柱穴（第3-155図）から埋

納された状態で第3-156図に図示したロク

ロ成形による在地系土師質土器の皿と坪が

出土した。その遺物から判断すると、１４世

紀中葉から後葉と考える。

Ｂ－ＳＢ１９７（第3-151図）

Ｂ－ＳＢｌ９７は複雑に重複し合う礎盤建

物群の中で、７尺１間を単位とした柱穴を

探し、抽出した東西２間4.3ｍ，南北１間

２ｍの規模の小さい建物遺構と考える。

遺物は、全ての柱穴からロクロ

唯一発掘した南西隅の柱穴からは遺物が出土しなかっ礎石状に石が検出され、
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第3-150図B-SB196実測図

遺物は、全ての柱穴からロクロ

成形による土師質土器の小破片が

出土した他、南東隅の柱穴から吉

備系土師器と土師質土器、南側柱

穴列の中央からは瓦質土器、南西

隅の柱穴からは中国産白磁と吉備

系土師器が出土している。このよ

うな遺物組成から、この遺構は

14世紀代と推測する。
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Ｂ－ＳＢ１９８（第3-152図）

Ｂ－ＳＢｌ９８は複雑に重複する礎盤建物の中で、建物を抽出した後、なお、柱穴列が存在し、そ

れをまとめたものである。このため、多少、柱穴間の距離にバラツキがある。特に、このＢ－ＳＢ

ｌ９８は他と方位も異なり、Ｎ-15。一Ｗを示す。また、南側の４個の柱穴列と北側の柱穴列の間は

394cmで、間があき、建物構造以外も考えられる。

遺物は南東隅の柱穴と北側柱穴列の中央から、ロクロ成形による在地系土師質土器が出土してお

り、１４世紀代と考える。

第３章中世大友府内町跡第20次調査B区

Ｂ－ＳＢ１９９

（第3-153図）

Ｂ－ＳＢｌ９９は調

査区の南西隅に並ぶ

柱穴列を組み合わせ

た遺構である。７個

の柱穴で構成される、

南側の３ヶ所と西側

の３ヶ所の柱穴は直

角になるが、柱穴間

の距離は南北方向が

北から200cm、215ｃｍ

とほぼ等距離である

が、南側の列は西か

ら200cm，155cmと不

一声

）

２

。 ２ｍ
トー一

第3-153図B-SB199実測図

４3９

Ｏ

揃いである。上揃いである。倍一一

第3-152図B-SB198実測図遺物は、西側列の

中央から古代の遺物が出土しているのみで、時期は不明である。

1９８、-〆１９６、こﾆノ２０２

Ｂ－ＳＢ２００（第3-154図）４ケ所の柱穴で構成さ

れ、北側の３ヶ所と南側の１ヶ所は直角になる。柱間

の距離は北側が180cmと275cm、東側は180cmと微妙な

間隔である。

遺物は東南隅の柱穴からロクロ成形による在地系土

師質土器の小片が出土している。
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第２節遺構と遺物

５．柱穴及び柱穴状遺構

府内町跡20次調査B区からは、前項で報告した礎盤建物を構成する遺構として、柱穴が数多く検

出された。また、それに類似する小竪穴も調査区の各所で検出された。ここでは、そうした遺構の

うち、主要なものと、それから出土した遺物を報告する。

B-SP133（第3-155図）

B-SPl33はB-SBl96の北西隅の柱穴である。遺構の規模は、上面径45cm，検出面からの深さ３５

cmで、遺構内下部に扇平な川原石を据え、その上にさらに１個小さい川原石を重ねている。また、

その上位には第3-156図に図示したロクロ成形による在地系土師質土器の皿３点と坪１点が埋納さ

れた状態で検出された。この４点は出土位置から考えると、柱を抜き取った後に納められた、建物

廃棄にかかわる祭祁行為と考えられる。

第3-156図の出土遺物の３点の皿は、口径が8.2cm，8.1cm，8.1cm，底径は6.2cm、6.8cm，6.4cm，

器高は1.4cm、1.3cm、1.4cmとほぼ同じ規格であるが、断面を見ると、１は底部が外側に反り、２は

内側に反る。また、３は底部の器壁が厚く、それぞれが異なる。４は図上復元であるが口径11.7cm、

底径8.3cm、器高３cmである。

遺構の時期は坪の出土が少ないが14世紀後葉から末葉と考える。

次に第３-157図に遺物が出土した柱穴を中心に図化し、第3-158図l～14に遺物を図示した。

B-SPO32は調査区の東南隅のＭ－４７区で検出された。遺構の規模は、上面径は40cm、深さ25ｃｍ

の柱穴状の遺構で、上位から第3-158図lの土師器の坪が出土した。口径は15cmで、高台が廻る底

径は7.9cm，器高5.5cmで、全面をへう磨きで器面調整している。８世紀後半の遺物である。

B-SPO51も調査区の東南隅のＭ－４７区で検出された。遺構の規模と形態は長軸方向に約60cm、

短軸方向に約40cmの小規模な土坑である。深さ20cmで平坦な底面を検出し、さらに、深さ17cmと

10cmのビットが確認された。遺物は上面で第3-158図2が出土した。口径は13cm、底径7.2cm、器高

3.8cmで、底部は回転へラ切である。

B-SPO52はB-SBl93の東側列柱穴の南から２番目の柱穴である。遺構の規模は南北42cm、東西

37cmで、深さは23cmである。川原石は底面から上位に据えられている。出土遺物は第3-158図３～

５で、３．４はロクロ成形による在地系土師質土器の皿と杯である。４は口径11.8cm、底径9.3cm，

器高2.7cmである。５は高台が廻る底径8.6cmの古代の坪の底部である。

時期は14世紀中葉から後葉と考える。

B-SPO53はB-SBl97の南西隅の柱穴である。遺構の規模は上面径70cmであるが歪である。深さ

は17cmで浅い。出土遺物は第3-158図６で、口径12.8cm，底径7.5cm、器高3.8cmである。底部は回

転へラ切である。この他にも古代と思われるへラ磨きの土器片が数点出土している。

時期は８世紀後半と考える。

B-SPO55はB-SBl97の東南隅の柱穴である。遺構の規模は南北60cm，東西54cmで、深さは35cm

である。底面にはさらにビットが検出された。出土遺物は第3-158図７～９で、７は口径13.5cm、

底径８cm、器高3.8cmである。底部は回転へラ切で、８世紀後半と考える。８は口径10.4cm、底径3.8

cmで小さい高台が廻り、器高は2.9cmの吉備系土師器である。９は鍋であろうか、内外面Iまへラ磨

きである。

時期は、吉備系土師器が出土しており、１４世紀代と考える。

B-SPO62はB-SBl91の東側列の南から４番目の柱穴である。遺構の規模は南北54cm、東西40ｃｍ

で、深さは８cmと17cmの２段掘りである。出土遺物は第3-158図10で、両面がへラ磨きで、８世紀

後半と考える。しかし、ロクロ成形による在地系土師質土器の皿の完形品や坪の破片が出土してい

ることから、時期は14世紀代と考える。

－２３２－
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B-SPO67はＢ－ＳＢｌ９.'の北側列の束から２番'二|の住穴である。遮椛の規模は上面径38cmで、深さ

は20ＣＩＩ'である。内部には上面が平らな川原石が柳;えられており、さらに固定するためか、拳大の陳

が詰められている。辿椛内からは龍泉窯系青磁の小破片が出土している。

B-SPO81はＬ－．16区で,検出された遺椛で、規模は|価径約60cmで、深さは30cmである。出土遺物

は第3-158図１１．１２で、１１はil径13.3cI11、底径7.6cm、器高3.6clllで、底部は回転へラ切である。１２

はI菅1径13.6cmで、811t紀後半と考える。

B-SPO84はL-l6Iﾒﾐで検出された辿椛で、規模は南北54clI1、束IJLi,l6clllで、深さはl4clllである。ＩｌＩ

土遺物は第3-158図13で、底径6.6cI11、底部は回転へラ切である。811k紀後半と考える。

B-SP101はＬ－ｌ６Ｉﾒ〔で検出された辿椛で、規模は南北l7cn1、東i凡i,1.lclllで、深さは15cmと24cmの二

段伽りになっている。

B-SP127はL-l71式で検出された世椛で、規模は南北2.1cm、束I凡i25cI11で、深さは2()cnlである。辿

構内からは、中国産白磁、ロクロ成形による在地系lを師質土器、束播系須恵質土器、須恵質土器な

どの小破片が喋と共に'11土している。時期は141M:紀代と考える。

B-SP162はＫ－４３１Ｘで検出された辿椛で、規模は南北.llclll、東ijLi31clllで、深さは2‘lcI11である。辿

構1人jからは遺物の出土はなかった。

B-SP185はＫ－．12区で検出された遺構で、規模は南北70cm、束Iﾉli38cmで、深さは1.1cmであるが、

南側に南北22cm、束I）Li30cI11、深さはl8cIllのピットが掘り込まれている。遺構内からは第3-158Ｍ

1.1で１１径11.8cm，器I断2‘3cmの京都系’二師器が出･|ルている。
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更三

６．各土坑・柱穴出土遺物

府内111.跡20次調査ＢＫからは大小さまざまな遺構が検出さオl、前項まで、遺構とそこから出土し

た進物を報告した。この項では、各辿構から出こしたlﾐ要な辿物を第3-159凶に図示し報告する。

B-SPO27からはｌの紡錘形のｔ錘が出ｌ:している。・部を欠くが優さ2.8cⅢ、股大任1.3cm、噸さ

.!.lｇである。

B-SPO65からは２のロクロ成形による/l冒地系上師質'三器のj不が出土している。法辿は１１径12.1

cm、底径8.5Cn1、器尚2.7cI11で11縁部は紳く尖るようにI_|:上げている。

B-SPO70からは３の１１椎11.6cI11、底径8.7clll，器高３cⅢのロクロ成形によるｲl冒地系上師質上器の

坪が出土している。’1縁部は底部近くにの器壁をlIjIくし、口緑端部に向け、ハの字状に開く。

B-SPO71からは股さ3.lcII1、蚊大径lclll､１１Iさ３９の紡錘形の-k雛が出|良している。

Ｂ－ＳＰ()73はＢ－ＳＢｌ９１を構成する柱穴であるが５のi}‘fi台が付き、底径8.8clllの811t紀後､|ものj不が

出上している。器iIiiは横方向のへラ膳きである。
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B-SPO83はB-SBl97の南西隅の柱穴である。出土した６は中国産白磁で、口禿である。

B-SPO91からは７の備前系陶器が出土している。器形は胴部に廻る突帯付近まで破片が残り、

水屋喪と考えられる。

B-SPO94からは８の高台付き坪が出土している。法量は、口径15.2cm，底径8.3cm，器高5.lcInで

８世紀後半の土師器と考える。

B-SPlO2からは９のロクロ成形による在地系土師質土器の坪が出土している。法量は、口径１２

cm、底径8.4cm，器高2.8cmで底部周辺の器壁が厚く、１４世紀後葉と考える。

B-SPlO9からは10.11のロクロ成形による在地系土師質土器の皿と坪が出土している。法量は、

10が口径8.3cm，底径6.6cm，器高1.2cmで、１１は径12.2cm、底径９cm，器高3.2cmで口縁部中位の器壁

が厚く、１４世紀中葉と考える。

B-SPllOからは１２．１３の吉備系土師器が出土し、１３の低い高台が廻る底部の径は4.4cmである。

B-SPl21からは15の砥石が出土している。長さは8.5cm、幅は最大3.6cmで、全面使用されている。

B-SPl30からは14のロクロ成形による在地系土師質土器の坪が出土している。法量は口径12.3

cm、底径8.6cm，器高3.2cmで口縁部の器壁は中位が厚く、断面が紡錘形になる。

B-SPl31からは18のロクロ成形による在地系土師質土器の坪が出土している。法量は口径12.3

cm、底径９cm，器高３cmで口縁部の器壁は中位から下位が厚くなる。

B-SPl35からは１６．１７のロクロ成形による在地系土師質土器の坪が出土している。法量は、１６

が口径12.6cm，底径8.3cm，器高3.4cmで、１７は口径13.2cm，底径9.5cm、器高2.6cmで２点とも口縁部

下位の器壁が厚く、１４世紀後葉と考える。

B-SPl39からは19の備前系陶器の播鉢が出土している。斜め摺り目で16世紀末葉である。

B-SPl44からは20の口径８cm、底径6.9cm，器高1.1cmの在地系土師質土器の皿が出土している。

B-SPl49からは21の高台が付き底径6.8cmの古代の坪が出土している。

B-SPl51からは22～23が出土しており、２２は口径10.4cmの吉備系土師器である。２３は口径8.3cm、

底径7.2cm、器高1cmの在地系土師質土器の皿で、２４は内面刷毛目の瓦質土器の鉢である。

B-SPl59からは25の口径7.8cm、底径6.1cm、器高1.2cmの在地系土師質土器の皿が出土している。

B-SPl65からも25の口径8cm、底径6.4cm、器高1.3cmの在地系土師質土器の皿が出土している。

B-SPl89からは27の口径13cm、底径9.4cm，器高3.1cmロクロ成形による在地系土師質土器の坪が

出土している。口縁部の器壁は中位が厚い。

第3-160図は、各遺構から出土した銅銭である。

B-SPO42からは28の真書体で書かれた銅銭である「嘉祐通賓」が出土している。初鋳年は1056

年(北宋)である。

B-SKO90から出土した29の銅銭は行書体で書かれた「元」・「通」・「費」が読めるが、銭貨名は

不明である。

白磁

備前系

水屋喪

1---,．生=▲』－－

吉備系土師器

砥石

備前系

吉備系土師器

第3-160図府内町跡20次調査B区土坑・柱穴出土銅銭実測図
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第２節遺構と遺物

７．整地土及び包含層

府内町跡第20次調査B区の調査では、遺構を検出するまで整地層や遺物包含層が形成されており、

どの遺構に属するか不明な遺物が多く出土した。ここでは、それらを図化し、第3-161図～第3-

170図に報告する。

第3-161図ｌ～13は貿易陶磁器及び瀬戸美濃系陶器である。１は口径12.3cm、底径4.8cm、器高5.1

滝州窯系ｃ､の滝州窯系青花碗である。２．３は龍泉窯系青磁碗で外面に鍋蓮弁が施文されている。４は黒褐

龍泉窯系色の紬がかかり、底部は露胎である。焼成の悪い青磁の可能性がある。５は口径５cmの中国産白磁

白磁 の 小 坪である。

越州窯系６は底径5.4cmの越州窯系陶磁器の底部である。７～10は白泥紬を塗ったタイ産四耳壷の破片で

タイ産四耳壷ある。１１～13は瀬戸美濃系陶器で、１１は口径11.6cmの天目茶碗である。１２は口径10.5cm，底径5.9cm，

瀬戸美濃系器高は2.5cmの皿であるが、口縁部は刻目が加えられ輪花状になる。１３はへう描きされた上に緑色

の紬がかかる梅瓶の胴部と思われる。

常滑系第3-161図14は常滑系陶器の壷と考える。口縁部が肥厚している。

備前系第3-161図15～23と第3-162図24～31は備前系陶器である。１５は口縁部が内湾する鉢である。

１６は口径6.6cmの小型の壷である。１７は口径13.4cmの口縁部が直立する広口の壷と考える。１８は注

口部である。１９は底径6.2cmの徳利の底部と思われ、火樺が見られる。２０．２１は壷の底部と思われ

る。底径は20が９cm、２１が10.2cmである。２２．２３は口縁端部が内側に突き出る皿である。第3-162

図24は口径39.4cmで、口縁部が玉縁状に肥厚する壷である。２５～31は播鉢である。２５は口径31.6ｃｍ

で、器壁は胴部から口唇部まで、同じ厚さである。２６は口径27.2cm、底径13.2cm，器高12.4cmの播

鉢で、口縁部の形態は、先端部が肥厚する。２７～31は同じタイプの播鉢と考える。いずれも口縁部

が立ち上がり縁帯を形成し、凹線が廻る。また、口唇部に接する内面に凹線状の窪みが廻る。橘目

は明確でないが、斜め揺り目である。口径が復元できる３１は35.8cmである。

第3-162図32～４１．第3-163図24～56はロクロ成形による在地系土師質土器である。３２～41は皿

である。口径は8.6cmから7.2cmで、平均は7.7cmである。底径は７cmから5.4cmまであり、平均は6.4ｃｍ

である。器高は40が高く1.5cmであるが、他は１ｃｍ前後で、平均すると1.1cmである。４２は口径が7.8

ｃｍ，底径６cm，器高２cmで、小型の坪である。第3-163図43～56は坪である。口径は12.8cmから１０

ｃｍまであり、底径は6.4cmから9.6cmまである。また器高も2.1cmから3.7cmまである。このように、大

きさに差があり、口縁部の形態も、器壁が中位から上位にかけて厚くなる43～４５．４９．５０．５４や底

部に近い下位が厚くなる４８．５１．５３．５５などがあり、時期幅の大きさを感じる。

吉備系土師器第3-163図57と58は吉備系土師器である。５７は口径11.2cm、低い歪な高台の径は約4.3cm，器高は

3.2cmである。また、５８の高台の付く底部の径は4.5cmである。

第3-163図59～74は京都系土師器である。京都系土師器は法量分化しており、５９～62は口径が8.4

ｃｍ～9.2cmで、最小のグループである。次に小さいグループが66の口径10.6cmである。そして、口径

１２cm～12.8cmの６５．６６．６８．６９．７１～73グループがあり、４つめのグループが74の口径14cmである。

また、「府内」出土の京都系土師器には、こうした皿形の器形と異なり、６４．６７．７０は器高が2.5ｃｍ

灯明皿以上あり、坪形をするものもある。６６．７１の口縁部周辺にはススが付着し、灯明皿として再利用さ

れている。

第3-164図の75～７９．８１は口縁部が屈曲する土鍋である。サイズは多様であり、７５は口径21.4ｃｍ

である。７６は口径24.6cmで、口縁端部を外側に折り返して口縁部を形成している。７７も同様で口縁

端部を折り返している。７８は口径29.4cmで口縁部短く屈曲する。７９は口径32.8cmで屈曲する口縁端

部が肥厚する。８１は口径34.8cmで口縁部が直角に屈曲する。土鍋の器面調整は、内面が横方向の刷

毛目で、外面は７９．８１に刷毛目も残るが、横撫でや指圧痕が残る。
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東播系

亀山系

滑石製石鍋

燭台

土錘

ガラス製の玉

第３章中世大友府内町跡第20次調査B区

第3-164図の８０．８２～92は東播系須恵質土器の鉢である。直線的に外傾し、口縁端部の外側が肥厚

する特徴を持つが、その形態はさまざまである。８０や83、口径24cmの84、口径27.8cmの88、口径24.6

の89は単純に口縁外端部が肥厚し、断面が三角形になる。８２や86、口径26cmの87、口径27.6cmの９０

などは口縁端部が屈曲し直立するように肥厚する。このため、内側に屈曲線が入る。底径8.3cmの

91と底径９cmの糸切り底の底部の資料は東播系須恵質土器のものである。

第3-165図93～97は亀山系須恵質土器の喪である。器面は口縁部が横撫で調整されるが、９３の外

側には刷毛目が残る。また、胴部の外面は格子目の叩き、内面は93が刷毛目、９６には指圧痕が残り、

97は撫でで仕上げられている。９３の口径は33.2cmである。

第3-165図98～102は瓦質土器である。９８は口径31.4cm、底径18cm、器高10.4cmの鉢である。口縁

部はやや内湾気味になり、器面は内外面とも丁寧な撫で仕上げである。９９は口径36.6cm、底径23cm，

器高10.3cmで、口縁部は外反気味になる。器面調整は内外面とも丁寧な撫でであるが、外面下位に

は指圧痕が残る。100.101は同じ器形の壷である。口縁部は直立気味に立ち上がり、口唇部は内外

に肥厚する。器面調整は外面がへラ撫でであるが、100の胴部内面は刷毛目である。口径は100が

36.8cm、101が34.4cmである。102は底径21.4cmの底部である。

第3-166図103～112は滑石製石鍋の破片である。106は口縁部外面に付く鍔の部分である。110～

112は底部の破片である。器面は縦方向に短い単位で、金属製工具により削りを入れ、形を整えて

いる。しかし、図示した資料は破片の割れ口を研磨し再加工している。大きさは109が最大で190.3

ｇであるが、110は２０ｇしかない。

第3-166図113～115は燭台と考える遺物である。113はロクロ成形による在地系土師質土器に脚

を付けたもので、底径は６cmである。上面の皿部には焼成前の穿孔がある。114は高さ約３cmの円

柱の上面を皿状に仕上げ、中心部に底面まで貫く、焼成前の穿孔がある。底径は5.8cmである。１１５

も径6.8cm，高さ6.6cmの円柱の上面を皿状にし、中央部に深さ4.2cmの焼成前の穴が開けられている。

燭台としては、この中央部の穴に蝋燭を支える棒を立てたと推測する。

第3-166図116～121は土器片の周辺を敵打・研磨し円形に仕上げた土製品である。116は一部を

欠くが直径2.9cm、重さ10.8ｇである。117は直径2.7cm、重さは9.39,118は直径3.5cm、重さ12.2ｇ

である。119は直径3.1cm、重さは10.19,120は直径2.1cm、重さ５９である。121は直径3.7cm、重さ

は14.5ｇである。

第3-166図122～125は土錘である。122は一部を欠くが長さ3.4cm、最大径0.8cm、重さ2.5ｇであ

る。123は一部をわずかに欠くが長さ5.1cm、最大径1.4cm、重さ9.3ｇである。124は長さ4.1cm、最大

径2.3cm、重さ18.1ｇである。125は一部を欠くが長さ5.2cm，最大径2.7cm、重さ34.4ｇである。いず

れも紡錘形をし、長さ６cm前後を想定するが、重量に差がある。長さに制約があり、重量を増すた

めには径を大きくしたものと考える。

第3-166図126.127は緑色をしたガラス製の玉である。２点とも半分に欠けており、126は直径

0.9cmで、重さ0.79,128も直径0.9cmで、重さ0.8ｇである。

第3-167図128～149は古代の土器である。128は口径16.6cm、器高1.5cmの坪蓋である。129は口径

17cm、器高2.8cmの皿と考える。130～135は坪である。130は口径13.8cm，底径6.5cm、器高3.6cmで口

縁端部が外反する。１３１は口径12.8cm，底径は不明であるが、器高3.1cmである。132は口径13cm、丸

底気味の底部は底径7cm、器高3.1cmである。133は口径13.4cmで、134は口径13.4cm、底径7.6cm、器

高4.2cmである。135は口径15cm，底部は丸底気味で、器高3.7cmである。

136～140は高台付の坪である。137は口径12.8cm、底径7,4cm、器高3.3cmであるが、瓦質に近く中

世の遺物の可能性がある。底径は136が7.8cm、138は9.6cm、139が11.5cm、140は8.2cmである。以上

の蓋や坪の器面は回転を利用したへラ磨きで仕上げられている。
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第３章中世大友府内町跡第20次調査B区

弥生土器

砥石

141～147は喪である。１４２．１４３は口径に比べ器高が低い鉢状を呈する。143の口径は24.2cmである。

144～147は胴部が張らず口縁部が外反する喪である。器面調整は口縁部と胴部内面が横方向の撫で

であるが、胴部外面は縦方向の刷毛目である。口径は144が13.4cm、145は14.2cm、146が24.8cm、１４７

は21.4cmである。

148～149は甑の底部と考える。底径は２点とも19cmで、器面調整は撫でで、148には指圧痕が残る。

第3-167図150～153は弥生土器である。150は外面に鋸歯文のある口径22cmの壷形土器の口縁部であ

る。151は底部である。152と153は高坪の脚部である。これらの４点は弥生時代後期前半と考える。

第3-168図154～158は砥石である。154は長さ４cm、幅2.5cm、厚さ2.6cm，重さ53.69で、全面磨

り面の砥石である。155は一部を欠くが、長さ5.9cm、幅4.2cm、厚さ2.9cm、重さ106.4ｇである。１５６

は使用のため中央部が薄くなり、その部分が折れている。残された大きさは長さ8.3cm、幅3.4cm、

厚さ0.7～２cm，重さ69.2ｇである。157は大部分を欠く。長さ8.7cm、幅3.8cm、厚さ1.2cm、重さ45.4

ｇである。158も一部の破片である。長さ9.3cm、幅8.7cm、厚さ7.6cm、重さ509.6ｇである。

第3-169図159～174は銅銭である。159は「開元通賓」で初鋳年は621年(唐)である。169の「元

祐通賓」と貼り付き出土した。160は真書体の「至道元費」と考えられる。初鋳年は995年（北宋）

である。161は「景徳元賓」で、初鋳年は1004年（北宋）である。１６２．１６３は「祥符元賓」で、初

鋳年は1009年(北宋）である。163は周囲を打ち欠いている。164は真書体の「天禰元賓」で初鋳年

は1017年(北宋)である。165は真書体の「皇」・「通」が読め､｢皇宋通賓」と考える。初鋳年は1038

年(北宋)である。166は真書体の「至和元賓」で初鋳年は1054年(北宋)である。１６７．１６８は豪書体

銅銭
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第3-168図府内町跡20次調査B区出土遺物実測図(8)
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第 ２節遺構と遺物
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第3-169図府内町跡20次調査B区出十銅銭実測図
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花文のスタンプ

第３章中世大友府内町跡第20次調査B区

で初鋳年は1078年（北宋）である。１６９．１７０．１７２は行書体の「元祐通資」で、初

(北宋）で星形孔である。169は159と貼り付き出土した。171の「元祐通賓」は蒙書

は「永楽通賓」で初鋳年は1408年(明）である。174は「洪武通質」で初鋳年は1368

の「元豊通賀」で初鋳年は1078年（北宋）である。１６９．１７０．１７２は行書体の「元材

鋳年は1086年（北宋）で星形孔である。169は159と貼り付き出土した。171の「元材

体である。173は「永楽通賓」で初鋳年は1408年(明）である。174は「洪武通質」て

年（明）である。

第3-170図175は滑石製のスタンプと考える。花文と思われる文様が陽刻されてい』

幅2.4cm，厚さ1.5cmで、悪面には溝、上面から下面にかけて穿孔など加工されている。

花文と思われる文様が陽刻されている。 長さ6.2cm、

－２４９－
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第 ３節小結

礎盤建物

｢西之屋敷」

島津氏の侵攻

第３節小結

府内町跡20次調査Ｂ区はＡ区と同様に、概ね万寿寺跡の西北隅にあたる。検出された遺構は、B-

SDOO3やB-SDO64（A-SDl506）のように前章の府内町跡20次調査Ａ区と連続する溝もあり、発

掘調査で明らかになった内容も大きく変わることはない。検出された遺構は大きく14世紀中葉から

15世紀初頭のグループと16世紀後葉から末葉のグループに分かれ、その間の遺構や遺物は希薄であ

る。

１４世紀中葉から15世紀初頭のグループの主要遺構はB-SDOO3・B-SDOO4のほぼ平行する区画

性の強い南北方向の溝、井戸であるB-SEOO9とB-SEOl7、Ｌ－４６区を中心に検出された建て替え

を繰り返された礎盤建物遺構がある。これらの遺構は調査区の東寄りを中心に分布し、特に区画性

の強いB-SDOO3の西側に大きな遺構はない。

このB-SDOO3はＮ－２°一Ｅの方向性を持ち、１４世紀中葉から後葉の遺物を出土することから、

溝の機能はそれ以前から果たしていたと推測できる。そうすると、溝の掘削時期は1306年（徳治元

年）の万寿寺創建期に近く、北端部のＡ区と接する部分で東に屈曲することは、当時の寺の西側境

や範囲を示し、伽藍配置の方向をも意味する可能性がある。また、検出された井戸であるB-SEOO9

とB-SEOl7はこの溝の東側にあり、万寿寺境内の井戸の可能性を持つ。

さらに、礎盤建物の方位も、Ａ区で検出されたA-SBOlが第１南北街路と同じＮ－９。－Ｅであ

るのに対し、Ｂ区ではB-SBl90を除き、北から２。～４．束に振る方位で、B-SDOO3の溝の方位

に近く、１４世紀中葉以前の万寿寺創建時の一端を暗示している。

１６世紀後葉から末葉のグループは、府内町跡20次調査Ａ区と同様、調査区の西寄りを中心に遺梢

が分布する。検出された主要な遺構は、調査区を南北に貫きＡ区のA-SDl506につながる溝であ

るB-SDO64、井戸であるB-SEOO6・B-SEOlO・B-SEO56、そして、B-SKO20を最大規模

とするさまざまな規模の廃棄土坑である。

１６世紀後葉から末葉のこの地域は、第２章で述べたＡ区と同じ、「寓寿寺築地之内井西之屋敷」

と称された地域に関連すると考える。すなわち、検出された井戸は、Ａ区の南端で検出された井戸

を含めると、約30,－約15,－約18ｍの間隔で、南北に並ぶように配置されており、町屋の裏手に、

数軒単位でひとつの井戸を共有するような景観が想定できる。

ところが、この地域を含め「府内」は1586年（天正14)、島津氏の侵攻により、焼失する。その

時の生じたと想定される焼土や瓦喋を埋め立て処理した土坑が調査区の各所で検出される。その最

大のものが、B-SKO20であり、遺構内から焼土や被熱した操が多量に出土した。こうして、「府

内」は再興され、１７世紀初頭まで存続する。その復興後の遺構も確認されている。Ｂ－ＳＫＯｌ６・B-

SKO96からは16世紀末葉の遺物が出土しており、最終段階の遺構といえる。この他、同じ16世紀後

葉から末葉の遺構でも切り合いが認められ、島津氏侵攻以後の遺構も含まれる。

なお、調査区の南東隅のＫ・Ｌ－４７区からは、８世紀後半から９世紀前半の遺物がまとまって出

土した。特にB-SPO32やB-SPO47のような小土坑からは埋納された状態で遺物が検出され、この

周辺に活動の中心のひとつがあることが判明した。この場所から約200ｍ東北に離れた府内町跡７

次調査('１で、掘建柱建物群が検出されており、それと合わせて、「府内」成立する以前のこの地域の

状況をつかむ手がかりを得た。

(1)大分県教育庁埋蔵文化財センター「豊後府内３」（大分県教育庁埋蔵文化財センター調査報告書第８集2006年）

－２５０－
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第４章中世大友府内町跡第20次調査Ｃ区

第１節調査の経過と概要

IlIlIt大友府内'''1跡第２()次洲査Ｃ区南I州査区は火分り１４

大分市元町に所任し、標I断約‘1.5ｍの沖横低地上に立

地する。一般|･'〈|道10号･占IRI府拡幅事業に伴い大分県教

育委貝会が20()2年12月から2003年３ｊｌまでかけて木I洲

査を実施した。北側には第２１次調査睦、南側には第

20次調査Ａ・ＢｌＸが位股する。調盃対象面積は約350

㎡である。

当該調査区は、1987年に大分市史編さん委員会が作

成した「戦同時代の府内復元凶」では、万寿寺北側の

境及び堀之1.11111.に相当する地点である。現在当該洲杏

区の東側は田畑になっているが、万寿寺の北側の境推

定地部分だけが、今もなお少し低くなっている。そこ

で､'1初から、当核洲査区では万寿寺の北側を画する東

西方向の溝が検出されるのではないかという推測がさ

れていた。さらに、当該洲杏区の北側には第21次調査

豚が隣接して‘位慨しているが、当調盃では御内町の町

屋は検出されたものの、東西方向の道路及び堀之11町

の状況は把握できなかった。そこで当核調査区でそれ

らが明確にされるのではないかとされていた。

実際、調査によって束IIIi方向の溝が検出されたが、

検川された溝は１条ではなく、数条が時期を違えて存

在していた。したがって、wiI核調査IＸ一帯は、ある期

間l丞面としての空間をもっていたことが判明した。ま

た、道路も検川されたが、残存状況がよくなく明碓な

規模や方向を特定できるほどではなかった。ただ、‘検

出された道路は、前述の溝がすべて埋まった後のこと

であり、府内古恢1に描かれた万寿寺の拙写に、堀が描

かれていないことに相応する結果が得られた。

なお、一般I側道10号古国府拡幅事業に伴う発掘調査

では、蛎業対･象地〆を国｜沌標に乗せた10ｍ方眼で|Ｘ

画しており、それぞれの凶I11iを西から火へＡ～Ｚ、北

から南へｌ～30の番号を付し、アルファベットと数字

の組み合わせで、各々 のlXlIIIiを呼称することにしてい

る（例えばK-37Iさ、M-38I芯など｡）本厳で報告する第

20次洲査Ｃ区については、東西Ｋ～Ｍ区、南北36～

38ばの位置に,|;M当する。（第４－１．第４－２図参照）
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第１節調査の経過と概要

表４－１表第20次調査Ｃ区遺構一覧表

本報告での
遺柵番号

Ｃ－ＳＤＯｌ

Ｃ－ＳＤＯ２

Ｃ－ＳＤＯ４

Ｃ－ＳＤＯ５

Ｃ－ＳＤＯ５

Ｃ－ＳＤＯ７

Ｃ－ＳＤＯ８

Ｃ－ＳＤＯ９

Ｃ－ＳＤｌＯ

C-SDll

Ｃ－ＳＤｌ２

Ｃ－ＳＫＯｌ

Ｃ－ＳＫＯｌ

Ｃ－ＳＫＯ５

Ｃ－ＳＫＯ５

Ｃ－ＳＫＯ６

Ｃ－ＳＫＯ８

C-SKOlO

C-SKOlO

鯛査時の
遺柵番号

SＤＯｌ

ＳＤＯ２

SＤＯ４

ＳＤＯ５

SＤＯ６

SＤＯ７

SＤＯ８

SＤＯ９

SＤｌＯ

ＳＤｌｌ

ＳＤｌ２

ＳＫＯｌ

ＳＫＯ２

SＫＯ４

SＫＯ５

SＫＯ６

SＫＯ８

SＫｌＯ

ＳＫｌｌ

遺椛の
性格

満

漁

溝

満

満

溝

満

滴

満

櫛

満

土坑

土坑

土坑

土坑

土坑

土坑

土坑

土坑

遺柵の位磁

Ｋ３７．３８区。

L３７．３８区。

Ｍ３７．３８区

K37区・ｕ７区．

M37区

L37区

K37区・L37区

K37区・L37区

L37区

K37区・L37区

K37区・L37区

L38区。

K37区

L37区

L37区

L37区

K37区

K37区

L37区

K38区

K37区・K38区

K37区・K38区

遺櫛の時期

１６世紀後葉

16世紀後葉～末葉

16世紀後葉～末葉

15世紀代

15世紀代

ｌ1世紀前葉～１５世紀前葉

14世紀前葉～15世紀前菜

14世紀前葉～１５世紀前葉

16世紀前葉

16世紀後葉～末葉

16世紀後葉～末葉

16世紀後葉～末葉

16世紀後葉～末葉

16世紀後葉～末葉

16世紀後葉～末葉

不明

16世紀後葉～末葉

16世紀後葉～末葉

16世紀後葉～末葉

－２５２－

特記事項

景徳鎮窯系青花・源州窯系青花・

龍泉窯系青磁・景徳鎮窯系白磁。

華南三彩・藷翠紬小皿・褐紬陶

器・瀬戸美溌系陶器・軟質施紬

陶器・備前系陶器・京都系土師

器（３期）・在地系土師質土器

(京部系土師器胎土）・瓦質土器・

土錘・円盤状土製品・硯・砥石・

ガラス玉・真鋪製小柄・猿形木

製品・漆器椀・舟形木製品・燭

台（芯付）・越杖・糸巻・軒・下

駄・銅銭

景徳鎮窯系青花・瀬戸美濃系陶

器・備前系陶器・京都系土師器

（３期）・瓦質土器・砥石・青銅

製審・銅銭

備前系陶器・丹波系陶器・在地

系土師器・瓦質土器

龍泉窯系青磁・備前系陶器・在

地系土師器（口縁部が直線的に

外に開き内外面にロクロ目を顕

著に残す）

SDO9に切られる

SDO9を切る

SDO8に切られ、ＳＤＯ７を切る

龍泉窯系青磁・備前系陶器・京

都系土師器（１期）・在地系土師

器（口縁部が直線的に外に開き

内外面にロクロ目を顕著に残す)・

耳皿・瓦質土器（火鉢・培焔）．

銅銭

備前系陶器・京都系土師器（３

期）・瓦質土器（火鉢）・円盤状

土製品・円盤状石製品・銅銭

備前系陶器揃鉢（近世１期）

廃棄土坑：景徳鎮窯系青花・京

都系土師器（２～３期）・在地系

土師器（口縁部が直線的に外に

開き内外面にロクロ目を顕著に

残す）・焼塩壷の蓋

廃棄土坑：朝鮮王朝産舟徳利。
瓦質土器(羽釜）

SDO9を切る

景徳鎮窯系白磁・褐紬陶器・京
都系土師器（３期）

景徳鎮窯系青花・涼州窯系背花．

朝鮮王朝産白磁・溺翠紬・瀬戸

美濃系陶器・伽前系陶器(把手付

水性、二重壷）・京都系土師器

(３期）・瓦質土器・石臼

掲職
頁

259

297

298

９

300

300

300

291

301

297

303

304

305

305

307
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第４章中世大友府内町跡第20次調査Ｃ区

第４－２表府内町跡20次調査Ｃ区東壁土層観察表

l府 ＩＯＹＲ７/３ にぶい黄樋色 砂質二’ しまり悪く、小石・小粒の炭・白色の小ブロックが斑点状に混入。

2屑 ｌＯＹＲ６/Ｉ 褐灰色 砂質」 ｌ届に類似。

3屑 7.5ＹＲ６/'１ にぶい椴色 砂質」

4局 ｌＯＹＲ‘I/』１ 褐色 弱粘質 上

5断 5Ｙ５/１ 灰色 砂質二’

6用 Ｎ５／ 灰色 砂質」

7府 Ｎ 灰色 シルト胴。

8屑 lOYRl/Ｉ 褐灰色 砂質士

9周 5Ｙ‘1/Ｉ 灰色 砂質士

10用 Ｎ 灰色 シルト用。

11府 ｌＯＹＲ６/Ｉ 褐灰色 砂質-１

1211Ｗ ｌＯＹＲ６/Ｉ 褐灰色 砂質-１

13府 ＩＯＹＲ６/Ｉ 褐灰色 砂質１

l‘1用 ｌＯＹＲ６/Ｉ 褐灰色 砂質二１ 石・土器が多量混入。

15府 ｌＯＹＲ６/Ｉ 褐灰色 砂質-１

16府 ｌＯＹＲ６/Ｉ 褐灰色 砂質１

１７胴 Ｎ６／ 灰色 砂質二Ｉ

１８府 ｌＯＹＲ５/Ｉ 褐灰色 砂質二Ｉ

19岡 5Ｙ５/２ 灰オリーブ色 砂質」

20局 ｌＯＹ５/Ｉ 灰色 砂質」

21届 5Ｙ』I/Ｉ 灰色 砂質」

22府 7.5ＹＲ５/Ｉ 灰色 砂質１

l3IiW ｌＯＹＲ５/６ 黄褐色 砂質」

ﾙ1局 ｌ０ＹＲ４/３ にぶい黄褐色 弱粘質土

15局 ｌＯＹＲ６/１ 褐灰色 砂質二Ｉ

16府 ｌ０ＹＲ３/４ 暗灰色 砂質ごＩ

17局 2.5ＹＲ４/６ 赤褐色 砂質三Ｉ

Ｃ－ＳＤＯ１ 28府 ｌＯＹＲ６/１ 褐灰色 砂質１

29局 5Ｙ５/１ 灰色 砂質こ’

30届 ｌ０ＹＲ６/６ 明黄褐色 砂質」

31府 2.5Ｙ５/２ 暗灰黄色 弱粘質土

１２屑 2.5Ｙ１/１ 黄灰色 砂質二Ｉ

１３局 Ｎｌ／ 灰色 粘質二！ 石・木器・土器等が多爪混入。

14扇 Ｎ５／ 灰色 粘質」

15屑 IOBG5/１ 0f灰色 粘質」

)6府 5ＢＧ5/Ｉ 灰色 粘質」

37層 5Ｂ５/Ｉ 灰色 粘質二１

38府 5Ｂ１/１ I府青灰色 粘質二１ 下部にマンガンブロックが帯状に混入。 木器類の残りが良い。水が

39局 5ＢＧ5/Ｉ I灰色 粘質」 ・たまっていたと考えられる。

40局 5ＢＧ4/１ 宵灰色 粘質二１

‘１１府 5Ｂｉ/Ｉ 賊青灰色 粘質二Ｉ

‘12府 Ｎ５／ 灰色 粘質１

13層 5Ｂ５/Ｉ iOf灰色 粘質二１

･14府 5Ｙ５/Ｉ 灰色 粘質」 きめの粗い砂が全体に混入。

‘15屑 Ｎ１／ 灰色 粘質二１ 棚厨に頬似。．

Ｃ－ＳＤ１０ 46局 ｌＯＹＲ６/２ 灰黄褐色 粘質｣

‘17府 2.5Ｙ６/Ｉ 黄灰色 砂質二Ｉ しまり悪く、小石・小粒の炭等がまばらに混入。

418府 ｌ０ＹＲｊＩ/３ にぶい黄褐色 砂質二Ｉ 417局に甑似。

Ｃ･ＳＤＯ２
49層 5Ｙ‘1/Ｉ 灰色 砂質」 褐色の小ブロックが斑点状に混入。

50届 ｌ０ＹＲ４／１ 渦灰色 砂質」 土器混入。

51層 ｌＯＹＲ６/６ 明黄褐色 弱粘質上 しまり良い。

52屑 2.5Ｙ６/Ｉ 黄灰色 弱粘質土 混入物ほとんどなし。地山に近い。

53府 7.5Ｙ７/３ 浅黄色 砂質士 石混入。

Ｗｌ府 5Ｙ５/１ 灰色 弱粘質二Ｉ しまりやや悪い。

ＣＳＤＯｌ
i5層 10ＹＲ５/２ 灰黄褐色 弱粘質二Ｉ 褐色の小ブロックが全体にまばらに混入。

i6層 5Ｙ５/Ｉ 灰色 弱粘質三Ｉ 55屑に類似。

i7層 2.5Ｙ５/３ 黄褐色 弱粘質二Ｉ 粘士ブロック。

i8層 2.5Ｙ６/‘１ にぶい黄色 粘質士 しまり悪い。

59層 ｌＯＹＲ'1/１ 褐灰色 弱粘質二Ｉ 白色の小ブロックがまばらに混入。

60厨 ｌ０ＹＲ６/２ 灰黄褐色 弱粘質二Ｉ しまり悪く、小石・小粒の炭・白色の小ブロックが斑点状に混入。

61層 2.5Ｙ６/１ 黄灰色 弱粘質」 60局に師似。

ＣＳＤＯ５ 62層 lOY5/Ｉ 灰色 弱粘質了’ 混入物少ない。

63層 IOYR1/３ にぶい黄褐色 粘質士 しまりが良く、混入物ほとんどなし。

64用 ｌ０ＹＲ１/６ 褐色 粘質土 63府に顛似。

65局 ｌ０ＹＲ‘1/４ 褐色 粘質」 混入物ほとんどなし。地山に近い。

66屑 ｌ０ＹＲ６/２ 灰黄褐色 砂質」

67局 5Ｙ７/３ 浅黄色 砂質」 きめの細かい砂質-ｔ。

ｃ－ＳＤｏ６ 68用 5Ｙ５/１ 灰色 砂質」 小石・土器片がまばらに混入。

69府 7.5Ｙ６/１ 灰色 砂質」 混入物ほとんどなし。

70用 7.5Ｙ６/２ 灰オリーブ色 砂質」 きめの細かい砂質士。小粒の炭・土器片が少、混入。

Ｃ－ＳＤＯ７ 71局 5ＧＹ５/１ オリーブ灰色 砂質」 70層に類似。

72用 5Ｙ５/２ 灰オリーブ色 砂質」 混入物ほとんどなし。地111に近い。

－２５７－
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Ｃ制)０１
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１
１
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第１節調査の経過と概要

ピット

ピット

Ｃ･ＳＤＯ(Ｉ
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《

し

１
１
″

Ｉ
；
１
１
Ｉ

剣
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０
０
０
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i刑

2別

3州Ｉ

65冊

73刑

７.I伸１

102鰯

6脚

7筋

S府

{Ⅷ

0刑

11Ｗ

21Ｗ

府

刑

肘

用

堀

隔

O肘

I脳

l肘

I剛

Ｉ別

1ﾙ１

州

7削

３Ｍ

】肘

]暦

Ｉ剛

2肘

1府

l刑

i刑

i肘

7肘

3脚

)屑

〕肘

I刑

州

}1Ｗ

I刑

ﾗ用

ilW

『卿

1脚

)肘

)刑

'1Ｗ

州

I閲

1刑

iNｉ

i刑

r別

(肘

〕価

)肘

|脚

l閥

I卿

l刑

i脳

i肘

rlW

I脳

)刑

)肘

|別

棚

州

賊

5肘

6間

7刑

8肘

M恥

)肘

I刑

』脚

１冊

７刑

;刑

r糊

;1Ｗ

lRff

〕冊

I刑

恥ｉ

;肘

Ｉ間

i脳

帽

r刑

;ﾙ１

l腕

0筋

Iﾙリ

ＷＲ１／

5ＹＲ５／

ＩＯＹＲ５ノ

Ｎｉｙ

ｌＯＹＲ５ノ

Ｎｌ／

Ｎ７

ＩＯＭ

2.罰

7.ｉＷＲ５／

ＮＩ／

5ＹＦ

lＯＹＲ

IＯＹＲＦ

IＯＹ１

2.51

IＯＹＩ

2.5Ｙ５

2.5Ｙ５/１

ｌ０ＹＲｌ/２

lOGYI/Ｉ

Ｎ１／

5ＧM/1

lOG3/Ｉ

IOYR5/Ｉ

2.5Ｙ５ノ

5Ｙ５／

ＩＯＹ５』

5ＢＧ３／

前ＢＧ１／

2△5Ｙｌノ

2.3Ｙ５

ＩＯＲ〔可

Ｎ６／

2.51

7.3ＹＲｌ

7.｛

:ＷＲＩ／Ｉ

7.罰ＹＲ６/１

215Ｙ５/１

5ＹＲ５／

ﾖＹＲ６／

5ＹＲＯ/２

ＮＷ

Ｎ弓ノ

5ＢＧＩ

2.5Ｙ１

Ｎ６ノ

7.5Ｙ］

2.5Ｙ

5ＢＩ／

Ｎ５／

、

1０

7.『

7.節ＹＲ

7.識･Ｉ

5ＹＲ５

5ＹＲ１

7.5ＹＲ

7.5ＹＲ用

7‘IＷＲ

7.5ＹＲｌ／

7.5ＹＲＩ／

7.3ＹＲＩＩ／

7.5ＹＲ

7.5ＹＲ

7.『

7.『

1１１

7.5ＹＲＩノ

iＹＲ

ＹＩ２

ＹＲ

ＹＲ

ＹＲ

ＹＲ

iＹＲ

5ＹＩノ

iＹＲ５

ＹＲｌ

ＯＹＲ５/２

ｒｉＹＲｌ／1

ＹＲＩ/２

ｉＹＲ５/Ｉ

/２

／Ｉ

,/１

Ｍ１

I／１

/Ｉ

/Ｉ

/Ｉ

/Ｉ

/3

/Ｉ

/１

/Ｉ

/３

/１

灰褐色

褐灰色

にぶい鋤&色

灰色

にぶい戯褐色

灰色

灰褐色

灰哉褐色

にぶい蛍出色

戯穐色

渦色

褐色

禍陵色

蛎灰蛍色

渦灰色

にぶい此禍色

灰伐褐色

伐褐

灰I"１

にぶい６

陥灰＃

禍灰２

灰ｆ

褐灰世

灰批iｌ

渦灰

悶灰

が灰

灰 岱 拙

随灰

沿灰

渦灰

赤灰

戯灰色

灰戯褐色

|聯緑灰色

灰色

噸緑色

IlHf録恢色

渦灰色

戯灰色

灰 色

灰色

オ

IlWllf灰色

灰 色

黒褐色

褐灰色

褐色

にぶい戯褐色

褐色

褐灰色

灰枇褐色

褐灰

腕褐色

灰 色

灰色

略l¥灰色

此灰色

灰色

禍灰色

脳灰色

蹄I･制火色

灰 色

暗Iqi灰色

賠背灰色

胤渦色

褐色

肌褐色

灰褐色

Ⅸ

灰

灰褐色

灰褐色

灰掲色

灰褐色

灰褐色

褐淡色

渦色

拙色

褐色

暗禍仏

にぶい氾色

灰褐色

灰褐色

縄［

灰禍

にぶい

褐色

灰褐色

賊赤褐色

渦色

禍仙

櫛灰色

fl1r灰色

一ブ禍色

舟灰歯色

〔此褐色

!H褐色

灰色

灰色

出色

凶色

渦色

、色

価

妙質Ｉ

砂質Ｉ

砂賀Ｉ

砂賀」

帖貧ｉ

砂質Ｉ：

砂質zｉ

砂演1：

砂賀’

帖薗

砂質

砂賀

砂賀

粘簡Ｉ

帖質１

砂賀Ｉ

砂質’

帖賀Ｉ

帖両１

帖筑１

砂鷺１

砂質l：

砂賀Ｉ

帖質’

砂賀上

帖黄Ｉ

砂質Ｉ

帖髄Ｉ

帖闘１

帖質Ｉ

岬仙Ｉ

帖雷Ｉ

砂寅Ｉ

帖質Ｉ

佑質Ｉ

粘質Ｉ

砂質Ｉ

枯賀Ｉ

帖闘Ｉ

帖賀１

枯質Ｉ

砂髄l：

砂賀Ｉ

砂賀Ｉ

砂質l：

貼質1：

砂泣Ｉ

砂寅'二

眺葡Ｉ

砂間Ｉ

砂質I

砧質Ｉ

佑間l：

枯勧上

砂悩１２

砧寅ｌ：

帖fTi：

粘質Ｉ

帖問I：

砂賀I：

砂凹上

砂買上

砂寅ｌ：

砂賀

砂賞

帖貧Ｉ

帖髄Ｉ

砂

砂

砂髄に

砂質上

粘質’

砂笛上

砂貧Ｉ

砂蘭’．

砂質１

砂質1

粘劉i：

砂賀Ｉ

砂斑Ｉ

砂徹Ｉ

砂斑上

砂質」

砂賀Ｉ

砂賀上

枯質Ｉ

枯愉Ｉ

帖噛Ｉ

ＥＩＩ：

i:Ｔｌ

しまI〕怨く，賊褐色小ブロックが斑点状に１２体に広がる。炭・上冊も少１ht拠入。

１柵よりも帖性やや強く、賭褐色

しまりやや班く、炭・Ｉ・器片・ﾉＩ

脚側｡倣褐色の１１オブｕツクが混入．

しまり良く、

炭舟１．．１脳

術

画力！

８ルＩ

鵬入物少ない

衝・砂刊・Ｉ冒鰐片が多価腿入。

価がi脇入するが、ＩＩＨ

焼上が少fit･ｉｆが診I，

しまりやや悪く､炭。

しまり懇く、小荷・Ｎｉ

小fiが少miIA人．また

しまりやや奥く

しまりやや良《

しまり良く、上郁にj必焼'二を少限含む。

きめのⅢい砂賀上。

茂褐色の小ブロックが全休に斑烈状に広がる。

紬上ブロック。きめの111い砂ブＵツクが併状に犯人．

炭脳．

間・Ｉ:器片・脱がま｛

小ｲｉ・炭・褐色の小ブLIッ

しまI)良く、‘

しまI)良く、

しまり良く、Ｉ

31肘に甑似．

しまりやや良く、淡批色砂ブロック・蝿。i州ﾊ･'1&入。略禍色小ブロックがまばらに広がる。

しまりやや躯く．Fmlにマンガンがj伽i１．小《ｉ・炭・蹄禍色小ブ[Jツクがまばらに広がる．

大師分をマンガンが占める｡

しまりやや班くマンガンブ【｣ツク・小《ｉ・炭が全休に汎入､‘

しまりやや良く、上部に灰白色細砂ブロックが併状に広

rI色のWi.上ブロック・鯉・石。,k片・灰色の砂プロックカ

きめの1Ⅱい灰色の砂ブI】

粘性J)端に強く、衝が秒

上部がきめが細かく，１６

きめの細かい灰白色の砂ブ[』ツケと淡仙色の帖|:プ[』ツクが混入．

きめの棚い研潤色の砂のブロックが混入．

灰1.1色の紬l:ブロック・炭・灯が混入．

灰1,ｌＥ

マンブ

非術に

砂ブ1Jツク以外の他の１１１

しまり良く、きめの細力

－１州｣１．．炭が心術liL人．

砂泌じりで．荷・炭が少砥混入．

流刑に願似．調府よりしまりが良い。

きめの細かい灰色の砂が全休に混入。
姑I:肘．開

きめの細力

IﾘliM灰色のきめの細かい砂ブ【ルソク・炭を少Iｉｔ含む。

混入物ほとんどなし。

し次Ｉ)非柑に必く、焼l:・脱・小石が移爪＃

63肘に師似。

し喪l〕やや

ｲｉ・マンガンブロックがi1,4人．

非柑にきめの期かい砂ブロックのほかは．鵬

きめの細かい砂＃１･しまり典く、提人物ほとんどなし。
IiH肘に鮒似‘．

しまりの良い帖上府。褐色の火ブロックが上部に広がる．
し液Ｉ

しまＩ

しまＩ

し寵１

７１肘Ｉ

全休、

l:器『

l:器l’

きめの網かい砂捉し

し寵I〕

しまり

し漠り」

SOlWに閲

炭・Ｉ蝿

褐色

粘一

し：

S7脚

J|§洲

侭Ⅱ

１.認

しま

し没

93刑

しJ：

05肘

ｔ既ｰ・炭が少、混入．炭が少吸混入．

1.冊ハ・・炭が少峨混人。
一一一一~－マョローー~~~

97脚fに蹴似．ｉｌ&人物ほとんどなし．－
しま1ｺ

100ﾙ１

し態Ｉ

小術・雌・戯褐色の

,ま1〕良く、FIA入物’

2ＭにⅧ似。

暁i:・炭が多ｉＭと入．

IＩ｡ｊより焼.I:・炭の｢1tが少な’

央郡に砂利ブロックが見ら弓

１２＃1にlWi似。詑府より焼'二が少ない。

』,1１

外１

ご願似。

粘土の

良く

甑０

しまり

に混入

lUXq

悪４

頚（

典‘

賊（

非講に良く、肥入物ほとんどなし．

に剛似．

)良く､小石が小|職&入．他の混入物ほとんどなし．

ｈｌヨブ１１ツクが下部に堆冊(･旬{‘的にきめの柵い砂が、小《i・限が少陥混人。
ﾝ ブロック。－

旨めⅢい，上部に晴間灰色粘土ブロック・灰白色細砂ブロックが広がる唇

く､ｌ甥

処く、泥入物ほとんどパル．褐色の小ブロックが水Ｋ状に氾人。
-‐・▽里ニヱューー一－－－‐･＝ー＝０～ー‐ｰ｡一二一一一▼ｏ・‐△ﾏ、ロー弓凸＆.”、画

く．１８色の小ブロックがまばらIこ広がる．

1．きめの細かい砂が全休に氾人。

i･が少『iii足人｡

&色の小ブロックがまばらに混入。

､砂肘。

砂ブロックが混入。

く、隣・小伺・Ｉ:器片が少脳

１２器片が少晒混入．

I:器片が少厭iIも入．白色の砂粒ブロックが:Eばらに況人。－

(15片iよ'j混入物少ない．

。ｆ１

やや

肘よ'》砂が多く混入。

行・淡が４

何．脱がﾉ！

禍色小ブロックがまだらに全休に膜がる．混入物はほとんどなし．

入。

ブロックが中央部に混入．

ほとんどなし“

罰が少脳混入･他の泥人物ほとんどなし．

鴎 く ・ 砂 利 が 企 休 に 多 爪 混 入 。 － －

いない．白色の砂粒の小ブロックが斑迩松に広がる‐

〔。

〔物脈とんどなし。

k物ほとんどなし。

何.暁Ｉ

とんどなＩ

小石ズ

こり砂ブ［

入他の鵬人物ほとんどなし．

小箇が少俄混入。

らに混入。

ブロックがまばらに混入．

とんどなし．

とんどなし。マン〃ンブＵツクがｌＩｆ状に広がる。

片 が少IiI混入。-－

きめの細かい砂ブロック以外の鵬人物ほとんどなし．－

少凧混入．

k強い．

u色の小ブロックがまばらに混入。

把

3吋より少ない．

え。

･褐色のブロック混入。

L物ほとんどAI:し．

1砂拠じり。

ク。1.1色の帖ヒプロックが全

混入．マンガンの中ブロック

が帆い。測色の小ブロックが

が全休にまばらに広がる．

混入．

i111人。

るぼかは、混入物ほとんどなし．

nｔ兄ら４１るが、全体的にI兇入物少ない。
クが少ない．

,小ブロックが少ない．

が少ｈｔ瀧人。

ブロックが斑点状に混入。

毘入．

足入。

k、

｛。

k物ほとんどなし△

勝、混入。

二混入。

k張松に広がる．

更状に広がる。

,炭が少倣混入｡
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第４章中世大友府内町跡第20次調査Ｃ区

第２節遺構と遺物

１．溝

C-SDO1（第４－５図）

C-SDOlはＫ－３７．３８区～Ｍ－３７．３８区までの範囲で東西方向に延びる溝で、本調査区の大半の面積

を占める。C-SDOlの規模は、確認できている東西長で２０，，幅は6.3ｍほどである。深さは検出面

から計測して約2.5ｍある。溝内では、１ｍほど下がったあたりから泥炭層が主体となり、帯水し

有機質の残存ていたことを示している。この土層中は有機質の残存状況が非常によく、人骨や動植物遺体を始め、

木器や金属器類が良好な状態で出土した。出土遺物は、有機質以外にも豊富で、陶磁器類や土師質

軟質施紬陶器土器等がかなりの量出土している。この内陶磁器類では、滝州窯系青花や軟質施紬陶器碗、近世１

期の備前系陶器播鉢等が出土していることから、この溝は16世紀後葉以降、特に1570年代以降に埋

没していると思われる。

この溝の位置は、1987年に大分市史編さん委員会が作成した「戦国時代の府内復元図」で、万寿

寺北側の境にあたる。この第20次調査Ｃ区の調査後、平成15年度に第34次調査区、平成16年度に第

４３次調査区が調査され、そこで万寿寺の西側の堀と思われる巨大な溝が検出された。さらに翌平成

堀の北西隅１７年度には、第51次調査区で、万寿寺の堀の北西隅のコーナーと思われる箇所が検出された。特に

第51次調査区で検出されたコーナーは、本調査区のC-SDOlに続くものであり、したがってC-SDOl

北側を画する堀は万寿寺の北側を画する堀であることはまず間違いないと思われる。

ところで、この溝の埋没した後はその上に道路が形成された可能性が高い。第４－３図調査区東

シルト届壁の土層図を見ると、C-SDOlの直上にシルト層が堆積している状況が窺える。このシルト層の上

面は、平面プラン検出時に、硬化面となっていたことが確認されている。残念ながら、第２南北街

路のように道路面構築のための互層堆袖等は見られず、さらにこの硬化面の広がりを面的に拾えた

のはＬ－３７．３８区～Ｍ－３７．３８区までで、道路面のプランとして提示できるほど明確なものは得られ

ていない。ただ、この溝C-SDOlの直上にピット等の遺構は見られないため、溝の埋没後に構築物

空閑地Ｉま建てられていない可能性が高く、しばらくの間空閑地であったであろうと考えられる。さらに、

第４－３図の土層図を見てみると、溝の直上のシルト層（硬化面）は、満中央部分で下に窪んでい

ることが判る。つまり、このシルト層は溝中央部分で沈下しているものと思われる。シルト層上面

が空閑地であるにもかかわらず沈下をするような比重がかかった状況、さらにその面が硬化してい

るという状況を考えると、このシルト層（硬化面）は道路と考えるのが妥当ではないかと考える。

東西方向の街路府内古図を見ると、万寿寺の北側には東西方向の街路が描かれている。そして堀之口町はこの東西

道路に面するように立ち並んでいる（下の府内古図参照)。したがって、本調査区のこの位置に東

西方向の街路が存在することは、絵図の描写にも符合する。そして、さらにこの道路の形成時期は、

この府内古図の描写を考える上で非常に興味深い事実を示している。

前述のように、溝C-SDOlの中から出土する遺物から、この溝の埋没時期は1570年代以降である。

最近の発掘調査の成果から、実はこの府内古図の描写は1570年代以降の府内の町の姿を描いたので

はないかと考えられるようになった。大友氏館前に位置する桜町あたりの調査を行った第12次．

４８次調査区の所見から、絵図に描かれているような道路や町屋の形成が、1570年代以降の可能性が

土取遺櫛高まってきたのである(')。調査の結果、桜町の東側は、１６世紀後葉以前巨大な土取遺構が存在し、

その時点で府内古図に描かれる町屋の姿は想像しにくい。その後この巨大な土取遺構は京都系土師

器２期の段階に埋められ、その上に町屋が形成されている。そして大友氏館前を南北に通る道路

（第２南北街路）が整備されていく。

(1)大分県教育庁埋蔵文化財センター『豊後府内‘１中世大友府内町跡第９次・第１2次・第１8次・第２2次・第２8次・第４8次調査区』

（大分県教育庁埋蔵文化財センター調査報告課第９集2006年）

－２５９－



第２節遺構と遺物

求郁系土師器
２期

'570年代以降

天TE元年

府lﾉ1占図

築地

ｋに街路

柵/l〈

また、／k報借であるが桜'111.の南、御内''１１.推定地あたりでは、この第２南北街路が形成される直前

には、その下に土坑が掘られ、それが直ちに埋められて道路が形成されていく過程が確認されてい

る(第51次調査|ﾒ:)。その上坑からはやはり京郁系土師器２期の段階の遺物が出｜:する。そしてさら

に第２南北街路が形成される前は、巨大な溝が南北に延びていたことも確認されている。なお、こ

れも末報告であるが、万寿.､¥のiIIj側にある溝からは沫州窯系IIf花や彫三J;&等がIHIﾆし、その溝が埋

められた後に節２南北街路が形成されるという状況が確認できている(第３．１．，１３．５１次I凋査豚)(''。

以上から第２南北街路の形成は京部系土師器２期以降であり、特に揮州窯系青花、近'1t1期の備前

系陶器捕鉢の出土等を勘案すると、1570ｲ|昌代以降の11J能性が１１．１iい・それに伴い幣備されていったllII

屋の形成もその頃と思われる。さらに、1570年代以降ということになると、大友氏における一つの

大きなI伝機として、1573年（天正元年）における大友護統の家督ｲ;11統がある。この大規模な''11.の形

成の一つの要l火|として示唆される。

ところで、第２南北街路が整備され

た時期には、それ以前まで見られた巨

大な溝（万寿寺の溝も含めて）はすべ

て埋まってしまっている。ここで今一

度府内IIfIxlをj,,!』てみると、絵図の''１に

は、堀の描写は全く無い。特に刀が寺

周辺について見てみると、万寿寺を囲っ

ているのは築地のような拙写であり、

堀は描かれていない。そして、その築

地の前には束IjIi方向へ道路が通り、堀

之１１町が面している。したがって、本

調査区C-SDOlで得られた、1570年代

に埋められて、その１２に街路が形成さ

れるという所兇は、絵図の描写に時期

的にも合致しているといえる。

次にｵﾙC-SDOlが機能していた段階

については、前述のように上層''1に泥

炭屑が坪く堆械していることから、溝

はある一定期間帯水していたことが判

る。出･1.ﾆする遺物から埋没時期は1570

年代以降であるが、ルIl削時期もさほど

時期差がないと思われる(2'。

C-SDO1を西側から望む

府内古図Ｃ類

(1)これらのI凋査四こついての正式な洲侮報杵,1ドは刊行されていないが、万寿寺の堀と道路の関係については、啓祭用パンフレッ

ト「発MIIされた宗麟の城下町Vol､3」で触れられている。

大分県教育庁jIl1蔵文化財センター編「発掘された宗麟の城下町Vol､3」2006年

(2)掘削時期についてはI認定する盗料がない。唯．．切り合いがI認められるＳＤＩＯは、16111:紀前雌であるが、そこまでは遡らないこと

が近年の調査によって判明した。洲盃平成'5年度～'7年度にかけての調布で検出された、万寿寺の西側皮び北IjIi隅コーナーの

伽は、その緑辺部に平行するようにMiぶ上坑を切って形成されていることが判Iﾘ'し、その並んでいる上坑鮮からは、やはり〃〔

郁系･'２師器２伽の識物が出Ｉしている。

－２６０－







景徳鎖窯系背花

つば皿

Ｆ群

四方概文

碁笥底

Ｅ群

鰻頭心

｢故同」

第４章中世大友府内町跡第20次調査Ｃ区

出土遺物

陶磁器（第４－６図－１～第４－１４図-103）

ｌ～14は景徳鎮窯系青花の皿である。

ｌは、丸く内湾する胴部から口縁部が屈曲してつばがつく、いわゆる「つば皿」である。底部に

は荷台が付く。つばの部分、見込、胴部外面に文様が施される。高台内には界線が認められる。２

もｌと同様に口縁部につばがつくつば皿である。胴部から下は欠損して不明だが、つばの部分に文

様が認められる。３は、口縁部はつばがつき、輪花をなす。胴部は内外面に鏑を有す。文様はつば

の内外面及び見込に施される。ｌ～３はいずれも小野編年のＦ群に相当する。以下景徳鎮窯系青花

の分類に使用される群の名称は小野編年に準拠する。

４は内湾する胴部から口縁部が端反る形態で、底部には高台を有す。口縁部内外面、胴部腰部及

び見込に界線を巡らす。さらに胴部外面には牡丹唐草、見込には玉取獅子が描かれる。Ｂ１群に該

当する。５は口縁部分の破片で、口縁部が端反る形態である。口縁部外面には界線が巡り、口縁部

内面には四方際文が描かれる。Ｂ２群か。

６は高台部分から口縁部に向け、緩やかに外反していく形態で小野編年の分類にはないタイプで

ある。文様構成は界線のみで、口縁部内外面、見込、胴部外面腰部に巡らされる。また高台内部に

は「富貴佳器」の字款が描かれる。Ｅ群の時期に併行するものか。

７．８は底部がいわゆる「碁笥底」を呈し、口縁部は内湾気味に立ち上がる。Ｃ群に該当する。

７の見込には「寿」の文字が描かれ、胴部外面に描かれるのは略化した字のような文様か。８は口

縁部内面に界線、外面は口縁部に波涛文帯、胴部に芭蕉葉文が描かれる。見込部分は界線と花鳥文

様らしきものが描かれる。

９は皿の高台部分である。見込に文様は無い。高台内中央にわずかに文様の一部が認められるが

判別ができない。

１０は、低く内湾する胴部を有し、高台が付く。見込には蚊龍文が描かれ、高台内部には四角で枠

取りした「福」の字款が描かれる。小野編年のＥ群に相当する。

１１～14は皿の高台部分の破片で、口縁部は欠損しているが、いずれも内湾気味立ち上がる形態の

ものである。１１は、高台内部・外面腰部・見込に界線が巡る。見込にはさらに「長」と「富」の文

字が見られ、「長命富貴」の字款が描かれているものと思われる。Ｂ群か。１２は、高台内部に界線

が巡り、その中に「天」「下」「平」の文字が見られる。「天下太平」の字款が描かれているものと

思われる。やはりＢ群か。１３は高台内部に界線、見込部分には何らかの文様が描かれるが判別不能

である。１４は高台外面と見込に文様が施される。見込の文様は花弁文か。

１５～24は景徳鎮窯系青花碗である。

１５は口縁部内面に界線、外面には波涛文帯が巡る。胴部外面にも文様が施されるが、判別が難し

い。１６～22は見込部分が緩やかに盛り上がるいわゆる「鰻頭心」を呈する形態で、Ｅ群である。

16は口縁部内外面に界線が巡る。胴部外面には何かの植物の文様が描かれる。底部付近が欠損して

いるため正確には判らないが、恐らく鰻頭心を呈していると思われる。１７は胴部以下の破片で、胴

部外面、見込に文様が描かれる。見込には花弁文と月が描かれる。見込には「長春佳器」の字款が

描かれる。１８は胴部以下の破片で、外面腰部に文様帯が巡る。また高台外面にも界線が巡る。また

見込にも文様が描かれ、七宝文のような文様が配されている。

１９は見込に文様、高台内には字の様なものが描かれている。２０は見込に牡丹唐草が描かれる。胴

部外面にも文様が施されるが、榊図は不明である。高台内部には「牧同」の文字が見え､｢蔑福牧同」

の字款が描かれていたものと思われる。２１は見込に文様、高台内部に文字が描かれる。共に詳細は

不明だが、見込は山水人物、字は「大」の字か。２２は見込と外面腰部に界線が認められるのみで、

－２６３－



_…ず.ザー ｰー 詮=』

第２節遺構と遺物

小坪

涼州窯系青花

盤

蛇の目紬剥ぎ

龍泉窯系青磁

寺院

万寿寺関連

高麗青磁

他の文様は見られない。高台内部にわずかに四角の枠のようなものが見られる。２３は見込に折菊、

高台内部には「寿」の字款が描かれる。２４は碗の口縁部の破片である。口縁部内面には四方裡文が

巡る。外面は口縁部に界線、胴部にも文様が描かれる。

２５は青花の小坪で、見込に捻花が描かれる。高台内部は無文である。

２６～31は滝州窯系青花である。

２６は皿で、高台部分はいわゆる「碁笥底」を呈する。外面腰部に界線、見込には界線と文様が施

される。２７は盤の高台部分で、外面腰部には界線、見込にも文様が描かれるが、文様の構図は判別

不能である。２８は蓋である。梅瓶等の蓋か。内面は露胎で表面には唐草のような文様が描かれる。

29は碗で、口縁部内面に界線、外面胴部に文様が描かれる。３０も碗の高台部で、見込部分が蛇の目

紬剥ぎがなされ、中央に捻花状の文様が描かれる。外面は腰部に界線が巡る。３１も碗の高台部と思

われる。見込部分に文様の痕跡らしいものが見られる。

３２～37は龍泉窯系青磁である。

３２は皿で、高台がつき、腰部で緩く折れて、口縁は外反気味に立ち上がる。３３～35は碗である。

３３は内湾気味に胴部から口縁部へ立ち上がる。３４．３５は高台部分で、厚い高台が巡る。３６は壷か

瓶の胴部で、内面は露胎である。外面は腰部あたりで突帯状に隆起が巡る。

３７は青磁人物像燭台の台座部分である。台座の上に立っていた人物のものと思われる両足先が見

られる。前後面の２枚の型づくりによって作られ、それを接合しているものと思われる。青磁人物

像燭台の国内における出土例はさほど多くなく、総領野際遺跡出土例・一乗朝倉氏遺跡出土例・常
ば ん な じ

楽寺遺跡出土例がある程度である(')。その他に伝世品として残っているものが清浄光寺・銀阿寺に

ある。ところでこれらに共通する背景として注目されるのが、そこが寺院である点である。清浄光

寺・鑑阿寺・常楽寺遺跡はもとより、一乗朝倉氏遺跡についても第86次調査の西山光照寺跡から出

土しており、総領野際遺跡にいたっても、関連は未確認であるが近くに正保寺の存在が知られてい

る。今回本調査区で出土した遺構C-SDOlも、前述の通り万寿寺の北限境の堀と考えられており、

万寿寺関連の遺物である可能性は高い②。よってこの青磁人物像燭台は寺院に関係するものである

可能性が高い。石川氏によれば、寺院と関連の深い遺物の特徴として台座の蓮華文を挙げているが、

本調査区出土資料には蓮華文が明確には確認できない。また本調査区出土資料の37の時期について

であるが、石川氏は台座の蓮華文が模式的になり簡略化する観点から一乗朝倉氏遺跡出土例を新し

く位置づけている。そうした観点に沿えば本資料37は蓮華文がほとんど確認できず、したがって一

乗朝倉氏遺跡出土例よりもさらに新しい位置づけが可能かもしれない。本資料を出土したC-SDOl

は前述のように16世紀後葉に位置づけられる。一乗朝倉氏遺跡で出土した資料は共伴土器から１５世

紀末～16世紀初頭に位置づけられていることから、その前後関係は遺構の時期から見ても棚鵬はな

い。しかしながら、寺院に関係する遺物は、中世大友府内町跡の他の調査区出土例をみると、伝世

していると思われるものが見られる。したがって、遺構の時期イコール遺物の時期とはいえない点

もあり、今後さらなる検証が必要であろう。

３８は高麗青磁である。表に象巌による文様が描かれる。器形は不明である。

(1)石川ゆずは「青磁人物像(燭台)について－総領野際遺跡出土資料の紹介を兼ねて－」（『富山考古学研究』紀要第７号財団

法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査耶務所2004.6）による。その他参考文献として『戦国時代内と外』福井県立一

乗谷朝倉氏遺跡資料館２００３

栃木県教育委員会文化課ＨＰhttp://www､tochigi-c､edjp/bunkazai/bunkazai/list/630.ht、

(2)中世大友府内町跡では第34次調査区で青磁人物像燭台の顔の部分が出土している。顔は露胎で、これも他の類例と共通してい

る。この顔が出土したのもやはり万寿寺の堀（万寿寺西側の堀）と考えられているところからである。
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越州窯系青磁

白磁

小坪

華南三彩

磁竃窯系盤

藷翠紬

褐紬陶器

瀬戸美溌系陶器

折縁皿

軟質施紬陶器

備前系陶器

水屋弧

播鉢

ナナメスリメ

近世1期

第４章中世大友府内町跡第20次調査Ｃ区

３９は越州窯系青磁の碗である。見込に目跡が認められる。

４０～50は白磁である。

４０．４１は景徳鎮窯系白磁皿で、口縁部が端反る。４１は被熱しており、黒斑が見られる。４２は中国

南方産と思われる白磁の皿で、見込は蛇の目紬剥ぎがなされる。４３は景徳鎮窯系菊皿である。底部

は欠損しているが、高台がつくものと思われる。４４は中国産の皿の底部と思われる。

４５～48は白磁の碗である。４５～47は景徳鎮窯系の碗で、４７は口縁端部が端反る16世紀代の特徴を

有している。４８は中国産の白磁の高台部分である。

４９．５０は小坪である。４９は景徳鎮窯系、５０は見込に蛇の目紬剥ぎが認められ、景徳鎮窯以外の中

国の窯で焼かれたものであろう。

５１．５２は華南三彩である。

５１は壷の蓋である。内面は露胎となり、外面は刻花文が見られる。５２は水性の脚部と思われる。

底部外面は露胎となる。表面には波涛文が描かれ、上部には鶴や魚がついていたものと思われる。

５３は磁竃窯系盤の破片と思われる。C-SDOlの時期のものではないが、南側に隣接する第20次Ａ

区では多数出土している。

５４．５５は中国産藷翠紬の小皿である。口縁部が屈折して外反しつばのようになり、胴部は鏑を有

する。底部には高台を有する。

５６は中国産褐紬陶器の胴部片である。５７は碗の底部付近の破片で、見込と畳付に目跡が付けられ

る。産地は不明である。５８は中国産陶器壷の底部付近の破片と思われる。底部下半は露胎となる。

59は中国産陶器の天目茶碗である。高台部分は欠損している。

６０～64は瀬戸美濃系陶器である。

６０．６１は天目茶碗、６２～64は皿である。６３は高台部から口縁に向けて内湾気味に低く立ち上がる。

また６２．６４は口縁部分が外に折れるいわゆる折縁皿である。大窯３期頃に比定できる。

６５～70は軟質施紬陶器の碗である。赤褐色の胎土の表裏に紬がかけられ、同一個体と思われる。

７１～103は備前系陶器である。

７１は水屋喪の口縁部、７２は壷である。いずれも口縁部が短く立ち上がる。７３～75は徳利である。

７６．７７は鉢である。口径に対して器高は低く肩平な形である。胴部上位から内傾して口縁部に至る。

78～97は播鉢である。まず時期認定の一つの鍵となるスリメの形態についてみてみたい。８３．９０．

９１．９６を除いてすべてにスリメが確認される。この内大半が放射状のスリメに斜め方向のスリメを

加えたいわゆる「ナナメスリメ」である。図面番号の78,80～８２，８５，８７～89,92～94がそれに該

当する。残りの７９．８４．９７は放射状スリメと思われ、８６．９５についてはスリメの残存部分が少ない

ために形態は不明である。次に時期の認定に必要なもう一つの要素である口縁部の形態について見

てみたいと思う。９２～94,97の資料を除きすべての資料で口縁部の形態が把握できる。それらの資

料を見ると、いずれも口縁帯が発達し、口縁部外面に施される凹線が多条化している。さらに口縁

端部のナデが強く先細りをしており、乗岡編年の近世１期の特徴を示している。この近世1期のも

う一つの特徴としてナナメスリメが挙げられるが、先にナナメスリメではなく放射状スリメとして

取り上げた資料の内７９．８４についても、口縁部の形態では近世1期の特徴が見られる。また、残存

部分が少なくスリメの形態が不明とした８６．９５についても、口縁部の形態では近世１期の特徴を有

している。さらにスリメが全く確認できていない資料の内、８３．９６についても、やはり口縁部の形

態は近世１期の特徴を示している。以上より、C-SDOlで出土した備前系陶器の揺鉢については、

その大半が近世１期に位置づけることが可能である。なお、この時期に位置づけられなかった資料

９０．９１．９７については、まず90については、口縁帯の文様帯がさほど発達しておらず、凹線文の多

条化も見られない。さらに口縁端部の先細りも認められないことから中世6期ごろであろうか。口
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第２節遺構と遺物

径も小さく、多少他の播鉢とは性格を異にするものかもしれない。９１は口縁帯が全く発達しておら

ず、古い様相を示している。中世３期頃に比定される資料と思われ、混入品であろう。９７について

は、口縁部がないため時期の認定は困難である。スリメは放射状であるが、７９．８４が近世１期に位

置づけられることもあり、それらに併存することも十分あり得る。

小型壷９８．９９は壷である。９８は胴部が丸みを帯びて膨らむ小型の壷である。９９は胴部下半に刻印の一部

が認められる。

大喪100～103は大喪である。１００は肩部あたりに刻印が認められる。１０１．１０２は口縁部、１０３は底部の

破片であるが、口縁部の形態より16世紀後半代に位置づけられそうである。

土師質土器（第４－１４図-104～第４－１７図-206）

京都系土師器皿１０４～176は京都系土師器皿である。いずれも器壁が比較的厚くなり、口縁部下のナデが強く、胴

２～３期部上半に稜を有するものも含まれてくる。塩地編年の２～３期に位置づけられる。さらに掲載して

いる資料95点中58点の口縁部に、ススの付着が認められ、灯明皿として使用されていたものと思わ

れる。割合的には約61％に及び、かなり高い頻度で見られる。

糸切り痕また、177～185については、京都系土師器の胎土を有し、底部に糸切り痕を残す在地系土師器で

ある。ここでは京都系土師器と在地系土師器の「折衷様式」と仮称しておく。

坪186～197は京都系土師器の坪である。底部から口縁部に向け内湾気味に立ち上がり、口縁部下で

は強いナデが巡り、稜を有す。器高も３cm～４cmを超えるものが含まれ、皿とは別形態である。

在地系土師器198～206は在地系土師器である。いずれも底部に糸切り痕を残す。201～2O3のようにススが付着

し灯明皿として使用されたと思われる資料も含まれる。器形的には、底部から口縁部に向けて直線

顕著にロクロ目的に開き、内面に顕著にロクロ目を残すタイプ（１９８．１９９．２０３）と、底部から口縁部に向けて内

湾気味に低く立ち上がる(202～206）タイプがある。これらの資料は坂本編年で15世紀末葉から１６

世紀初頭に位置づけられる一群であるが、この時期まで残る資料なのか、混入しているのかが問題

となる。この資料が出土しているC-SDOlの下にはC-SDlOがあり、C-SDOlはC-SDlOの大半を切っ

て形成されていることが判っている。このC-SDlOからは京都系土師器１期の資料と、前述の底部

から口縁部に向けて直線的に開き、内面に顕著にロクロ目を残すタイプがまとまって出土している。

したがって、C-SDOlから出土している在地系土師器は、この時期の他の資料と共伴していると考

C-SDlOえるよりも、C-SDlOの遺物が混入していると考える方が妥当であろう。

瓦質土器（第４－１７図-207～第４－１９図-231）

207～210は瓦質土器の塊である。いずれも胴部が内湾気味に立ち上がり、底部には高台が付く。

高台は207が断面台形状、２０８．２０９は三角形状を呈す。

香炉211は香炉で、三脚が付く。212も香炉もしくは火鉢の底部付近の破片で、双頭蕨手流雲文が描か

雷文れる°213は皿の底部で、中央に穿孔が見られる。また見込部分に雷文が刻印される。214は鉢で直

立ぎみに立ち上がる胴部から、口縁部が緩やかに内傾する。ＳＫｌＯで出土した破片と接合した。２１５

と216も鉢である。215は口縁部が内傾し、口縁部屈曲部外面に２条の突帯が巡る。217は防長系の

播鉢である。口縁部が肥厚し、内面には放射状にスリメが施される。スリメは見込にまで及ぶ。

火鉢218～226は火鉢である。２１８．２１９は口縁部が内側に台形状に肥厚する。220は口縁部外面に雷文

が巡る。221は台形状に肥厚した口縁部とその下に巡る突帯間に縦方向の沈線が５本単位で施され

る。222は口縁部外面に１条の突帯が巡り、その下に花文が刻印される。223は口縁部下に２条の低

い突帯が巡り、その間に雷文が描かれる。224～226は火鉢の脚部で、225は脚の上に２条の低い突

双頭蕨手流雲文帯が巡りその間に双頭蕨手流雲文が施される。

内耳付鍋２２７．２２８は壷、229は内耳付鍋である。口縁部内側に吊し用の穿孔部分が設けられる。230は鍋の

培焔口縁部で、胴部上半に突帯が巡る。231は培焔で、胴部下半に柄を受けるための筒部がある。
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第４章中世大友府内町跡第20次調査Ｃ区

土製品・石製品・金属製品（第４－１９図-232～第４－２１図-270）

232～234は土錘、235は土玉である。

236～244は円盤状土製品である。236～238は土師質土器を加工し、239～243は瓦質土器を加工し

て作られている。また244は瓦を加工して作られていると思われる。こうした円盤状の土製品が本

遺構から比較的まとまって出土している。

245～248は硯、249～257は砥石である。258は円盤状の石製品で前述の円盤状土製品と一連のも

のであると思われる。259も石製品であるが､環状に加工された中央部に穿孔が施されている。２６０

～263は石臼、264は方形柱状を呈す石製品であるが、用途は不明である。265は、恐らく方形に加

工された部分に足が付き、テーブル状を呈す石製品であろうと思われるが、詳細は不明である。

266は球形状の穴が複数穿たれている石で、人工的に加工されたものであろうが、用途は不明。

２６７．２６８はガラス製品である。267は白色を呈するボタン状ガラス製品である。裏面は平らになっ

て接着痕らしき跡が見られる。用途は不明である。中世大友府内町跡では複数例が知られており、

白色の他に青色のものが存在している。269は青銅製品で、管と思われる。

270は、小柄の柄の部分である。蛍光Ｘ線分析の結果、金の成分は含まれておらず、鍍金ではな

いことが判明した。そして銅と亜鉛が検出されていることから、この小柄は真鎗製であると考えら

れる（詳細は第５章自然科学的分析の項を参照)。真鋪製品は17世紀以降キセル等において国内で

も類例は多いものの、戦国期ではさほど多くはない。真諭は金よりも安価に手に入るため、現代で

もイミテーションゴールドとして普及しているが、その製作には特別の技術が必要である。特に亜

鉛の製錬は、真空状態で行わなければならず、この技術が日本で駆使できるようになるのは、１７世

紀以降のことと考えられている。したがって戦国期における真論製品の国内製作については、現段

階では考えにくい。本遺跡で出土したこの真論製の小柄も鉛同位体比の結果、含まれる鉛は華南産

のデータが得られている（詳細は第５章自然科学的分析の項を参照)。したがって素材に着眼すれ

ば、中国から輸入された可能性が考えられよう。

ところが、ここで問題となるのは、この小柄が製品として中国から輸入されたかという点である。

本来日本独自の製品である小柄が中国で製作されたというのは考えにくい。そしてこの小柄には日

本の伝統的技法とされる魚鱗地が施されている。したがってこの小柄は製品として輸入されたので

はなく、真鋪そのものの素材が輸入をされ、それを国内で加工したと考えるのが妥当ではなかろう

か。ところで、この小柄に描かれる文様でもう一つ注目すべき点がある。前述の魚鱗地の中に、細

長い方形状の絵が描かれている。そしてその一端は台形状を呈し屈曲する。この方形枠の中は幾何

学的模様で充填され、その周囲をツタのようなものが取り巻いている。この形は「火縄銃」によく

似ている。出土した溝C-SDOlの時期が16世紀末葉であることや、地点は違うがC-SDOlと同じ万寿

寺の堀から火縄銃の火挟みが出土している点、さらに同時期の遺構から鉛玉が出土している事など

を考えると、十分にありうる図像である。

木製品（第４－２２図-271～第４－２８図-329）

271は猿形木製品である。顔と啓部が赤く着色されている。顔には目．鼻．口が描写されている。

また手と足を前で組んだような形をしているが、組んだ手の中央部と足の部分に穿孔が施されてお

り、ここに細い棒が通されていたと思われる。この棒に沿って猿が上下に移動するような玩具であっ

たのではなかろうか。職人歌合等に描かれる塊脇師が扱う人形の一つである可能性もある。また、

中世における猿形木製品の類例としては岡山県鹿田遺跡第７次調査出土の資料がある(1)。この資

(1)岡山大学埋蔵文化財調査室「岡山市鹿田遺跡出土の猿型木製品」（『動物考古学』第１３号動物考古学研究会1999.11）

なお、山本悦代氏から資料を実見させて頂き、御指導を賜った。
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料は14世紀頃のもので時期が若干異なる。また烏帽子をかぶり形態も異なっていることから、別の

用途が考えられる。また中世大友府内町跡においては第13次調査区で猿形の土製品が出土してい

る(1)。

272は細長扇平の板で用途は不明である。273～278は漆器椀である。273は胴部外面に木の葉文様、

277は胴部外面と見込に六角形の文様、278は胴部外面に文様が施される。

279は機織り用糸巻きの軸の部分である。

280は舟形木製品で、中央部分にある穿孔は帆柱用のものと思われる。

281は燭台である。台の部分は在地系の土師質土器である。C-SDOlの泥炭層中から出土したため、

芯の木製品が刺さった状態で残っていた。芯の部分は中位あたりで挟りのようなものが入る。これ

が蝋燭の芯としたら、蝋燭はかなり大型のものとなる。

282～284は柄杓である。柄の部分はない。いずれも曲物である。

285は越杖の玉で、半分が欠けている。286はＬ字状に曲がる棒状製品で、用途は不明である。

287は柱状の木製品で端部に快りが入る。他の部材と組み合わされていたものと思うが、用途は

不明である。288は扇平板状製品であるが、一方の辺が内側に湾曲し、中央に挟りが入る。端部に

は穿孔が入る。組み合わせて使用されたものであろう。

289～309は箸状木製品で、部分的に欠損しているものも多いが、数サイズが存在しそうである。

310～313は下駄である。３１０．３１１．３１３は連歯下駄、312は差歯下駄である。

314～322は板状の木製品である。314は両端部が方形状に張り出し、穿孔が施される。315は両端

部に穿孔、318は各辺に穿孔が設けられている。用途についてはいずれも不明である。

323は角柱状木製品である。大きさも大きいので建築部材かもしれない。

324～329は曲物の底もしくは蓋である。いずれも扇平で円形を呈す。特に329は穿孔が施され、

他のものとは異なった用途が推測される。

C-SD10（第４－５図）

C-SDlOはＫ－３７．３８区～Ｍ－３７．３８区までの範囲で東西方向に延びる溝で、規模は確認できている

だけで東西長で20ｍ，深さは検出面から計測して約2.5ｍある。大半をC-SDOlに切られているため、

詳細は不明である。ただ、2.5ｍの深さからしてC-SDOlに近い規模を有すると推測され、その位置

関係から考えても、万寿寺北側を画する堀である可能性が高いと思われる。その場合、堀の時期が

問題となってくるが、C-SDlOから出土する遺物は、まず土師質土器に関してみれば１期段階の京

都系土師器皿と、底部から口縁部に向けて直線的に開き内面にロクロ目を顕著に残す在地系土師器

皿がセットとなる。そして、備前系陶器についてはナナメスリメを有する近世１期の播鉢は見られ

ず、中世６期のものが主体となる。遺物のセット関係は切り合っているC-SDOlとは明らかに異なっ

ており、C-SDlOの時期は16世紀前葉に比定できる。これは、C-SDlOを徳治元年（1306年）に創建

され'6世紀末まで存続した万寿寺の堀とするのに矛盾しない。またこのC-SDlOの時期と、これを

切って形成されたC-SDOlとには若干のタイムラグがある。C-SDlOが完全に埋まってしまった後に、

C-SDOlは掘り返されたのであろう。ただ少なくとも15世紀末葉から16世紀末までは、万寿寺の北

限に関する空間認識は変わっていないと考えられる。

また、C-SDlOからは人骨の頭部が出土しており、第５章自然科学的分析の項を参照されたい。

(1)大分県教育庁埋蔵文化財センター『豊後府内２中世大友府内町跡第９次・第１3次・第２1次調査区』（大分県教育庁埋蔵文化
財センター調査報告書第２集2005年）

－ ２９１－
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第4-30図C-SD10出土遺物実測図(2)（1/3）
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第4-31図C-SD10出土遺物実測図(3)（1/3）
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第４章中llt大友府内町跡第20次調査Ｃ区

出土遺物（第４－２９図－１～第４－３１図-36）

龍泉窯系I'雌Ⅲｌは、龍泉窯系･Iif磁lⅢである。底部には高台が付き、腰部ドで折れて外反気味に１１縁部が開く。

２～６は備前系陶器である。２は小噸、３～５は播鉢、６は識である。捕鉢に関してはナナメスリ

放射状スリメメが見られず、すべて放射状スリメである。また'1縁部の形態が判る３については、’1縁部文様帯

が発達するものの、１１｢1線はさほど多条化しておらず、Ｉ|縁端部のナデによる先細りもj,,!』られない。

Ｉｌ１ｌＭ:６期したがって中世６期に比定できるものと思われる。

京都系土師器７～1.1は京都系土師器のⅢである。C-SDOlのものとは明らかに異なり、大半の資料の器壁が薄

く、１期に位置づけられると思われる。中には10のように器壁が厚くナデが明瞭なものやl5のよう

に京都系土師器の胎土を持ち、糸切り痕を有する「折衷様式」のものも見られるが、これはC-SDOl

資料の混入として捉えておきたい。

顕併なロクロ１１１６～28は任地系土師質-'二器の皿である。底部から１１縁部に向けて直線的に開き、内面に顕普なロ

クロ目を残す。また底部には糸切り痕が見られる。’'1には２０．２．１．２６．２7のように11牌部にススの

付ｲｷが,認められるものがあり、灯Iﾘ11Ⅲとして使川されたものと思われる。器商が1511t紀末葉～1611ｔ

紀初頭頃の盗料に比べると低くなっている傾向があり、1611t紀前梁に比定できよう。２８の小皿につ

いては、若'形態が災なり混入品かもしれない。また29は耳Ⅲである。

３０～32は瓦質|器で30は鉢、３１は火鉢である。３１は１１縁部に需文帯が巡る。３２は焔賂である。

連歯下駄３３～36は木製Ｉｌｈｌｌである。３３．３４は下駄で、いずれも連附下駄である。３５．３６は箸状木製品である。

これらの木製品はC-SDOlでかなりの{'’'二が見られており、その混入かもしれない。
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第4-32図Ｃ－ＳＤＯ２・SD12実測図（1/150）
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C-SDO2・C-SD12（第4-32図）

C-SD()2は、C-SDOlとほぼ併行して東餌に延びる溝で、確認できている長さで約２０，，１幅１ｍ、

深さ0.6ｍの規模を有す。C-SDOlの北側に接するように延びており、ＩｌＩｌｊ者の切り合い関係は束壁の

近'Ⅱ:１期・'二層観察からも判別できない。出土する辿物も３期の京都系ｋ師器のlⅢや近世１期の備前系陶器擁

鉢などが..と体で、C-SDOlとほとんど時期差が認められない。したがって、C-SDOlとは併存したか、

もしくはさほど時期を股かない段階で存任したものと考えられる。ただ一つの可能性として、Ｃ‐

ＳＤＯｌ直上の10層（第４－３似IのＩ淵査区束雌-t1W図参照）がシルト屑であり、C-SDOlがj１Mまった後

空閑地 しばらくの間空閑地であった可能性を示している（道路のnJ能性もある)。このシルト胴のIliliを北

側(Ixl面では左側)へ追っていくとC-SDO2の掘形へつながっていく。商さはかなり違うが、Ｃ－ＳＤＯｌ

の直上が沈下したと考えれば、このシルト層の面の段階に、C-SDO2は併存していた可能性があり、

道路 そうした場合C-SDO2はC-SDOlよりも新しいということになる。また、このシルト届がもし道路で

あったならば、併存するC-SDO2は道路側満としての位侭づけもi'Ｉ能であるが、今のところこのシ

ルトルリを道路と断定できる材料もなく、今後史なる検証が必愛である。

次にC-SDl2は、C-SDO2に直交するように短く延びる溝で、長さ２ｍ、幅1.2ｍ、深さ0.5ｍの〃１１

模をｲ『す。近ｌｌｔｌ期の備前系陶器儒鉢が川土しており、C-SDO2とさほど時期差がないと思われ、

併存した可能性もある。

出土遺物（第４－３３図－１～第４－３４図-25）

瀬戸美膿系Ｍｊ器１は景徳鎮窯系の皿で、兄込に文様が描かれる。２は瀬戸美濃系陶器で碗と思われる。３～６は

備前系陶器で、３は徳利、４はIﾉLl耳壷である。５は喪で111部に文'i･:が刻まれる。６は播鉢で、ナナ

メスリメが見られ、近'Ⅱ:１期のものと思われる。７～12は京郁系’二師器のⅢlで器壁が厚く、ｉl縁部

耳Ⅲ ドのナデも明瞭であることから２期～３期のものと思われる。１３は耳Ⅲ１，１１は燭台でいずれも土師

質土器である。１５～18は瓦質･上器で、１５は風炉、１６～18は火鉢である。１６は笛文、１７は双頭蕨手流

雲文が施される。１９は石円か茶臼、２０は砥行、２１は'１１盤状-ｔ製品である。２２は軒丸瓦、２３は刺平瓦、

匪杖の盤２４は越杖の陸である。２５のみがC-SDl2出土で、備前系陶器播鉢である。

鎖識蕊蕊
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第４章中|Ⅱ:大友府内町跡第20次調査Ｃ区

第4-34図C-SDO2・C-SD12出士遺物実測図（1/3）
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第4-35図C-SDO4実測図（1/100）

C-SDO4（第４－３５図）

調盃区の束隅L-37区で検出された短い溝で、確認災3.2ｍ、｜脇().6ｍ，深さ0.6ｍの規模を有して東

西方向へ延びる。調査区束壁の土層を見る限り、C-SDOlが埋まった後その_'二に堆械した層も切っ

ているので、C-SDOl等よりも新しく近世まで下るかもしれない。しかしながら、出土する辿物は

１６世紀代のものが主体であり、C-SDO4のｋ部にある２届（５３．５４ﾙi）は掘り返し後のＩ１かもしれ

ない。出土進物が希少なために、遺物から時期の認定をIﾘl確にすることは困難であるが、ただいず

れにしても、C-SDOlが埋まった後の溝であることは間違いないと思われ、万寿寺の区IIIIiとは別の

ものであろう。

出土遺物（第４－３６図１～５）

ｌは備前系陶器の徳利で、２は丹波系陶器の捕鉢であろうか。３は、１５世紀末葉～1611t紀前業に

位侭づけられる(I§地系上師質土器の小皿で、IllIil部は１１‘〔線的に外傾して立ちｌ２がり、内面には顕普に

ロクロI-lが残る。底部は糸切り痕が残る。４．５は瓦質土器の火鉢の口縁部と底部付近の破片で、

II11i者とも需文が巡る。

１６世紀代

徳利

密文
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第4-36図Ｃ－ＳＤＯ４出土遺物実測図（1/3）
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第4-37図C-SDO5実測図（1/100）

C-SDO5（第４－３７図）

C-SDOlの北側（K-37IX・L-37区）をほぼ併行して東西に延びる溝で、確認催13..1,,幅1.5ｍ、

深さ1.5ｍの規模を有する。溝は断面Ｖ字形の掘形をなす。上層観察から把握できる前後関係につ

いては（第４－３．４図参照)、まず洲査区東唯の｜掴より、C-SDO.lよりはTl『く、C-SDO8より新

しいことが判る。C-SDOlとは接しておらず、前後閏係は不Iﾘlである。次に調査区ijIi壁の'二胴では、

SKO8とSKl()の上に堆積する１．２層には切られているが、ＳＫＯ８・ＳＫｌＯとの前後関係については

土〃iからだけでは不lﾘlといわざるを得ない。北側のC-SDO8との関係については、４〔唯lIil様C-SDO8

よりも新しいことが､ド'1る。

次にｌｌＩ土遺物を見てみると、出上瞳はさほど多くはないが、巾''1:４期の肺前系陶器播鉢や内外面

にロクｐＨを顕著に残すタイプの在地系士師質ｋ器の皿等が川上しており、出|ﾆする遺物の大半は

151化紀代のものである。さらに昨年度木調fif区のI)Ii側隣接部分をI淵査しており（第51次I洲査区)、
Ｉ．

Ｖ'抑杉の棚形

ロクロ目

1511t紀代

第4-38図C-SDO5出土遺物実測図（1/3）
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第２節世構と遺物

l5iIt紀後葉～
末葉

同じIliIII性

龍泉潅系,ｌｆ磁

ロクロ隅

同じ方位

このC-SDO5の延長部分と思われる満が検出されている。そこから、胎上は白色を呈し、薄手の器

雌で、内外血にロクｐＨを顕杵に残すMIii質|器が出Ｉ:している。このタイプの土師質-1角器は、Ｉ+’

''1:大友府内町跡では15111:紀後梁の遺構から出ｋしており、本調査区で川土する遺物と時期的にも凱

陥がない。よって遺物から判断する限りでは、C-SDO5は１５世紀代に掘られ、１５世紀後葉～末堆の

段階で埋まっているものと考えられる。

溝の方向から考えると、C-SDOl等とIIilじような性格が感じ取られるが、果たしてこれが万寿寺

の北の区iIIIiに関連するものであるかどうかは現時点では不明である。ただ、構築時期の順序で考え

ると、近接する空間にC-SDO5→C-SDlO→C-SDOlとIIilじ軸性を持って掘られている点は注[・Iに値

する。

出土遺物（第４－３８図１～７）

１．２は龍泉蕪系ｌｌ了磁である。ｌは碗の底部で間台が付く。２は碗もしくは呑炉か。表には並弁

のような文様が描かれる。３～５は備前系陶器儒鉢である。３．４は底部から11111部の破片で、放射

状スリメが見られる。５は口縁部であるが、1.1縁の上方への拡張が始まりかけている段階で、１１縁

ド角が垂下している。乗岡編年の''１世４期に比定され、15111:紀前半段階に位置づけられよう。

６．７は在地系土師質上器の皿で、底部からＩ|縁部に向けて111〔線的に開き、内部にロクロ1号|を顕

隙に残す。７は底部の破片で糸切り痕が残る。
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第4-39図Ｃ－ＳＤＯ７・Ｃ－ＳＤＯ８・C-SDO9実測図（1/100）

C-SDO7・C-SDO8・C-SDO9（第４－３９図）

木調査区の北側（K-37区・L-37区）を東I)[iに延びる溝で、それぞれの規模はC-SDO7が確認長6.9

ｍ、｜幅0.5ｍ、深さ0..1ｍ，C-SDO8は確認長13.6,,1幅0.9ｍ、深さ0.2ｍ、C-SDO9は確認長11.2ｍ、

幅0.9ｍ、深さ0.:1ｍである。３条ともほぼ'１１じ方位で延びるが、すべて切り合っており、時I川差が

ある。まず、C-SDO7はKデ371ﾒ§とＬ-37雌の境付近でC-SDO9に切られている。またC-SDO9は,洲査区

東隅でC-SDO8に切られている。よって３条の溝の前後関係は古い順にC-SDO7→C-SDO9→C-SDO8

となる。出土遺物が希少で時期の認定が困難であるが、C-SDO8が151M紀代の溝C-SDO9に切られて

いることから、３条ともそれ以前であることが判る。

－３００－
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調査区西側Ｋ-37豚に位侭する溝状の世構で、本調査区で検出される他の満とは方向を違え、南

方向へ軸を振っている。長さ5.6ｍ、幅1.1ｍ、深さ0..1ｍで大瞳の石も検出している。

この溝の性格についてであるが、まずC-SDOlの直上にありながら、C-SDOlが検出された時にこ

のC-SDllの存在は確認されておらず、C-SDOlを棚１１りドげていく過腿で初めて検出された。溝から

出土する遺物は、近ｌＩｔｌ期の備前系陶器播鉢や３期の京都系土師器Ⅲlで、１６１１t紀後葉～末葉に位瞳

づけられる。この遺物構成は、直ドに〈I§在するC-SDOlとほとんどIIilじである。さらに、この溝の

底は南IjIi方向、つまりC-SDOlのrlI央部に向けてドがりながら延びている。

以上より、Ｃ－ＳＤＯｌｋにありながら掘形を確認できず、他の満と方向を述えてC-SDOlのIlI央つま

り底の方へ向けてドがっていくという形状、そして{|Ｉ上する遺物はC-SDOlとほとんど'11時期とい

うことを勘案すると、このC-SDllは独立した一つの瀧というよりは、C-SDOlが1Mまっていく形成

過礎で|‘1然発生的にﾉﾋじた、ｈｌｌｆ状の堆械と考えた方がよさそうである。

出土遺物（第４－４１図－１～18）

ｌ～７は備前系陶器である。ｌは徳利の底部で、底|、にへう記号がある。２は大喪の口縁部、３

～７は播鉢である。先細りした11縁部やナナメスリメ聯から近ＩＩｔｌ期に比定できる。８～10は京都

系ｔ師器の皿で、３期に比定できる。１１．１２は瓦質ｋ器の火鉢の口緑部で、１１は双頭蕨手流雲文、

12は雷文が巡る。１３は瓦質土器火鉢の脚部である。１１～18は円盤状製品で、１４は備前系陶器、１５は

瓦質土器、１６～ｉ８は石製IY1である。１８は中央部が穿孔され、環状になる。

ロ

第4-40図Ｃ－ＳＤ１１実測図（1/30）

11ｍ

C-SD11（第４－４０図）

調査区両側Ｋ-37膳に位綴する溝状の世構で、木調査区で検出される他の満とは方向を違え、
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第4-41図C-SD11出土遺物実測図（1/3）
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０ １
目一一

廃棄行為

16世紀後半代

寺域外

御内町

五彩

金箔

第4-42図C-SKO1実測図（1/30）

２．土坑

C-SKO1（第４－４２図）

L-37区に位置し、楕円形状を呈する土坑である。長径は2.8ｍ、短径1.4ｍ，深さは0.5ｍほどであ

る。埋土は途中に炭の堆積層が認められることから、廃棄行為に伴う土坑であると考えられる。

土坑の位置する所には溝C-SDO5・C-SDO8が通っているが、いずれも切って形成されている。さ

らに遺構内からは、中国産の五彩、景徳鎮窯系青花、２～３期の京都系土師器の皿等が出土してい

ることから、遺構の時期は16世紀後半代に位置づけられる。

この土坑C-SKOlは、ほぼ同時期に存在したと思われる万寿寺の堀であるC-SDOlの北側に位置す

ることから、万寿寺の寺域外の遺構である。万寿寺の北側には、府内古図によれば「御内町」が存

在している。この北側延長線上は既に第21次調査区等で発掘調査が行われており、御内町の裏手の

遺構と思われるものが確認されている。具体的には井戸や廃棄土坑が中心となって検出されており、

本遺構C-SKOlもその一連のものである可能性がある。

出土遺物（第４－４３図－１～10）

１は景徳鎮窯系五彩の碗で、口縁部内面に界線、外面にも界線とその下に文様が描かれる。２は

景徳鎮窯系青花の碗で、口縁部外面に波涛文の崩れたような文様帯が巡る。３～７は京都系土師器

の皿で、器壁が比較的厚くなり、口縁部下のナデも明瞭になっている。２～３期に位置づけられる。

また、３は表裏に金箔が貼られている。８は口縁部が直線的に開き、外面に顕著にロクロ目を残す

在地系土師器の皿である。９は焼塩壷の蓋と思われる。１０は青銅製の鍵である。

－３０３－
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舟徳利

廃棄上坑

K-37IXに位riする土坑で、長径1.9ｍ，短径1.0ｍの隅丸方形状プランを呈する。深さは0..1ｍほど

である。出土進物は希少であるが、朝鮮王朝産の舟徳利が出土しており、１６世紀後葉～末葉にかけ

て掘られたものと思われる。C-SKO5はC-SKOlから５ｍほど西へ離れて、同じような軸性をもって

位置している。規模はひとまわりほど小さいものの、出土する辿物から存圧した時期は近いと考え

られる。さらに立地的にもﾉj向的にも近いことから、同じような性絡の土坑と思われ、廃棄'二坑と

して位侭づけておく。

出土遺物（第４－４５図－１．２）

ｌは朝鮮王朝産舟徳利の''111部、２は瓦質土器の羽釜の胴部である。

C-SKO5（第４－４４図）

K-37I>〈に位riする土坑で、長径1.9ｍ，短径1.0ｍの隅丸方形状プランを呈する。

、
。

２

第4-43図C-SKO1出士遺物実測図（1/3）
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第4-45図C-SKO5出土遺物実測図（1/3）

C-SKO6（第４－４６図）

L-37Iﾒ§に位潰し、C-SDO9を切って掘られている｜菖坑で、

長径0.6ｍ、短徒0.5ｍのほぼ円形に近いプランを呈する。

深さは0.：1ｍほどである。上坑内にはぎっしりと礎が詰まっ

ているが、時期を認定できるような遺物の川土は見られな

い。

C-SKO8（第４－４７図）

K-38Ixに位rtし、C-SDOl及びC-SKlOをMIiりドげ途中に

確認された|負坑である。半分が,洲査区外に及ぶため、プラ

ンの全形は不明であるが、桁円形状を11Lするものと思われ

る。確認されている規模は、長径1.2ｍ，短径0.5ｍ、深さ

は0..1ｍほどである。埋上には炭がかなり入っており（第

４－４Ｍ参照)、廃菜土坑と思われる。

C-SDOlが埋まった後にM1｛られており、

さらにはＣ－ＳＫｌＯをも切っている。出_|ニ

する遺物には３期の京部系上師器Ⅲ蝶が

見られ、１６１M:紀後葉～末葉に位riづけら

れる。切り合い関係からC-SDOlやC-SK

lOよりも新しいが、それほど時間差はな

いものと思われる。

出土遺物（第４－４８図－１～３）

ｌは餓徳鋲窯系白磁の襟である。２は

I|'岡産の褐刺l陶器の胴部片であるが、器

砿は不IﾘIである。３は京都系上師器のⅢ

で、器鍍が際くナデがIﾘl瞭であることか

ら３期に位脱づけられる。

－ ト ト

ロ lrm

第4-46図C-SKO6実測図（1/30）
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第4-48図C-SKO8出土遺物実測図（1/3）
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C-SK10（第４－４９図）

大皿の石K-37区・K-38区に位置する土坑である。当初C-SDOlの直上で大量の石が集中する範囲が確認さ

れ、その範囲内の遺物を分けて取上を行った。ただ、C-SDOlの埋土を掘りこんで形成されている

ために、C-SDOlとC-SKlOの埋土の差を平面的に拾っていくのが非常に困難で、さらには石が大量

に入っていたこともあって、土坑の底のプランは明確に把握できなかった。そこで石が集中してい

る範囲と調査区西壁土層の所見から、おおよその規模を割り出してみると、長径5.3ｍ、短径3.6ｍ

ほどであり、深さは西壁土層にかかっている所で0.5ｍほどである。深さについては実際はまだ深

いものと思われる。なお、この土坑は調査区西側へと続いていくが、平成17年度に実施された第５

１調査区でその続きが確認されている。

出土する遺物には、近世１期の備前系陶器播鉢や３期の京都系土師器の皿などが見られ、１６世紀

後葉～末葉に位置づけられる。C-SKlOは万寿寺北境の堀であるC-SDOlの直上に位置していること

C-SDOlの直上から、C-SDOlが埋まった後に掘られているわけであるが、出土する遺物に大きな時期差は認めら

れない。さらにC-SDOlが埋まった後、その直上は道路になっていくことが確認されていることか

ら、このC-SKlOは掘ってすぐ埋められたものと考えられる。そして大量の石が埋められているの

は、このC-SKlOの直下がC-SDOlのコーナー付近（万寿寺北西隅のコーナー）であるがために、か

地盤沈下なりの地盤沈下が起こり、それを補強する目的だったのではないかと思われる。

出土遺物（第４－５０図－１～第４－５４図-62）

滝州窯系青花１は涼州窯系青花の皿である。底部から口縁部にむけて内湾気味に立ち上がり、底部には高台が

蛇の目紬剥ぎ付く。胴部内外面と見込に文様が描かれる。見込は蛇の目紬剥ぎがなされる。２～６は景徳鎮窯系

青花である。２は景徳鎮窯系青花の壷である。内面は露胎で、外面には鳳風の尻尾の部分が描かれ

ている。３は碗で、胴部外面に文様が描かれる。４も碗で、見込部分がわずかに盛り上がり、恐ら

鰻頭心く鰻頭心を呈するものと思われる。見込には花弁文、高台内部には字款が描かれる。Ｅ群と思われ

る。５は盤で斜めにつばが付く。つばの内面には文様が描かれる。６は小壷である。外面には文様

が描かれ、内面は露胎となる。

朝鮮王朝産白磁７は朝鮮王朝産の白磁皿の高台である。高台内部まで施紬され、見込には目跡がみられる。８は

中国南方産の白磁皿で、見込は蛇の目紬剥ぎがなされる。９は龍泉窯系青磁碗の高台部分である。

華南三彩１０．１１は華南三彩である。９は鱗か羽のような文様が見られる。１１は文様が見えず、器形も不明で

ある。１２は中国産弱翠紬の皿である。口縁部はつばがつき、輪花をなす。

１３は瀬戸美濃系陶器の皿である。口縁部が外側に折れるいわゆる折縁皿である。大窯の３期に比

定される。１４も瀬戸美濃系陶器で天目碗である。

把手付水性１５～27備前系陶器である。１５は把手付水性である。胴部にはロクロ成形による凹凸が残る。上端

の一方には注ぎ口を付け、その反対側には粘土紐を貼り付けて把手を付けている。底面にはへう記

号がみられる。１６．１７は壷であるが、この内17の壷の胴部には、もう一個体の壷の胴部と思われる

二重歯部分が付着していた｡よって、図に示したように２つの壷が連結した二重壷であると思われる。１８．

１９は鉢である。いずれも胴部が内湾し、１９は口縁端部が短く立ち上がる。２０～24は播鉢である。口

縁帯が発達し凹線が多条化する。口縁端部が強いナデで先細りし、スリメはナナメスリメである。

水屋弧近世１期に比定できる。２５は水屋喪、２６．２７は大喪である。

２８～48は京都系土師器である。２８～42は皿、４３～48は坪である。いずれも器壁が厚く、口縁部下

のナデが強い。３期に比定できる資料である。４９．５０は土師質土器の焼塩壷である。

防長系播鉢５１～60は瓦質土器である。５１～53は鉢で51は脚が付く。５４～56は防長系の播鉢で、この内55はC‐

ＳＤＯｌ上層で出土した資料と接合した。５７～59は火鉢である。５７は脚部、５８．５９は口縁部の破片で、

５８．５９は雷文が巡る。６０は風炉の脚部か。

６１．６２は石臼である。

－３０７－
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灯明皿

６１

溺翠紬

３．包含層出土遺物（第４－５５図－１～第４－５８図-44）

包含層・トレンチ・表土等で出土した遺物を一括して掲救した。包含層とは、各遺構の検出面よ

り上層部分を指し、第４－３図の調査区東壁土層図で言えば１～10層、第４－４図の調査区西壁土

層図で言えば１．２層が該当する。またトレンチは調査当初、調査区東隅に南北方向に入れて行い、

そこから出土した遺物は大半が包含層とSDOlのものである。遺物は種類毎に掲載し、以下その順

にしたがって触れていく。

ｌ～６は輸入陶磁器である。ｌは景徳鎮窯系五彩の碗で、口縁部内外面に界線が巡り、その下に

文様が描かれる。２は華南三彩で、外面には文様が描かれるが、器種は不明である。３．４は龍泉

窯系青磁の碗である。３は高台部分、４は口縁部がくの字状に内傾し、胴部に蓮弁文がみられる。

５は中国産悲翠軸の皿である。口縁部は直線的に開く。６は朝鮮王朝産の白磁の碗である。見込に

は目跡があり、漆継ぎが認められる。

７～14は国内産陶器で、７は常滑系陶器の翌の口縁部である。８は備前系陶器で掛花入である。

筒状の器形を呈し底部がとがる。９．１０は瀬戸美濃系陶器で９は香炉、１０は天目である。１１は織部

系陶器で向付である。直立する口縁の外面と見込に文様が描かれる。１２～14は肥前系陶器である。

12は皿で低い高台が付き、外反気味に口縁部が開く。見込には砂目が付く。１３は碗の底部で高台が

付く。１４は鉢であろうか。内外面に文様が見られる。

１５．１６は京都系土師器である。１５は皿、１６は坪である。いずれも器壁が厚く、口縁部下のナデも

顕著で、３期に位置づけられる。１７は在地系土師質土器で底部に糸切り痕が認められる。口唇部に

はススが付着しており、灯明皿と思われる。１８．１９は瓦質土器である。１８は火鉢の口縁部で雷文が

巡る。１９は防長系播鉢である。２０は古墳時代の喪である。

２１～25は土錘である。２６．２７は円盤状土製品。いずれも瓦質土器を加工している。２８～30は硯で

ある。２８．２９は赤間硯、３０は砥石の可能性もある。３１～34は砥石である。この内31は有溝の砥石で

ある。３５．３６は滑石製の石鍋である。

３７～41は瓦で、３７は均整唐草文軒平瓦で中心飾りは変形四菱文である。３８～41は丸瓦である。

42は青銅製の鍵、４３は鉛玉である。４４はメダイ様金属製品である。楕円形部分の上に、紐の部分が

付く。穿孔は不明である。鉛同位体比の結果、鉛玉は国内産、メダイ様金属製品は現在未知の領域

とされている産地データを示した。（詳細は第５章自然科学的分析の項を参照）

五彩

華南三彩

掛花入

織部系陶器

向付



鐘鍾蕊
１１

」

一

（パー■弓

､篭

Ｉ

ニラ，
一一

1喝

▼

i三三LＪ

－３１３－

鑓蕊ニジ′

Ａ
Ｃ

1６

第4-55図包含層出土遺物実測図(1)（1/3）

０

ａ三三三，

１０cｍ

頁

３

、ﾐ、‐

●，

鐘蕊ﾝ'、‘

７

第４噸中世大友府内町跡第20次調査ＣⅨ

1２

●

＆雷ゴア､＝
■

●

Ｕ
》

鐘
』
句
Ⅷ

1８

1４

ノ

、 可

1３



ｉ８Ｅ三コ２９‐Ｌ_一二Ｊ 目、

引６

－３１４－

【０

（
）

、
０
』

、

』

）

,'ウ
ダ

グ 1９、、

'４２５

ザ

７細Ｄ－０Ｅ型

グザ

Ｉ

ご二つ ３ １ ＝つ ３４

亡二二コ ２６

口３３

第4-56図包含層出士遺物実測図(2)（1/3）

Ｉ

、
ノ

－ ３２

』

二に三二コ
‐

”で－１

、 lOcnr

第２節遺構と遺物

〃

／‐

、

gM5

i／Ｗ｜〃1ノ

１
N‘



、

《"琴繊撫
２Ｐ

１ｆ２

測弧・■

､pl
p●

｡ー

、

割８

「

第４承’''''1:大友府内'111跡第20次調盃ＣＩＸ

し

息彊

4０

、 lOcrr

第4-57図包含層出土遺物実測図(3)（1/3）

－３１５－



４１

僻一睡“ Ｃ

▲！▲
出川

4４

第 ２節辿描と辿物

－３１６－

4３

ノ

'蝋｡ｒｊ￥
q凸､ニーゴュー．．

０

１は文字が判読できない。２は蝋宋迦賛で北朱銭。初鋳造年は1038年で、祭iI#である。３は元祐

辿蛮で北宋銭。初鋳造年は1086年である。４は紹聖元賛で北宋銭、初鋳造年は1091年である。５は

政和辿蛮で北宋銭。初鋳造年は1111年で、典書である。また錆が付符している。６は元蝦通蜜で

北宋銭。初鋳造年はl()78年で、祭11である。７は判読できる文字が「変」のみである。８は元斑通

賛で北宋銭。鋳造年はi078年で、蒙諜である。９は判統できる文字が「蜜」のみである。ｌ()は拠宋

元賛で北宋銭。初鋳造年はllOlｲ|ﾐで、祭ｻドである。１１は照寧元斑で北宋銭。初鋳造ｲI畠は1068年で、

典!'ｆである。１２は紹聖元賛で北宋銭。初鋳造年は109.1年で、行11ドである。１３のみC-SDlOIlI土で、

皇宋通賛である。北宋銭で初鋳造年は1038年である。壌書である。

C-SDO2出土銭貨（第４－５９図-14）

1.1は祥符辿資で北宋銭、初鋳造年は1008年である。

C-SD11出土銭貨（第４－５９図-15～第４－６０図-19）

１５～18は４枚砿なった状態で{!｛土した。錆付,i1fしており、いずれも判読不能であった。１９は、天

聖元賛で北宋銭、初鋳造年は1023年である。祭.１１＃である。

C-SKO1出土銭貨（第４－６０図－２０．２１）・C-SK10出土銭貨（第４－６０図-22）

C-SKOlで２，C-SKlOで１枚出ｔしているが、いずれも錆で判読不能である。

包含層出土銭貨（第４－６０図-23～第４－６０図-36）

２３．２１は錆で判読不能である。２５は元蝦通蛮で北宋銭、初鋳造年1078年である。祭７１ドである。

26は嘉防迩資で北宋銭、初鋳造年は1056年である。談Ｉ噂である。２７は永楽迎賓で明銭、初鋳造年は

1.108年である。２８は犬聖元賛で北宋銭、初鋳造年は1023年である。真iIfである。２９は成淳元蛮で南

米銭、初鋳造年は1265年である。背八である。３０は元祐通蛮で北宋銭、初鋳造年は1086年、一部欠

損している。３１．３２は判読不能である。３３は祥符通資で北宋銭、初鋳造年は1008年である。3.1は開

元通蛮、初鋳造年は621年1,11:の時代である。３５．３６は判読不能である。

ー

第4-58図包含層出土遺物実測図(4)（1/3）※４３．４４のみ1/１

lOCIT1

銭貨（第４－５９図－１～第４－６０図-36）

C-SDO1・C-SD10出十銭貨（第４－５９図－１～第４－５９図-13）
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第4-60図２０次調査C区出土銭貨実測図(2)（1/1）
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(第１段階：１４世紀前葉～１５世紀前葉｝
第３節小結

１．各遺構の変遷過程

｛第１段階：1.1世紀前菜～i５世紀前葉｝

Ｃ－ＳＤＯ７・Ｃ－ＳＤ()８.C-SDO9が存伍していた時期である。辿

構の切り合い関係から１１『い順にC-SDO7→C-SDO9→Ｃ－ＳＤＯ８と

なる。いずれの溝も遺物から時期認定ができないが、鮫も新し

いC-SDO8がC-SD()5に切られており、C-SDO5は１５世紀代に位

侭づけられる。したがって３条の満は全て1511t紀代以前である

ことは間違いない。また、この溝のすぐ北側に隣接して第21次

調査区があるが、その洲査所見では、調査Iﾒ§南側に1.1'1t紀前柴

～１５世紀前菓の遺椛が災I|Ｉすることが指摘されている。つまり

位侭的に、ｌ‘llIt紀前業～15111:紀前菜の遺構は木調査区の３条の

溝と関連がある可能性があり、よってこの段階に位置づけてお

く。

｛第２段階：１５世紀代｝

C-SDO5が存任していた時期である。IlIIH:４期の備前系陶器

播鉢や内外面にロクロ１．．１を顕滞に残すタイプの在地系_'二師質上

器等が出上しており１５世紀代に掘られ、l5III紀後梁～末梁の段

階で埋まっているものと思われる。

｛第３段階：１６世紀前菜｝

C-SDlOが存任していた時期である。C-SDlOはその火､'2をＣ‐

SDOIに切られており、砿確な規模は不I川である。しかし一部

確認されている深さが2.5ｍほどあることから、C-SDOlほどは

ないにしても、近い規模を有したIIJ能性がある。C-SDOlが万

寿寺北境の堀であれば、この段階の堀もlIil様の位慨づけができ

よう。

｛第４段階：１６世紀後葉｝

Ｃ－ＳＤ()lが存任していた時期である。ル〔西装2()ｍ、｜幅6.3ｍ、

深さ2.5ｍの規模を有し、万寿寺の北境となる堀であるIIJ能性

が11‘jiい。堀内からは近1Ⅱ:１期備前系陶器播鉢や京部系上師器３

期等が出ｋしており、１６１M:紀後葉に埋没している。またこの堀

の東側延装線上は呪大分川へと向かっており、もし川まで堀が

続いていたとしたら、小舟等が入ってくる運河的な要素も推測

される。

｛第５－１段階・第５－２段階：ｌ６ｉ世紀後柴～末葉｝

C-SDOlが完全に埋没した段階で、大きく２段階認められる。

この段附の溝としては、第５－１段階にC-SDO2・C-SDl2、第

５－２段階にC-SDO4がある。

第５－１段階では埋没したC-SDOlの１１‘〔上にシルト層の広が

りが見られ、一定期間空閑地であったとみられる。この空閑地

が道路として機能していれば、C-SDO2はその側溝だった可能

性もある。第５－２段階ではC-SDOl直上に硬化1mが認められ、

道路の可能性が高い。位侭的関係からＣ－ＳＤＯＩはその側溝の,１Ｊ

能性があるが、部分的にしか検出できておらず明確なところは

判らない。

上坑については、第５－１段階から第５－２段階までの間の

どこかに併存したと考えられる。’'１でもＣ－ＳＫＯ８・１０について

は掘ってからすぐに埋められたものと思われる。そしてC-SK

lOに見られる大地の行の廃棄等は、その11'〔'二を硬化させる意Ixl

が感じられ、道路整備に伴うものであろう。また、Ｃ－ＳＫＯ１・

O5については、第２I櫛北街路に面した、御内1111.の典Ｆに位侭す

る廃莱土坑と思われる。

以'二の道路の形成と、町屋の遺椛の出現は、府内１１｢図に描か

れた万寿弓ＩＦ北の景観によく似ている。近年の,洲査成果から、府

内古図はl(ilII:紀後葉以降（1570年代以降）の府内を描いた可能
性が尚く、木i淵査Ｉｘの所!,!!』はその傍証となろう。
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２．１６世紀後葉～末葉にかけての土師質土器について一法量を中心として－

本調査区において、16111:紀後蝋～末葉の遺構から出土する上師質土器は、京都系土師器が主体と

なる。蝋地綿年でいえば京都系ｋ師器３期に比定される。この段階は本調査区で見る限り、前段階

の京都系土師器２期段階で見られる、底部から「1縁部に向けて直線的に開き、内外面に顕符にロク

ロ目を有する在地系土師器は姿を消している。そ
Ｔ－，!､１－一旨,ｗ必,ヨーール1,1．言１，.『.『肺,,_Ｌ－４，『,＝Ｉグラフ１
して代わって幾場する任地系上師器は、京郁系上

師器の胎土をハーし、底部に糸切り痕を有する土師

質上器である（今後「折衷様式」と仮称する)。

さらに京部系土師器の中でも、ＩⅢに加えてhfの出

土も増えてきており、器種分化が進んでいる傾向

が看取される。そこでここではこれらの資料が比

絞的まとまって出ｋしたC-SDOlの黄料をI'.'心に

分析し、当該期の傾向を検証していきたいと思う。

まずグラフｌにはC-SDOlから出土した京都系

土師器Ⅲの法地分ｲiiを示した。これを見ると大き

く２つの集rll域があることが判る。一つは器高が

２cm前後で11催が８～９cm前後のグループで、も

う一つは器高が３cm前後で1-1径が１２～l3cIll前後の

グループである。そしてそのIllllIl域である、器商

2.5cm前後口怪10～11cm前後のグループがあるが、

これは極端に少ない甑が判る。次にグラフ２の坪

の法並分布を見てみると、器商３～４cm前後、１．１

径１０～llcnl前後に集中域があることが判る。この

坪の集''１域は、１１経だけで見ると、前述のⅢの空

白域にちょうど当てはまることが判る。さらにグ

ラフ３の折衷様式を見てみると、、俺2.5cIⅡ～３

cI11前後、口径llcnl～l2clll前後に集中していること

が判り、この集中域も皿の空|』I域を埋める所に位

股する。以上より、大きく２つに分かれたlⅢのサ

イズの間を地めるように、坪と折衷様式が入って

きていることが判る。それを示したのがグラフ４

である。この法量分布から、全部で何法並（幾サ

イズ）あったのかということは判別しがたいが、

皿の空間域を埋める資料が、ｊ不と折衷様式という

明らかに形態の異なるものであることから、この

空間域には２種類が存在していることは明らかで

ある。こうしたＨで皿の２つの集rlI域をもう一度

見てみると、１１径８～９cmのグループは、８ｃｍの

グループと９cmのグループに、口径12～l3clll前後

のグループは11径12cmとI3cnlのグループに分ける

ことも郎能かもしれない。そうすると口径だけで

いうと、８ｃｍのⅢ・９cI11のⅢ.lOclllの坪・’1cmの

折衷様式・’2cmの皿・l3CI11の|Ⅲという６サイズの

パターンが成り立つ可能性もある。ただこれはあ

くまで傾向であり、今後さらに資料の増加を待っ

て検証をしていく必要がある｡なお、グラフ５に

はこのSDOl以外の遺榊から出l宣した京都系土師

器のⅢの法|,t分ｲlilxlを示した。これを見ると、や

はり他の遺構においてもC-SDOlと111じょうに、

皿のサイズの間隙に坪が入ってきており、｜iilじよ

うな傾向を示していることが判る。
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第５章自然科学的分析

第５章自然科学的分析

第１節中世大友府内町跡第20次調査C区出土人骨について

邸鴻森＊・舟橋京子*＊・田中良之**＊

＊九州大学大学院比較社会文化学府

＊*九州大学大学院人文科学研究院

**蝋九州大学大学院比較社会文化研究院

１．はじめに

大分県中世大友府内町跡の20次調査において中世の万寿寺堀埋土中から人骨が出土し、九州大学

大学院比較社会文化学府基層構造講座へ搬送され、同講座において、整理・分析をおこなった。以

下にその結果を報告する。なお、人骨は現在九州大学大学院比較社会文化学府考古人類資料室に保

管されている。

２．人骨所見

【保存状態】

本人骨は、頭骨の一部が遺存しているのみである。主な遺存部位は、前頭骨・鼻骨・左右上顎骨・

左右頬骨・右側頭骨鱗部・蝶形骨が遺存している。眼澗上隆起の発達は顕著であり、側頭線も発達

している。また、冠状縫合は外板内板ともに閉鎖している。

歯牙も一部遺存しており、残存歯牙は以下の通りである。

×△

／／
Ｍ’○
／／

○Ｃ
／／

○ ○
／／

○○
／／

○△
／／

△△

／／
△／
／／

（○曲梢開放×歯槽閉鎖／欠仙△歯根のみ●遊離歯（）未萌出ｃ儀歯）

咳耗度は栃原の２．ｂである（栃原1957)。

【性別・年齢】

年齢は、縫合の癒合状況および歯牙岐耗度から熟年後半と推定される。

性別は、眼嵩上隆起に顕著な発達がみられ、側頭線も発達していることから、男性と判定される。

【形質的特徴】

頭蓋計測が一部可能であった。その結果は第５－１表の通りである。歯槽側面角は57。で超突顎

に分類される。示数は上顔示数(Ｖ)は70.7で低上顔、眼嵩示数は78.0(左）・76.0(右)で中眼嵩、鼻示

数は58.5で過広鼻にそれぞれ分類される。

【特記事項】

左前頭鱗の外板表面が3.7cm×2.5cmの卵円形にやや陥凹している。病変部表面は正常な骨表面よ

り粗く、癌痕を示している。これに対応する内板側には病変が現われていない。軽度の梅毒性変化

あるいは結核性変化の症状との類似が認められるが、前頭部以外の観察が困難であることから、病

因の推定は困難である。また，外傷性の可能性も残される。

頭蓋底部の右卵円孔内側から鱗縁に近いところまで長さ約1.3cm切創状の痕跡が見られる。切痕

の縁は鋭く、鋭利な利器により生じた傷と考えられる。但し、その成因に関しては不明である。

－３２１－



第１節中世大友府内町跡第20次調査Ｃ区出土人骨について

３°まとめ

出土人骨に関して以下の点が明らかになった。

形質的特徴のうち、上顔示数(Ｖ）（70.7）は、北部九州の古墳人(70.2)に近い値であり、緒方町千

人塚遺跡出土中世人骨(71.8：舟橋他1999)と同様に豊後古墳人（68.6：DoiandTanakal987）とは

異なる傾向を示している。鼻示数(58.5)は千人塚中世人(47.1)よりも大きく、広い鼻であることを示

している。眼嵩示数（左：78.0,右：76.0)は豊後古墳人(77.1)に近い値である。このように本人骨の

形質は、細文的形質を残すとされる豊後古墳人と渡来的形質を持った北部九州の弥生・古墳人の両

方と類似する特徴を有している。このような特徴は千人塚中世人と共通しており、古代以来の人口

移動によって渡来的形質が拡散していく過程を示していると見ることもできるが、いまだ事例が不

足しており資料増加が待たれる。また、吉母浜中世人にも見られる歯槽性突顎（中橋・永井1985）

が認められており、全国的に歯槽性突顎が広がっていたとする指摘（池田1982)を裏付けるもので

ある。

この他にも，前頭部に病変が認められ，頭蓋底付近には切創状の痕跡が認められた。

最後に本報告にあたり、大分県教育委員会各位にはご便宜を賜り、かつご迷惑をおかけした。深

謝したい。

参考文献

Doi，Ｎ・ａｎｄTanaka,Ｙ,，１９８７：AgeographicalclineinmetricalcharacteristicsofKofimskullsfirom

westemJapan．』､Anthrop・ＳＯＣ,Nippon，95-3．

舟橋京子・井村公洋・金宰賢・田中良之，１９９９：千人塚遺跡出土人骨について．千人塚遺跡．緒方

町教育委員会，大分

GertrudHauser，Ｇ､Ｆ・DeStefano，１９８９：EpigeneticVariantsoftheHumanSkull，Ｅ、

SchweizerbartscheVerlagsbuchhandlungStuttgartpublished，Gemlany，

池田次郎，１９８２：日本人の起源．講談社，東京

中橋孝博・永井昌文，１９８５：人骨．吉母浜遺跡．下関市教育委員会，下関

栃原博，１９５７：日本人歯牙の唆耗に関する研究．熊本医学会雑誌，３１．補冊４

Ubelaker，ＤＨ.，１９８９：Himanskeletalremains：Excavation，Analysis，Intemretation（2,．Edition)．

Washington，，.Ｃ、：Taraxacum．

第5-1表頭骨計測値

項目 計測部位 計測値(、） 項目 計測部位 計測値('nm）

Ｍ９ 最小前頭幅 106.5 Ｍ5４ 鼻幅 30.2

Ｍ4３ 上顔幅 116.2 Ｍ5５ 鼻 局 ５１．５

Ｍ4４ 両眼嵩幅 109.2 Ｍ5７ 鼻骨最小福 10.6

Ｍ4６ 中顔幅 110.2 Ｍ7２ 全側面角 7５
。

Ｍ4８ 上顔高 77.9 Ｍ7４ 歯槽側面角 5７
。

Ｍ5０ 前眼嵩間幅 22.1 Ｍ48/4６ 上顔示数（Ｖ） 70.7

Ｍ５１ 眼嵩幅(左)(右） 40.3 40.6 Ｍ52/5１ 眼嵩示数（左）（右） 7８ 7６

Ｍ5２ 眼嵩高(左)(右） ３１．５ 30.9 Ｍ54/5５ 鼻示数 58.5
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第5-2表頭捲小変異観察炎
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第２節中世大友府内町跡出土金属製品に関する自然科学調査

第２節中世大友府内町跡出土金属製品に関する自然科学調査
ノジヒョン

魯ｊｉ是玖・平尾良光

（別府大学大学院文学研究科）

１．はじめに'）

中世大友府内町跡は大分県大分市内に位置する中世大友氏の城下町跡である。この遺跡がある大

分市には九州の有力な戦国大名である大友義鎖の守護所がおかれていた。当時の領主であった大友

義鎖は南方貿易から得られる利益のため、ポルトガル貿易と密接な関係にあるキリスト教の布教を

許可し、また自らもキリスト教に帰依したため、キリシタン大名になった。

南方貿易を含め、活発な対外交流が行われたことを示すように、府内町跡からは中国、朝鮮半島、

東南アジアなどからの遺物が数多く出土した。その中にはキリスト教との関連があると考えられる

メダイ、ロザリオなども含まれていた。

2005年には大分県教育庁埋蔵文化財センターの依頼で中世大友府内町跡から出土した金属製品に

関する自然科学的な調査を行った。その結果、メダイと推定される金属製品とガラス、鉛玉などに

中国、朝鮮半島産の材料、日本産の材料または未知の地域の材料が使用されたことがわかった。特

に注目される特徴は東アジアではない未知の材料が新しく使われたことで、これは当時の貿易ルー

トを示唆しているとも言える。

未知の地域の材料が使用されたと考えられる製品はほとんどがキリスト教と関係があるメダイあ

るいはメダイと推定される資料で、この地域はキリスト教との深い関係があるところの可能性を示

した。

ただし、これまで測定された中世大友府内町跡出土の製品の数が少ないため、どんな製品が未知

の地域の材料を利用したか、あるいは未知の地域産の材料がどんな規模で使われたかを理解するた

めにはより研究が必要である。そこで中世大友府内町跡から出土した他の金属製品に関して自然科

学的な調査を大分県教育庁埋蔵文化財センターの依頼を受け、化学組成および鉛同位体比分析を用

いた産地推定の研究を行った。

２．資料

今回測定した資料は中世大友府内町跡から出土した金属製品10点である。７点はメダイ様金属製

品であり、１点がソーダ石灰ガラス、１点が鉛玉、また１点が小柄である。これらの資料から錆を

微少量採取し、測定用試料とした。試料採取は表面クリーニングして落ちた錆を用い、資料の記載

は第５－３表で示した。

第5-3表府内町跡１２．２０次調査出土の測定金属製品の一覧表

番号資料名出土地出土区残存状況生産地測定番号

１メダイ様金属製品１２次元形在地BPl240

２メダイ様金属製品１２次元形在地BPl241

３メダイ様金属製品１２次Ｃ－ＳＢＯｌ焼土層元形在地BPl242

４ メ ダ イ 様 金 属 製 品１２次Ｌ－ｌ２区元形在地BPl243

５メダイ様金属製品１ ２ 次 Ｋ － ｌ ２ 区 元 形 在 地 Ｂ Ｐ ｌ ２ ４ ４

６メダイ様金属製品１２次南北大路町屋側測溝元形在地BPlOl9

７ソーダ石灰ガラス２０次ＣＣ－ＳＤＯｌ中層元形ＢＰｌ２４５

８メダイ様金属製品２０次ＣＬ－３７区元形在地BPl246

９鉛玉２０次 Ｃ 元 形 在 地 B P l 2 4 7

１０小柄２０次 Ｃ－ＳＤＯｌＢＰｌ２４８
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３．鉛同位体比の原理2）

地球が誕生したのは45.6億年前とされている。そして、この時にすべての元素の同位体組成は地

球上で各元素毎にある値になっていて、それは地球のどこでも同じ値であったとされている。ほと

んどの元素の同位体比は時間が経っても変化しないが、例外的ないくつかの元素は変化した。鉛は

その例外的な元素の一つである。

鉛(Pb)には20'Pb，206Pb，207Pb，２０３Pbの同位体があり、地球が誕生した時にできた岩石中に他の元

素と一緒に含まれていた。時間が経つと岩石中に含まれていた2鯛Ｕは20iiPbに、曾櫛Ｕぱ07Pbに、測習Ｔｈ

は20%Pbに変化する。よって、Ｕ(ウラン)とＴｈ(トリウム)が減少した量だけ鉛の量は増えてくる。各

鉛同位体の量は岩石中のＵ，Ｔｈ，Ｐｂの量比および岩石中でPbとＵ、Ｔｈが共存していた時間の長さ

によって、それぞれの増加量が異なるため、鉛同位体比の違いとして表すことができる。

それ故、同位体の量が地球の誕生から変わっていない201Pb量と、変化した206Pb，鋤7Pb，鋤樹Pb量と

の比を調査し、これを世界の鉛鉱山の同位体比と比較することによって鉛の産地の違いを判別する

ことができる。

４．分析方法

採取したサビ試料に関して鉛同位体比を次のように測定した。試料をアルコールで洗浄し、石英

製ビーカーに入れ、硝酸で溶解した。これを蒸留水で約５ｍlに希釈し、直流２Ｖで電気分解した。

約１日の時間をかけて電気分解を続け、析出した二酸化鉛を硝酸と過酸化水素水で溶解した。この

溶液から0.2Jugの鉛を分取し、リン酸とシリカゲルを加えてレニウムフイラメント上にのせた。準

備したフィラメントを質量分析計(本学に設置されているサーモエレクトロン社の表面電離型質量

分析計ＭＡＴ262)の中にセットし、条件を整え、鉛同位体比を1200℃で測定した。同一条件で標準

鉛試料NBS-SRM981を測定し、規格化した。

５．測定値の表し方3）

鉛同位体比測定の結果を理解するため、材料の同位体比を次のように示した。鉛には201Pb，２０‘Pb，

207Pb，２０MPbの独立した４つの同位体があり、同位体比は20‘Pb/Z0iPb，割'7Pb/201Pb，２０ＮPb/20'Pb，嬰ＯｌＰｂ

/20‘Pb，207Pb/20‘Pb，208Pb/206Pb，201Pb/加7Pb，２０‘Pb/加7Pb,２０%Pb/207Pb，２０'Pb/馴嚇Pb，206Pb/加胤Pb，207Pb／

208Pbという12の方法で表現される。この方法の中で一番整った図で表現でき、４種類の同位体を含

む2"Pb/20IPb-207Pb/犯‘PbどO7Pb/20‘Pb-20%Pb/206Pbという２つの図(図ｌと図２)を用いた表現方法を

利用して測定結果を図化した。中国の前漢時代、後漢時代・三国時代の銅鏡を分析して、これらを

図中にプロットすると、前漢時代の銅鏡と後漢・三国時代の銅鏡の材料が、はっきり区分されて分

布した。前漢時代の銅鏡が分布した領域を、他の出土資料と比較して華北産材料の領域と表し、後

漢時代・三国時代の銅鏡が分布する領域を華南産材料の領域と表した。

日本産材料の領域を設定する場合、西暦６世紀頃までの遺物で日本産の材料を用いたと断定でき

る資料は今のところ確認できていないので、８世紀以降に作られた銭貨と現代の鉛鉱山が示す分布

を日本産材料の領域とした。

朝鮮半島産材料の領域を設定する場合、朝鮮半島で製作されたと考えられる多鉦細文鏡を用い、

それらが示す分布を朝鮮半島産材料の領域とした。
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６．化学組成

今回の測定試料である10点の製品に関して化学組成を蛍光Ｘ線分析法で測定した。測定は本学に

設置されているHORIBAMESA-500Sで行った。測定された蛍光Ｘ線スペクトルを付録として末尾

に付し、その化学組成を第５－４表でまとめた。化学組成の結果、試料番号２，７，１０を除外した

試料は鉛製品であることがわかった。また、試料番号２はほぼ純銅製品であり、７番はカルシウム

を主成分とするソーダ石灰ガラスであった。鉛成分の比率が比較的に高いことは鉛が銅より手に入

りやすかったためであると考えられる。資料番号10は黄銅製品であり、この時代に黄銅が日本で使

われていたことを示す貴重な資料である。

第5-4表中世大友府内町跡から出土した製品の化学組成
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測定番号

ＢＰｌ２４０

ＢＰｌ２４１

ＢＰｌ２４２

ＢＰｌ２４３

ＢＰｌ２４４

ＢＰｌＯｌ９

ＢＰｌ２４６

ＢＰｌ２４７

番号

１

２

３

４

５

６

８

９

資料名

メダイ様金属製品

メダイ様金属製品

メダイ様金属製品

メダイ様金属製品

メダイ様金属製品

メダイ様金属製品

メダイ様金属製品

鉛玉

ｂ
－
９
７
０
０
１
９
９
７

Ｐ
－
６
Ｌ
Ｌ
６
８
３
Ⅵ
夙

誇
９
９
９
８
９
９
９

Ｓ
－
ｌ
１
１
１
０
１
１
ｌ

Ａ
－
ｕ
ｕ
Ｏ
‐
０
０
０
０

ｅ
一
Ｊ
〃
９
哩
旬
刑
０
》
戸
如
。
』
再
Ｊ

Ｆ
－
０
１
０
０
２
１
０
３

Ｃｕ

0.1

96.6

０．２

０．０

１．２

０．０

０．１

０．１

８．考察

大分市に位置する中世大友府内町跡では中世の磁器、ガラス玉、鉄砲玉、金属製品、土製品など

が出土しており、その中には朝鮮半島、中国、タイ、ヨーロッパとの貿易でもたらされた製品もた

くさん含まれていた。この史実を示すように、2005年に測定された鉛同位体比の結果では金属製品

に朝鮮半島、中国、未知の地域の材料が利用されたことがわかった。この未知の材料はどこからも

たらされたかはわからないが、スペインの鉛鉱石が近い値を示していることが注目されたい。

今回鉛同位体比の測定を行った資料は10点の中９点であり、測定の結果、１点(資料番号ｌ)が朝

鮮半島産材料、２点(資料番号２，１０)が中国の華南産材料、１点(資料番号９)が日本産材料で作ら

れたことがわかった。また、４点の資料(資料番号４，５，６，８)が未知の地域産の材料を利用し

－３２６－

測定番号

ＢＰｌ２４５

ＢＰｌ２４８

番号

７

１０

資料名

ソーダ石灰ガラス

小柄

Ｃａ６４.ｌＳｎＯ､０Ｐｂ0.ｌＳｒ１．６Ｆｅｌ８・ｌＫｌ４・ｌ

Ｚｎ２０､ＯＳ、0.1Ｐｂ0.8Ａｓ0.1Ｆｅ0.5

７．結果

測定の結果として得られた鉛同位体比を第５－５表に示し、第５－５図～第５－８図に図化した。

資料番号７はカリガラスのため、鉛同位体比の測定を行わなかった。図から判断すると、今回測定

した試料には日本産、中国の華南産、朝鮮半島産、未知の地域産の材料が利用されていた。資料番

号lは朝鮮半島の領域に位置し、９は日本の領域に位置した。資料番号２と10は中国の華南の領域

に位置した。そしてその他の資料は未知の地域のところに位置した。

この測定結果をこれまで測定した中世大友府内町跡出土の金属製品や鉛玉と比較し、図５～図６

に示した。これらの図でも今までに測定した資料は日本、華南、朝鮮半島、未知の地域の領域に分

布した。特に、いくつかの資料は今回測定した資料４，５，６，８と同じように未知の地域のとこ

ろに重なって分布したことが注目される。



20NPb/206Pｂ

2.0669

2.1185

2.1092

2.1076

2.1094

2.1086

なし

２．１０９７

2.1052

２．１１７５

±0.0006

たことがわかった。ここで資料番号10の小柄は黄銅(真輸)でできており、この真輸が中国からもた

らされていることを示す。

これは大友義鎖が中国、朝鮮半島、東アジアとの国際交流に力を入れた事実を示すことであろう。

また、未知の地域に位置した資料に関してはその近くにスペインの鉛鉱石が分布することから、こ

れらはスペイン付近のどこかの材料を利用した可能性があることを示唆する。しかし、このことは

スペインを含むヨーロッパの金属製品及び鉛鉱石に関するより深い研究が必要である。

第5-5表中世大友府内町跡から出土した製品に関する鉛同位体比値

鵜
－
１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ

資料名

メダイ様金属製品

メダイ様金属製品

メダイ様金属製品

メダイ様金属製品

メダイ様金属製品

メダイ様金属製品

ソーダ石灰ガラス

メダイ様金属製品

鉛玉

小柄

誤差

割'７Pb/馴剛Ｐｂ

0.8233

0.8558

0.8630

０．８６１１

0.8626

0.8628

なし

0.8636

0.8502

０．８５８１

±0.0003

測定番号

ＢＰｌ２４０

ＢＰｌ２４１

ＢＰｌ２４２

ＢＰｌ２４３

ＢＰｌ２４４

ＢＰｌＯｌ９

ＢＰｌ２４５

ＢＰｌ２４６

ＢＰｌ２４７

ＢＰｌ２４８

207Pb/ｍＩＰｂ

ｌ５､814

15.678

15.751

１５．７４８

１５．７５２

15.749

なし

15.750

15.597

15.713

±0.010
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206Pb/Z0lPb

19.208

１８．３３１

18.252

18.288

18.260

18.252

なし

18.238

18.346

18.312

±0.010

20'Pb/劉川Pｂ

39.700

38.834

38.497

38.545

38.518

38.487

なし

38.477

38.623

38.776

±0.030
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第5-6表付録蛍光Ｘ線スペクトル

資料番号１(大友'２次）

測定条件

日付 0６．０９．１９ HORIBAMESA500定賊結果

時刻 １５:４３:４１ 成分

電圧 ５０ｋＶ

電流 ｌ０ｊｕＡ Ｆｅ鉄

時間 300秒 Ｃｕ銅

ＤＴ％：２４％ Ａｓヒ素

試料セル：なし Ｓｎスズ

試料室：大気 Ｐｂ鉛

資料番号２(大友12次）

測定条件

漉度

(ｗｔ％）

０．１

０１

０ １

０７

9６ ９

標準

偏差

０．１

０１

０１

０ １

０ １

強 度

(cps／ﾉ４A）

0．１８５

０１８４

０５１５

０７２８

1６９ ８２７

日付 0６．１０．０１ HORIBAMESA500定最結果

時刻 １７：１９：１４ 分

電圧 50kＶ

電流 ２２且Ａ Ｆｅ鉄

時間 300秒 Ｃｕ銅

ＤＴ％：２３％ Ａｓヒ素

試料セル：なし Ｓｎスズ

試料室：大気 Ｐｂ鉛

淡度

(ｗ１％）

1.7

9６ ６

０ １

０１

１７

資料番号３(大友12次ＳＤＯｌ焼土届）

測定条件

標準

偏差

０．１

０１

０ １

０１

０ １

強度

(cps／/4A）

4．８１０

1４３ ０３９

００３９

００１２

０８６９

日付 0６．０９．１９ HORIBAMESA500定雌結果

時刻 １６:００:５２

電圧 50kＶ

電流 ９ﾉ4Ａ

時間 300秒

ＤＴ％：２１％

試料セル：なし

試料室：大気

成分

Ｆｅ鉄

Ｃｕ銅

Ａｓヒ素

Ｓｎスズ

Ｐｂ鉛

濃度

(ｗ１％）

０．２

０２

０ １

６６

９１ ０

資料番号４(大友１２次Ｌ－１２区）

測定条件

標準

偏差

０．１

０ １

０ １

０ １

０３

強度

(cps／〃A）

0．３５６

０５６０

０４９２

７１２７

1５９ ５１９

日付 0６．０９．１９ HORIBAMESA500定吐結果

時刻 １６:２５:５４

電圧 ５０ｋＶ

電流 ｌｌｕＡ

時間 300秒

ＤＴ％：２４％

試料セル：なし

試料室：大気

成分

Ｆｅ鉄

Ｃｕ銅

Ａｓヒ素

Ｓｎスズ

Ｐｂ鉛

濃度

(ｗ１％）

0.7

００

０１

０５

9６ ０

資料番号５(大友'２次Ｋ－１２区）
測定条件

標準

偏差

０．１

００

０１

０ １

０１

強度

(cps／ﾉ4A）

1.506

００００

０４７６

０５３４

1５５ ５１１

日付 0７．０１．２２ HORIBAMESA500定吐結果

時刻 １５:５４:３０ 成分

電圧 ５０ｋＶ

電流 １２〃Ａ Ｆｅ鉄

時間 300秒 Ａｓヒ素

ＤＴ％：２３％ Ｓｎスズ

試料セル：なし Ｐｂ鉛

試料室：大気

澱度

(ｗ1％）

２．６７

０．００

7．３５

89.98

標準

偏差

0.05

0.04

0．１２

0．１３

強度

(cps／“）

４．８９

０．０００

６．５３５

1２２．４２９

－３３１－
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資料番号6(大友12次南北大路町屋側側溝）

測定条件

日付：０６．０９．１９ HORIBAMESA500定欣結果

時刻 １６：１３:３１

電圧 ５０kＶ

電流 １０ﾉ1Ａ

時間 300秒

ＤＴ％：２４％

試料セル：なし

試料室：大気

成分

Ｆｅ鉄

Ｃｕ銅

Ａｓヒ素

Ｓｎスズ

Ｐｂ鉛

濃度

(ｗ1％）

1.5

００

０ １

０５

9３ ９

資料番号７(大友20次CC-SDO1中岡）

測定条件

標 準

偏差

０．１

００

０１

０１

０２

強度

(cps／ﾉ4A）

3.341

００００

０４９４

０５２６

1６０ ６８２

日付 0６．１０．０５ HORIBAMESA500定'１t結果

時刻 １４:４４:３６ 成分

電圧 １５ｋＶ

電流 ３００/LＡ SｉＯ２

Ａｌ2０３

ＣａＯ
時間 1500秒

ＤＴ％：２３％ ＮＡ２０

Ｋ2０

Fe203
試料セル：なし

拭料室：真空 ＴｉＯ２

濃度

(ｗｔ％）

82.0

５５

５３

５０

１３

０９

０ １

資料番号８(大友20次CL-37区）

測定条件

標 地

偏差

1.0

０１

０１

０１

０１

０１

０１

強度

(cps／ﾉ〔A）

6.528

０2３０

１968

０0０９

０４２４

０８３０

００５８

日付：０６．１０．０１ HORIBAMESA500定'1t結果

時刻 １７:４８:０８ 成分

電圧 ５０ｋＶ

電流 ９肌Ａ Ｆｅ鉄

時間 300秒 Ｃｕ銅

ＤＴ％：２２％ Ａｓヒ素

試料セル：なし Ｓｎスズ

試料室：大気 Ｐｂ鉛

資料番号9(大友20次C）

測定条件

濃 度

(ｗ1％）

０．１

０ １

０1

１９

9７ ９

標準

偏差

0.1

０１

０１

０１

０１

強度

(cps／ﾉ4A）

0.168

００１８

０５２０

１９９９

1６５ ４０６

日付 0６．１０．０１ HORIBAMESA500定賦結果

時刻 １７:３３:４１

屯圧 ５０ｋＶ

屯流 １４/１Ａ

時間 300秒

ＤＴ％：２４％

試料セル：なし

試料室：大気

成分

Ｆｅ鉄

Ｃｕ銅

Ａｓヒ素

Ｓｎスズ

Ｐｂ鉛

濃度

(ｗ１％）

3.7

０１

０ １

０５

９５ ７

資料番号１０(大友20次CC-SDOl）

測定条件

標 準

偏差

0.1

０１

０ １

０１

０１

強度

(cps／ﾉ４A）

5.363

００３

０3４１

０３５２

1０６ ０００

日付 0６．０８．０３ HORIBAMESA500定欣結果

時刻 １４:４１：２２

竃圧 ５０kＶ

電流 ６２ﾉ１Ａ

時間 300秒

ＤＴ％：２５％

試料セル：なし

試料室：大気

成分

Ｆｅ鉄

Ｃｕ銅

Ａｓヒ素

Ｓｎスズ

Ｐｂ鉛

Ｚｎ亜鉛

濃度

(ｗ１％）

0.5

7８ ７

００

０１

０８

２０ ０

標 準

偏差

0.1

０１

００

０１

０１

０１

強度

(cps／“）

0.343

3８ 3３

０0００

０0０９

０0９１
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第１節文献・絵画資料から見た万寿寺

直翁智侃

雪村友梅

雪舟

天開図画楼

菊池武光

姫岳の戦い

大内義興

第６章総括

第１節文献・絵画資料から見た万寿寺

１．万寿寺の変遷と意義

本書は平成14年に発掘調査を実施した中世大友城下町跡の中の府内町跡20次調査の報告書である。

その調査範囲は、すでに述べてきたように、鎌倉・室町時代において、九州最大級の禅宗寺院であっ

た万寿寺の北西部にあたる。そこで、万寿寺の変遷・意義、現存する禅宗寺院の伽藍配置と、文献・

絵画資料に表れる万寿寺の施設名の抽出を行い、その伽藍や施設の配置の復元を試みる。

徳治元年（1306)、大分川河口に近い西岸の自然堤防上に禅宗寺院である万寿寺が建立される。

『大分郡志』には「万寿寺は豊後にて最初の禅窟也。妙心寺より、茜し｡」とある。その創建に当たっ

ては、近世の史料であるが「豊筑乱記」や「豊府紀聞」によると、大友氏五代目の貞親が嘉元三年

(1305)に鎌倉に参上した際に、執権北条貞時との仏心や僧衆の供養の問答から建立を決意し、博多

承天寺の直翁智侃を招哨し、その任に当たらせたと、伝えられている。

その後、万寿寺は、中国（元）からの渡海僧である元晦・雪村友梅・凹月・濁芳などが、来院・

止住し、暦応４年(1341）に禅宗寺院の官位制である五山十刺の中で、十利に位置づけられ、万寿

寺はその第十位に、翌康永元年(1342)にはその第八位に列せられている。こうして、万寿寺は博多

の聖福寺と並び、九州最大規模と格式の禅宗寺院として14世紀前半に豊後府中(府内)に出現した。

この時期の万寿寺周辺の状況を物語る史料として、文和4年（1355）６月１８日「緩以寓寿寺北辺屋

敷畠地等､」とあり、万寿寺の北側は屋敷と畠地が混在する風景が広がっていたことがわかる。

１５世紀になると文明８年（1476）には雪舟が京都の戦乱を避け、万寿寺に在院していた師僧景浦玄

所を頼り来院し、府内にアトリエである「天開図画楼」を構えて創作活動を行った。このように、

１４．１５世紀の万寿寺は、元や明への留学経験のある高僧が住持となる一方、文和元年(1352)将軍足

利義詮が僧元光を万寿寺住持も命ずるなど、万寿寺一大友家一京都五山一将軍家と密接な関係が保

たれていたと考えられる。

また、万寿寺は軍事的な拠点としても存在した。貞治元年(1362)、菊池武光は豊後高崎城に立て

篭もる鎮西管領斯波氏経・大友氏時・田原氏能・志賀頼房を討とうと豊後に進軍し、９月９日に万

寿寺に陣を張った。これに対し、斯波氏経は、既に８月７日に阿蘇大宮司惟村に来援を求め、さらに

９月９日に再び援助を求めた。このため、菊池武光は高崎城攻略を実行せず、５日後の９月１４日に

万寿寺の陣を解き、豊前へ去ったと言う。

さらに、1430年代初め、応永６年(1399)に起った大内義弘が室町幕府と戦った応永の乱以後の影

響で、室町将軍を背景に、大友持直と弟の親綱が対立し、これに大内氏・菊池氏がそれぞれに付き、

豊後が戦乱状態に陥った。さらに安芸・石見・伊予からも大内氏への援軍が送られた。永享８年

(1436)、府内を逃れた大友持直は臼杵市と津久見市の境にある姫岳に篭城した。その際、万寿寺は

石見からの軍勢などの拠点となっている('１．

１４．１５世紀の万寿寺は府中(府内)において、巨大な宗教的施設としての存在以外にも、京都や中

国との文化的な交流の拠点、ある時は軍事的な施設としての役割を果たしている。

２．１６世紀の万寿寺

１６世紀になると、万寿寺は永正11年(1514)に、万寿寺が炎上し、「殿堂焦土」となっている。そ

こで、永正13年(1516)に周防の大内義興が、室町幕府の管領であったためか、朝鮮王朝に対し、万

寿寺の再建費を募っている。このことから、万寿寺の存在は豊後一国に留まらず、西日本の武家社

(1)久多羅木儀一郎「豊後蕊寿寺の史賦」『史鎖名勝天然記念物調査報告書』第12輯大分瞬史頚名勝天然記念物調査会193‘1年
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工藤帯刀

臼杵の教会

国王の居住せ
る府内

会の中で、禅宗寺院としての大きな位置を占め、国家支援の下に復興を目指していることが分かる。

１６世紀の万寿寺に係わる火災の記録は、近世に編纂された「九州記」に、元亀元年(1570)正月２１

日、大友宗麟近習の侍工藤帯刀が臼杵で狼籍を働き、府内の万寿寺に逃げ込んだ。それを宗麟の命

で追った二百余人の兵が、万寿寺に乱入し、火を放ち、全焼したと記されている。

また、ルイス＝フロイスの日本史にも万寿寺に関する火災の記録が二ヶ所に見られる。まず、

1581年のことであるが「豊後の府内の市では、巡察師が同所を出発した二、三日後に、やがてもた

らされることになる神仏の零落を予告するかのように、ある事件が生じた。万寿寺は、その市の最

良の場所にあり、豊後の国中でもっとも主要な寺院で、建築や収入においてもっとも豪勢であった

が、我らの臼杵の教会の礎石が置かれた同じ週に、一夜、突如として火災を起こし、その壮大な建

築物は何一つ残らずことごとく消滅した｡(1)」と記述している。

もう１ケ所は、1585年(天正13年)に岡城主志賀親次が洗礼を受けたことを大友義統の命により派

遣された高山・大津留殿に詰問され、「殿は、自らの領国に繁栄をもたらした四カ国を喪失なされ

た後は、幾多の貧困と窮乏に囲まれておられた。なぜなら、殿には随伴する人々もなく、兵士たち

は戦いにおいて殿に奉仕いたそうにも、武器がない有様であった。そこで殿は思慮(をめぐらされ)、

またしかるべき勧告に基づいて、日々の損失と窮乏を補わんがために、実に当を得、かつ時宣にか

なった対策をおとり遊ばされた。（ほかならず)殿は密かに、府内の町において主要な僧院であり、

(豊後の)国中でもっとも著名な寺院である万寿寺に放火するよう命ぜられ、そしてその莫大な収入

を、戦争において殿に奉仕していた貧しい武士や兵士に分配なされた｡(2)」と述べている。

この３つの火災についての文字史料のうち、時系列的に「フロイスの日本史」の２ヶ所は矛盾が

ないが、日本の「九州記」とは２度火災がない限り矛盾がある。

1570年頃の万寿寺については「1571年１０月６日(元亀２年９月１８日)付け、パードレ・ガルパス・

ビレラがゴアよりポルトガルのアビスの住院のパードレ等に贈りし書翰に『豊後国において国王の

居住せる府内という市に多数の大いなる僧院あり。特に二つは甚だ立派にしてその一つ〔寓寿寺な

らん〕は坊主150人を有し、収入多く、寺は建築後年を経たるがゆえに新しからざれども、地所甚

だ広く。うちに多数の庭園あり、果物ならびに蕎蔽、その他目を楽しましむるもの植えたり。この

僧院は豊後の諸王の墓所にして、これがため収入豊なり。彼等は教埴より説教をなし、朝夕祈祷の

定時あり、国王の庇護を被るがゆえに甚だ倣慢にして、各種の罪を犯して踊踏せず。…』｣(3)と報告

されている。

このパードレ・ガルパス・ビレラは1556年７月から1569年９月までの間、一時1566年５月に畿内

へ移ることもあったが、豊後に駐在し、その後西九州に移り、病と日本情勢報告のため1570年10月

末か11月初旬にインドに帰った。この書簡は、そこで書かれたものであろうが、「九州記」の万寿

寺火災は1570年１月２１日のことであり、ガルパス・ビレラが日本を離れるまで10ヶ月近い時間があ

る。しかし、書簡にはそのことが触れられていない。おそらく、万寿寺の炎上は1581年の出来事と

考える(4)。

さらに、この1581年の火災の背景には「府内のかの主要な寺院がふたたび勢力を伸ばすことがな

いようにと、国王フランシスコの助言によるものと思われるが、嫡子(義統)は、同寺が所有してい

た収入を幾人かの貴人たちに配分し、その地所を、さしあたっては一人のキリシタンの貴人に授与

した。かくてやがては、我らの学院がその地所に移るようになって、我らの同僚たちが早くから予

言していたことが実現するかも知れない。なぜならば、国王フランシスコがキリシタンとなり、嫡

(1)松田毅一・川崎桃太訳『フロイス日本史10』中央公論新社1979年

(2)松田毅一・川崎桃太訳『フロイス日本史８』中央公論新社1978年

(3)村上直次郎訳『イエズス会士日本通信下』新異国叢諜２雄松堂出版1969年

(4)加藤知弘（大分大学名誉教授）先生から教示
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第１節文献・絵画資料から見た万寿寺

柴田筑前入道

万寿寺町屋敷

建長寺指図

万寿寺輪蔵

｢禅除集」

子が先に述べたような熱意を示し始めた日から、彼ら国王と嫡子および我らイエズス会員の念願に

は、かの寺院が将来、司祭たちの居住となり、同寺院が悪魔の礼拝の場ではなく、ゆくゆくはデウ

スの礼拝所となるようにとの願いがあったからである｡」と記述されており、宣教師たちの思惑も

あったようである。

また、こうした万寿寺羅災と呼応するように、天正10年(1582)に大友義統は、キリシタンの家臣

である柴田筑前入道に対し、「一、万寿寺築地之内井西之屋敷両所、令所望候之義、一、府内万寿

寺町屋敷之事、無残所預置候事…」の文書u)を発給しており、万寿寺西側周辺が大友家の家臣達に

より町屋化していることを示している。

このように、１６世紀になると、万寿寺は大友家の衰退、大友家のキリスト教への傾斜などにより

寺勢は衰え、境内の一部は町屋化し、ついには1581年の火災で、禅宗寺院としての機能が停止して

しまうと考えられる。

３．禅宗寺院と万寿寺の構造

中世の禅宗寺院は、総門一山門一仏殿一法堂一方丈が直線的に配置される櫛造を持つ。建長３年

(1251)から造営が開始された鎌倉建長寺は、当時の姿を示す「建長寺指図」から藤井恵介の分析に

よると、「谷口の方から中心軸上に三門、仏殿(金堂に相当)、法堂(講堂に相当)を並べ、それらを回

廊でつなぎ、その両脇に僧堂(寝、食、座禅に用いる)、庫院(寺務所・庫裏に相当)、が向かい合い、

奥の方に衆寮、役者寮などがあり、最奥に一山の住持の起居するための方丈があった｡12)」と述べて

いる。

万寿寺が描かれた唯一の資料である「府内古図」には、南側に瓦を乗せた白壁の築地塀が直線的

に延び、そこに二階楼門と、その東に小門が描かれている。さらにこの壁に南側に五重の塔がそび

えている。「府内古図」には南側の築地塀しか描かれていないが、先の「万寿寺築地之内井西之屋

敷」の文書が示すとおり、四周は築地塀で囲まれていたものと思われる。

文字資料では、万寿寺の輪蔵と推定される場所に、現在も残されている宝永３年(1706)銘の石碑

には、寺院の規模について「界分経二百五十歩緯三百六十歩」とあり、東西二百五十歩、南北三百

六十歩で、南北長い境内であることが判る。そしてその内側に、「有大殿山門法堂東西之方丈僧堂

輪蔵鐘楼四閣開山塔十門之塔院五十四院諸寮諸堂英｡」と刻まれており、「大殿」・「山門」・「法堂」・

｢東西之方丈」・「僧堂」・「輪蔵」・「鐘楼」・「四閣」・「開山塔」・「十門之塔」・「院五十四院」・「諸寮」・

｢諸堂」と多くの施設の存在が読み取れる。

このうち、「東西之方丈」については、元弘３年(1333）（正慶元年)の５月に僧中厳回月が蔑寿寺

に在院し、その後著作した「東海一幅集」の自歴譜に、「時予在豊後万寿寺西方丈」と記されて(3)お

り、方丈が東西に２棟存在していることが推測できる。

また、先の「九州記」の万寿寺炎上の記述の中で、「四方の大門小門」より押入て二百余人の軍

兵共、「庫裏方丈衆寮其他院々」に乱れ入り、・・・「廻廊」に火を懸けたり。・・・魔風吹来て

｢法堂方丈」に燃付、「八十六間之廻廊｣、「山門仏殿」に吹付しかば・・・とさまざまな施設名が見

える。魔風吹来て以下の連記した施設名は類焼順を示しているとも考えられ、隣接していた建物の

可能性がある。

さらに寛文４年(1664)頃に万寿寺の乾里和尚が永禄９年(1566)の古紙から説き起こし記したと伝

えられる「禅除集」には(1)、「総門」・「山門」・「仏殿」・「土地堂」・「法堂」・「祖師堂」・「上詞堂」.

(1)「大友松野文諜」７『大分県史料２５』1964年

(2)藤井恵介・玉井哲雄『建築の歴史』中公文庫2006年

(3)久多羅木儀一郎「豊後繭寿寺の史蹟」『史餓名勝天然記念物調査報告書』第12輯大分懸史砿名勝天然記念物調査会19341年

(4)乾里和尚『禅除集』郷土史蹟博説研究脅1931年
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｢慈光閣」・「衆寮」・「虚空蔵」・「僧堂」・「輪蔵殿」・「東明楼」・「西明楼」・「観音殿」・「章駄天閣」・

｢鐘楼」・「地蔵堂」・「風呂」・「西浄」・「雪隠」・「東司」・「浄頭寮」の主要建物名が見られ、塔頭に

は「仏殿」・「室間」・「土地間」・「華殿塔」が見られる。そして、諸寮舎は東西に分かれ、東分につ

いては、「東方丈井大庫」・「衣鉢閣」・「西庵」・「侍香寮」・「侍客寮」をはじめ蒙堂寮として、「都寺

寮」・「監寺寮」・「副司寮」・「桂隣閣」・「洞堂寮」・「東閣」・「凌雲軒」・「妙鯛軒」・「都官寮」・「修造

寮」・「化城軒」・「知客寮」・「浴主寮」・「点部屋」が記され、西分については、「西方丈」・「客殿」・

｢礼之間」・「侍薬寮」・「侍状寮」・「雪竹軒」・「霜松軒」・「首座寮」・「双梼軒」・「有方軒」・「寮元寮」・

｢瑞厳軒」・「維那寮」・「悦司」・「亀蔵軒」・「龍幡軒」・「金相軒」・「玉穂軒」・「来青軒」・「孤芳軒」・

｢干倉」・「医倉」・「羅漢倉」が配置されている。これらの建物群の中で、「慈光閣」・「衣鉢閣」・「桂

隣閣」・「東閣」は「四閣」と呼ばれ、先の万寿寺の石碑に見られる「四閣」を意味すると考えられ

る。またこうした建物群以外にも、万寿寺の境内や院外を含め、四橋と呼ばれる「青雲橋」・「豊楽

橋」・「利済橋」・「七歩橋」があり、「利済橋」を除き、「万年松」・「上原著」・「三生石」・「文殊剣」・

｢鬼氏蝋」・「白蓮池」・「清客壇」を加え、十境とされている。

文禄４年(1595)に大友義統が水戸に幽閉中作成させた「当家年中作法日記」にも、大友家が正月

に万寿寺を公式に訪問した際、「都官寮」で、接待を受け、次に「方丈」で再度の食事を含む儀式

をし、さらに「西堂寮」でくつろいだことが記されている。

以上の資料から、徳治元年(1306)に造営された万寿寺の16世紀後半の姿を推測すると、東西二百

五十歩、南北三百六十歩の四周に瓦の乗った白壁の築地塀を廻らせ、その東西北の塀に小門を構え、

特に南側には山門として二階楼門が建てられている。そこから境内に入ると正面に仏殿、そして北

側に法堂と続く。こうした施設は廻廊で結ばれていた可能性が強い。こうした主軸となる禅宗寺院

の中枢の建物の周辺に「祖師堂」・「上詞堂」・「慈光閣」・「衆寮」・「虚空蔵」・「僧堂」・「輪蔵殿」・

｢東明楼」・「西明楼」・「観音殿」・「章駄天閣」・「鐘楼」・「地蔵堂」・「風呂」・「西浄」・「雪隠」・「東

司」・「浄頭寮」などが建ち並んでいたことが想像される。

そして、この建物群の東側の奥まった場所には、「東之方丈」を中心に「衣鉢閣」・「西庵」・「侍

香寮」・「侍客寮｣、大友家を正月に接待する「都官寮」などがあり、西側には同じく、「西之方丈」

を中心に「客殿」・「礼之間」・「侍薬寮」・「侍状寮」などが配置されていたと推測できる。

こうした、建物の間は、「多数の庭園あり、果物ならびに蕎蔽、その他目を楽しましむるもの植

えたり｡」と宣教師の報告にあるように、庭園が整備されている。それは、「禅除集」の十境にある

｢万年松」・「三生石」・「白蓮池」などで、そこには、四橋と言われる「青雲橋」・「豊楽橋」・「利済

橋」なども架けられていたものと考えられる。

なお、「府内古図」には万寿寺南側の築地塀の外に五重塔が描かれているが、現存する宝永三年

の石碑や「禅除集」などの文字資料には記述が見られない。ただ、永徳２年(1382)に足利義満が室

町幕府東北側に建立した臨済宗寺院である相国寺境内の東側には七重塔が建てられている(1)。同じ

臨済宗寺院で、大友館の南に隣接する万寿寺にも府内のランドマークとして五重塔が建っていたの

であろうか。

すなわち、万寿寺主要建物である山門・仏殿・法堂・方丈をはじめとする伽藍と、それを取り巻

き、５４もの寮・閣・軒・倉・庵と名前の付く建物が建ち並ぶ。その中には、「当家年中作法日記」

の中の記述に見られる「万寿寺大工」など職能集団も在住しており、それらを築地塀で囲み、境内

が構成されていたと考えられる。「府内古図」によると、その南側の境内の外側には門前町と思わ

れる寺小路町が形成されている。こうした状況は伊藤毅の指摘する禅宗寺院に見られる「境内」系

寺院に相当する(2)。

(1)高橋康夫「室町期京都の都市空間一室町殿と相国寺と土御門内裏」『中世都市研究９』中世都市研究会稿新人物往来社2004年

(2)伊藤毅『都市の空間史』吉川弘文館2003年

－３３５－
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第２節考古学から見た万寿寺跡の西北隅

１．万寿寺の建立期

万寿寺の創建は、徳治元年(1306)と伝えられている。そこで、出土遺物からこの時期の検証を試

みる。出土遺物で最も数量の多いものはロクロ成形による在地系土師質土器であるが、この遺物は、

相対編年は可能であるが、単独で実年代との比較を行うには、現時点では良好な資料がなく、困難

である。そこで、ここでは、比較的編年研究が進行し、１３世紀末から14世紀初頭・前葉に編年され

ている青磁・白磁などの貿易陶磁器、備前系陶器、吉備系土師器、常滑系陶器から探ってみる。

白磁皿貿易陶磁器の白磁であるが、第3-6図38～４０．第3-36図等に図示した口禿げの白磁皿がある。

この遺物は、１３世紀後半から14世紀前半までに位置づけられており、府内町跡20次調査区からも溝

龍泉窯系や土坑から66点が出土している。同じく、この時期に編年されている龍泉窯系青磁碗がある。第3－

６図24～２８．第3-24図ｌ～３．第３－１０．１２．１４に図示した青磁碗で、外面に縞蓮弁の模様が施文さ

れている。この青磁碗の出土例も多く、５８点を数える。このような貿易陶磁は、貴重品であり威信

財として存在し、輸入から廃棄まで、長期にわたる可能性もある。

備前系陶器これに対し、備前系陶器・吉備系土師器・常滑系陶器など国内産土器・陶器は消耗度が大きいと

考える。備前系陶器は播鉢と壷・弧が出土している。播鉢は口縁部が第3-11図８２．８３・第３-24図

５，第3-162図25に見られるように直線的で、橘り目が６～７本の、１３世紀末から14世紀前半に編

年されているそれと類似している。また、壷・喪は、口縁端部が玉縁にならない、第3-10図69～

７６などが見られ、これらも、先の揺鉢と同様の時期に位置づけられている。さらに、第3-141図６

吉備系土師器でその全形を知ることが出来る吉備系土師器(')は、第3-13図133～144，第3-24図20～23，第3－

４０図109～115など、多く出土している。これらに共通する特徴は、口径がllcIn前後と小さく、底部

の高台も縮小して断面が三角形になる。こうした特徴は、１３世紀末から14世紀初頭と考えられてい

常滑系陶器る。そして、常滑系陶器の壷・喪は、第3-3図6，第3-8図５６．６０．６１，第3-118図ｌに見られる

ように、その特徴であるＮ字屈曲は、縁帯化が未発達な段階であり、このような口縁部形態は、

１３世紀末から14世紀前葉に編年されている(2)。

このように、万寿寺跡の西北隅である府内町跡20次調査からは、１３世紀末から14世紀前葉頃の国

内外の土器・陶磁器が数多く出土している。その時期は、万寿寺創建時から暦応４年（1341）に五

山十利に列せられる頃にあたる。また、この時期は、万寿寺の最初の住持である直翁智侃や凹月・

雪村友梅などが、京都と豊後府中（府内）を行き来している。府内町跡20次調査からは東海地方を

含み、西日本全域での物流を読み取ることが出来、在地系の遺物を含め、この時期から急激に出土

遺物が増加する。

そのことは、万寿寺の造営を意味し、以後途切れることなく16世紀末まで、遺構が存在する。す

なわち、万寿寺造営を契機として、府内（府中）の一角が形成されると考えることができる。

２．１４世紀の万寿寺の遺構

前者の遺構は区画性の強い南北方向と東西方向の溝、礎盤建物、井戸などがある。この範囲に想

定される建築物は、先の「禅除集」では「西方丈」以下約20棟の建物名が上げられている。それら

を見ると、建物名称の最後に付く名称で、機能や規模が異なることが感じられる。「殿」が１．

「寮」が５，「軒」が11,「倉」が３，「間」が１，同」が１である。一方建物名称から想定すると、

主要伽藍はじめ多くは礎石建てであることが想定され、B-SDOO4から多量の瓦が出土しているよ

うに、瓦葺きであったことが想像できる。その一方、建築名称に軒や倉または寮が付く建物の全て

(1)山本悦代「吉備南部地域における古代末～中世の土師器の展開」『中近世土器の基礎研究』Ⅷ日本中世土器研究会1992年

(2)中野晴久「生産地における編年について」『常滑焼と中世社会』小学館１９９５
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古庄屋遡跡

上城遺跡

大友氏館跡
12次調査

第６章総括

が礎石建てで瓦葺きとは考えられない。A-SBOOlやB-SBl90～B-SB200の柱穴の底に川原石を

据え、礎盤とした建物で、規模の大小が認められる。これらは、倉庫と考えられる「干倉」・「医倉」・

｢羅漢倉｣、また、万寿寺西方丈以下多く見られる建物名称の最後に「軒」が付くものの一部が想定

できる。また、A-SBOOlなど南北７尺間で５間、東西方向に３間以上の建物で、さらに西側に石

の礎盤を欠く柱穴列があり、庇を想定する。この建物もこれに相当すると考える。

こうした建物は、近年大分県内の各所で類例を増やしており、県北の山国川の支流で、谷底平野

を形成しながら流れる跡田川沿いに立地する古庄屋遺跡(1)では、１４世紀前葉に位置づけられる大型

の川原石による礎盤建物が検出されている。その規模は、梁行３間で6.2ｍ、桁行６間で12.8ｍを測

り、四周の側柱列から1.1ｍ離れた周囲に庇が廻る。報告では谷間の有力支配層の居館と理解して

いる。

また、久住山瀧の高原地域に立地する上城遺跡Iz1は掘で囲まれた中に39棟の掘立柱建物が検出さ

れ、その内、８棟が川原石による礎盤建物であり、規模も桁行が４～５間と10間のものがある。報

告では、この遺跡をＩ～Ⅲ期に分け、１３世紀前半から14世紀後半まで存続すると考えている。８棟

の礎盤建物は、Ⅱ．Ⅲ期に多く、１４世紀代と想定されるが、この地域を支配した有力者の居館と想

定できる。

さらに、府内町跡20次調査区の北西約200ｍの位置で調査した、大友氏館跡12次調査(３１では、万寿

寺と同じ間尺である、７尺を１間とする15世紀前葉の企画性の強い大規模な川原石による礎盤建物

が、検出されている。大友館はこの時期以後、府内(府中)の中でも特別な場所となり、継続的に土

地の嵩上げが行われ、重要遺構が構築されて、最終的には16世紀後葉を描いたと言われる「府内古

図」の「大友館」となる。

このように、１４世紀から１５世紀前葉にかけての豊前・豊後では、礎石建物と堀立柱建物の中間形

態とも言える柱穴内に川原石を据え、礎盤とする建物が出現する。こうした建物は、寺院内では瓦

葺きの礎石建物に次ぐ、位置を占めていたと考えることが出来、建物名称の最後に「寮」や「軒」・

｢倉」の付く建物に採用されていた可能性がある。寺院外では、地域の拠点的な場所の有力者の居

館や守護所的な場所に採用されている可能性が強い。

次に、府内町跡で検出された14世紀代の区画性の強い溝についてであるが、調査区を南北に延び

るB-SDOO3と東側に約９ｍ離れて同じ方向に延びるB-SDOO4、そしてB-SDOO3が北端でＴ字状

につながる東西方向のA-SDl501、その北側に５ｍ離れてほぼ並行するA-SDl505がある。中で

もB-SDOO3は断面が逆台形で規格性が強く、方位はＮ－２ｏ－Ｅである。この溝は境内でも西側

にあり、出土遺物から14世紀中葉には機能していたことが推測出来る。しかし、存続期間は短く、

15世紀代には埋没している。万寿寺の西側境であることを証明するのは困難である。

ただ、何らかの区画施設であった可能性は高く、約60ｍ延びる長さは、掘削された時期から、万

寿寺の造営期の主要伽藍である総門一山門一仏殿一法堂一方丈の方向と同じ可能性はある。今後の

寺域内の調査の経緯を見守りたい。

３．１６世紀の万寿寺西北隅

万寿寺西北隅にあたる府内町跡20次調査で、検出された遺構や遺物で、もう一時期ピークを示す

のが16世紀後半である。この時期のこの場所は、「府内古図」や古文書に記述されている。「府内古

図」では、万寿寺の西側は第２南北街路であり、北側は東西方向の街路が描かれ、その北側に堀之

(1)大分県教育委員会「古庄屋遺跡」大分県文化財調査報告評第141輯2002年
(2)久住町教育委員会「上城遺跡」2002年

(3)大分市教育委員会「大友氏館跡第'２次調査」『大分市埋蔵文化財調査年報vol142002年度』2003年
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口町の名称が見られる。すなわち、南側に描かれている瓦葺きの白壁の築地が四周を廻っていると

するならば、白壁の築地塀と堀之口町の町屋は万寿寺北側街路を挟み対時している。

また、万寿寺西側については、天正10年(1582)に大友義統が柴田筑前入道（柴田礼能）に発給し

た「一、万寿寺築地之内井西之屋敷両所、令所望候之事」の文書がある。このことから、万寿寺の

｢築地之内」や「西之屋敷」と呼ばれる場所が存在していたことがわかる。

北側は地表面の観察でも表れているように、発掘調査以前から東西方向の堀が予測された。発掘

調査の結果は、第４章で詳細を報告したとおりであるが、この場所からは、規模の大小や形態に差

はあるが、１４世紀前葉から16世紀後葉に至るまで、東西方向の幾筋もの堀や溝が検出されている。

このことは、万寿寺の北境の場所として、永年にわたり認識されていたことを示している。

そして、最大規模の堀を掘削するのが16世紀である。まず、１６世紀第２四半期頃に万寿寺の北側

に大規模な区画性の強い堀が掘られている。その規模は、後にさらに大規模な堀が掘られるため、

不明であるが、深さ2.5ｍ底の一部から内面にロクロ目を残す在地系土師器と京都系土師器１期が

共伴状態で出土しており、地表面での幅も５ｍ以上は想像できる。

その後、北側の堀は再度掘削される。その時期は堀の中からの出土遺物で、1570年代と想定され

ている。その規模は、幅が6.3ｍで、深さは2.5ｍである。この堀に沿った万寿寺側はＡ区の調査で、

遺構が希薄で、掘削をあまり受けていない部分が幅５ｍの範囲に認められる。その南側で検出され

る遺構も堀に沿って東西に細長い遺構であり、南側から続く区画性強いA-SDl506(B-SDO64)の

溝も堀の南側で終わる。このように、堀の万寿寺境内側は築地等の遮蔽施設の存在が予測される。

しかし、この堀もすぐに埋め立てられ、1580年代には東西方向の道路として機能し、「府内古図」

に描かれる状況になったものと考えられる。

一方、「万寿寺築地之内井西之屋敷両所」も北側と、ほぼ同じ経過をたどる。平成15年の発掘調

査では、万寿寺西側にも北側と同じ規模の堀が廻ることが確認されている。すなわち、1580年代に

はその堀もすでに埋め立てられ、万寿寺の西側は町屋化し、万寿寺の築地の内も大友家家臣の私的

所有地となっている。

府内町跡20次調査で得られた結果は、そのことを裏付けるもので、幅約20ｍ長さ105ｍの調査区

内で、１６世紀後半の遺構が検出されたのは西半分である。しかも、検出された遺構は、廃棄物を処

理するために掘られた土坑や井戸など、町屋の裏手の状況を示す。そして、井戸は一定間隔で、掘

削されており、万寿寺西之屋敷が計画的に建設されていることが想像できる。こうした、町屋の裏

手状況は、万寿寺の北側境の堀近くまで認められ、「万寿寺西之屋敷」の範囲を知ることができる。

この「万寿寺西之屋敷」は天正14年(1586)の島津氏の豊後侵攻により焼失するが、その後復興し

ている可能性が強く、調査区の内から1590年代に比定されている遺物やそれを含むB-SKOl6・B-

SKO96などが検出されている。その一方、万寿寺は完全にその機能を失う。文禄２年(1593)に大友

氏が除国されたこともあり、すぐには再建することはなく、現在の万寿寺が姿を現すのは、寛永８

年(1631)のことであった。
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第６章については、故加藤知弘（大分大学名誉教授）と小野蜘文（大分航空トラベル）の両氏から多くのお教えを受けた。
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調査Ａ区出土遺物観察

遺物観察表(第20次調査Ａ区）

3４１

挿図Ｎｏ． 器種 生産地
法、

口径

(単位

底径

>､）

器高
遺構名 備考

図版
Ｎｏ．

第２ 4図１ 陶器 徳利 備前 5.6 Ａ－ＳＤｌ５０１ 上層

第２ 4図２ 在地系土師器 坪 右地 2.9 Ａ－ＳＤｌ５０１ 上層
第２ 4図３ 在地系土師器 坪 間地 ４１．９ A-SDl501 上届
第２ 4図４ 京都系土師器 皿 油地 11.41 A-SDl501 上層
第２ 4図５ 京都系土師器 皿 在地 ０ A-SDl501 上府

第２ 4図６ 京郁系土師器 皿 在地 12.8 2.5 A-SDl501 上層
第２ 4図７ 瓦質土器 鉢 国内 Ａ SＤｌ５０１ 上層
第２ 4図８ 瓦質土器 土鍋 国内 23.0 Ａ SDl501 上層
第２ 4図９ 須恵質土器 鉢 東播系 Ａ SＤｌ５０１ 上層
第２ 4図10 瓦質土器 鉢 国内 34.8 Ａ SDl501 上層
第２ 4図1１ 瓦質土器 鉢 国内 22.‘１ Ａ SDl501 上層
第２ 4図1２ 弥生土器 爽形土器 在地 ７０ Ａ SＤｌ５０１ 上層
第２ 5図1５ 在地系土師器 皿 在地 8.8 ７６ 1.4 Ａ ＳＤｌ iOl 下層
第２ 5図1６ 在地系土師器 皿 在地 8.6 ７４ ２ Ａ ＳＤＩ ｊ0１ 下層
第２ 5図1７ 在地系土師器 皿 在地 8.8 ７６ ３ Ａ ＳＤＩ iＯｌ 下層
第２ 5図1８ 在地系土師器 坪 在地 ３４ Ａ ＳＤＩ iＯＩ 下層
第２ 5図1９ 在地系土師器 坪 在地 11.6 7.6 ３ Ａ ＳＤＩ iＯＩ 下層
第２ 5図2０ 在地系土師器 坪 在地 1１ ２ 8.8 ３０ Ａ ＳＤｌ iＯｌ 下層
第２ 5図2１ 在地系土師器 坪 在地 1２ ﾂ

ー 8.8 ３４ Ａ ＳＤＩ iＯｌ 下層
第２ 5図2２ 在地系土師器 坪 在地 １１ ８ 8.4 ２９ Ａ ＳＤＩ iＯｌ 下層
第２ 5図2３ 在地系土師器 坪 在地 1２ ‘Ｉ ９６ ２９ Ａ ＳＤｌ５０１ ド層
第２ 5図2４ 在地系土師器 坪 在地 1２ ６ ８８

リ
】 ７ Ａ ＳＤｌ５０１ 下層

第２ 5図2５ 在地系土師器 坪 在地 1３ ｉ１ ８ ３２ Ａ ＳＤｌ５０１ 下層
第２ 5図2６ 在地系土師器 坪 在地 ８２ Ａ ＳＤ１５０１ 下届
第２ 5図2７ 在地系土師器 坪 在地 ９６ Ａ ＳＤｌ５０１ 下層
第２ 5図2８ 須恵質土器 鉢 束播系 Ａ ＳＤｌ５０１ 下層
第２ 5図2９ 土師質土器 土鍋 国内 Ａ ＳＤｌ５０１ 下層
第２ 5図3０ 須恵質土器 鉢 東播系 8.8 Ａ ＳＤｌ５０１ 下層
第２ 5図3１ 須恵質土器 鉢 束播系 1Ｍ Ａ ＳＤｌ５０１ ド層
第２ 5図3２ 在地系土師器 燭台 〔Ｉ 地 Ａ ＳＤｌ５０１ ３２．３３．３４は同一個体
第２ 5図3３ 在地系土師器 燭台 内地 Ａ ＳＤＩ501 下層
第２ 5図3４ 在地系土師器 燭台 間地 Ａ ＳＤｌ５０１ 下偏
第２ 6図3９ 青磁 碗 龍泉窯 Ａ ＳＤｌ５０１

第２ 6図4０ 白磁 合子 中国 7.0 Ａ ＳＤｌ５０１

第２ 6図4１ 白磁 小壷 中国 3,1 Ａ SＤＩ iＯｌ

第２ 6図4２ 陶器 天目茶碗 瀬戸美漉 11.6 Ａ ＳＤｌ iＯｌ

第２ 6図4３ 青花 碗 景徳鎮窯 11.8 Ａ ＳＤｌ iＯｌ

第２ 6図4４ 粉青沙器？ 朝鮮王朝 Ａ SＤｌ iＯＩ

第２ 6図4５ 褐紬陶器 壷 中国 6.‘Ｉ Ａ ＳＤｌ iＯｌ

第２ 6図4６ 緑軸 鉢 磁晒窯 Ａ ＳＤＩ iＯｌ

第２ 6図4７ 華南三彩 水滴 中国 Ａ ＳＤｌ iＯＩ

第２ 6図4８ 陶器 鉢 備前 Ａ SＤｌ iＯｌ

第２ 6図4９ 陶器 徳利 備前 5.6 Ａ ＳＤＩ １０１

第２ 6図5０ 陶器 柵鉢 備前 32.1 Ａ ＳＤｌ５０１

第２ 6図5１ 陶器 播鉢 備前 .８ Ａ SＤｌ５０１

第２ 6図5２ 陶器 徳利 備前 9.2 Ａ SＤＩ iＯｌ 底面に×印のへラ記号
第２ 6図5３ 土 那質土器 土鍋 在地 Ａ SＤＩ iＯｌ

第２ 6図5４ 土 那質土器 土鍋 在地 Ａ SＤＩ iＯｌ

第２ 6図5５ 土 師質土器 土鍋 在地 Ａ SＤＩ iＯｌ

第２ 7図5６ 在jｌ 1系土師器 皿 在地 7.9 6．４１ 1.2 Ａ SＤＩ iOl 底部にスダレ状圧痕
第２ 7図5７ 在胤 1系土師器 坪 在地 1１ ‘１ Ａ SＤＩ iOl

第２ 7図5８ 在ハ』系土師器 坪 在地 １１ 8.6 3.3 Ａ SＤｌ iＯｌ

第２ 7図5９ 在１１ Ｉ系土師器 坪 在地 1２ リ
ー 8.8 ３４ Ａ SＤｌ iＯｌ

第２ 7図6０ 在１１』系土師器 坪 在地 1３ ２ 9.0 ３６ Ａ SＤｌ iＯｌ

第２ 7図6１ 在jｌ l系土師器 坪 在地 10９ ６２ ２９ Ａ SＤｌ iＯｌ

第２ 7図6２ 在jｌ』系土師器 坪 在地 1１ ５ ７８ ３２ Ａ SＤｌ iOI 板目圧痕
第２ 7図6３ 在jｌ Ｉ系土師器 坪 在地 Ⅲ ０ ８８ ３ Ａ SＤｌ 1０１

第２ 7図6４ 在』 Ｉ系土師器 坪 在地 1２ ６ ８４ ３３ Ａ SＤｌ iＯＩ

第２ 7図6５ 在地系土師器 坪 在地 1２ ８ ９0 3.1 Ａ SＤＩ iＯｌ 板目圧痕
第２ 7図6６ 在地系土師器 坪 在地 ７３ Ａ SＤＩ iＯｌ

第２ 7図6７ 京部系土師器 皿 在地 Ａ SDI501

第２ 7図6８ 京都系土師器 皿 在地 Ａ SDI５０１

第２ 7図6９ 京都系土師器 皿 在地 8.2 2.2 Ａ SＤＩ jOl

第２ 7図7０ 京都系土師器 皿 在地 10.4 1.9Ａ SＤｌ iOl

第２ 7図7１ 京都系土師器 皿 在地 10.0 Ａ SＤＩ iＯｌ

第２ 7図7２ 京&I系土師器 皿 在地 12.0 2.4 Ａ SＤｌ iＯｌ

第２ 7図7３ 京＃ 系土師器 皿 在地 13.6 Ａ SＤｌ iＯＩ

第２ 7図7‘Ｉ 京者 系土師器 皿 在地 12.8 2.1 Ａ SＤＩ iＯｌ

第２ 7図7５ 京制I系土師器 皿 在地 1４ ０ ２３ Ａ SＤｌ iＯｌ

第２ 7図7６
－８

』ラ噸I系土師器 皿 在地 1２ ０
り
】 ２ Ａ SＤｌ５０１

第２ 7図7７
二

Ｊ５ 糊 !系土師器 皿 在地 1４ ６
リ
】 ‘１ Ａ SＤｌ５０１

第２ 7図7８
ﾖ

ﾉﾗ湖 ,系土師器 坪 在地 1１ ３０ Ａ SＤＩ iＯｌ

第２ 7図7９
ヨ

』ラ 糊 ’系土師器 皿 在地 1１ ９
リ
】 ５ Ａ SＤＩ iＯｌ

第２ 7図8０ 土Ｉ師質土器 翌 在地 3８ ８ Ａ SＤＩ iＯｌ

第２ 8図8１ 須 I質土器 鉢 束播系 3５ ４ Ａ SＤＩ iＯｌ
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第2-8図8２ 瓦質土器 翻鉢 防長系 Ａ ＳＤ１５０１

第2-8図8３ 須恵質土器 鉢 東播系 27.6 Ａ ＳＤｌ５０１

第2-8図8４ 須恵質土器 鉢 東播系 7.8 Ａ ＳＤｌ５０１

第2-8図8５ 須恵質土器 鉢 東播系 8.1 Ａ SＤｌ５０１

第2-8図8６ 陶器 喪 備前 18.9 Ａ SＤＩ iＯｌ

第2-8図8７ 土師器 弧 在地 Ａ SＤｌ iOl

第2-8図8８ 土師器 甑 在地 Ａ SＤｌ iＯｌ 甑の把手

第2-8図8９ 須恵器
毒
蛾 在地 8.9 Ａ SＤｌ iＯｌ

第2-8図9０ 弥生士器 高坪 在地 Ａ SＤｌ５０１

第2-8図9１ 弥生土器 壷形土器 在地 6.0 Ａ－ＳＤｌ５０１

第2-8図9２ 弥生土器 喪形土器 在地 ６８ Ａ－ＳＤｌ １０１

第2-15図１ 任地系土師器 皿 在地 7.8
ｰ

8〕 ９ 1.6Ａ－ＳＤｌ iO5 Ａ ＳＫｌＯ２‘１

第2-15図２ 在地系土師器 皿 在地 ８６ ７７ ２ Ａ SＤｌ iO5 Ａ ＳＫｌ５０５

第2-15図３ 在地系土師器 皿 在地 ８２ ７０ ３ Ａ SＤｌ iO5 Ａ ＳＫｌ５０５

第2-15図４ 在地系土師器 皿 在地 ７０ ６０ 0 Ａ SＤｌ iO5 Ａ ＳＫｌ５０５

第2-15図５ 在地系土師器 皿 在地 ７４ ６０ ７ Ａ SＤｌ iO5 Ａ ＳＫｌ５０５

第2-15図６ 在地系土師器 皿 在地 ８ ６６ ２ Ａ SDl505

第2-15図７ 在地系土師器 皿 在地 ８２ ７５ Ａ SDI505

第2-15図８ 在地系土師器 皿 在地 ８0 ６５ ‘Ｉ Ａ SDI505 A-SKI505

第2-15図９ 在地系土師器 皿 在地 ７６ ６４ ３ Ａ SDl505 A-SKl505

第2-15図１０ 在地系土師器 皿 在地 ７６ ６３ ５ Ａ SDl505 A-SKl505

第2-15図1１ 在地系土師器 小型坪 在地 ７２ ５‘Ｉ ２0 Ａ SD1505

第2-15図1２ 在地系土師器 坪 在地 Ａ SＤｌ５０５ A-SKl505

第2-15図1３ 在地系土師器 坪 在地 Ａ SDl505 A-SKl505

第2-15図1４ 在地系土師器 坪 在地 41.2Ａ SDl505 Ａ－ＳＫｌ５０５

第2-15図1５ 在地系土師器 坪 在地 Ａ SD1505 A-SKl505

第2-15図1６ 在地系土師器 坪 在地 3.9 Ａ SDl505

第2-15図1７ 在地系土師器 坪 在地 10.5 7.8 3.6 Ａ SDl505 Ａ ＳＫｌ５０５

第2-15図1８ 在地系土師器 坪 在地 1１．４ ８０ 4.2 Ａ SＤｌ５０５ Ａ ＳＫｌ５０５

第2-15図1９ 在地系土師器 坪 在地 1１．１ ７０ 4.2Ａ SDl505 Ａ ＳＫｌ５０５

第2-15図2０ 在地系土師器 坪 在地 12.6 ８２ 3.4A-SDl505 Ａ ＳＫｌ５０５

第2-15図2１ 在地系土師器 坪 在地 13.2 ８４ 3.7 Ａ SDl505 Ａ ＳＫｌ５０５

第2-15図2２ 在地升 土師器 坪 在地 13.2 ９０ 3.5Ａ SDl505 Ａ SKl505

第2-15図2３ 在地引 土師器 坪 在地 1２．６ ８５ ４１．１ Ａ SDI505 Ａ SKI505

第2-15図2４ 在地升 土師器 脚 在地 １２．３ ９０ 41.1 Ａ SＤｌ５０５ Ａ SKl505

第2-15図2５ 在地升 土師器 脚 在地 12.3 ８５ 3.6Ａ SＤｌ５０５ Ａ SKl505

第2-15図2６ 在地系土師器 脚 在地 12.0 ８0 3.9Ａ SDl505 Ａ SKl505

第2-15図2７ 在地系土師器 脚 在地 11.1 ７４ 4Ｍ Ａ SDI505 Ａ SKl505

第2-15図2８ 在地系土師器 脚 在地 12.6 ８６ 4.3Ａ SＤｌ５０５ Ａ SKl505

第2-15図2９ 在地系土師器 脚 在地 13.2 ９０ 3.4 Ａ SDl505 Ａ SKl505

第2-16図3０ 在地系土師器 坪 在地 1２ ９4１ 3.4 Ａ SDl505 Ａ SKl505

第2-16図3１ 在地系土師器 坪 在地 10.8 ８７ 3.6 Ａ SＤｌ５０５

第2-16図3２ 在地系土師器 坪 在地 12.6 8.8 3.4Ａ SDl505

第2-16図3３ 在地系土師器 坪 在地 11.2 7.8 2.8 Ａ SDl505 A-SKl505

第2-16図3４ 在地系土師器 坪 在地 13.4 ９８ 3.4A-SDl505 A-SKl505

第2-16図3５ 在地系土師器 坪 在地 12.0 ８２ 3.6A-SDl505

第2-16図3６ 在地系土師器 坪 在地 12.6 ８６ ‘1.1 Ａ SＤｌ５０５

第2-16図3７ 在地系土師器 脚 在地 1２．０ ８２ 3.5 Ａ SＤｌ５０５ A-SKl505

第2-16図3８ 在地系土師器 脚 在地 12.3 ８７ 3.1 Ａ SDI505

第2-16図3９ 在地系土師器 周 在地 11.4 ６８ 3.6Ａ SD1505

第2-16図4０ 在地系土師器 脚 在地 1３ 0 ８ ３６ Ａ SDl505 A-SKlO24

第2-16図4１ 在地系土師器 脚 在地 1２ ０ ７８
リ
】 ９ Ａ SDl505 A-SKlO24

第2-16図4２ 在地系土師器 月 在地 1２ ２ ７８ ３６ Ａ SDl505

第2-16図4３ 在地系土師器 坪 在地 1３ ２ ９８ ３５ Ａ SDl505 Ａ－ＳＫｌ５０５

第2-16図4４ 在地系土師器 坪 在地 1２ ３ 8.4 ３７ Ａ SＤｌ５０５ A-SKlO241

第2-16図4５ 在地系土師器 坪 在地 1２ ０ 7.7 ３３ Ａ ＳＤｌ５０５ A-SKlO2‘Ｉ

第2-16図4６ 在地系土師器 jブ
Ｐ
、 在地 8.0 Ａ ＳＤｌ５０５

第2-16図4７ 在地系土師器 jｊ 在地 10.6 A-SDl505 A-SKl505

第2-16図4８ 在地系土師器 lｊ 在地 8.5 Ａ ＳＤｌ５０５ A-SKl505

第2-16図4９ 在地系土師器 ｆ 在地 9.0 Ａ ＳＤｌ５０５ A-SKl505

第2-16図5０ 在地系土師器 ｆ
Ｐ
、 在地 7.5 Ａ ＳＤ１５０５ A-SKl505

第2-16図5１ 在地系土師器 坪 在地 6.9 Ａ ＳＤｌ５０５

第2-17図5２ 瓦質土器 碗 在地 5.0 Ａ ＳＤｌ５０５

第2-17図5３ 須恵質土器 鉢 束播系 Ａ SＤｌ５０５

第2-17図5４ 須恵質土器 鉢 東播系 21.1 8.7 8.5Ａ SDl505 A-SKl505銅銭３枚出土 １０

第2-17図5５ 須恵質土器 鉢 東播系 Ａ SDl505

第2-17図5６ 土師質土器 土鍋 在地 Ａ SDl505

第2-17図5７ 土師質土器 土鍋 在地 Ａ SDl505

第2-17図5８ 土師質土器 土鍋 在地 Ａ SDI５０５

第2-17図5９ 土師質土器 弧 在地 22.2 Ａ SＤｌ５０５

第2-17図6０ 須恵質土器 翌 亀山系 Ａ SＤｌ５０５ 1１

第2-17図6１ 瓦質土器 鉢 国内 28.5 Ａ SDl505

第2-17図6３ 土師質土器 琳嶋 在地 Ａ SDl505

第2-17図6４ 須恵器 坪 在地 10.6 Ａ SDl505 古代

第2-17図6５ 弥生土器 高坪 在地 Ａ SＤｌ５０５
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第２ 20図１ 京都系土師器 皿 在地 1１ ６ Ａ ＳＤｌ５０６ 」届
第２ 20図２ 京部系土師器 皿 在地 ９６ 1.8Ａ ＳＤｌ５０６ 」層

第２ 20図３ 京都系土師器 皿 在地 10３ 1.8Ａ ＳＤｌ５０６ 」層
第２ 20図４ 京都系土師器 Ⅲ 在地 10２ Ａ ＳＤＩ506 」層
第２ 20図５ 京都系土師器 皿 在地 1１ ３ Ａ ＳＤｌ５０６ 」層
第２ 20図６ 瓦質土器 土鍋 国内 Ａ ＳＤｌ５０６ 」層
第２ 20図７ 瓦質土器 土鍋 国内 ３１．９ Ａ ＳＤＩ506 」層
第２ 20図８ 瓦質土器 弧 国内 Ａ ＳＤｌ５０６ 」層
第２ 20図９ 土師質二 1器 燭台 在地 9.4 Ａ ＳＤｌ５０６ _Ｉ 層
第２ 20図1３ 在地系土師器 坪 在地 7.5 5.8 1.0Ａ ＳＤＩ506 中層
第２ 20図1４ 在地系土 ､i器 坪 在地 8.4 Ａ ＳＤｌ５０６ 中層
第２ 20図1５ 在地系土師器 杯 在地 12.2 9.2 2.4 Ａ ＳＤｌ５０６ 中層
第２ 20図1６ 京都系土師器 皿 在地 ９０ 1.9 Ａ ＳＤｌ５０６ 雁’ 届
第２ 20図1７ 京都系土師器 皿 在地 1２ ６ 2.3 Ａ ＳＤｌ５０６ 『’ 府
第２ 20図1８ 京都系土師器 皿 在地 10６ 2.3 Ａ ＳＤｌ５０６ [’ 層
第２ 20図1９ 京都系土師器 皿 在地 Ⅲ 4１ Ａ ＳＤｌ５０６ '[’ 層
第２ 20図2０ 瓦質土器 土鍋 国内 Ａ ＳＤｌ５０６ 叩層
第２ 20図2２ 須恵質土器 鉢 束播系 23.9 Ａ ＳＤｌ５０６ 叩層
第２ 20図2３ 陶器 喪 常滑 Ａ ＳＤｌ５０６ ド肘
第２ 20図2４ 在地系土師器 皿 在地 8.4 7.2 １．３ Ａ ＳＤｌ５０６ 下届
第２ 20図2５ 京都系土師器 皿 在地 Ａ ＳＤｌ５０６ 下層
第２ 20図2６ 土師質土器 皿 吉備系 4.0 Ａ SＤｌ５０６ 下層
第２ 20図2７ 土師質土器 土鍋 在地 Ａ ＳＤｌ５０６ ド届
第２ 20図2８ 須恵質土器 鉢 東播系 Ａ ＳＤｌ５０６ 下層
第２ 20図2９ 須恵質土器 鉢 東播系 25.6 Ａ ＳＤｌ５０６ 下届
第２ 20図3０ 土師質土器 土鍋 在地 Ａ ＳＤｌ５０６ ド層
第２ 20図3１ 土師質土器 土鍋 在地 Ａ ＳＤｌ５０６ 下層
第２ 20図3２ 土師質土器 土鍋 在地 Ａ ＳＤｌ５０６ 下局
第２ 20図3３ 瓦質土器 鉢 国内 33.9 Ａ SDl506 ド層
第２ 20図3４ 陶器 杯 瀬戸美濃 1１．８ Ａ ＳＤｌ５０６ 下層
第２ 20図3５ 土師器 坪 在地 Ａ ＳＤｌ５０６ 下届
第２ 21図3６ 背花 Ⅲ 源州窯 Ａ SDI506

第２ 21図3７ 宵花 皿 景徳鎮窯 Ａ SDl506

第２ 21図3８ 青花 碗 涼州窯 1.1.0 5.0 6.1 Ａ SDl506

第２ 21図3９ 背花 皿 緊徳鎮窯 11.2 Ａ SDl506

第２ 21図4０ 陶器 天目茶碗 瀬戸美濃 4.3 Ａ SDl506

第２ 21図4１ 宵花 皿 景徳鎮窯 Ａ SＤｌ５０６

第２ 21図4２ 青磁 燭台 鮒泉窯 Ａ SＤｌ５０６ 動物形
第２ 21図4３ 陶器 大弧 備前 Ａ SＤｌ５０６

第２ 21図441 陶器 長頚壷 倫前 5.4 Ａ SDl506

第２ 21図4５ 陶器 注口器 備前 4.8 Ａ SＤｌ５０６

第２ 21図4６ 陶器 播鉢 備前 ､８ Ａ SDl506

第２ 21図4７ 陶器 撤鉢 備前 15.4 Ａ SＤｌ５０６

第２ 21図4８ 陶器 播鉢 備前 11.2 Ａ SDl506

第２ 22図4９ 在地系土師器 皿 in地 7.8 6.0 1.0Ａ SＤｌ５０６

第２ 22図5０ 在地系土師器 坪 間地 Ａ SＤｌ５０６

第２ 22図5１ 在地系土師器 坪 ｛１ 地 Ａ SDl506

第２ 22図5２ 在地系土師器 坪 在地 2.9 Ａ SDl506

第２ 22図5３ 在地系土師器 釘 在地 7.1 Ａ SDl506

第２ 22図5４ 在地系土師器 脚 在地 11.2 ８4１ 2.7Ａ SDl506

第２ 22図5５ 在地系土師器 周 在地 12.1 ９０ 2.6 Ａ SＤｌ５０６

第２ 22図5６ 在地系土師器 河 在地 ９８ Ａ SＤｌ iO6

第２ 22図5７ 在地系土師器 脚 在地 12.2 ９６ 1.7Ａ SＤｌ １０６

第２ 22図5８ 在地系土師器 坪 在地 1１ ４ ９６ ).0Ａ SＤｌ iO6

第２ 22図5９ 在地系土師器 坪 在地 1１ ８ ６２ １．０ Ａ SＤｌ １０６

第２ 22図6０ 京都系土師器 皿 在地 ８４ 1.2Ａ SＤＩ ｊ0６

第２ 22図6１ 京都系土師器 皿 在地 1１ ０ Ａ SＤｌ５０６

第２ 22図6２ 京&I系土師器 皿 在地 1２ ２ リリ Ａ SＤｌ５０６

第２ 22図6３ 京＃ I系土師器 皿 力地 1２ リ
ー

;） Ａ SDl506

第２ 22図6４ 京＃ 係土師器 皿 、地 1３ ０
リ
】 ５ Ａ SＤｌ５０６

第２ 22図6５ 京者 I系土師器 杯 油地 1１ ４ ２９ Ａ SDl506

第２ 22図6６ 京&Ｉ系土師器 皿 在地 1２ ６ ﾂ
ー ７ Ａ SDl506

第２ 22図6７ １[質土器 鉢 国内 Ａ SＤｌ i0６

第２ 22図6８ 土 師i質土器 土鍋 在地 Ａ SＤｌ iO6

第２ 22図6９ 土 師質土器 土鍋 在地 Ａ SＤｌ iO6

第２ 22図7０ 土 師質土器 土鍋 (Ｉ 地 Ａ ＳＤｌ iO6

第２ 22図7１ 土 師質土器 土鍋 在地 Ａ ＳＤｌ iO6

第２ 22図7２ 土 W1i質土器 土鍋 在地 Ａ ＳＤｌ５０６

第２ 22図7３ 土 師質土器 土鍋 在地 .’ Ａ ＳＤｌ５０６

第２ 23図7‘１ 陶器 喪 備前 42.2 Ａ ＳＤｌ５０６

第２ 23図7５ 瓦質土器 蓋 国内 14.2 Ａ ＳＤｌ５０６

第２ 23図7６ 瓦質土器 鉢 国内 ､９ Ａ ＳＤＩ５０６

第２ 23図7７ 瓦質土器 羽釜 国内 Ａ ＳＤｌ５０６ 胴部最大径18.8ｃｍ・スタンプ文 10

第２ 23図7８ 瓦質土器 鉢 国内 30.6 Ａ ＳＤｌ５０６

第２ 23図7９ 瓦質土器 鉢 岡内 36.1 Ａ ＳＤｌ５０６



遺物観察表４

府内町跡20次調査Ａ区出土遺物観察

挿図Ｎｏ． 器種

第2-23図8０ 瓦質土器 鉢

第２ 23図8１ 須恵質土器 鉢

第２ 24図8２ 瓦質土器 鉢

第２ 24図8３ 瓦質土器 鉢

第２ 24図8４ 瓦質土器 鉢

第２ 25図9１ 須恵質土器 喪

第２ 25図9２ 須恵質土器 喪

第2-30図１ 土師質土器 土鍋

第２ 30図２ 在地系土師器 坪

第２ 30図３ 在地系土師器 燭台

第２ 30図４ 在地系土師器 坪

第２ 30図５ 在地系土師器 坪

第２ 30図６ 在地系土師器 皿

第2-30図７ 在地系土師器 坪

第２ 31図１ 在地系土師器 皿

第２ 31図２ 在地系土師器 皿

第２ 31図３ 在地系土師器 坪

第２ 31図４ 在地系土師器 坪

第２ 31図５ 在地系土師器 皿

第２ 31図６ 在地系土師器 皿

第2-31図７ 在地系土師器 皿

第2-31図８ 在地系土師器 皿

第2-31図９ 在地系土師器 坪

第2-31図1０ 在地系土師器 坪

第2-31図1１ 在地系土師器 坪

第2-31図1２ 在地系土師器 坪

第2-31図1３ 在地系土師器 坪

第2-31図1４ 在地系土師器 坪

第２ 31図1５ 在地系土師器 坪

第２ 34図１ 在地系土師器 皿

第２ 34図２ 在地系土師器 皿

第２ 34図３ 在地系土師器 坪

第２ 34図４ 瓦質土器 鉢

第２ 34図５ 在地系土師器 皿

第2-34図６ 在地系土師器 坪

第２ 34図７ 瓦質土器 鉢

第２ 34図８ 瓦質土器 鉢

第２ 36図１ 須恵質土器 鉢

第２ 36図２ 須恵質土器 鉢

第２ 38図１ 在地系土師器 皿

第２ 38図２ 在地系土師器 坪

第２ 38図３ 京都系土師器 皿

第２ 38図４ 在地系土師器 坪

第２ 38図５ 在地系土師器 坪

第２ 38図６ 土師質土器 土鍋

第２ ‘10図１ 京都系土師器 皿

第２ 40図２ 在地系土師器 坪

第２ 40図３ 在地系土師器 坪

第２ 40図４ 在地系土師器 坪

第２ 40図５ 陶器 壷

第２ 40図６ 土師器 坪

第２ 43図２ 青磁 瓶

第２ 43図３ 陶器 天目茶碗

第２ 43図‘１ 陶器 播鉢

第２ （１３図５ 陶器 播鉢

第２ 43図６ 陶器 棚鉢

第２ 43図７ 在地系土師器 坪

第２ 43図８ 京都系土師器 皿

第２ 43図９ 京都系土師器 皿

第2-43図1０ 京都系土師器 Ⅲ

第２ 43図11 京都系土師器 皿

第２ 43図1２ 京都系土師器 坪

第２ （１３図１３ 京都系土師器 坪

第２ 43図1４ 土師質土器 土鍋

第２ 43図1５ 土師質土器 土鍋

第２ 43図1６ 瓦質土器 鉢

第２ ‘15図Ｉ 青花 碗

第２ 48図１ 緑紬 鉢

第2-48図２ 陶器 皿

第2-48図３ 陶器 拙鉢

第2-48図４ 陶器 徳利

第2-48図５ 京都系土師器 皿

第2-48図６ 京都系土師器 皿

第2-48図７ 京都系土師器 皿

第2-48図８ 須恵器 坪

生産地

国内

東播系

国内

国内

国内

亀山系

東播系

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

任地

在地

国内

在地

在地

国内

国内

束播系

東播系
在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

備前

在地

池泉窯

瀬戸美濃
備前

鯛前

術前

右地

血地

rｌ 地

杓地

油地

在地

在地

在地

在地

国内
景徳鎮窯

磁竃窯
瀬戸美溌

備前

備前

在地

在地
在地

在地

法嗣

口径

(単位

底径

２m）

器高
遺椛名 備考

図版
Ｎｏ．

Ａ SDl506

10.0 Ａ SDl506

43.5 Ａ SDl506

37.7 Ａ SDl506

33.0 Ａ SDl506

44.8 Ａ SDl506 92と同一個体 1１

Ａ ＳＤｌ５０６

Ａ SPOO4 Ａ ＳＢＯ１の柱穴

4.2 Ａ SPOO5 Ａ ＳＢＯ１の柱穴

Ａ SPOO6 Ａ ＳＢＯ１の柱穴

Ａ SPOl9 Ａ ＳＢＯｌの柱穴
Ａ SPOl9 Ａ SBO1の柱穴

8.2 6.4 1.6 Ａ SPO4０ Ａ ＳＢＯｌの柱穴

12.8 8.8 3.3 Ａ SＰｌＯｌ Ａ ＳＢＯｌの柱穴

0.9 Ａ SPO2６ Ａ ＳＢＯ１の柱穴

0.9 Ａ SPO2６ Ａ SBO1の柱穴

11.0 7.0 2.7 Ａ SPO2６ Ａ ＳＢＯｌの柱穴

2.4 Ａ SPO2６ Ａ SBO1の柱穴

8.0 6.0 1.3 Ａ SPO2６ Ａ ＳＢＯ１の柱穴

9.0 6.4 1.3 Ａ SPO2６ Ａ ＳＢＯ１の柱穴

8.3 7.1 １．６ Ａ SPO2６ Ａ ＳＢＯｌの柱穴

7.3 6.2 2.3 Ａ SPO2６ Ａ SBO1の柱穴

11.4 Ａ SPO2６ Ａ ＳＢＯｌの柱穴

12.6 9.4 2.7 Ａ SPO2６ Ａ ＳＢＯｌの柱穴

12.7 8.5 3.4 Ａ SPO2６ Ａ ＳＢＯ１の柱穴

13.6 9.3 3.4 Ａ SPO2６ Ａ SBO1の柱穴

9.0 Ａ SPO2６ Ａ SBO1の柱穴

12.6 8.2 3,2 Ａ SPO2６ Ａ ＳＢＯｌの柱穴

Ａ SPO2６ Ａ ＳＢＯ１の柱穴

8.0 6.5 1.4Ａ SKO41

7.4 6.2 1.6Ａ SKO41

Ａ SKO41

36.0 Ａ SKO41

1.0Ａ SKO42

A-SKO69

33.4 A-SKO69

29.4 A-SKO40

A-SKlO2

A-SKlO2

8.7 6.3 1.9A-SKll2

2.6 Ａ SKll3

Ａ ＳＫｌｌ４

Ａ SKll4

13.2 Ａ ＳＫｌｌ４

Ａ ＳＫｌｌ４

11.2 Ａ SＫｌＯｌＯ

6.8 6.0 1.5Ａ SＫｌＯｌＯ

0.9Ａ SＫｌＯｌＯ

Ａ SＫｌＯｌＯ

Ａ SＫｌＯｌＯ

Ａ SＫｌＯｌＯ 古代

Ａ SＫｌＯｌ３

Ａ SＫｌＯｌ３

26.1 Ａ SＫｌＯｌ３

25.2 Ａ ＳＫｌＯｌ３

27.6 Ａ ＳＫｌＯｌ３

7.2Ａ ＳＫｌＯｌ３

9.4 Ａ ＳＫｌＯｌ３

12.0 Ａ ＳＫｌＯｌ３

1１，８ 2.7Ａ ＳＫｌＯｌ３

12.2 2.1 Ａ ＳＫｌＯｌ３

Ａ ＳＫｌＯｌ３

11.6 Ａ ＳＫｌＯｌ３

Ａ ＳＫｌＯｌ３

Ａ ＳＫ１０１３ 鰯付き

35.8 Ａ SＫｌＯｌ３

7.4 Ａ SＫｌＯＭ

Ａ SＫＩＯＩ７

10.0 5.6 1.0Ａ SＫｌＯｌ７

３１．９ Ａ SＫｌＯｌ７

6.8 Ａ SＫｌＯｌ７ 1１

Ａ SＫｌＯｌ７

12.0 2.5Ａ SＫｌＯｉ７

12.0 2.4 Ａ SＫｌＯｌ７

Ａ SＫｌＯｌ７ 古代



調査Ａ区出土遺物観察

遺物観察表(第20次調査Ａ区）

挿図Ｎｏ． 器 秘 生産地
法嗣

口径

(単位

底径

>､）

器高
巡椛名 備考

図版
Ｎｏ．

第２ 50図１ 陶器 鉢 備前 8.9 Ａ SＫｌＯｌ８

第２ 50図２ 陶器 喪 常滑 Ａ SＫｌＯｌ８

第２ 50図３ 在地系土師器 皿 在地 7.6 6.6 0.9Ａ SＫｌＯｌ８

第２ 50図４ 土師質土器 土鍋 在地 Ａ SＫｌＯｌ８

第２ 53図Ｉ 在地系土師器 皿 力地 1.1 Ａ SＫｌＯｌ９

第２ 53図２ 在地系土師器 皿 右地 8.8 6.6 1.6Ａ SＫｌＯｌ９

第２ 53図３ 在地系土師器 坪 rｌ 地 3.2 Ａ SＫｌＯｌ９

第２ 53図‘Ｉ 在地系土師器 坪 力地 Ａ SＫｌＯｌ９

第２ 53図５ 在地系土師器 坪 右地 1１．４ 3.3Ａ SＫｌＯｌ９

第２ 53図６ 在地系土師器 皿 油地 8.0 6.6 1.0Ａ SＫｌＯｌ９

第２ 53図７ 京都系土師器 皿 在地 Ａ SＫｌＯｌ９

第２ 53図８ 京都系土師器 皿 在地 Ａ SＫｌＯｌ９ ロ縁部にスス
第２ 53図９ 瓦質土器 鉢 国内 21.0 Ａ SＫｌＯｌ９

第２ 53図10 土師質土器 喪 在地 Ａ SＫｌＯｌ９

第２ 53図1１ 瓦質土器 火鉢 国内 Ａ SＫｌＯｌ９

第２ 55図１ 陶器 大喪 備前 Ａ SＫｌＯ２３ ひねり「土」
第２ 55図２ 在地系土師器 坪 在地 Ａ SＫｌＯ２３

第２ 55図３ 土師質土器 喪 在地 Ａ SＫｌＯ２３ 摘みが付く
第２ 55図４ 瓦質土器 羽釜 国内 Ａ SＫｌＯ２３ 胴部最大径22cｍ
第２ 58図Ｉ 在地系土師器 坪 在地 Ａ SKlO30

第２ 58図２ 京都系土師器 皿 在地 Ａ SＫｌＯ３０

第２ 58図３ 京都系土師器 皿 在地 9.0 2.1 Ａ SＫｌＯ３０ ロ縁部にスス
第２ 58図４ 京都系土師器 皿 在地 13.8 Ａ SＫｌＯ３０

第２ 61図１ 焼締陶器 壷 タイ Ａ SKlO39 10

第２ 61図２ 瓦質土器 鉢 国内 Ａ SＫｌＯ３９

第２ 61図３ 瓦質土器 鉢 国内 18.0Ａ SKlO39 ３ヶ所に足が付く
第２ 63図１ 在地系土師器 坪 在地 12.0 Ａ SＫｌＯ４２

第２ 63図２ 在地系土師器 坪 油地 1１ ５ 8.4 2.8Ａ SKlO42

第２ 63図３ 在地系土師器 坪 右地 1２ ２ 7.6 ３５ Ａ SＫｌＯ４２

第２ 63図４ 在地系土師器 坪 rｌ 地 1２ ６ 8.2 ３２ Ａ SKlO42

第２ 63図５ 在地系土師器 坪 在地 1２ ７ 7.8 ３４ Ａ SＫｌＯ１２

第２ 63図６ 在地系土師器 坪 在地 1２ ７ 7.8 ３ Ａ SKlO42

第２ 63図７ 土師質土器 土鍋 在地 Ａ SKlO42

第２ 63図８ 土師質土器 喪 在地 37.6 Ａ SＫｌＯ４２

第２ 65図Ｉ 青磁 碗 龍泉窯 13.0 Ａ SKlO43

第２ 65図２ 緑紬 碗 国内 7.5 Ａ SKlO43 古代
第２ 65図３ 白磁 碗 中国 ７０ Ａ SＫｌＯｌ３

館２ 65図４ 在地系土師器 坪 在地 10.4 ７８ 1.7Ａ SＫｌＯ４３

第２ 65図５ 在地系土師器 坪 在地 12.2 ８６ 3.3Ａ SKlO43

第２ 65図６ 瓦質土器 喪 国内 1９ ８ Ａ ＳＫｌＯ‘1３

第２ 65図８ 弥生土器 喪形土器 ６ Ａ SＫｌＯ４３

第２ 67図１ 征地系土師器 杯 在地 Ａ SＫｌＯ５１

第２ 70図１ 在地系土師器 坪 在地 Ａ SＫｌＯ５８

第２ 70図２ 在地系土師器 燭台 在地 9.4 8.2 2.5Ａ SＫｌＯ５８

第２ 70図３ 瓦質土器 鉢 国内 Ａ SＫｌＯ５８ 二ｍ文のスタンプ
第２ 70図４ 在地系土師器 坪 在地 Ａ SＫｌＯ５８

第２ 71図１ 在地系土師器 坪 在地 12.0 Ａ SＫｌＯ５９

第２ 71図２ 在地系土師器 燭台 在地 7.4 Ａ SＫｌＯ５９

第２ 73図 瓦質土器 鉢 国内 Ａ SＫｌＯ６５

第２ 75図 陶器 天目茶碗 瀬戸美濃 7.4 3.4 3.2Ａ SＫｉＯ６８

第２ 78図１ 在地系土師器 坪 在地 14.2 11.4 4.3Ａ SＫｌＯ６９

第２ 78図２ 土師質土器 土鍋 在地 30.8 Ａ SＫｌＯ６９

第２ 80図 陶器 喪 常滑 Ａ SＫｌＯ８１

第２ 81図 在地系土師器 皿 在地 9.2 7.8 １．７ Ａ SＫｌＯ８２

第２ 85図１ 在地系土師器 坪 在地 1２ ３ 9.5 3.1 Ａ SKlO83

第２ 85図２ 在地系土師器 坪 在地 1２ ４ 7.1 3.5Ａ SKlO83

第２ 87図１ 青花 碗 景徳鎮窯 ８ Ａ SKlO84

第２ 87図２ 青磁 皿 龍泉窯 10 Ａ SKlO84

第２ 87図３ 褐紬陶器 壷 中国 ３８ Ａ SKlO84 ３．４は同一個体
第２ 87図４ 褐紬陶器

圭
蝿 中 9.0 Ａ SKIO841 復元器高14.4cｍ

第２ 87図５ 京都系士 師器 皿 在地 9.4 2.3 Ａ ＳＫｌＯ８４

第２ 87図６ 京都系土師器 皿 在地 ６ 3.4 Ａ ＳＫｌＯ８‘１

第２ 87図７ 瓦質土器 鉢 国内 Ａ ＳＫｌＯ８４ 脚付きの角火鉢
第２ 89図１ 在地系土 師器 坪 右地 12.0 8２ 3.3Ａ ＳＫｌＯ８９

第２ 89図２ 在地系土肺器 坪 油地 12.0 8.4 3.0Ａ ＳＫｌＯ８９

第２ 90図Ｉ 在地系土師器 坪 右地 10.8 9.2 3.0Ａ ＳＫｌＯ９１

第２ 90図２ 在地系土 師器 坪 在地 12.8 8.6 2.9Ａ ＳＫ１０９１

第２ 92図 京都系土 師器 皿 在地 ６ 3.0Ａ ＳＫｌＯ９２

第２ 95図１ 青花 盃 景徳鎖窯 Ａ ＳＫｌＯ９３ 六角形の小盃
第２ 95図２ 在地系土師器 皿 在地 8.4 6.6 1.1 Ａ ＳＫ１０９３

第２ 95図３ 在地系土師器 坪 在地 11.4 8.5 3.3Ａ ＳＫｌＯ９３

第２ 97図Ｉ 須恵器 坪 在地 Ａ ＳＫｌＯ９４ 古代
第２ 97図２ 土師質土器 土鍋 在地 Ａ ＳＫｌＯ９４

第２ 99図Ｉ 青磁 碗 龍泉窯 Ａ ＳＫｌＯ９６ 鏑連弁
第２ 99図２ 須恵器 喪 在地 Ａ ＳＫｌＯ９６



遺物観察表６

府内町跡20次調査Ａ区出土遺物観察

挿図Ｎｏ． 器 種

第２ 99図３ 陶器 大喪
第２ 101図１ 陶器 播鉢

第２ 104図１ 青磁 碗

第２ 104図２ 陶器 壷

第２ 104図３ 在地系土師器 坪

第２ 104図４ 在地系土師器 坪

第２ 104図５ 京都系土師器 皿

第２ 104図６ 京都系土師器 皿

第２ 104図７ 土師質土器 土鍋
第２ 104図９ 瓦質土器 鉢

第２ 104図10 土師器 高坪
第２ 107図Ｉ 陶器 壷

第２ 107図２ 在地系土師器 皿

第２ 107図３ 京都系土師器 皿

第２ 107図４ 在地系土師器 皿

第２ 107図５ 瓦質土器

第２ 110図１ 陶器 播鉢

第２ 110図２ 陶器 播鉢

第２ 110図３ 在地系土師器 坪

第２ 110図４ 在地系土師器 坪

第２ 110図５ 在地系土師器 坪

第２ 110図６ 在地系土師器 杯

第２ 110図７ 京都系土師器 皿

第２ 110図８ 須恵質土器 鉢

第２ 110図９ 瓦質土器 火鉢

第２ 111図１ 京都系土師器 皿

第２ 114図１ 在地系土師器 坪

第２ 114図２ 在地系土師器 坪

第２ 114図３ 京都系土師器 坪

第２ 114図５ 瓦質土器 鉢

第２ 114図６ 土師器 坪蓋

第２ 114図７ 在地系土師器 坪

第２ 114図９ 在地系土師器 皿

第２ 114図１０ 在地系土師器 皿

第２ 114図1１ 京都系土師器 皿

第２ 114図1２ 京都系土師器 皿

第２ 114図1３ 陶器 喪
第２ 114図1４ 在地系土師器 皿

第２ 114図1５ 在地系土師器 坪

第2-114図1６ 在地系土師器 杯

第2-1Ｍ図1７ 京都系土師器 IⅢ

第2-114図1８ 在地系土師器 杯

第2-114図1９ 須恵質土器 鉢

第2-114図2０ 瓦質土器 鉢

第２ 114図2１ 在地系土師器 坪

第２ 114図2２ 在地系土師器 坪

第２ 114図2３ 在地系土師器 坪

第２ 114図2４ 在地系土師器 坪

第２ 114図2５ 在地系土師器 坪

第２ 114図2６ 京都系土師器 皿

第２ 114図2７ 土師器 坪蓋

第２ 114図2８ 在地系土師器 皿

第２ 114図2９ 在地系土師器 坪

第２ 114図3０ 在地系土師器 坪

第２ 114図3１ 在地系土師器 坪

第２ 114図3２ 瓦質土器 碗

第２ 114図3３ 在地系土師器 杯

第２ 116図１ 陶器 大喪

第２ 116図２ 在地系土師器 皿

第２ 116図３ 在地系土師器 坪

第２ 116図４ 在地系土師器 坪

第２ 116図５ 京都系土師器 皿

第２ 116図６ 京都系士師器 皿

第２ 116図７ 瓦質土器 鉢

第２ 116図８ 陶器 大喪

第２ 116図1１ 陶器 播鉢

第２ 116図1２ 陶器 掛花入れ

第２ 116図1３ 陶器 播鉢

第２ 116図1４ 陶器 大喪

第２ 117図1５ 在地系土師器 坪

第２ 117図1６ 京都系土師器 皿

第２ 117図1７ 須恵質土器 鉢

第２ 117図1８ 須恵質土器 喪
第２ 117図1９ 瓦質土器 火鉢

第２ 117図2０ 須恵器 坪

生産地
法冊

口径

(単位

底径

、）

器高
遺櫛名 備考

図版
Ｎｏ．

備前 Ａ SKlO96

備前 24.6 Ａ SKlO99

龍泉窯 Ａ SK1100

備前 Ａ SKllOO

在地 10.8 Ａ SKllOO

在地 11.2 8.4 3.6Ａ SKIlOO

在地 8.2 2.0Ａ SKIlOO

在地 10.2 2.0Ａ SKllOO

在地 Ａ SKllOO

国内 42.0 Ａ SKllOO

在地 Ａ SKllOO 古代

備前 Ａ SＫｌｌＯｌ

在地 9.2 7.0 1.3Ａ SＫｌｌＯｌ

在地 5.0 １．５ Ａ SＫｌｌＯｌ 焼き塩壷の蓋

在地 10.1 5.4 2.1 Ａ SＫｌｌＯｌ

国内 34.6 Ａ SKllO4

備前 Ａ SKllO4

備前 .４ Ａ SKllO4

在地 1.7Ａ SKllO4

在地 7.2 6.0 1.6Ａ SKllO41

在地 6.6 Ａ SＫ１１０１

在地 3.0Ａ SKllO4 内面にロクロ目

在地 5.2 2.0Ａ SKllO4

東播系 9.0 Ａ SＫｌｌＯ４

国内 Ａ SＫｌｌＯ４

在地 Ａ SＫｌｌＯ５

在地 Ａ SKlOOl

在地 Ａ SKlOOl

在地 9.0 2.6Ａ SKlOO5

国内 Ａ SKlO20

在地 12.4 Ａ SKlO22

在地 9.4 Ａ SKlO25

在地 1.3Ａ SＫｌＯ１１

在地 8.4 6.6 1.3Ａ ＳＫｌＯ４１

在地 Ａ ＳＫｌＯ４１

在地 Ａ ＳＫｌＯ４１

備前 Ａ ＳＫｌＯ４４

在地 1.7Ａ ＳＫｌＯ４７

在地 11.4 7.4 3.3Ａ SKlO47

在地 13.6 9.0 3.9Ａ SKlO47

在地 Ａ ＳＫｌＯ４７

在地 9.6 Ａ ＳＫｌＯ４７

東播系 Ａ ＳＫｌＯ４７

国内 Ａ ＳＫｌＯ４７

在地 2.8Ａ ＳＫｌＯ４９

在地 11.0 8.6 3.4Ａ ＳＫｌＯ４９

在地 11.8 8.6 3.1 Ａ ＳＫｌＯ４９

在地 6.0 Ａ ＳＫｌＯ５３

在地 Ａ ＳＫｌＯ６０

在地 12.2 2.3Ａ ＳＫＩＯ６１

在地 Ａ ＳＫｌＯ６２

在地 1.5Ａ ＳＫｌＯ６２

在地 12.4 8.4 2.9Ａ ＳＫｌＯ６３

在地 7.8 6‘４ 1.6Ａ ＳＫｌＯ６４

在地 Ａ SKlO66

国内 Ａ SKlO71 内黒土器

在地 Ａ SKlO71

備前 Ａ SElO45

在地 7.0 6.0 0.9 Ａ SElO45

在地 8．４１ Ａ SＥｌＯ４５

在地 12.0 8.4 3.9 Ａ SElO45

在地 Ａ SElO45

在地 13.0 2.0 Ａ SElO45

国内 Ａ SＥｌＯ４５

備iｉ 35.0 Ａ SＥｌＯ４５

備iｉ 42.0 Ａ SElO45

備向 6.0 Ａ SElO45 10

備向 Ａ SＥｌｏｌ５

備前 35.0 Ａ SElO45

在地 2.3 Ａ SElO45

在地 Ａ SElO45

東播系 Ａ SElO45

亀山系 44.4 Ａ SElO45

国 大Ｉ 44.0 Ａ SElO45 口縁部に溺文

在 他 9.0 Ａ SElO45 古代



遺物観察表(第20次調査Ａ区）

調査Ａ区出土遺物観察表（土器・陶磁器類）⑦

挿図No. 器種 生産地
法ＩＴＩ

口径

(単位

底径

２m）

器高
遺櫛名 備考

図版
Ｎｏ．

第２ 117図2０ 須恵器 坪 在地 9,0 Ａ－ＳＥＩＯ４１５ 古

第２ 117図2１ 須恵質土器 鉢 東播系 11.8 Ａ－ＳＥｌＯｌ５

第２ 120図Ｉ 在地系土師器 坪 在地 Ａ ＳＰＯ )６

第２ 120図２ 陶器 坪 瀬戸美濃 3.6 Ａ ＳＰＯ )６

第２ 120図３ 陶器 坪 瀬戸美濃 6.0 Ａ ＳＰＯ )６

第２ 120図‘１ 在地系土師器 坪 間地 9.2 Ａ ＳＰＯ １６

第２ 120図５ 在地系土師器 坪 打地 12.0 8.2 4.1 Ａ ＳＰＯ Nｉ

第２ 120図６ 在地系土師器 坪 在地 Ａ SPO413

第２ 120図７ 在地系土師器 杯 在地 6.‘１ Ａ ＳＰＯ1３

第２ 120図９ 土師質土器 土鍋 右地 Ａ SPO4５

第２ 120図10 在地系土師器 坪 右地 7.2 Ａ SPO7７

第２ 120図1１ 弥生士器 喪形土器 右地 6.0 Ａ SPO8１

第２ 120図1２ 在地系土師器 坪 tｌ 地 Ａ ＳＰＯ8３

第２ 120図1３ 土師質土器 土鍋 白地 Ａ SPO8５

第２ 120図Ⅲ 京部系土師器 坪 在地 10.1 3.1 Ａ ＳＰｌｌ７

第２ 120図1５ 在地系土師器 坪 油地 11.0 9.0 3.3 Ａ－ＳＰｌＯ８０

第２ 120図1６ 在地系土師器 皿 力地 7.1 6.8 1.1 Ａ－ＳＰｌＯ５４１

第２ 120図1７ 在地系土師器 皿 右地 8.0 6.0 1.4 A-SPlO541

第２ 121図！ 在地系土師器 坪 右地 A-SPO20

第２ 121図２ 在地系土師器 坪 力地 7.0 Ａ SPO1８

第２ 121図３ 在地系土師器 坪 在地 9.8 Ａ ＳＰＯ‘1８

第２ 121図４ 在地系土師器 坪 （’ 地 3.2 Ａ SPO5６

第２ 121図５ 在地系土師器 坪 白地 Ａ SPO6０

第２ 121図６ 在地系土師器 坪 右地 3.3 Ａ SPO6４

第２ 121図７ 在地系土師器 碗 間地 11.6 6.8 3.3 Ａ SPO6５

第２ 121図９ 在地系土師器 坪 力地 13.2 Ａ SPO7３

第２ 121図1０ 在地系土師器 坪 在地 Ａ SPO7８

第２ 121図1１ 在地系土師器 皿 在地 1.0 Ａ ＳＰＯ7９

第２ 121図1２ 在地系土師器 坪 在地 6.5 Ａ ＳＰＯ8６

第２ 121図１３ 在地系土師器 皿 在地 7.2 6.0 1.3 Ａ SPO9０

第２ 121図1４ 土師質土器 碗 吉備系 Ａ ＳＰＯ

第２ 121図1５ 在地系土師器 坪 在地 6.0 Ａ ＳＰＯ９１

第２ 121図1６ 土師質土器 碗 吉備系 4.0 Ａ SPO9１

第２ 121図1８ 在地系土師器 皿 在地 7.2 6.0 1.3 Ａ ＳＰｌＯ７

第２ 121図1９ 瓦質土器 碗 国内 Ａ ＳＰｌＯ８

第２ １２１図2０ 在地系土師器 坪 在地 卜1.0 Ａ ＳＰＩｌ８

第２ 121図2１ 陶器 水屋変 備前 241.1 Ａ ＳＰｌｌ９

第２ 121図2２ 在地系土師器 坪 在地 Ａ ＳＰｌ２１

第２ 121図2３ 在地系土師器 坪 在地 Ａ ＳＰｌ２３

第２ 121図2４ 京部系土師器 坪 在地 10.4 2.7 Ａ ＳＰｌ 1５

第２ 121図2５ 在地系土師器 坪 在地 8.0 Ａ ＳＰｌ 1６

第２ 121図2６ 在地系土師器 坪 在地 Ａ ＳＰｌ }Ｉ

第２ 121図2７ 在地系土師器 坪 在地 Ａ ＳＰＩ )１

第２ 121図2８ 土師質土器 土鍋 在地 Ａ ＳＰｌ Ｉｌ

第２ 121図2９ 在地系土師器 Ⅲ 在地 0.9 Ａ ＳＰｌＩｉ３

第２ 122図１ 陶器 蓋 備前 10.6 Ａ SKlO73

第２ 122図２ 在地系土師器 皿 在地 ９０ 7.8 1.3Ａ SＫｌＯ７３

第２ 122図３ 在地系土師器 坪 在地 1１ ６ Ａ SKlO86

第２ 122図４ 在地系土師器 坪 在地 1２ ８ Ａ SKlO86

第２ 122図５ 在地系土師器 坪 在地 1２ ８ Ａ SＫｌＯ８６

第２ 122図６ 在地系土師器 坪 在地 1３ ５ Ａ SKlO86

第２ 122図７ 須恵質土器 鉢 東播系 ０ Ａ SKlO86

第２ 122図10 在地系土師器 皿 在地 ７６ 5.3 1.3Ａ SＫｌｌ

第２ 122図1１ 京都系土師器 皿 在地 ８０ 2.1 Ａ SＫｌｌＯ３

第２ 122図1２ 京都系土師器 皿 在地 1２ ９ Ａ SKl502

第２ 122図Ⅲ 在地系土師器 皿 在地 １．９ Ａ SKI５０１

第２ 122図1５ 陶器 天目茶碗 瀬戸美濃 3.1 Ａ SKl606

第２ 123図１ 青磁 皿 同安窯 Ｌ-40

第２ 123図２ 白磁 皿 中国 ｌＬＯ 5.8 3.3 Ｌ-39

第２ 123図３ 脅磁 碗 龍泉窯 Ｋ-４１

第２ 123図４ 青磁 碗 龍泉窯 Ｋ-41

第２ 123図５ 青磁 碗 龍泉窯 包含層
第２ 123図６ 青磁 碗 龍泉窯 11.8 5.4 ‘1.9 40区 鏑蓮弁
第２ 123図７ 青磁 碗 龍泉窯 11.4 4.3 ５７ Ｋ-41 双魚文
第２ 1２ }図８ 白磁 碗 中国 １２ ２ ４７ Ｋ-39 被熱している
第２ １２ )図９ 白磁 皿 中国 ６６ 4.0 ５ 39区
第２ 1２ )図１０ 陶器 合子 瀬戸美濃 ３２ リツ ６ 40区

第２ 1２ I図１１ 劃磁 皿 中国 10０ 4.3 ２５ 40区

第２ 123図1２ ｌｆ磁 皿 龍泉無 10４ 5.6 ３０ 40区

第２ 123図1３ 牙磁 皿 龍泉窯 拡張区
第２ 123図1４ 褐 袖陶器 中国 Ｋ-39

第２ 12‘1図1５ !『花 碗 景徳鎖窯 40区
第２ 124図1６ ¥花 碗 景徳鎮窯 Ｋ-40

第２ 124図1７ 茅花 碗 景徳鎮窯 Ｋ-４１

第２ 124図1８ ¥花 IⅢ 景徳鎖窯 13.2 6.6 3.1 Ｌ-38

3４７



遺物観察表８

府内町跡20次調査Ａ区出土遺物観察

挿図Ｎｏ． 器種 生産地
法品（単位

口径 底径

2m）

器高
遺櫛名 伽考

図版
Ｎｏ．

第2-124図19-1 青花 皿 景徳鎮窯 Ｋ-40

第2-124図19-2 青花 皿 景徳鎮窯 16.9 Ｌ-40

第2-124図2０ 青花 小盃 景徳鎮窯 2.1 41区

第2-124図2１ 青花 碗 滝州窯 4.2 Ｋ 4０

第２ 124図2２ 白磁 皿 中国 11.6 Ｋ 4１

第２ 124図2３ 白磁 小盃 中国 2.6 Ｋ 4０

第２ 124図2４ 陶器 長頚壷 瀬戸美漉 Ｋ 3９

第２ 124図2５ 陶器 梅瓶 瀬戸美溌 Ｋ-38

第２ 124図2６ 陶器 香炉 瀬戸美漉 3‘４ 40区 3ヶ所に脚
第２ 124図2７ 陶器 天目 瀬戸美溌 4.8 Ｍ-41

第２ 125図2８ 陶器 皿 瀬戸美溌 9.2 5.9 2.7 41区

第2-125図2９ 陶器 皿 瀬戸美濃 11.4 6.4 1.9 Ｋ-41

第２ 125図 10 陶器 皿 瀬戸美澱 11.0 7.0 2.3 40区

第２ 125図 Ⅲ 陶器 皿 瀬戸美溌 11.0 4.4 2.9 41区 折縁ソギ皿
第２ 125図 )２ 陶器 皿 瀬戸美濃 11.3 41区 折縁ソギ皿
第２ 125図 )３ 陶器 皿 瀬戸美濃 5.0 40区

第２ 125図3４ 陶器 皿 肥前系 10.6 3.2 2.8 41区

第２ 125図3５ 緑紬 鉢 磁竃窯 包含層

第２ 125図3６ 緑軸 鉢 磁竃窯 40区

第２ 125図3７ 緑軸 鉢 磁竃窯 41区

第２ 125図3８ 緑紬 鉢 磁竃窯 包含層
第２ 125図3９ 緑軸 鉢 磁竃窯 41区

第２ 125図4０ 緑紬 鉢 磁竃窯 41区

第2-125図4１ 緑紬 鉢 磁竃窯 3９

第２ 125図4２ 陶器 徳利 朝鮮王朝 10.0 ＫＬ－４１ 舟徳利 1０

第２ 126図4３ 陶器 弧 常滑 Ｍ-38

第２ 126図4４ 陶器 喪 常滑 15.2 Ｍ-41

第２ 126図4５ 陶器 喪 常滑 17.6 41区

第２ 126図4６ 陶器 掛花入れ 備前 6.2 Ｋ-39 第2-116図12と同一個体 10

第２ 126図4７ 陶器 掛花入れ 備前 Ｋ-39 最大径8.2cｍ 10

第２ 126図4８ 陶器 鉢 備前 包含届

第２ 126図4９ 陶器 鉢 備前 39区

第２ 126図5０ 陶器 皿 備前 包含届

第2-126図5１ 陶器 皿 備向 28.2 18.0 4.2 Ｋ-39

第２ 126図5２ 陶器 鉢 備向 14.8 8.8 4.9 41区

第２ 126図5３ 陶器 徳利 備iｉ 3.0 Ｋ-‘1０

第２ 126図5１ 陶器 徳利 備iｉ 5.0 Ｋ-410 底部Iこへラ記号

第２ 126図5５ 陶器 徳利 備iｉ 7.0 Ｋ-39

第２ 126図5６ 陶器 徳利 備iｉ 5.2 Ｋ-39

第２ 126図5７ 陶器 水屋喪 備前 17.4 包含府

第２ 126図5８ 陶器 棚鉢 備前 30.8 包含層

第２ 126図5９ 陶器 佃鉢 備前 10.4 包含届

第２ 126図6０ 陶器 大喪 備前 Ｌ-40

第２ 127図6１ 在地系土師器 皿 在地 8.0 6.0 1.1 Ｌ-39

第２ 127図6２ 在地系土師器 皿 在地 ８４ ７０ ０ Ｋ-４１

第２ 127図6３ 在地系土師器 皿 在地 ８０ ６２ ０９ 包含府

第2-127図6４ 在地系土師器 皿 在地 ９０ ８０ ３ 39区

第2-127図6５ 在地系土師器 皿 在地 ９２ ８２ ０ Ｍ－４Ｉ

第2-127図6６ 在地系土師器 皿 在地 8.4 ６６ ６ 40区

第2-127図6７ 在地系土師器 皿 在地 8.5 ７リ
ー Ｌ-38

第2-127図6８ 在地系土師器 皿 在地 8.6 ６４ ４ 41区

第2-127図6９ 在地系土師器 皿 在地 8.0 ６２ Ｋ-39

第2-127図7０ 在地系土師器 坪 在地 6.7 ４７ 1.8 Ｍ-４１

第2-127図7１ 在地系土師器 坪 在地 1３ ０ ８‘Ｉ 2.8 ‘10区

第２ 127図7２ 在地系土 師器 坪 在地 1２ ６ ８０ 3.1 Ｍ-４１

第２ 127図7３ 在地系土 師器 坪 在地 １２ ２ ８０ 4.0 包含層

第２ 127図7４ 在地系土 師器 坪 在地 11２ ７０ 3.7 41区

第２ 127図7５ 在地系土 師器 坪 在地 1３ ０ 1０ ０ 3.0 Ｍ-41

第２ 127図7６ 在地系土 涌器 坪 在地 1３ ４ ９０ 3.3 包含層

第2-127図7７ 在地系土 涌器 坪 在地 １１ ６ ８２ 3.7 包含層

第2-127図7８ 在地系土 師器 坪 在地 Ｋ－４Ｉ 内面にロクロ目

第2-127図7９ 京 I系土 師器 皿 在地 Ｋ-39

第2-127劃8０ 京 I系土 師器 皿 在地 Ｋ-39

第2-127劃８１ 京 I系土 師器 皿 在地 Ｋ-39

第2-127劃8２ 京 ;系土､i器 皿 在地 Ｋ-39

第2-127劃8３ 京 ;系土師器 皿 在地 Ｋ-39

第2-127Zl84 京 I系土師器 皿 在地 包含層

第2-127Zｌ８５ 京 I系土 師器 皿 在地 8.4 2.0 Ｌ-38

第2-127ZI86 京 稲系土師器 皿 在地 8.0 Ｋ-40

第２ 127X187 京 冊系土師器 皿 在地 8.8 1.9 410区

第２ 127劃8８ 京 吊系土師器 皿 在地 9.0 ８ 包含届

第２ 1279189 京 冊系土師器 皿 在地 9.6 ２ Ｋ-39

第２ 1２７ 罰9０ 京 I系土師器 皿 在地 8.4
り
】 0 Ｌ-40

第２ 127Z191 京 I系土 涌器 皿 在地 9.2 ２ Ｌ-39

第2-127劃9２
一
爪 I系士 師器 皿 在地 8.8 1.8 Ｋ-39



調査Ａ区出土遺物観察表（土器・陶磁器類）⑨

遺物観察表(第20次調査Ａ区）

3４９

挿図Ｎｏ． 器 郁 生産地
法昂

口径

(単位

底径

3m）

器高
遺榊名 備考

図版
Ｎｏ．

第2-127図9３ 京都系土師器 皿 rｌ 地 9.4 Ｋ-39

第２ 127図9４ 京都系土師器 皿 御地 ９０ 1.7 ‘10区

第２ 127図9５ 京都系土師器 皿 rｌ 地 10４ 包含層

第２ 127図9６ 京都系土師器 皿 杓地 ９４ 1.6 41区

第２ 127図9７ 京都系土師器 皿 在地 ９０ ‘11区

第２ 127図9８ 京都系土師器 皿 在地 10４ 2.1 Ｌ－４１

第２ 127図9９ 京都系土師器 皿 在地 10６ ９ Ｋ 3９

第２ 127図100 京都系土師器 皿 在地 10６
リ
】 ２ Ｋ 3９

第２ 127図101 京都系土師器 皿 在地 １０ 0 ２ Ｋ 4０

第２ 127図102 京都系土師器 皿 在地 1１ リ
世 ２ Ｌ 3８

第２ 127図103 京都系土師器 皿 白地 10６ Ｋ 3９

第２ 127図iO4 京都系土師器 皿 油地 1１ ２ ‘10区

第２ 127図105 京都系土師器 皿 在地 1１ ８ 2.8 L-39

第２ 128図106 京部系土師器 皿 在地 1２ ワ
ー 10区

第２ 128図１０７ 京都系土師器 皿 在地 1１ ８ 2.5 L-39

第２ 128図１０８ 京都系土師器 皿 油地 1２ ｨ１ 包含層

第２ 128図109 京都系 上師器 皿 rｌ 地 1２ ６ リリ Ｋ-39

第２ 128図110 京都系 上師器 皿 間地 1２ ８ 2.0 ‘10区

第２ 128図111 京都系土師器 皿 ｛１ 地 1３ ０ L-38

第２ 128図112 京都系土師器 皿 在地 1２ ４ L-39

第２ 128図113 京都系土師器 皿 在地 1２ ６ Ｋ-39

第２ 128図114 京都系 上師器 皿 在地 1３ ２ L-』1１

第２ 128図115 京都系 上師器 皿 在地 1１ ６ 2.41 ４１区

第２ 128図116 京都系 上師器 皿 在地 1３ ２ リ
ー ３ １０区

第2-128図117 京都系 t師器 皿 在地 1２ ６ ９ Ｋ-410

第2-128図118 京都系 上師器 皿 在地 1２ ４ ２ 41区

第2-128図119 京都系土師器 皿 在地 1３ ０
リ
】 Ｋ-39

第2-128図120 京都系土師器 皿 在地 １２ ８ ９ Ｋ-40

第2-128図121 京都系土師器 皿 在地 １１ ６ 』1１

第２ 128図122 京都系土師器 皿 ｒｌ 地 1３ リ
ー 2.1 Ⅱ

第２ 128図123 京都系土師器 皿 、地 1２ ０ 2.3 10区

第２ 128図124 京都系土師器 皿 油地 1２ ０ 2.5 Ｋ-410

第２ 128図125 京都系土師器 皿 白地 1２ ４ 2.2 ‘11区

第２ 128図126 京都系土師器 皿 《Ｉ 地 1２ ６ 2.1 Ｋ-.11

第２ 128図127 京都系土師器 皿 油地 1２ ８ 2.3 Ｋ-40

第２ 128図128 京都系土師器 皿 在地 1２ 4１ 2.1 Ｋ－４ｌＯ

第２ 128図129 京都系土師器 皿 間地 1３ ２ 川区

第２ 128図１３０ 京都系土師器 皿 《Ｉ 地 1３ ６ 2.2 Ｋ-‘1０

第２ 128図1３１ 京都系土師器 皿 、地 1３ リ
ー 2.0 Ｌ-38

第２ 128図132 京都系土師器 皿 油地 1２ ８ Ｌ－ｌｌ

第２ 128図133 京都系土師器 皿 間地 13.4 2.4 Ｌ-38

第２ 128図134 京都系土師器 坪 、地 11.8 2.5 Ｋ-40

第２ 128図135 京都系土師器 皿 力地 13.2 1.9 Ｋ-40

第２ 128図１３６ 京都系土師器 皿 ＃１ 地 16.4 1.9 Ｌ-38

第２ 128図137 京都系土師器 坪 間地 39区

第２ 128図138 京都系土師器 坪 《Ｉ 地 10.0 2.7 39区

第２ 128図139 京都系土師器 坪 油地 1１ ２ 3.0 Ｌ-39

第２ 128図140 京都系土師器 坪 、地 10０ 3.2 Ｋ-《1０

第２ 128図Ｍ１ 京都系土師器 坪 ｛１ 地 1１ ２ Ｋ-40

第２ 128図Ｍ２ 京都系土師器 坪 力地 1２ ‘Ｉ 3.0 Ｌ-39

第２ 128図143 京者8系土師器 坪 rｌ 地 1１ ８ 2.9 Ｋ-４１

第２ 128図144 京者3系土師器 耳皿 <Ｉ 地 Ｌ-39

第２ 128図145 京淵3系土師器 焼塩壷 力地 ‘11区 頚部径5.0cｍ
第２ 128図147 土 師質土器 蓋 油地 8.2 3.1 41区

第２ 129図148 須恵質土器 喪 亀山系 36.8 Ｌ-40 1１

第２ 129図149 須恵質土器 喪 不明 包含層
第２ 129図150 Ｉ[質土器 土鍋 在地 Ｌ-.11

第２ 129図1５１ １[質土器 土鍋 在地 21.4 41区

第２ 129図152 土 諏質土器 土鍋 在地 1６．１ Ｍ－ｌＩ

第２ 129図153 土 師質土器 土鍋 在地 Ｍ-４１

第２ 129図154 土 揃質土器 土鍋 fｌ 地 Ｍ-39

第２ 129図155 土 茄質土器 土鍋 ｲＩ 地 ‘10

第２ 129図156 土 師質土器 土鍋 ｲ１ 地 ｲ0区

第２ 129図157 土 那質土器 土鍋 右地 18.4 Ｌ-38

第２ 129図158 土苅質土器 土鍋 在地 Ｋ-39

第２ 129図159 土 邪質土器 土鍋 在地 ツ ､１１区

第２ 129図160 土 師質土器 土鍋 在地 40区

第２ 129図1６１ 土 姉質土器 土鍋 在地 2Ｍ 40区

第２ 129図162 土 師質土器 土鍋 在地 ＫＬ－ｌｌ

第２ 129図163 土 那質土器 土鍋 在地 320 Ｎ-38

第２ 130図164 須恵質土器 鉢 東播系 包含層
第２ 130図165 須恵質 上器 鉢 束播系 10区

第２ 130図166 須恵質 上器 鉢 束播系 ､10区

第２ 130図167 須恵質 上器 鉢 束播系 Ｌ-39

第２ 130図168 瓦質-’ 器 鉢 国内 Ｋ-39



府内町跡20次調査Ａ区出土遺物観察 磁器類）⑩

物観察

遺物観察表1０

挿図Ｎｏ． 器 種 生産地
法、

口径

(単位

底径

、）

器高
遺榊名 備考

図版
Ｎｏ．

第２ 130図169 瓦質土器 鉢 国内 Ｍ-４１

第２ 130図170 瓦質土器 壷 国内 １２．０ 40区 170～171同一個体スタンプ文 1０

第２ 130図1７１ 瓦質土器
マオ才

菖Hｆ 国内 40区 スタンプ文 10

第２ 130図172 瓦質土器
一旦牟

亜 国内 Ｋ-39 スタンプ文 10

第２ 130図173 瓦質土器 鉢 国内 21.5 Ｋ-38

第２ 130図174 瓦質土器 鉢 国内 20.8 40区

第２ 130図175 瓦質土器 鉢 国内 2Ｍ Ｉ 4０

第２ 130図176 瓦質土器 鉢 国内 Ｋ 3９

第２ 130図177 瓦質土器 鉢 国内 Ｋ 3９

第２ 130図178 瓦質土器 鉢 国内 Ｋ Ⅱ

第２ 130図179 瓦質土器 鉢 国内 Ｋ

第２ 130図180 瓦質土器 鉢 国内 33.6 41区

第２ 130図1８１ 瓦質土器 鉢 国内 3‘1.2 Ｋ-39

第２ 130図1８ 瓦質土器 鉢 国内 32.0 40区

第２ 130図1８ 瓦質土器 鉢 国内 ＫＬ－４１

第２ 130図1８ 瓦質土器 鉢 国内 39区 火鉢の脚

第２ 131図1９ 須恵器 坪 在地 8.0 41区 古代

第２ 131図1９ 土師器 坪 在地 5.0 41区 古代

第２ 131図１９６ 土師器 坪 在地 7.4 39区 古代

挿図Ｎｏ． 器 秘 材質 部位
法Ｉ

長さ

iｔ（単位ｃ

幅

11）

似さ

重凪
９

遺構名 備考
図版
Ｎｏ．

第２ 4図1３ 土錘 土製 2.5 1.5 5.0 Ａ ＳＤｌ５０１

第２ 4図1４ 土錘 土製 2.6 1.0 2.5 Ａ ＳＤｌ５０１

第２ 5図3５ フイゴ 土製 Ａ ＳＤｌ５０１ 中空部系2.5cｍ

第２ 5図3６ 土器片加工品 土器 1.6 Ａ ＳＤｌ５０１

第２ 5図3７ 土錘 土製 4.7 1.2 7.2 Ａ ＳＤｌ５０１

第２ 5図3８ 砥石 石製 4.7 2.0 2.0 Ａ SＤｌ５０Ｉ

第２ 17図6２ 石鍋 滑石 器高 口径2２ 底径9.1 Ａ SＤｌ５０５ １１

第２ 18図6６ 砥石 石製 5.7 4.9 3.0 Ａ SDl505

第２ 20図10 脚 土製 土鍋？ ‘Ｍ 1.5 Ａ SDl506 上層

第２ 20図1１ 砥石 石製 3.4 4.8 0.9 Ａ SDl506 上層

第２ 20図1２ 砥石 石製 7.8 5.7 1.1 Ａ SＤｌ５０６ 上層

第２ 20図2１ 石鍋 滑石 A-SDl506 中層

第２ 2‘l図8５ 石鍋 滑石 口径1８ A-SDI506

第２ 24図8６ 石鍋 滑石 口径3３ A-SDl506

第２ 24図8８ 土錘 土製 勅.、 0.9 5.1 A-SDl506

第２ 24図8９ 土錘 土製 ３リ
輯 Ｉ 3.0 A-SDl506

第２ 24図9０ 土玉 土製 ７ ７ A-SDl506 貫通しない孔

第２ 31図1６ 脚 土製 土鍋？ ５７ ７ A-SPO26 A-SBOlの柱穴

第２ 36図３ 土錘 土製 ５５ ０９
．
■
■
■
■●

０
個
咽
。 Ａ SＫｌＯ２

第２ 50図５ フイゴ 土製 Ａ SＫｌＯｌ８

第２ 50図６ 土玉 土製 1.5 1.7 3.6 Ａ SＫｌＯｌ８ 貫通しない孔 1２

第２ 50図７ 土玉 土製 1.5 1.4 2.7 Ａ SＫｌＯｌ８ 貫通しない孔 1２

第２ 53図1２ 石臼 石製 Ａ SＫｌＯｌ９

第２ 58図５ 土錘 土製 4.0 1.2 6.3 Ａ SＫｌＯ３０

第２ 65図７ 土錘 土製 3.8 1.1 3.5 Ａ SＫｌＯ１３

第２ 70図５ 切石 凝灰岩 Ａ SＫｌＯ５８ 石塔？

第２ 97図３ 土器片加工品 土器 5.8 1.5 Ａ SＫｌＯ９４

第２ 101図２ 硯 石製 3.6 3.4 0.9 16.1 Ａ SKlO99

第２ 101図３ 砥石 石製 13.2 5.4 5.1 496.1 Ａ SKlO99

第２ 110図1０ 土錘 土製 3.1 0.9 1.9 Ａ SＫｌｌＯｌ

第２ 114図４ 砥石 石製 3.8 3.0 0,9 9.8 A-SKlOO9

第２ 114図８ 土器片加工品 土器 5.5 A-SKlO37 京都系土師器を利用

第２ 116図９ 土錘 土製 3.7 2.0 12.5 A-SElO45

第２ 116図10 砥石 石製 4.5 ３７ 1.3 3５ リ
ー Ａ－ＳＥｌＯ１５

第２ 120図８ 土錘 土製 4.2 １ ５Ｉ A-SPOl3

第２ 121図８ 土錘 土製 5.3 0 ５４ A-SPO65

第２ 121図1７ 土錘 土製 4.5 ２ '１ ７ A-SPO91

第2-122図８ 土錘 土製 3.3 ８ ６８ Ａ－ＳＫｌＯ９５

第2-122図９ 土鍋の脚 土製 5.8 リ
ョ

ウ
ー Ａ－ＳＫｌＯ９８

第２ 122図1３ 土錘 土製 5.8 ２０ 18.3 A-SKl502

第２ 128図146 土鈴 土製 Ｋ-39 最大径3.5cｍ

第２ 131図185 石鍋 滑石 口縁部 40区 口径29.6cｍ

第２ 131図186 石鍋 滑石 口縁部 41区

第２ 131図187 石鍋 滑石 Ｌ-41

第２ 131図188 石鍋 滑石 Ｋ-39

第２ 131図189 石鍋 滑石 Ｋ-38

第２ 131図１９０ 石鍋 滑石 包含届

第２ 131図1９１ 石鍋 滑石 Ｋ-40

第２ 131図192 石鍋 滑石 Ｋ-‘１０

第２ 131図193 石鍋 滑石 39区
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遺物観察表１３

府内町跡20次調査Ａ区出土遺物観察表（玉

－３５１－

挿図No. 器種 材質 部位
法Ｉ

長さ

蔵（単位ｃ

幅

１１）

厚さ

亜
９

遺構名 備考
図版
Ｎｏ．

第２ 131図200 土器片加工品 土器 2.5 2.6 0.6 5.7 39区

第２ 131図201 土器片加工品 土器 3.0 3.0 0６ 7,5 包含届
第２ 131図202 土器片加工品 土器 2.9 3.4 ０８ 11.3 包含府
第２ １３１ Xl203 土器片加工品 土器 3.2 5.2 リ

ー ０ 39区

第２ 1３１ Z1204 土器片加工品 土器 3.1 3．４１ 0８ i0.5 40区

第２ 1３１ X1205 土器片加工品 土器 4.3 4.4 0 25.5 Ｋ-39

第２ 1３１ 劃206 土器片加工品 土器 １．１ 41.3 ﾂ
ー ０ ９ 40区

第２ 1３１ 劃207 十器片加工品 土器 ､1.0 ‘１．２ 35.8 Ｋ-39

第２ １３１ 21208 土器片加工品 土器 5.3 5.6 ２ 62.8 Ｋ-39

第２ 1３１ Zi209 十器片加工品 土器 5.9 6.41 ５ ２ 40区

第２ 1３１ ZI210 土器片加工品 土器 0７ ‘10区 須恵器

第２ １３１ 劃211 脚 土製 6.9 ２ Ｌ-40 土鍋の脚
第２ 1３１ 副212 分銅？ 滑石 ‘１．５ 3.0 ４ 50.2 Ｌ-40 紐がある。 1２

第２ 1３１ 1３ 砥石 石製 6.0 ７０ １８ Ｋ-40 天草石

第２ 132劃214 土錘 土製 2.9 ０９ 2.0 40区

第２ 132Xl215 土錘 土製 3.2 0） 3.7 Ｋ‐

第２ 1３２ 劃216 土錘 土製 2.7 ０ 2.9 40区

第２ 132ZI217 土錘 土製 2.8 ０ 2.9 40区

第２ 132Xl218 土錘 土製 3.0 3.3 ４１０区

第２ 132Zl219 土錘 土製 3.8 4.4 40区

第２ 132Z1220 土錘 土製 3.2 ２ 3.8 40区

第２ 132図221 土錘 土製 2.8 ０８ 2.3 40区
第２ 132図222 土錘 土製 3.0 ‘） ‘１．３ 』10区

第２ 132図223 土錘 土製 ‘１．０ 4.0 包含層
第２ 132図224 土錘 土製 3.8 ３ ４９ Ｋ-39

第２ 132図225 土錘 土製 1.7 ８５ 包含届
第２ 132図226 土錘 土製 Ｌｌ ０ Ｉ４ 40区

第2-132図227 土錘 土製 5.5 0 ６３ 41区
第２ 132図228 土錘 土製 5.6

リ
】 ５６ 39区

第２ 132図229 土錘 土製 5.7
リ
】 ６７ 40区

第２ 132図230 土錘 土製 ‘1.9 ４８ 40区

第２ 132図231 土錘 土製 5.7 ０ ５０ 40区
第２ 132図232 土錘 土製 5.5 ツ

ー ５８ 39区

第２ 132図233 土錘 土製 5.2 ６２ 41区

第２ 132図234 土錘 土製 5.4 ５９ 40区
第２ 132図235 土錘 土製 5.2 ０ １８ 包含届
第2-132図236 土錘 土製 5.8 ５８ 39区
第２ 132図237 土錘 土製 5.1 ０ ４９ 39区
第２ 132図238 土錘 土製 5.0 ５６ -38

第２ 132図239 土錘 土製 5.2 ０ １７ -40

第２ 132図240 土錘 土製 6.‘Ｉ ０ ６２ 包含層
第２ 132図241 土錘 土製 5.5 ０ ４８ 39区

第２ 132図2412 土錘 土製 5.7 0 ５ 39区
第２ 132図243 土錘 土製 5.1 ２ ６６ 39区

第２ 132図2‘Ⅲ 土錘 土製 5.4 ６４ 40区

第２ 132図245 土錘 土製 5.7
ｰ

(〕 ５ Ｌ-39

第2-132図246 土錘 土製 3.8 ８ １０ ８ ‘10区

第2-132図247 土錘 土製 4.7 ９ １５ 41区
第2-132図248 土錘 土製 5.9 ８ 1７ ３ 包含府
第2-132図249 土錘 土製 6.0 リ２ 2５ ５ 39区

第2-132図250 -t錘 土製 4.8
リ
】 ３ 2１ ４ 40区

挿図No. 器種 材質 部位
法Ｉ

長さ

ｉｔ（単位ｃ

幅

､）

厚さ

亜品
９

遺構名 備考
図版
Ｎｏ．

第2-46図２ 玉 ヒスイ 1.55 1.35 １．８３ Ａ－ＳＫｌＯＭ 0.5ｃｍの孔
第2-133図252 玉 水晶 1.50 1.50 １．５０ Ｌ-38

第2-133図253 玉 水晶 1.70 1.‘1０ 0.90 Ｋ-39
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－３５２－

挿図Ｎｏ． 器種 材質 部位
法Ｉ

長さ

iｔ（単位ｃ

幅

l）

厚さ

重最
９

遺櫛名 備考
図版
Ｎｏ．

第2-10図9７ 平瓦 土製 軒 A-SDl501 瓦当の幅4.8cｍ

第2-10図9８ 平瓦 土製 28.5 A-SDl501

第2-10図9９ 平瓦 土製 ２１．３ A-SDl501

第2-24図8７ 平瓦 土製 軒 Ａ－ＳＤｌ５０６ 瓦当の幅6.0cｍ

第２ 34図９ 平瓦 土製 A-SKO40 格子目叩き

第２ 104図８ 平瓦 土製 A-SKllOO

第２ 131図197 丸瓦 土製 軒 Ｋ-38

第２ 131図198 丸瓦 土製 軒 410区

第２ 131図199 丸瓦 土製 軒 包含層

挿図Ｎｏ． 器種 材質 部位
長さ

蔵（単位c’

幅

､）

厚さ

重凧
９

遺構名 備考
図版
Ｎｏ．

第２ 18図6７ 不明 青銅 2.1 0.4 Ａ SＤｌ５０５

第２ 18図6８ 不明 青銅 ３５ 0.7 Ａ SDl505

第２ 26図9３ 不明 青銅 1.6 2.1 Ａ SDl505 上部に径3ミリの穴 1２

第２ 26図9４ 不明 青銅 ４ ２ Ａ SDl505 1２

第２ 90図３ 不明 青銅 10０ ６ 0.2 17.8 Ａ SKlO91

第２ 133図251 分銅 青銅 ０８ 0８ 0.2 0.5 包含層 三印の陽刻 １２

第２ 133図254 青銅 ０７ ０４ Ｋ 4０ 1２

第２ 133図255 青銅 1.5 0９ 1.3 Ｌ 3９ 1２

第２ 133図256 青銅 ‘１．５ ０６ 0.1 2.0 Ｌ 3９

第２ 133図257 青銅 ２５ ９ ０ Ｌ Ⅱ

第２ 133図258 青銅 ３３ ２２ ０２ Ｎ 4１ 1２

第２ 133図259 青銅 ３５ 2.1 ０ Ｋ 4１

第２ 133図260 鉄 ８４ 1.3 ０５ 16.2 Ｋ 4１ 1２

挿図Ｎｏ． 銭貨名 国・王朝名 初鋳造年
重さ

(9)
直径
(､Ⅲ）

書体 遺柵名 備考
図版
Ｎｏ．

第２ 9図9３ 元祐通賓 北宋 lO86f
－
令
『 2.8 25.0 筆 盤 Ａ SDI５０１

第２ 9図9４ 天聖元賓 北宋 lO23f
。
●
一 ９ ０ 真 1ド Ａ SDl501 一部欠損

第２ 9図9５ 紹聖元賓 北宋 10944
一
つ
一 ２６ 2５ ０ 察 1$ Ａ SＤｌ５０１

第２ 9図9６ 元祐通賓 北宋 1086年 ２０ 2５ ０ 蕊 僻 Ａ SD1501 一部欠損

第２ 19図6９ 政和通賓 北宋 1111年 ３ 2５ ０ 蕊 リ Ａ SDl505 第2-17図54から出土

第２ 19図7０ 政和通賓 北宋 1111年
リ
】 ９ 2５ ０ 嬢 § Ａ SDl505 第2-17図5‘1から出土

第２ 19図7１ 宣和通賓 北宋 1119年 ３２ 繁 Ａ SDl505 第2-17図54から出土

第２ 19図7２ 威・・寅 北宋 ５ 24.5 Ａ SD1505

第2-19図7３ 喫寧元賓 北宋 1068年 ２４ 24.0 真諜 Ａ SＤｌ５０５

第2-27図9５ 元祐通賓 北宋 1086年 2.8 25.0 築謹 Ａ SDl501

第2-33図１ 元通賓 北宋 1.6 25.0 嬢諜 A-SKO52 銭貨名は不明

第2-41図１ 政和通賓 北宋 1111年 3.0 25.5 真瞥 Ａ SＫｌＯｌ３

第2-51図１３ 元豊通賓 北宋 1078年 2.6 2‘1.0 Ａ SＫｌＯｌ９

第2-59図１ 明道通蜜 北宋 1032年 2.7 25.0 真謝 Ａ SKlO35 皇宋通蜜と貼りつく

第2-59図２ 皇宋通賓 北宋 1038年 1.4 23.5 真誹 Ａ SＫｌＯ３５ 明道通蜜と貼りつく

第2-102図４ 寧元費 北宋 1068年 2.4 23.0 真番 Ａ SKlO99

第2-105図 元豊通賓 北宋 1078年 2.6 24.0 Ａ SＫｌｌＯＩ

第2-109図1１ 永楽通賓 明 1408年 3.0 25.0 Ａ SKllO4

第2-118図2２ 紹聖元賓 北宋 1094年 2.7 24.0 行誹 Ａ ＳＥｌＯ４５

第2-134図261 天禰通賓 北宋 1017年 2.2 25.0 真書 Ｌ 3９

第2-134図262 景祐元賓 北宋 1034年 1.8 25.0 Ｋ ４１

第2-134図263 皇宋通賓 北宋 1038年 1.2 24.5 簸諜 Ｋ 3９

第２ 134図264 元豊通賓 北宋 1078年 ２ 24.0 蒙謹 Ｋ 3９

第２ 134図265 元豊通賓 北宋 1078年 ２０ 24.0 行謹 Ｌ 1１

第２ 134図266 元祐通賓 北宋 1086年 ２４ 24.0 難 1ド Ｌ 1１

第２ 134図267 元祐通賓 北宋 1086年 ２ 2.4 蕊 盤 Ｌ １０

第２ 134図268 紹聖元賓 北宋 1091年 ２６ 25.0 嬢 ￥ Ｎ AＩＯ

第２ 134図269 紹聖元賓 北宋 1094年 ２６ 25.0 築謹 39区

第2-134図270 永楽通資 明 1408年
リ
】 ６ 25.0 Ｌ-40

第2-134図271 不明

第2-134図272 景 0.6 Ｋ-39

第2-134図273 寛永通賓 江戸 1636年 2.0 Ｌ-40 古寛永
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－３５３－

挿図Ｎｏ． 器棚 生産地
法嗣

口径

(単位

底径

>､）

器高
遺構名 備考

図版
No.

第3-3図Ｉ 陶器 播鉢 備前 Ｂ SDOOl

第３ 3図２ 京都系土師器 皿 在地 ６ Ｂ SDOOl

第３ 3図３ 京部系土師器 皿 在地 12.6 Ｂ SＤＯＯｌ

第３ 3図４ 瓦質土器 羽釜 国内 Ｂ SＤＯＯｌ 胴部内径25.5cｍ

第３ 3図５ 土師器 坪 在地 13.0 7.0 2.8 Ｂ SＤＯＯｌ

第３ 3図６ 陶器 喪 常滑 Ｂ SDOO2

第３ 3図７ 陶器 橘鉢 備前 Ｂ SDOO2

第３ 3図８ 須恵質土器 喪 亀山 Ｂ SDOO2

第３ 3図９ 須恵質土器 鉢 東播系 Ｂ SDOO2

第３ 3図1０ 須恵質土器 鉢 東播系 8.3 B-SDOO2

第３ 3図1１ 須恵質土器 鉢 束播系 11.0 Ｂ SＤＯＯ

第３ 3図1２ 土師器 坪 在地 Ｂ SＤＯＯ

第３ 3図1３ 土師器 坪 在地 11.7 Ｂ SＤＯＯ

第３ 3図1４ 土師器 坪 在地 13.6 Ｂ SＤＯＯ

第３ 3図1５ 土師器 喪 在地 20.5 Ｂ SＤＯＯ

第３ 3図1６ 土師：
刀
予 坪 在地 7.6 Ｂ SＤＯＯ

第３ 3図1７ 土師：
’
一
丁 坪 在地 ９０ B-SDOO

第３ 5図１ 間地系土姉器 皿 在地 8.4 ７４ 1.0 Ｂ SＤＯＯ 上層

第３ 5図２ 1９ 地系土師器 皿 在地 ８０ ７０ 1.2 Ｂ SＤＯＯ 上層

第３ 5図３ {Ｉ 地系土師器 皿 在地 ８↓ ６４ 1.3 Ｂ SＤＯＯ 上層
第３ 5図４ 右地系土師器 皿 在地 ８２ ６０ 1.2 Ｂ SＤＯＯ 上層

第３ 5図５ 杓地系土姉器 皿 在地 ７６ ４２ 1.9 Ｂ SＤＯＯ 上層
第３ 5図６ 内地系土師器 坪 在地 1３ ４ ９８ 3.3 Ｂ SＤＯＯ 上層

第３ 5図７ 在地系土那器 坪 在地 1２ ８ 100 2.6 Ｂ SＤＯＯ 上層
第３ 5図８ 在地系土姉器 皿 在地 ７４ ５４ 1.3 Ｂ SＤＯＯ 中層
第３ 5図９ 在地系土師器 皿 在地 ７６ ６0 1.0 Ｂ SＤＯＯ 中層
第３ 5図10 在地系土師器 皿 在地 ８２ ７０ 0.9 Ｂ SＤＯＯ 中層

第３ 5図1１ 在地系土師器 皿 在地 ７６ 10０ 0.9 Ｂ SＤＯＯ 中層

第３ 5図1２ 在地系土緬器 皿 在地 ８０ ７ツ
ー 1.1 Ｂ SＤＯＯ ） 中層

第３ 5図1３ 在地系土師器 坪 在地 ７６ ５５ 2.1 Ｂ SＤＯＯ ） 中層
第３ 5図1４ 在地系土姉器 坪 在地 １１ ６ ７０ 3.1 Ｂ SＤＯＯ 中層
第３ 5図1５ 在地系土師器 坪 在地 1１ ６ 8.6 2.6 Ｂ SＤＯＯ 中層
第３ 5図1６ 在地系土師器 杯 在地 1３ ０ 10.0 3.0 Ｂ SＤＯＯ 中層

第３ 5図1７ 在地系土師器 坪 在地 1２ ４ 7.0 2.8 Ｂ SＤＯＯ 中層
第３ 5図1８ 在地系土師器 皿 在地 ８７ 7.0 1.1 Ｂ SＤＯＯ 下層
第３ 5図 在地系土師器 坪 在地 1２ ４ 8.6 2.9 Ｂ SＤＯＯ 下屑
第３ 5図2０ 在地系土師器 坪 在地 12.5 9.0 Ｂ SＤＯＯ 下層

第３ 5図2１ 在地系土師器 坪 在地 １１．８ 7.8 3.0 Ｂ SＤＯＯ 下層
第３ 5図2２ 在地系土師器 坪 在地 12.0 8.0 紐１ Ｂ SＤＯＯ 下層
第３ 5図2３ 在地系土師器 坪 在地 11.8 9.0 3.2 Ｂ SＤＯＯ 下層
第３ 6図2４ 青磁 碗 龍泉窯 Ｂ SＤＯＯ

第３ 6図2５ 青磁 碗 龍泉窯 Ｂ SＤＯＯ

第３ 6図2６ 青磁 碗 龍泉窯 Ｂ SＤＯＯ

第３ 6図2７ 青磁 碗 龍泉窯 Ｂ SＤＯＯ

第３ 6図2８ 青磁 碗 龍泉窯 Ｂ－ＳＤＯＯ

第３ 6図2９ 青磁 碗 龍泉窯 1３．９ 6.3 4.7 Ｂ SＤＯＯ

第３ 6図3０ 青磁 碗 龍泉窯 3.8 Ｂ SＤＯＯ

第３ 6図3１ 青磁 碗 龍泉窯 6.0 Ｂ SＤＯＯ

第３ 6図 1２ 青磁 碗 龍泉窯 5.2 Ｂ SＤＯＯ

第３ 6図 )３ 青磁 碗 龍泉窯 8.0 Ｂ SＤＯＯ

第３ 6図 )４ 青磁 碗 龍泉窯 5.6 Ｂ SＤＯＯ

第３ 6図 )５ 青磁 碗 龍泉窯 5.5 Ｂ SＤＯＯ

第３ 6図 Nｉ 白磁 碗 中国 Ｂ SＤＯＯ 玉縁口縁
第３ 6図3７ 白磁 坪 中国 11.0 Ｂ SＤＯＯ

第３ 6図3８ 白磁 坪 中国 10.6 5.6 Ｉ.５ Ｂ SＤＯＯ 口禿
第３ 6図3９ 白磁 坪 中国 １１．２ 5.6 1.4 Ｂ SＤＯＯ 口禿
第３ 6図4０ 白磁 杯 中国 11.0 6.3 １．３ Ｂ SＤＯＯ 口禿
第３ 7図4１ 青花 碗 景徳鎮窯 Ｂ SＤＯＯ

第３ 7図‘1２ 褐紬磁器 碗 景徳鎮窯 Ｂ SＤＯＯ

第３ 7図‘１３ 背白磁 瓶 中国 Ｂ SＤＯＯ

第３ 7図‘Ⅲ 背白磁 中国 Ｂ SＤＯＯ

第３ 7図4５ 緑青紬 瓶 中国 Ｂ SＤＯＯ

第３ 7図4６ 陶器 皿 瀬戸美溌 2.9 2.7 0.5 Ｂ SＤＯＯ

第３ 7図4７ 青磁 梅瓶 中国 10.4 Ｂ SＤＯＯ

第３ 7図4８ 緑紬 碗 Ｅ1内 6.0 Ｂ SＤＯＯ 須恵器に緑紬古代
第３ 7図4９ 緑軸 鉢 磁 髄窯 Ｂ SＤＯＯ

第３ 7図5０ 緑軸 鉢 磁 篭窯 Ｂ SＤＯＯ

第３ 7図5１ 褐紬 鉢 磁 竃窯 27.7 24.7 9.2 Ｂ SＤＯＯ 見込みに｢天下太平」
第３ 7図51Ａ 褐軸 鉢 磁 篭窯 Ｂ SＤＯＯ 第3-7図51を図化
第３ 8図5２ 淘器 坪 瀬Ｆ『美漉 7.2 3.6 ).０ Ｂ SＤＯＯ

第３ 8図5３ 淘器 坪 瀬戸美瀧 9.8 4.0 1.0 Ｂ SＤＯＯ

第３ 8図5４ 陶器 坪 瀬戸美濃 10.6 4.6 』.８ Ｂ SＤＯＯ 1４

第３ 8図5５ 淘器 喪 常滑 Ｂ SＤＯＯ

第３ 8図5６ 淘器 喪 常滑 Ｂ SＤＯＯ

第３ 8図5７ 淘器 喪 常滑 Ｂ SＤＯＯ
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３５４

挿図Ｎｏ． 器弧 生産地
法嗣

口径

(単位

底径

>､）

器高
遺構名 備考

図版
Ｎｏ．

第3-8図5８ 陶器 喪 常滑 Ｂ SDOO3

第3-8図5９ 陶器 喪 常滑 Ｂ SDOO3

第3-8図6０ 陶器 喪 常滑 Ｂ SDOO3

第3-8図6１ 陶器 喪 常滑 Ｂ SDOO3 肩部に叩き

第3-9図6２ 陶器 喪 常滑 38.6 Ｂ SDOO3 1３

第3-9図6３ 陶器 喪 常滑 47.0 Ｂ SDOO3

第3-9図6４ 陶器 喪 常滑 Ｂ SDOO3

第3-9図6５ 陶器 翌 常滑 Ｂ SDOO3

第3-9図6６ 陶器 喪 常滑 Ｂ SDOO3

第3-9図6７ 陶器 喪 常滑 Ｂ SDOO3

第3-9図6８ 陶器 喪 常滑 Ｂ SDOO3

第3-10図6９ 陶器 壷 備前 Ｂ SDOO3

第３ 10図7０ 陶器 壷 備前 Ｂ SDOO3

第３ 10図7１ 陶器 壷 備前 Ｂ SDOO3

第３ 10図7２ 陶器 壷 備前 Ｂ SDOO3

第３ １０図7３ 陶器 壷 備前 Ｂ SDOO3

第３ 10図7４ 陶器 壷 術iｉ Ｂ SDOO3

第３ 10図7５ 陶器
圭
蝿 傭iｉ Ｂ SDOO3

第３ 10図7６ 陶器 壷 ､縮 Ｂ SDOO3

第3-10図7７ 陶器 壷 備iｉ Ｂ SDOO3

第３ 10図7８ 陶器 壷 備iｉ １６．４ Ｂ SDOO3

第３ １０図7９ 陶 器 壷 備前 23.6 Ｂ SDOO3

第３ １０図8０ 陶 器 鉢 備前 13.6 Ｂ SDOO3

第３ 10図8１ 陶 器 壷 備前 Ｂ SDOO3

第３ 11図8２ 陶 器 播鉢 備前 32.4 Ｂ SDOO3

第3-11図8３ 陶 器 橘鉢 備前 Ｂ SDOO3

第3-11図8４ 陶 器 播鉢 備前 31.3 11.9 14.8 Ｂ SDOO3

第３ 11図8５ 陶 器 播鉢 備前 Ｂ SDOO3

第３ 11図8６ 陶 器 播鉢 備前 Ｂ SDOO3

第３ 11図8７ 陶 器 儒鉢 備前 14.0 Ｂ SDOO3

第３ 11図8８ 陶 器 播鉢 備前 Ｂ SDOO3

第３ 12図8９ 在地系土師器 皿 在地 7.0 Ｂ SDOO3

第３ 12図9０ 在地系土師器 皿 在地 7.6 5.6 0.8 Ｂ SDOO3

第３ 12図9１ 在地系土師器 皿 在地 9.0 ７６ Ｂ SDOO3

第3-12図9２ 在地系土師器 皿 在地 8.0 ７０ Ｂ SDOO3

第3-12図9３ 在地系土師器 皿 在地 7.8 ７０ ２ Ｂ SDOO3

第3-12図9４ 在地系土師器 皿 在地 ７８ ６２ Ｂ SDOO3

第３ 12図9５ 在地系土師器 皿 在地 ８０ ７０ Ｂ SDOO3

第３ 12図9６ 在地系土師器 皿 在地 ９０ ７２ Ｂ ＳＤＯＯ３

第３ 12図9７ 在地系土師器 皿 在地 ７６ ５６ ‘！ Ｂ SDOO3

第３ 12図9８ 在地系土師器 皿 在地 ８0 ６４ ２ Ｂ SDOO3

第３ 12図9９ 在地系土師器 皿 在地 ８０ ６２ Ｂ ＳＤＯＯ３

第３ 12図100 在地系土師器 皿 在地 ８０ ７０ Ｂ SDOO3

第３ 12図lＯｌ 在地系土師器 皿 在地 ９０ ７６ Ｂ ＳＤＯＯ３

第３ 12図1０２ 在地系土師器 皿 在地 ８4１ ６５ ３ Ｂ ＳＤＯＯ３

第３ 12図103 在地系土師器 皿 在地 ７６ ５８ ５ Ｂ ＳＤＯＯ３

第３ 12図101 在地系土師器 皿 在地 8.2 ６８ 1.3 Ｂ ＳＤＯＯ３

第３ 12図105 在地系土師器 皿 在地 7.6 ５５ １．５ Ｂ ＳＤＯＯ３

第３ 12図106 在地系土師器 皿 在地 ８０ ７０ Ｂ ＳＤＯＯ３

第３ 12図107 在地系土師器 坪 在地 ７４ ４６ ９ Ｂ SDOO3

第３ 12図108 在地系土師器 坪 在地 ６４ ４７ ２ Ｂ SDOO3

第３ 12図109 在地系土師器 坪 在地 ６９ ４６ ２５ Ｂ SDOO3

第３ 12図110 在地系土師器 坪 在地 ７６ ６６ ８ Ｂ SDOO3

第３ 12図1１１ 在地系土師器 坪 在地 8.3 ６７ ３３ Ｂ SDOO3

第３ 12図112 在地系土師器 杯 在地 7.4 ４６ ９ Ｂ SDOO3

第３ 12図113 京都系土師器 皿 在地 1１ ４ ２ Ｂ SDOO3

第3-12図１１４ 在地系土師器 坪 在地 1１ ２ 6.6 ２ Ｂ SDOO3

第3-12図115 在地系土師器 坪 在地 1３ ０ ９０ 2.5 Ｂ SDOO3

第3-12図1１６ 在地系土師器 坪 在地 1１ 4１ ８０ 2.5 Ｂ SDOO3

第3-12図117 在地系土師器 坪 在地 1１ ６ ６６ 2.41 Ｂ SDOO3

第3-12図118 在地系土師器 坪 在地 1２ ８ ６６ 2.7 Ｂ SDOO3

第3-12図119 在地系土師器 坪 在地 11.8 ８４ 2.9 Ｂ SDOO3

第3-12図１２０ 在地系土師器 坪 在地 11.8 ８２ 2.7 Ｂ SDOO3

第3-12図1２１ 在地系土師器 坪 在地 1３ ２ ７８ 3.2 Ｂ SDOO3

第3-12図122 在地系土師器 坪 在地 1２ ２ ７８ 3.2 Ｂ SDOO3

第3-12図１２３ 在地系土師器 坪 在地 1２ 0 ７７ 2.8 Ｂ SDOO3

第3-13図124 在地系土師器 坪 在地 1２ ５ ９２ 3.1 Ｂ SDOO3

第3-13図１２５ 在地系土師器 坪 在地 1２ ６ ９４ 3.0 Ｂ SDOO3

第3-13図１２６ 在地系土師器 坪 在地 1２ ２ ７２ 3.2 Ｂ SDOO3

第3-13図127 在地系土師器 坪 在地 1１ ８ ７８ 3.2 Ｂ SDOO3

第３ 13図128 在地系土師器 坪 在地 12.8 ９０ 3.2 Ｂ SDOO3

第３ 13図129 在地系土師器 坪 在地 11.5 7.8 2.5 Ｂ SDOO3

第３ 13図130 在地系土師器 坪 在地 12.2 9.2 3.2 Ｂ SDOO3

第３ 13図1３１ 在地系土師器 坪 在地 13.2 7.2 3.9 Ｂ SDOO3

第３ 13図132 在地系士師器 坪 在地 11.0 6.6 3.5 Ｂ SDOO3



遺物観察表１９

府内町跡20次調査Ｂ区出土遺物観察表（土器・陶磁器類）③
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口径

(単位
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図版
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第3-13図133 土師質土器 坪 吉備系 Ｂ ＳＤＯＯ３

第3-13図134 土 師質土器 坪 吉備升 12.0 Ｂ ＳＤＯＯ３

第3-13図135 土 緬質土器 坪 吉備ヨ 1１．２ Ｂ ＳＤＯＯ

第3-13図136 土 茄質土器 坪 吉備升 10.6 Ｂ ＳＤＯＯ

第3-13図137 土 茄質土器 坪
引
仁 備舟 ､側 Ｂ ＳＤＯＯ

第3-13図１３８ 土 茄質土器 坪
訓
に 傭系 １６ Ｂ ＳＤＯＯ

第３･'3図１３９ 土 祁質土器 坪
訓
に 備系 ‘１ ６ Ｂ ＳＤＯＯ

第3-13図140 土 師質土器 坪
訓
に 傭系 ３６ Ｂ ＳＤＯＯ３

第3-13図141 土師質土器 坪
訓
に 備系 ､１ ８ Ｂ ＳＤＯＯ３

第3-13図142 土 那質土器 坪
訓
に 備系 １４ Ｂ ＳＤＯＯ

第3-13図143 土 茄質土器 坪
１
一
一

一
一
Ｉ 術系 ‘１ Ｂ ＳＤＯＯ

第3-13図144 土 師質土器 坪
訓
に 傭系 ５０ Ｂ ＳＤＯＯ

第3-13図Ｍ５ 白色系 lHl 8.0 1.8 Ｂ ＳＤＯＯ３ 京部系土師器？
第3-13図ﾙ1６ 白色ジ

Ｐ
ｂ
。
、 皿 Ｂ ＳＤＯＯ３ 京都系土師器？

第3-13図147 征地系土 Wii器 燭台 糊地 8.7 7.6 1.2 Ｂ ＳＤＯＯ 底部に焼成前の穿孔
第3-13図Ｍ８ 在地系土 Iili器 燭台 <Ｉ 地 5.8 Ｂ ＳＤＯＯ

第3-13図149 在地系士肺器 燭台 、地 7.8 Ｂ ＳＤＯＯ

第3-13図150 土師質土器 土鍋 ｆｌ 地 Ｂ ＳＤＯＯ

第3-13図151 土師質土器 土鍋 力地 Ｂ ＳＤＯＯ

第3-13図152 土師質土器 土鍋 油地 Ｂ ＳＤＯＯ３

第3-Ｍ図153 土師質土器 土鍋 間地 24.0 Ｂ ＳＤＯＯ３

第3-14図154 土師質土器 土鍋 閲地 29.0 Ｂ ＳＤＯＯ３

第3-Ｍ図155 土師質土器 土鍋 曲地 3Ｍ Ｂ ＳＤＯＯ３

第3-14図156 土師質土器 土鍋 《Ｉ 地 32.6 Ｂ ＳＤＯＯ３

第3-Ｍ図157 土師質土器 土鍋 rｉ 地 Ｂ ＳＤＯＯ３

第3-Ｍ図158 土師質土器 土鍋 在地 23.1 Ｂ ＳＤＯＯ３

第3-Ｍ図159 土師質土器 土鍋 在地 ２１．６ Ｂ ＳＤＯＯ３

第３．Ｍ図160 土師質土器 土鍋 油地 Ｂ SDOO3

第3-Ｍ図161 土師質土器 土鍋 《Ｉ 地 Ｂ SDOO3

第3-Ｍ図162 土師質土器 土鍋 (E地 25.0 Ｂ SDOO3

第3-Ｍ図163 土師質土器 土鍋 在地 24.6 Ｂ SDOO3

第3-14図164 土師質土器 土鍋 柾地 23.6 Ｂ SDOO3

第3-Ｍ図165 土師質土器 土鍋 《曽地 Ｂ SDOO3 土鍋の脚
第３･'5図166 須恵質土器 鉢

ご
Ｉ
グ

ざ
Ｂ
、 箭系 Ｂ ＳＤＯＯ３

第3.15図167 須恵質土器 鉢
ニ
ー
グ

き
〃
、 箭系 Ｂ SDOO3

第3-15図168 須恵質土器 鉢
』
Ｉ
ゴ

き
■
、 瀞系 Ｂ SDOO3

第3-15図169 須恵質土器 鉢
幸
Ｉ
、 箭升 Ｂ SDOO3

第3-15図i7０ 須恵質土器 鉢
ざ
〃
、 附升 Ｂ SDOO3

第3-15図171 須恵質土器 鉢
』
１
列

学
Ⅱ
、 箭升 .８ Ｂ SDOO3

第3-15図172 須恵質土器 鉢
ざ
Ｕ
』 編 23.4 Ｂ SDOO3

第3-15図173 須恵質土器 鉢
Ｃ
ｌ
、 箭計 0） Ｂ SDOO3

第3-15図１７４ 須恵質土器 鉢
き
Ⅱ
、 爵系 22.6 7.8 9.5 Ｂ SDOO3

第3-15図175 須恵質土器 鉢
ざ
ｇ
、 舟系 9.0 Ｂ SDOO3

第3-15図176 須恵質土器 鉢
石
Ⅱ
辞

ｒ
Ⅱ
、 爵系 Ｂ SDOO3

第3-15図177 須恵質土器 鉢
芯
０
ジ 〔播系 8.‘Ｉ Ｂ SDOO3

第3-16図178 須恵質土器 弧 l山系 Ｂ SDOO3

第3-16図179 須恵質土器 喪 l山系 Ｂ SDOO3

第3-16図180 須恵質土器 弧 l山系 Ｂ SDOO3

第3-16図181 須恵質 上器 喪
ち
り
グ J〔播系 2‘1.0 Ｂ SDOO3

第3-16図182 須恵質 上器 小斑 田内 』1.0 Ｂ SDOO3

第3-16図183 須恵質 上器 喪 岨山系 Ｂ SDOO3

第3-16図184 須恵質土器 喪 束播系 Ｂ SDOO3

第3-16図185 須恵質土器 弧 岨山系 Ｂ SDOO3

第3-16図186 須恵質土器 喪 束播系 10.0 Ｂ SDOO3

第3-16図１８７ 瓦質土器 喪 国内 21.6 Ｂ SDOO3

第3-17図188 瓦質土器 碗 国内 1２．４ Ｂ SDOO3

第3.17図189 瓦質土器 碗 国内 Ｂ SDOO3

第3-17図１９０ 瓦質土器 碗 国内 5.0 Ｂ SDOO3

第3-17図1９１ 瓦質土器 鉢 国内 Ｂ SDOO3

第3-17図192 瓦質土器 鉢 国内 Ｂ SDOO3

第3-17図193 瓦質土器 鉢 国内 Ｂ SDOO3

第３･'7図194 瓦質土器 鉢 国内 34.0 Ｂ SDOO3

第3-17図195 瓦質土器 鉢 国内 10..1 Ｂ SDOO3

第3-17図196 瓦質土器 鉢 国内 1０ ８ Ｂ SDOO3

第3-17図197 瓦質土器 鉢 国内 ９２ Ｂ SDOO3

第3-17図198 瓦質土器 鉢 国内 10ツ
画 Ｂ SDOO3

第3-17図199 瓦質土器 鉢 国内 10０ Ｂ SDOO3

第3-17図200 瓦質土器 描鉢 防長系 1１ ２ Ｂ SDOO3

第3-18図201 土師質土器 喪 在地 ‘12.0 Ｂ SDOO3

第3-18図202 土師質土器 喪 在地 ４１７．８ Ｂ SＤＯＯ

第3-18図203 瓦質土器 壷 国内 22.0 Ｂ ＳＤＯＯ

第3-18図20‘１ 瓦質土器 鉢 国内 Ｂ ＳＤＯＯ 角火鉢
第3-18図205 瓦質土器 鉢 国内 Ｂ ＳＤＯＯ 角火鉢
第3-18図206 瓦質土器 国内 Ｂ ＳＤＯＯ 菊花文スタンプ
第3-18図207 瓦質土器 岡内 Ｂ ＳＤＯＯ
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府内町跡20次調査Ｂ区出土遺物観察表（土器・陶磁器類）④

挿図Ｎｏ． 器種 生産地
法嗣

口径

(単位
底径 器高

遺構名 備考
図版
Ｎｏ．

第３ 20図249 土師器 碗 国内 19.2 Ｂ SDOO3 内黒土器

第３ 20図250 土師器 坪 在地 Ｂ SDOO3

第３ 20図251 土師器 壷 在地 6.0 Ｂ SDOO3

第３ 20図252 土師器 盤 在地 18.0 13.6 2.3 Ｂ SDOO3

第３ 20図253 土師器 坪蓋 在地 19.0 Ｂ SDOO3

第３ 20図254 土師器 坪 在地 14Ｍ Ｂ SDOO3

第３ 20図255 土師器 坪 在地 12.8 Ｂ SDOO3

第３ 20図256 土師器 坪 在地 ６６ Ｂ SDOO3

第３ 20図257 土師器 坪 在地 12.4 6.6 3.7 Ｂ SDOO3

第３ 20図258 土師器 坪 在地 13.6 7.3 3.7 Ｂ SDOO3

第３ 20図259 土師器 坪 任地 13.4 7.4 3.41 B-SDOO3

第３ 20図260 土師器 坪 在地 9.8 B-SDOO3

第３ 20図261 土師器 坪 在地 9.0 B-SDOO3

第３ 20図262 須恵器 坪 在地 9.0 Ｂ SDOO3

第３ 20図263 土師器 坪 在地 8.6 Ｂ SDOO3

第３ 20図264 土師器 坪 在地 7.6 Ｂ SDOO3

第３ 20図265 須恵器 坪 在地 9.6 Ｂ SＤＯＯ

第３ 20図266 土師器 坪 在地 7.6 Ｂ SＤＯＯ

第３ 20図267 須恵器 坪 在地 9.2 Ｂ SＤＯＯ Ｉ

第３ 20図268 須恵器 壷 在地 11.2 Ｂ SDOO3

第３ 20図269 須恵器 壷 在地 Ｂ SDOO3 胴部最大径16.6cｍ

第３ 20図270 土師器 甑 在地 27.0 Ｂ SDOO3

第３ 21図271 土師質土器 喪 在地 2２ ２ Ｂ SDOO3

第３ 21図272 土師質土器 喪 在地 2４ ４ Ｂ SDOO3

第３ 21図273 土師質土器 喪 在地 2１ ８ Ｂ SDOO3

第３ 21図274 土師質土器 喪 在地 2４ ６ B-SDOO3

第３ 21図275 土師質土器 喪 在地 Ｂ SＤＯＯ 胴部最大径44.8cｍ

第３ 21図276 弥生土器
圭
鯉 在地 Ｂ SＤＯＯ

第３ 21図277 弥生十器 高坪 在地 Ｂ SＤＯＯ

第３ 24図１ 青磁 碗 龍泉窯 Ｂ SDOO4

第３ 24図２ 青磁 碗 龍泉窯 Ｂ SDOO4

第３ 24図３ 背磁 碗 龍泉窯 Ｂ SＤＯＯＩ

第３ 24図４ 陶器 壷 備前 Ｂ SＤＯＯｌ

第３ 24図５ 陶器 播鉢 備前 Ｂ SＤＯＯ１

第３ 24図６ 在地系土師器 皿 在地 8.4 6.3 1.2 Ｂ SDOO4

第３ 24図７ 在地系土師器 皿 在地 ７７ 6.6 0９ Ｂ ＳＤＯＯ４

第３ ２４１図８ 征地系土師器 皿 在地 ８５ 6６ 0 ０ Ｂ SDOO4

第３ 24図９ 在地系土師器 皿 在地 ９０ ７4１ ツ
ー Ｂ ＳＤＯＯ１

第３ 24図1０ 征地系土師器 皿 在地 ７９ ６２ ０ Ｂ ＳＤＯＯｌ

第３ 24図1１ 在地系土師器 皿 在地 ７８ ６２ Ｂ ＳＤＯＯ４

第３ 24図1２ 在地系土師器 皿 在地 ８６ ７４ ３ Ｂ ＳＤＯＯ４

第３ 24図1３ 在地系土師器 皿 在地 ８４ ６３ ２ Ｂ ＳＤＯＯ‘１

第３ 24図Ⅲ 在地系土師器 坪 在地 12.5 Ｂ ＳＤＯＯ１

第３ 24図1５ 在地系土師器 坪 在地 12.9 8.9 2.‘１ Ｂ ＳＤＯＯ１

第３ 241図1６ 在地系土師器 坪 在地 1２ 9.0 ２９ Ｂ ＳＤＯＯ４

第３ 24図1７ 在地系土師器 坪 在地 1２ 0 8.2 ３２ Ｂ ＳＤＯＯ‘１

第３ 2‘1図1８ 在地系土師器 坪 在地 1２ ２ 8.3 ３２ Ｂ SＤＯＯｌ

第３ ２１図1９ 在地系土師器 坪 在地 1２ 8.0 ３５ Ｂ SDOO4

第３ 24図2０ 土師質土器 坪 吉備系 Ｂ SＤＯＯｉ

第３ 24図2１ 土師質土器 坪 吉備系 11.2 4.3 3.1 Ｂ SＤＯＯｌ

第３ 24図2２ 土師質土器 坪 吉備系 5.1 Ｂ SDOO4

第３ 24図2３ 土師質土器 坪 吉備系 4.4 Ｂ SDOO4

第３ 24図2４ 土師質土器 土鍋 在地 Ｂ SＤＯＯ１

第３ 24図2５ 土師質土器 土鍋 在地 Ｂ SＤＯＯ１

第３ 24図2６ 土師質土器 壷 在地 Ｂ SDOO4

第３ 24図2７ 須恵質土器 鉢 東播系 19.2 Ｂ SDOO4

第３ 24図2８ 須恵質土器 鉢 東播系 36.5 Ｂ SDOO4

第３ 25図2９ 瓦質土器 鉢 国内 11.9 Ｂ SＤＯＯ１

第３ 25図3０ 瓦質土器 鉢 国内 Ｂ SＤＯＯｌ

第３ 25図3１ 瓦質土器 鉢 国内 B-SDOO1

第３ 25図3７ 須恵器 坪蓋 在地 Ｂ SDOO4

第３ 25図3８ 土師器 坪蓋 在地 19.3 Ｂ SDOO4

第３ 25図3９ 土師器 坪 在地 16.3 Ｂ SDOO4

第３ 25図4０ 土師器 坪 在地 13.1 Ｂ SＤＯＯ１

第３ 25図4１ 土師器 坪 在地 7.6 Ｂ SＤＯＯＩ

第３ 25図4２ 土師器 弧 在地 Ｂ SＤＯＯｌ

第３ 25図4３ 土師器 喪 在地 9.5 Ｂ SDOO4

第３ 25図4４ 土師器 高坪 在地 Ｂ SDOO4

第３ 25図4５ 瓦質土器 鉢 国内 24.5 Ｂ ＳＤＯＯ１

第３ 25図4６ 弥生士器 壷 在地 Ｂ ＳＤＯＯｌ

第３ 25図4７ 土師質土器 喪 在地 35.2 Ｂ ＳＤＯＯ４

第３ 36図１ 青花 碗 景徳鎮窯 Ｂ ＳＤ

第３ 36図２ 青花 碗 景徳鎮窯 Ｂ ＳＤＯＭ

第３ 36図３ 青花 皿 景徳鎮窯 Ｂ ＳＤＯ６４

第３ 36図４ 青花 碗 景徳鎮窯 2.0 Ｂ ＳＤＯ６１
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挿図Ｎｏ． 器種 生産地
法園

口径
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底径
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器高
遺構名 備考

図版
Ｎｏ．

第３ 36図５ 青花 皿 景徳鎖窯 7.8 B-SDO64

第３ 36図６ 背花 皿 景徳鎮窯 8.0 Ｂ SDO64

第３ 36図７ 青花 碗 源州窯 5.8 Ｂ SDO64

第３ 36図８ 青花 皿 景徳鎮窯 12.3 6.7 2.9 Ｂ SDO64

第３ 36図９ 青磁 碗 龍泉窯 Ｂ SDO64

第３ 36図10 青磁 碗 龍泉窯 Ｂ SDO64

第３ 36図1１ 青磁 碗 龍泉窯 Ｂ SＤＯ６

第３ 36図1２ 青磁 碗 龍泉窯 15.2 Ｂ SＤＯ６

第３ 36図1３ 青磁 碗 龍泉窯 10.8 Ｂ ＳＤＯ６

第３ 36図1４ 青磁 碗 龍泉窯 1６．６ Ｂ SＤＯ６

第３ 36図1５ 宵白磁 lⅢ 同安窯 ､６ ４１．２ 2.3 Ｂ SＤＯ６

第３ 36図1６ 青磁 碗 龍泉窯 4.2 Ｂ SDO641

第３ 36図1７ 白磁 皿 『１国 Ｂ SＤＯ６１

第３ 36図1８ 白磁 皿 Ｉn国 5.0 Ｂ SDO64

第３ 36図1９ 白磁 皿 『１国 Ｂ SＤＯ６Ｉ

第３ 36図2０ 白磁 皿 『]国 10.4 5.2 2.9 Ｂ SＤＯ６Ｉ

第３ 36図2１ 白磁 碗 に１国 Ｂ SDO6il

第３ 36図2２ 白磁 皿 にＪ国 Ｂ SＤＯ６１

第３ 36図2３ 白磁 碗 『１国 Ｂ SDO61

第３ 36図2４ 陶器 鉢 磁 竃窯 Ｂ SＤＯ６４１

第３ 36図2５ 陶器 鉢 磁 竃窯 Ｂ ＳＤＯ６

第３ 36図2６ 陶器 鉢 磁 竃窯 Ｂ SＤＯ６

第3-37図2７ 陶器 四耳壷
β
ハ
ダ イ Ｂ ＳＤＯ６

第3-37図2８ 陶器 四耳壷 タイ Ｂ SＤＯ６

第3-37図2９ 陶器 四耳壷 タイ Ｂ SＤＯ６

第3-37図3０ 陶器 四耳壷 タイ Ｂ SＤＯ６

第3-37図3１ 陶器 天目 瀬戸美濃 Ｂ SＤＯ６

第３ 37図3２ 陶器 喪 常滑 Ｂ SDO64

第３ 37図3３ 陶器 坪 瀬戸美濃 4.2 Ｂ SDO64

第３ 37図3４ 陶器 坪 瀬戸美漉 6.6 4.4 2.0 Ｂ SＤＯ６Ｉ

第３ 37図3５ 陶器 徳利 傭向 6.0 Ｂ SDO61

第３ 37図3６ 陶器 水屋喪 備向 12.0 Ｂ SDO64

第３ 37図3７ 陶器 水騒喪 備iｉ Ｂ SDO64

第３ 37図3８ 陶器 水屋喪 備向 15.0 Ｂ SDO6‘１

第３ 37図3９ 陶器 水屋喪 備向 Ｂ SDO61

第３ 37図4０ 陶器
宝８才

１８Ｋ 備前 Ｂ SＤＯ６１

第３ 37図4１ 陶器
宮Ｑｒ

備前 Ｂ SDO61

第３ 37図4２ 陶器 播鉢 備前 33.0 Ｂ SＤＯ６１

第３ 37図4３ 陶器 播鉢 備前 ３１．６ Ｂ SＤＯ６

第３ 38図4４ 陶器 播鉢 備前 Ｂ SＤＯ６

第３ 38図4５ 陶器 撤鉢 備前 28.2 Ｂ SＤＯ６

第３ 38図4６ 陶器 播鉢 備荷 リ
●ｰ Ｂ SＤＯ６

第3-38図4７ 陶器 橘鉢 備向 Ｂ SＤＯ６

第3-38図4８ 陶器 播鉢 備向 3‘1.0 Ｂ SＤＯ６

第3-38図4９ 陶器 撤鉢 備向 37.2 Ｂ ＳＤＯ６

第3-38図5０ 陶器 揃鉢 備向 32.2 12.8 12.3 Ｂ SＤＯ６

第3-38図5１ 陶器 揃鉢 #鮪 Ｂ SＤＯ６

第3-38図5２ 陶器 橘鉢 備iｉ 1５．０ Ｂ SＤＯ６

第3-39図5３ 在地系土伽 器 皿 在地 1.3 Ｂ SＤＯ６

第3-39図5４ 在地系土聞i器 皿 在地 1.2 Ｂ SＤＯ６１

第3-39図5５ 在地系土IMIi器 皿 在地 8.9 7.9 0.9 Ｂ SDO64I

第3-39図5６ 在地系土剛 器 皿 在地 ８２ ６８ 1.‘１ Ｂ SDO64

第3-39図5７ 在地系土飢i器 皿 在地 ８
リ
》 ６４ 1.1 Ｂ SDO641

第3-39図5８ 在地系土間i器 皿 在地 ８２ ６６ 1.3 Ｂ SＤＯ６１

第3-39図5９ 在地系土飢i器 llll 在地 ８
リ
】 ７０ 1.5 Ｂ SDO61

第3-39図6０ 在地系土師i器 皿 在地 ８‘１ ６４ 1.2 Ｂ SＤＯ６１

第3-39図6１ 在地系土鮒i器 皿 在地 ８ツ
ー ６８ 1.0 Ｂ SＤＯ６１

第3.39図6２ 准地系土師i器 皿 在地 ７９ ６２ 1.0 Ｂ SＤＯ６１

第3-39図6３ 在地系土、i器 皿 在地 ７２ ５８
●
■
■
■

●

“
■
■
■ Ｂ SDO64

第3-39図6４ 在地系土簡i器 皿 在地 ８４ ７２ 1.1 Ｂ SDO64

第3-39図6５ 在地系土間i器 皿 在地 ９0 ７０ 1.0 Ｂ SDO61

第3-39図6６ 在地系土闘i器 皿 在地 ９５ ７６ ６ Ｂ SDO64

第3-39図6７ 在地系土、j器 皿 在地 ８‘１ ５５ 2.1 Ｂ SDO64

第3-39図6８ 在地系土間i器 坪 在地 3.9 Ｂ SDO64

第3-39図6９ 在地系土間i器 坪 在地 3.3 Ｂ SＤＯ６１

第3-39図7０ 在地系土111i器 坪 在地 11.7 8.7 2.9 Ｂ SＤＯ６１

第3-39図7１ 在地系土1Ｍ i器 坪 在地 1２ ｡’ 8.2 ３０ Ｂ SＤＯ６４ｌ

第3-39図7２ 在地系土間 i器 坪 在地 1２ ６ 8.5 ３０ Ｂ SDO641

第3-39図7３ 在地系土1Ｍ i器 坪 在地 1３ 0 9.0 ３
戸
靭 Ｂ SＤＯ６１

第3-39図7４ 在地系土iＭ i器 坪 在地 1３ ０ 9.8 ３０ Ｂ SＤＯ６１

第3-39図7５ 在地系土間i器 坪 在地 1１ ３ 8.2
リ
】 ６ Ｂ SＤＯ６４１

第3-39図7６ 在地系土1Ｗ i器 坪 ｲＩ 地 1２ ６ 9,0
り
】 ４ Ｂ SDO64

第3-39図7７ 在地系土閥 器 坪 rｌ 地 1１ ４ 8.6 リ
ゴ ７ Ｂ SDO64

第3-39図7８ 在地系土間 器 坪 、地 1１ ６ 8.2 ２６ Ｂ SDO64

第3-39図7９ 在地系土師 器 杯 在地 1１ ﾂ
ー 7.3 ３０ Ｂ SＤＯ６１
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第３ 39図8０ 在地系土師器 脚 在地 1３ ０ 10.4 2.9 Ｂ ＳＤＯ６１

第３ 39図8１ 在地系土師器 月 在地 1２ ０ 9.41 2.9 Ｂ ＳＤＯ６

第３ 39図8２ 在地系土師器 脚 間地 1２
？
】 9.3 2.9 Ｂ ＳＤＯ６

第３ 39図8３ 在地系土師器 脚 右地 1２ ２ 8．４１ 3.0 Ｂ ＳＤＯ６

第３ 40図8４ 在地系土師器 均 油地 1３ ２ 7.8 3.6 Ｂ ＳＤＯ６

第３ 40図8５ 在地系土師器 均 右地 1３ ６ 8.41 3.‘Ｉ Ｂ ＳＤＯ６

第３ 40図8６ 在地系土師器 坪 在地 1２ ６ 8.2 3.0 Ｂ ＳＤ

第３ 40図8７ 在地系土師器 坪 右地 １２ ４ 8.0 3.6 Ｂ ＳＤＯ６４

第３ 40図8８ 在地系土師器 踊 油地 12.8 8.8 3.0 Ｂ ＳＤＯ６４

第３ 40図8９ 在地系土師器 脚 櫛地 12.41 9.0 3.0 Ｂ ＳＤＯ６４１

第３ 40図9０ 在地系土師器 飼 油地 12.4 8.6 3.3 Ｂ ＳＤＯ６４

第３ 40図9１ 在地系土師器 河 油地 13.0 9.0 ‘1.2 Ｂ ＳＤＯ６４１

第３ 40図9２ 在地系土師器 脚 油地 8.5 Ｂ ＳＤＯ６４

第３ 40図9３ 在地系土師器 月 間地 13.0 7.6 3.2 Ｂ ＳＤＯ６４

第３ 40図9４ 在地系土師器 坪 在地 1３ ０ 6.6 3.2 Ｂ ＳＤ

第３ 40図9５ 在地系土師器 坪 棚地 1１ ８ 7.6 3.7 Ｂ ＳＤ

第３ 40図9６ 京部系土師器 皿 右地 ８４ 2.1 Ｂ ＳＤＯ６４

第３ 40図9７ 京都系土師器 皿 右地 ９０ 1.9 Ｂ ＳＤＯ６４１

第３ 40図9８ 京都系土師器 皿 油地 ９０ 2.1 Ｂ ＳＤＯ６４

第３ 40図9９ 〔都系土師器 皿 白地 ９２ 1.8 Ｂ ＳＤＯ６４１

第３ 40図100 〔都系土師器 皿 曲地 8.8 1.9 Ｂ ＳＤＯ６４

第３ 40図1０１ 〔都系土師器 皿 棚地 11.0 ２０ Ｂ SDO641

第３ 40図102 京都系土師器 皿 間地 １２ ４ ２６ Ｂ ＳＤＯ６４

第３ 40図１０３ 京都系土師器 皿 rｌ 地 1１ ４ ３２ Ｂ ＳＤＯ６４１

第３ 40図104 京都系土師器 皿 油地 1３ ０ ２７ Ｂ ＳＤＯ６４

第３ 40図105 京都系土師器 皿 曲地 1１ ８ Ｂ ＳＤＯ６４Ｉ

第３ 40図106 京都系土師器 皿 禰地 １２ ８ Ｂ ＳＤＯ６４

第３ ‘１０図107 京都系土師器 皿 在地 1３ ０ Ｂ ＳＤＯ６１

第３ 40図108 京都系土師器 皿 在地 １２ 0 Ｂ ＳＤＯＭ

第３ 40図109 土師質土器 碗 吉備系 Ｂ ＳＤＯ６４

第３ 40図110 土師質土器 碗 吉伽系 Ｂ ＳＤＯＭ

第３ 40図1１１ 土師質土器 碗 吉備系 10.0 Ｂ ＳＤＯ６４

第３ 40図112 土師質土器 碗 吉備系 1０．２ Ｂ ＳＤＯ６４

第３ 40図1１３ 土師質土器 碗 吉備系 11.6 3.5 3.1 Ｂ ＳＤＯ６４１

第３ 40図1１１ 土師質土器 碗 吉備系 4.6 Ｂ SＤＯＭ

第３ 40図115 土師質土器 碗 吉燃系 4.0 Ｂ SＤＯ６１

第３ 40図116 土師質土器 碗 吉備系 ‘1.6 Ｂ SＤ

第３ 41図117 土師質土器 燭台 在地 8.0 Ｂ SDO64

第３ 41図1１８ 土師質土器 燭台 在地 6.7 Ｂ SDO64

第３ 41図119 土師質土器 燭台 在地 8.5 7.4 7.‘１ Ｂ SDO64

第３ 41図120 須恵質土器 鉢 束播系 Ｂ SDO64

第３ 41図1２１ 須恵質土器 鉢 束播系 Ｂ SDO64

第３ 41図122 須恵質土器 鉢 東播系 Ｂ SDO64

第３ 41図１２３ 須恵質土器 鉢 束播系 Ｂ SDO64

第3-41図124 須恵質土器 鉢 束播系 Ｂ SＤ

第3-41図125 須恵質土器 鉢 東播系 Ｂ SDO64

第３ 41図126 須恵質土器 鉢 在地 27.2 Ｂ SＤＯ６４１

第３ ‘11図127 土師質土器 土鍋 在地 Ｂ SDO64

第３ 41図128 土師質土器 土鍋 在地 Ｂ SDO64

第３ 41図129 土師質土器 土鍋 在地 Ｂ SDO64

第3-41図130 土師質土器 土鍋 在地 Ｂ SDO64

第3-41図131 土師質土器 土鍋 在地 Ｂ SDO64

第3-41図132 土師質土器 土鍋 在地 Ｂ SDO641

第3-41図133 土師質土器 土鍋 糊地 Ｂ SDO64

第3-‘11図134 土師質土器 土鍋 右地 Ｂ SDO64

第3-41図135 土師質土器 土鍋 棚地 32.4 Ｂ SDO64

第3-41図136 土師質土器 喪 rｌ 地 1３ ４ Ｂ SDO64

第3-41図137 土師質土器 喪 間地 2２ ６ Ｂ SDO64

第3-41図１３８ 土師質土器 喪 在地 ０ Ｂ SDO64

第3-42図139 瓦質土器 鉢 国内 2６ ４ 17.0 4.3 Ｂ SDO64

第3-42図ＭＯ 瓦質土器 鉢 国内 ３１ ２ Ｂ SDO64

第3-42図141 瓦質土器 鉢 国内 ３１．８ Ｂ SDO64

第3-‘12図Ｍ２ 瓦質土器 鉢 国内 33.0 23.0 10.4 Ｂ SDO64

第3-42図Ｍ３ 瓦質土器 鉢 国内 37.6 Ｂ SDO64

第3-42図144 瓦質土器 土鍋 国内 Ｂ SDO64

第3-42図Ｍ５ 瓦質土器 弧 国内 13.2 Ｂ SDO64

第3-‘１２図146 瓦質土器 鉢 国内 Ｂ SDO64

第3-43図147 瓦質土器 鉢 国内 26.2 10.6 １０．１ Ｂ SDO64

第3-43図Ｍ８ 瓦質土器 鉢 国内 ､０ Ｂ SDO64

第3-43図149 瓦質土器 鉢 国内 9.0 Ｂ SDO64

第3-43図150 瓦質土器 揺鉢 防長系 ､６ 11.6 8.0 Ｂ SDO64

第3-43図152 土師質土器 瑚渦 在地 Ｂ SDO64

第3-45図177 陶器 大喪 備前 49.2 Ｂ SDO64

第3-46図179 土師器 坪蓋 在地 Ｂ SDO64

第3-46図180 土師器 坪藷 在地 Ｂ SDO64
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第3-46図181 土師器 坪蓋 在地 14.6 2.3 Ｂ SＤＯ６１

第3-46図１８２ 土師器 坪蓋 在地 15.6 2.2 Ｂ SＤＯ６１

第3-46図１８３ 須恵器 坪 在地 1３．２ 7.8 3.8 Ｂ SDO64

第3-46図184 須恵器 坪 在地 14.0 9.2 3.8 Ｂ SDO64

第3-416図185 土師器 坪 在地 15.6 Ｂ SＤＯ６１

第3-46図186 土師器 坪 在地 1８．４ Ｂ SＤＯ６１

第3-46図187 土師器 坪 在地 1３．２ 6.8 4.2 Ｂ SDO64

第3-46図188 土師器 坪 在地 13.2 6.5 5.3 Ｂ SDO64

第3-46図189 土師器 坪 在地 1３．０ Ｂ SＤＯ６１

第3-46図190 土師器 坪 在地 8,8 Ｂ SDO64 内黒土器
第3-46図191 須恵器 坪 在地 ７９ Ｂ SDO61

第3-46図192 土師器 坪 在地 ８０ Ｂ SＤＯ６１

第3-46図193 土師器 坪 在地 ８‘１ Ｂ SDO64

第3-46図194 土師器 坪 在地 10０ Ｂ SDO61

第3-46図195 土師器 坪 在地 ８５ Ｂ SＤＯ６１

第3-46図196 須恵器 長頚壷 在地 ８８ Ｂ SDO64

第3-46図197 土師器 坪 在地 1３．９ ７８ 3.0 Ｂ SDO64

第3-46図198 土師器 坪 在地 1３．４ 10ﾂ
ー ３.’ Ｂ SDO64

第3-46図199 土師器 坪 在地 13.2 ９０ ３５ Ｂ SDO641

第3-46図200 土師器 坪 在地 13.4 ９０ ３５ Ｂ SDO64

第3-46図201 土師器 脚 在地 13.6 ５‘１ ４ Ｂ SDO64

第3-46図202 土師器 周 在地 12.1 ７６ ３０ Ｂ SＤ

第3-46図203 土師器 周 在地 ８５ Ｂ SDO64

第3-46図201 土師器 周 在地 Ｂ SDO64

第3-46図205 土師器 釘 在地 3.9 Ｂ SＤ

第3-46図206 土師器 脚 在地 11.2 8.1 2.8 Ｂ SDO64

第3-46図207 土師器 高杯 在地 Ｂ SDO64

第3-46図208 土師器 喪 在地 Ｂ SＤ

第3-46図209 須忠器
圭
璽 在地 Ｂ SＤ

第3-46図210 土師器 喪 在地 19.‘１ Ｂ SDO64

第3-46図211 土師器 翌 在地 19..1 Ｂ SDO64

第3-46図212 土師器 喪 在地 23.0 Ｂ SＤＯ６１

第3-‘16図213 土師器 甑 在地 Ｂ SDO64

第3-46図2Ｍ 土師器 脚 在地 9.3 Ｂ SDO64

第3-46図215 土師器 小壷 在地 ９ リ
ー Ｂ SＤＯ６１

第3-50図２ 1'i花 碗 景徳鉱窯 Ｂ SＫＯｌ５

第3-50図３ 青花 皿 景徳鎮窯 13.8 8.0 2.9 Ｂ SＫＯＩ５

第3-50図４ 白磁 皿 中国 Ｂ SＫＯｌ５

第3-50図５ 白磁 皿 中国 Ｂ SＫＯＩ５

第3-50図６ 陶器 捕鉢 備前 Ｂ SKOl5

第3-50図７ 京都系土師器 皿 在地 1３．０ 2.0 Ｂ SＫＯｌ５

第3-50図８ 京部系土師器 皿 在地 1２．６ Ｂ SＫＯＩ５

第3-50図９ 京部系土師器 皿 在地 ３ Ｂ SＫＯｌ５

第3-50図10 瓦質土器 鉢 国内 Ｂ SKOl5

第3-50図1１ 瓦質土器 土鍋 国内 23.2 Ｂ SＫＯｌ５

第3-50図1２ 瓦質土器 鉢 国内 Ｂ ＳＫＯｌ５

第3-50図1３ 瓦質土器 鉢 国内 Ｂ ＳＫＯｌ５

第3-50図Ⅲ 須恵器 喪 在地 Ｂ ＳＫＯｌ５

第3-50図1５ 弥生-ｔ器 喪 在地 6.5 Ｂ ＳＫＯｌ５

第3-52図！ 白磁 皿 中国 Ｂ ＳＫＯｌ６

第3-52図２ 陶器 皿 瀬戸美濃 Ｂ ＳＫＯ１６ 折縁ソギ皿
第3-52図３ 在地系土師器 坪 在地 ） 9.6 2.1 Ｂ ＳＫＯｌ６

第3-52図４ 京都系土師器 皿 在地 9.1 1.7 Ｂ ＳＫＯＩ６

第3-52図５ 須恵質土器 鉢 東播系 Ｂ ＳＫＯｌ６

第3-54図１ 在地系土師器 Ⅲ 在地 7.8 1． 5.7 Ｂ ＳＫＯｌ８

第3-54図２ 在地系土師器 皿 在地 ８７ 7． 1.0 Ｂ ＳＫＯＩ８

第3-54図３ 在地系土師器 IⅢ 在地 ９ 7． 1.4 Ｂ ＳＫＯＩ８

第3-5‘1図４ 在地系土師器 坪 在地 1２ ０ 8． 3.4 Ｂ ＳＫＯｌ８

第3.54図５ 在地系土師器 坪 在地 1２ ７ 9． 3.4 Ｂ ＳＫＯｌ８

第3-54図６ 在地系土師器 坪 任地 1２ ツ
ー 8． 3.3 Ｂ ＳＫＯｌ８

第3-54図７ 在地系土師器 坪 在地 6.7 Ｂ ＳＫＯｌ８

第3-54図８ 土師質土器 鍋 在地 Ｂ ＳＫＯｌ８

第3-56図１ 褐紬陶器 ノ 壷 中国 3.0 Ｂ ＳＫＯ

第3-56図２ 褐紬陶器
左
夕
日
⑥ 中国 Ｂ ＳＫＯ

第3-56図３ 褐紬陶器 梅瓶 中国 10.0 Ｂ ＳＫＯ

第3-56図４ 褐紬陶器 梅瓶 中国 7.8 Ｂ ＳＫＯ 1０

第3-56図５ 陶器 Ⅲ 備前 ､4１ 16.2 3.8 Ｂ ＳＫＯ 1０

第3-56図６ 陶器 拙鉢 備前 Ｂ ＳＫＯ２０

第3-56図７ 陶器 拙鉢 備前 Ｂ SＫＯ 2０

第3-56図８ 陶器 播鉢 備前 Ｂ ＳＫＯ 20

第3-56図９ 淘器 播鉢 備前 13.4 Ｂ SＫＯ 2０

第3-56図10 陶器 捌鉢 備前 ､４１ Ｂ ＳＫＯ

第3-56図1１ 淘器 捌鉢 備前 12.1 Ｂ ＳＫＯ ｝０

第3-56図1２ 淘器 捌鉢 備前 33.8 Ｂ SＫＯ 1０
第3-57図1３ 淘器 揃鉢 備前 13.9 Ｂ SＫＯ
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第３ 57図1４ 陶器 撤鉢 備前 13.8 Ｂ SKO20

第３ 57図1５ 陶器 喪 常滑 14.4 Ｂ SKO20

第３ 57図1６ 陶器 喪 常滑 Ｂ SKO20

第３ 57図1７ 瓦質土器 鉢 国内 Ｂ SKO20

第３ 57図1８ 須恵質土器
＝廿左

在地 Ｂ SKO20

第３ 57図1９ 瓦質土器 喪 在地 27.2 Ｂ SKO20

第３ 57図2０ 須恵質土器 鉢 東播系 Ｂ SKO20

第3-57図2１ 土師質土器 土鍋 在地 Ｂ SKO20

第3-57図2２ 須恵器 喪 在地 Ｂ SKO20

第３ 57図2３ 土師質土器 鉢 在地 19.5 11.0 Ｂ SKO20

第３ 58図2６ 土師質土器 碗 吉備系 Ｂ SKO20

第３ 58図2７ 土師質土器 碗 吉備系 Ｂ SKO20

第３ 58図2８ 土師質土器 碗 吉備系 11.2 Ｂ SKO20

第３ 58図2９ 土師質土器 碗 吉備系 10.4 Ｂ SKO20

第３ 58図3０ 土師質土器 碗 吉備系 12.0 Ｂ SKO20

第３ 58図3１ 土師質土器 碗 吉備系 5.1 Ｂ SKO20

第３ 58図3２ 在地系土師器 皿 在地 7.8 5.7 1.3 Ｂ SKO20

第３ 58図3３ 在地系土師器 皿 在地 8.0 6.7 1.2 Ｂ SKO20

第３ 58図3４ 在地系土師器 、 在地 8.3 7.3 1.4 Ｂ SKO20

第３ 58図3５ 在地系土師器 皿 在地 8.4 6.5 1.0 Ｂ SKO20

第３ 58図3６ 在地系土師器 坪 在地 2.8 Ｂ SKO20

第３ 58図3７ 在地系土師器 坪 在地 12.6 Ｂ SKO20

第３ 58図3８ 在地系土師器 坪 在地 1２ ６ 9.0 2.9 Ｂ SKO20

第３ 58図3９ 在地系土師器 坪 在地 1２ ０ 8.7 ２５ Ｂ SKO20

第３ 58図4０ 在地系土師器 脚 在地 1２ ウ
ョ 8.8

リ
】 ７ Ｂ SKO20

第３ 58図4１ 在地系土師器 脚 在地 1２ ０ 8.7 ２８ Ｂ SKO20

第３ 58図4２ 在地系土師器 月 征地 1２ ０ ８６ ２８ Ｂ SKO20

第３ 58図4３ 在地系土師器 脚 在地 12.2 10２ ２８ Ｂ SKO20

第３ 58図4４ 在地系土師器 脚 在地 12.2 ８７ ３０ Ｂ SKO20

第３ 58図4５ 在地系土師器 坪 在地 12.8 1０ ２ リ
ー ８ Ｂ SKO20

第３ 58図4６ 在地系土師器 坪 在地 12.3 ９０ ２７ Ｂ SKO20

第３ 58図4７ 在地系土師器 坪 在地 8.2 ４８ 1.8 Ｂ SKO20 内面にロクロ目

第３ 58図4８ 在地系土師器 坪 在地 7.8 4.3 1.7 Ｂ ＳＫＯ２０ 内而にロクロ目

第３ 58図4９ 在地系土師器 坪 在地 7.5 4.8 2.4 Ｂ SKO20 内面にロクロ目

第３ 58図5０ 京部系土師器 皿 在地 8.8 2.2 Ｂ ＳＫＯ２０

第３ 58図5１ 京都系土師器 皿 在地 10.9 Ｂ ＳＫＯ２０

第3-58図5２ 京都系土師器 皿 在地 １１ ４ Ｂ ＳＫＯ２０

第３ 58図5３ 京部系土師器 皿 在地 1２ ２ Ｂ ＳＫＯ２０

第３ 58図5４ 京都系土師器 皿 在地 1３ ５ Ｂ ＳＫＯ２０

第３ 58図5５ 京都系土師器 皿 在地 1２ ２ 2.‘Ｉ Ｂ SKO20

第３ 58図5６ 京都系土師器 皿 在地 1２ ６ 2.7 Ｂ SKO20

第３ 58図5７ 京都系土師器 皿 在地 1２ ５ 2.8 Ｂ SKO20

第３ 58図5８ 京都系土師器 皿 在地 1２ ４１ 2.5 Ｂ SKO20

第３ 58図5９ 京都系土師器 皿 在地 １２ ６ 2.7 Ｂ SKO20

第３ 58図6０ 京都系土師器 皿 在地 1２ ８ Ｂ SKO20

第３ 58図6１ 京都系土師器 坪 在地 １０ ２ 3.3 Ｂ SKO20

第3-58図6２ 京都系土師器 坪 在地 1０ ８ 3.0 Ｂ SKO20

第３ 58図6３ 京都系土師器 坪 在地 1２ ３ 3.0 Ｂ SKO20

第３ 58図6４ 京都系土師器 坪 在地 11.8 3.4 Ｂ SKO20

第３ 58図6５ 京都系土師器 杯 在地 12.0 3.6 Ｂ SKO20

第３ 59図6７ 土師器 坪蓋 在地 1５ ９ Ｂ SKO20

第３ 59図6８ 土師器 坪 在地 1５ ３ Ｂ SKO20

第３ 59図6９ 土師器 坪 在地 1２ ９ 7.4 3.4 Ｂ SKO20

第３ 59図7０ 土師器 坪 在地 1４ ８ 9.3 3.5 Ｂ SKO20

第３ 59図7１ 土師器 坪 在地 Ⅲ ７ 6.5 3.7 Ｂ SKO20

第３ 59図7２ 土師器 坪 在地 7．４１ Ｂ SKO20

第３ 59図7３ 土師器 坪 在地 8.0 Ｂ SKO20

第３ 59図7４ 土師器 坪 在地 8.0 Ｂ SKO20

第３ 59図7５ 土師器 坪 在地 8.7 Ｂ SKO20

第３ 59図7６ 土師器 盤 在地 1.8 Ｂ SKO20

第３ 59図7７ 土師器 盤 在地 14.6 7.9 1.3 Ｂ SKO20

第３ 59図7８ 土師器 喪 在地 Ｂ SKO20

第３ 59図7９ 土師器 喪 在地 15.4 Ｂ SKO20

第３ 59図8０ 土師器 翌 在地 1５ Ｂ SKO20

第３ 59図8１ 土師器 喪 在地 Ｂ SKO20

第３ 59図8２ 土師器 弧 在地 2３ ９ Ｂ SKO20

第３ 59図8３ 土師器 喪 在地 2０ ６ Ｂ SKO20

第３ 62図１ 陶器 天目 瀬戸美濃 Ｂ SKO22

第３ 62図２ 土師質土器 土鍋 在地 Ｂ SKO22

第３ 62図３ 土師質土器 土鍋 在地 Ｂ SKO22

第３ 62図‘１ 瓦質土器 鉢 国内 35.2 Ｂ SKO22

第３ 65図２ 在地系土師器 皿 在地 8.0 7.2 1.41 Ｂ SKO23

第３ 65図３ 在地系土師器 皿 在地 7.8 6.5 1.2 Ｂ SＫＯ２

第３ 65図４ 在地系土師器 皿 在地 8.6 7.0 1.3 Ｂ SＫＯ２

第３ 65図５ 在地系土師器 皿 在地 8.8 7.7 1.1 Ｂ ＳＫＯ２
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3６１

挿図Ｎｏ． 器 秘 生産地
法、
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(単位

底径
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器高
遺構名 備考

図版
Ｎｏ．

第3-65図６ 在地系土師器 皿 在地 8.8 6.8 １．１ B-SKO23

第3-65図７ 在地系土師器 坪 在地 12.8 ９０ 3.1 B-SKO24

第3-65図８ 青磁 碗 龍泉窯
一

;） ６ Ｂ SKO24

第3-65図９ 在地系土師器 皿 在地 8.2 ７０ 1.0 Ｂ SＫ

第3-65図10 在地系土師器 皿 在地 8.9 ７６ 1.6 Ｂ SKO24

第3-65図1１ 在地系土師器 坪 在地 ９５ Ｂ SKO2‘１

第3-65図1２ 土師質土器 碗 吉備系 ４６ Ｂ SKO241

第3-68図Ｉ 土師器 坪 ｲ１ 地 13.8 ７９ 3.4 Ｂ SＫＯｌ７

第3.68図２ 土師器 喪 曲地 2３ 』 15.5 Ｂ SKOl7 埋納土器

第3-70図１ 在地系土師器 Ⅲ１ 卿地 ７
ｰ

;》 6.7 1.3 Ｂ SKOl8 1５

第3-70図２ 在地系土師器 Ⅲ 、地 ９ ７２ 1.2 Ｂ ＳＫＯ４８ 1５

第3-70図３ 在地系土師器 皿 力地 ８
＝

;） ７０ 1.1 Ｂ ＳＫＯｌ８ １５

第3-70図４ 在地系土師器 皿 間地 ９０ ７２ 1.1 Ｂ ＳＫＯｌ８ 1５

第3-70図５ 在地系土師器 Ⅲ 油地 ８３ ６３ 1.3 Ｂ ＳＫＯ４Ｉ８ 1５

第3-70図６ 在地系土師器 皿 在地 ８４ ７３ 1.2 Ｂ ＳＫＯ１８ 1５

第3-70図７ 在地系土師器 皿 在地 8.3 ６６ 1.2 Ｂ ＳＫＯ４８ 1５

第3-70図８ 在地系土師器 皿 在地 8.8 ６ 1.8 Ｂ ＳＫＯ４１８ 1５

第3-70図９ 在地系土師器 坪 在地 12.1 ９５ 2.6 Ｂ ＳＫＯｌ８ 1５

第3-70図10 右地系土師器 坪 在地 1２ ２ 8.1 2.9 Ｂ ＳＫＯｌ８ 1５

第3-70図1１ 間地系土師器 脚 在地 1３ ０ 9.8 3.0 Ｂ ＳＫＯ１８ 1５

第3-70図Ｉ 間地系土師器 脚 在地 １３ ２ 10.2 2.9 Ｂ ＳＫＯｌ８ 1５

第3-70図Ｉ 油地系土師器 脚 在地 １２ ４ ９ 3.2 Ｂ ＳＫＯ４８ 1５

第3-70図１ ｒｌ 地系土師器 脚 在地 1２ ７ 9.1 2.8 Ｂ ＳＫＯｌ８ 1５

第3-70図Ｉ 在地系土師器 河 在地 1２ ６ 8.3 3.0 Ｂ ＳＫＯｌ８ 1５

第3-70図１６ 在地系土師器 坪 在地 12.3 9.0 リリ Ｂ ＳＫＯ４８ 1５

第3-70図1７ 在地系土師器 周 在地 12.6 ９６ 2.7 Ｂ ＳＫＯ‘1８ 1５

第3-72図1９ 在地系土師器 脚 在地 1２ ９ ７３ 3.1 Ｂ ＳＫＯｌ８

第3-72図2０ 在地系土師器 周 在地 １２ ７４ 3.3 Ｂ ＳＫＯ１８

第3-72図2１ 在地系土師器 均 在地 1２ ４ ８４ 2.7 Ｂ ＳＫＯ１８

第3-72図2２ 在地系土師器 月 在地 1２ ６ 8.8 3.0 Ｂ ＳＫＯｌ８

第3-72図2３ 在地系土師器 杯 在地 1２ ７ 9.0 2.9 Ｂ ＳＫＯ１８

第3-72図2４ 土師質土器 土鍋 在地 Ｂ ＳＫＯ４８

第3-72図2５ 土師器 坪 在地 7.8 Ｂ ＳＫＯ１８ 古代
第3-72図2６ 瓦質土器 国内 Ｂ ＳＫＯ４８ 器種不明
第3-73図１ 須恵質土器 鉢 東播系 B-SKO57

第3-73図２ 須恵質土器 鉢 束捕系 Ｂ ＳＫＯ５７

第3-75図Ｉ 京都系土師器 皿 在地 7.6 2.3 Ｂ ＳＫＯ６０

第3-75図２ 土師器 碗 在地 Ｂ ＳＫＯ６０ 古代
第3-78図１ 在地系土師器 坪 在地 ８ 9.2 2.6 Ｂ ＳＫＯ６

第3-78図２ 在地系土師器 坪 在地 1２ ４ 8.6 リ８ Ｂ ＳＫＯ６

第3-78図３ 在地系土師器 坪 在地 1３ 0 9.5
リ
】 ９ Ｂ ＳＫＯ６

第3-80図１ 在地系土師器 皿 在地 ７６ 6.8 リ
ー Ｂ ＳＫＯ６６

第3-80図２ 在地系土師器 皿 在地 ７８ 6.8 ４ Ｂ ＳＫＯ６６

第3-80図３ 土師器 坪蓋 在地 1１ ６ Ｂ ＳＫＯ６６

第3-80図４ 土師器 j不蓋 在地 1７ ８ Ｂ ＳＫＯ６６

第3.80図５ 土師器 喪 在地 2‘Ｉ ８ Ｂ ＳＫＯ６６

第3-81図１ 白磁 碗 中同 昂.８ Ｂ ＳＫＯ９６

第3-81図２ 陶器 皿 瀬戸美漉 10.0 Ｂ ＳＫＯ９６ 折縁ソギ皿
第3-81図３ 陶器 皿 瀬戸美濃 10.6 6.0 2.2 Ｂ ＳＫＯ９６

第3-81図４ 陶器 皿 瀬戸美濃 8.0 ‘1.0 2.0 Ｂ ＳＫＯ９６

第3-81図６ 青磁 碗 龍泉窯 5.0 Ｂ ＳＫＯ９６

第3-81図８ 陶器 小坪 傭１１ 3.8 2.4 Ｂ ＳＫＯ９６

第3-81図９ 陶器 播鉢 備Iｉ 26.0 Ｂ ＳＫＯ９６

第3.81図10 陶器 描鉢 備Iｉ 11.2 Ｂ ＳＫＯ９６

第3-81図1１ 陶器 儒鉢 備Iｉ Ｂ ＳＫＯ９６

第3-81図1２ 在地系土師器 皿 在地 8.0 7.0 １．２ Ｂ ＳＫＯ９６

第3-81図1３ 在地系土師器 坪 在地 1２ ０ 7.6 3.3 Ｂ ＳＫＯ９６

第3-81図1４ 瓦質土器 鉢 国内 3３ ４ Ｂ ＳＫＯ９６

第3-81図1５ 瓦質土器 鉢 国内 3１ ８ Ｂ SKO96

第3-81図1６ 京都系土師器 皿 在地 1２ 0 2.5 Ｂ SKO96

第3-81図1７ 土師器 甑 在地 Ｂ ＳＫＯ９６

第3-81図1８ 土師器 喪 在地 1８．４ Ｂ ＳＫＯ９６

第3-83図Ｉ 陶器 徳利 備前 6.4 Ｂ ＳＫＯ９７ ｢太」銘 1３

第3-83図２ 陶器 大喪 備前 Ｂ ＳＫＯ９７ ｢ひねり土」の銘 1３

第3-83図３ 陶器 小壷 備前 ､１．０ Ｂ SKO97 ｢|太」銘 1３

第3-83図４ 陶器 描鉢 備前 31.2 16.2 12.1 Ｂ ＳＫＯ９７

第3-83図５ 在地系土師器 坪 在地 8.8 Ｂ ＳＫＯ９７

第3-83図６ 京部系土師器 皿 在地 Ｂ ＳＫＯ９７

第3-83図７ 京都系土師器 皿 在地 8.8 2.2 Ｂ ＳＫＯ９７

第3-83図８ 瓦質土器 鉢 国内 Ｂ SKO97

第3-85図１ 在地系土師器 坪 在地 12.6 8.4 3.3 Ｂ SKO98

第3-85図２ 在地系土師器 坪 在地 1２．２ ８８ ２７ Ｂ ＳＫＯ９８

第3-85図３ 在地系土師器 坪 在地 1３．１ ９３ ３
Ｐ

;） Ｂ ＳＫＯ９８

第3.85図４ 在地系土師器 坪 在地 13.0 ９.’ ３リ Ｂ SKO98

第3-88図Ｉ 在地系土師器 皿 在地 8.2 ７０
リ
】 Ｂ SＫｌＯ７
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第３ 88図２ 在地系土師器 坪 在地 12.0 9.0 2.9 Ｂ ＳＫｌＯ７

第３ 90図！ 瓦質土器 橘鉢 防長系 28.8 Ｂ SKll3

第３ 91図Ｉ 在地系土師器 坪 在地 11.9 8.7 3.0 Ｂ ＳＫｌ２２

第３ 91図２ 在地系土師器 坪 在地 12.2 ９６ 2.8 Ｂ SＫｌ２２

第３ 94図Ｉ 陶器 皿 瀬戸美溌 10０ ６０ 2.1 Ｂ SKl24

第３ 94図２ 青花 皿 源州窯 10０ ５０ 2.8 Ｂ SKl24

第３ 94図３ 青磁 皿 景徳鎮窯 １１ ２ ６４ 2.7 Ｂ SKl24

第３ 94図４ 京都系土師器 皿 在地 1１ ４ Ｂ SKl24

第３ 94図５ 京都系土師器 皿 在地 1２ ０ 1.9 Ｂ SKl24

第３ 94図６ 土師質土器 土鍋 在地 Ｂ ＳＫｌ２４

第３ 96図１ 青磁 碗 龍泉窯 15.8 Ｂ SＫｌ２６

第３ 96図２ 白磁 皿 中国 9.9 41.9 2.2 Ｂ SＫｌ２６

第３ 96図３ 在地系土師器 坪 在地 ０ ９３ 2.9 Ｂ SＫｌ２６

第３ 96図４ 在地系土師器 坪 在地 12.9 ７０ 4.4 Ｂ ＳＫｌ２６

第３ 96図５ 在地系土師器 杯 在地 12.9 ６５ 3.8 Ｂ ＳＫｌ２６

第３ 96図６ 土師彊:土器 碗 吉備系 ５０ Ｂ ＳＫｌ２６

第３ 96図７ 土師慢土器 碗 吉備系 ５０ Ｂ ＳＫｌ２６

第３ 96図８ 瓦質土器 鉢 国内 28.4 Ｂ SＫｌ２６

第３ 96図９ 瓦質土器 鉢 国内 Ｂ ＳＫｌ２６

第３ 96図１０ 土師質土器 土鍋 在地 Ｂ SＫｌ２６

第３ 97図１ 須恵器 坪 在地 7.8 Ｂ ＳＫｌ２８

第３ 97図２ 須恵器 坪 在地 7.6 Ｂ SＫｌ２８

第３ 100図１ 土師質土器 土鍋 在地 Ｂ SＫｌ３１

第３ 100図２ 土師質土器 ｉ 吉愉系 4.4 Ｂ SＫｌ３１

第３ 100図３ 陶器 (！ 常滑 Ｂ ＳＫｌ３１

第３ 102図１ 在地系土師器 ｆ不 在地 13.2 7.0 3.9 Ｂ SKl32

第３ 102図２ 在地系土師器 ｆ不 在地 12.0 8.7 3.1 Ｂ ＳＫｌ３２

第３ 106図Ｉ 陶器 喪 常滑 30.3 Ｂ ＳＫＭ６ 1３

第３ 106図２ 青花 碗 州窯 5.0 Ｂ ＳＫｌ４１６

第３ 106図３ 須恵器 長頚壷 在地 10６ Ｂ ＳＫｌ４６

第３ 108図１ 在地系土師器 皿 在地 7.8 ５０ 1.6 Ｂ ＳＫｌ４７

第３ 108図２ 在地系土師器 坪 在地 12.3 ８０ 3.7 Ｂ ＳＫｌ４１７

第３ 108図３ 在地系土師器 坪 在地 １２ ５ ８４ 3.5 Ｂ ＳＫｌ４７

第３ 108図４ 在地系土師器 坪 在地 1２ ４ Ｂ ＳＫｌ４７

第３ 110図Ｉ 在地系土師器 皿 在地 ８６ 6.8 1.2 Ｂ ＳＫＩ5３

第３ 113図Ｉ 在地系土師器 坪 在地 1２ ２ 9.1 2.7 Ｂ ＳＫｌ５７

第３ 113図２ 京都系土師器 皿 在地 ５６ 1.4 Ｂ ＳＫＩ5７

第３ 115図１ 陶器 皿 瀬戸美溌 ３ 3.0 0.6 Ｂ ＳＫｌ６１

第３ 115図２ 土師質土器 土鍋 在地 Ｂ ＳＫ１６１

第３ 115図３ 瓦質土器 橘鉢 防長系 10.2 Ｂ ＳＫｌ６１

第３ 118図１ 陶器 喪 常滑 Ｂ ＳＫｌ７０

第３ 118図２ 瓦質土器 鉢 国内 4Ｍ Ｂ ＳＫｌ７０

第３ 120図１ 在地系土師器 皿 在地 8.2 7.0 1.3 Ｂ ＳＫｌ７７

第３ 120図２ 瓦質土器 鉢 国内 28.0 Ｂ ＳＫｌ７７

第３ 120図３ 瓦質土器 鉢 国内 Ｂ SＫｌ７７

第３ 123図１ 須恵質土器 鉢 束播系 28.3 Ｂ SKl79

第３ 125図１ 在地系土師器 坪 在地 12.0 6.0 3.6 Ｂ SKl84 １５

第３ 125図２ 在地系土師器 坪 在地 12.41 8.9 3.1 Ｂ SKl84

第３ 125図３ 在地系土師器 坪 在地 12.4 8.4 3.1 Ｂ SKl84

第３ 125図４ 在地系土師器 坪 在地 12.2 8.4 2.9 Ｂ SＫｌ８１

第３ 125図５ 在地系土師器 坪 在地 12.9 8.7 3.2 Ｂ SKl84

第３ 125図６ 在地系土師器 杯 在地 12.4 9.4 2.9 Ｂ SKl84

第３ 127図Ｉ 須恵質土器 鉢 束播系 26.41 Ｂ SKl87

第３ 127図２ 須恵質土器 鉢 東播系 27.4 9.8 10.3 Ｂ SKl87 ｌ１

第３ 128図Ｉ 京郁系土師器 皿 在地 13.8 7.0 Ｂ SKOl2

第３ 128図３ 瓦質土器 壷 国内 Ｂ SKO92

第３ 128図４ 青磁 皿 龍泉窯 Ｂ SKO90

第３ 128図５ 在地系土師器 坪 在地 11.6 6.8 2.3 Ｂ SKO90

第３ 128図６ 在地系土師器 坪 在地 12.5 9.2 3.4 Ｂ SKO90

第３ 128図７ 京都系土師器 皿 在地 8.41 2.2 Ｂ SKO90

第３ 128図８ 京都系土師器 皿 在地 11.2 2.4 Ｂ SKO90

第３ 128図９ 須恵質土器 鉢 束播系 Ｂ SKO90

第３ 128図1０ 須恵器 坪蓋 在地 15.4 Ｂ SKO90

第３ 128図1１ 在地系土師器 坪 在地 12.1 8.4 2.7 Ｂ SＫｌＯ８

第３ 128図1２ 在地系土師器 坪 在地 12.3 9.0 3.1 Ｂ SＫｌＯ８

第３ 128図1３ 土師質土器 碗 吉備系 10.2 Ｂ SＫｌＯ８

第３ 128図川 褐軸陶器 小壷 中国 Ｂ SKl23

第３ 128図1５ 土師質土器 碗 吉備系 4.5 Ｂ SＫｌ２３

第３ 128図1７ 土師器 皿 在地 Ｂ SKl48 古代

第３ 128図1８ 京都系土師器 皿 在地 Ｂ SＫＭ８

第3-128図1９ 須恵質土器 鉢 束播系 ､６ Ｂ SＫＭ８

第3-128図2０ 須恵器 坪蓋 在地 1３ ４ Ｂ SＫＭ８ 古代

第 1-128図2１ 在地系土師器 皿 在地 ８０ 5.6 1.5 Ｂ SKl29

第 )-128図2２ 在地系土師器 坪 在地 1２ ４ 9.4 3.0 Ｂ SＫｌ２９

第 )-128図2３ 在地系士師器 坪 在地 1３ ４ 11.1 3.3 Ｂ SＫｌ２

３６２



遺物観察表2７

府内町跡20次調査Ｂ区出土遺物観察表（土器・陶磁器類）⑪

遺物観察表(第20次調査Ｂ区）

三
三
一

3６３

挿図No. 器 煎 産地
法品

口径

(単位

底径

狐）

器高
遺構名 考術

図版
Ｎｏ．

第3-128図2４ 須恵器 坪 在地 2.5 9.4 41.0 Ｂ SKl29

第3-129図１ 陶器 捕鉢 備前 Ｂ SＫｌ５６

第3-129図２ 陶器 捕鉢 備前 Ｂ SＫｌ５６

第3-129図３ 須恵質土器 喪 心山系 Ｂ SＫｌ５６

第3-129図４ 在地系土師器 皿 在地 7.1 5.8 1.1 Ｂ SＫｌ５６

第3-129図５ 在地系土師器 1m 在地 8.3 6.9 1.2 Ｂ SＫｌ５６

第3-129図６ 在地系土師器 坪 在地 8.1 6.1 2.4 Ｂ SＫｌ５６

第3-129図７ 土師器 甑 在地 Ｂ SＫｌ５６ 古代
第3-129図８ 土師質土器 土鍋 在地 Ｂ SＫｌ５６

第3-129図９ 土師質土器 土鍋 在地 Ｂ SＫｌ５６

第3-129図1０ 土師質土器 土鍋 在地 Ｂ SKl56

第3-129図1２ 京都系土師器 坪 在地 i2.6 3.5 Ｂ SKl88

第3-129図1３ 土師質土器 喪 在地 25.0 Ｂ SKl88

第3-129図1４ 瓦質土器 鉢 国内 30.4 Ｂ SＫｌ８８

第3-129図1５ 瓦質土器 鉢 国内 31.8 22.8 5.8 Ｂ SＫｌ８８

第3-131図１ 青磁 碗 龍泉窯 41.0 Ｂ ＳＥＯＯ６

第3-131図２ 京都系土師器 皿 征地 1１．７ 1.9 Ｂ ＳＥＯＯ６

第3-131図３ 京都系土師器 坪 在地 1１．３ 3.5 Ｂ ＳＥＯＯ６

第3-131図４ 陶器
－０宝

備前 Ｂ ＳＥＯＯ６

第3-131図５ 瓦質土器 鉢 国内 Ｂ ＳＥＯＯ６ 菊花文スタンプ
第3-131図９ 瓦質土器 鉢 国内 33.3 20.2 ９ Ｂ ＳＥＯＯ６ 1４

第3-131図1１ 土師：
⑭
浄
丁 坪 在地 ７９ Ｂ ＳＥＯＯ６

第3-134図１ 在地系土師器 Ⅲ 在地 7.0
Ｐ
制 ６ 0.9 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-134図２ 在地系土師器 Ⅲ１ 征地 ８０ ６６ Ｂ ＳＥＯＯ

第3-134図３ 在地系土 師器 lⅢ 在地 ８ツ
ー ７リ

ー Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-13‘l図‘Ｉ 在地系土師器 1m 在地 ８６ ６８ Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-134図５ 在地系土姉器 肌 在地 ７５ ６０ ６ Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-1紗1図６ 在地系土師器 IⅢ 在地 ７６ ６ Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-134図７ 在地系土師器 坪 在地 1１ ０ ６６ ２９ Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-134図８ 在地系土師器 坪 征地 1１ ０ ８６ ツ
ー ８ Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-134図９ 在地系土師器 坪 在地 1２ ２ ９０ ２0 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-134図10 在地系土姉器 坪 在地 ６‘１ Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-134図1１ 在地系土師器 坪 任地 1１．６ ７６ 3.2 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-13‘1図1２ 在地系土師器 坪 在地 1２ ０ ９０ ２７ Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-134図１３ 在地系土師器 坪 在地 1１ ２ ９２ ２
一
冊 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-134図Ｉ！ 在地系土師器 坪 在地 1２ .！ ９０ ３ Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-134図1５ 在地系土 涌器 坪 在地 1１ ８ ７８ ３５ Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-131図1６ 在地系土師器 坪 征地 1２ ６ ８ ３
一
節 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-134図1７ 任地系土師器 坪 在地 1２ ６ ７リ
ー ４ Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-134図1８ 在地系土師器 坪 在地 1３ ツ
ー ９６ ３‘Ｉ Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-134図1９ 在地系土師器 坪 任地 1３ ２ ９８ ３
』
初 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-134図2０ 土師質土器 燭台 任地 ９３ Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-134図2１ 土師質土器 碗 吉備系 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-134図2２ 土師質土器 碗
計
に 備系 10.2 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-131図 2３ 土師質土器 碗
過
に 備系 4.2 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-13‘1図 山Ｉ 土師質土器 碗
訓
に 備升 4.8 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-134図 ５ 土師質土器 碗
孟
に 備升 ４１．５ Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-135図 2６ 陶器
－９牙

薗Bｉ
＝ｆ
に 備計 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-135図2７ 陶器
宝g1r

ijHf
劃
に 備升 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-13i図2８ 陶器 捕鉢
孟
仁 傭系 32.0 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-13i図2９ 須恵質土器 喪 東播系 18.7 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-13i図3０ 須恵質土器 弧 束播系 26.9 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-13i図3１ 須恵質土器 鉢 束播系 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-13i図3２ 須恵質土器 鉢 束播系 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-13i図3３ 須恵質土器 鉢 東播系 32.1 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3．１３ i図 )４ 須恵質土器 鉢 東播系 10.0 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-13i図 １５ 土師質土器 土鍋 油地 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-13i図 １６ 土師質土器 土鍋 rＩ 地 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-13i図 )７ 土師質土器 土鍋 油地 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-13i図 )８ 土師質土器 土鍋 (’ 地 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-13i図 土師質土器 土鍋 油地 ３１．１ 13.6 Ｂ ＳＥＯＯ９ 1４

第3-136図4０ 土師質土器 土鍋 油地 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-136図4１ 土師質土器 土鍋 在地 26.7 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-136図4２ 土師質土器 土鍋 在地 28.2 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-136図4３ 土師質土器 土鍋 在地 24.6 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-136図4１ 瓦質土器 鉢 岡内 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-136図4８ 土師器 皿 在地 14.0 7.8 2.5 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-136図4９ 土師器 皿 油地 1３ ０ Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-136図5０ 土師器 皿 rＩ 地 1３ ０ Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-136図5１ 土師器 鉢 油地 2３ ６ Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-136図5２ 弥生十器 喪 油地 3２ ７ Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-136図5３ 弥生土器 壷 ｲＩ 地 Ｂ ＳＥＯＯ９

第3-138図Ｉ 陶器 播鉢 備前 .３ 1３．３ 9.1 Ｂ ＳＥＯｌＯ 1３

第3-138図２ 在地系土師器 皿 在地 8.0 7.7 1.2 Ｂ ＳＥＯｌＯ

第3-138図３ 存敗系十師袈 坪 在地 11.2 8.4 3.0 Ｂ－ＳＥＯＩＯ
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第3-138図４ 在地系土師器 坪 在地 12.0 8.4 3.0 Ｂ ＳＥＯｌＯ

第3-138図５ 在地系土師器 坪 在地 1２ 8.2 3.3 Ｂ ＳＥＯｌＯ

第3-138図６ 在地系土師器 坪 在地 1２ ５ 8.9 2.8 Ｂ ＳＥＯｌＯ

第3-138図７ 京都系土師器 皿 在地 1４ ０ 2.8 Ｂ ＳＥＯｌＯ

第3-138図８ 土師質土器 碗 吉備系 ９７ Ｂ ＳＥＯｌＯ

第3-138図９ 土師質土器 碗 吉備系 1１ ３ Ｂ ＳＥＯｌＯ

第3-138図10 土師質土器 土鍋 在地 Ｂ ＳＥＯｌＯ

第3-138図1１ 土師質土器 土鍋 在地 Ｂ ＳＥＯｌＯ

第3-138図1４ 瓦質土器 鉢 国内 31.8 Ｂ ＳＥＯｌＯ

第3-138図1５ 土師器 坪蓋 在地 17.2 Ｂ ＳＥＯｌＯ

第3-138図1６ 土師器 坪蓋 在地 14.2 Ｂ ＳＥＯｌＯ

第3-138図1７ 土師器 坪 在地 13.6 Ｂ ＳＥＯｌＯ

第3-138図1８ 土師器 高坪 在地 Ｂ ＳＥＯｌＯ

第3-138図1９ 須恵器 坪 在地 10.0 Ｂ ＳＥＯｌＯ

第3-141図Ｉ 在地系土師器 皿 在地 8.6 ７０ 1.5 Ｂ ＳＥＯｌ７

第3-111図２ 在地系土師器 坪 在地 ９８ ７‘Ｉ
リ
】 ０ Ｂ ＳＥＯｌ７

第3-141図３ 在地系土師器 坪 在地 1２ ５ 10２ ２９ Ｂ ＳＥＯｌ７

第3-141図４ 在地系土師器 坪 在地 1２ ３ ７４ ３６ Ｂ ＳＥＯｌ７

第3-141図５ 在地系土師器 坪 在地 1２ ２ ９０ ２７ Ｂ－ＳＥＯｌ７

第3-141図６ 土師質土器 碗 吉備系 10８ ３４ 4１ ２ Ｂ ＳＥＯｌ７ 1４

第3-141図７ 土師質土器 碗 吉備系 Ｂ ＳＥＯｌ７

第3-141図８ 土師質土器 皿 Ｂ ＳＥＯｌ７ 白色系

第3-141図９ 土師質土器 財渦 在地 4.3 Ｂ ＳＥＯｌ７

第3-141図10 瓦質土器 碗 在地 4.3 Ｂ ＳＥＯｌ７

第3-141図1１ 須恵質土器 鉢 東播系 Ｂ ＳＥＯｌ７

第3-141図1２ 須恵質土器 鉢 東播系 Ｂ－ＳＥＯｌ７

第3-141図1３ 須恵質土器 鉢 束播系 32.7 Ｂ ＳＥＯｌ７

第3-141図1４ 須恵質土器 鉢 東播系 32.6 Ｂ ＳＥＯｌ７

第3-1‘11図1５ 須恵質土器 喪 心山系 3４１．２ Ｂ ＳＥＯＩ７

第3-141図1６ 須恵器 長頚壷 在地 Ｂ ＳＥＯｌ７

第3-141図1７ 土師器 碗 在地 Ｂ ＳＥＯｌ７

第3-Ｍl図1８ 土師器 高坪 在地 Ｂ ＳＥＯｌ７

第3-142図１ 陶器 壷 備前 Ｂ SＥＯ５６

第3-142図２ 在地系土師器 皿 在地 8.6 7.1 1.1 Ｂ ＳＥＯ j６

第3-Ｍ２図３ 在地系土師器 皿 在地 8.4 6.5 1.3 Ｂ ＳＥＯ i６

第3-142図４ 在地系土師器 皿 在地 7.5 6.2 1.2 Ｂ ＳＥ0i６

第3-142図５ 土師質土器 碗 吉備系 41.0 Ｂ ＳＥＯ１６

第3-142図６ 瓦質土器 鉢 在地 Ｂ ＳＥＯi６

第3-142図７ 土師質土器 土鍋 在地 ３Ｍ Ｂ ＳＥＯi６

第3-156図Ｉ 征地系土師器 皿 在地 8.2 6.2 1.4 Ｂ ＳＰｌｌ３

第3-156図２ 在地系土師器 皿 在地 ８ 6.8 1.3 Ｂ ＳＰｌｌ３

第3-156図３ 在地系土師器 皿 在地 ８ 6.4 1.4 Ｂ ＳＰｌｌ３

第3-156図‘１ 在地系土師器 坪 在地 1１ ７ 8.3 ３０ Ｂ ＳＰｌｌ３

第3-158図１ 土師器 坪 在地 １５ 0 7.9 ５５ Ｂ ＳＰＯ3２

第3-158図２ 土師器 坪 在地 １３ ０ 7.2 ３８ Ｂ ＳＰＯ5１

第3-158図３ 在地系土師器 皿 在地 ２ Ｂ ＳＰＯ5２

第3-158図４ 在地系土師器 坪 在地 11.8 9.3 ２７ Ｂ ＳＰＯ5２

第3-158図５ 土師器 坪 在地 8.6 Ｂ ＳＰＯ5２

第3-158図６ 土師器 坪 在地 12.8 7.5 3.8 Ｂ ＳＰＯ5３

第3-158図７ 土師器 坪 在地 13.5 8.0 3.8 Ｂ ＳＰＯ5５

第3-158図８ 土師質土器 碗 吉備系 10.4 3.8 2.9 Ｂ ＳＰＯ5５

第3-158図９ 土師質土器 喪 在地 Ｂ ＳＰＯ5５

第3-158図10 土師器 坪 在地 Ｂ ＳＰＯ6２

第3-158図１１ 土師器 坪 在地 13.3 7.6 3.6 Ｂ ＳＰＯ6８

第3-158図1２ 土師器 杯 在地 13.6 Ｂ ＳＰＯ6８

第3-158図1３ 土師器 坪 在地 6.6 Ｂ ＳＰＯ8４

第3-158図１４ 京都系土師器 皿 在地 11.8 2.3 Ｂ ＳＰｌ８５

第3.159図２ 在地系土師器 坪 在地 8.5 2.8 Ｂ ＳＰＯ6５

第3-159図３ 在地系土師器 坪 在地 11.6 8.9 3.0 Ｂ ＳＰＯ7０

第3-159図５ 土師器 坪 在地 8.8 Ｂ ＳＰＯ7３

第3-159図６ 白磁 皿 中国 Ｂ ＳＰＯ8３

第3-159図７ 陶器 水屋喪 備前 Ｂ ＳＰＯ9１

第3-159図８ 土師：
刀
声
了 坪 在地 1５．２ 8.3 5.1 Ｂ ＳＰＯ9４

第3-159図９ 在地系土 師器 坪 在地 1２．０ 8.4 2.8 Ｂ ＳＰｌＯ２

第3-159図１０ 在地系土師器 皿 在地 8.3 6.6 1.2 Ｂ ＳＰＩＯ９

第3-159図1１ 在地系土 涌器 坪 在地 12.2 9.0 3.2 Ｂ ＳＰｌＯ９

第3-159図1２ 土師質」1器 碗 吉備系 Ｂ ＳＰｌｌＯ

第3-159図1３ 土師質」二器 碗 吉備系 4.4 Ｂ ＳＰｌｌＯ

第3-159図1４ 在地系土茄器 坪 在地 12.3 ８６ 3.2 Ｂ ＳＰｌ３０

第3-159図1６ 在地系土師器 坪 在地 12.6 ８３ 3.4 Ｂ ＳＰｌ３５

第3-159図1７ 在地系土茄器 坪 在地 13.2 ９５ 2.6 Ｂ ＳＰｌ３５

第3-159図1８ 在地系土師器 坪 在地 12.3 ９0 3.0 Ｂ ＳＰｌ３１

第3-159図1９ 陶器 橘鉢 備前 Ｂ ＳＰｌ３９

第3-159図2０ 在地系土師器 皿 在地 8.0 6.9 1.1 Ｂ ＳＰｌ４４

第3-159図2１ 土師器 坪 在地 6.8 Ｂ ＳＰｌ４９
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第3-159図2２ 土師質土器 碗 吉備系 10.4 Ｂ ＳＰｌ５１

第3-159図2３ 在地系土師器 皿 在地 8.3 7.2 1.0 Ｂ ＳＰｌ５１

第3-159図2４ 瓦質土器 鉢 国内 Ｂ ＳＰＩ５１

第3-159図2５ 在地系土師器 １m 任地 7.8 6.1 1.2 Ｂ ＳＰｌ５９

第3-159図2６ 在地系土師器 Ⅲ 在地 8.0 6.4 1.3 Ｂ ＳＰ１６５

第3-159図2７ 在地系土師器 坪 任地 １３．０ 9.‘１ 3.1 Ｂ ＳＰｌ８９

第3-161図１ 青花 碗 源州窯 ３ 4.8 5.0 Ｋ-47

第3-161図２ 青磁 碗 龍泉窯 Ｌ-４

第3-161図３ 青磁 碗 施泉窯 Ｌ-42

第3-16i図‘Ｉ 青磁 碗 瀧泉窯 5..1 Ｋ-46

第3-161図５ 白磁 小杯 中国 5.0 Ｌ-42

第3-161図６ 緑紬 碗 国内 5.4 Ｌ-‘1６ 古代

第3-161図７ 焼締陶器 四耳壷 タイ Ｋ-46

第3-161図８ 焼締陶器 四耳壷 タイ Ｋ-46

第3-161図９ 焼締陶器 四耳壷 タイ Ｋ-46

第3-161図1０ 焼締陶器 四耳壷 タイ Ｋ-46

第3-161図1１ 陶器 天目 瀬戸美濃 1１．６ 包含府

第3-161図1２ 陶器 皿 瀬戸美濃 10.5 5.9 2.5 Ｌ-42

第3-161図1３ 陶器 梅瓶 瀬戸美濃 Ｋ-4‘Ｉ

第3-161図1４ 淘器
一Ｑ”

fRHf 備前 包含層
第3-161図1５ 陶器 鉢 備向 Ｋ-43

第3-161図1６ 淘器 小壷 備向 6.6 Ｋ-46

第3-161図1７ 淘器 鉢 術向 1３．４ 包含届

第3-161図1８ 陶器 急須 傭向 Ｋ-43

第3-161図1９ 陶器 徳利 備向 6.2 Ｋ-46

第3-161図2０ 陶器 徳利 備iｉ 9.0 Ｋ-43

第3-161図2１ 陶器 徳利 傭iｉ 10.2 包含府

第3-161図2２ 陶器 IIIl 傭iｉ Ｋ-46

第3-161図2３ 陶器 皿 鮒向 Ｋ-46

第３･'62図2４ 陶器
一心"

且I《 術iｉ 39.1 Ｌ-47

第3-162図2５ 陶器 嬬鉢 備向 31.6 Ｌ-46

第3-162図 1６ 陶器 撤鉢 傭向 リ 1３．２ 12.‘１ 包含届

第3-162図 1７ 淘器 橘鉢 備Iｉ Ｌ-46

第3-162図 淘器 橘鉢 傭向 Ｋ-42

第3-16』図 1９ 陶器 播鉢 傭向 Ｌ-46

第3-16l図 )0 陶器 儒鉢 傭向 包含屑
第３雲1６ 』図3１ 陶器 播鉢 備前 35.8 S-63上面

第3-162図3２ 在地系土師器 皿 （’ 地 ８
リ
】 6.6 1.3 Ｋ-45

第3.162図3３ 在地系土師器 皿 右地 ８６ ７0 1.1 Ｋ-43

第3-162図3４ 在地系土師器 皿 １２１ 地 ７‘１
《
３ ４ 1.0 包含府

第3-162図 ｝５ 在地系土師器 Ⅲ ｲＩ 地 ７､！ ６６ 1.1 Ｋ-４

第3-162図 １６ 在地系土師器 皿 櫛地 ７８ ６ 1.2 Ｋ-42

第3-162図3７ 在地系土師器 皿 ｒｌ 地 ８リ
ー ７０ 1.1 Ｋ-42

第3-162図3８ 在地系土師器 皿 在地 7.8 ６０ 0.8 Ｋ－さ

第3-162図3９ 在地系土師器 皿 在地 7.5 ０３ 1.2 包含屑
第3.162図 1０ 在地系土師器 皿 在地 7.6 ６０ 1.5 包含屑
第3-162図 Ⅱ 在地系土師器 １１１ 在地 7.2 ６０ 1.0 Ｋ 4５

第3-16}図 1２ 在地系土師器 脚 在地 7.8 ６０ 2.0 Ｌ １２

第3-16Ｉ図 1３ 在地系土師器 脚 在地 11.0 ７２ 3.0 Ｋ 4３

第3-16)図4４ 在地系土師器 釘 在地 １０ ８ ６４ 2.8

第3-16)図415 在地系土師器 卿 在地 1０ ０ ７０ 2.8 Ｋ ‘1３

第3－１６ １図4６ 在地系土師器 河 在地 １２ ０ Ｋ ‘1３

第3-161図4７ 在地系土師器 周 在地 1２ ０ 8.0 2.3 Ｋ 4４

第3-16１図‘1８ 在地系土師器 釘 在地 1２ ２ 9.0 Ｌ‐ '７

第3－１６ Ｉ図4９ 櫛地系土師器 脚 在地 1２ ０ 9.0 リ初 Ｋ－４Ｉ６

第3-16I図5０ 油地系土師器 厨 在地 1０ Ｉ 7.8 3.2 Ｋ-43

第3-16}図5１ 右地系土師器 坪 在地 1２ ３ 8.41 :１．３ Ｋ-４１５

第3-163図5２ 在地系土師器 坪 在地 10８ ７８ 2.1 Ｋ-42

第3-16)図5３ ｒ地系土師器 坪 在地 1１ ７ ８ツ
ー 3,7 L-‘

第3-16I図5４ ｒ地系土師器 坪 在地 1２ ８ ９６ 2.9 包含同
第3-16I図5５ 花地系土師器 杯 在地 1２ ４１ ８５ 3.7 L-43

第3-16)図5６ ｛地系土師器 坪 在地 ７６ L-44

第3-16｝図5７ 上師質土器 碗 吉備系 11.2 ‘１ ４ 3.2 Ｋ-43

第3-16I図5８ 土師質土器 碗 吉備系 ４５ Ｋ-414

第3-16I図5９ 京都系土 IjIi器 皿 在地 8.1 2.1 包含層
第3-16}図6０ 京郁系土 肺器 皿 油地 8.6 2.1 Ｋ・ 1６

第3-16I図6１ 京郁系土茄器 皿 内地 9.0 2.2 Ｋ 4２

第3-16)図６ 京部系土 IjIi器 皿 向地 9.2 Ｋ 4４

第3-16}図６ 京郁系土 Wii器 皿 油地 Ｋ ‘１３

第3-163図６ 京都系土茄器 杯 rＩ 地 3.0 Ｋ‐ 1６

第3-163図６ 京部系土 師器 皿 在地 12.8 2.3 Ｋ・ 1６

第3-163図6６ 京都系土 禰器 皿 在地 10６ 2.0 Ｋ １３

第3-163図6７ 京都系土 踊器 皿 在地 1１ リ
ー 包含層

第3-163図6８ 京都系土 器 皿 在地 1２ リ Ｋ－ｌ２

第3-163図6９ 京祁系士 師器 皿 在地 1２ ０ リツ K-4I4



陶調査Ｂ区出土遺物観察

3６６

挿図Ｎｏ． 器種 産地
法侃

口径

位

底径

〕､）

器商
遺柵名 備考

図版
Ｎｏ．

第３ 163図7０ 京都系土師器 皿 在地 1Ｍ 2.5 Ｋ-46

第３ 163図7１ 京都系土師器 皿 在地 1２ ４１ 包含層
第３ 163図7２ 京都系土師器 皿 在地 1２ ０ 包含層
第３ 163図7３ 京都系土師器 皿 在地 1２ 0 2.5 Ｋ-42

第３ 163図7４ 京郁系ゴ 師器 皿 在地 1４ ０ 2.5 包含層
第３ 164図7５ 土師質 上器 土鍋 在地 2１ ４ 包含層
第３ 164図7６ 土師質 上器 土鍋 在地 2４ ６ Ｋ-42

第３ 164図7７ 土師質 上器 土鍋 在地 包含層
第３ 164図7８ 土師質 上器 土鍋 在地 ､４ 包含層
第３ 164図7９ 土師質土器 土鍋 在地 32.8 包含層
第３ 164図8０ 須恵質土器 鉢 束播系 L-43

第３ 164図8１ 土師質 ｋ器 土鍋 在地 34.8 包含届
第３ 164図8２ 須恵質 上器 鉢 東播系 Ｋ-‘１３

第３ 164図8３ 須恵質 上器 鉢 東播系 包含層
第３ 164図8４ 須恵質 上器 鉢 東播系 241.0 Ｋ ‘1３

第３ 164図8５ 須恵質土器 鉢 東播系 Ｌ 113

第３ 164図8６ 須恵質土器 鉢 東播系 Ｌ 4６

第３ 164図8７ 須恵質土器 鉢 東播系 26.0 Ｋ 1３

第３ 164図8８ 須恵質土器 鉢 東播系 27.8 Ｋ 4３

第３ 164図8９ 須恵質土器 鉢 束播系 24.6 Ｋ 4３

第３ 164図9０ 須恵質土器 鉢 束播系 27.6 包含層
第３ 164図9１ 須恵質土器 鉢 東播系 8.3 L-43

第３ 164図9２ 須恵質土器 鉢 東播系 9.0 包含層
第３ 165図9３ 須恵質土器 喪 亀山系 33.2 包含層
第３ 165図9４ 須恵質土器 喪 亀山系 包含層
第３ 165図9５ 須恵質土器 喪 亀山系 包含層
第３ 165図9６ 須恵質土器 喪 亀山系 Ｌ-43

第３ 165図9７ 須恵質土器 弧 亀山系 Ｋ-412

第３ 165図9８ 瓦質土器 鉢 国内 3Ｍ 18.0 10.4 Ｋ-45

第３ 165図9９ 瓦質土器 鉢 国内 36.3 23.0 10.3 Ｋ-412

第３ 165図100 瓦質土器 鉢 国内 36.8 包含層
第３ 165図101 瓦質土器 鉢 国内 3‘1.4 包含届

第３ 165図102 瓦質土器 鉢 国内 ２１．４ Ｋ-42

第３ 166図1１３ 土師質土器 燭台 在地 6.0 Ｋ-43

第３ 166図1Ｍ 土師質土器 燭台 在地 5.8 包含層

第３ 166図1１５ 土師質土器 燭台 在地 6.8 Ｋ-45

第３ 167図Ｉ 1８ 土師器 坪蓋 在地 16.6 1.5 Ｌ-42

第３ 167図１ 1９ 土師器 皿 在地 17.0 ２８ Ｋ-44

第３ 167図１ )０ 土師器 坪 在地 13.8 6.5 ３６ L-46

第３ 167図１ )１ 土師器 坪 在地 12.8 ３ Ｋ･4６

第３ 167図１ )２ 土師器 坪 在地 13.0 7.0 ３ L-45

第３ 167図１ )３ 土師器 坪 在地 13.4 包含岡

第３ 167図１ １４ 土師器 坪 在地 13.4 7.6 4.2 Ｌ 4６

第３ 167図Ｉ １５ 土師器 坪 在地 i5.0 3.7 Ｋ １２

第３ 167図１ )６ 土師器 坪 在地 7.8 Ｌ 4６

第３ 167図１ １７ 瓦質土器 坪 在地 12.8 ７４ 3.3 Ｌ ‘１７

第３ 167図Ｉ )８ 土師器 坪 在地 ９６ Ｋ 4６

第３ 167図１ )９ 土師器 坪 棚地 １１ ５ 包含届

第３ 167図ＭＯ 土師器 坪 閥地 ８２ Ｋ-46

第３ 167図Ｍ１ 土師器 喪 右地 Ｋ-44

第３ 167図Ｍ２ 土師器 弧 在地 Ｌ-46

第３ 167図Ｍ３ 土師器 喪 在地 2‘1.2 Ｌ-45

第３ 167図Ｍ‘Ｉ 土師器 弧 右地 1３．４ Ｋ-46

第３ 167図145 土師器 喪 棚地 14.2 包含層

第３ 167図146 土師器 喪 間地 24.8 Ｋ-45

第３ 167図147 土師器 弧 ｲＩ 地 21.4 L-46

第３ 167図148 土師器 甑 御地 19.0 Ｋ-46

第3-167図149 土師器 甑 在地 19.0 包含層

第 1-167図１５０ 弥生十器
》
蝿 在地 22.0 Ｋ-417 複合口縁の鋸歯文

第 )-167図151 弥生-t器 喪 在地 4.2 Ｋ-42

第 )-167図152 弥生土器 商坪 在地 Ｋ-44

第 I-l67図153 弥生士器 高坪 在地 包含府



遺物観察表(第20次調査Ｂ区）

3６７

押図Ｎｏ． 器翻 材質 部位
法Ｉ

長さ

iｔ（単位ｃ

幅

､）

厚さ

重
９

遺構名 備考
図版
Ｎｏ．

第３ 19図208 石鍋 滑石 ２ Ｂ SＤＯＯ

第３ 19図209 石鍋 滑石 １４‘１，２ Ｂ SＤＯＯ

第３ 19図210 石鍋 滑石 118.2 Ｂ SＤＯＯ 再加工品

第３ 19図211 石鍋 滑石 1１３．８ Ｂ SDOO3

第３ 19図212 石鍋 滑石 78.8 Ｂ SＤＯＯ 底部径20.8cｍ
第３ 19図213 砥石 石製 ‘１．３ 4.0 0.5 ､８ Ｂ SＤＯＯ

第３ 19図214 土錘 土製 ツ
ー ６ ０ 2.7 Ｂ SＤＯＯ

第３ 19図215 土錘 土製 ３ ０ 2.9 Ｂ SＤＯＯ

第３ 19図216 土錘 土製 ２７ ０９ 2.7 Ｂ SＤＯＯ

第３ 19図217 土錘 土製 2３ ０ ５ 2.2 Ｂ SＤＯＯ

第３ 19図218 土錘 土製
リ
】 ７ ２ 』1.2 Ｂ SＤＯＯ Ｉ

第3-19図219 土錘 土製
リ
】 ９ 0９ 1.8 Ｂ SＤＯＯ ）

第3-19図220 土錘 土製
リ
】 ７ 3.0 Ｂ SＤＯＯ ｝

第3-19図221 土錘 土製 ４ 3.8 Ｂ SＤＯＯ ）

第3-19図222 土錘 土製 ‘Ｉ ） 0 ４１．２ Ｂ SＤＯＯ

第3-19図223 土錘 土製 ３
ー

;） １．０ Ｂ SＤＯＯ

第3-19図224 土錘 土製 ３８ 0８ 2.5 Ｂ SＤＯＯ

第3-19図225 土錘 土製 ‘１ ０ ３ 7.8 Ｂ ＳＤＯＯ

第3-19図226 土錘 土製 ４１ ０ 3.8 Ｂ SＤＯＯ

第3-19図 』2７ 土錘 土製 １ ０９ 3.8 Ｂ ＳＤＯＯ

第3-19図 128 土錘 土製 ‘１．５ ０ ､１．３ Ｂ SＤＯＯ

第3-19図 229 土錘 土製 3.2 5.5 Ｂ ＳＤＯＯ

第3-19図 230 土錘 土製 .’
Ｐ
初 ０ ‘１．０ Ｂ SＤＯＯ

第3-19図 2３１ 土錘 土製 Ｉ７ 0.8 2.8 Ｂ SＤＯＯ

第3-19図232 土錘 土製 ４９ 1.0 ‘１．６ Ｂ SＤＯＯ

第3-19図233 土錘 土製 ４１ ７ ０ ４．９ Ｂ SＤＯＯ

第3-19図 234 土錘 土製 ４６ ０ 5.0 Ｂ SＤＯＯ

第3-19図 235 土錘 土製 ４７ ０８ 3.5 Ｂ SＤＯＯ

第3-19図 』3６ ｌ錘 土製
ー

３ ５ ０ 5.3 Ｂ ＳＤＯＯ

第3-19図 』3７ 二１ 錘 土製 ５ 5.0 Ｂ ＳＤＯＯ

第3-19図 238 １錘 土製 ５０ ０ 4.3 Ｂ SＤＯＯ

第3-19図 239 土錘 」製 ３‘Ｉ 1.9 Ｂ SＤＯＯ

第3-19図 240 土錘 」製 3.8 ３ 5..1 Ｂ SＤＯＯ

第3-19図 1４１ 土錘 こ’ 製 3.3 ８ 11.1 Ｂ SＤＯＯ

第3-25図 1２ 土錘 土製 3.3 ３ 5.5 Ｂ ＳＤ{恥１

第3-25図 )３ 土錘 土製 ５ 0 5.0 Ｂ SDOO4

第3-25図 １４ 土錘 土製 ６３ ｿ
写 ９ 49.3 Ｂ SＤＯＯ１

第3-25図 １５ 砥石 石製 ７５ 2.6 ０９ 35.0 Ｂ ＳＤＯＯ１

第3-43図151 フイゴ 土製 羽口 1２ ０ 9.3 ３４ Ｂ SＤＯ６１ 中空部は径3.1cｍ
第3-‘１３図１５３ 石鍋 滑石 Ｂ SDO641 再加Ｔ品
第3-43図154 石鍋 滑石 Ｂ SDO64 再加工品
第3-43図155 土器片加工品 土器 3.4 3.4 1.0 ６ Ｂ SＤＯ６１

第3-43図156 土器片加工品 土器 5.4 6.2 ０ 3９ １ Ｂ SＤＯ６１

第3-43図１５７ 土錘 土製 3.5 4１ ３ Ｂ SDO64

第3-43図158 土錘 土製 3.9 ０８ ２６ Ｂ SDO64

第3-43図159 土錘 土製 3..1 ０ ‘） ８ Ｂ SＤＯ６１

第3-43図160 土錘 土製 3.7 １リ Ｂ SDO6‘Ｉ

第3-43図161 土錘 土製 3.6 』１ ９ Ｂ SDO64

第3-43図162 土錘 土製 3.1 4１ ０ Ｂ SDO64

第3-43図163 土錘 土製 1.5 ４２ Ｂ SDO641

第3-43図164 土錘 土製 1.6 リ
ー ６リ Ｂ SDO61

第3.43図165 土錘 土製 ‘1.9 ０ 4１ ９ Ｂ SDO64

第３･‘13図166 土錘 土製 5.3 ０ 4１ ９ Ｂ SDO64

第3-43図167 土錘 土製 5.2 ０ ５８ Ｂ SDO64

第3-43図168 土錘 土製
一

;） ２ ０ ５８ Ｂ SDO64

第3-43図169 土錘 土製 ５０ ６ 1１ リ Ｂ SDO64

第3-43図170 土錘 土製 ‘１ ７ 0 ４６ Ｂ SDO64

第3-43図171 土錘 土製
一

;） ０ ０ ４６ Ｂ SDO64

第3-43図172 土錘 土製 .’ ９ ３ ８３ Ｂ SDO64

第3-44図175 石製容器 凝灰岩 ４ 15.0 1４ ４ Ｂ SDO64 口径・底径・IWiさの順
第3-44図176 石塔 凝灰岩 1６．８ Ｂ SDO64 八角形の台座
第3-44図178 石製台 凝灰岩 1２，９ 1１．６

第3-50図1６ 石鍋 滑石 16.41 Ｂ－ＳＫＯｌ５

第3-50図1７ 石鍋 滑石 .16.8 B-SKOl5

第3-50図1８ 土錘 土製 3.5 1.3 6.5 Ｂ－ＳＫＯｌ５

第3-50図1９ 砥石 石製 5.4 3.7 0.9 37.3 Ｂ－ＳＫＯｌ５

第3-57図2‘１ 石鍋 滑石 Ｂ SＫＯ 2０

第3-57図2５ 石鍋 滑石 Ｂ SＫＯ 2０

第3-59図8４ 土器片加工品 土器 3.0 2.7 0.7 5.7 Ｂ SＫＯ 20

第3-59図8５ 土器片加Ｔ品 土器 4.8 3.5 ０ 1４．５ Ｂ SＫＯ 20

第3-59図8７ 土睡 土製 3.2 3.5 Ｂ SＫＯ 1０

第3-59図8８ 土錘 土製 3..1 ､１．１ Ｂ SＫＯ 1０

第3-59図8９ 土錘 土製 3.7 ‘１．４ Ｂ SＫＯ

第3-59図9０ 土錘 土製 4.0 0９ 3.2 Ｂ SＫＯ 1０

第3-59図9１ 土錘 ｔ製 2.9 ０ 3.2 Ｂ SＫＯ 1０
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ガラス製品）察府内町跡20次調査Ｂ
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図版
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第３ 19図242 玉 ガラス 0.3 0.2 0.1 B-SDOO3 らせん状にねじれる

第３ 19図243 玉 ガラス 0３ ０２ 0 B-SDOO3 らせん状にねじれる

第３ 19図244 玉 ガラス 0３ ０ツ
ー ０ Ｂ SDOO3 らせん状にねじれる

第３ 19図245 玉 ガラス 0８ ０８ ０７ Ｂ SDOO3

第３ 19図246 玉 ガラス ０ ０９ ０９ Ｂ SDOO3

第3-19図247 玉 ガラス ０９ 0８ ０７ Ｂ SDOO3

第３ 19図248 玉 土製 ７ ６ 2１ 0 Ｂ SDOO3 貫通しない穿孔

第３ ‘13図173 玉 ガラス ０ ０ 0８ Ｂ SDO64 径2mm穿孔

第３ ‘13図174 玉 ガラス ０ 0.8 ０ Ｂ SDO64 径2mm穿孔

第３ 59図8６ 玉 ガラス ０８ 0.9 ０７ B-SKO20 径2mm穿孔

第３ 110図２ 玉 土製 ７ 1.7 リワ0 Ｂ－ＳＫｌ５３ 貫通しない穿孔

第３ 128図２ 玉 ガラス ０９ 0.9 ０７ Ｂ－ＳＫＯ１４ 径2mm穿孔

第３ 166図126 玉 ガラス ０９ 0.8 ０７ 包含層

第３ 166図127 玉 ガラス 4１ 0.9 ０８ 包含府

挿図Ｎｏ． 器秘 材質 部位
長さ

価（単位ｃ

幅

､）

厚さ

重量
９

遺櫛名 備考
図版
Ｎｏ．

第３ 59図9２ 土錘 土製 ‘1.5 1.1 4.6 B-SKO20

第３ 59図9３ 土錘 土製 3.8 2.1 12.9 B-SKO20

第３ 59図９１ 土錘 土製 1.3 1.6 11.5 B-SKO20

第３ 81図５ 土器片加Ｔ品 陶製 3.2 3.6 B-SKO96 瀬戸美濃の天目

第３ 81図７ 土器片加工品 陶製 ‘1.4 4.‘１ B-SKO96 瀬戸美澱の天目の底部
第３ 83図９ 土器片加工品 土製 6.2 6.0 1.0 46.2 B-SKO97

第３ 128図1６ 土錘 土製 ‘1.9 0９ 3.4 B-SKl23

第３ 129図1１ 土錘 土製 4.0 5.1 Ｂ ＳＫｌ５６

第３ 131図６ 土錘 土製 3.7 0 ３８ Ｂ ＳＥＯＯ６

第3-131図７ 土錘 土製 5.41 ６３ Ｂ ＳＥＯＯ６

第３ 131図８ 土錘 土製 5.6 0９ ４ Ｂ ＳＥＯＯ６

第３ 131図１０ 砥石 石製 3.2 3.5 3.4 7６ ‘１ Ｂ ＳＥＯＯ６

第３ 136図4５ 土錘 土製 41.4 1.2 ５７ Ｂ ＳＥＯＯ９

第３ 136図4６ 土錘 土製 5.0 ０ ７２ Ｂ ＳＥＯＯ９

第３ 136図4７ 硯 石製 5.0 4.8 ０ Ｂ ＳＥＯＯ９ 赤間石

第３ 138図1２ 土器片加工品 土製 3.5 3.3 ３ 17.6 Ｂ ＳＥＯｌＯ

第３ 138図1３ 土器片加丁品 土製 ‘１．８ ‘1.8 33.4 Ｂ ＳＥＯｌＯ

第３ 159図１ 土錘 土製 2.8 ３ 4.1 Ｂ－ＳＰＯ２７

第３ 159図４ 土錘 土製 3.1 ０ 3.0 Ｂ－ＳＰＯ７１

第３ 159図１５ 砥石 石製 8.5 3.6 ２５ 162.4 Ｂ－ＳＰｌ２１

第３ 166図1０３ 石鍋 滑石 43.7 Ｌ-47

第３ 166図104 石鍋 滑石 25.6 Ｍ-46

第３ 166図105 石鍋 滑石 111,6 Ｋ-43

第3-166図106 石鍋 滑石 100.7 Ｌ-‘1２

第3-166図107 石鍋 滑石 48.5 包含層

第3-166図108 石鍋 滑石 86.2 包含届

第3-166図109 石鍋 滑石 190３ 包含層

第3-166図110 石鍋 滑石 2０ ０ 包含層 底部

第３ 166図1１１ 石鍋 滑石 3７ ０ Ｍ-42 底部

第３ 166図112 石鍋 滑石 5９ ５ Ｋ-43 底部

第３ 166図116 土器片加工品 土器 2.9 2.5 1.3 10.8 包含層

第３ 166図117 土器片加工品 土器 ２６ 2.7 1.2 9.3

第３ 166図118 土器片加工品 土器 ３６ ).４ 0.8 1２．２

第３ 166図119 土器片加工品 土器 ３ 1.8 1.0 1０ Ｋ=4３

第３ 166図１２０ 土器片加工品 土器 ２ 2.1 1.3 ５０ Ｋ-42

第3-166図121 土器片加工品 土器 3.8 １．５ 1.0 1４ ５ 包含層

第３ 166図122 土錘 土製 3.4 ０８ ２５ Ｋ-42

第３ 166図123 土錘 土製 ５ ４ ９３ Ｋ-42

第３ 166図124 土錘 土製 ４ ２３ 18.1 Ｍ-‘i７

第３ 166図125 土錘 土製 ５
リ
】 ２７ 34.4 包含届

第３ 168図 砥石 石製 ４０ 2.5 ２６ 5３ ６ Ｋ-46

第3-168図 砥石 石製 ５９ ‘1.2
９
】 ９ １０６ ‘１ Ｋ-415

第3-168図 砥石 石製 8.3 3.4
リ
】 ０ 6９ ２ 包含厨

第3-168図 砥石 石製 9.3 8.7 ７６ 509６ 包含屑

第3-168図 砥石 石製 8.7 3.8 ２ 1５ ５ 包含層

第3-170図 スタンプ 滑石 2.3 6.2 ７ 4７ ３ Ｋ-47 花弁文様
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第3-26図4８ 鬼瓦 側縁 2.8 B-SDOO4 1７

第3-26図4９ 鬼瓦 Ｂ ＳＤＯＯ４

第3-26図5０ 丸瓦 軒丸 Ｂ SDOO4 烏裳？ 1７

第3-26図5１ 丸瓦 軒丸 Ｂ SDOO4 １７

第3.26図5２ 丸瓦 軒丸 Ｂ ＳＤＯＯ１ 烏表？
第3-26図5３ 丸瓦 軒丸 Ｂ SDOO4 1７

第3-26図5４ 丸瓦 軒丸 Ｂ SＤＯＯｌ

第3-26図5５ 丸瓦 軒丸 Ｂ SDOO4

第3-26図5６ 丸瓦 軒丸 Ｂ ＳＤＯＯ１

第3-26図5７ 丸瓦 将丸 Ｂ SDOO4

第3-26図5８ 丸瓦 軒丸 Ｂ SDOO4 コビキＡの擦過痕
第3-26図5９ 丸瓦 軒丸 Ｂ SDOO4 1７

第3-27図6０ 丸瓦 軒丸 Ｂ SDOO41

第3-27図6１ 丸瓦 Ｂ SＤＯＯｌ 九州タイプの吊り紐
第3-27図6２ 丸瓦 1７．０ Ｂ SDOO4

第3-27図6３ 丸瓦 16.8 Ｂ SＤＯＯｌ 九州タイプの吊り紐 1７

第3-27図6４ 丸瓦 Ｂ SDOO4 瓦当の接合痕

第3-28図6５ 丸瓦 Ｂ SDOO4 九州タイプの吊り紐
第3-28図6６ 丸瓦 Ｂ SDOO41

第3-28図6７ 丸瓦 16.8 Ｂ SDOO4

第3-28図6８ 丸瓦 11.4 Ｂ SＤＯＯｌ 九州タイプの吊り紐
第3-28図6９ 丸瓦 Ｂ SDOO4

第3-29図7０ 丸瓦 Ｂ SDOO4 本州タイプの吊り紐痕 1７

第3-29図7１ 丸瓦 Ｂ SDOO4 本州タイプの吊り紐痕
第3-29図7２ 丸瓦 Ｂ SDOO4 本州タイプの吊り紐痕
第3-29図7３ 丸瓦 Ｂ SＤＯＯＩ 本州タイプの吊り紐痕
第3-29図7４ 丸瓦 Ｍ､０ Ｂ SDOO41 本州タイプの吊り紐痕
第3-29図7５ 丸瓦 Ｂ SＤＯＯ１

第3-29図7６ 丸瓦 Ｂ SDOO4 九州タイプの吊り紐
第3-29図7７ 丸瓦 Ｂ SＤＯＯ１

第3-30図7８ 丸瓦 Ｂ SＤＯＯ１

第3-30図7９ 丸瓦 Ｂ SＤＯＯｌ 九州タイプの吊り紐
第3-30図8０ 丸瓦 Ｂ SDOO4 本州タイプの吊り紐痕 1７

第3-30図8１ 丸瓦 Ｂ SＤＯＯ

第3-30図8２ 丸瓦 Ｂ SＤＯＯ 九州タイプの吊り紐 1７

第3-30図8３ 丸瓦 Ｂ SＤＯＯ 本州タイプの吊り紐痕
第3-30図8４ 丸瓦 Ｂ SＤＯＯ 九州タイプの吊り紐
第3-30図8５ 丸瓦 Ｂ SＤＯＯ

第3-31図8６ 平瓦 軒平 3.6 Ｂ SＤＯＯ 瓦当の幅3.6cｍ
第3-31図8７ 平瓦 軒平 Ｂ SＤＯＯ１ 瓦当の幅5.9cｍ 1７

第3-31図8８ 平瓦 軒平 Ｂ SＤＯＯ 瓦当の幅《1.4cＩｎ 1７

第3-31図8９ 平瓦 軒平 Ｂ SＤＯＯ

第3-31図9０ 平瓦 軒平 Ｂ SＤＯＯ 瓦当の幅5.5cm
第3-31図9１ 平瓦 軒平 Ｂ SＤＯＯ 瓦当の幅5.9cｍ 1７

第3-31図9２ 平瓦 軒平 Ｂ SＤＯＯ

第3-31図9３ 平瓦 禰平 Ｂ SＤＯＯ 1７

第3-31図9４ 平瓦 軒平 Ｂ SＤＯＯ 瓦当の幅5.6cｍ
第3-32図9５ 平瓦 Ｂ SDOO4 釘穴
第3-32図9６ 平瓦 30.4 24.0 Ｂ SＤＯＯ

第3-32図9７ 平瓦 2.1.0 Ｂ SＤＯＯ

第3-33図9８ 平瓦 Ｂ SＤＯＯ

第3-33図9９ 平瓦 Ｂ SＤＯＯ

第3-33図100 平瓦 Ｂ SＤＯＯ

第3-33図101 Ｉと瓦 Ｂ SＤＯＯ

第3-33図102 。z瓦 Ｂ SDOO4

第3-33図103 】z瓦 Ｂ SＤＯＯｌ

第3-33図1０４ 』z瓦 Ｂ SDOO4

第3-33図105 Ｉ盛瓦 Ｂ SＤＯＯ１

第3-33図106 ］z瓦 Ｂ SDOO4

第3-33図107 ３z瓦 Ｂ SＤＯＯｌ

第3-34図108
↑
３ z瓦 Ｂ SＤＯＯｌ

第3-34図1０９ 瓦z瓦 Ｂ SDOO4

第3-34図110
二
Ｊ z瓦 Ｂ SDOO4

第3-34図1１１
亭
旦 z瓦 Ｂ SＤＯＯ１

第3.34図112
一
Ｊ 2瓦 Ｂ SDOOL1

第3-34図113
》
１ z瓦 Ｂ SDOO4

第3-34図1Ｍ 。2瓦 Ｂ SＤＯＯｌ

第3-34図115
一
、
』 f瓦 Ｂ SDOO4

第3-34図116 エz瓦 Ｂ SＤＯＯ１

第3-35図1１７ 雁振瓦 Ｂ SDOO4

第3-35図118 鱒 2.6 Ｂ SDOO4 菊花文のスタンプ
第3-35図119 噂 3.2 Ｂ SDOO4

第3-35図120 叩 2.1 Ｂ SDOO4 コビキＡの擦過痕
第3-35図121 坪 2.6 Ｂ SDOO4

第3-35図122 蝉 3.3 Ｂ SDOO4
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第３ 35図123 噂 3.6 Ｂ ＳＤＯＯ４

第３ 35図１２４ 噂 ３３ Ｂ ＳＤＯＯ４

第３ 35図125 噂 ３５ Ｂ ＳＤＯＯ４

第３ 35図126 噂 ３４ Ｂ ＳＤＯＯ４

第３ 35図127 噂 ２８ Ｂ ＳＤＯＯ４１

第３ 35図128 噂 ２９ Ｂ ＳＤＯＯ４

挿図Ｎｏ． 銭貨名 国・王朝名 初鋳造年
重さ

(9)
直径
(m､）

普体 遺構名 備考
図版
Ｎｏ．

第３ 22図278 開元通賓 唐 845年 1.3 Ｂ ＳＤＯＯ３

第３ 22図279 威平通賓 北宋 998年 0９ 25.0 Ｂ ＳＤＯＯ３ 磨輪銭？

第３ 22図280 景徳元賓 北宋 1004年 ２０ 24.5 Ｂ ＳＤＯＯ３

第３ 22図281 天聖元賓 北宋 1023年 ２０ 241.5 築諜 Ｂ ＳＤＯＯ３ 星形孔状

第３ 22図282 嘉祐通賓 北宋 1956年 ３ 24.0 真諜 Ｂ ＳＤＯＯ３ 291と貼り付き出土

第３ 22図283 治平元賓 北宋 1064年 2.8 24.5 真番 Ｂ ＳＤＯＯ３

第３ 22図284 元豊通賓 北宋 1078年 2.1 ､５ 行番 Ｂ ＳＤＯＯ３

第３ 22図285 元豊通賓 北宋 1078年 ２０ 2.5 行 !)： Ｂ ＳＤＯＯ３

第３ 22図286 元豊通賓 北宋 1078年 ２５ 24.0 豪 盤 Ｂ ＳＤＯＯ３

第３ 22図287 寧元資 北宋 1068年 ２７ 24.5 茶 酷 Ｂ ＳＤＯＯ３

第３ 22図288 元祐通賓 北宋 1086年 リ
ー ４ 24.0 行 盛 Ｂ SDOO3 星形孔状

第３ 22図289 元祐通賓 北宋 1086年 ２２ 2４ ０ 蕊 雌 Ｂ SDOO3

第３ 22図290 元祐通賓 北宋 1086年 1.3 2４ 0 行 噂 Ｂ SDOO3

第３ 22図291 元祐通蛮 北宋 1086年 2.1 2３ ０ 行 酷 Ｂ SDOO3 282と貼り付き出土

第３ 22図292 元祐通賓 北宋 1086年 ２０ 2４ 0 蒙諜 Ｂ SDOO3

第３ 22図293 紹聖元賓 北宋 1094年 ３ 2４ ０ 禁書 Ｂ SDOO3

第３ 22図2941 紹聖元賓 北宋 1094年 ２５ 2‘Ｉ ０ 築書 Ｂ SDOO3

第３ 22図295 政和通賓 北宋 1111年 ２０ 2４ 0 真書 Ｂ SDOO3

第３ 22図296 ３８ 2５ ０ Ｂ SDOO3 不明

第3-22図297 Ｂ SDOO3 ｢元」・「資」のみ判読

第3-23図4７ 寧元費 北宋 lO68f
○
也
今 ２３ 24.0 真番 Ｂ SDOO4

第3-47図216 至道元賓 北宋 995&
ご
凸
争 3.2 24.0 草書 Ｂ SDO64

第3-47図217 皇宋通賓 北宋 lO38f
ヰ
ユ
ヨ 1.9 24.0 真書 Ｂ SDO64

第3-47図218 皇宋通賓 北宋 10I8f
む
ぞ
『 ２６ 25.0 真書 Ｂ SDO64

第3-47図219 皇宋通蛮 北宋 10I8f
凸
●
や ８ 25.0 真書 Ｂ SDO64

第3-47図220 皇宋通賓 北宋 10Ｉ８ｆ
や
○
凸 ５ 23.0 蒙番 Ｂ SDO64

第３ 47図221 照寧元賓 北宋 lO68f
争
●
勺 ３ 24.0 真書 Ｂ SDO64

第３ 47図222 元符通賓 北宋 1098年
リ
】 ８ 24.0 行書 Ｂ SDO64

第３ ‘１７図223 不明 ２３ 24.0 Ｅ SDO64

第３ 48図１ 不明 ２７ 24.0 Ｂ SＫＯｌ５ 錆のため判読不能

第３ 60図9５ 天聖元 宵 北宋 1023年 ７ 23.0 築蕃 Ｂ ＳＫＯ２０

第３ 60図9６ 嘉定通 厩 南宋 1208年 ２２ 25.0 Ｂ ＳＫＯ２０

第３ 60図9７ 2.3 25.0 嬢謹 Ｂ ＳＫＯ２０ ｢政｣・｢通」・｢資｣が判読

第３ 60図9８ 天聖元寅 北宋 lO23fl 3.1 24.5 行書 Ｂ ＳＫＯ２０ ｢聖｣・｢元｣・｢資｣が判読

第３ 64図１ 天聖元賓 北宋 lO23fl 1.8 25.5 築書 Ｂ ＳＫＯ２０ ４ヶ所を穿孔

第３ 71図1８ 皇宋通賓 北宋 lO38fI 真書 B-SDO64 ｢宋」・「通」が判読

第３ １１１図 開元通賓 唐 845fｌ Ｂ ＳＫｌ５３ 半分欠ける

第３ 132図１ 喫寧元蜜 北宋 1068年 1.1 15.0 真審 Ｂ ＳＥＯＯ９ 作為的に周辺を削る

第３ 132図２ 至道元寅 北宋 995年 2.41 2５ ０ 草書 Ｂ ＳＥＯＯ９

第３ 132図３ 政和通賓 北宋 1111年 3.3 ０ 築書 Ｂ ＳＥＯＯ９

第３ 139図Ｉ 元豊通賓 北宋 1078年 2.0 ２５ 行書 Ｂ ＳＥＯＩＯ

第３ 139図２ 大観通賓 北宋 1107年 2.6 2４ ０ Ｂ ＳＥＯｌＯ

第３ 139図３ 不明 2４ ０ Ｂ ＳＥＯｌＯ

第３ 160図2８ 嘉祐通夜 北宋 1056年 １．９ 2５ ０ 真書 Ｂ ＳＰＯｌ２

第３ 160図2９ ４ 0 行書 Ｂ ＳＰＯ ｢元｣・｢jml・「衝｣が判読

第３ 169図159 開元通賓 唐 845年 ２ 2４ 0 Ｋ-42 169と貼りつく

第３ 169図160 至道元賓？ 北宋 995年 ２５ 2５ ０ 箪識 L-j15

第３ 169図1６１ 景徳元宙 北宋 1004年 ２９ 2４ ０ 真書 Ｋ-413

第３ 169図162 祥 F元宙 北宋 1009年 ３ 2５ ０ 包含層

第３ 169図163 祥 F通夜 北宋 1009年 ０９ 1９ ０ 包含層 周辺を欠く

第３ 169図164 天， i元宙 1017年 ２４ 2４ ５ 真謝 Ｌ 1４

第３ 169図165 皇 ﾐ通賛 北宋 1038年 ２４ 2５ ０ 典謝 Ｋ 4２ ｢皇」・「通」が判読

第３ 169図166 至 1元蛮 1054年 ３５ 2４ ０ 真書 Ｌ 4３

第３ 169図167
一

北 夜 北宋 1078年 ２５ 2４１ ０ 築諜 Ｋ ４１３

第３ 169図168
一

元 賓 北宋 1078年 ２５ 2４ ０ 繁書 Ｋ 4２

第３ 169図169
一

元 了通夜 北宋 1086年 ３４ 2５ ０ 行書 包含層 159と貼りつき出土星形孔

第３ 169図170
一

ｺﾉＥ ;通賓 北宋 1086年 ３ 2５ ０ 行諜 包含層 星形孔

第３ 169図1７１
一

元 ;通賓 北宋 1086年 ２０ 241０ 繁書 Ｋ-42

第３ 169図172
一

麺 ;通賓 北宋 1086年
リ
】 ４ 2４ ０ 行番 Ｋ-42

第３ 169図173 永 §通夜 明 Ｍ08年 ２２ 2５ ０ Ｋ-43



遺物観察表３７

府内町跡20次調査C区出土遺物観察表（土器．陶磁器）①

－３７１－

遺物観察表(第20次調査Ｃ区）

挿図No. 器秘 生産地
法吊

ロ篠

(単位

底径 器高
遺構名 備考

図版
Ｎｏ．

第４ 6図001 青花 皿 景徳鎮窯 (19.4） 9.0 3.0 Ｃ SＤＯｌ F群
第４ 6図００２ 背花 皿 景徳鎮窯 (18.1） (2.2） Ｃ SＤＯｌ F群（つば皿）
第４ 6図003 汁花 皿 援徳鎮窯 (16.8） 8.6 2.1 Ｃ SＤＯｌ

第４ 6図004 背花 皿 賎徳鎮窯 (11.8） 6.8 2.9 Ｃ SＤＯｌ B群
第１ 6図005 背花 皿 景徳鎮窯 (1.7） Ｃ SＤＯｌ B群
第４ 6図006 背花 皿 景徳鎮窯 (10.2） 5.2 2.6 Ｃ SＤＯｌ

第４ 6図007 背花 皿 景徳鎮窯 (11.6） ３２ 3.3 Ｃ ＳＤＯｌ C群（碁笥底）
第‘１ 6図008 背花 皿 蹴徳鎮窯 (10.0）

リ
】 ６ 2.7 Ｃ ＳＤＯｌ C群（碁笥底）

第４ 6図009 iOf花 1ｍ 景徳鎮窯 ９８ (1.8） Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 6図０１０ 宵花 皿 景徳鎮窯 (10.‘1） ６0 2.3 Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 6図011 商花 皿 景徳鎮窯 ７２ (1.8） Ｃ ＳＤＯｌ ｢長命富世」
第４ 6図012 宵花 IIIl 景徳鎮窯 ６０ (２ 0） Ｃ ＳＤＯｌ ｢天下太平」
第４ 6図013 汗花 皿 景徳鎮窯 ６０ (’ 6） Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 6図0Ｍ 背花 皿 景徳鎮窯 ７６ (１ 5） Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 7図015 背花 碗 景徳鎮窯 (14.2） (４ 2） Ｃ ＳＤＯ１

第４ 7図016 花 碗 景徳鎮窯 (13.0） (６ O） Ｃ ＳＤＯｌ E群（鰻頭心）
第‘１ 7図017 汁花 碗 溌徳鎮窯 4.8 (４ 6） Ｃ ＳＤＯｌ E群（鰻頭心）
第４ 7図018 背花 碗 景徳鎮窯 ５５ (３ Ｃ ＳＤＯｌ E群（鰻頭心）
第４ 7図019 背花 碗 景徳鎮窯 ４３ (’ 7） Ｃ ＳＤＯｌ E群（鰻頭心）
第４ 7図020 青花 碗 景徳鎮窯 ５０ (’ 9） Ｃ SＤＯｌ E群（鰻頭心）
第４ 7図021 背花 碗 景徳鎮窯 ４６ (２ 0） Ｃ SＤＯｌ E群（鰻頭心）
第１ 7図022 青花 碗 景徳鎮窯 ４ (４ Ｃ ＳＤＯｌ E群（鰻頭心）
第‘Ｉ 7図023 i'f花 碗 景徳鎮窯 ３７ (’ ‘1） Ｃ SＤＯｌ ｢寿」
第４ 7図024 青花 碗 景徳鎮窯 (３ Ｃ SＤＯ１

第４ 7図025 青花 小坪 景徳鎮窯 2.9 (’ 5） Ｃ SＤＯｌ

第４ 7図026 背花 皿 湾州窯 3.9 (２ 0） Ｃ SＤＯｌ 恭笥底
第４ 7図027 背花 盤 湾州窯 (２ 7） Ｃ SＤＯｌ

第４ 7図028 青花 蓋 揮州窯 (15.3） (３ ‘1） Ｃ SＤＯｌ

第‘１ 7図029 青花 碗 樟州窯 (17.4） (６ 1） Ｃ SＤＯＩ

第４ 7図030 青花 碗 源州窯 5.6 (２ l） Ｃ SＤＯｌ

第４ 7図031 青花 碗 滝州窯 (’ 5） Ｃ SＤＯｌ

第４ 7図032 青磁 皿 龍泉窯 (12.2） 7.8 3.‘１ Ｃ SＤＯｌ

第４ 7図033 青磁 碗 龍泉窯 (l‘Ｍ） (4.6） Ｃ SＤＯｌ

8図034 青磁 碗 龍泉窯 6.3 (２ l） Ｃ SＤＯｌ

第４ 8図035 青磁 碗 龍泉窯 6.0 (２ l） Ｃ SＤＯｌ

第４ 8図036 青磁 壷or瓶 龍泉窯 (５ 5） Ｃ SＤＯｌ

第４ 8図037 青磁 燭台 龍泉窯 ‘1.7 (２ 6） Ｃ SＤＯｌ 汗磁人物像燭台
第４ 8図038 青磁 高麗 (３ 0） Ｃ SＤＯｌ

第４ 8図039 青磁 碗 越州窯 10.8 (２ 2） Ｃ SＤＯｌ

第４ 8図040 白磁 皿 景徳鎮窯 (19.8） (２ 3） Ｃ SＤＯｌ

第４ 8図041 白磁 皿 景徳鎮窯 (15.4） (２ 9） Ｃ SＤＯｌ

第４ 8図042 白磁 菊皿 中国 (２ Ｃ SＤＯｌ

第４ 8図０４３ 白磁 皿 中国南方 6.0 (’ 8） Ｃ SＤＯｌ

第４ 8図014 白磁 皿 中国 7.8 (２ 2） Ｃ SＤＯｌ

第４ 8図045 白磁 碗 景徳鎮窯 7.8 (’ 6） Ｃ SＤＯｌ

第４ 8図046 白磁 碗 景徳鍍窯 5.0 (２ 2） Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 8図047 白磁 碗 景徳鎖窯 (４ 0） Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 8図048 白磁 碗 中国 8.6 (２ 5） Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 8図049 白磁 小坪 景徳鎮窯 3.0 (Ｉ 5） Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 8図050 白磁 小坪 中国南方 (6.3） 2.6 2.9 Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 9図051 華南三彩 蓋 中国 (3.5） Ｃ ＳＤＯｌ 壷
第４ 9図052 華南三彩 水注台座 中国 8.8 (3.1） Ｃ ＳＤＯｌ
第４ 9図０５３ 華南三彩 中国 (2.5） Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 9図054 譜翠紬 皿 中国 (7.0） ‘1.2 1.4 Ｃ SＤＯｌ

第４ 9図055 溺翠紬 皿 中国 (6.1） (1.2） Ｃ SＤＯｌ 包含府一括を含む
第４ 9図056 褐紬陶器 中国 (４ 2） Ｃ SＤＯｌ
第４ 9図057 陶器 碗 5.0 (３ l） Ｃ SＤＯｌ

第４ 9図058 陶器 壷 中国 (６ 4） Ｃ SＤＯｌ

第４ 9図059 陶器 天目 中国 (12.0） (５ 6） Ｃ SＤＯｌ

第４ 9図060 陶器 天目 領戸美農 (8.0） (３ 4） Ｃ SＤＯｌ

第４ 9図061 陶器 天目 傾戸美 農 ‘1.2 (’ 3） Ｃ SＤＯｌ

第４ 9図062 陶器 折縁皿 頓戸美農 10.7 5.7 2.0 Ｃ SＤＯｌ

第４ 9図063 陶器 皿 領戸美 腿 (10.1） 6.6 2.1 Ｃ SＤＯｌ

第４ 9図064 陶器 皿 瀬戸美濃 (10.4） 5.5 2.2 Ｃ SＤＯｌ 折縁皿
第４ 9図065 陶器 碗 軟質施紬 淘器 (1.9） Ｃ SＤＯｌ
第４ 9図066 陶器 碗 軟質施軸 陶器 (２ 2） Ｃ SＤＯｌ

第４ 9図067 陶器 碗 軟質施紬淘器 (１ 2） Ｃ SＤＯｌ

第１ 9図068 陶器 碗 軟質施軸 陶器 (２ 4） Ｃ SＤＯｌ
第１ 9図069 陶器 碗 軟質施紬 陶器 (’ 5） Ｃ SＤＯＩ
第４ 9図070 陶器 碗 軟質施紬陶器 (３ 2） Ｃ SＤＯｌ

第４ 9図０７１ 陶器 水屋喪 備前 (18.7） (’ 7） Ｃ SＤＯｌ 2２
第‘１ 9図072 陶器 壷 備前 (14.2） (1７ 9） Ｃ SＤＯｌ 2２
第１ 9図073 陶器 徳利 備前 (4.6） (４ 2） Ｃ SＤＯｌ 2２
第４ 9図0７４１ 陶器 徳利 備前 (1１ 7） Ｃ SＤＯ１ 2２
第‘１ 10図075 陶器 徳利 備前 (1１ 3） Ｃ SＤＯｌ
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遺物観察表３８

府内町跡20次調査C区出土遺物観察表（土器・陶磁器）②

挿図Ｎｏ． 器種 生産地
法昂

口径

(単位

底径

油）

器高
遺構名 備考

図版
Ｎｏ．

第４ 10図076 陶器 鉢 備前 (15.0） 4.5 Ｃ SＤＯｌ 2２

第４ 10図077 陶器 鉢 備前 (13.7） (4.6） Ｃ SＤＯｌ

第４ 10図078 陶器 播鉢 備前 (34.41） (17.6） 13.5 Ｃ ＳＤＯ１ 丘世1期（ナナメスリメ） 2２

第４ １０図079 陶器 播鉢 備前 31.8 12.8 12.9 Ｃ SＤＯｌ 丘世1期 2２

第４ 11図080 陶器 橘鉢 備前 29.4 12.0 14.2 Ｃ ＳＤＯｌ 丘世1期（ナナメスリメ）

第４ 11図081 陶器 播鉢 備向 (32.8） (6.3） Ｃ ＳＤＯｌ 丘世1期（ナナメスリメ）

第４ 11図082 陶器 橘鉢 備iｉ (3２ 0） (８ 7） Ｃ ＳＤＯｌ 丘世1期（ナナメスリメ）

第４ 11図083 陶器 捕鉢 術iｉ (3１ 8） (５ 0） Ｃ ＳＤＯｌ 丘世1期

第４ 12図084 陶器 播鉢 ii縮 (3１ l） (８ 5） Ｃ ＳＤＯｌ 丘世1期

第４ 12図085 陶器 儒鉢 備向 (3０ 9） (６ 2） Ｃ ＳＤＯｌ 丘世1期（ナナメスリメ）

第４ 12図086 陶器 播鉢 備前 (2８ 6） (８ O） Ｃ SＤＯｌ 丘世1期

第４ 12図087 陶器 播鉢 愉前 (2６ ‘1） (７ 9） Ｃ SＤＯｌ 丘世1期（ナナメスリメ）

第４ 12図088 陶器 嬬鉢 備前 (2４ 6） (1１ 4） Ｃ SＤＯｌ 丘世1期（ナナメスリメ）

第４ 13図089 陶器 播鉢 備前 (2４ 0） (8.1） Ｃ SＤＯｌ 近世1期（ナナメスリメ）

第４ 13図090 陶器 播鉢 備前 (1１ 4） (3.0） Ｃ SＤＯｌ 中世6期

第４ 13図091 陶器 橘鉢 備前 (4.7） Ｃ SＤＯｌ 中世3期

第4-13図092 陶器 播鉢 備前 (12.4） (5.2） Ｃ SＤＯｌ 丘世1期（ナナメスリメ）

第４ 13図093 陶器 揺鉢 備前 (12.8） (7.0） Ｃ SＤＯｌ 丘世1期（ナナメスリメ）

第４ 13図091 陶器 播鉢 備前 (14.8） (5.0） Ｃ SＤＯｌ 丘世1期（ナナメスリメ）

第４ 13図095 陶器 播鉢 備前 (4.2） Ｃ SＤＯｌ 丘世1期

第４ 13図096 陶器 嬬鉢 備前 (5.3） Ｃ SＤＯｌ 丘世1期

第４ 13図０９７ 陶器 播鉢 備前 (10.5） (8.9） Ｃ SＤＯｌ 近世1期？

第４ 14図098 陶器 壷 備前 5.5 (7.6） Ｃ SＤＯｌ 2２

第４ 14図099 陶器 喪 備前 (9.6） (9.0） Ｃ SＤＯｌ

第4-14図100 陶器 大喪 備前 (7.8） Ｃ SＤＯｌ

第４ 14図101 陶器 大喪 備前 (8.6） C-SDOl

第４ 14図102 陶器 大喪 備前 (7.7） Ｃ SＤＯｌ

第４ 14図103 陶器 大喪 備前 (32.7） (9.9） Ｃ SＤＯｌ

第‘１ 14図104 京部系土師器 皿 在地 13.0 3.8 3.1 Ｃ SＤＯｌ 灯明皿･スス付藩

第４ 14図105 京都系土師器 皿 在地 12.8 4.2 3.1 Ｃ SＤＯｌ 灯明皿･スス付諦

第４ Ｍ図106 京都系土師器 皿 在地 12.8 5.0 2.4 Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 14図107 京都系土師器 皿 在地 12.7 3.6 2.7 Ｃ ＳＤＯｌ 灯明皿･スス付茄

第４ Ｍ図1０８ 京部系土師器 皿 在地 1２ ６ 3.8 3.0 Ｃ－ＳＤＯｌ

第４ 14図109 京部系土師器 IIIl 在地 1２ ６ 7.0 3.0 Ｃ－ＳＤＯｌ 灯明皿･スス付蒜 2２

第４ Ｍ図110 京都系土師器 皿 在地 1２ ‘１ 3.9 3.0 Ｃ ＳＤＯｌ 灯 明 皿

第４ Ｍ図1１１ 京都系土師器 皿 在地 1２ ４ 5.5 2.9 Ｃ ＳＤＯｌ 灯明皿･スス付諦

第４ 14図112 京都升 土師器 Ⅲ 在地 12.3 5.0 2.5 Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 14図113 京都升 土師器 皿 在地 12.2 5.8 3.1 Ｃ ＳＤＯｌ 灯明皿･スス付蒲

第4-14図114 京都升 土師器 皿 在地 1２ ２ 6.0 2.8 Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 14図115 京都升 土師器 皿 在地 1２ 5.4 2.9 Ｃ－ＳＤＯｌ 灯明皿･スス付芯？

第４ 14図116 京都男 土師器 皿 在地 1２ ０ 5.6 2‘７ Ｃ SＤＯｌ 灯明皿？スス付着？

第４ 15図117 京都系土師器 皿 在地 1２ ０ 5.2 2.5 Ｃ SＤＯｌ

第４ 15図118 京都系土師器 皿 在地 1２ ０ 5.3 2.5 Ｃ SＤＯｌ スス付芯 2２

第４ 15図119 京都系土師器 lⅢ 在地 １１ ９ 6.0 2.8 Ｃ SＤＯｌ

第４ 15図120 京都系土師器 皿 在地 11.8 5.8 2.9 Ｃ SＤＯＩ 砂付

第４ 15図121 京都系土師器 皿 在地 11.8 4.0 2.4 Ｃ SＤＯｌ 灯明皿･スス付若

第４ 15図122 京都系土師器 皿 在地 11.7 4１ ０ 2.8 Ｃ SＤＯｌ

第４ 15図123 京都系土師器 皿 在地 11７ ６０ 2.5 Ｃ SＤＯｌ 灯明皿･スス付符

第４ 15図124 京都系土師器 Ⅲ 在地 1１ ７ ４１ ３ ２５ Ｃ SＤＯｌ

第４ 15図125 京都系土師器 皿 在地 １１ ６ 4１ ０
リ
】 ３ Ｃ SＤＯｌ

第４ 15図126 京都系土師器 皿 在地 1１ ４ ５２
リ
】 ５ Ｃ SＤＯｌ

第４ 15図127 京都系土師器 皿 在地 10５ 4１ ０ ２５ Ｃ SＤＯｌ 灯明皿･スス付着

第４ 15図128 京都系土師器 皿 在地 10５ ３６ 2.3 Ｃ SＤＯｌ

第４ 15図129 京都系土師器 皿 在地 1０ ０ 3.6 2.4 Ｃ SＤＯｌ 灯明皿･スス付着

第４ 15図130 京都系土師器 皿 在地 ９６ (3.0） Ｃ SＤＯｌ

第４ 15図1３１ 京都系土師器 皿 在地 ９３ 3.0 2.41 Ｃ ＳＤＯＩ 灯明皿･スス付着

第４ 15図132 京都系土師器 皿 在地 ９ツ
ー

リ
】 ２ Ｃ ＳＤＯｌ 灯明皿・砂、スス付諦

第４ 15図133 京都系土師器 lⅢ 在地 ９２ ２２ Ｃ ＳＤＯｌ 底而：ムシロ痕か？

第４ 15図134 京都系土師器 皿 在地 ９２ 4.‘１
リ
】 ０ Ｃ ＳＤＯｌ 内而付 帯物有、ススか？

第４ 15図135 京都系土師器 皿 在地 ９ ２７ Ｃ ＳＤＯｌ 灯明皿 ススＩ |着 2２

第４ 15図136 京都系土師器 皿 在地 ９ 2.2 ２３ Ｃ SＤＯｌ 灯明皿 スス｛ １．着

第４ 15図137 京都系土師器 皿 在地 ９ ２５ ２２ Ｃ SＤＯｌ 灯明皿 ススＩ 1着

第４ 15図138 京都系土師器 皿 在地 ９０ ３０ ２‘１ Ｃ SＤＯｌ 灯明皿 スス１ ↑着

第‘１ 15図139 京都系土師器 皿 在地 ９０ ３０ ９ Ｃ SＤＯｌ 灯明皿 ススＩ l･蒜

第４ 15図ＭＯ 京都系土師器 皿 在地 ８９ ３６ ２２ Ｃ SＤＯｌ

第４ 15図Ⅲ1１ 京 ；系土師器 皿 在地 8.9 ２ Ｃ SＤＯｌ 灯明皿･スス付着

第４ 15図Ｍ２ 京 ３系土師器 皿 在地 8.9 3.8 ９ Ｃ SＤＯｌ 灯明皿･スス付着

第‘１ 15図143 京 Ｈ系土師器 皿 在地 8.8 3.4 ２３ Ｃ SＤＯｌ 灯明皿･スス付藩

第４ 15図ル1４ 京 １系土師器 皿 在地 8.8 3.2 ２２ Ｃ SＤＯｌ 内面に付諦瑚 1有

第４ 15図145 京 １系土師器 皿 在地 8.8
り
】 ２ Ｃ SＤＯｌ 灯明皿･スス 寸着

第４ 15図l‘１６ 京 fｉ 系土師器 皿 在地 8.8 2.8 ２ Ｃ SＤＯｌ 内面：ススト ･藩？

第４ 15図Ｍ７ 京 １系土師器 皿 在地 8.8 2.7 ９ Ｃ SＤＯｌ 灯明皿･スス 寸着

第４ 15図148 京 I系土師器 皿 在地 8.7 ２７ Ｃ SＤＯｌ 灯明皿･スス 寸着

第４ 15図149 京 Ｉ系土師器 皿 在地 8.7 ２３ Ｃ SＤＯｌ 灯明皿･スス 寸若

第４ 15図150 京 ;系土師器 皿 在地 8.7 3.0
リ
】 ３ Ｃ SＤＯｌ
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第４ 15図1５１ 京部系土師器 皿 在地 ８７ 3.3 2.3 Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 15図152 京都系土師器 皿 在地 ８６ 3.‘１ ２６ Ｃ ＳＤＯｌ 灯明皿･スス付藩
第４ 15図153 京都系土師器 皿 在地 ８６ ２４ Ｃ ＳＤＯｌ 灯明皿・スス付着・内面布目痕か？
第４ 15図154 京都系土師器 皿 在地 ８６ ２'１ Ｃ ＳＤＯｌ 灯明皿･スス付茄
第４ 15図155 京部系土師器 皿 在地 ８６ ２３ Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 15図156 京都系土師器 皿 在地 ８６ ２３ Ｃ ＳＤＯｌ 灯明皿･スス付蒜
第４ 15図157 京都系土師器 皿 在地 ８６ ２ Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 15図158 京都系土師器 皿 在地 ８６ ２ Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 15図159 京都系土師器 皿 在地 ８６ ２０ Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 15図160
－刀

』１ :都系土師器 皿 在地 8.5 2.3 ２５ Ｃ ＳＤＯｌ 灯明皿･スス付蒲
第４ 15図１６１

－４

ｊｊ〔都系土師器 皿 在地 8.5 2.0 ２ Ｃ ＳＤＯｌ 外面付若物有
第４ 15図162

一ｄ

ｊｉ 〔都系土師器 皿 在地 ８《１ ２５ Ｃ ＳＤＯｌ 灯明皿･スス付蒋
第４ 15図163

ーｄ

ｊ５ 都系土師器 皿 在地 ８４ 2.0 ２３ Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 15図164
－４

Ｊ『 :都系土師器 皿 在地 ８４ 2.0 ２３ Ｃ ＳＤＯｌ

第４ １５図165
－８

Ｊラ 都系土師器 皿 在地 ８４ 2.3 Ｃ ＳＤＯｌ 灯明皿･スス付諦
第４ 15図166

－８

ﾉラ 都系土師器 皿 在地 ８４ 2.2 Ｃ ＳＤＯｌ 底面：ムシロ痕か？
第４ 15図167

－８

｣５ :都系土師器 皿 在地 ８３ 2.4 Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 15図168 都系土師器 皿 在地 ８３ 2.5 2.3 Ｃ ＳＤＯｌ 灯明皿･スス付蒜
第４ 15図169

－８

｣可 都系土師器 皿 在地 ８３ 3.6 2.3 Ｃ ＳＤＯｌ スス付着
第４ 15図170

－８

Ｊ１ 都系土師器 皿 在地 8.3 3.6 2.1 Ｃ ＳＤＯｌ 灯明皿･スス付若 2２

第４ 15図1７１ 京都系土師器 皿 在地 8.2 2.3 Ｃ ＳＤＯｌ 灯明皿･スス付着
第４ １５図172 京都系土師器 皿 在地 8.2 3.6 2.0 Ｃ ＳＤＯｌ 灯明皿･スス付耕
第４ １５図173 京都系土師器 皿 在地 8.0 2.3 Ｃ ＳＤＯｌ 灯明皿・スス付蒲
第４ 15図174 京都系土師器 皿 在地 8.0 2.1 Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 15図175 京都系土師器 皿 在地 7.9 ２２ Ｃ ＳＤＯｌ 灯明１１１･スス付着
第４ 15図176 京都系土師器 皿 在地 ７５ ２ Ｃ ＳＤＯｌ 内面付着物有
第４ 15図177 京都系土師器 皿 在地 1１ ８ 6.4 ２５ Ｃ ＳＤＯｌ 折衷様式・灯明皿・内面：スス付着
第‘１ １５図178 京都系土師器 皿 在地 1１ ８ ７６ ２５ Ｃ ＳＤＯｌ 折衷様式・灯明皿･内面ススか
第４ 15図179 京都系土師器 皿 在地 Ⅱ ６ ６７ ３２ Ｃ ＳＤＯｌ 折衷様式
第４ 16図180 京都系土師器 皿 在地 1１ ６ ６９

リ
】 ８ Ｃ ＳＤＯｌ 折衷様式・スス付着 2２

第４ 16図181 京都系土師器 皿 在地 1１ ６ ６８ ２６ Ｃ ＳＤＯｌ 折衷様式・スス付若
第４ 16図182 京都系土師器 皿 在地 1１ ６ ７４ ２６ Ｃ ＳＤＯｌ 折衷様式
第４ 16図183 京都系土師器 皿 在地 １１ ２ ６６ ２４ Ｃ ＳＤＯｌ 折衷様式
第４ 16図184 京都系土師器 皿 在地 １１ ６６ ３８ Ｃ SＤＯｌ 折衷様式・スス付着
第４ 16図185 京都系土師器 皿 在地 ７７ 4１ ８ ２３ Ｃ ＳＤＯｌ 折衷様式・スス付着
第４ 16図186 京都系土師器 坪 在地 1４ ６９ 4１ ３ Ｃ ＳＤＯｌ スス付着
第‘１ 16図187 京都系土師器 坪 在地 １２ ０ ４０ ３８ Ｃ ＳＤＯｌ

第４ １６図188 京都系土師器 坪 111地 1１ ９ ５0 ３７ Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 16図189 京都系土師器 坪 、地 １１ リ
ゴ ５８ ３７ Ｃ ＳＤＯＩ

第４ 16図190 京都系土師器 坪 間地 Ⅱ ２ ５０ ３３ Ｃ ＳＤＯｌ 底面：原体痕？ 2２

第４ 16図191 京都系土師器 坪 間地 Ⅱ ０ ４２ ３６ Ｃ SＤＯｌ

第４ 16図1９ 京都系土師器 坪 右地 1１ ０ ‘１ ０ ３６ Ｃ SＤＯｌ 灯明皿･スス
，
｜
、 着

第４ 16図1９ 京都系土師器 坪 ＃１ 地 1１ 0 ６６ ３６ Ｃ ＳＤＯｌ 灯明皿･スス ･着
第４ 16図1９ 京都系土師器 杯 在地 1１ ０ ５０ ３２ Ｃ SＤＯｌ 灯明皿･スス

一
、 ，着

第４ 16図1９ 京都系土師器 坪 油地 10９ ５７ ４０ Ｃ ＳＤＯｌ スス付符
第４ 16図196 京都系土師器 坪 曲地 10４ 4１ ‘Ｉ ３５ Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 16図197 京都系土師器 坪 在地 10２ ４４ ３５ Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 16図198 在地系土師器 皿 在地 1１ ４ ５4１ ２６ Ｃ SＤＯｌ ロクロ目・灯明皿
第４ 16図199 在地系土師器 皿 在地 10８ ６ ４７ Ｃ SＤＯｌ ロクロ目・灯明皿
第４ 16図200 在地系土師器 皿 在地 ９９ 4１

《
制 ３０ Ｃ SＤＯ１ ロクロ目

第４ 16図201 在地系土師器 皿 在地 ８５ ５３ リ
ー ２ Ｃ SＤＯｌ 灯明皿

第４ 16図202 在地系土師器 皿 在地 ８４１ ５６ ２ Ｃ SＤＯｌ 灯明皿
第４ 16図203 在地系土師器 皿 右地 ８３ ４ ２ Ｃ SＤＯｌ ロクロ目・灯明皿
第４ 17図204 在地系土師器 皿 右地 ８ ５９ ２０ Ｃ SＤＯｌ

第４ 17図205 在地系土師器 皿 白地 ７７
ｰ

$） １
リ
】 ０ Ｃ SＤＯ１

第４ 17図206 在地系土師器 小皿 右地 ４９ ３
Ｐ
初 Ｃ SＤＯｌ

第イ 17図 』0７ 瓦質土器 ？ 右地 1０ ７ ４３ ４２ Ｃ SＤＯｌ 2３

第４ 17図 208 瓦質土器 ？
● 内地 4１ ５ ４‘１ Ｃ SＤＯｌ

第４ 17図 209 瓦質土器 ？
● 在地 ‘１ ３ ３５ Ｃ SＤＯｌ

第４ 17図 110 瓦質土器 ？ 在地 ４リ
ー Ｃ SＤＯｌ

第４ 17図 2１１ 瓦質土器 香炉 在地 7.9 6.8 ４
リ
】 Ｃ SＤＯｌ ツ

ー ）

第４ 17図 2１２ 瓦質土器 香炉 在地 3.8 Ｃ SＤＯｌ もしくは火鉢 ２
第‘１ 17図 213 瓦質土器 鉢か皿 在地 2.1 Ｃ SＤＯｌ 穿孔有り ２

第４ １７図 214 瓦質土器 鉢 在地 12.1 1４．７ Ｃ SＤＯｌ SKlO-l１７．１３９と接合 ２
17図215 瓦質土器 鉢 在地 9.3 Ｃ SＤＯｌ ＳＤＯｌ上届と接合 ２

17図216 瓦質土器 鉢 在地 19.2 1０．５ Ｃ SＤＯＩ

第４ １７図217 瓦質土器 撤鉢 防長 28.8 9.4 Ｃ SＤＯｌ ＳＫＩ０－１１６．１９１と接合 2３

第４ 18図218 瓦質土器 k鉢 在地 ４１３．４ 11.2 Ｃ SＤＯｌ

第４ 18図219 瓦質土器 k鉢 在地 4.7 10.7 Ｃ SＤＯｌ 砂付
第４ 18図220 瓦質土器 k鉢 在地 6.6 Ｃ SＤＯｌ 2３

第４ 18図221 瓦質土器 k鉢 在地 6.3 Ｃ SＤＯｌ 2３

第４ 18図222 瓦質土器 k鉢 在地 3.8 Ｃ SＤＯｌ 2３

第‘１ 18図223 瓦質土器 k鉢 在地 5.7 Ｃ SＤＯｌ

第４ 18図224 瓦質土器 k鉢 在地 5.5 Ｃ SＤＯ１ もしくは鉢
第４ i8図225 瓦質土器 k鉢 在地 7.3 Ｃ SＤＯｌ 2３
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第４ 18図226 瓦質土器 火鉢脚 在地 5.7 Ｃ SＤＯｌ 2３

第４ 18図227 瓦質土器 壷 在地 ５３ Ｃ SＤＯｌ 2３

第４ 18図228 瓦質土器 喪 在地 ７０ Ｃ SＤＯＩ

第４ 18図229 瓦質囲炉裏用鉢 在地 ６８ Ｃ SＤＯｌ 2３

第４ 18図230 瓦質土器 鍋 在地 ６２ Ｃ SＤＯ１ 2３

第４ 18図231 瓦質土器 培焔 在地 ４６ Ｃ SＤＯｌ 取手付鍋 2３

第４ 29図001 背磁 皿 龍泉窯 (11.6） 5.0 ３0 Ｃ SＤｌＯ

第4-29図002 陶器 小壷 備前 4.0 (2.2） Ｃ－ＳＤｌＯ 2５

第4-29図003 陶器 橘鉢 備前 (26.2） (8.1） Ｃ－ＳＤｌＯ 2５

第4-29図004 陶器 播鉢 備前 (8.1） (41.9） Ｃ SＤｌＯ 2５

第4-29図005 陶器 繍鉢 備前 (8.5） (4.9） Ｃ SＤｌＯ

第4-29図006 陶器 弧 備前 (‘Ｍ） Ｃ SＤｌＯ

第4-29図007 京部系土師器 皿 在地 14.0 (2.3） Ｃ SＤｌＯ 灯明皿･スス付蒜

第４ 29図008 京郁系土師器 皿 在地 1３ ２ 2.2 Ｃ SＤｌＯ

第４ 29図009 京都系土師器 皿 在地 1３ ２ (2.2） Ｃ SＤｌＯ

第４ 29図OIO 京郁系土師器 皿 在地 1２ ６ 5.8 2.8 Ｃ SＤＩＯ 灯明皿？・スス付若

第４ 29図011 京郁系土師器 皿 在地 1２ ４ 6.0 ２３ Ｃ SＤＩＯ 灯明皿･スス付藩 2６

第４ 29図012 京部系土師器 皿 在地 10.8 4.2 ２
リ
】 Ｃ SＤｌＯ 2６

第4-29図013 京都系土師器 皿 在地 10.2 3.6 ２２ Ｃ SＤＩＯ

第‘1-29図014 京都系土師器 皿 在地 8.2 ２２ Ｃ SＤｌＯ 灯明皿･スス付蒲

第4-29図015 京郁系土師器 皿 在地 11.8 6.6 ２６ Ｃ SＤｌＯ 折衷様式･スス付着

第4-30図016 在地系土師器 皿 在地 9.1 6.3 ３ Ｃ SＤｌＯ 段々土師器

第4-30図017 在地系土師器 皿 在地 ８‘Ｉ 4,3 ２０ Ｃ SＤｌＯ 灯明皿

第4-30図018 在地系土師器 皿 在地 ８２ ９ Ｃ SＤｌＯ

第4-30図019 在地系土師器 皿 在地 1２ ５ 6.8 ２５ Ｃ SＤｌＯ ロクロ目

第4-30図020 在地系土師器 皿 在地 1２ ３ 0.2 ２４ Ｃ SＤｌＯ ロクロ目・灯明皿

第４ 30図021 在地系土師器 皿 在地 1１ ９ 6.3 ２５ Ｃ SＤｌＯ ロクロ目

第４ 30図022 在地系土師器 皿 在地 1１ ６ 6,6 リ
ー ６ Ｃ SＤｌＯ ロクロ目 2６

第４ 30図023 在地系土師器 皿 在地 1１ リ
ー 3.5 ２２ Ｃ SＤｌＯ ロクロ目

第４ 30図024 在地系土師器 皿 在地 1１ ２ ２４ C-SDlO ロクロ目・灯明皿

第４ 30図025 在地系土師器 皿 在地 10０ 6,5 ２２ C-SDlO ロクロ目

第４ 30図026 在地系土師器 皿 在地 1２ ０ 6,3 ツ
ー C－ＳＤｌＯ ロクロ目・灯明皿

第４ 30図027 在地系土師器 皿 在地 １２ 0 ２５ C-SDlO ロクロ目・灯明皿 2６

第４ 30図028 在地系土師器 小皿 在地 ６５ 4.0 ２２ C-SDlO 金雲母多く含む

第４ 30図029 在地系土師器 耳皿 在地 ５３ 3,5 ４ Ｃ ＳＤＩＯ

第４ 30図030 赤焼瓦質土器 不明 在地 ９0 Ｃ SＤｌＯ

第４ 30図031 瓦質土器 火鉢 在地 ６４ Ｃ SＤｌＯ

第４ 30図032 瓦質土器 焔焔 在地 4１．２ Ｃ SＤｌＯ 取手付鍋・ＳＤＯｌ上層・中下層

第４ 33図001 汁花 皿 景徳鎮窯 (7.0） (0.8） Ｃ SＤＯ２

第４ 33図002 陶器 碗 瀬戸美渡 (10.0） (3.9） Ｃ SＤＯ２

第４ 33図0０３ 陶器 徳利 備前 (3.0） (5.6） Ｃ SＤＯ２ 2６

第４ 33図004 陶器 四耳壷 備前 (16.6） (4.2） Ｃ SＤＯ２ 2６

第４ 33図005 陶器 喪 備前 (5.8） Ｃ SＤＯ 2６

第４ 33図006 陶器 撚鉢 備前 10.4 (6.7） Ｃ ＳＤＯ 近世1期（ナナメスリメ）

第４ 33図007 京都系土師器 皿 在地 12.8 6.0 2.3 Ｃ ＳＤＯ

第４ 33図008 京都系土師器 皿 在地 1２ ０ ２４ Ｃ ＳＤＯ２ 粘土の継目痕有 2６

第４ 33図0０９ 京都系土師器 皿 在地 1１ ８ 4.7 ２９ Ｃ ＳＤＯ２

第４ 33図010 京都系土師器 皿 在地 ９０ 3.9 ７ Ｃ ＳＤＯ２

第４ 33図011 京都系土師器 1m 在地 ８９ 3,0 ２ Ｃ ＳＤＯ２ スス付着

第４ 33図012 京都系土師器 皿 在地 (3.0） Ｃ ＳＤ

第４ 33図013 京都系土師器 耳皿？ 在地 6.8 (2.0） Ｃ ＳＤＯ２

第４ 33図014 土師質土器 燭台 在地 6,5 5.2 Ｃ SＤＯ２ 2６

第４ 33図015 瓦質二Ｉ 器 風炉 在地 ２
《
３ Ｃ ＳＤＯ２ 脚部剥離 2６

第４ 33図016 瓦質二Ｉ 器 火鉢 在地 ６５ Ｃ ＳＤＯ２

第４ 33図017 瓦質二Ｉ 器 火鉢 在地 ６４ Ｃ ＳＤＯ２ 2６

第4-33図018 瓦質二Ｉ 器 火鉢脚 在地 ７０ Ｃ ＳＤＯ２ 2６

第4-34図025 陶器 嬬鉢 備前 (10.5） (5.3） Ｃ ＳＤｌ２ 近世1期（ナナメスリメ）

第‘１ 36図0０１ 陶器 徳利 備前 (5.4） (5.4） Ｃ ＳＤＯ４ 2７

第４ 36図002 陶器 拙鉢 丹波 (7.1） Ｃ ＳＤＯ４ 2７

第４ 36図003 征地系土師器 皿 在地 7.5 3.9 2.0 Ｃ SDO41 ロクロ目

第４ 36図004 瓦質土器 火鉢 在地 3.5 Ｃ SＤＯ４

第４ 36図005 瓦質土器 火鉢 在地 1.9 Ｃ SＤＯ４

第４ 38図001 青磁 碗 龍泉窯 (6.8） (1.7） Ｃ SＤＯ５

第４ 38図００２ 青磁 碗 龍泉窯 (3.8） Ｃ SＤＯ５

第４ 38図003 陶器 播鉢 備前 (13.2） (4.7） Ｃ SＤＯ５

第４ 38図004 陶器 撚鉢 術前 (2.8） Ｃ SＤＯ５

第４ 38図005 陶器 郷鉢 備前 (‘1.2） Ｃ SＤＯ５

第４ 38図006 在地系土師器 皿 在地 1.7 Ｃ SＤＯ５ ロクロ目

第４ 38図００７ 在地系土師器 皿 在地 1,4 Ｃ SＤＯ５ ロクロ目

第４ 41図001 陶器 徳利 備前 6.5 (8.9） Ｃ SＤｌｌ 底部へラ記号 2７

第４ 41図002 陶器 大裂 備前 (5.8） Ｃ SＤｌｌ

第４ 41図003 陶器 蔚鉢 備前 (31.2） (7.3） Ｃ SＤｌｌ

第４ 41図004 陶器 臨鉢 備前 (10.0） (41.9） Ｃ SＤｌｌ

第4-41図005 陶器 雷鉢 備前 (9.2） Ｃ SＤｌｌ 近世1脚 (ナナメスリメ）

第4-41図006 陶器 濡鉢 備前 (6.0） Ｃ SＤｌｌ i斤仙1M１ (ナナメスリメ）



調査C区出土遺物観察 磁器）⑤

遺物観察表(第20次調査Ｃ区）

－３７５－

挿図Ｎｏ． 器棚 生産地
法母

口径

位

底径

ｍ）

器高
遺構名 備考

図版
Ｎｏ．

第４ 41図007 陶器 捕鉢 備前 (8.3） Ｃ SＤ１１

第４ ‘11図008 京都系土師器 皿 在地 13.0 (2.2） Ｃ SＤ１１

第４ 41図009 京都系土師器 皿 在地 1Ｍ (2.5） Ｃ SＤｌｌ 灯明皿･スス付茄
第４ 41図010 京都系土師器 皿 在地 ９ ‘1.0 2.1 Ｃ SＤｌｌ 灯明皿･スス付諦
第４ 41図011 瓦質土器 火鉢 在地 ‘I､７ Ｃ SＤＩｌ

第４ 41図012 瓦質土器 火鉢 在地 3,2 Ｃ SＤＩｌ

第４ 41図013 瓦質土器 火鉢脚 在地 6,2 Ｃ SＤｌｌ

第４ 43図001 五彩 碗 景徳鎮窯 3） Ｃ SＫＯｌ

第４ 43図002 背花 碗 景徳鎮窯 (lL1） (４ O） Ｃ SＫＯｌ

第４ 43図003 京都系土師器 皿 在地 (２ 6） Ｃ SＫＯＩ 金箔貼り付け
第４ ‘13図004 京都系土師器 皿 在地 12.5 5.0 .』 Ｃ SＫＯｌ

第４ 43図005 京都系土師器 皿 ｒｌ 地 10‘ ‘“ ●色 Ｃ SＫＯｌ 灯明皿
第４ 43図006 京都系土師器 皿 油地 １０‘ (2.1） Ｃ SＫＯｌ

第４ 43図007 京部系土師器 1ｍ 力地 8‘ 3.1 2.0 Ｃ SＫＯｌ

第４ 43図008 在地系土師器 皿 右地 11,7 6.1 2.1 Ｃ SＫＯ１ ロクロ目
第４ 43図009 土師質土器 焼塩霞の篭 間地 5.1 3.0 1.7 Ｃ SＫＯｌ

第４ 45図001 陶器 舟徳利 朝鮮王朝 (3.0） Ｃ SＫＯ５

第４ 45図002 瓦質土器 羽釜 在地 6.3 Ｃ SＫＯ５

第４ 48図001 白磁 蓋 景徳鎮窯 (４１） (1.2） Ｃ SＫＯ８

第４ 48図002 褐紬陶器？ ？
● 中国 (3.8） Ｃ SＫＯ８

第４ 48図003 京都系土師器 1m 在地 8.7 2.1 Ｃ ＳＫＯ８ 灯明皿･スス付着
第１ 50図001 背花 Ⅲ 涼州窯 (13.4） (５ 3.5 Ｃ ＳＫｌＯ

第‘１ 50図002 背花 壷 景徳鎮窯 (10.7）
第４ 50図003 汁花 碗 溌徳鎮窯 (２ Ｃ ＳＫｌＯ

第４ 50図004 背花 碗 賊徳鎮窯 (4.8） (２ 7） Ｃ ＳＫｌＯ

第‘１ 50図005 背花 盤 景徳鎮窯 (３ ‘l） Ｃ ＳＫｌＯ F群
第１ 50図006 背花 小壷 景徳鎮窯 (２ 2） Ｃ ＳＫ１０

第４ 50図007 白磁 碗 朝鮮王朝 (6.3） (２ O） Ｃ ＳＫｌＯ

第４ 50図008 白磁 １１１１ 中国南方 4.7 (１ 6） Ｃ ＳＫｌＯ

第４ 50図009 背磁 碗 龍泉窯 4.3 (’ 6） Ｃ ＳＫｌＯ

第４ 50図010 韮南三彩 中国 (３ l） Ｃ ＳＫＩＯ

第４ 50図011 蕪南三彩 中国 (’ Ｃ ＳＫｌＯ

第４ 50図012 鵜翠紬 皿 中国 (０ 6） Ｃ ＳＫｌＯ

第‘Ｉ 50図013 陶器 折縁皿 瀬戸美汲 10.8 5.8 2.5 Ｃ ＳＫｌＯ

第４ 50図0１４ 陶器 天目 瀬戸美漉 (10.41） (4.7） Ｃ ＳＫｌＯ

第４ 50図０１５ 陶器 花生 備前 (12.3） (9.8） Ｃ ＳＫｌＯ 2７

第４ 50図016 陶器 小壷 備前 (1.2） (３ Ｃ ＳＫｌＯ

第４ 50図0１７ 陶器 二重壷 備前 (5.4） 4.3 6.3 Ｃ ＳＫｌＯ 2７

第４ 50図018 陶器 鉢 備前 (15.6） (6.8） Ｃ ＳＫｌＯ

第４ 50図019 陶器 鉢 備前 (11.5） (7.0） Ｃ SＫｌＯ

第４ 50図０ 1０ 陶器 撤鉢 備前 (32.0） (8.5） Ｃ ＳＫ１０ 近世1期（ナナメスリメ）
第４ 50図０ 1１ 陶器 橘鉢 備前 (31.8） (7.4） Ｃ ＳＫｌＯ 近世1期（ナナメスリメ）
第４ 50図０ 1２ 陶器 橘鉢 備ｉ iｉ ､6） (7.3） Ｃ ＳＫｌＯ 近世１期（ナナメスリメ）
第４ 50図0 陶器 儒鉢 備’ iｉ (28.8） (9.3） Ｃ SＫ１０

第４ 50図024 陶器 播鉢 備’ １ 8.7 Ｃ ＳＫｌＯ

第４ 50図025 陶器 水屋製 備’ iｉ (16.0） (８０） Ｃ SＫｌＯ 2７
第４ 50図026 陶器 大喪 傭’ iｉ (10.8） Ｃ SＫｌＯ

第４ 50図027 陶器 大喪 備前 (7.‘1） Ｃ SＫｌＯ

第４ 50図028 京都系土師器 皿 在地 ３ 訂.２ 2.5 Ｃ SＫｌＯ

第４ 50図029 京都系土師器 皿 在地 1２ リ
ー 5.6 2.7 Ｃ SＫｌＯ 灯明IIIl･スス付綜 2７

第‘１ 50図030 京都系土師器 皿 在地 1２ ０ 2.8 Ｃ SＫｌＯ

第４ 50図031 京都系土師器 皿 在地 1２ ０ 5.0 2.5 Ｃ SＫｌＯ 灯明!Ⅲ．内面：付諦物有、ススか？
第４ 50図032 京都系土師器 皿 在地 1１ ８ リ

●ｰ 2.5 Ｃ SＫｌＯ 灯明Ⅲ
第４ 50図033 京都系土師器 皿 在地 1１ ８ i､０ 3.2 Ｃ SＫｌＯ スス付蒲
第４ 50図034 京都系土師器 皿 、地 1１ ５ 1.4 3.0 Ｃ SＫＩＯ 灯明皿
第４ 50図035 京都系土師器 皿 fｌ 地 ９６ 2.‘１ Ｃ SＫｌＯ 灯明Ⅲl･スス付満
第４ 50図036 京都系土師器 皿 向地 ８９ 2.1 Ｃ SＫＩＯ

第４ 50図037 京都系土師器 皿 (Ｉ 地 8.8 3.6 1.8 Ｃ SＫｌＯ 灯明Ⅲl･スス付狩
第４ 50図038 京都系土師器 皿 曲地 8.6 2.0 Ｃ SＫｌＯ

第４ 50図039 京都系土師器 皿 rＩ 地 8.5 2.2 Ｃ SＫｌＯ 灯明llll･スス付粁
第４ 50図040 京都系土師器 皿 在地 8.4 3.0 1.8 Ｃ SＫｌＯ 灯明皿･スス付諦
第４ 50図041 京都系土師器 皿 在地 8.4 2.6 2.2 Ｃ SＫｌＯ

第４ 50図042 京都系土師器 皿 在地 8.2 リツ Ｃ SＫｌＯ 灯明Ⅲl･スス付粁
第４ 50図043 京都系土師器 坪 在地 11.4 6.0 3.5 Ｃ SＫｌＯ

第４ 50図044 京都系土師器 坪 在地 1１ ４ ．１ ６ 3.8 Ｃ SＫｌＯ 2７
第４ 50図045 京都系土師器 坪 任地 1１ ３ ５ 3.5 Ｃ SＫｌＯ 底而：ムシロ痕？
第４ 50図046 京都系土師器 坪 在地 1１ ツ

ー １６ 3.9 Ｃ SＫｌＯ スス付着？
第４ 50図047 京都系土師器 坪 在地 1１ ０ ５０ 3.6 Ｃ SＫｌＯ 灯明皿
第４ 50図048 京都系土師器 杯 在地 10２ ６２ 3.4 Ｃ ＳＫｌＯ

第４ 50図049 土師質土器 焼塩壷 在地 ‘１ ０ 8.1 Ｃ ＳＫｌＯ ＳＤＯｌ上層。Ｋ３７．３８下届と接合 2７
第４ 50図050 土師質土器 焼塩壷 ｛’ 地 ‘Ｉ Ｉ 8,4 Ｃ ＳＫ１０

第４ 50図051 瓦質土器 鉢 そ１ 地 16,6 Ｃ ＳＫｌＯ ＳＤＯｌ上層ベルト・ＳＤｌｌ・ＳＫｌＯ
第‘Ｉ 50図052 瓦質土器 鉢 rｌ 地 9,6 Ｃ ＳＫｌＯ

第４ 50図053 瓦質土器 鉢 rｌ 地 前,６ Ｃ ＳＫｌＯ

第４ 50図054 瓦質土器 橘鉢 Ｗ長 33.6 8.7 Ｃ ＳＫｌＯ 周防剛儒鉢 2７



遺物観察表4２

挿図Ｎｏ．

第４ 50図055

第４ 53図056

第４ 53図057

第４ 53図058

第４ 53図059

第４ 53図060

第４ 55図001

第４ 55図002

第４ 55図003

第４ 55図004

第４ 55図005

第４ 55図００６

第４ 55図007

第４ 55図008

第イ 55図009

第４ 55図010

第４ 55図011

第４ 55図012

第４ 55図013

第４ 55図014

第４ 55図015

第４ 55図016

第４ 55図017

第4-55図018

第4-55図019

第4-55図020

調査C区出土遺物観察

器 種

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

五彩

華南三彩

青磁

青磁

溺翠紬

白磁

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

肥前系陶器

肥前系陶器

肥前系陶器

京都系土師器

京部系土師器

在地系土師器

瓦質土器

瓦質土器
土師器

播鉢

橘鉢

火鉢

火鉢

火鉢

風炉

碗
？

●

碗

碗

皿

碗
＝ＥＦ

ｇＩｆ

掛花入

香炉

天目

向付
皿

碗

鉢？
Ⅲ

坪

皿

火鉢

火鉢

弧

20次調査区C出土遺物観察表（土製

挿図Ｎｏ． 品秘 材質

第4-19図232 土錘

第４ 19図233 土錘

第４ 19図234 土錘

第４ 19図235 土玉 土師質

第４ 19図236 土師質円盤土製品

第４ 19図237 土師質円盤土製品

第４ 19図238 土師質円盤土製品

第４ 19図239 瓦質円盤状土製品

第４ 19図240 瓦質円盤状土製品

第４ 19図241 瓦質円盤状土製品

第４ 19図242 瓦質円盤状土製品

第４ 19図243 瓦質円盤状土製品

第４ 19図2４４１ 瓦加工品

第４ 20図245 硯

第４ 20図246 硯

第４ 20図247 硯

第４ 20図248 硯

第４ 20図249 砥石

第４ 20図250 砥石

第４ 20図251 砥石

第４ 20図252 砥石

第４ 20図253 砥石

第４ 20図254 砥石

第４ 20図255 砥石

第４ 20図256 砥石

第４ 20図257 砥石

第４ 20図258 円盤状石製品

第４ 20図259 環状石

第４ 20図260 石臼

第４ 21図261 石臼

第４ 21図262 石臼

第４ 21図263 石臼

第４ 21図264 石製品 不明

第４ 21図265 石製品 不明

第４ 2１ Xl266 石製品 不明

第４ 3３ Z1019 石臼か茶臼

第‘１ 3３ XlO20 砥石

第４ 3３ XIO21 土師質土製品

第４ ４１ ZlOM 備前焼円盤状土製品

第４ ４１ 劃015 瓦質円盤状土製品

第４ ４１ X1016 円盤状石製品

第４ ４１ X1017 円雛状石製品

第４ ４１ 劃018 有孔石製品
第４ 5４ 劃061 石臼

生産地

防長

防長

在地
在地

在地

在地

中国

中国

龍泉窯

龍泉窯

中国

朝鮮王朝

総滑

備前

瀬戸美濃

瀬戸美漉

織部

肥前

肥前

肥前

在地

在地

在地

在地

在地

副m3rl

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

及さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

髄器）⑥

法同

口径

(単位

底径

、）

器高
遺柵名 備考

図版
Ｎｏ．

30,3 10,5 Ｃ ＳＫｌＯ ＳＤＯｌ上府・ＳＫｌＯと接合

4‘５ Ｃ SＫｌＯ 周防型嬬鉢

6.5 Ｃ ＳＫｌＯ

3.7 Ｃ ＳＫｌＯ

5.4 Ｃ ＳＫｌＯ

7,1 Ｃ ＳＫｌＯ

(2.6） 包含層

(2.4） 道路

(３ 4） 包含層

(11.2） (４ 7） SXO５

(２ O） ﾄﾚﾝﾁＡ

(7.0） (２ 8） 包含層 漆継ぎ

(８ O） 包含層
(７ 6） 包含層

(6.8） (3.3） ﾄﾚﾝﾁＡ

(３ SＸＯｌ

包含層

(11.4） (4.4） 3.0 包含層 胎土目？唐津

4.8 (2.9） 包含層

(5.2） 包含層
11.9 3.0 3.1 西壁

(10.0） (5.5） 3.1 SＸＯｌ

8.6 ‘1.7 2.4 ＳＸＯｌ 灯明皿

8.5 ＳＸＯｌ

7.4 西壁 周防型火鉢

13.3 Sl501 トレンチＳｌ５０

①

寸法（単位c､） 垂

(9)
遺櫛名 備考

図版
Ｎｏ．

4.8 幅 1.0 厚さ Ｃ ＳＤＯｌ

４６ 幅 ０７ 厚さ Ｃ ＳＤＯｌ

４２ 幅 厚さ Ｃ SＤＯｌ

３８ 幅 ４０ 厚さ Ｃ ＳＤＯｌ 2３

４ 幅 4１ 厚さ Ｃ ＳＤＯｌ 2３

４０ 幅 4１ ０ 厚さ Ｃ SＤＯ１

3.8 幅 ４２ Ｃ SＤＯｌ

5.1 幅 ４８ 厚さ Ｃ SＤＯｌ 2３

５０ 幅 ４８ 厚さ Ｃ SＤＯｌ

３７ 幅 ４０ 厚さ Ｃ SＤＯｌ

３３ 幅 ４ 厚さ Ｃ SＤＯｌ

２８ 幅 ２６ 厚さ Ｃ SＤＯｌ

器高 ６ 厚さ Ｃ SＤＯｌ 2３

6,1 幅 ７９ 厚さ 2.0 Ｃ SＤＯｌ 2４

9.8 幅 ４５ 厚さ 1.3 Ｃ SＤＯｌ

8.8 幅 ５６ 厚さ 1.1 Ｃ SＤＯｌ

４６ 幅 ‘１ ３ 厚さ 1.8 Ｃ SＤＯｌ 2４

９０ 幅 ８９ 厚さ 8.8 Ｃ SＤＯｌ

８６ 幅 ４４ 厚さ 3.6 Ｃ SＤＯ１ 2４

６ 幅 ２ 厚さ 1.0 Ｃ SＤＯｌ

６６ 幅 ３９ 厚さ 0.8 Ｃ SＤＯｌ

７ 幅 ４６ 厚さ 0.8 Ｃ SＤＯｌ

４８ 幅 4１ ５ 厚さ 2.8 Ｃ SＤＯｌ

‘Ｉ ５ 幅 ５ 厚さ 1.7 Ｃ SＤＯｌ

4.3 幅 ５０ 厚さ 1.2 Ｃ SＤＯｌ

3.5 幅 ４ 厚さ １．２ Ｃ SＤＯＩ

3.3 幅 ３３ 厚さ Ｃ SＤＯｌ

8.1 幅 ７４ 厚さ 4.2 Ｃ SＤＯｌ 2４

4.8 幅 ４８ 厚さ Ｃ SＤＯｌ

器高 ４１ ０ 厚さ Ｃ SＤＯｌ

器高 ３９ 厚さ Ｃ SＤＯｌ

器高 ４４ 厚さ Ｃ SＤＯｌ

12.1 幅 8.3 厚さ 7.7 Ｃ ＳＤＯｌ

14.9 幅 14.9 厚さ 9.5 Ｃ ＳＤＯｌ

11.5 幅 ８５ 厚さ 5.8 Ｃ－ＳＤＯｌ 2４

幅 ８ さ 7.9 Ｃ ＳＤＯ２

6.9 幅 ４９ 2.1 Ｃ ＳＤＯ２ 結晶片岩

５６ 幅 ５３ Ｃ ＳＤＯ２

４ 幅 ４0 Ｃ ＳＤｌｌ 2７

３７ 幅 ３６ Ｃ ＳＤｌｌ

５５ 幅 ５３ Ｃ ＳＤＩｌ 軽石

６０ 幅 ５８ Ｃ ＳＤｌｌ 軽石

‘Ｉ １ 幅 Ｃ ＳＤｌｌ 2７

幅 7.0 Ｃ ＳＫｌＯ



遺物観察表４４
府内町跡20次調査C区出土週 観物
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一
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一
一
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一
一
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ロ
、

遺物観察表４４

府内町跡20次調査区C出土遺物観察表（金属製品・ガラス製品）

調査C区出土遺 表（木製品）①

遺物観察表(第20次調査C区）

－３７７－

第４ 54図062 石臼 長さ 6.8 幅 Ｃ－ＳＫｌＯ

第４ 56図021 土錘 長さ 5.4 幅 1.0 包含層
第４ 56図022 土錘 長さ 5.3 幅 ２ トレンチ

第４ 56図023 土錘 長さ 5,0 幅 ２ トレンチ

第４ 56図024 土錘 長さ 4.3 幅 ０ 包含層
第４ 56図025 土錘 長さ 3.2 幅 ５ 包含層
第４ 56図026 瓦質円盤状土製品 長さ 41.9 幅 4１ ８ 包含層
第４ 56図027 瓦質円盤状土製品 長さ ４１．１ 幅 ３５ 包含層
第４ 56図028 赤間硯 長さ 5.0 幅 ５０ 2.0 包含層 2７

第４ 56図029 赤間硯 長さ 7.2 幅 ４８ 1.2 包含層 2７

第４ 56図030 硯 長さ 7.0 幅 ６ 1.4 トレンチ 砥石の可能性もあり
第４ 56図031 有満砥石 長さ 2.1 柵 ３９ トレンチ
第４ 56図032 砥石 長さ 8.2 幅 ５０ 1.3 トレンチ
第４ 56図033 砥石 長さ 5.8 幅 包含層 砥石？
第４ 56図034 砥石 3.9 幅 3.7 1.0 包含層
第４ 56図035 滑石製石鍋 長さ 21.2 幅 包含府 2７

第４ 56図036 滑石製石鍋 長さ 13.0 幅 包含層

挿図No. 品種 材質
部位

寸法（単位c､） 重凪

(9)
遺櫛名 備考

図版
Ｎｏ．

21図267 扇平玉 ガラス 長さ 2.2 幅 ２ 厚さ 1.0 Ｃ SＤＯｉ

第４ 21図268 ガラス玉 長さ 幅 厚さ 1.0 Ｃ SＤＯｌ 青色
第４ 21図269 銅製品 霧 長さ 前.２ 幅 厚さ Ｃ SＤＯｌ 2４

第４ 21図270 小柄 金属 長さ (9． l） 幅 (1.41） 厚さ (0.70） Ｃ SＤＯＩ

第４ 43図010 鍵 青銅 長さ ８３ 幅 径 0.40 Ｃ SＫＯ２

第４ 58図042 青銅製品 管 長さ ６ 幅 1.2 包含府 近世か？ 2７

第４ 58図043 鉛玉 長さ ６ 幅 1.3 表土
第４ 58図０１４ メダイ様金属製品 鉛 長さ ９ 幅 １．２ 厚さ 0.30 3.5 包含胴

挿図No. 品種 材質
部位

寸法（単位c､） 重

(9)
遺構名 備考

図版
Ｎｏ．

第４ 22図271 猿形 木製品 木製 長さ 6.0 幅 1.8 厚さ 2.5 Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 22図272 木製 ､工品 木製 長さ 26.2 幅 3．４１ 厚さ 0.8 Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 22図273 猫 漆器 口径 13.41 底径 器高 (‘1.2） Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 22図274 宛 漆器 口径 ６ 底径 5.8 器高 4.5 Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 22図275 宛 漆器 口径 底径 器高 (3.1） Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 22図276 宛 漆器 口径 底径 器高 (5.9） Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 22図277 宛 漆器 口径 13.3 底径 器高 (‘1.1） Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 23図278 宛 漆器 口径 底径 器高 (5.6） Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 23図279 舟§巻 木器 長さ ‘1.7 幅 1.8 Ｃ－ＳＤＯｌ 2４
第４ 23図280 舟形木製品 木器 憂さ 1７ ８ 幅 3.5 高さ 1.1 Ｃ ＳＤＯｌ
第４ 23図281 燭台 木器

昨
心

一
』 長さ 1２ ８ 幅 0.9 Ｃ ＳＤＯｌ 2４

第４ 23図282 柄杓 木器 口径 ８５ 高さ Ｃ ＳＤＯｌ 2４

第４ 23図283 柄杓 木器 口径 ７８ 高さ 5.5 Ｃ ＳＤＯｌ 2４

第４ 23図281 柄杓 木器 口径 ９８ 高さ ６３ Ｃ ＳＤＯｌ 2４
第４ 24図285 越杖 木器 匪 長さ ５４ 厚さ ２７ Ｃ ＳＤＯ１ 2４

第４ 24図286 不明 木器 棒状 長さ 1５ ７ 幅 ﾂ
ー ６ Ｃ ＳＤＯｌ 2５

第４ 24図287 部材 木器 角状 長さ ９６ 幅 0９ Ｃ ＳＤＯｌ 2５
第４ 24図288 不明 木器 板状 長さ 1８ ２ 幅 ﾂ

ー 厚さ 0.8 Ｃ SＤＯｌ 2５
第４ 24図289 符 木器 長さ 幅 0.8 Ｃ SＤＯｌ

第４ 24図290 箸 木器 長さ 幅 0.6 Ｃ SＤＯｌ

第４ 24図291 答 木器 長さ 幅 ０５ Ｃ SＤＯｌ 竹製品（BI3に同じ）
第４ 24図292 答 木器 長さ 幅 ０６ Ｃ SＤＯｌ

第４ 24図293 箸 木器 長さ 幅 ０６ Ｃ SＤＯｌ

第４ 24図29‘１ 箸 木器 長さ 幅 0８ Ｃ SＤＯｌ

第４ 24図295 符 木器 長さ 17.0 幅 ０８ Ｃ SＤＯｌ

第４ 24図296 署 木器 長さ 17.2 幅 ０８ Ｃ SＤＯｌ

第４ 24図297 箸 木器 長さ 幅 ０３ Ｃ SＤＯｌ 竹製品
第１ 24図298 箸 木器 長さ ､６ 幅 0

一

;〕 Ｃ SＤＯｌ

第４ 24図299 箸 木器 長さ 21.3 幅 ０８ Ｃ SＤＯｌ

第‘１ 24図300 箸 木器 長さ 幅 ０７ Ｃ SＤＯｌ

第４ 21図301 符 木器 長さ 24.3 幅 ０６ Ｃ SＤＯｌ

第４ 24図302 著 木器 長さ 23.9 幅 ０８ Ｃ SＤＯｌ

第１ 24図303 幕 木器 長さ 24.3 幅 ０８ Ｃ SＤＯｌ

第‘１ 2‘1図304 箸 木器 長さ 幅 ０８ Ｃ SＤＯｌ

第４ 24図305 箸 木器 長さ 幅 ０９ Ｃ SＤＯｌ

第４ 24図306 箸 木器 長さ 幅 Ｃ SＤＯｌ
第４ 24図307 箸 木器 長さ 29.6 幅 ０８ Ｃ SＤＯｌ 2５
第１ 21図308 箸 木器 長さ 2９ ３ 幅 ０８ Ｃ SＤＯｌ

第イ 25図309 棒状製品 木器 長さ 2５ ０ 幅 ４ Ｃ SＤＯｌ

第‘１ 25図310 ド駄 木器 長さ 1８ ５ 幅 １０ 0 高さ 5.5 Ｃ ＳＤＯｌ 2５
第４ 25図311 F駄 木器 長さ 1７ ７ 幅 ９0 高さ 1.9 Ｃ ＳＤＯｌ 2５
第４ 25図312 下駄 木器 長さ 1９ ５ 幅 7.8 高さ 1.3 Ｃ ＳＤＯｌ 2５
第４ 25図313 下 駄 木器 長さ 1４ ９ 幅 高さ 2.4 Ｃ ＳＤＯｌ 2５



調査C区出土遺

調査C区出土遺
遺物観察表4７

府内町跡20次調査C区出土遺物観察表（瓦）

3７８

挿図Ｎｏ． 品種 材質
部位

寸法（単位c､） 重砿

(9)
遺櫛名 備考

図版
Ｎｏ．

第4-34図022 軒丸瓦 長さ 幅 6.8 厚さ Ｃ－ＳＤＯ２ 2６

第４ 34図023 軒平瓦 長さ 幅 4.5 厚さ Ｃ－ＳＤＯ２ 2６

第４ 57図037 軒平瓦 長さ 幅 厚さ トレンチ

第４ 57図038 丸瓦 長さ ３１．５ 幅 厚さ Ｃ－ＳＫｌＯ

第４ 57図039 丸瓦 長さ 31.0 幅 厚さ Ｃ－ＳＫＩＯ

第４ 57図040 丸瓦 長さ (21.8） 幅 厚さ Ｃ－ＳＫｌＯ

第４ 57図041 丸瓦 長さ (22.9） 幅 厚さ Ｃ－ＳＫｌＯ

第４ 26図314 不明 木器 板状 長さ 9.6 幅 2.4 厚さ 0.5 Ｃ SＤＯｌ 2５

第４ 26図315 板状製品 木器 長さ 1１ ６ 幅 3‘８ 厚さ ０４ Ｃ SＤＯ１ 2５

第４ 26図316 不明 木器 板状 長さ ６２ 幅 厚さ ０4１ Ｃ SＤＯｌ

第４ 26図317 不明 木器 板状 長さ 1２ ０ 幅 厚さ ０９ Ｃ SＤＯｌ

第４ 27図318 不明 木器 板状 長さ 1６ ７ 幅 8.3 厚さ ０６ Ｃ SＤＯｌ 2５

第４ 27図319 不明 木器 板状 長さ 1７ ８ 幅 4.0 厚さ 0７ Ｃ SＤＯｌ

第４ 27図320 板状製品 木器 長さ 20.8 幅 9.2 厚さ ０６ Ｃ SＤＯｌ

第４ 27図321 不明 木器 板状 長さ 28.0 幅 5.4 厚さ ０８ Ｃ SＤＯｌ

第４ 28図322 不明 木器 板状 長さ 31.5 幅 7.5 厚さ ０８ Ｃ SＤＯｌ

第４ 28図323 角材 木器 長さ 23.5 幅 10.4 Ｃ SＤＯｌ

第４ 28図324 曲物 木器 蓋 長さ 12.3 幅 5.4 厚さ 0.7 Ｃ SＤＯｌ

第４ 28図325 曲物 木器 蓋 長さ 幅 厚さ 0.4 Ｃ SＤＯｌ

第４ 28図326 曲物 木器 長さ 11.5 厚さ 0.5 Ｃ SＤＯｌ

第４ 28図327 曲物 木器 径 8.4 厚さ ０‘！ Ｃ SＤＯＩ

第４ 28図328 曲物 木器 長さ 13.3 厚さ ０５ Ｃ SＤＯｌ 2５

第４ 28図329 曲物 木器 径 10.0 厚さ ０２ Ｃ SＤＯ１

第４ 31図033 下駄 木器 長さ 20.5 幅 1１ ３ 高さ 7.6 Ｃ SＤｌＯ 2５

第４ 31図034 下駄 木器 長さ 18.5 幅 10０ 高さ 4.2 Ｃ SＤｌＯ 2６

第４ 31図035 箸 木器 長さ 幅 0６ Ｃ SＤＩＯ

第４ 31図036 箸 木器 長さ 幅 0８ Ｃ SＤｌＯ

第４ 34図024 線材 木器 藍 長さ 6.6 厚さ ５６ Ｃ ＳＤＯ２ 2６

挿図Ｎｏ． 銭貨名 初鋳造年 国・王朝名
重さ

(Ｒ）

直径
(m､）

謝体 遺櫛名 備考
図版
Ｎｏ．

第４ 59図0１ 不明 4.5 2.4 Ｃ SＤＯｌ 錆付着

第４ 59図0２ 皇宋通蛮 1038年 北宋 ３０ 2.4 築謬 Ｃ SＤＯｌ

第４ 59図0３ 元祐通資 1086年 北宋 ３２ 2.1 Ｃ SＤＯｌ

第４ 59図0４ 紹聖元蜜 1094年 北宋 ２３ 2.3 Ｃ SＤＯｌ

第４ 59図0５ 政和通賛 1111年 北宋 ２３ 2.4 真書 Ｃ ＳＤＯＩ

第４ 59図0６ 元豊通賓 1078年 北宋 ２９ 2.4 築誹 Ｃ ＳＤＯ１

第４ 59図0７ 不明 ０６ Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 59図0８ 元豊通夜 1078年 北宋
り
】 ７ 2.4 築番 Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 59図0９ 不明 Ｃ ＳＤＯｌ ｢密」のみ

第４ 59図10 聖宋元賓 1101年 北宋
り
】 ０ 2.4 擬謹 Ｃ ＳＤＯ１

第４ 59図1１ 寧元蜜 1068年 北宋 ３５ ２３ 真謝 Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 59図1２ 紹聖元蛮 1094年 北宋 ２ ２4１ 行謝 Ｃ ＳＤＯｌ

第４ 59図1３ 皇宋通賓 1038年 北宋 ３２ ２‘１ 築諜 Ｃ ＳＤｌＯ

第４ 59図Ⅲ 祥符通賓 1008年 北宋 ２
リ
】

ｰ

;》 Ｃ－ＳＤＯ２

第４ 59図1５ 不明 ３４
リ
】 ５ Ｃ－ＳＤｌｌ 錆で読めず４枚重なっている

第４ 59図1６ 不明 ３５ ２５ Ｃ－ＳＤｌｌ 錆で読めず４枚重なっている

第４ 59図1７ 不明 ４０ ２５ Ｃ－ＳＤｌｌ 錆で読めず４枚重なっている

第４ 59図1８ 不明 ３５ ２４ Ｃ SＤｌＩ 錆で読めず４枚重なっている

第４ 60図１９ 天聖元賓 1023年 北宋 ３ 2.5 繁書 Ｃ SＤｌｌ

第４ 60図2０ 不明 ６８ 2.5 Ｃ SＫＯ２ 錆で読めず

第４ 60図2１ 不明 ０ Ｃ SＫＯ２

第４ 60図2２ 不明 2.3 Ｃ SＫｌＯ

第４ 60図2３ 不明 3.4 2.5 包含層 錆付着

第４ 60図2４ 不明 1.3 包含層 錆付藩半分欠損

第４ 60図2５ 元豊通賓 1078年 北宋 2.6 2.3 築番 包含同

第４ 60図2６ 嘉祐通賓 1056年 北宋 ２７ 2.4 築諜 包含届

第４ 60図2７ 永楽通賓 1408年 明 ３０ ２５ 包含届

第４ 60図2８ 天聖元賓 1023年 北宋
リ
】 ５ リ

ー ４ 真書 包含府

第４ 60図2９ 威淳元賛 1265年 南宋
リ
】 ２４ 包含層 背八

第４ 60図 10 元祐通賓 1086年 北宋 1.8 リ
ロ ４ 包含届 一部欠損

第‘１ 60図 Ⅲ 不明 1.2 ２５ 包含府 一部のみ

第４ 60図 1２ 不明 3.1 ２５ 包含府 鋪で読めず

第４ 60図 1３ 祥符通賓 1008年 北宋 1.8 ２４１ 包含層 一 部 欠 梱

第４ 60図 1４ 荊元通賓 621年 唐 2.5
リ
】 ３ 包含届

第４ 60図 )５ 不明 2.6 ２４ 包含層 錆付蒜

第４ 60図 ｝６ 不明 1.1 包含厨 半 分 欠 梱



写 真 図 版



'厚真図版１

､乱 ロー忌言雪萱騨≧＝〃

＝～
守 一 画 白

Eみ一 璽蕊;i崇灘

府内町跡20次調査区と万寿寺跡（西上空から）
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写真図版２

府内町跡20次調査全景写真

－３８０－



牢典図版３

府内町跡20次調査と国道10号線

府内町跡20次調査Ａ区全景

－３８１－
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写真図版４

府内町跡20次調査各溝の接合部
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C-SD10出土遺物[土師質土器］（第4-29図・第４-30図）
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C-SDO4出土遺物（第4-36図）
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所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号
。〃ノア 。〃戎’ 調査期間 調査面積 調査原因

ちゅう世いおおとも

中世大友
ふないまちあと

府内町跡

第20次

調査区

所収遺跡名

中世大友府

内町跡第2０

次調査区

jj8jLbだし０Ｊとまfｂ

大分市元町

種別 主な時代

中世

包蔵地 14世紀～

ほか 16世紀

322 051

主な遺構

区画性の強い堀と

溝・井戸・土坑

礎盤建物

33.

13′

28″

1３１
◎

3７

１７

主な遺物

〃

〃汐

在地系土師質土器、青磁・

白磁、青花等貿易陶磁、

中世瓦、銅銭、ガラス玉、

木製人形、各種木製品

2002年

5月
～

2003年

3月

2,100㎡

特記事項

一般国道

10号古国府

拡幅事業

調査区は豊後「府内」の中核的

寺院の西北部隅にあたり、北境

の区画施設やこの部分の区画や

建物を検出した。

中世大友城下町跡の中でも最大の占有面積を占める万寿寺の西北隅の調査を実施した。その結果、

要約

万寿寺の創建時である14世紀初頭から、焼失し機能を失う16世紀末までの遺構を検出した。１４世紀

代では区画性の強い南北方向や東西方向の溝を検出し、ほぼ同じ時期の建物である川原石を礎盤と

する建物を検出した。また、１６世紀後半においては、文献に見られる万寿寺西之屋敷の裏手の状況

を検出した。さらに北側では、万寿寺と御内町との境になる大規模な堀を検出した。この堀の周辺

は14世紀代からの東西方向の溝が幾筋も検出され、古くから北側の境であったことが推測された。

－４０６－
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